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3  教 飾 ア ン ケ ー ト に よ る カ リ キ ュ ラ ム の 評 舗 と そ の 考 察
( 1 )  r社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の ね ら い と 実 施 時 期 、 実 施 方 法 な ど
( 2 )  r社 会 的 ス キ ル の 捜 業 J に 期 待 さ れ る 効 果
( 3 )  r社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 学 習 効 果 が 表 れ た と 思 わ れ る 子 ど も の 様 子
( 4 )  r社 会 的 ス キ ル の 接 業 J 全 般 、 次 年 度 へ 向 け て の 課 題
第 3 節 既 存 の 質 問 紙 調 査 結 果 か ら の 評 価 と 考 察
1  
学 校 生 活 に 寓 す る ア ン ケ ー ト
2  人 権 意 識 に 関 す る ア ン ケ ー ト
3  教 育 に 関 す る 3 つ の 達 成 目 標 に お け る 「 規 律 あ る 態 度 J の 育 成
第 5 章 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る カ リ キ ュ ラ ム の 実 証 的 研 究 2 ( 小 学 校 )
第 1 節 子 ど も の 基 犠 的 人 間 力 を 養 成 す る た め の 教 膏 ( 小 学 校 に お け る 3 年 間 の 実 践 )
1  . 実 践 校 の 概 要 と 実 践 ま で の 経 緯
( 1 ) 実 設 校 に つ い て
( 2 ) 実 践 ま で の 経 緯
2 . 子 ど も の 基 礎 的 人 間 カ を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 芭 的 と 意 義
( 1 ) 子 ど も の 基 礎 的 人 構 力 を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 自 的
( 2 ) 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の f社 会 的 ス キ ル の 接 業 J の 意 義
3 . 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 概 要
( 1 )  r社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 内 容
( 2 ) 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の f 社 会 的 ス キ ル の 揖 業 j の 学 年 別 年 間 指 導 計 笛
1 5 0  
1 5 2  
1 5 4  
1 5 6  
1 5 7  
1 5 8  
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第 2 節 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る r社 会 的 ス キ ル の 捜 業 J の 評 価
1 9 3  
子 ど も の 基 礎 的 人 間 カ 尺 度 ( 鰭 易 版 ) に よ る 調 査
1 9 3  
( 1 ) 自 的
1 9 3  
(  2 ) 調 査 手 続 き
1 9 3  
( 3 ) 調 査 内 容
1 9 4  
2  子 ど も の 基 礎 的 人 間 カ 尺 産 ( 簡 易 版 ) 調 査 の 結 果
1 9 4  
( 1 )  rコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン カ J 因 子
1 9 6  
( 2 )  r自 己 表 現 力 j 罰 子
1 9 8  
( 3 )  r集 屈 参 加 能 力 J 因 子
1 9 8  
( 4 )  r共 感 性 j 菌 子
1 9 9  
( 5 )  r自 尊 感 構 J 因 子
2 0 0  
( 6 ) 神 髄 台 小 学 校 に お け る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 カ 尺 度 ( 簡 易 版 ) 得 点 の 学 年 比 較
2 0 0  
第 3 節 教 部 ア ン ケ ー ト 結 果
2 0 2  
子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の f社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の ね ら い と 実 施 時 期 な ど
2 0 2  
2  子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の f社 会 的 ス キ ル の 捜 業 J f二 期 待 さ れ る 効 果
2 0 4  
3  子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の f社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 学 習 効 果
2 0 4  
4  子 ど も の 基 礎 的 人 間 カ 養 成 の f社 会 的 ス キ ル の 授 業 j 全 般 と 次 年 度 の 諜 題 な ど
2 0 6  
第 4 節 授 業 者 に よ る 子 ど も の 基 健 的 人 間 カ 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 評 傭
2 0 7  
1  
第 1 学 年
2 0 7  
2  第 2 学 年
2 0 8  
3  第 3 学 年
2 0 8  
4  第 4 学 年
2 0 9  
5  第 6 学 年
2 0 9  
6  第 6 学 年
2 1 0  
第 5 節 小 学 校 に お け る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 カ を 餐 成 す る f社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 考 察
2 1 0  
1  
子 ど も の 基 礎 的 人 間 カ 尺 度 ( 簡 易 額 ) 得 点
2 1 0  
2  教 師 に よ る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の f社 会 的 ス キ ル の 授 業 j 評 価 結 果 の 考 察
2 1 2  
( 1 )  r社 会 的 ス キ ル の 捜 業 J の ね ら い と 実 施 時 期 、 実 施 方 法 な ど
2 1 2  
( 2 )  r社 会 的 ス キ ル の 授 業 J に 期 待 さ れ る 効 果
2 1 3  
( 3 )  r社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 学 習 効 果
2 1 3  
( 4 )  r社 会 的 ス キ ル の 授 業 j 全 般 、 次 年 度 へ 向 け て の 課 語 な ど
2 1 3  
3  小 学 校 で の 実 践 を ふ り 返 っ て の 総 合 的 考 察
2 1 4  
第 服 部 研 究 の 成 果 な ら び に 今 後 の 課 題 と 展 望
第 1 章 研 究 の 成 果
1. 現 在 の 教 育 現 場 の 要 求 ! こ 応 え る 実 用 的 な 積 撞 的 生 徒 指 導 プ ロ グ ラ ム の 提 供
2. 多 面 的 な 評 価 方 法 に よ る エ ピ デ ン ス の 構 築
3. 積 犠 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 に 関 す る 実 証 的 エ ピ デ ン ス の 獲 得
4. 長 期 的 な 調 査 研 究
5. 学 校 の 教 師 と 研 究 者 と の 協 働 的 な 研 究
6. 研 究 成 果 の 提 供
第 2 輩 今 後 の 課 題 と 展 望
1. 本 研 究 の 一 般 的 な 課 錨
( 1 ) 実 接 研 究 に お け る 課 題 ~ 学 校 の 翼 態 把 握 な ら び に 研 究 へ の 理 解 と 教 締 の 協 力 ~
( 2 ) 研 究 推 進 上 の 課 題
2. 本 研 究 ! こ 鵠 す る 今 後 の 展 望
( 1 ) 学 校 の 教 育 課 穫 に 組 み 込 ん だ 績 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 の 継 続
( 2 ) 積 擁 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 担 当 者 の 育 成
( 3 ) 予 防 * 開 発 促 進 的 な 教 育 相 談 の 動 向 を 踏 ま え た 包 括 的 な 生 徒 指 導 研 究 の 推 進
( 4 ) 小 中 高 に わ た る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の 教 育 体 系 の 構 築
2 1 9  
2 2 0  
2 2 0  
2 2 0  
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2 2 2  
2 2 2  
2 2 3  
2 2 3  
2 2 3  
2 2 4  
2 2 4  
2 2 4  
2 2 5  
2 2 6  
2 2 7  
資 料
第 I 部 第 1 章 Append i  x  1 -1-1 調 査 研 究 協 力 依 頼 文 書 及 び 質 問 紙
第 I 部 第 1 章 Appendix 1  -1-2 小 中 学 校 教 師 が 児 童 窓 徒 を 指 導 す る 中 で 閤 難 さ を 感 じ る 場 面
第 I 部 第 1 章 Append i  x  1  - -3 小 中 学 校 教 師 が 児 輩 食 徒 を 指 導 す る 中 で 閤 難 さ を 感 じ る 場 面 ( 聾 困 )
第 I 部 第 1 章 Append i  x  1 -1-4 ど の よ う な 子 ど も が 増 え て い る と 思 い ま す か j 集 約 結 果
第 I 部 第 1 章 Append i  x  1 -1-5 要 因 は 、 ど の よ う な こ と に あ る と 思 い ま す か j 集 約 結 果
第 I 部 第 1 掌 Append i  x  1 -1-6 日 本 学 校 教 育 相 談 学 会 に よ る 学 会 員 の 現 状 と 意 識 調 査 j 結 果
第 1 部 第 1 掌 Append i  x  1 -1- 7  新 聞 記 事 「 親 の 理 不 思 な 要 求 、 抗 議 ! こ 学 校 智 恵 j
第 I 部 第 1 掌 Append i  x  1 -1-8 平 成 22年 産 不 登 校 に な っ た と 考 え ら れ る 状 況
第 I 部 第 1 章 Append i  x  1 -1-9 新 18 授 業 科 自 の 時 数 増 減 一 覧
第 I 部 第 3 章 Append i  x  1  -3 社 会 人 基 礎 力
第 耳 部 第 1 章 Append i  x  n -1-1 平 成 23年 疫 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ 中 級 研 修 会
第 耳 部 第 1 章 Append i  x  n  -1-1 平 成 23年 疫 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ 上 級 研 修 会
第 E 部 第 1 章 Append i  x  n  -1-2 新 聞 記 事
第 E 部 第 1 章 Append i  x  n -1-3 新 開 記 事
5  
6  
? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
第 E 部 第 2 意 Append i  x  I -2-1 人 間 関 係 調 整 力 j 時 期 群 の 多 重 比 較
第 E 部 第 2 章 A p p e n d i  x  I -2-2 学 校 生 活 適 応 力 j 時 期 群 の 多 重 比 較
第 E 部 第 2 章 A p p e n d i  x  I -2-3 自 己 肯 定 感 j 時 期 群 の 多 重 比 較
第 E 部 第 2 意 A p p e n d i  x  I -2-4 人 間 関 係 構 築 力 j 時 期 群 の 多 重 比 較
第 E 部 第 2 意 Appendix 耳一 2-5 キ ャ リ ア 感 j 時 期 群 の 多 重 比 較
第 耳 部 第 2 章 Append i  x  I -2-6 共 感 性 j 詩 期 群 の 多 量 比 較
? ? ? ? ? ? ??
第 E 部 第 3 章 A p p e n d i  x  I -3-1 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j 全 体 計 画 24 
第 草 部 第 3 章 A p p e n d i x 立一 3-2 子 ど も の 基 礎 的 人 間 カ を 養 成 す る f社 会 的 ス キ ル の 授 業 j 指 導 計 画 : 中 学 校 1 年 生 25 
第 E 部 第 3 章 A p p e n d i  x  I -3-2 子 ど も の 基 犠 的 人 間 力 を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 捜 業 j 指 導 計 画 : 中 学 校 2 年 生 26 
第 E 部 第 3 章 Append i  x  I -3-2 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 安 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 操 業 J 指 導 計 画 : 中 学 校 3 年 生 27 
第 E 部 第 3 章 Append i  x  I -3-5 学 習 案 内 J (1 年 生 28
第 E 部 第 3 章 A p p e n d i  x  I -3-6 人 権 意 識 に 障 す る 鵠 査 J 結 果 と F い じ め J 認 知 件 数 ( 経 年 比 較 )
29 
第 E 部 第 3 意 A p p e n d i  x  I -3-7 子 ど も の 基 織 的 人 間 力 尺 麗 30 
第 E 部 第 3 章 A p p e n d i  x  I -3-8 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る f社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の ふ り か え り 31 
第 E 部 第 3 章 Appendix 耳 -3-9 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j 主 捜 当 者 打 ち 合 わ せ 資 料 32 
第 茸 部 第 3 章 Append i  x  I -3-10 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 饗 成 す る f社 会 的 ス キ ル の 捜 業 J 指 導 略 案 と 教 材 例 33 
第 E 部 第 3 意 A p p e n d i  x  I -3-11 多 藁 比 較 一 覧 39 
第 E 部 第 3 章 A p p e n d i  x  I -3-12 社 会 的 ス キ ル の 綬 業 j を 受 け て の ふ り 返 り 40 
第 E 部 第 3 章 A p p e n d i  x  I -3-13 生 徒 の 授 業 評 錨 41 
第 H 部 第 3 章 A p p e n d i  x  I -3-14 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j に 対 す る 生 徒 の 評 価 ( 自 由 記 述 一 覧 )
第 E 部 第 4 章 A p p e n d i  x  I -4-1 答 辞 J
第 H 部 第 4 掌 A p p e n d i  x  I -4-2 社 会 的 ス キ ル の 接 業 j 担 当 者 の 評 錨
第 誼 部 第 4 章 Appendix 耳 -4-3 社 会 的 ス キ ル の 捜 業 j 教 師 ア ン ケ ー ト 用 紙
第 耳 部 第 5 章 Append i  x  I -5-1 第 1 学 年 学 級 活 動 学 習 指 導 案 偶
第 亙 部 第 5 章 A p p e n d i  x  I -5-2 第 ヰ 学 年 学 級 活 動 学 習 指 導 案 例
? ? ? ? ?
?
?
?
? ? ? ? ?
序本 論 文 「 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 に つ い て の 研 究 一 子 ど も の 基 礎
的 人 間 力 養 成 の 授 業 実 践 と そ の 有 効 性 の 検 証 は 、 生 徒 指 導 を 正 規 の 授 業 と し て 行 う こ
と を 提 案 す る た め の 試 案 で あ る 。 そ の 目 的 は 、 第 1 に 、 生 徒 指 導 を 授 業 と し て 行 う こ と に
よ っ て 生 徒 指 導 の 方 法 を 明 確 に し 、 よ り 効 果 を 高 め る た め で あ り 、 第 2 に 、 現 在 の 生 徒 指
導 上 の 問 題 行 動 の 低 減 を 図 る た め に は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の カ リ キ ュ ラ ム を 組 み 、
こ れ を 全 校 あ げ て 取 り 組 む こ と が 喫 緊 の 課 題 だ か ら で あ る 。
本 論 文 は 3 部 で 構 成 さ れ て い る 。 第 I 部 で は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 に 関 す る 理 論 的 な
考 察 を 行 い 、 第 H 部 で 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 授 業 実 践 に つ い て の 検 証 を 行 い 、
第 田 部 で 、 本 研 究 の 成 果 な ら び に 今 後 の 課 題 と 展 望 に つ い て 論 じ る 。
ま ず 、 本 論 文 に お け る 問 題 の 所 在 、 研 究 の 目 的 と 意 義 、 研 究 の 方 法 、 論 文 の 構 成 に つ い
て 述 べ る G
1  . 問 題 の 所 在
現 在 、 義 務 教 育 段 階 の 小 中 学 校 の 教 室 に は 、 陰 湿 深 刻 化 す る “ し 1 じ め " I ) 問 題 、 不 登 校 の
増 加 、 暴 力 行 為 の 低 年 齢 化 、 い わ ゆ る “ 学 級 崩 壊 " 等 、 早 急 に 解 決 し て し 、 か な け れ ば な ら
な い 問 題 が 山 積 し て い る 。 ま た 、 少 年 非 行 、 少 年 犯 罪 、 高 校 段 階 に お け る 不 登 校 、 中 途 退
学 等 、 子 ど も の 問 題 は 校 種 を 超 え て 拡 大 傾 向 に あ る 。 例 え ば 、 文 部 科 学 省 初 等 中 等 教 育 局
児 童 生 徒 課 が 、 平 成 2 3 年 8 月 4 日 に 公 表 し た 平 成 2 2 年 度 「 児 童 生 徒 の 問 題 行 動 等 生 徒 指
導 上 の 諸 問 題 に 関 す る 調 査 」 の 速 報 に よ る 主 な 特 徴 は 、 以 下 の 通 り で あ る 2) 。
① 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 に お け る 暴 力 行 為 の 発 生 件 数 は 約 5.9 万 件 ( 前 年 度 は 約 6.1 万 件 ) 、
児 童 生 徒 1，0 0 0 人 当 た り の 発 生 件 数 は 4. 4 件 ( 前 年 度 4.3 件 ) に 微 増 。
② 小 ・ 中 ・ 高 ・ 特 別 支 援 学 校 に お け る 、 い じ め の 認 知 件 数 は 約 7.5 万 件 ( 前 年 度 は 約 7.3
万 件 ) で 、 児 童 生 徒 1，0 0 0 人 当 た り の 認 知 件 数 は 5.6 件 ( 前 年 度 5.1 件 ) に 増 加 。
③ 小 ・ 中 学 校 に お け る 、 不 登 校 児 童 生 徒 数 は 約 11. 5 万 人 ( 前 年 度 は 、 約 12.2 万 人 ) で 、
不 登 校 児 童 生 徒 の 割 合 は 1 . 1 4 % ( 前 年 度 1 . 15%) に 微 減 。
④ 高 等 学 校 に お け る 不 経 校 生 徒 数 は 約 5.3 万 人 ( 前 年 度 は 、 約 5.2 万 人 ) で 、 不 登 校 生 徒
の 割 合 は 1 . 6 6 % ( 前 年 度 1 . 5 5 % ) に 増 加 。
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⑤ 高 等 学 校 に お け る 中 途 退 学 者 数 は 約 5.3 万 人 ( 前 年 度 は 、 約 5.7 万 人 ) で 、 中 途 退 学 者
の 割 合 は 1 . 7 % ( 前 年 度 1 . 7 % )  0  
⑥ 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 に お い て 自 殺 し た 児 童 生 徒 は 1 4 7 人 ( 前 年 度 1 6 5 人 )
し か し な が ら 、 こ れ ら 児 童 生 徒 の 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 に 関 す る 統 計 値 は 、 子 ど も の 実 態
を 必 ず し も 正 確 に は 表 し て い な い 。 報 告 さ れ て い る 子 ど も の 問 題 数 は 氷 山 の J 角 に す ぎ な
い と い う の が 、 長 年 教 育 現 場 で 子 ど も と 向 き 合 っ て き た 筆 者 の 偽 ら ざ る 感 想 、 で あ る 。
例 え ば 、 食 事 を 摂 ら な い 、 著 し い 偏 食 、 場 面 繊 黙 、 集 伺 遊 び が で き な い 等 、 周 囲 に 迷 惑
を か け て は い な い が 看 過 で き な い 子 ど も が い る 。 ま た 、 落 ち 着 き に 欠 け る 、 や っ て は い け
な い こ と を 意 図 的 に 行 う 、 暴 れ る 、 大 声 で わ め く 等 、 非 行 と は 異 な る が 学 級 生 活 に 支 障 を
来 す 子 ど も が 目 立 つ よ う に な っ て い る 。 現 在 の 教 室 に は 、 以 上 の よ う に 問 題 行 動 と し て 取
り 扱 う ほ ど で は な い が 、 気 に な る 子 ど も 、 い わ ば 問 題 化 傾 向 の 子 ど も で あ ふ れ で い る 。 V
の よ う な 子 ど も の 状 況 に 戸 惑 い な が ら も 、 個 々 の 教 師 は 日 々 教 育 実 践 に 励 ん で 、 い る が 、
体 的 な 教 科 指 導 及 び 生 活 指 導 の 場 面 に お い て 、 子 ど も の 指 導 に 行 き 詰 ま る 場 面 が 増 え て い
る 。 し か し 、 こ れ を 教 師 の 指 導 力 不 足 も し く は 指 導 力 の 低 下 と 批 判 す る だ け で は 、 現 状 の
打 開 は 難 し い 。 と い う の は 、 現 在 、 子 ど も の 問 題 は 、 1 教 師 の 指 導 を 超 え て い る 事 例 が 多
く な っ て お り 、 ま た 、 問 題 が 発 生 し て か ら 対 症 療 法 的 に 対 応 す る 指 導 だ け で は 追 い っ か な
し1 場 合 が 多 し 、 か ら で あ る 。
子 ど も の 問 題 行 動 は 、 た だ 問 題 視 し て 、 や っ か い な も の 、 除 去 す べ き も の と し て 見 る の
で は な く 、 基 本 的 に は 社 会 や 大 人 の 代 表 者 と し て の 学 校 や 教 師 に 対 し て 、 教 育 の あ り 方 に
関 す る 問 題 を 突 き つ け て い る 指 標 と 捉 え 直 す 必 要 が あ る 。 問 題 行 動 を こ の よ う に 子 ど も か
ら 教 師 に 出 さ れ た 問 題 で あ る と 捉 え 直 さ な い 限 り 、 子 ど も の 問 題 行 動 の 本 質 は 見 え て こ な
い 。 子 ど も の 問 題 行 動 を こ の よ う に 捉 え 直 す と 、 問 題 行 動 は 又 違 っ た 色 彩 を 帯 び て く る の
で あ り 、 別 の 形 か ら の 解 決 へ の ア プ ロ ー チ の 示 唆 が 得 ら れ る の で あ る 。 こ れ は 一 つ の パ ラ
ダ イ ム (paradigm) 転 換 で あ る 。 本 論 文 で は 、 こ の よ う に 子 ど も の 問 題 行 動 を 捉 え 直 す こ
と に よ っ て 、 今 、 学 校 に 必 要 な 教 育 の 可 能 性 を 追 求 す る 。
2 . 研 究 の 目 的 と 意 義
子 ど も の 問 題 行 動 の 理 解 と 対 応 の た め に 、 ま ず 行 わ な け れ ば な ら な い の は 、 子 ど も の 実
態 を 把 握 す る こ と で あ る 。 子 ど も の 実 態 を 把 握 す る た め に 、 本 研 究 で は 、 子 ど も の 問 題 行
動 の 背 後 に あ る 様 々 な 要 因 の 中 で も 社 会 性 と 社 会 性 の 基 盤 と な る 力 に 注 目 し た い 。 社 会 性
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は 、 多 義 的 な 概 念 で あ り 、 こ れ に つ い て は 、 後 の 章 で さ ら に 詳 し く 述 べ る が 、 本 章 で は 、
と り あ え ず 、 社 会 性 を 、 人 間 関 係 を つ く る 力 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 、 規 範 意 識 等 を 含
ん だ 「 入 と 関 わ る 力 j と し づ 概 念 と し て ゆ る や か に 捉 え て お き た い 。
子 ど も の 社 会 性 を 育 む た め に は 、 子 ど も の 発 達 の 段 階 に お い て 必 要 と な る 体 験 が あ る 。
例 え ば 、 家 庭 生 活 に お け る 親 や 兄 弟 と の ふ れ あ い 、 地 域 社 会 に お け る 異 年 齢 集 団 遊 び 、 基
本 的 な 生 活 習 慣 の 定 着 等 、 就 学 前 に 一 定 レ ベ ノ レ の 社 会 牲 が 育 ま れ て い る こ と が 重 要 で あ る 。
子 ど も は 、 こ れ を 踏 ま え て 学 級 集 団 の 中 で 自 分 と は ち が う 他 者 と 出 会 い 、 他 者 と の 相 互 作
用 に よ り 集 団 に ふ さ わ し い 生 活 様 式 や 知 恵 、 を 習 得 し て い く の で あ る 。
し か し な が ら 現 代 社 会 で は 、 子 ど も に と っ て 基 本 的 な 集 屈 で あ る 家 族 、 遊 び 仲 間 、 近 隣
の 地 域 集 団 の 機 能 が 急 速 に 失 わ れ つ つ あ る 。 そ の 結 果 、 今 や 子 ど も の 「 人 間 性 の 養 成 所 J 3) 
は 家 庭 で も 地 域 で も な く 、 学 校 し か な い の が 実 ' 清 で あ る 。 就 学 前 の 子 ど も に 社 会 性 が 十 分
に は 育 ま れ て い な い こ と は 、 学 校 教 育 の 前 提 が 崩 れ て い る こ と を 意 味 す る 。 学 校 は 、 現 在 、
否 応 な く そ の 前 提 で あ る 家 庭 や 地 域 で の 社 会 性 育 成 の 欠 如 の 補 完 を 担 わ な け れ ば な ら な く
な っ て い る 。 つ ま り 、 学 校 は 、 学 校 教 育 の 前 提 で あ る は ず の 人 間 と し て の 基 礎 的 な 力 を も 、
ま ず 養 う と こ ろ か ら 出 発 せ ざ る を 得 な く な っ て い る の で あ る 。
本 来 、 学 校 は 、 「 家 族 か ら 世 界 へ の 移 行 を 可 能 に す る た め 、 わ れ わ れ が 家 庭 の 私 的 領 域 と
世 界 と の 間 に 挿 入 し た 制 度 J 4) で あ り 、 家 庭 と 社 会 と の 中 間 的 な 位 置 を 占 め 、 両 者 を 媒 介 す
る 役 割 を 果 た す 所 で あ っ た 。 し か し 、 現 在 の 子 ど も た ち は 就 学 前 に 人 間 と し て 必 要 な 経 験
を 欠 如 し て お り 、 こ れ に よ っ て 現 在 の 子 ど も た ち は 、 社 会 性 並 び に 社 会 性 の 基 盤 と な る
質 や 能 力 を 欠 い て い る 。 こ れ は 、 子 ど も の 成 育 に と っ て 看 過 で き な い 重 大 問 題 で あ り 、
者 は こ れ を 現 代 の 「 育 ち そ び れ J 5) と 呼 ぶ こ と に し た い 。 現 代 の 子 ど も の 問 題 行 動 の 根 本 に
は 、 こ の 現 代 の 「 育 ち そ び れ j が あ る ゆ え に 、 こ れ を 補 完 し て 子 ど も の 健 や か な 成 長 を 保
証 す る と な る と 、 事 は ど う で し ¥ 1 教 師 だ け の 問 題 で は な く な っ て く る 。
子 ど も の 問 題 行 動 を 低 減 し て い く た め に は 、 社 会 性 並 び に 社 会 性 の 基 盤 と な る 「 人 間 と
し て の 基 礎 的 な 力 ( 以 下 、 「 基 礎 的 人 間 力 J と 略 す ) の 養 成 が 必 要 で あ る 。 本 来 、 こ れ は
家 庭 や 地 域 で 育 ま れ る も の で あ る が 、 そ れ を 望 め な い 現 状 で は 、 こ れ を 学 校 で 行 う し か な
い の が 実 情 で あ る 。 基 礎 的 人 間 力 の 養 成 は 、 1 人 の 教 師 が 1 時 期 も し く は 特 定 期 間 や れ ば
よ い と い う 話 で は な く 、 ゃ る か ら に は 学 校 あ げ て の プ ロ ジ ェ ク ト と し て 、 す べ て の 子 ど も
を 対 象 と し た 意 図 的 計 画 的 な カ リ キ ュ ラ ム の も と に 取 り 組 む 必 要 が あ る 。
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従 来 、 子 ど も の 問 題 行 動 に 対 し て は 、 と も す れ ば 対 症 療 法 的 な ア プ ロ ー チ に よ っ て 治 療
す る こ と を 目 的 に 指 導 を 行 っ て き た 。 し か し 、 上 述 の よ う に 、 子 ど も の 問 題 行 動 の 根 本 に
は 、 人 間 と し て の 基 礎 的 な 力 の 欠 如 、 つ ま り 、 「 基 礎 的 人 間 力 」 の 「 育 ち そ び 、 れ 」 に あ る 以
上 、 こ れ を 育 む に は 、 教 科 指 導 と は 異 な る 観 点 か ら 出 発 し な け れ ば な ら な い 。
本 論 文 で は 、 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め に 、 そ の カ リ キ ュ ラ ム を 組 み 、 こ れ を 学 校 あ げ て
の プ ロ ジ ェ ク ト と し て 実 施 し 、 そ の 効 果 を 実 証 的 に 検 証 し て い る が 、 そ の 目 的 は 、 教 育 現
場 と の 緊 密 な 連 携 及 び 協 { 動 体 制 の も と に 、 子 ど も の 「 基 礎 的 人 間 力 j を 養 成 す る 教 育 実 践
の エ ピ デ ン ス 構 築 を 行 う こ と に よ っ て 、 今 後 の 学 校 教 育 に お け る 生 徒 指 導 に 従 来 の 機 能 論
を 超 え た 新 し い 可 能 性 を 開 く こ と に あ る 。
な お 、 本 研 究 で は 、 教 育 課 程 に 位 置 付 け ら れ た 授 業 を 使 っ て 実 践 す る こ と を 目 指 し た の
で 、 研 究 協 力 校 を 公 立 小 学 校 1 校 と 公 立 中 学 校 1 校 の 合 計 2 校 に 眼 定 し て い る 。 ま た 、 本
論 文 で い う 子 ど も と は 、 特 に 断 り が な い 限 り 、 小 学 生 お よ び 中 学 生 の 児 童 生 徒 を 意 味 す る 。
3 . 研 究 の 方 法
現 代 の 子 ど も に 欠 如 し て い る 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め
に は 、 現 在 の 学 校 制 度 の 中 で そ れ を 学 校 教 育 全 体 の 中 で ど の よ う に 位 置 付 け て い く の か 、
そ の た め に 、 ど の よ う な 授 業 を す れ ば 効 果 的 な の か 等 に つ い て 、 エ ビ デ ン ス (evidence) 引
に 照 ら し た 研 究 は 少 な い 7) 。 例 え ば 、 日 本 の 小 中 学 校 を 中 心 と し た 教 育 現 場 で 取 り 組 ま れ て
い る 子 ど も の 社 会 性 に 関 す る 実 践 研 究 は 、 倍 々 の 学 校 に お け る 研 究 が 独 立 し て 行 わ れ て い
る た め に 分 断 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ の 研 究 の 分 析 方 法 で は 統 一 性 や 関 連 性 が 意 識 さ れ て は
い な し 1 0 そ の 結 果 と し て 、 こ れ ま で の 研 究 成 果 が 体 系 的 に 積 み 重 ね ら れ て こ な か っ た た め
に 、 実 践 研 究 で 得 ら れ た 研 究 成 果 に 対 す る 信 頼 性 は 低 く 、 ま た 、 類 似 す る 研 究 が 断 片 的 に
取 り 組 ま れ て い る の が 現 状 で あ る 。 こ の 現 状 を 改 善 し て い く 上 で も 、 エ ビ デ ン ス ペ ー ス の
研 究 を 構 築 し て い く こ と が 必 要 な の で あ る 。
エ ピ デ ン ス に 基 づ く ( ま た は 照 ら し た ) 教 育 そ の も の に つ い て は 、 O E C D 報 告 書 (2007
年 ) に 、 そ の 課 題 が 6 点 挙 げ ら れ て い る 8) 。 そ の 中 で も 次 の 3 点 は 重 要 で あ る 。
① 多 面 的 研 究 の 必 要 性 : r実 証 的 な 研 究 の 成 果 が 安 定 的 な も の で あ る た め に は 、 検 証 可 能
で あ る こ と J 、 「 規 模 が 大 き く 妥 当 性 が 高 い こ と 」 、 「 複 数 の 専 門 家 に よ っ て 、 復 数 の 視
点 や 異 な る 手 法 に よ る 多 面 的 な 研 究 が 行 わ れ る こ と J
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② 仲 介 機 関 の 重 要 性 : rあ る 教 育 方 法 に つ い て 、 ど の よ う な 効 果 が あ る の か 、 ど の よ う な
場 合 に ど の よ う な 配 慮 、 の 下 に 用 い る べ き か 、 そ し て 教 師 は ど の よ う な 能 力 を 身 に 付 け
て い な け れ ば な ら な い か 、 等 に つ い て の 研 究 成 果 を 提 供 す る 仲 介 機 関 j の 役 割 が 教 育
実 践 に と っ て 役 立 つ 。 そ の た め の こ こ ピ デ ン ス セ ン タ ー の 必 要 性 。
③ 教 師 の 研 究 能 力 開 発 : r臼 本 で は 教 舗 に よ る 授 業 研 究 が 盛 ん で あ る が 、 そ の こ と が む し
ろ 、 教 師 の 世 界 で 実 践 研 究 が 完 結 し て し ま い 、 や は り 教 育 研 究 者 と 現 場 と の 距 離 は 大
き い こ と j 、 ま た 、 「 先 進 校 に お け る 優 れ た 実 践 研 究 の 成 果 を 、 エ ピ デ ン ス と し て 他 校
に 普 及 す る こ と が で き る か に つ い て も 課 題 が 残 る と し 1 う 指 摘 J
本 研 究 を 推 進 す る 上 に お い て は 、 上 述 の 3 点 に 留 意 し て い く こ と と し た い 。
本 論 文 で は 、 現 在 の 子 ど も の 問 題 行 動 や 教 育 問 題 は 、 子 ど も の 発 達 の 段 階 に 応 じ た
礎 的 人 間 力 」 が 就 学 前 に 十 分 に は 保 証 さ れ て こ な か っ た 事 に 起 因 す る と し 寸 認 識 に 立 ち 、
現 代 の 学 校 教 育 の 中 で そ れ を 補 完 す る た め の 方 法 と 、 そ れ を エ ピ デ ン ス ペ ー ス の 研 究 と し
て い く た め に 、 多 面 的 研 究 、 仲 介 機 関 、 教 師 の 研 究 能 力 開 発 の 3 点 を ふ ま え 、 小 学 校 と 中
学 校 を 研 究 フ ィ ー ル ド と し た 実 践 的 研 究 に 取 り 組 む 。
4 . 本 論 文 の 構 成
本 論 文 は 、 第 I 部 と し て 基 礎 的 人 間 力 の 理 論 的 研 究 、 第 H 部 と し て 子 ど も の 基 礎 的 人 間
力 養 成 の 実 証 的 研 究 、 第 田 部 と し て 本 研 究 の 成 果 と 今 後 の 課 題 と 展 望 の 3 部 構 成 に な っ て
い る O
第 I 部 で は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 に 関 す る 理 論 研 究 と し て 、 基 礎 的 人 間 力 の 構 成 、
ど も に と っ て の 基 礎 的 人 間 力 の 意 義 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の 方 法 と 教 育 の 可
能 性 に つ い て 考 察 す る 。 ま ず 、 現 代 の 子 ど も の 状 況 に つ い て 、 筆 者 が 行 っ た 質 問 紙 調 査 や 、
教 育 現 場 に お け る 教 師 の 観 察 等 を 通 し て 、 そ の 実 態 を 把 握 す る 。 そ の 上 で 、 現 代 の 子 ど も
に 欠 如 し て い る 基 礎 的 人 間 力 及 び 子 ど も の 「 育 ち そ び れ 」 へ の 対 応 と し て 、 学 校 教 育 に お
け る 積 極 的 生 徒 指 導 と し て の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 の 必 要 性 に つ い て 論 じ る 。 そ し て 、 現
代 の 子 ど も に 必 要 な 基 礎 的 人 間 力 の 構 成 と 意 義 に つ い て の 考 察 を 行 い 、 基 礎 的 人 間 力 の 概
念 を 整 理 す る O
第 狂 部 で は 、 子 ど も の 慕 礎 的 人 間 力 の 養 成 に つ い て 、 学 校 教 育 に お け る 教 育 課 程 に 位 置
付 け た 生 徒 指 導 の 授 業 を 手 が か り と し て 実 証 的 に 研 究 を 進 め る 。 具 体 的 に は 、 社 会 性 の 基
盤 で あ る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 方 法 に つ い て 、 生 徒 指 導 の 機 能 を 手 が か り と し
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て 論 じ る が 、 ま ず 、 子 ど も の 社 会 性 に 関 す る 先 行 研 究 を 検 証 し た 上 で 、 子 ど も の 基 礎 的 人
間 力 測 定 の た め の 方 法 を 述 べ 、 次 に 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 学 校 教 育 の 実 証 的
研 究 と し て 、 埼 玉 県 鷲 宮 町 立 東 中 学 校 に お け る 実 践 と 、 兵 庫 県 神 戸 市 立 神 陵 台 小 学 校 に お
け る 実 践 を 整 理 し 、 そ の 教 育 効 果 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 検 証 を 行 う 。 検 証 に は 、 筆 者 が 作 成
し た 尺 度 に 加 え て 、 子 ど も の 自 由 記 述 、 教 師 か ら の 評 価 、 学 校 独 自 の ア ン ケ ー ト 評 価 等 、
多 面 的 に 考 察 す る こ と で 、 エ ビ デ ン ス を 構 築 し て い く こ と に 努 め る 。
第 関 部 で は 、 本 研 究 の 成 果 と 、 今 後 の 展 望 と 課 題 に つ い て 述 べ る 。
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に お け る 議 論 の 提 唱 か ら と さ れ て い る 。
惣 脇 宏 「 よ り 一 層 エ ピ デ ン ス に 基 づ い た 教 育 政 策 と 実 践 を J O E C D 教 育 研 究 革 新 セ ン
タ ー 編 著 岩 崎 久 美 子 、 菊 津 佐 江 子 、 藤 江 陽 子 、 豊 浩 子 訳 『 教 育 と エ ビ デ ン ス 研 究 と
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7) 河 村 茂 雄 『 デ ー タ が 語 る 学 校 の 課 題 ① J 図 書 文 化 社 、 2007 年。
同 『 デ ー タ が 語 る 子 ど も の 実 態 ② J 図 書 文 化 社 、 2007 年。
河 村 は 、 f学 級 集 団 ア セ ス メ ン ト Q - U J の 結 果 か ら 、 f学 力 向 上 、 学 級 の 荒 れ 、 い じ め j
及 び 「 学 習 意 欲 、 友 だ ち 関 係 、 規 範 意 識 J を 検 証 し て い る 。 そ こ で は 、 子 ど も の 問 題 行
動 に 対 し て 、 f積 極 的 な 予 防 的 取 り 組 み 」 の 必 要 性 を 示 し て い る 。
8) O E C D 教 育 研 究 革 新 セ ン タ ー 編 著 、
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第 I 部 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 に
つ い て の 理 論 的 研 究
第 1 章 現 代 の 子 ど も の 状 況
本 章 で は 、 指 導 困 難 な 子 ど も の 増 加 に つ い て 論 じ る と と も に 、 1 9 9 8 ( 平 成 10) 年 か ら 2 0 0 5
( 平 成 17) 年 の 間 に 、 筆 者 が 埼 玉 県 公 立 小 中 学 校 の 教 師 な ら び に 日 本 学 校 教 育 相 談 学 会 会
を 対 象 と し て 実 施 し た 予 備 調 査 と 本 調 査 の 結 果 を 基 に し て 、 学 習 面 、 生 活 面 で 指 導 が 難
し く な っ て き て い る 子 ど も の 状 況 に つ い て 述 べ る 。 そ の 上 で 、 こ の よ う な 指 導 困 難 な 子 ど
も の 増 加 を も た ら し て い る 家 庭 や 保 護 者 の 状 況 と 学 校 の 変 化 に つ い て 考 察 す る 。
さ ら に 、 以 上 の 考 察 を 踏 ま え て 、 現 代 の 子 ど も に 必 要 な 「 人 間 と し て 必 要 な 基 礎 的 な 力 」
( H  u m a n  B a s i c  Skills 、 以 下 、 「 基 礎 的 人 間 力 」 と 略 す ) は 、 学 校 で 養 成 せ ざ る を 得 な く な
っ て い る 現 状 を 述 べ る G
第 1 節 指 導 因 難 な 子 ど も の 増 加
1  . 子 ど も の 友 人 関 係 や 環 境 の 変 化
日 常 生 活 に お け る 子 ど も の 変 化 に つ い て 、 「 友 人 関 係 の 変 化 J r子 ど も の あ そ び の 変 化 J r環
境 の 変 化 」 の 3 つ の 視 点 か ら 論 じ る 。
(  1  ) 友 人 関 係 の 変 化
① 本 音 を 隠 し 建 前 で 、 つ き あ う 友 人 関 係
教 青 現 場 で 子 ど も を 観 察 し て い る と 、 多 く の 子 ど も は 、 友 だ ち と 本 音 で 、 ぶ つ か り 合
う こ と に よ る 心 理 的 な 痛 み を 回 避 し 、 上 辺 だ け を 繕 う よ う な 友 人 関 係 に 終 始 す る 傾 向
が 見 ら れ る 。 こ の 点 に つ い て 、 大 平 (1995) 1 ) が 指 摘 す る 若 者 の 「 意 味 の ね じ れ た “ や
さ し さ 勺 や 、 教 育 心 理 学 で い わ れ る 対 人 関 係 に お け る 心 理 的 距 離 の 比 喰 「 山 ア ラ シ ・
ジ レ ン マ 」 は 、 現 在 の 子 ど も の 人 間 関 係 を 考 え る 手 が か り と な る 。
大 平 は 、 若 者 の “ や さ し さ " は 、 濃 密 な 人 間 関 係 に 伴 う 煩 わ し さ や 、 心 の 葛 藤 お よ
び 痛 み を 回 避 す る た め に 、 い わ ば 、 自 分 が 嫌 な 思 い を し な い た め に 相 手 に 対 し て や さ
し く 対 応 す る 言 動 の 現 れ で あ る と 分 析 し て い る 。 ま た 、 藤 井 2) は 、 「 山 ア ラ シ ・ ジ レ ン
マ 」 で 例 え ら れ る 二 者 間 の 心 理 的 距 離 の 場 合 は 、 相 互 に 試 行 錯 誤 し な が ら 、 お し 、 に
傷 つ け 合 わ な い 適 度 な 問 を と る よ う に な る こ と を 説 明 し て い る 。
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筆 者 の 経 験 し た 教 育 臨 床 に お い て も 、 友 人 を う ま く つ く れ な い 子 ど も や 、 対 人 関 係
を 深 め る こ と を 不 得 手 と す る 子 ど も は 増 加 傾 向 に あ る 。 思 春 期 の 子 ど も の 友 人 付 き 合
い で は 、 相 互 の 領 域 を 侵 さ な い と い う 了 解 が あ り 、 本 者 の 話 や 内 面 に 関 わ る こ と は 、
あ ま り 話 さ な い よ う に な っ て い る の が 実 情 で あ る 。 こ の よ う な 他 人 と iの 間 に 心 理 的 距
離 を と る 傾 向 が 、 青 年 を 中 心 と し て 広 が っ て き て い る 点 に つ い て は 、 す で に f N H K
世 論 調 査 部 の 調 査 」 結 果 3) や 、 ヂ 石 に よ る 中 学 生 の 「 希 薄 な 友 人 関 係 J 4) 、 ベ ネ ッ セ 教
育 研 究 所 の 誠 査 「 モ ノ グ ラ フ J ( 小 学 生 ナ ウ 、 中 学 生 の 世 界 、 高 校 生 ) 5) 等 で 示 さ れ て
い る 。
② ヴ ア ー チ ャ ル な 人 間 関 係 の 出 現
現 代 の 子 ど も は 、 誰 か と 一 緒 の 時 間 と 空 間 を 共 有 で き れ ば 友 人 で あ る と 認 識 さ れ る 。
例 え ば 、 ケ ー タ イ 上 で の 「 メ ル 友 」 や 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク 上 の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン ( C o m p u t e r- m e d i a t e d C o m m u n i c a t i o n  :  C M C ) の ヴ ア ー チ ャ ル な 世 界 に お
け る 人 間 関 係 で あ っ て も 、 ア ド レ ス が 登 録 さ れ た 時 点 で 友 人 と な る の で あ る 。
近 年 で は 、 ス マ ー ト フ ォ ン の 普 及 に よ り フ ェ イ ス ブ ッ ク (Facebook) に 代 表 さ れ る
ソ ー シ ャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー キ ン グ ・ サ ー ビ ス (Social N e t w o r k i n g  Service :  S N S ) が、
子 ど も に も 利 用 で き る よ う に な っ た た め に 、 直 接 に は 面 識 の な い 友 人 関 係 も 見 ら れ る 。
例 え ば 、 ス マ ー ト フ ォ ン に お け る 「 ラ イ ン ( L I N E ) J の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で は 、 こ
の 問 題 が 顕 著 に 現 れ て い る 。 ま た 、 極 端 な 例 で は 、 隣 同 士 で 、 座 っ て い る に も 関 わ ら ず
S N S を 通 し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る 友 人 関 係 も 現 れ る な ど 、 ヴ ア ー チ ャ ル な 人 間
関 係 、 が 子 ど も 世 界 に 進 行 し て い る 。
こ の よ う に 現 代 の 子 ど も の 友 人 関 係 は 、 こ れ ま で の 「 友 人 J や 「 親 友 J と は 、 そ の
概 念 が 変 化 し て き て い る 。 つ ま り 、 「 う わ べ J だ け の 表 面 的 な 浅 い 関 係 に な っ て き て い
る の で あ る 。 こ れ が 大 人 た ち に は 、 子 ど も が 変 わ っ て き た と 映 る 一 つ の 要 因 で あ る 。
(  2  ) 子 ど も の あ そ び の 変 化 - 集 団 外 遊 び の 減 少 -
高 度 経 済 成 長 期 頃 よ り 「 子 ど も の 遊 び が 変 化 し て き た J 6) こ と が 指 摘 さ れ て き た が 、
現 代 に お い て は 、 ま す ま す 子 ど も の 生 活 空 間 か ら 小 ) 1 の い う 「 現 実 の 遊 び J 7) が 失 わ れ
て い る 。 「 現 実 の 遊 び 」 と は 、 複 数 の 子 ど も 間 に 双 方 向 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が あ り 、
社 会 的 相 互 作 用 お よ び 感 情 の 交 流 を 伴 う 遊 び の こ と を 意 味 し て お り 、 そ の 典 型 は 異 年
齢 に よ る 集 団 外 遊 び で あ る 。 従 来 の 伝 統 的 な 集 団 外 遊 び に 見 ら れ る 子 ど も の あ そ び に
は 、 物 理 的 条 件 ( 時 間 、 空 間 、 仲 間 、 方 法 ) 8) と 精 神 的 条 件 ( 信 頼 、 思 い 遣 り ) ゆ が 必
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要 で あ る が 、 現 在 で は 、 そ の こ と が 当 て は ま ら な く な り つ つ あ る 。 特 に フ ァ ミ コ ン 10)
の 登 場 と 急 速 な 普 及 に よ り 、 子 ど も の あ そ び は 、 集 団 外 遊 び か ら 少 人 数 の 室 内 遊 び に
変 わ っ て き た 。 す で に フ ァ ミ コ ン が 大 ヒ ッ ト し た 1 9 8 5 ( 昭 和 60) 年 の 翌 年 に は 、 フ ァ
ミ コ ン に 関 す る 論 文 1 ) が 発 表 さ れ 、 子 ど も の あ そ び と 人 間 関 係 に 関 し て 様 々 な 危 倶 や
指 摘 が な さ れ て い る が 、 次 に そ れ ら を 年 代 順 に あ げ て み る 。
禁 藤 ( 1 9 8 6 ) は 、 フ ァ ミ コ ン を 「 ひ と り で も 十 分 た の し く 遊 べ る よ う に 設 計 さ れ た
遊 び 道 具 j と 捉 え る が 、 そ れ に も 関 わ ら ず 子 ど も た ち が お 互 い の 家 を 訪 問 し て 集 ま っ
て フ ァ ミ コ ン を す る 理 由 を 考 察 し 、 そ こ に は 「 ひ と り に な り た く な し リ と い う 子 ど も
た ち の 気 持 ち が 潜 ん で い る 点 を 指 摘 し た 上 で 、 集 団 外 遊 び か ら フ ァ ミ コ ン に よ る 室 内
あ そ び に 変 化 す る こ と に と も な う 子 ど も た ち の 人 間 関 係 の 危 う さ を 示 唆 し て い る 。
中 原 ( 1 9 8 9 ) は 、 フ ァ ミ コ ン に よ る 子 ど も の 人 格 形 成 上 の ゆ が み の 影 響 を 、 相 談 室
で の 集 団 不 適 応 を 主 訴 と す る 小 申 学 生 の 事 例 を も と に 指 摘 す る 。 ま た 、 土 橋 ( 1 9 8 9 )
は 、 フ ァ ミ コ ン で 遊 ぶ 子 ど も の 実 態 に つ い て 調 査 デ ー タ を 踏 ま え て 紹 介 し 、 フ ァ ミ コ
ン ・ ブ ー ム は 「 都 市 の 生 活 環 境 の 問 題 と 、 学 習 塾 の 隆 盛 そ し て そ の 中 で 遊 ば な く な っ
た 子 ど も た ち j と い う 問 題 を 反 映 し て い る 状 況 で あ る と 指 摘 し て い る 。
一 方 、 新 井 ( 1 9 8 9 ) は 、 教 室 で フ ァ ミ コ ン が ど う 扱 わ れ て い る の か を 述 べ 、 子 ど も
は フ ァ ミ コ ン だ け で は 昔 の ギ ャ ン グ 集 団 の よ う な 体 験 が で き な い た め に 「 真 の j 仲 間
づ く り は で き な い と 批 判 し て い る 。
さ ら に 深 谷 和 子 ・ 深 谷 呂 志 ( 1 9 8 9 ) は 、 子 ど も は フ ァ ミ コ ン に 代 表 さ れ る 「 貧 し い
遊 び J に よ っ て 孤 立 化 し て 、 直 接 体 験 を 失 っ た 子 ど も が 、 か つ て の 子 ど も 像 と ま る で
っ て い る こ と に 危 機 感 を 抱 き 、 「 子 ど も 期 に は 子 ど も は ヒ ト の 中 で 、 青 つ べ き で あ り 、
メ カ の あ い だ で 育 て る べ き で は な し リ と 提 言 し て い る 。
フ ァ ミ コ ン の 登 場 以 降 、 家 庭 用 ビ デ オ 機 器 お よ び ビ デ オ ソ フ ト の 普 及 に よ り 家 庭 で
気 軽 に 映 像 作 品 を 楽 し め る よ う に な っ た 。 ま た 、 子 ど も 向 け の 雑 誌 を は じ め マ ン ガ の
発 行 部 数 は 飛 躍 的 に 伸 び て き て い る 。 こ れ ら の 影 響 を う け て 現 代 の 子 ど も は 、 幼 い 頃
よ り 室 内 で 個 々 に 漫 画 を 読 む こ と が あ そ び で あ り 、 ビ デ オ ( V H S 、 。 マ ッ ク ス 、 D V D .
B l u  -ray Disk) を 観 る こ と が あ そ び で あ る と 捉 え て い る 。 し か し 、 こ れ ら は 、 小 J1 の い
う 「 遊 ば な い 遊 び J 12) の 事 例 そ の も の で あ る 。 そ し て こ の 「 遊 ば な い 遊 び 」 の 参 加 メ ン
ノ ミ ー に な る た め に は 、 既 知 の 間 柄 で あ る こ と が 必 要 で 、 誰 か と あ そ ぶ に は 、 携 帯 窓 話
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や メ ー ル 等 で 、 予 約 を 取 ら な け れ ば な ら な い の で あ る 。 こ の よ う に し て 、 現 代 で は 、 不
特 定 多 数 で 行 う 子 ど も の あ そ び は 減 少 し て い る 。
田 中 13) は 、 向 山 大 学 が 小 学 校 4'"'-'6
を 対 象 に 実 施 し た 「 子 ど も の メ デ ィ ア 体 験
と 遊 び 」 ア ン ケ ー ト 調 査 の 「 き の う 放 課 後 に し た 遊 び J で 、 小 学 生 の あ そ び 、 の 特 徴 を
分 析 し て い る 。 そ こ で は 、 「 ゲ ー ム を し た J 1テ レ ビ を 見 た J 1マ ン ガ と 本 」 が 上 イ 立 項 目
と な っ て お り 、 あ そ ん だ 人 数 は 、 「 自 分 一 人 J ( 5 2 % ) 、 12'"'-' 4 人 J ( 3 6 % ) で あ る 。 外
あ そ び で は 、 野 球 や サ ッ カ ー と い っ た ス ポ ー ツ は す る が 、 昔 な が ら の 異 年 齢 に よ る 集
団 外 遊 び は し な い 傾 向 に あ る 。
孤 独 な ゲ ー ム あ そ び や 少 人 数 で の あ そ び 、 そ し て “ ル ー ル の 決 ま っ た ス ポ ー ツ " が
あ そ び の 中 心 に な り 、 従 来 の 地 域 社 会 に お け る 自 然 発 生 的 で 、 異 年 齢 集 団 に よ る ノ レ ー
ル も 柔 軟 な 集 団 外 遊 び は 少 な く な っ て い る 。 こ の こ と に よ っ て 、 子 ど も は 、 あ そ び を
通 し て の 人 間 関 係 を 構 築 し て い く 力 や 調 整 し て い く 力 が 育 ち に く く な っ て い る 。 特 に 、
異 年 齢 に よ る 集 団 外 遊 び の 欠 如 は 、 人 間 関 係 の 基 礎 的 ス キ ル を 含 む 子 ど も の 基 礎 的 人
間 力 が 「 育 ち そ び 、 れ j る 要 因 と な っ て い る 。 つ ま り 、 子 ど も の あ そ び が 社 会 性 を 育 む
「 教 育 的 役 割 J 14) を 持 つ こ と は 言 う ま で も な い が 、 子 ど も の 社 会 性 の 欠 如 が 問 題 と さ れ
る よ う に な っ た 背 景 に は 、 あ そ び の 変 化 が あ る の で あ る 。
(  3  ) 放 課 後 の 環 境 の 変 化
① 道 草 の 消 滅
か つ て 子 ど も は 、 学 校 の 帰 り に 道 草 を す る こ と が 、 友 だ ち と の 屈 託 の な い 語 ら い の
時 間 と な っ て い た 。 学 校 で 少 々 い や な こ と が あ っ て も 友 だ ち に 話 を 開 い て も ら う こ と
で “ 心 の 洗 濯 " を し て 、 す っ き り し た 気 分 で 帰 宅 す る こ と が で き た の で あ る 。 こ の よ
う に か つ て 、 子 ど も は 、 道 草 な ど の よ う に 何 気 な い 無 目 的 な 時 間 を 友 だ ち と 過 ご す こ
と で 、 自 然 に 白 己 開 示 を 行 い 、 友 だ ち の 話 に 耳 を 傾 け ( 傾 聴 ) 友 だ ち を 支 持 し た り 励
ま し た り し た り す る こ と を 通 し て 相 互 の 粋 を 深 め て い た 。 道 草 に は 、 友 人 関 係 の
形 成 お よ び 促 進 機 能 が あ っ た の で あ る 。
現 在 、 道 草 は 完 全 に 消 滅 し て い る 。 そ の 理 由 は 、 第 1 に 、 子 ど も が 被 害 者 と な る 犯
罪 事 件 の 発 生 や 自 宅 近 隣 の 遊 び 場 の 消 滅 で あ る 。 第 2 は 、 次 に 述 べ る よ う に 放 課 後 の
子 ど も の 多 忙 さ で あ る 。 現 代 の 子 ど も は 道 草 す ら で き な い ほ ど 多 忙 な 生 活 を 送 っ て い
る の で あ る 。
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総 数
② 子 ど も の あ そ ぶ 時 間 の 減 少
内 閣 府 政 策 統 括 官 が 実 施 し た 「 低 年 齢 少 年 の 生 活 と 意 識 に 関 す る 誠 査 J 15) に よ れ ば 、
現 代 の 子 ど も は 、 習 い 事 や 学 習 塾 等 で 忙 し く 、 l 週 間 の 半 分 以 上 を 学 習 塾 普 い 事 に 通
っ て い る 子 ど も が 約 3 訴 に も 達 し て い る た め ( 表 1 -1-1) 、 子 ど も に よ っ て は 、 1 週 間
前 か ら 予 約 を 取 ら な い と 「 遊 べ な い 子 ど も 」 も い る と い う の が 現 状 で あ る 。
ま た 、 ( 表 1 - 1・ 2) に み ら れ る よ う に 、 現 在 の 子 ど も は 、 放 課 後 に は 、 習 い 事 、 学 習
塾 、 ス ポ ー ツ ク ラ ブ 等 に 向 か う た め に 慌 た だ し く 帰 宅 の 途 に つ か ね ば な ら ず 、 こ う し
た 子 ど も の 移 動 の た め に 告 家 用 車 で 送 迎 を す る 保 護 者 の 姿 を 見 る こ と も 特 段 珍 し い 光
景 で は な く な っ て い る 。 こ の よ う
ど も の 遊 ぶ 時 間 は 著 し く 減 少 し て い る の で あ る 。
表 1 - 1欄 1
子 ど も の 学 留 塾 習 い 事 の 頻 度
該 当 者 数
1 日 2 日 3 日 4 日 5 日 6 B  
7 日
そ の 他
(  1 6 1 4 人 )
9も
19.0 26.0 25.3 14.5 8.2 4.0 
2.4 0.7 
表 1 - 1 - 2  子 ど も の 学 習 塾 習 い 事 の 種 類 16)
音楽(ピア
水泳(スイ バレエ、ダ
学習奇襲、 人 工 レ ク 野 E 章、サッ英語教
之 ン グ ス 柔 道 、 剣 ン ス 工 ア 家 縫 教 師
その俄
{可もしてい 富十 ( M T )
該 当 者 数 予 備 校 トーン、バカ一、体操室・英会 習字
ク ー ル な 送 、 空 手 そ ろ ば ん ロ ビ う ス な に 習 う 絵 麗
ない
イオリンななど 話
ど) など
ど)
2 1 4 3  3 9 .2 17.5 14 
14 12.9 
9.9 4.7 
3.5 2.9 1.1 5.5 24.7 
230.28 
〔小中学生男 1)
小学生
1 1 0 5  
3 0  2 2 .4 
21 .4 
17.5 
17.8 15.9 
6 .4 
7.9 5 .2 1.7 1. 8  9.2 
18.6 257.5 
中学生
1 0 3 8  
48.9 
12.3 6.2 10.2 7.7 3.6 3.6 1.3 1. 6  
4.1 0.3 1.4 3 1.2 201.3 
〔性・小中学生男 1])
努 小 学 生
541 
30.9 8.9 3 7  
15.3 13.7 16.6 9.8 
5  -
2.2 0.9 6.7 
1 9 . 4  2 4 7  
中学生
5 2 8  
5 1. 5  3.8 10.2 8.9 4 .4 3  4.9 
1. 5  -
3.6 0.2 1. 9  31. 6  193.9 
女 小 学 生
5 6 4  29.3 35.5 6.6 
19.5 
2 1. 8  
15 .2 
3.2 
10.6 10.3 1. 2  2.7 
1 1.7 17.7 
267.6 
中学生
5 1 0  
46.3 
21.2 
2  
1 1. 6  1.2 4.1 2.2 
1.2 
3.3 4.7 0 .4 
30.8 2 0 9  
表 1 - 1・ 2 で は 、 放 課 後 に 学 習 塾 習 い 事 等 、 「 何 も し て い な い 」 子 ど も は 小 学 生 で 、 1 8 . 6 % 、
中 学 生 で 3 1. 2 % し か い な い 実 態 が 示 さ れ て い る 。 こ う し て 現 代 の 子 ど も の 対 人 関 係 は 、
習 い 事 や 塾 、 ス ポ ー ツ ク ラ ブ な ど の 特 定 の 空 間 で 出 会 う 子 ど も た ち に 限 定 さ れ る 傾 向 が
あ り 、 子 ど も た ち の 人 的 交 流 は 、 ま す ま す 狭 く 固 定 化 す る 傾 向 が 強 ま っ て い る の で あ る 。
以 上 、 日 常 生 活 に お け る 子 ど も の 友 人 関 係 や 環 境 の 変 化 に つ い て 述 べ て き た 。
こ れ ま で 述 べ て き た よ う に 、 現 在 で は 、 子 ど も の 生 活 空 間 か ら 「 現 実 の 遊 び j が 失 わ
れ 、 子 ど も が 「 基 礎 的 人 間 力 j 獲 得 に 必 要 な 人 と 関 わ る 力 を 、 日 常 生 活 の 中 で 自 然 に 修
得 し て い く こ と が 難 し い 状 況 に あ る 。
次 項 で は 、 学 校 に お け る 子 ど も の 変 化 に つ い て 、 主 に 教 師 の 視 点 か ら 検 証 す る 。
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2 . 教 部 の み た 子 ど も の 変 化 ~ 対 教 師 ア ン ケ ー ト 諦 査 結 果 よ り ~
(  1  )第~ 1 回 調 査 [ 1 9 9 8 ( 平 成 10) 年 ] 埼 玉 県 の 教 師 を 対 象 と し た 調 査 結 果
で は 、 子 ど も の 変 化 を 把
埼 玉 県 教 育 心 理 ・ 教 育 相 談 研 究 会 17) ( 以 下 、 研 究 会 と 略 す )
握 す る た め に 、 小 中 学 校 の 教 師 を 対 象 と し た 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 18) 。 調 査 対 象 者 は 、
埼 玉 県 公 立 小 学 校 教 諭 5 1 名 ( 男 性 1 6 名 、 女 性 3 5 名 ) と 中 学 校 教 諭 2 2 名 ( 男 性 1 5 名、
の 7 3 人 、 学 校 数 は 9 校 で あ る 。
女 性 7 名 )
調 査 対 象 者 の 校 種 、 性 別 、 経 験 年 数 53
I
Jに 整 理 し た 人 数 は 、 表 1 - 1・ 3 に 示 し た 通 り で あ
な お 、 質 問 紙 の 詳 細 に つ い て は A p p e n d i x 1  -1-1 に 示 し た 。
?
ど も J
「 指 導 の 限 界 を 感 じ る 、 困 っ て い る 、 悩 ん で い る
質 問 項 目 は 次 の 3 点 で あ る O
の 有 無 、 「 指 導 に 限 界 を 感 じ る 子 ど も の 状 況 J に つ い て の 自 由 記 述 、 「 指 導 に 限 界 を 感 じ
る 子 ど も の 人 数 j 。 次 に 、 当 時 の 埼 玉 県 の 小 中 学 校 教 師 が 感 じ て い た 子 ど も の 変 化 を 示 す 。
第 1 回 調 査 の 対 象 者
? ?? ?
? ?? ?
?
?
??
? ?? ?? ?
??
表 1 - 1・ 3
合 計 ( 人 )
5 年 未 満
5年 - 1 0年
10年 - 2 0 年
20 年 以 上
合 計
? ?
?
? ? ?
?
?
?
?
? ? ?
?
?
? ， ，
?
?
?
? ? ?
?
?
?
? ?
』 ?
?
?
?
?
? ?
?
? ?
?
?
?
? ?
? ? ?
? ? 。
? ?
経 験 年 数
① 質 問 「 指 導 の 限 界 を 感 じ る 、 困 っ て い る 、 悩 ん で い る 子 ど も が し 、 ま す か J
こ れ に 対 し て 、 中で あ っ た 。
(3 1. 2 7 % ) 、 九 、 い え J ( 6 6 . 6 7 % )  
IJ ， ~j吋交で、は、 「 は し リ
で あ っ た ( 表 1 - 1開 4) 。 中 学 校 教 師
学 校 で は 、 「 は し リ ( 7 7 . 2 7 % ) 、 川 、 い え J ( 2 2 . 7 3 % )  
の 方 が 、 子 ど も の 教 育 に 苦 労 し て い る こ と が 顕 著 に 表 れ て い る が 、 小 学 校 に お い て も
お よ そ 3 分 の 1 の 教 師 が 指 導 の 限 界 を 感 じ て い る 。 本 結 果 は 、 小 学 校 に お け る 「 学 級
が う ま く 機 能 し て い な い 状 況 ( 1 ， ; ¥ わ ゆ る 学 級 崩 壊 ) が 深 刻 な 教 育 問 題 と な っ た 時 期 19)
タ で あ り 、 埼 玉 県 に お い て も 教 師 が 小 学 校 の 段 階 か ら 子 ど も の 指 導 に 困 っ て い
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る 状 況 が 示 さ れ て い る O
の デ
表 1 - 1・ 4
指 導 の 限 界 を 感 じ る 子 ど も の 有 無
小 学 校 (人 )
Z  
中 学 校 (人 )
Z  
合 計 (人 )
Z  
lま い
16 
3 1 . 3 7  
17 Y λ 2 7  33 
45.21 
い い え
34 6 6 . 6 7  5  
2 2. 73 39 53. 4 2  
無 回 答
J. 9 6  
。
0. 00 
J. 3 7  
，  
合 計
51 
100.  00 22 10 . 00 73 100. 00 
調 査 対 象 の 教 師 が 指 導 に 困 難 を 感 じ る 子 ど も の 性 別 内 訳 は 、 男 子 の み が 16 名 、 女 ー
の み が 6 名 、 男 女 混 合 が 10 名 で あ っ た 。 ま た 、 教 師 が 指 導 に 困 難 を 感 じ る 子 ど も に つ
い て !職 場 内 で 「話 合 い J や 「相 談 J を し て い る か 否 か に つ い て 閉 し 1 た と こ ろ 、 3 3 名 の
う ち 3 2 名 の 教 師 が 、 1 人 で 、 は 問 題 を 抱 え き れ ず に 周 囲 に 協 力 を 求 め て い た 。
② 「指 導 に 限 界 を 感 じ る 子 ど も の 状 況 J に つ い て の 自 由 記 述
EI 記 述 で 得 ら れ た 回 答 は 、 K J 法 に よ り 校 種 別 に 子 ど も の 問 題 を 集 約 し た 。 K J 法
に 参 加 し た の は 、 筆 者 を 含 め て 3 名 。 内 訳 は 、 小 学 校 教 諭 1 名 、 中 学 校 教 諭 2 名 の 巾
駆 教 師 か ら 成 り 、 3 名 は 大 学 院 で 教
小 学 校 で 、 は 、 問 題 行 動 に 関 す る 2 1 項 目 を 抽 出 し た 。 主 な 分 類 項 目 は 、 学 力 、 粗 暴 え
行動、 ~J さ 、 および発達障害や保護者に関する内容である。 以下、 子どもに関する概
要 を 示 し て お く 。
{小 学 校 ] ( 複 数 回 答 )
ア ) 学 力 に 関 す る 内 容
a. 学 力 が 低 い b. 学 力 不 振 c .無 気 力 d. 耐 性 の 著 し い 欠 如 8 . 集 中 力 が な い
イ ) 粗 暴 な 行 動
a .学 級 内 で の ト ラ ブ ル が 多 い b. 鹿 理 屈 が 多 い c. す ぐ に 暴 力 を ふ る う
d. 悪 口 が ひ ど い 8 . か っ と し や す い
ウ ) 幼 さ 、 お よ び 発 達 |雄 割
a .自 己 中 心 的 な 言 動 b. 給 食 を 食 べ ず 大 声 で 騒 ぐ c. 反 省 が 浅 く 同 じ こ と を 繰 り 返 す
d. 自 己 中 心 的 で 交 友 関 係 が 不 得 手 8 . 情 緒 障 害 に よ る 奇 f
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中 学 校 で は 、 11 項 自 の 問 題 行 動 を 抽 出 し た 。 分 類 項 目 は 授 業 と 問 題 行 動 で あ る 。
【 中 学 校 1 ( 複 数 回 答 )
ア ) 授 業 に 関 す る 内 容
a. 低 学 力 b. 授 業 中 の 出 歩 き c. 授 業 こ こ ス ケ ー プ d. 授 業 妨 害
イ ) 問 題 行 動
a. e 3 己 中 心 的 な 迷 惑 行 為 b. 異 装
d. 性 非 行 e. 不 登 校 £ 対 人 恐 i布 症
g. 情 緒 障 害 h. 規 範 窓 識 の 希 薄 さ
本 調 査 の 教 師 が 指 導 に 困 難 や 限 界 を 感 じ て い る 子 ど も の 具 体 的 事 例 に は 、 「 小 学 校 入
学 時 か ら 、 じ っ と 座 っ て い ら れ な い 、 話 を 開 け な い 、 幼 児 性 が 強 し 1 な ど 、 低 学 年 段 階
で 学 校 教 育 を 受 け る た め の 基 本 的 な 力 が 身 に つ い て い な し 'J 等 の 実 態 と 、 小 中 学 校 と
も に 「 情 緒 障 害 J ( 当 時 の 表 現 ) が 挙 げ ら れ て い る よ う に 、 特 別 支 援 教 育 の 対 象 と な る
ど も の 指 導 に 苦 労 し て い る 状 況 が 回 答 さ れ て い た 。 本 調 査 は 特 別 支 援 教 育 20) が 法 的
根 拠 を 持 ち 施 行 さ れ る 前 で あ る が 、 L D チ ェ ッ ク リ ス ト を 用 い た 調 査 2 1 ) も 行 っ て い る O
こ れ は 、 発 達 障 害 を 抱 え も つ 子 ど も へ の 支 援 が 、 新 た な 教 育 問 題 と し て 注 目 さ れ る よ
う に な っ て き た 当 時 の 状 況 を 反 映 し て 、 実 態 調 査 の 一 環 と し て 実 施 さ れ た も の で あ る 。
し か し な が ら 本 論 文 で は 、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 論 考 を 行 う 章 は 設 け て い な い た め
に、 L D チ ェ ッ ク リ ス ト の 結 果 に つ い て は 省 略 す る 。
調 査 結 果 に お い て 、 小 学 校 と 中 学 校 の 指 導 に 限 界 を 感 じ る 子 ど も を 比 較 す る と 、 中
学 校 で は 反 社 会 的 な 問 題 行 動 が 多 い 。 こ の こ と は 、 非 社 会 的 な 問 題 行 動 よ り も 、 集 団
生 活 の 中 で 周 囲 に 迷 惑 を か け る 反 社 会 的 な 問 題 行 動 を と る 子 ど も の 方 が 、 指 導 上 、 よ
り 切 実 な 問 題 で あ る と 意 識 さ れ て い る こ と を 示 し て い る 。
自 由 記 述 内 容 を 子 ど も の 発 達 段 階 で 整 理 す る と 、 小 学 校 低 学 年 段 階 で 、 は f基 本 的 な
対 人 関 係 が 築 け な し 'J r基 本 的 生 活 習 慣 が 身 に つ い て い な し リ 、 小 学 校 中 学 年 段 階 以 降
は 「 低 学 力 J r家 庭 と の 連 携 の 難 し さ j 、 中 学 校 段 階 は 「 非 行 j が 、 教 師 に と っ て 指 導
の 限 界 を 感 じ て 困 っ た り 悩 ん だ り す る 子 ど も で 、 あ っ た 。 ま た 、 教 師 が 回 答 し た 子 ど も
の 問 題 行 動 の 特 徴 は 、 耐 性 や 規 範 意 識 の 欠 如 、 社 会 的 自 我 の 未 熟 、 学 年 相 応 の 社 会 性
が 十 分 に 育 っ て い な い こ と を 挙 げ て い る 点 に あ る 。
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③ 学 級 内 の 「 指 導 の 限 界 を 感 じ る 子 ど も の 人 数 」
教 師 が 指 導 に 限 界 を 感 じ る 子 ど も の 人 数 の 回 答 で は 、 5 人 ( 8 学 級 ) 、 7 人 ( 1 学 級 ) 、
1 0 人 ( 1 学 級 ) 、 13 人 ( 1 学 級 ) 、 1 7 人 ( 1 学 級 ) 、 2 7 人 ( 1 学 級 ) で あ っ た 。 こ の よ
うに教師は、極めて厳しい状況にあることがポされていた。 10 入~27 人という子ども
が 指 導 困 難 も し く は 限 界 で あ る と い う こ と は 、 い わ ゆ る 学 級 崩 壊 の 状 態 に あ る の で は
な い か 、 と 考 え ざ る を 得 な い 人 数 で あ る 。
以 上 の 結 果 を 踏 ま え て 、 さ ら に 詳 し い 状 況 を 把 握 す る た め に 、 新 た に 第 2 回 予 備 調
査 と 本 調 査 を 行 っ た 。
(  2  ) 第 2 回 調 査
筆 者 は 、 第 1 回 調 査 の 結 果 を 受 け て 、 よ り 詳 細 な デ ー タ を 収 集 す る た め に 、 「 小 中 学 校
の 教 師 が 子 ど も の 問 題 や 課 題 と 感 じ て い る こ と 」 に つ い て 、 新 た に 次 の 3 つ の 調 査 を 行
っ た 。 第 1 の 調 査 は 予 備 調 査 、 第 2 の 調 査 は 調 査 対 象 を 埼 玉 県 内 全 域 に 拡 大 し て 実 施 し
た 本 調 査 1 、 第 3 の 調 査 は 、 筆 者 の 実 施 し た 本 調 査 1 を 基 礎 調 査 と し て 臼 本 学 校 教 育 和
談 学 会 が 実 施 し た 全 国 調 査 と し て の 本 調 査 2 で あ る 。
次 に 、 こ れ ら の 調 査 結 果 か ら 、 教 師 か ら み た 指 導 困 難 な 子 ど も の 増 加 の 実 態 な ら び に
教 師 の 問 題 意 識 を 述 べ る 。
① 予 備 調 査 [ 2 0 0 1 ( 平 成 13) 年 ] 2 2 ) 埼 玉 県 の 教 師 を 対 象 と し た 調 査 の 結 果
研 究 会 の 専 門 委 員 ( 現 職 の 小 中 学 校 教 師 ) 2 4 名 を 対 象 に 、 「 学 級 担 任 が 感 じ る 子 ど も
の 課 題 や 問 題 J に つ い て 自 由 記 述 で 回 答 を 求 め た 。 こ の 予 備 調 査 は 、 教 育 相 談 に 関 わ
る 教 師 だ け が 回 答 し て い る た め に 偏 り が あ る 可 能 性 も あ る が 、 回 答 者 は 全 員 が 学 級 担
任 を し て い る こ と 、 教 育 相 談 に 関 す る 様 々 な 研 修 を 受 け て い る た め に 広 い 生 徒 理 解 の
視 点 か ら の 回 答 が 期 待 で き る こ と か ら 調 査 対 象 者 と し た 。 こ の 予 備 調 査 に よ り 得 ら れ
た 子 ム ど も に 関 す る 課 題 や 問 題 を 整 理 す る と 、 次 の よ う な 点 が 指 摘 さ れ て い た 。
ア ) 人 間 関 係 に 関 す る こ と
a. 人 と 関 わ り 合 う 力 が 弱 く な っ て き て い る
b. 対 人 関 係 の 能 力 が 身 に つ い て い な い
C . 自 分 の 気 持 ち ゃ 思 い を 適 切 な 言 葉 で 表 現 で き な い た め に 起 こ る ト ラ ブ ル が 多 い
d. 人 間 関 係 を つ く る の が 難 し い
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イ ) 個 人 的 資 質 や 家 庭 に 関 す る こ と 社 会 性 に 関 す る こ と
a. 耐 性 の 欠 如
b. 集 団 に 参 加 で き な い
C. 目 を 見 て 話 す こ と が で き な い
d. 相 手 の 気 持 ち を 察 す る こ と が で き な い
e. 親 か ら の 虐 待 が 身 近 に あ る
こ の ア ( 4 項 白 ) 、 イ ( 5 項 目 に 挙 げ ら れ て い る よ う に 、 当 時 の 子 ど も の 課 題 や 問
題 は 、 人 間 関 係 に 関 す る 項 目 が 多 い G ま た 、 親 か ら の 虐 待 と い う 新 し い 問 題 が 挙 げ ら
れ て い る 点 に も 着 許 し て お き た い 。
埼 玉 県 の 教 育 現 場 で は 、 指 導 に 限 界 を 感 じ る 子 ど も の 状 況 や 子 ど も の 課 題 や 問 題 、
、 換 え る な ら ば 、 学 校 に お け る 問 題 の 一 因 は 、 子 ど も の 変 化 に あ る と 意 識 さ れ て い
た こ と が 、 先 の 2 つ の 調 査 の 結 果 に は 示 さ れ て い る 。
② 第 2 田 本 調 査 1 [ 2 0 0 2  ( 平 成 14) 年 ] 埼 玉 県 の 小 中 学 校 教 掛 か ら 見 た 教 育 困 難 状 況
様 々 な 児 童 生 徒 の 生 徒 指 導 上 の 問 題 行 動 の 要 因 は 、 子 ど も が 変 わ っ て き て い る 点 に
あ る と 確 信 を 得 た 筆 者 は 、 調 査 対 象 を 拡 大 し て 、 rIJ 、I 十I 学 校 教 師 か ら 見 た 学 校 教 育 に お
け る 教 育 困 難 状 況 の 実 際 j に 関 す る 実 態 調 査 23) を 実 施 し た 。
ア ) 誠 査 校 お よ び 調 査 対 象 者 の 概 要
調 査 対 象 校 は 、 埼 玉 県 内 の 東 西 南 北 全 地 域 か ら 小 学 校 2 3 校 、 中 学 校 2 1 校 、 合 計
4 4 校 で あ る 。 対 象 と な っ た 教 師 は 、 小 学 校 3 1 7 名 、 中 学 校 1 6 3 名 、 合 計 4 9 6 名 で あ
り、 4 7 9 名 か ら 有 効 な 回 答 を 得 る こ と が で き た ( 表 1 - 1欄 5)0 有 効 回 答 率 は 9 6 . 5 7 %
で あ っ た 。 回 答 者 の 校 務 分 掌 は 、 学 級 担 任 が 3 6 7 名 ( 7 6 . 6 2 % ) 、 担 任 外 が 8 6 名 ( 1 7 . 9 5 % ) 、
養 護 教 諭 ( 3 . 9 7 % ) 、 管 理 職 ( 1 . 4 6 % ) で あ る 。 以 下 、 結 果 の 一 部 刊 に つ い て 述 べ る 。
回 答 者 は 、 小 学 校 教 師 の 人 数 が 多 い た め に 女 性 の 割 合 が 向 く な っ て い る 。 回 答 者
の 大 多 数 は 教 諭 ( 9 4 . 5 7 % ) で あ る が 養 護 教 諭 や 管 理 職 か ら の 回 答 も 含 ま れ て い る 。
回 答 者 の 年 代 構 成 は 、 2 0 代 が 3 3 名 ( 6 . 6 5 % ) 、 3 0 代 が 1 1 0 名 ( 2 2 . 1 8 % ) 、 4 0 代 が
2 4 4 名 ( 4 9 . 1 9 % ) 、 5 0 代 が 1 0 6 名 (2 1. 3 7 % ) 、 無 回 答 が 3 名 ( 0 . 6 0 % ) で あ っ た 。 経
験 年 数 を み る と 中 堅 教 師 (10'"'-'20 年 ) お よ び ベ テ ラ ン 教 師 ( 2 0 年 以 上 ) の 占 め る 割
合 が 高 い 。 こ の こ と か ら 回 答 者 の 多 く は 、 教 職 に 就 い た 頃 の 昭 和 の 子 ど も と 、 調 査
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時 の 平 成 の 子 ど も を 比 較 し て 回 答 し て い る と 考 え ら れ る 。 そ れ ゆ え に 、 本 調 査 1 で
は 、 教 師 が ど の よ う に 子 ど も の 変 化 を 捉 え て い る の か を 知 る こ と が で き る の で あ る 。
表 1 - 1・ 5
第 2 回 本 調 査 1 の 有 効 回 答 者 の 内 訳
経 験 年 数
小 学 校 中 学 校
合 計
男 性
女 性
男 性
女 性
(人 )
5 年 未 満
1 4  11 4  3  
3 2  
5年~ 1 0年
7  1 4  9  2  
3 2  
10年 ~20年
4 0  3 0  
3 9  3 3  
1 4 2  
2 0 年 以 上 3 6  
1 6 4  3 2  41 2 7 3  
合 計
9 7  
2 1 9  
8 4  7 9  4 7 9  
イ ) 質 問 1 i最 近 の 子 ど も は 変 わ っ た か ? J
小 中 学 校 に 勤 務 す る 教 師 の 問 題 意 識 に つ い て 、 小 学 校 と 中 学 校 の 教 師 の 回 答 を 集
計 し た ( 表 1 -1・ 6 ) 。
表 1 -1- 6  
「 子 ど も は 変 わ っ た か 」 に 対 す る 教 師 の 意 識
小 学 校 ( 人 )
Z  
中 学 校 ( 人 )
Z  
合 計 ( 人 )
Z  
|ま
い
263 85. 3 9  
134 
8 1. 0 1  397 
85.  93 
い い え
5  
!. 62 4  2. 6 0  
9  !. 95 
無 回 答
40 12. 99 16 10.39 56 12. 12 
合 計
308 100. 0 0  154 100. 0 0  46 2  100. 0 0  
ヌ 近 の 子 ど も は 変 わ っ た か と い う 質 問 に つ い て 、 「変 わ っ た J iや や 変 わ っ た 」 を
合 わ せ た 「はし ¥」 は 、 小 学 校 263 名 (8 5 . 3 9 % )、 中 学 校 134 名 (87 .01 % ) 、 合 計 397
人 (8 5 . 9 3 % ) で あ り 、 多 く の 教 師 は 子 ど も が 変 わ っ て き た と 感 じ て い る 。 他 方 、 「あ
ま り 変 わ ら な し リ と 「変 わ っ て い な し リ を 合 わ せ た 「し ¥い え J は 小 学 校 5 名 ( 1. 6 2 % )、
[ 0 母 校 4 名 (2 . 6 0 % )、 合 計 9 名 0 .9 5 % ) で あ っ た 。
ウ ) 質 問 2 i現 在 の 学 校 ( 学 級 ) の 子 ど も の 指 導 の 中 で 「困 難 さ j を 感 じ ま す か ? J
小 学 校 と 中 学 校 の 教 師 の 回 答 を 集 計 し た ( 表 1 - 1-7 )。 現 在 の 子 ど も の 指 導 の 中 で
「閃 難 さ J を 感 じ る か と い う 質 問 に つ い て は 、 「あ て は ま る J iや や あ て は ま る J を
ム わ せ た 「はし ¥」 は 、 小 学 校 173 名 (57 .28 % )、 中 学 校 110 名 (7 0 . 0 6 % )、 合 計 2 8 3
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ノタ (6 1. 66 %) の 教 師 が 困 難 さ を 感 じ て い る 。 逆 に 、 「や や あ て は ま ら な し リ 「あ て は
ま ら な し リ を 合 わ せ た 「し ¥い え 」 と 回 答 し た 教 師 は 、 小 学 校 32 名 (1 0 .6 0 % )、 中 学
校 1 名 (7.01% )、 合 計 4 3 名 (9.37 %) に す ぎ な い 。 無 回 答 の 割 合 が 、 小 学 校 97 名
(32.12 % ) 、 中 学 校 36 名 (22.93 %) 、 合 計 133 名 (28.98% ) と 高 く な っ て い る 。 こ
れ は 、 質 問 紙 調 査 は 無 記 名 で 実 施 し て い る が 、 何 ら か の 心 理 的 な 圧 力 が か か り 、 「は
し ¥」 と 回 答 す る こ と に 抵 抗 を 感 じ た り 、 臨 賭 し た り し た の で は な し ¥か と 推 察 さ れ る 。
こ の こ と か ら も 、 子 ど も の 指 導 の 中 で 困 難 さ を 感 じ て い る 教 師 の 割 合 は 極 め て 高 い
こ と が 分 か る 。
表 1 - 1・ 7
子 ど も の 指 導 の 中 で 困 難 さ を 感 じ る 教 師 の 割 合
小 学 校 (人 )
Z  
中 学 校 (人 )
Z  
合 計 (人 )
Z  
lま
い 1 73 
5 λ 2 8  110 
70 . 0 8  2 8 3  61 . 66 
い い え
32 
10. 60 
1 1  
ス 01
4 3  9.3 7  
無 回 答
97 32. 12 36 22. 93 
133 
28.  98 
合 計
3 0 2  100.  00 157 10 . 00 4 59 100.  00 
次 に 、 「指 導 す る 中 で 困 難 さ を 感 じ る 場 面 J と 「指 導 困 難 さ の 要 因 」 に つ い て 自 由
記 述 で 、 回 答 を 求 め た 。 回 答 内 容 に つ い て は 、 筆 者 を 含 む 3 名 で K J 法 に よ り 整 理 し た
(A p p e n d i x  1  -1 -2、 A p p e n d i x 1  -1-3 )0  K J 法 の 参 加 者 内 訳 は 、 小 学 校 教 諭 1 名 、 中
砂 校 教 諭 2 名 。 こ の 3 名 は 既 述 し た 質 問 紙 調 査 の 分 析 を 行 っ て い る 。
エ ) 指 導 す る 中 で 困 難 さ を 感 じ る 場 11]
「指 導 す る 中 で 困 難 さ を 感 じ る 場 面 」 の 分 類 に あ た っ て は 、 「学 習 面 J、 「生 活 面 J 、 「保
護 者 J 、 「そ の 他 J の 大 分 類 後 、 記 述 内 容 が 似 て い る も の を ま と め て 、 そ れ ぞ れ の 内 谷
を 表 し て い る と 考 え ら れ る 項 目 名 を つ け た 。 複 数 の 内 容 が 記 述 さ れ て い る も の は 、 そ
れ ぞ れ に 分 け る こ と で 計 上 し た 。 そ の た め に 、 調 査 対 象 者 数 496 名 に 対 し て 、 690 の
口 |答 数 と な っ て い る 。 各 項 目 に つ い て は 、 回 答 者 数 と 全 体 総 数 に 占 め る 割 合 を 出 現 キ
と し て 集 計 し た 。 子 ど も に 関 わ る 自 由 記 述 を 整 理 し た 項 目 に つ い て は 、 表 1 -1・ 8~こ/ い
し た 。
で は 、 自 由 記 述 の 内 容 を 12 項 目 に 分 類 し て 、 回 答 人 数 と 全 体 数 690 に 占 め る
出 現 率 を 集 計 し た 。 最 も 多 か っ た 項 目 は 、 「学 力 差 J 5 8 人 (8 .4 1% ) 、 以 下 、 「集 中 力 J
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4 4 人 (6.38%) 、 「 意 欲 J 30 人 (4.35%) 、 「 基 礎 学 力 J 28 人 (4.06%) 、 「 耐 性 J I個 別 指
導 J I指 示 待 ち J 15 人 (2.17%) 、 「 規 律 J 14 人 (2.03%) 、 「 問 題 行 動 J 10 人 ( 1 . 4 5 % )
等 、 合 計 す る と 2 3 6 人 (34.20%) お よ そ 3 分 の 1 が 学 留 に 関 わ る 指 導 の 困 難 さ を 感 じ
て い る こ と が 示 さ れ て い た 。 そ れ ぞ れ の 項 呂 の 具 体 的 な 状 況 に は 、 意 欲 が な い 、 基 礎
学 力 が し て い な い 、 静 か に で き な い 、 話 が 開 け な い 、 集 中 し な い で 自 分 勝 手 な こ
と を や り 出 す 、
の 決 ま り が 徹 底 で き な い 、 整 理 整 頓 が で き な い 、 忘 れ 物 が 多 い 、
授 業 妨 害 、 学 習 中 出 歩 く 、 大 声 を 出 す な ど の 子 ど も の 実 態 が 報 告 さ れ て い た む
表 1 -1幽 8
学 校 に お け る 子 ど も の 指 導 困 難 状 況
大 分 類
分 類 項 目
指 導 す る t : t で 臨 幾 さ を 感 じ る 場 言 語
人 数
学 力 義
学 力 量 豊 が 大 き い
5 8  
集 中 力 静 か に で き な い 、 自 分 勝 手 な こ と を や り 出 す 、 集 中 カ に 欠 け る
4 4  
意 欲
意 欲 が な い
3 0  
基 礎 学 力
義 礎 学 力 の 定 着 が な い
2 8  
品 寸 凶ゐ
耐 性 耐 性 が な い 、 話 を 競 く こ と が で き な い 1 5  
習
錨 別 指 導
学 力 量 豊 に 応 じ た 指 導 を し よ う と す る と き 銀 別 指 導 の 必 要 な 子 に 時 閑 と 手 間 が か け ら れ な い 。 15 
指 示 待 ち el 分 で 考 え よ う と せ ず 指 示 待 ち が 多 い 、 分 か っ て い る の に 発 表 し な い 1 5  
菌
規 律
学 習 の 決 ま り が 徹 底 で き な い 、 整 理 整 電 車 が で き な い 、 忘 れ 物 が 多 い 1 4  
問 題 行 動
授 業 紡 響 、 学 習 中 出 歩 く 、 大 声 簡 を 出 す ( A D H D ) 、 後 業 が 始 ま っ て も ダ ラ ダ ラ と 保 健 室 に 態 度 る 1 0  
教 育 線 緩
選 択 や 総 会 学 習 の 失 敗 、 生 徒 の や る 気 が な く な っ て い る 。 受 験 を 意 識 し た 学 習 。
耳，~量校
不 景 校 児 へ の 街 導 で 時 間 が と ら れ る 。 不 登 校 の 生 徒 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 。
特 別 支 媛 自 閉 症 的 傾 向 の 子 が 在 籍 し て い る が 、 指 導 j去 に つ い て 迷 う こ と が あ る
基 本 的 な 生 活 基 本 的 生 活 習 媛 や 身 に 付 い て い な い こ と 、 建 娘 、 食 事 な ど が 保 障 さ れ て い な い こ と
6 5  
自 己 申
惑 性 乏 し い 、 逆 ギ レ す る 、 心 が 育 っ て い な い 、 挨 機 、 人 へ の 慈 謝 、 謙 慮 さ が な い 、 自 己 中 心 的 な 兇 叢
6 2  
規 範 意 識
規 範 意 識 ( ル ー ん を 守 る 意 識 ) が 低 い 、 勤 労 意 欲 の 欠 如
2 9  
集 窃 適 応
集 箇 性 に 欠 iナ 、 人 付 き 合 い が 不 得 手
2 5  
生
耐 性 ょ く し つ け ら れ て い る 生 徒 と 不 十 分 な 生 徒 の 養 が 大 き い 、 護 対 性 の 無 さ 1 3  
j舌
基 本 的 習 慣 忘 れ 物 、 落 と し 物 が 多 い 12 
面
個 別 指 導
落 ち つ い て 生 徒 と 接 す る 機 会 が 少 な い ( 仕 事 に 忙 し く 、 子 ど も に 遜 切 な 対 応 が で き な い )
問 題 行 動 盗 療 対 策 、 非 行 傾 向 、 怠 学 、 精 神 、 神 経 を 病 ん で い る 生 徒 、 綴 装 等 の 指 導 の 擦 に 惑 じ る 。
指 導 法 家 高 ま で の さ 主 活 が ( 考 え 方 が ) : 全 く 異 な っ て い る 生 徒 を 閉 じ 基 準 で 指 導 し な け れ ば な ら な い
特 別 支 援
A D H D の よ う な 子 ど も が 増 え て い る よ う に 思 う
部 活 動 部 活 動 に お け る 指 導 へ の か か わ り 方 。
生 活 面 は 、 11 項 目 に 分 類 し た 。 多 い 順 に 見 て い く と 、 「 基 本 的 な 生 活 J 6 5 人 (9 .4 2 % ) 、
「 岳 己 中 J 62 人 (8.99%) 、 「 規 範 意 識 J 29 人 (4.20%) 、 「 集 団 適 応 J 25 人 (3.62%) 、
「 耐 性 」 詩 人 ( 1 . 8 8 % ) 、 等 合 計 す る と 2 3 0 人 (33.33%) お よ そ 3 分 の l が 生 活 に 関
わ る 指 導 の 困 難 さ を 感 じ て い る こ と が 示 さ れ て い た 。 そ れ ぞ れ の 項 目 の 具 体 的 な 状 況
に は 、 ル ー ル を 守 る 意 識 が 低 い 、 勤 労 意 欲 の 欠 如 、 集 団 性 に 欠 け 人 付 き 合 い が 不 得 手 、
. 2 0岨
出 現 率
8 .4 1九
6.38九
4.35弘
4 . 0 6 %  
2 . 1 7 %  
2 . 1 7 %  
2 . 1 7 %  
2 . 0 3 %  
1 .4 5九
0 . 5 8 %  
0.29九
0.14句、
9 .4 2弘
8.99九
4 2 0九
3.62九
1. 8 8九
1.74% 
1 0 1 %  
1 0 1 %  
0 . 8 7 %  
0 .4 3 %  
0.14九
感 性 が 乏 し い 、 逆 ギ レ す る 、 あ い さ つ が で き な い ・ 人 へ の 感 謝 や 謙 虚 さ が な い 、 忘 れ
物 や 落 と し 物 が 多 い 等 の 子 ど も の 実 態 が 報 告 さ れ て い た 。
な お 、 本 調 査 1 の 実 施 時 期 は 平 成 1 0 年 度 告 示 の 学 習 指 導 要 領 が 開 始 さ れ た 初 年 度 で
あ っ た 。 当 時 は 、 必 修 教 科 の 学 習 内 容 が 大 幅 に 削 減 さ れ た こ と か ら 「 ゆ と り 教 育 J と
よ ば れ る と と も に 、 学 力 低 下 が 危 倶 さ れ る と い っ た 社 会 か ら の 批 判 が あ っ た 。 そ の こ
と が 影 響 し て 学 習 面 に 関 す る 記 述 が 多 く 見 ら れ た 可 能 性 が あ る こ と を 指 摘 し て お く O
そ れ ぞ れ の 分 類 項 目 の 出 現 率 の 合 計 は 、 学 習 面 ( 3 4 . 2 0 % ) 、 生 活 面 、 ( 3 3 . 3 3 % ) 保 護
者 (3 1. 5 9 % ) 、 そ の 他 ( 0 . 8 7 % ) で あ る 。 ま た 、 特 別 支 援 教 育 に 関 わ る 子 ど も へ の 指 導
に 闘 っ て い る こ と も 挙 げ ら れ て い る 。 保 護 者 に 関 す る 内 容 に つ い て は 、 次 節 で 述 べ る 。
オ ) 指 導 困 難 さ の 要 因
f指 導 国 難 さ の 要 因 j は、 f学 校 J 、 「 子 ど も j 、 「 社 会 J 、 「 保 護 者 」 に 4 分 類 後 、
述 内 容 が 似 て い る も の を ま と め て 、 そ れ ぞ れ の 内 容 を 表 し て い る と 考 え ら れ る 項 目
名 を つ け た 。 複 数 の 内 容 が 記 述 さ れ て い る も の は 、 そ れ ぞ れ に 分 け る こ と で 集 計 を
し た 。 無 記 入 が あ る た め に 、 調 査 対 象 者 数 4 9 6 名 に 対 し て 、 3 2 9 の 回 答 数 と な っ て
い る 。 そ れ ぞ れ の 分 類 項 誌 の 出 現 率 の 合 計 は 、 学 校 ( 2 5 . 5 3 % ) 、 子 ど も ( 2 2 . 1 9 % ) 、
社 会 ( 2 2 . 1 9 % ) 、 保 護 者 ( 3 0 . 0 9 % ) で あ る 。 以 下 、 子 ど も に 関 す る 自 由 記 述 を 整 理
し た 項 目 を 要 因 別 に 示 す 。
{ 子 ど も }
a. 自 己 中 心 的
b. 子 ど も に 意 欲 ・ 耐 性 ・ 向 上 心 が な い
C . 註 接 体 験 の 不 足
d. 基 本 的 生 活 習 慣 が 身 に 付 い て い な い
e. 子 ど も を 取 り ま く 環 境 の 変 化 ( T V ゲ ー ム 、 漫 画 、 T V 番 )
五 教 師 の 指 示 待 ち が 多 く 訓 練 さ れ て い な い
g. 子 ど も の 心 が 育 っ て い な い
h. 規 範 意 識 の 低 下
1 . 多 動 の 児 童 や 場 面 繊 黙 等 に つ い て 十 分 な 対 応 や 支 援 が で き て い な い
J. 子 ど も の 身 体 能 力 の 低 下
k. 塾 や 背 い 事 へ の 精 神 的 な 疲 れ な ど が た ま っ て い る
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「平 ど も J に 関 す る 要 因 に は 、 自 己 中 心 性 、 意 欲 の 欠 如 、 直 接 体 験 の 不 足 、 基 本
的 生 活 習 慣 の 未 形 成 、 指 示 待 ち 、 規 範 意 識 の 低 下 等 、 こ れ ま で の 調 査 と 重 な る 結 E
で あ っ た 。 続 い て 、 「 ど の よ う な 子 ど も が 増 え て き て い る と 思 い ま す か ? J に つ い て
は 2 6 の 選 択 肢 か ら 5 つ 以 内 で の 複 数 回 答 を 、 「要 因 は 、 ど の よ う な こ と に あ る と 思
い ま す か ? J に つ い て は 16 の 選 択 肢 か ら 3 つ 以 内 で の 複 数 回 答 を 求 め た ( Ap p e n d i x
1  -1・ 4 、 A p p e n d i x 1  -1-5 )。 そ れ ぞ れ 集 約 し た 結 果 を 図 1 - 1-L 図 1 - 1-2 に 示 し た 。
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幼 い
中 力 が 持 続 し な い |
言 葉 に よ る 表 現 が 苦 手 )
人 と の 連 携 が と れ な い
自 己 決 定 力 が 低 い
感 動 す る 感 性 が 育 っ て い な い i  
傷 つ き ゃ す い l  
好 き な も の に は 熱 中 す る L 一 一 一 一 一 一
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図 1 - 1・ 1 質 問 「 ど の よ う な 子 ど も が 増 え て い る と 思 い ま す か 」 か ら 見 る 子 ど も の 実 態
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子 ど も を 取 り ま く 環 境 の 変 化
家 庭 の 「 し つ け J 不 足
親 の 子 ど も へ の 渡 し 方
親 の モ ラ ル 低 下
価 値 観 の 多 様 化
個 性 の は き 遣 い
T V ゲ ー ム の 普 及
テ レ ビ や 漫 画 の 影 響
大 人 の 過 干 渉
教 師 が 忙 し す ぎ る
教 師 の 指 導 力
今 ま で の 指 導 が 通 じ な い
大 人 へ の 信 頼 が も て な い
そ の 他
学 力 差 の 拡 大
教 師 の 高 齢 化
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図 1 - 1 -2  質 問 「 要 因 は 、 ど の よ う な こ と に あ る と 思 い ま す か 。」 か ら 見 る 教 師 の 意 識
結 果 に は 、 教 師 が 感 じ て い る 子 ど も の 変 化 、 保 護 者 の 変 化、 学 校 を 取 り 巻 く 社 会
の 変 化 が 示 さ れ て い る 。 子 ど も の 課 題 と し て 、 耐 性 の 欠 如 (1 2 . 9 6 % ) 、 自 己 中 心 的
(  1 1. 6 6 % ) 、 人 の 話 を 聞 け な い (8 .5 8 % ) 、 幼 い (5 . 7 2 % ) 、 基 本 的 生 活 習 慣 が 身 に 付 -
い て い な い (5 .7 2 % ) が 上 位 に あ げ ら れ て い た 。 こ れ ら は 、 様 々 な 答 申 や 報 告 書 で 指
摘 さ れ て き た 近 年 の 子 ど も の 実 態 と 一 致 す る 。 ま た 、 選 択 肢 に は 、 子 ど も た ち が 現
代 社 会 を 生 き 抜 く た め に 必 要 と な る 基 礎 的 な 力 、 言 い 換 え る な ら ば 、 子 ど も の 基 礎
的 人 間 力 の 構 成 が 示 唆 さ れ て お り 、 す で に 当 時 の 子 ど も た ち は 、 子 ど も に 必 要 な 基
礎 的 人 間 力 が 育 ま れ な い ま ま 成 長 し て い る 、 つ ま り 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 「 育 ち
そ び れ J の 実 情 が 表 れ て い る 。 こ の よ う に 本 調 査 結 果 に は 、 教 師 の 指 導 を 困 難 に し
て い る 要 因 は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 欠 如 で あ る こ と が 如 実 に 示 さ れ て い る 。
③ 第 2 回 本 調 査 2 [2 0 0 5  ( 平 成 1 7 ) 年 ] 全 国 調 査 の 結 早 25)
相 談 学 会 調 査 研 究 委 員 会 で は 、 筆 者 が 実 施 し た 本 調 査 1 を 参 考 に し な
が ら 学 会 員 を 調 査 対 象 と し た 「子 ど も の 現 状 と 会 員 の 意 識 調 査 J 26) を 実 施 し た 。 本 調 jet
2 で 得 ら れ た デ ー タ は 、 全 国 的 な 子 ど も の 実 態 調 査 と な る 点 に 大 き な 意 味 を 持 つ 。
調 査 対 象 者 は 、 日 本 学 校 教 育 相 談 学 会 会 員 3 1 3 0 名 で あ り 、 郵 送 に よ る 調 査 で 回 答 を
求 め た 。 回 収 率 は 2 2 % (7 2 7 名 分 ) で あ っ た 。 回 答 者 の 内 訳 は 、 教 育 相 談 担 当 教 師 と
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養 護 教 諭 を 合 計 し た 割 合 が 3 3 . 1 % 、 法 定 主 任 27) で あ る 学 年 主 任 、 生 徒 指 導 主 事 、 進 路
保 健 主 事 、 教 務 主 任 を 合 計 し た 割 合 が 3 3 . 1 % で あ り 、 合 計 す る と 全 体 の 3
分 の 2 を 小 中 学 校 - お よ び 高 等 学 校 の 教 師 が 占 め て い る 。 そ の 内 訳 と 校 務 分 掌 等 、 結 果
は A p p e n d i x 1  -1・ 6 に 示 し た 。
ア ) 気 に な る 子 ど も の 状 況 に つ い て
「 気 に な る 子 ど も の 状 況 に つ い て j で は 、 日 頃 か か わ っ て い る 子 ど も の 状 況 に 関
す る 項 目 に つ い て 、 ど の 程 度 気 に な っ て い る か ( た い へ ん 気 に な る ・ や や 気 に な る ・
あ ま り 気 に な ら な い ・ ま っ た く 気 に な ら な し ¥ ) の 回 答 を 「 肯 - 定 J ( た い へ ん 気 に な る ・
や や 気 に な る ) 、 「 否 定 J ( あ ま り 気 に な ら な い ・ ま っ た く 気 に な ら な し ¥ ) に 分 け て 、
人 数 の 多 い 項 目 か ら 並 び 替 え て 整 理 し た 。 そ の 結 果 は 、 a か ら t に 示 し た 通
り で あ る O 来 ( ) の 殺 街 / オ 回 答 に お け 3 芹 i! (I: .v 1 へ ん 支 f:;;" { ; 5 ・ や や 支 f:;;" {;5ノ λ 攻守
{ 気 に な る 子 ど も の 状 況 }
a. ス ト レ ス に 対 す る 耐 性 の 欠 如 (579)
b.友 達 と の 関 係 、 が と れ な い (534)
C. 基 本 的 な 生 活 習 慣 が 身 に つ い て い な し ¥ (526) 
d.適 切 な 自 己 表 現 が で き な い (526)
e. 自 己 中 心 的 な 言 動 が 多 い (518)
£ 集 中 力 が 持 続 し な い (508)
g. 自 信 が な い (502)
h. 自 己 決 定 力 が 低 い (502)
1 . 傷 つ き や す い (500)
J. 意 欲 に 欠 け る (499)
k.年 齢 か ら 見 て 幼 い 註 動 が 多 い (483)
1 . 人 の 話 が 開 け な い (481)
ffi. 衝 動 的 な 言 動 や 行 動 が 多 い (472)
n. 善 悪 の 判 断 が で 、 き な い (425)
O. マ イ ナ ス 思 考 ( 否 定 的 な 考 え 方 ) が 5郎 、 (408)
p. 大 人 へ の 信 頼 が 薄 い (392)
q  
r. 授 業 中 席 に 座 つ て い ら れ な い (325)
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S. 好 き な も の に は 必 要 以 上 に 熱 中 す る (325)
t.暴 力 に 訴 え る (301)
本 項 で 示 し た 調 査 結 果 に は 、 学 校 生 活 に お い て み ら れ る 子 ど も の 諸 問 題 が 顕 著 に
現 れ て い る 。 回 答 者 の 多 く は 、 教 育 相 談 に 関 す る 知 見 を 宥 し て い る 教 師 で あ る た め
に 、 第 1 に ス ト レ ス を 挙 げ て い る 。 次 い で 、 人 間 関 係 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 自
感 情 の 低 さ 、 幼 さ 、 学 校 に お け る 基 本 的 な 行 動 様 式 が 定 着 し て い な い 等 を 挙 げ て い
る 。 こ の こ と は 、 こ れ か ら の 学 校 教 育 、 特 に 生 徒 指 導 の あ り 方 に 示 唆 的 で あ る 。
以 上 、 教 師 を 対 象 と し た 質 問 紙 調 査 の 結 果 か ら 、 学 校 に お け る 子 ど も の 問 題 行 動 の 増 加
と 質 的 変 化 に つ い て 見 て き た が 、 そ れ ぞ れ の 調 査 問 に は 共 通 し た 子 ど も の 問 題 行 動 の 質 的
変 化 が 示 さ れ て い る 。 ま ず 、 教 師 視 点 で あ る が 子 ど も の 問 題 行 動 の 質 的 変 化 に 関 す る 問 題
意 識 で 、 は 、 基 本 的 な 生 活 習 慣 や 対 人 関 係 に 関 わ る 点 を 挙 げ て い る 。 こ の こ と が 学 校 に お け
る 学 官 上 の 指 導 困 難 状 況 と 緊 密 に 関 連 し て い る こ と は 、 表 1 -1刷 8 (20 頁 参 照 ) や 関 1 -1・ 1
( 2 2 頁 参 照 ) に 示 さ れ て い る 通 り 、 学 校 生 活 で 求 め ら れ る 基 本 的 な 行 動 様 式 や 対 人 関 係 等
の 社 会 性 が 未 熟 ま た は 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 が 「 青 ち そ び れ J の 状 態
に あ る こ と が 示 さ れ て い る 。 次 に 、 子 ど も の 問 題 行 動 の 増 加 に 関 わ る 要 因 に は 「 子 ど も を
取 り 巻 く 環 境 の 変 化 j や 「 保 護 者 の 変 化 J が 上 位 に 挙 げ ら れ て い る 。 そ の 結 果 と し て 、 本
調 査 2 に 示 さ れ て い る 通 り 、 子 ど も の 社 会 性 の 未 熟 な 現 状 や 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の
基 礎 的 人 間 力 が 「 育 ち そ び れ 」 の 状 態 に あ り 、 そ の 結 果 と し て 様 々 な 「 気 に な る 子 ど も の
状 況 J が 2 0 項 目 に お よ び 挙 げ ら れ て い る 。 こ の よ う に 調 査 結 果 に は 、 学 校 で B 常 的 に 子 ど
も と 接 し て い る 教 師 た ち は 、 そ れ ぞ れ の 経 験 か ら 子 ど も た ち の 問 題 行 動 が 変 わ っ て き た と
実 感 し て い る 状 況 が 示 さ れ て い る の で あ る 。
次 項 で は 、 メ デ ィ ア や 出 版 物 を 通 し て 社 会 か ら 見 た 子 ど も の 限 題 行 動 の 変 化 に つ い て 論
じ る 。
3 . 子 ど も の 問 題 行 動 の 変 化
筆 者 は 、 1984 ( 昭 和 59) 年 に 公 教 青 の 教 師 と し て 歩 み 始 め た 。 そ の 頃 は 、 少 年 非 行 が 第
3 の ピ ー ク を 迎 え る と と も に 、 「 受 験 競 争 の 過 熱 、 い じ め 、 不 登 校 ( 登 校 拒 否 ) 、 暴 力 行 為
( 校 内 暴 力 ) 、 少 年 非 行 な ど 教 育 荒 廃 と い わ れ る 現 象 が 社 会 的 に 大 き な 関 心 を 集 め る よ う に
な っ た j 刻 。 そ の よ う な 世 相 を 受 け て 臨 時 教 育 審 議 会 が 発 足 し 、 そ の 報 告 書 で は 、 「 教 育 荒
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廃 の 要 因 ・ を 分 析 し 、 我 が 国 の 教 育 の 現 状 と 問 題 点 は 、 明 治 以 降 の 我 が 国 の 教 育 制 度
や 施 策 な ど と 深 く か か わ っ て い る こ と 、 さ ら に 、 我 が 国 の 教 育 が 時 代 の 変 化 と 社 会 の 要 請
に 立 ち 遅 れ て き て い る こ と な ど を 指 摘 し た J 2 9 ) 。 そ の 後 、 ゆ と り と 個 性 化 を キ ー ワ ー ド と し
た 教 育 改 革 が 本 格 的 に 始 動 す る こ と に な る 。 こ の 意 味 に お い て 、 筆 者 が 教 育 現 場 で 教 師 と
し て 歩 ん で き た 1 9 8 4 ( 昭 和 59) 年 以 降 の メ デ ィ ア ( 一 般 向 け に 刊 行 さ れ た 書 籍 や m o o k
3 0
)
で 発 信 さ れ て き た こ と つ ま り は 、 子 ど も の 問 題 行 動 が ど の よ う に 変 わ っ て き た と 捉 え ら
れ て き た の か に つ い て 整 態 お よ び 分 析 し て お く こ と は 、 前 項 ま で の 実 態 調 査 の 結 果 の 妥 当
性 を 高 め る こ と に な る 。 次 に 、 当 時 の 子 ど も や 教 育 現 場 の 状 況 を 報 告 も し く は 告 発 し て い
る と 思 わ れ る 典 型 的 な 書 物 、 例 え ば 「 ブ 。 ロ 教 師 の 会 J 3 1 ) や 朝 日 新 聞 社 等 の 刊 行 物 に つ い て 、
そ れ ぞ れ の 概 要 に つ い て 述 べ る こ と で 、 こ の 持 期 か ら 増 大 し て い る 子 ど も の 問 題 行 動 に つ
い て 考 察 す る 。
① fザ ・ 中 学 教 師 子 ど も が 変 だ !~ ( 別 冊 宝 島 1 2 9 、 1 9 9 1 ( 平 成 3) 年 ) で は 、 埼 玉 県
を 中 心 と す る 現 役 教 師 に よ る 教 育 サ ー ク ル ( プ ロ 教 師 の 会 ) の メ ン バ ー が 、 学 校 の 子
ど も の 現 状 に つ い て 詳 細 な 事 例 を 挙 げ て い る 。 本 シ リ ー ズ は 、 学 校 や 教 師 を 対 象 と し
て そ の 現 状 を 報 告 し て き た が 、 本 書 で は 「 子 ど も J を 対 象 と し て お り 、 子 ど も の 問 題
行 動 が 変 化 し て い る 現 状 に つ い て 問 題 提 起 を し て い る 。
②千石保[J rまじめ」の崩壊一平成日本の若者たち~ ( サ イ マ ル 出 版 会 、 1 9 9 1 ( 平 成 3)
年 ) で は 、 目 的 の た め に 耐 え る こ と か ら 逃 避 す る 若 者 の 実 態 や 、 こ れ ま で の 「 ま じ め J
の 価 値 観 を 崩 壊 さ せ る 若 者 の 現 象 、 「 希 薄 化 し た 人 間 関 係 」 や 「 若 者 文 化 と 学 校 文 化 」
に つ い て 、 統 計 デ ー タ や 事 例 を 通 し て 述 べ ら れ て い る 。
③産経新聞社会部教育問題取材班『教育再興~ (1 9 9 1  ( 平 成 3) 年 ) で は 、 f あ な た は 自
分 の 子 供 を 公 立 校 に 入 れ た い で す か ? 徹 底 教 育 ル ポ J と 帯 の 見 出 し に あ る よ う に 、 公
立 学 校 に お け る 学 級 崩 壊 、 校 内 暴 力 、 学 力 低 下 、 ゆ と り 教 育 に よ る 学 校 内 外 に 蔓 延 す
る 不 安 感 等 の 現 地 取 材 に 基 づ い た 記 事 で 構 成 さ れ て い る 。
④ 『 子 ど も が わ か ら な し 寸 ( A E  R A N o .48 、 1 9 9 8 ( 平 成 10) 年 ) は 、 臨 時 増 刊 号 と し て
刊 行 さ れ て い る 。 記 事 は 、 教 育 関 係 者 ば か り で は な く 、 様 々 な 立 場 の 視 点 か ら 、 学 校
教 育 へ の 批 判 や 期 待 が 掲 載 さ れ て い る 。
⑤千石保[J r普通の子J が壊れてゆく~ ( 日 本 放 送 出 版 協 会 、 2 0 0 0 ( 平 成 12) 年 ) で は 、
学 校 に お け る 学 級 崩 壊 、 不 登 校 、 い じ め 、 キ レ る 子 現 象 、 援 助 交 際 等 、 こ れ ら の 現 象
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は 、 行 き 詰 ま り を み せ る 日 本 型 社 会 シ ス テ ム か ら の 「 逃 走 現 象 」 と 捉 え 、 小 学 生 か ら
大 学 生 ま で を 対 象 に し た 意 識 調 査 を 比 較 分 析 し て い る 。
以 上 、 筆 者 が 教 青 現 場 で 教 師 と し て 子 ど も と 向 き 合 っ て い た 特 に 、 学 校 教 育 に 関 し て
B を 集 め る タ イ ト ノ レ の m o o k な ど 5 冊 の 概 要 に つ い て 述 べ た 。 こ れ ら に は 、 一 見 す る と 過 激
な 見 出 し が つ け ら れ て い る が 、 そ こ に は 学 校 内 外 で の 子 ど も の 問 題 行 動 が 世 跨 か ら の 注 目
を 集 め る よ う に な っ て き た こ と を 反 映 し て い る 。 ま た 、 子 ど も の 問 題 行 動 の 背 景 に は 、 変
化 す る 社 会 の 様 態 を 映 し て い る 側 面 も あ り 、 一 概 に 子 ど も だ け の 問 題 と は 言 え な い の で あ
る が 、 子 ど も の 問 題 行 動 に つ い て 、 そ の 責 任 が 学 校 に 向 け ら れ る 傾 向 は 強 ま っ て い る 。
こ の 5 冊 の 刊 行 年 で あ る 1 9 9 1 ( 平 成 3 ) 年 か ら 1 9 9 8 ( 平 成 10) 年 の 問 に は 、 阪 神 淡 路
大 震 災 ( 1 9 9 5 ( 平 成 7 ) 年 1 月 17 日 ) や オ ウ ム 真 理 教 に よ る 地 下 鉄 サ リ ン 事 件 ( 1 9 9 5 (平
成 7 ) 年 3 月 2 0 日 ) 、 神 戸 連 続 児 童 殺 傷 事 件 32) 等 、 社 会 を 震 掠 さ せ る 災 害 や 事 件 が 立 て 続
け に 発 生 し て い る 。 そ の 後 、 2 0 0 0 ( 平 成 12) 年 に 相 次 い で 発 生 し 、 世 間 か ら 注 目 さ れ た 17
歳 前 後 の 少 年 に よ る 凶 行 な 事 件 ( 豊 川 市 主 婦 殺 人 事 件 ( 5 月 ) 、 西 鉄 ノ ミ ス ジ ャ ッ ク 事 件 ( 5  
月 ) 、 岡 山 金 属 パ ッ ト 母 親 殺 害 事 件 ( 6 月 ) 、 山 口 母 親 殺 害 事 件 ( 7 月 ) 、 大 分 」 家 6 人 殺 傷
事 件 ( 8 月 ) 、 歌 舞 伎 町 ビ デ オ j古 燥 破 事 件 (12 丹 ) 等 ) を う け て 、 「 キ レ る 17 歳 j と い う 造
語 が 流 行 し た 。 少 年 に よ る 重 篤 な 事 件 が 起 こ る 度 に 、 学 校 は 社 会 か ら の 厳 し い “ ま な ざ し "
に 晒 さ れ る よ う に な り 、 現 在 に 至 っ て い る 。 他 方 、 イ ン タ … ネ ッ ト の 急 速 な 普 及 に よ る “ 新
し い タ イ プ の 問 題 行 動 " の 出 現 に 伴 い 、 少 年 非 行 で は 、 問 題 行 動 の 質 的 変 化 が 起 こ り つ つ
あ る 。
少 年 非 行 の 統 計 資 料 で は 、 1 9 8 3 ( 昭 和 58) 年 の 少 年 非 行 第 3 の ピ ー ク 後 、 補 導 や 検 挙 さ
れ る 件 数 は 減 少 傾 向 に あ る が 、 非 行 の 一 般 化 、 遊 び 型 非 行 、 非 行 の 低 年 齢 化 な ど 憂 慮 す べ
き 状 況 に あ る こ と が 示 さ れ て い る 。 こ れ に 関 し て 少 年 非 行 第 3 の ピ ー ク 以 降 に お け る 子 ど
も の 問 題 行 動 の 動 向 33) を 次 頁 の 表 1 - 1・ 9 に 示 し た 9
表 1 -1-9 に は 、 子 ど も の い じ め 事 件 、 登 校 拒 否 ( r 不 登 校 J) 、 薬 物 乱 用 の 低 年 齢 化 、 性 非
行 の 問 題 等 、 明 ら か に 生 徒 指 導 上 の 問 題 行 動 が 変 容 し て き て い る こ と が 示 さ れ て い る 。
さ て 、 1 9 9 0 ( 平 成 2 ) 年 前 後 は 、 中 学 校 の 丸 刈 り を 定 め た 校 則 に 対 す る 裁 判 や 、 女 子 高
生 校 内 圧 死 事 件 34) な ど を 契 機 と し て 、 い わ ゆ る 「 校 則 J ( r 生 徒 心 得 J) の 見 直 し が 全 国 的 に
行 わ れ た 時 期 で あ っ た 。 中 学 校 に お け る 極 端 な 生 活 上 の 指 導 が 問 題 と さ れ て い た 頃 、 小 学
校 で は 、 学 級 が う ま く 機 能 し な い 状 態 仰 が 新 た な 問 題 と し て 注 目 さ れ る よ う に な っ て い る 。
児 童 へ の 指 導 力 が あ る と 思 わ れ て い た ベ テ ラ ン 教 師 で あ っ て も 、 学 級 運 営 が 同 難 に な る と
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表 1 - 1 - 9  
子 ど も の 問 題 行 動 の 動 向
年 度
代 表 的 な 問 題 行 動
1 9 8 4 年
( 昭 和 5 9 )
f い じ め 事 件 増 加 、 登 校 拒 否 3 万 人 超 j
1 9 8 5 年
( 昭 和 6 0 )
f  い じ め 事 件 増 加 j
1 9 8 6 年
( 昭 和 6 1) 「 い じ め に よ る 自 殺 増 加 j
1 9 8 7 年
( 昭 和 6 2 ) f薬 物 乱 用 増 加 j
1 9 8 8 年
( 昭 和 6 3 ) f登 校 拒 否 4 万 人 超 j
1 9 9 0 年
( 平 成 2)
fダ イ ヤ ル Q 2 問 題 j
1 9 9 1 年
( 平 成 3)
「 高 校 生 非 行 増 加 ・ 登 校 拒 否 ( 3 0 日 以 上 ) 6 万 6 千 人 超 J
1 9 9 2 年
( 平 成 4)
※ 適 応 指 導 教 室 等 設 置
1 9 9 3 年
( 平 成 5)
※ 学 校 週 5 日 制 ( 舟 1 出 )
1 9 9 4 年
( 平 成 6)
f い じ め 事 件 、 自 殺 増 加 j
1 9 9 5 年
( 平 成 7 ) 「 登 校 拒 否 8 万 人 超 j
1 9 9 6 年
( 平 成 8)
※ い じ め 問 題 へ の 総 合 的 取 組
1 9 9 7 年
( 平 成 9)
「 少 年 非 行 の 凶 悪 a 粗 暴 化 Jr不 登 校 1 0 万 人 超 j
1 9 9 8年
( 平 成 10)
f 中 学 生 等 に よ る 殺 傷 事 件 多 発 j
1 9 9 9 年
( 平 成 1 1) f学 級 崩 壊 の 論 議 Jr不 登 校 1 3 万 人 超 j
2 0 0 0 年
( 平 成 12)
r  1 7 歳 の 犯 罪 Jr児 童 慮 待 の 問 題 j
2 0 0 1 年
( 平 成 13)
「 ひ き こ も り 問 題 Jr安 全 確 保 ・ 管 理 の 問 題 j
2 0 0 2 年
( 平 成 14)
「 出 会 い 系 サ イ ト 等 の 問 題 j
2 0 0 3 年
( 平 成 15)
f少 年 の 重 大 事 件 発 生 j
2 0 0 4年
( 平 成 16)
r小 学 生 に よ る 事 件 多 発 Jr二 一 ト 問 題 j
2 0 0 5 年
( 平 成 1 7) f 中 学 生 、 高 校 生 に よ る 重 大 事 件 多 発 J
2 0 0 6 年
( 平 成 18)
f い 乙 め を 苦 に し た 自 殺 j
2 0 0 7 年
( 平 成 1 9 )  
f 不 登 校 増 加 Jrイ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し た い C め j
註 ) 国 立 教 育 政 策 研 究 所 生 徒 指 導 研 究 セ ン タ ー 「 生 徒 指 導 資 料 第 1 集 ( 改 訂 版 ) J 平 成 21 年 3 月
21 貰 r l - 8 表 戦 後 の 問 題 行 動 等 の 推 移 や 背 景 と そ の 対 応 J を 参 考 に 作 成
い う 事 実 は 、 子 ど も の 変 化 ( 保 護 者 を 含 む ) に 学 校 教 育 が 十 分 に は 対 応 で き な く な っ て
き た 状 況 を 表 し て い る 。 マ ス コ ミ 用 語 で い う 「 学 級 崩 壊 」 は 、 学 級 王 国 と 喰 え ら れ る 小 学
校 の 教 育 シ ス テ ム が 行 き 詰 ま っ て き た こ と の 証 左 で あ り 、 学 校 に は ま す ま す 生 徒 指 導 の あ
り 方 が 間 わ れ る こ と に な っ た の で あ る 。
- 2 8 ・
以 上 、 過 去 30 年 ほ ど 前 か ら の 子 ど も の 問 題 行 動 の 変 化 を 整 理 し て き た が 、 こ こ に 見 ら れ
る 子 ど も の 問 題 行 動 の 事 例 は 、 学 校 教 育 を 支 え る 前 提 と な る 子 ど も の 社 会 性 お よ び 道 徳 性
が 十 分 に は 育 ま れ て い な い こ と 、 言 い 換 え れ ば 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 が 養 成 さ れ て い な
い こ と が 原 因 で は な し 功 瓦 と い う の が 本 論 文 の 仮 説 で あ る 。
第 2 節 子 ど も の 問 題 行 動 の 変 化 の 背 景
1  . 保 護 者 の 変 化
(  1  ) 保 護 者 の 変 化 の 状 況
前 節 に お い て 筆 者 が 実 施 し た 調 査 結 果 に 示 し た よ う に 、 小 中 学 校 の 教 師 が 児 童 生 徒 の
指 導 に 国 難 や 限 界 を 感 じ る 背 景 に は 、 保 護 者 の 変 化 が あ る 。 本 項 で は 、 教 育 現 場 で は 保
護 者 の 変 化 を ど の よ う に 捉 え て い る の か に つ い て 、 筆 者 が 実 施 し た 調 査 結 果 お よ び 経 験
し た 教 育 臨 床 に お け る 事 例 に 基 づ き 、 教 師 が 問 題 だ と 考 え て い る 保 護 者 に つ い て 整 理 す
る。
① 2 0 0 2  ( 平 成 14) 年 の 本 調 査 結 果 ( 1 7・ 21 頁 参 照 )
本 調 査 結 果 は 、 既 述 し た 埼 玉 県 の 小 中 学 校 教 師 か ら 見 た 教 育 困 難 状 況 の 実 際 に お け
る 「 指 導 困 難 さ の 要 因 J に 記 さ れ た 「 保 護 者 J に 5号 す る 内 容 を K J 法 に よ り 分 類 整 理 し
た も の で あ る 。 保 護 者 に 関 す る 回 答 の 出 現 率 は 3 0 . 0 9 % で あ っ た 。 次 に 、 10 に 分 類 し た
内 容 を 示 す 。
ア ) 過 保 護 、 自 己 中 心 的 、 自 分 よ が り の 考 え 、 他 人 へ の 注 文 が 多 い
イ ) 基 本 的 な 役 者 jを 果 た せ な い 親 が 増 え て い る 、 親 が 親 に な り き っ て い な い
ウ ) け じ め ・ し つ け 不 足 、 家 庭 教 育 力 不 足 、 親 の 愛 情 の 希 薄 化 、 親 の モ ラ ル の 低 下
エ ) 学 校 不 信 、 教 師 ・ 学 校 批 判
オ ) 価 値 観 の 相 違 、 学 校 に 求 め る も の が 多 様 化 、 教 育 方 針 の 対 立
カ ) 学 校 ・ 子 ど も へ の 関 心 が 薄 い 、 親 が 忙 し す ぎ て 余 裕 が な い
キ ) 子 ど も の 実 態 か ら 目 を そ む け て い る
ク ) 複 雑 な 家 庭 事 情 が 多 い 、 離 婚 す る 保 護 者 が 多 い 、 親 の 経 済 的 問 題
ケ ) 医 療 機 関 で の 治 療 が t必 要 な 保 護 者
コ ) 子 ど も を 指 導 し で も 、 子 ど も の 問 題 行 動 の 改 善 が 見 ら れ な い 家 庭 が 増 え て い る
上 の 10 分 類 の 内 容 は 、 す で に 10 年 前 に 親 の 問 題 状 況 に つ い て 、 現 在 の 教 育 現 場 で
は 広 く 認 識 さ れ る よ う に な っ て き て い る 状 況 が 示 さ れ て い る 。
・ 29耐
② 事 例
調 査 結 果 に は 、 様 々 な 観 点 か ら 保 護 者 の 変 化 36) が あ げ ら れ て い る が 、 こ の よ う な 保
護 者 の 変 化 と 関 連 し て 、 当 時 学 校 で は 、 す で に こ れ ま で の 教 師 の 価 値 観 で は 理 解 し づ
ら い 苦 情 や 理 不 尽 な 要 求 を し て く る 事 例 が 増 え て き て お り 刊 、 ま た 、 最 近 の 保 護 者 と
の 連 携 は 難 し い と い う 意 見 が 多 く 聞 か れ る よ う に な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 次 の よ う
な 事 例 が 見 ら れ る 。
ア ) 子 ど も が 問 題 行 動 を お こ し た こ と を 家 庭 に 連 絡 を す る と 、 そ の 子 ど も が 家 庭 で 親
か ら 暴 行 を 受 け て し ま う た め に 通 報 す る こ と に 臨 時 せ ざ る を 得 な い
イ ) 問 題 行 動 を 起 こ す 子 ど も の 親 と 対 応 を し て い る と 、 親 が 逆 ギ レ し て 、 教 師 や 学 校
に 理 不 尽 な 言 い が か り つ け て く る の で 気 が 重 い
ウ ) 子 ど も の 問 題 行 動 に よ る 被 害 者 の 親 が 、 学 校 に 事 前 の 連 絡 や 相 談 を す る こ と も な
く 誼 接 に 行 政 機 関 ( 市 町 村 な ら び に 都 道 府 県 教 育 委 員 会 ) に 苦 情 を 訴 え る ケ ー ス が
後 を 絶 た な い
エ ) 子 ど も の 部 題 行 動 の 加 害 者 の 殺 が 、 我 が 子 の 行 動 を 正 当 化 し て 絶 対 に 非 を 認 め よ
う と し な い
こ れ ら は 、 ほ ん の 一 例 で あ る が 、 現 在 で は 、 も は や 特 異 な 事 例 で は な く な っ て い る O
(  2  )  保 護 者 の 変 化 に つ い て の 考 察
こ こ で は 、 筆 者 の 経 験 し た 教 育 臨 床 に お け る 事 例 な ら び に 新 聞 記 事 な ど か ら 、 近 年 の
保 護 者 の 価 値 観 の 多 様 化 の 実 態 や 、 学 校 教 育 と の 連 携 お よ び 協 力 的 な 関 わ り が 難 し く な
っ て き た 状 況 に つ い て 考 察 を し て お く O
① 保 護 者 が 育 っ て き た 時 代 的 背 景
こ の よ う な 保 護 者 の 言 動 を 理 解 す る た め に は 、 保 護 者 が 育 っ て き た 時 代 背 景 を 押 さ
え て お く 必 要 が あ る 。 諸 冨 38) は 、 今 の 保 護 者 を 3 つ の 世 代 に 分 け 、 そ れ ぞ れ の 特 徴 を
次 の よ う に 説 明 し て い る 。
ア ) 比 較 的 教 師 に 協 力 的 な 「 山 口 百 恵 世 代 J (1978 年 以 前 に 忠 、 春 期 を 過 ご し た 世 代 )
他 人 と の 協 調 精 神 に 富 み 、 学 校 や 教 師 を 信 用 す る
イ ) 個 人 主 義 で 自 己 中 心 的 な 「 松 田 聖 子 世 代 J (1978 年 以 降 に 思 春 期 を 過 ご し た 世 代 )
は っ き り と 自 己 主 張 す る 反 面 と て も 傷 つ き や す い
ウ ) 脱 力 世 代 と も い う 「 浜 崎 あ ゆ み 世 代 J ( 2 0 0 0 年 前 後 に 思 春 期 を 過 ご し た 世 代 )
何 不 自 由 な く 育 っ た た め 我 慢 を 知 ら な い
剛 3 0剛
こ の よ う な 世 代 論 を ス テ レ オ タ イ プ 的 に そ の ま ま 受 け 入 れ る こ と は で き な い が 、
1990 年 代 以 降 の 子 ど も の 問 題 行 動 を 保 護 者 と の 関 連 で 考 え る 手 が か り に は な る 。
現 在 (2012 年)、 40 歳 代 の 保 護 者 は 、 中 学 校 を 中 心 と し た 校 内 暴 力 が 多 発 す る 時 代
に 児 童 生 徒 期 を 過 ご し て い る 。 そ の た め に 保 護 者 の 一 部 に は 、 教 舗 に 対 し て の 不 信 感
や 敬 意 の 欠 如 が あ る 。 も う 少 し 若 い 世 代 の 保 護 者 で 、 バ ブ ル 経 済 の 時 期 に 社 会 人 と な
っ た 場 合 は 、 教 師 に 対 す る 社 会 的 評 価 を 低 く 見 る 傾 向 が あ る 。 ま た 、 バ ブ ツ レ 経 済 が 崩
壊 し た 時 期 に 社 会 人 と な っ た 場 合 は 、 自 己 の 不 安 定 な 職 業 の 立 場 か ら 社 会 的 に 安 定 し
て い る 教 職 自 体 に 厳 し い 見 方 を す る 傾 向 が あ る 。 ま た 、 現 在 の 教 育 社 会 学 的 分 析 か ら
は 、 「 教 育 J を 「 商 品 」 と 見 な す 社 会 的 風 潮 が 1990 年 代 よ り 起 こ り 、 保 護 者 の 過 剰 な
消 費 者 意 識 は 、 “ よ り よ い サ ー ビ ス " 、 “ よ り 高 品 質 な サ ー ビ ス " が 自 分 の 子 ど も に 提 供
さ れ る こ と を 、 当 然 の 権 利 と し て 要 求 す る よ う に な っ た と し づ 指 摘 39) も あ る 。
② 理 解 し が た い 苦 情 や 理 不 尽 な 要 求 を し て く る 保 護 者
現 代 の 日 本 で は 、 全 国 的 な 都 市 化 の 進 展 に 伴 い 、 核 家 族 化 や 1 人 世 帯 の 増 加 と と も
に 人 間 関 係 が 希 薄 に な っ て 、 地 域 社 会 が う ま く 機 能 し な く な っ て い る O そ れ ぞ れ の 家
庭 は 、 地 域 社 会 と し づ 緩 衝 材 を 失 っ た た め に 、 子 育 て に 関 す る 責 任 が 重 く な っ て お り 、
そ の 結 果 、 子 ど も の 問 題 を 恰 も 自 分 自 身 の 問 題 で あ る か の よ う に 捉 え て し ま う 保 護 者
が 年 々 増 え て い る 。 さ ら に 、 教 師 と の 信 頼 関 係 、 が 構 築 で き ず に 、 教 師 に 対 し て 攻 撃 的
な 態 度 を と る 保 護 者 が 目 立 つ よ う に な っ て い る 。 こ の 結 果 、 近 年 教 師 に は 、 多 く の 精
神 的 負 担 が か か る よ う に な り 、 経 験 年 数 と は 無 関 係 に 精 神 疾 患 に よ っ て 病 気 休 暇 に 入
る 教 師 の 割 合 が 増 加 の 一 途 を 辿 っ て い る 4 0 ) 。
一 時 マ ス コ ミ で は 、 「 モ ン ス タ ー ベ ア レ ン れ と い う 和 製 英 語 を 見 出 し と し て 様 々 な
報 道 を 行 っ た 4 1 ) 。 「 モ ン ス タ ー ペ ア レ ン ト J と は 、 学 校 に 対 し て 自 己 中 心 的 で 理 不 尽 な
要 求 を 繰 り 返 す 保 護 者 を 意 味 し て い る O こ の 「 モ ン ス タ ー ベ ア レ ン ト 」 を 番 組 名 と す
る テ レ ピ ド ラ マ 4 2 ) が 2 0 0 8 年 に 制 作 さ れ た こ と で 、 そ の 名 称 と 実 態 が 社 会 に 広 く 知 ら れ
る よ う に な っ た 。 し か し 、 「 モ ン ス タ ー ベ ア レ ン れ と い う 表 現 に つ い て は 、 百 定 的 な
意 見 も あ り 、 公 的 に 認 め ら れ た 用 語 で は な い の で 、 こ の 用 語 の 使 用 に は 注 を 要 す る 。
「 モ ン ス タ ー ベ ア レ ン ト j と 称 さ れ る 保 護 者 に つ い て 、 尾 木 43) は 次 の 5 タ イ プ に 分
類 し て い る 。
ア ) 学 校 依 存 型
本 来 は 家 庭 で や る べ き “ し つ け " や 雑 事 を 学 校 に 依 頼 し て く る 保 護 者
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イ ) 自 己 中 心 型
す べ て を “ 自 分 の 子 ど も 中 心 " に 思 考 す る 過 保 護 お よ び 過 干 渉 な 保 護 者
ウ ) ノ ー モ ラ ル 型
社 会 一 般 の 常 識 と 非 常 識 の 区 別 が な い 保 護 者
正 ) 権 利 主 張 型
自 分 の 要 求 を 通 す た め に 法 律 や 権 利 を 全 面 に 打 ち 出 す 保 護 者
オ ) ネ グ レ ク ト 型
自 分 の 子 ど も に 無 関 心 、 子 育 て 全 般 的 に 放 任 状 態 の 保 護 者
尾 木 は 、 上 述 の 5 分 類 に つ い て の 事 例 を 挙 げ て い る が 、 そ れ ら を 参 照 し な が ら 、
者 が 経 験 し た 親 の 代 表 的 な 事 例 を 次 に 示 す 。
ア ) 子 ど も が 配 布 物 や 連 絡 帳 を 渡 さ な い と 教 師 の 指 導 の せ い に す る
イ ) 我 が 子 を 手 厚 く 支 援 す る た め に 、 我 が 子 担 当 の 教 師 配 置 を 要 求 す る
ウ ) 特 定 の 児 童 生 徒 を 指 名 し て 出 席 停 止 を 求 め る
エ ) 通 知 表 ( 通 { 言 葉 ) の 評 定 に 不 服 だ と 執 劫 に 抗 議 す る
オ ) 遅 刻 を 繰 り 返 す の は 担 任 が 迎 え に 来 な し 1 か ら だ と ク レ ー ム を つ け る
カ ) 子 ど も が 公 共 物 を 破 損 し で も 反 論 し て 非 を 認 め な い
キ ) 子 ど も が 万 引 き 等 の 犯 罪 を し て も 学 校 に 責 任 転 嫁 を し て く る
こ れ ら の 事 例 に は 、 学 校 に 対 し て 理 解 し が た い 苦 情 や 理 不 尽 な 要 求 を 執 劫 に 繰 り 返
す 保 護 者 の 実 態 、 が 如 実 に 示 さ れ て い る 。 ま た こ の よ う な 事 例 は 現 在 で は 特 殊 な も の
で は な く な り 、 全 国 的 に 起 こ っ て い る こ と か ら 、 今 後 の 学 校 運 営 に お い て は 、 子 ど も
の 指 導 と 切 り 離 せ な い 大 き な 開 題 と な っ て い る の で あ る 。
③ 家 庭 の 変 化 と 子 ど も の 育 ち
子 ど も が 基 礎 的 人 間 力 を 獲 得 す る 広 義 の 学 習 は 、 模 倣 で あ る 。 最 も 身 近 に あ る モ デ
ル は 、 通 常 は 両 親 で あ る が 、 近 年 で は 家 庭 の 教 育 力 が 低 下 し て き て い る た め 両 親 が モ
デ ル の 役 割 を 果 た せ な い 状 況 が 見 ら れ る 。 以 下 、 筆 者 の 経 験 し た 事 例 を 挙 げ た う え で 、
家 庭 の 教 育 力 に つ い て 考 察 す る 。
ア ) 担 任 が 子 ど も の 欠 席 確 認 の た め に 家 庭 に 電 話 連 絡 を し た と こ ろ 、 母 親 は 自 分 の
ど も が ベ ッ ド の 中 に い る こ と に 初 め て 気 づ き 、 「 ま だ 寝 て い る よ う で す . . . J と 悪
び れ る 風 も な く 応 対 す る ( 無 関 心 家 族 )
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イ ) 旅 行 料 金 の 割 引 率 の 高 い 時 期 に あ わ せ て 家 族 旅 行 に 出 か け る た め に 、 子 ど も を
公 然 と 平 日 に 学 校 を 休 ま せ る ( モ ラ ル の 欠 如 )
ウ ) 深 夜 ( 時 に は 明 け 方 ) ま で 家 族 で 居 酒 屋 や ゲ ー ム セ ン タ ー で 遊 ぶ ( 友 だ ち 家 族 )
エ ) 育 児 を 放 棄 し て 子 ど も を 放 任 す る ( ネ グ レ ク ト )
こ れ ら の 事 例 は 、 現 在 で は ど こ の 学 校 で も 起 こ っ て い る 。 ま た 、 社 会 全 体 が 深 夜 化
し て い る 影 響 を 受 け て 、 朝 食 抜 き の 子 ど も が g 立 つ よ う に な っ て い る 4 4 ) 。 こ の よ う に 、
人 間 の 生 活 基 盤 で あ る 衣 食 住 と し づ 基 本 が 乱 れ て い る 家 庭 の 増 加 に 伴 い 、 基 本 的 な 生
活 習 慣 が 身 に 付 い て い な い 子 ど も が 増 加 し て お り 、 こ の よ う な 家 庭 の 変 化 に 伴 っ て 、
人 と し て 生 き る 根 幹 部 分 を 形 成 す る 基 礎 的 人 間 力 が 養 成 さ れ て い な い 子 ど も が 増 え て
い る の で あ る 。
2 . 家 庭 ・ 地 域 社 会 に お け る 子 ど も の 宵 ち の 変 化
現 在 の 家 庭 ・ 地 域 社 会 に お け る 子 ど も の 育 ち の 変 化 に つ い て 、 以 下 、 「 家 庭 生 活 の 学 校 化 j
「 地 域 に お け る 異 年 齢 集 団 活 動 の 消 滅 J I社 会 の 変 化 j の 3 点 を 挙 げ る 。
(  1  ) 家 庭 生 活 の 学 校 化
① 子 ど も の 多 忙 化
既 述 の よ う に 、 現 在 の 子 ど も の 放 課 後 の 過 ご し 方 は 、 毎 nが 過 密 な ス ケ ジ ュ ー ル で
埋 ま っ て い る こ と も 珍 し く は な い 4 5 ) 。 子 ど も に よ っ て は 、 学 習 塾 、 習 い 事 ( ピ ア ノ 、
習 字 ) 、 ス ポ ー ツ ク ラ ブ ( 水 泳 、 球 技 、 体 操 、 ダ ン ス ) な ど で 、 ま っ た く 自 由 な 時 間 が
な い 生 活 を し て い る 子 ど も も み ら れ る 。 こ の よ う に 、 告 白 な 時 間 が な い た め に 、 多 く
の 子 ど も が 結 果 的 に 友 だ ち と 遊 べ な い 状 況 が 生 じ て い る 。
② 家 庭 の 学 校 化
現 在 の 家 庭 で は 、 例 え ば 母 親 が 、 「 今 回 の テ ス ト は 何 点 だ 、 っ た ( で き た の ) ?  J 、 「 今
日 は 、 何 を 教 わ っ た の ? J 、 f今 日 の 0 0 は 上 手 に で き た ? J 、 「 今 日 の 試 合 は 勝 っ た の ? J
な ど と 子 ど も に 尋 ね る こ と が 多 く 、 子 ど も の 行 動 が す べ て 学 校 と 同 一 の 基 準 に よ っ て
評 価 さ れ る 傾 向 が あ る 。 こ の よ う に 、 現 代 の 家 庭 は 、 子 ど も に と っ て 安 ら ぎ の 場 で は
な く 、 学 校 を 補 完 す る 教 育 機 関 と な り 、 家 庭 の 「 学 校 化 」 の 状 況 が あ る 。
極 端 な 例 で は 、
面 ( 受 験 に 必 用 な 科 目 の 勉 強 ) は 家 庭 で 責 任 を 持 つ の で 、 学 校
で は 、 子 ど も の “ し つ け " を お 顧 い し ま す j と 真 顔 で 依 頼 す る 保 護 者 に 出 会 う こ と も
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あ る 。 こ の よ う に 学 校 化 し た 家 庭 で は 、 社 会 性 を 養 成 す る こ と は 難 し い 。 こ の よ う な
家 庭 で は 、 社 会 性 を 育 む 基 盤 と な る 基 礎 的 人 間 力 の 養 成 を 著 し く 欠 く か ら で あ る 。
(  2  ) 地 域 に お け る 異 年 齢 集 団 活 動 の 消 滅
か つ て 地 域 に は 、
ど も 会 j と よ ば れ る 自 治 的 な 組 織 が あ っ た が 、 少 子 化 や 各 家 庭 の
ラ イ フ ス タ イ ル の 多 様 化 に 伴 い 、 現 在 で は 「 子 ど も 会 j が 機 能 し て い な か っ た り 、 「 子 ど
も 会 J 組 織 自 体 が 無 く な っ た り し て い る こ と も あ っ て 、 か つ て そ こ で 常 ま れ て い た 年 長
者 が 年 少 者 の 世 話 を す る と し づ 活 動 が 急 速 に 失 わ れ て い る 。 地 域 の 「 子 ど も 会 J や 異 年
齢 で の 集 団 遊 び が 減 少 し て い る こ と か ら 、 現 在 で は 、 子 ど も の あ そ び 仲 間 は 、 同 級 生 同
士 で あ る こ と が 普 通 と な っ て お り 、 学 校 内 外 と も に 異 年 齢 集 団 は 成 立 し に く く な っ て い
る 。 特 に 、 集 団 外 遊 び が な く な っ て 、 室 内 あ そ び が 主 流 と な っ て い る 現 在 、 こ の 傾 向 は
ま す ま す 強 ま っ て い る 。
学 校 の 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 は 、 子 ど も の 人 間 関 係 の ト ラ ブ 、 ル に 起 国 し て い る こ と が 多
い 4 0 0 ま た 、 子 ど も 伺 士 で は 、 ト ラ ブ ソ レ が 解 決 で 、 き ず に 、 保 護 者 向 士 の い が み 合 い に 発
展 し て し ま う 事 例 4 7 ) も 珍 し く は な い 。 こ の よ う な 人 間 関 係 の ト ラ ブ ル 多 発 の 背 景 に は 、
家 庭 だ け で な く 、 か つ て 機 能 し て い た 地 域 社 会 に お け る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す
る 力 が 急 速 に 低 下 し て い る こ と も 関 係 し て い る 。 つ ま り 、 現 在 増 加 し て い る 多 く の 子 ど
も の 問 題 行 動 の 根 本 に は 、 社 会 性 の 基 盤 と な る 基 礎 的 人 間 カ の 「 育 ち そ び れ J が あ る の
で あ る 。
(  3  ) 社 会 の 変 化
先 述 の 筆 者 が 実 施 し た 調 査 結 果 で は 、 現 在 の 一 子 ど も の 問 題 行 動 の 要 因 に 社 会 の 変 化 を
挙 げ る 教 師 が 多 い 。 教 師 は 社 会 の 変 化 を ど の よ う に 捉 え て い る の か 、 自 由 記 述 の 内 存 を
整 理 す る と 次 の 7 点 に 集 約 さ れ る 。
① 社 会 的 教 養 ( モ ラ ル ) の 低 下
② 価 値 観 の 多 様 化
③ 人 間 関 係 の 希 薄 化
④ 少 子 化
⑤ 経 済 的 な も の を 重 視 す る 風 潮
⑤ 家 庭 の あ り 方 が 大 切 に さ れ て い な い
⑦ 社 会 全 体 に お け る 学 校 の 価 値 の 低 下
- 3 4 ・
こ の よ う に 教 師 の 意 識 に は 、 社 会 に お け る 様 々 な 変 化 が 、 子 ど も の 問 題 行 動 に 投 影 さ
れ て い る こ と が 示 さ れ て い る 。 ま た 、 教 師 は 、 学 校 に 対 す る 価 値 観 が 相 対 的 に 低 下 し て
い る た め に 、 社 会 に は 、 教 師 を 軽 視 す る 風 潮 が 強 ま っ て い る と 捉 え て い る 。 学 校 の 地 位
低 下 と 教 師 軽 視 の 風 潮 を 象 徴 し て い る の が 、 マ ス メ デ ィ ア に よ る 学 校 を 標 的 と し た 多 く
の 報 道 記 事 で あ る 。 特 に 、 教 師 の 不 祥 事 や 生 徒 指 導 上 の 問 題 に 関 す る 事 件 が 発 生 す る と 、
こ れ が マ ス メ デ ィ ア で 頻 繁 に 取 り あ げ ら れ 、 し か も 学 校 不 信 を 煽 る よ う な 内 容 で 報 道 さ
れ る こ と が 多 い 。
社 会 に は 学 校 に 対 し て 高 い 期 待 が あ る 。 し か し 、 現 在 で は 、 社 会 や 親 は 子 ど も の 教 育
に 関 し て 基 本 的 に 学 校 を 信 頼 し て 委 任 す る の で は な く 、 批 判 的 に 、 時 に は 厳 し く 責 任 を
問 う 傾 向 が 強 く な っ て い る 。 学 校 は 、 こ の よ う な 時 代 風 潮 や 社 会 の 変 化 を 受 け 止 め な が
ら 対 応 せ ざ る を 得 な く な っ て い る の で あ る 。
本 論 文 で は 、 「 基 礎 的 人 間 f J J と 「 社 会 性 J を 区 別 す る が 、 教 育 に 関 す る 実 践 報 告 、 研 究
論 文 、 行 政 文 書 、 各 種 報 告 書 等 で は 、 一 般 的 に 社 会 性 が 使 用 さ れ て い る 。 こ の 用 語 に 関 す
る 定 義 や 考 察 に つ い て は 第 1 部 第 3 章 で 論 じ る が 、 本 章 で は 、 あ ら か じ め 「 基 礎 的 人 間 力
主 社 会 性 を 育 む た め の 基 礎 と な る 能 力 ( 社 会 性 の 基 盤 ) J と 捉 え て お く 。
子 ど も の 社 会 性 に つ い て は 、 都 道 府 県 単 位 を 含 め て 広 く 実 態 調 査 4 8 ) が 行 わ れ て い る 。 そ
れ ら の 調 査 結 果 - に は 、 子 ど も の 社 会 性 を 育 む 大 き な 要 因 は 子 ど も の 友 人 関 係 と 家 庭 や 地 域
社 会 で の 育 ち で あ る こ と が 示 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 先 述 の 如 く 子 ど も を 育 む 場 で あ
る 家 庭 生 活 は 学 校 化 し て お り 、 地 域 に お け る 異 年 齢 集 団 活 動 も 成 立 し づ ら い の が 現 状 で あ
る 。 そ れ ゆ え に 、 現 在 で は 学 校 で 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 し て し 、 か ざ る を 得 な い 状 況
が あ る の で あ る 。
第 3 節 学 校 の 変 化 と 子 ど も の 問 題 行 動
こ こ 3 0 年 程 の 聞 に 変 化 し た の は 、 子 ど も の 問 題 行 動 や 親 の 変 化 だ け で は な い 。 学 校 自 体
も 大 き く 変 わ っ て き て い る 。 本 節 で は 、 こ の 学 校 の 変 化 と 子 ど も の 問 題 行 動 に つ い て 述 べ
る。
1  . 近 年 の 学 校 教 育 改 革 と 教 師 の 意 識
日 本 の 学 校 教 育 に つ い て は 、 1 9 8 4 ( 昭 和 59) 年 以 降 、 臨 時 教 育 審 議 会 答 申 を 受 け て 教 育
改 革 が 推 進 さ れ て き た 。 1 9 8 9 年 ( 平 成 元 年 ) 度 告 示 の 学 習 指 導 要 領 で は 、 「 生 活 科 J I選 択
教 科 j の 新 設 、 「 新 し い 学 力 観 」 に 基 づ く 評 価 方 法 の 変 更 、 「 学 制 」 以 来 維 持 し て き た 学 校
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遡 6 日 制 を 廃 し f学 校 週 5 13 市 む を 段 階 的 に 導 入 す る な ど の 教 育 改 革 4 9 ) が 実 施 さ れ た 。 そ
の 後 の 教 育 改 革 を 象 徴 す る キ ー ワ ー ド は 、 「 生 き る 力 J 5 0 ) で あ る 。 こ の 問 、 教 師 は ど の よ う
に 学 校 の 変 化 を 感 じ て い た の だ ろ う か 。 こ の 点 に つ い て 、 次 に 筆 者 が 行 っ た 調 査 結 果 よ り 、
教 舗 が 子 ど も の 問 題 行 動 の 要 因 と し て あ げ た 学 校 の も つ 問 題 に つ い て 示 す 。
① 教 育 課 程 改 訂 に 伴 い 変 わ る 授 業 内 容 や 選 択 教 科
② 教 師 の 多 忙 化 、 入 手 不 足 、 時 間 不 足
③ 教 師 の 指 導 力 不 足
④ 子 ど も と 向 き 合 え る 時 間 の 少 な さ
⑤ 子 ど も の 能 力 差 な ら び に 意 欲 差
⑥ 教 師 全 体 の 指 導 方 法 が 統 一 さ れ て お ら ず 連 携 不 足
⑦ 生 徒 理 解 の 不 足
③ 生 徒 指 導 が 校 内 で 一 致 し た 見 解 に な っ て い な い こ と
⑨ l 学 級 の 子 ど も の 人 数 が 多 い こ と
⑬ 教 師 の 高 齢 化
こ こ に 挙 げ た 内 容 は 、 2 0 0 2 ( 平 成 14) 年 当 時 の 回 答 な の で 、 現 在 で 、 は 状 況 が 変 わ っ た り 、
改 善 さ れ た り し て い る 点 も あ る 。 ① は 、 2 0 0 8 ( 平 成 20) 年 度 告 示 の 学 習 指 導 要 領 に よ り
習 内 容 が 見 直 さ れ 指 導 時 数 の 大 幅 な 増 加 が 実 施 さ れ て い る 。 ⑩ に つ い て は 、 f団 塊 世 代 」 の
定 年 退 職 が 進 ん で 、 教 師 の 急 激 な 若 返 り に よ る 新 た な 問 題 が 指 摘 さ れ て い る 。
し か し な が ら 、 ② か ら ⑨ の 項 目 に つ い て は 、 現 在 に お い て も な お 問 題 と さ れ て い る 点 で
あ る 。 教 師 が 感 じ る 具 体 的 な 問 題 は 、 「 授 業 や 子 ど も と の 生 活 以 外 に 学 校 の 中 で や る こ と が
多 す ぎ る j 、 f子 ど も の 人 権 ば か り が 擁 護 さ れ 、 教 師 に は 忍 耐 強 さ が 5郎 、 ら れ る j 、 「 不 登 校
生 徒 へ の 対 応 J 等 、 多 忙 化 や 消 極 的 生 徒 指 導 に 関 す る 点 で あ る 。
2 . 新 し い 制 度 の 導 入
前 述 の 教 育 改 革 は 、 日 本 社 会 の 急 激 な 変 化 、 「 教 育 荒 廃 J と 批 判 さ れ る よ う に な っ た 学 校
教 育 上 の 諸 問 題 の 増 加 5 1)、 2 1 世 紀 の 日 本 社 会 を 担 う 子 ど も た ち の 育 成 問 、 知 識 基 盤 社 会 5 :3)
へ の 対 応 な ど 、 社 会 か ら の 要 請 を 受 け な が ら 、 う ま く 機 能 し な く な っ て き た 学 級 や 学 校 教
育 全 体 を 修 復 し 、 そ の 教 育 機 能 を 回 復 さ せ よ う と す る 試 み で も あ っ た 。
し か し な が ら 、 文 部 省 が 1 9 8 1 ( 昭 和 56) 年 度 か ら 開 始 し た 「 児 童 生 徒 の 照 題 行 動 等 生 徒
指 導 上 の 諸 問 題 に 関 す る 調 査 」 や 、 法 務 省 の 「 犯 罪 白 書 J 、 文 部 科 学 省 の 白 書 に 見 ら れ る よ
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う に 、 学 校 教 育 の 機 能 回 復 も 改 善 さ れ た と
え ず 、 学 校 教 育 を 取 り 巻 く 状 況 も 好 転 は し
て い な し 、 。 ま た こ の 問 、 行 政 機 関 で は 、 学 習 指 導 お よ び 生 徒 指 導 の 改 善 、 ス ク ー ル カ ウ ン
セ ラ ー (School Counselor) 、 ス ク ー ル ソ ー シ ヤ ノ レ ワ ー カ ー (School Social W o r k e r ) の 導
入 、 特 別 支 援 教 育 (Special S u p p o r t  Education) の 法 制 化 等 に 見 ら れ る 新 し い 制 度 の 導 入
も 推 進 さ れ て き た 。 し か し 、 こ の よ う な 改 革 や 新 し い 制 度 の 導 入 に も か か わ ら ず 、 非 社 会
的 な 問 題 行 動 や 反 社 会 的 な 問 題 行 動 の 増 加 等 、 学 校 教 育 に お け る 児 童 生 徒 の 教 育 問 題 は 山
積 し 、 極 め て 厳 し い 状 態 に あ る 学 校 も 少 な く な い 。
教 育 現 場 で は 、 子 ど も 、 保 護 者 、 地 域 住 民 の 品 部 に お い て 、 学 校 教 育 を 支 え る 前 提 と な
る 自 明 性 の 崩 壊 や モ ラ ル ハ ザ ー ド (moral hazard) が 生 じ て い る 。 こ の よ う な 社 会 状 況 ゆ
え に 、 「 教 育 崩 壊 J 54) 、 「 学 校 崩 壊 J 55) 等 の 著 書 タ イ ト ル に 象 徴 さ れ る よ う な 状 況 が 新 た な 問
題 と し て 注 目 さ れ る よ う に な っ て き た 。 そ こ に は 、 日 常 の 教 育 活 動 の 正 常 化 の た め に 悪 戦
苦 闘 す る 教 師 の 姿 が 示 さ れ て い る が 、 個 々 の 事 例 に 共 通 し た 問 題 の 根 底 に あ る の は 、 現 在
社 会 に 生 き る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 が 低 下 し て い る こ と に あ る 。 そ れ ゆ え に 現 状 の 打 開 の
鈎 は 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 如 何 に か か っ て い る の で あ る 。
次 章 で は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 「 育 ち そ び れ j へ の 対 応 と 学 校 教 育 の 可 能 性 を 、 第
3 章 で は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 と は ど の よ う な 能 力 な の か に つ い て 論 じ る 。
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塾 、 予 備 校 j を 挙 げ た 者 の 割 合 が 3 9 . 2 % と 最 も 高 く 、 以 下 、 f音 楽 J ( 1 7 . 5 % ) 、 「 野 球 、
サ ッ カ 一 、 体 操 な ど J ( 1 4 . 0 % ) 、 「 英 語 教 室 ・ 英 会 話 J (14.0 0/0) 、 「 習 字 J (12.9 0/0) な ど
の JI 頂 と な っ て い る ( 複 数 回 答 、 上 位 5 項 目 ) 。 な お 、 「 何 も し て い な し リ と 答 え た 者 の 割
合 は 2 4 . 7 % と な っ て い る 。
17) 埼 玉 県 の 公 立 小 中 学 校 で 、 は 、 各 校 に 校 務 分 掌 「 教 育 相 談 」 係 が お か れ て い る 。 各 校 の 教
育 相 談 の 代 表 ( 主 任 ) は 、 そ れ ぞ れ の 市 町 村 単 位 の 教 育 相 談 部 会 に 属 し て い る 。 各 市 町
村 の 教 育 相 談 部 会 は 、 埼 玉 県 の 教 師 で 構 成 さ れ る 任 意 団 体 で あ る 埼 玉 県 教 育 心 理 ・ 教 育
棺 談 研 究 会 に 選 出 さ れ た 代 表 者 を お く る こ と で 全 県 的 な 組 織 に 参 加 す る こ と に な る 。
者 は 、 こ の 研 究 会 に 所 属 し 、 研 究 を 担 当 す る 専 門 委 員 会 の 専 門 委 員 長 を 1 9 9 7 ( 平 成 9 )
年 度 か ら 10 年 間 務 め 、 調 査 研 究 活 動 の 責 任 者 と な っ て い た 。
な お 、 「 埼 玉 県 教 育 心 理 ・ 教 育 和 談 研 究 会 会 員 IJ で は 、 事 業 お よ び 組 織 つ い て 以 下 の よ
う に 定 め て い た 。
( 事 業 ) 第 3 条 本 会 は 前 条 の 呂 的 を 達 成 す る た め に 次 の 事 業 を 行 う 。
(1) 教 育 心 理 な ら び に 教 育 相 談 の 研 究 ・ 誠 査 に 関 す る こ と O
(2) 研 究 成 果 な ら び に 資 料 等 の 作 成 刊 行 に 関 す る こ と O
(3) 教 職 員 の 研 修 に 関 す る こ と O
(4) 地 区 教 育 研 究 団 体 な ら び に 教 科 等 研 究 団 体 の 連 絡 提 携 に 関 す る こ と O
(5) そ の 他 目 的 達 成 に 必 要 な 事 業 。
( 組 織 ) 第 4 条 本 会 は 県 内 の 小 中 学 校 お よ び そ の 教 職 員 、 な ら び に 市 町 村 教 育 相 談
所 職 員 を も っ て 組 織 す る 。
ま た 、 「 埼 玉 県 教 育 心 理 ・ 教 育 相 談 研 究 会 専 門 委 員 会 設 置 要 項 J で は 、 事 業 お よ び 組 織
つ い て 以 下 の よ う に 定 め て い る 。
目 的 ( 事 業 ) 2  こ の 会 は 、 次 の 事 業 を 遂 行 す る こ と を 目 的 と す る 。
(1) 教 育 心 理 ・ 教 育 相 談 の 調 査 な ら び に 研 究 に 関 す る こ と O
(2) 研 究 の 成 果 な ら び に 資 料 の 作 成 刊 行 に 関 す る こ と 。
(3) 研 究 委 嬬 ( 委 嘱 研 究 事 業 の 選 定 ) に 関 す る こ と O
組 織 ( 役 員 ) 3  専 門 委 員 会 は 次 の メ ン バ ー に よ り 組 織 す る 。
(1) 専 門 委 員 長 は 会 議 を 総 括 し 、 座 長 を 務 め る 。
(2) 研 究 推 進 専 門 委 員 5 名 は 調 査 研 究 の 大 綱 を ま と め 、 専 門 委 員 会 の 推 進 を 担 う 。 併 せ
て 次 の 役 割 を 分 担 す る 総 務 1 名 会 計 2 名 記 録 2 名
(3) 専 門 委 員 は 、 東 ・ 商 ・ 南 ・ 北 教 育 事 務 所 単 位 に 5 名 程 度 の 役 員 を 置 き 、 調 査 研 究 活
動 を 行 う 。
(4) 専 門 委 員 会 に は 指 導 者 を 置 き 、 研 究 に つ い て 指 導 ・ 助 言 を 受 け る こ と が で き る 0
18) 調 査 の 概 要 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
① 実 施 年 月 日 : 1 9 9 8 年 12 月 1 日，-..， 1 9 9 9 年 1 月 2 9 日
- 3 9  -
② 調 査 手 続 : 研 究 会 に 所 属 す る 専 門 委 員 ( 小 中 学 校 教 諭 ) の 勤 務 校 9 校 を 対 象 と し て 任
意 の 質 問 紙 調 査 を 行 っ た 。 質 問 紙 の 作 成 は 、 筆 者 が 原 案 を 作 成 し て 、 専 門 委 員 会 で 検
討 さ れ た 。 質 問 紙 の 配 布 お よ び 回 収 は 、 専 門 委 員 が 担 当 し た 。
19) 教 育 と 医 学 の 会 編 集 f教 育 と 医 学 』 第 4 7 巻 第 1 0 号 通 巻 第 5 5 6 号 、 慶 磨 、 義 塾 大 学 出 版
会、 1 9 9 9 ( 平 成 1 1 ) 年 。 本 書 で は 、 「 学 級 崩 壊 J 特 集 と し て 、 各 界 の 有 識 者 に よ り 多 面
的 な 考 察 が 行 わ れ て い る 。
20) 2 0 0 6 年 6 月 15 日 「 学 校 教 育 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 案 j 可 決 ・ 成 立 。 6 月 2 1 日
に 公 布 さ れ 、 特 別 支 援 教 育 は 2 0 0 7 年 4 月 か ら 正 式 に 実 施 さ れ た 。
2 1 ) 中 村 豊 「 児 童 ・ 生 徒 の 問 題 行 動 に 関 す る 調 査 研 究 JU関学教職研究第 S 号~関西学院大
学 教 職 教 育 研 究 セ ン タ ー 、 2 0 0 0 ( 平 成 12) 年、 9 3・ 1 0 0
本 論 文 で は 、 学 校 で み ら れ る 児 童 ・ 生 徒 の 諸 問 題 を 考 え て い く 手 が か り と し て 、 小 中
学 校 の 教 師 が 「 指 導 に 限 界 を 感 じ る 子 ど も に つ い て の 実 態 調 査 J ( 研 究 1 ) を 行 い 、 そ こ
か ら 得 ら れ た 結 果 を さ ら に 詳 し く み て い く た め に 「 抽 出 学 級 に よ る 追 跡 調 査 J ( 研 究 2 )  
を 実 施 す る こ と で 実 態 を 明 ら か に し た 。 児 童 生 徒 の 問 題 行 動 調 査 に つ い て は 、 T K 式 D A T
と L D チ ェ ッ ク リ ス ト を 使 用 し た 。
22) 埼 玉 県 教 育 心 理 ・ 教 育 相 談 研 究 会 意 識 調 査 の 概 要 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
① 実 施 年 月 日 : 2 0 0 1 年 3 月 17 日
② 調 査 対 象 者 : 埼 玉 県 教 育 心 理 ・ 教 育 相 談 研 究 会 専 門 委 員 ( 小 中 学 校 教 諭 ) 2 4 名。
の 半 数 は 教 師 歴 10 年 以 上 の 中 堅 、 半 数 は 2 0 年 以 上 の ベ テ ラ ン 教 師 で あ る 。
③ 調 査 手 続 : 研 究 会 の 定 例 会 に お い て 悉 皆 の 質 問 紙 調 査 を 行 っ た 。
質 問 紙 は 筆 者 が 原 案 を 作 成 し た 後 に 研 究 会 の 指 導 者 ( 小 中 学 校 管 理 職 ) と 検 討 し た 。
23) r埼 玉 県 小 中 学 校 教 訴 か ら 見 た 学 校 教 育 に お け る 教 育 困 難 状 況 の 実 際 j 調 査 の 概 要 は 、
以 下 の 通 り で あ る 。
① 実 施 年 : 2 0 0 2 年 1 月，-..， 2 月
② 誠 査 対 象 者 : 埼 玉 県 公 立 小 中 学 校 教 師 ( 小 学 校 2 4 、 中 学 校 16 、 養 護 学 校 1 校 )
③ 調 査 手 続 : 研 究 会 の 専 門 委 員 の 勤 務 校 お よ び 理 事 の 勤 務 校 を 対 象 と し て 質 問 紙 を 送 付
し て 実 施 。 質 問 紙 は 、 筆 者 が 作 成 し た 1 9 9 8 年 と 2 0 0 1 年 の 質 問 紙 調 査 の 結 果 を ふ ま え て
作 成 し た 。 質 問 紙 の 詳 細 に つ い て は 略 す 。
24) 詳 細 に つ い て は 、 中 村 豊 「 児 童 ・ 生 徒 の 問 題 行 動 に 関 す る 調 査 研 究 J U関 学 教 職 研 究 第
5 号 』 関 西 学 院 大 学 教 職 教 育 研 究 セ ン タ … 、 平 成 12 年 3 丹、 9 3・ 1 0 0 頁 を 参 照 。
25) r日 本 学 校 教 育 相 談 学 会 に よ る 学 会 員 の 現 状 と 意 識 調 査 」 の 概 要 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
① 実 施 年 : 2 0 0 5 年。
② 調 査 対 象 者 : 日 本 学 校 教 育 相 談 学 会 会 員 ( 3 1 3 0 名)。
③ 調 査 手 続 : 郵 送 に よ る 任 意 調 査 、 返 信 用 の 封 筒 を 伺 封 し て 回 答 を 求 め た 。
④ 結 果
回 収 率 は 2 2 % (707 名 分 ) で あ っ た 。 勤 務 先 が 複 数 で あ る 回 答 に つ い て は 、 最 初 に
あ げ た 勤 務 先 に お け る デ ー タ と し て 扱 っ た 。 例 え ば 、 小 学 校 と 中 学 校 に 勤 務 す る 場 合
に は 、 小 学 校 分 の デ ー タ と し て 処 理 し て い る 。 ま た 、 全 体 の デ ー タ だ け で は 質 問 の 意
図 が 十 分 に 反 映 し づ ら い 項 目 が あ る た め に 、 そ の 場 合 に は 回 答 者 の 勤 務 す る 学 校 の 中
か ら 小 学 校 (210 名 人 中 学 校 (165 名 人 高 等 学 校 (177 名 ) の 3 校 種 を あ げ 、 校 種 目 IJ
に デ … タ を 整 理 し た 。
な お 、 日 本 学 校 教 青 相 談 学 会 に は 、 会 員 の 小 中 学 校 お よ び 高 等 学 校 の 現 職 教 師 の 比
率 が J 極 め て 高 い と し づ 特 徴 が あ る 。 ま た 、 生 徒 指 導 や 教 奇 相 談 ( 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ )
に 関 す る 研 修 を 積 み 、 専 門 'r生 を 日 常 の 教 育 活 動 に 生 か し て い る 会 員 も 多 い 。 こ の 意 味
に お い て 、 本 調 査 で 得 ら れ た デ ー タ は 、 埼 玉 県 内 の 教 師 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 教 師
の 全 国 的 な 実 態 調 査 と な る 。
26) 調 査 研 究 委 員 会 f学 会 員 の 現 状 と 意 識 調 査 ( 要 約 )J 日 本 学 校 教 育 相 談 学 会 『 学 校 教 育 相
談 研 究 第 16 号 J、 2 0 0 6 年、 6 7嚇 8 0
- 4 0 ・
27) 学 校 教 育 法 施 行 規 則 第 22 条 の 2'""4 、 第 52 条 の 2'""3
0
28) 国 立 教 育 政 策 研 究 所 生 徒 指 導 研 究 セ ン タ ー 「 生 徒 指 導 資 料 第 1 集 ( 改 訂 版 ) 生 徒 指 導 上
の 諸 問 題 の 推 移 と こ れ か ら の 生 徒 指 導 ー デ ー タ に 見 る 生 徒 指 導 の 課 題 と 展 望 - J 平 成 21
年 3 丹、 4
29) 臨 時 教 育 審 議 会 「 臨 時 教 育 審 議 会 第 一 次 答 申 」 教 育 政 策 研 究 会 編 者 『 臨 教 審 総 覧 J 第 A
法 規 、 1987 年。
30) m o o k と は 、 m a g a z l n e と b o o k を 合 わ せ た 言 葉 で あ る 。
例 え ば 、 別 冊 宝 島 『 ザ ・ 中 学 教 師 [ 親 を 粉 砕 す る や り か た ] 編 j J I C C 出 版 局 、 1989 年。
3 1 ) プ 口 教 師 の 会 は 、 埼 玉 県 の 高 校 教 師 を 中 心 と し て 結 成 さ れ た 任 意 教 育 団 体 で 、 あ る 。 初 期
の 代 表 的 な 教 師 に は 川 上 亮 一 氏 が し 、 る 。 ) 1 上 は 中 央 教 育 審 議 会 に 現 職 の 中 学 校 教 師 と し
て 参 加 し た こ と や 、 f 中 学 教 師 j が 映 画 化 さ れ た こ と で 脚 光 を 浴 び た 。
32) 1997 ( 平 成 9) 年 に 兵 庫 県 神 戸 市 須 磨 区 で 発 生 し た 当 時 14 歳 の 中 学 生 に よ る 連 続 殺 傷
事 件 。 別 名 了 酒 鬼 蕃 蔽 事 件 j~沼鬼蕎被聖斗事件J。この事件では、児童 2 名が死亡し、
3 名 が 重 軽 傷 を 負 っ た 。
33) 国 立 教 育 政 策 研 究 所 生 徒 指 導 研 究 セ ン タ - r生 徒 指 導 資 料 第 1 集 ( 改 訂 版 ) J 平 成 21
年 、 「 戦 後 の 問 題 行 動 等 の 推 移 や 背 景 と そ の 対 応 J 9 頁 よ り 抜 粋 。
34) 1990 ( 平 成 2) 年 7 月 6 日 兵 庫 県 立 神 戸 高 塚 高 校 の 朝 の 登 校 指 導 の 中 で 起 き た 女 子 高
生 死 亡 事 故 。
35) 埼 玉 県 教 育 委 員 会 で は 、 学 級 崩 壊 を 「 児 童 が 指 示 に 従 わ ず 授 業 が 成 立 し な い 状 況 が 約 2
週 間 以 上 継 続 j と 定 義 し 、 継 続 し た 実 態 調 査 を 行 っ て い る 。 明 治 大 学 の 諸 富 祥 彦 氏 ( 教
育 学 者 ) は 学 級 崩 壊 を 「 児 童 の 集 団 に よ る 教 師 し 1 じ め 」 と 定 義 し て い る 。 ま た 、 文 部 科
学 省 は 、 『 学 級 経 営 の 充 実 に 関 す る 調 査 研 究 j ( 平 成 11 年 9 月 ) の 中 で 次 の よ う に 述 べ て
い る 。 い わ ゆ る rr学 級 が う ま く 機 能 し な い 状 況 」 と は 、 「 子 ど も た ち が 教 室 内 で 勝 手 な
行 動 を し て 教 師 の 指 導 に 従 わ ず 、 授 業 が 成 立 し な い な ど 、 集 団 教 育 と し づ 学 校 の 機 能 が
成 立 し な い 学 級 の 状 態 が 一 定 期 間 継 続 し 、 学 級 担 任 に よ る 通 常 の 手 法 で は 問 題 解 決 が で
き な い 状 態 に 立 ち 至 っ て い る 場 合 J
36) こ の 点 に つ い て は 1990 ( 平 成 3) 年 か ら 一 部 の メ デ ィ ア に よ っ て そ の 実 態 が 報 告 さ れ
て き た 。 例 え ば 、 『 ザ ・ 中 学 教 師 [ 親 を 粉 砕 す る や り か た ] 編 ~ 現 場 の 教 師 が 体 験 し た “ 恐
る べ き 親 た ち " の 生 態 ' " " j  ( 別 冊 宝 島 9 5、 1989 ( 平 成 元 ) 年 ) で は 、 急 、 増 す る 「 家 族 を
や れ な い J 親 、 自 主 性 と い う 名 の 放 任 主 義 の 親 、 子 ど も の た め に 手 段 を 選 ば ぬ 親 、 子 ど
も を 信 じ る あ ま り 学 校 に 圧 力 を か け て く る 親 、 教 師 に 直 接 苦 情 を 言 い 立 て ず に 校 長 や 教
・ 後 援 会 ・ 県 議 ル ー ト か ら 攻 め て く る 親 、 泣 き つ く 親 、 等 の f恐 る べ き 親 た ち j
( 現 在 で い う と こ ろ の 「 モ ン ス タ ー ペ ア レ ン ト J) の 事 例 が 報 告 さ れ て い る 。 ま た 、 『 ザ ・
中 学 教 師 j (1992 年 公 開 の 日 本 映 画 、 監 督 は 平 山 秀 幸 、 原 作 は 別 冊 宝 島 「 ザ ・ 中 学 教 師 」
シ リ ー ズ ) で は 、 問 題 と 考 え ら れ る 保 護 者 の 姿 が 演 じ ら れ て い る 。
37) 現 在 の 保 護 者 の 変 化 に つ い て は 、 肯 定 的 な 見 方 も あ る 。 広 田 は 、 少 子 化 で あ る 現 在 の 母
親 の 方 が 子 育 て に 一 生 懸 命 に 向 き 合 っ て お り 、 社 会 全 体 の 高 学 歴 化 を 反 映 し て 家 庭 の 教
育 力 は 昔 よ り 高 ま っ て い る と 分 析 し て い る 。 広 田 R号 、 幸 『 日 本 人 の し つ け は 衰 退 し た か -
f教 育 す る 家 族 j の ゆ く え J 講 談 社 現 代 新 書 、 1999 年。
38) 諸 富 祥 彦 『 子 ど も よ り も 親 が 怖 し 寸 青 春 出 版 、 2 0 0 2 年、 30・ 37
39) 東 京 都 品 川 区 で 導 入 さ れ た 「 学 校 選 択 制 」 は 、 首 都 圏 を 中 心 に 急 速 に 広 ま っ て い っ た 。
保 護 者 が 児 童 生 徒 の 入 学 す る 学 校 を 選 択 す る こ と は 、 学 校 教 育 を 商 品 と 見 な し 、 よ り 良
し 、 サ ー ビ ス の 恩 恵 、 を 受 け る と い う 消 費 者 意 識 が 浸 透 し て し だ 契 機 と な っ た 。 こ の こ と に
関 連 し 、 広 田 は 、 次 の よ う に 指 摘 し て い る 。
r90 年 代 に 「 不 登 校 j が 社 会 的 に 容 認 さ れ 、 学 習 塾 が 学 校 と 並 ぶ 教 育 機 関 と し て 認 知 さ
れ 、 ス リ ム 化 や 自 由 化 が 誕 わ れ る よ う に な っ た 。 ( 中 略 ) 明 ら か に 学 校 の 求 心 力 は 低 下 し
た 。 こ う し た 変 化 の 中 で 、 「 学 校 は 、 顧 客 た る 子 ど も や 親 の ニ ー ズ に 反 し た 余 計 な お せ っ
か い は す る な j と い う 考 え を 抱 く 人 々 が 増 え て き た こ と は 、 ま ち が い な い 。 か く し て 、
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学 校 は 、 崇 高 な 社 会 的 装 置 を 帯 び た 装 賓 と い う よ り は 、 人 々 の ニ ー ズ に こ た え て 「 教 育 j
と い う サ ー ビ ス を 提 供 す る 末 端 の 行 政 機 関 、 と し 、 う 色 合 い が 強 く な っ た 。 そ れ が 果 た し
て 良 い の か は 別 に し て 、 と も か く そ う な っ て き た 。 」
広 田 照 幸 『 教 青 に は 何 が で き な い か 』 春 秋 社 、 2 0 0 3 年、 1 0 6
4 0 ) 文 部 科 学 省 「 表 11 病 気 休 職 者 数 等 の 推 移 J ( 参 照 日 2 0 0 9 年 11 月 1 日 )
f東 京 新 聞 2 0 0 8 年 1 2 月 2 6 日 朝 子 山 記 事 転 載
2 0 0 7 年 度 に う つ 病 な ど の 精 神 疾 患 で 休 職 し た 公 立 小 中 高 校 な ど の 教 職 員 は 4 9 9 5 人 ( 前
年 度 比 3 2 0 人 増 ) で 、 全 病 気 休 職 者 8 0 6 9 人 ( 同 4 1 4 人 増 ) の 約 6 2 % を 占 め 、 調 査 開 始
の 1 9 7 9 年 以 来 最 多 だ 、 っ た こ と が お 五 日 、 文 部 科 学 省 の ま と め で 、 分 か つ た 。 精 神 疾 患 の
休 職 者 は 1 5 年 連 続 の 増 加 。 文 科 省 は 「 子 ど も や 保 護 者 へ の 対 応 が 昔 な が ら の や り 方 で は
通 用 し な く な っ た こ と や 、 多 忙 な 職 務 、 職 場 の 人 間 関 係 な ど 、 環 境 が 厳 し く な っ て い る
こ と が 要 因 で は 」 と み て い る 。
4 1) 1読 売 新 酪 2 0 0 7 年 6 月 1 8 13 朝 刊 J 転 載
親 の 理 不 尽 な 要 求 、 抗 議 に 学 校 苦 慮 、 ・ ・ ・ 読 売 調 査 、 A p p e n d i x 1  -1-7 に 全 文 を 示 し た 。
4 2 ) 関 西 テ レ ビ 企 画 ・ 制 作 『 モ ン ス タ ー ペ ア レ ン ト 』 、 2 0 0 8 年 7 月 1 日 '"'-'2008 年 9 月 9 日
( 毎 週 火 曜 日 22:00'"'-'22:54 放 送 )
4 3 ) 尾 木 直 樹 編 『 校 長 ・ 教 頭 の た め の 困 っ た 親 へ の 対 処 法 u教 育 開 発 研 究 所 、 2 0 0 5 年 0
4 4 ) 平 成 1 8 年 4 月 2 4 日 に は 、 国 民 運 動 に 賛 同 す る 百 を 超 え る 個 人 や 団 体 (PTA、 子 ど も
会 、 青 少 年 団 体 、 ス ポ ー ツ 団 体 、 文 化 関 係 団 体 、 読 書 ・ 食 育 推 進 団 体 、 経 済 界 等 ) な ど 、
幅 広 い 関 係 者 が 参 加 し 、 「 早 寝 早 起 き 朝 ご は ん J 全 国 協 議 会 が 設 立 さ れ た 。
4 5 ) 内 調 府 政 策 統 括 官 ( 共 生 社 会 政 策 担 当 ) 1低 年 齢 少 年 の 生 活 と J意 識 に 関 す る 調 査 J ( 平 成
1 9 年 2 月 ) で は 、 平 成 1 7 年 4 月 1 日 現 在 で 、 満 9 歳 か ら 満 1 4 歳 ま で の 男 女 個 人 3 6 0 0
人 を 対 象 に 、 平 成 1 8 年 3 月 1 6 日 '"'-'3 月 2 6 日 に 調 査 員 に よ る 個 別 面 接 聴 取 法 で 調 査 を 行
っ て い る 。 そ こ で は 、 「 家 庭 ・ 生 活 」 と し て 、 自 由 時 間 、 休 日 の 過 ご し 方 、 部 活 動 に つ い
て 、 部 活 動 参 加 状 況 、 学 習 塾 や け い こ 事 、 学 習 塾 や け い こ 事 の 頻 度 等 を 開 い て い る 。
4 6 ) 平 成 2 2 年 度 の 児 童 生 徒 の 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 に 関 す る 調 査 の う ち 、 不 登 校 の 要 因 に あ
げ ら れ た 理 由 で は 、 い じ め を 除 く 友 人 関 係 が 第 一 位 で あ る 。 統 計 デ ー タ を 整 理 し た 表 を
A p p e n d i x  1  -1欄 8 に 示 し た 。
4 7 ) 筆 者 の 経 験 し た 教 育 臨 床 の 事 例 で は 、 保 護 者 が 、 相 手 の 保 護 者 と 直 接 会 う こ と や 話 を す
る こ と を 避 け 、 仲 介 ( 仲 裁 ) 者 と し て 学 校 の 教 師 を 利 用 す る こ と が 増 え て き て い る 。 当
事 者 同 士 が 話 さ な い た め に 、 誤 解 や 行 き 違 い が 生 じ や す く 、 感 情 的 な し こ り を 残 し た ま
ま 、 物 別 れ に な っ て し ま い 、 ト ラ ブ ル 事 態 も 解 決 に 歪 ら な い た め に 、 ま す ま す 関 係 が 悪
化 す る の で あ る 。
4 8 ) 長 崎 県 教 育 委 員 会 長 崎 県 教 育 セ ン タ ー 「 長 崎 県 児 童 生 徒 の 社 会 性 ・ 規 範 意 識 に 関 す る 調
査 研 究 報 告 書 J ( 2 0 0 2 年 ) 。 本 報 告 「 学 校 生 活 満 足 の 理 由 」 要 因 で は 、 「 友 だ ち が い る J 1学
校 行 事 が 楽 し し リ が 高 い 割 合 を 占 め て い る 。 121 世 紀 を 担 う 青 少 年 が 身 に つ け る べ き
と し て 、 「 礼 儀 正 し さ J 1思 い や り j を 上 位 2 項 自 と し て い る 。
埼 玉 県 教 育 委 員 会 「 児 童 生 徒 の 意 識 調 査 報 告 書 J ( 2 0 0 3 年 ) 。 本 報 告 書 で は 、 「 相 談 相 手 j
項 目 に お い て 中 学 ・ 高 校 生 は 「 友 だ ち J ( 7 4 . 8 % ) が 圧 倒 的 に 多 い こ と 、 f友 人 と の 話 題 j
項 目 に お い て 小 学 生 ・ 中 学 ・ 高 校 生 と も に 「 遊 び ゃ 趣 味 の こ と 」 が 1 位 で あ る こ と 、 f携
項 目 に お い て 中 学 ・ 高 校 生 は 「 友 だ ち と の 連 絡 に 絶 対 必 要 だ J ( 7 0 . 0 % ) と 思 う
生 徒 の 割 合 が 高 い こ と 、 「 学 校 週 5 日 制 で の 学 校 生 活 の 変 化 j 項 目 に お い て 小 学 生 は 「 授
業 時 間 が 長 く な り 放 課 後 に 遊 べ な く な っ た J ( 3 8 . 3 % ) ・ 「 学 校 行 事 が 少 な く な っ た J
( 1 8 . 3 % ) 、 中 学 ・ 高 校 生 は 「 学 校 行 事 が 少 な く な っ た J ( 2 4 . 5 % ) ・ 「 授 業 時 間 が 長 く な り
放 課 後 に 遊 べ な く な っ た J (2 1. 3 % ) と 回 答 し て い る こ と が 示 さ れ て い る 。
内閣府政策統括官『第 2 回青少年の生活と意識に関する基本調査~ ( 2 0 0 1 年 ) に よ れ ば 、
「 友 人 を 得 た き っ か け 」 の 質 問 項 目 に お い て 、 f学 校 で J (9 1. 5 % ) と 回 答 さ れ た 割 合 が 際
立 っ て 高 い 。 学 校 は 、 友 人 関 係 が 形 成 さ れ る 場 と し て 重 要 な 怠 味 を も つ こ と が 示 さ れ て
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し 、 る 。 経 年 比 較 で 見 て も 、 1988 年 以 降 は 9 0 % を 常 に 超 え 、 f学 校 で j を 回 答 す る 傾 向 が
し 、 水 準 で 、 安 定 し て い る 。 「 友 人 関 係 の 満 足 度 」 の 項 目 に お い て 「 満 足 j は 9 8 . 1 % と ほ ぼ
に 近 く 、 経 年 比 較 か ら 満 足 度 が 年 々 高 く な っ て い る こ と が 分 か る 。 現 代 に お け る 児
童 生 徒 の 友 人 関 係 は 、 調 査 上 の 人 数 や 満 足 度 で 見 る 限 り 、 ま す ま す 関 係 が 深 く な り よ く
な っ て い る よ う に 見 え る 。 し か し 、 学 校 現 場 に お い て 児 童 生 徒 の 実 態 を み て い る と 、 友
人 を う ま く つ く れ な い 子 ど も や 、 同 年 齢 で さ え も 対 人 関 係 を 深 め る こ と を 不 得 手 と す る
子 ど も が 増 加 し て い る 。 ま た 、 児 童 生 徒 に お け る 仲 間 関 係 で は 、 友 人 数 ・ 親 友 の 数 は 増
え て い る も の の 、 友 人 や 親 友 の 捉 え 方 が 変 化 し て き て い る よ う に 思 わ れ る 。 さ ら に は 、
人 間 関 係 の つ ま ず き ゃ 問 題 を 思 う よ う に 解 決 す る こ と が で き ず 悩 ん で い る 子 ど も も 多 く 、
埼 玉 県 の 全 中 学 校 に 設 置 さ れ た 「 さ わ や か 相 談 室 」 に お け る 相 談 に お い て は 最 も 多 い 棺
談 内 容 と な っ て い る 。
49) 平 成 元 年 度 告 示 の 学 習 指 導 要 領 で は 、 小 学 校 で 、 は 「 生 活 科 J が 、 中 学 校 で は 「 選 択 教 科
等 に 充 て る 授 業 J が 新 設 さ れ た 。 ま た 、 学 校 避 五 日 制 が 月 に 1 週 の 割 合 で 導 入 さ れ 、 そ
の 後 、 月 に 2 週 ず つ 施 行 さ れ る 。 完 全 に 学 校 週 5 自 制 が 施 行 さ れ た の は 平 成 10 年 度 告 示
の 学 習 指 導 要 領 が 完 全 施 行 さ れ た 平 成 14 年 度 以 降 の こ と で あ る 。
50) 文 部 科 学 省 に よ れ ば 、 「 生 き る 力 j と は 、 「 知 ・ 徳 ・ 体 の バ ラ ン ス の と れ た 力 」 で あ り 、
「 確 か な 学 力 J r豊 か な 人 間 性 J r健 康 ・ 体 力 J の 総 合 的 な 力 で あ る と 説 明 さ れ て い る 。
そ れ ぞ れ の 具 体 的 な 内 容 に つ い て は 、 「 基 礎 ・ 基 本 を 確 実 に 身 に 付 け 、 自 ら 課 題 を 見 付 け 、
自 ら 学 び 、 自 ら 考 え 、 主 体 的 に 判 断 し 、 行 動 し 、 よ り よ く 問 題 を 解 決 す る 資 質 や 能 力 j 、
「 自 ら を 律 し つ つ 、 他 人 と と も に 協 調 し 、 他 人 を 思 い や る 心 や 感 動 す る 心 な ど J 、 「 た く
ま し く 生 き る た め の 健 康 や 体 力 」 が 示 さ れ て い る 。 こ の 「 生 き る 力 」 の 育 成 と い う 方 「 針
は 、 平 成 2 0 年 度 告 示 の 学 習 指 導 要 領 に も 引 き 継 が れ 、 教 育 の 現 場 を は じ め 、 教 育 関 係 者
の 間 に も 広 く 認 知 さ れ る よ う に な っ て い る 。 し か し な が ら 、 児 童 生 徒 の f生 き る 力 j を
育 成 す る た め に 新 た な 授 業 を 新 設 あ る い は 増 大 さ せ て き た 平 成 10 年 度 告 示 の カ リ キ ュ ラ
ム は 、 十 分 な 検 証 を す る こ と も な く 大 改 訂 が 行 わ れ た 。 具 体 的 に は 、 「 総 合 的 な 学 習 の 時
間 」 の 大 幅 な 縮 減 、 f選 択 教 科 j の 事 実 上 の 廃 止 、 「 ゆ と り 」 を キ ー ワ ー ド と し た 授 業 時
数 の 削 減 が 一 転 し て 増 加 に 転 じ た こ と な ど で あ る 。 新 ! 日 の 授 業 時 数 は A p p e n d i x 1  -1-9 に
示 し た 。
文部科学省初等中等教育局「新学習指導要領・生きる力『保護者用リーフレット ~J (平
成 2 3 年 度 作 成 ) 4  
な お 、 f生 き る 力 」 の 要 素 に は 「 健 康 」 が 明 記 さ れ て い る 。 こ の 「 健 康 J に つ い て は 、
W H O 憲 章 前 文 の 中 で 以 下 の よ う に 定 義 さ れ て い る 。
H e a l t h  is a  state of c o m p l e t e  physical 、 m e n t a l a n d  social well- b e i n g  a n d  not m e r e l y  
the a b s e n c e  of disease or infirmity. ( 健 康 と は 、 病 気 で な い と か 、 弱 っ て い な い と い う こ
と で は な く 、 肉 体 的 に も 、 精 神 的 に も 、 そ し て 社 会 的 に も 、 す べ て が 満 た さ れ た 状 態 に
あ る こ と を い い ま す 。 ) 日 本 羽 司 O 協 会 訳
5 1 ) 具 体 的 に は 、 加 熱 す る 受 験 競 争 の 弊 害 、 い じ め 問 題 、 登 校 拒 否 、 校 内 暴 力 、 家 庭 内 暴 力
特 に 、 神 奈 川 県 横 浜 市 の 中 学 生 等 に よ る 浮 浪 者 殺 傷 事 件 、 東 京 都 町 田 市 の 中 学 校 に
お け る 事 件 な ど 社 会 に 大 き な 衝 撃 を 与 え る 出 来 事 は 、 中 学 校 に お け る 「 荒 れ ( 暴 力 行 為 )
の 深 刻 な 実 態 を 発 信 す る 契 機 と な っ た 。 教 育 問 題 が 社 会 問 題 化 し た 1980 年 頃 、 退 職 し
教 師 サ イ ド の 視 点 か ら は 、 ど の よ う に 学 校 教 育 が 捉 え ら れ て い た の か に つ い て 詳 細 な ル
ボ ル タ ー ジ ュ が あ る ( 吉 岡 忍 『 も う 学 校 に は い ら れ な い 聖 職 を 去 る 教 師 た ち
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第 2 章 現 代 の 子 ど も の 「 育 ち そ び れ j と そ の 対 応 と し て の
基 礎 的 人 間 力 養 成 の 必 要 性
第 2 章 で は 、 ま ず 、 現 代 の 子 ど も の f育 ち そ び れ J へ の 対 応 と し て 、 学 校 で の 基 礎 的 人
間 力 養 成 の 必 要 性 に つ い て 述 べ る 次 に 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 学 校 教 育 の 可
能 性 に つ い て 、 授 業 カ リ キ ュ ラ ム と 生 徒 指 導 の 両 面 か ら 考 察 す る
第 1 節 現 代 の 子 ど も の f育 ち そ び れ J と そ の 対 応
1  . 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 欠 如 と 学 校 に お け る 教 育 の 必 要 性
(  1  ) 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 欠 如
第 1 章 で は 、 現 在 の 子 ど も の 問 題 行 動 の 現 状 を 学 校 教 育 の 視 点 か ら 検 証 し た 。 こ れ に
よ っ て 、 こ れ ま で 教 剖 を 含 む 大 入 社 会 が 自 明 の こ と と し て い た 子 ど も の 社 会 性 や 道 徳 性
が 現 在 で は 、 未 熟 で あ り 、 今 の 子 ど も た ち が 年 齢 相 応 に 育 ま れ て い な い 実 態 が 明 ら か と
な っ た 。 ま た 、 教 師 対 象 の 質 問 紙 調 査 の 自 由 記 述 に は 、 子 ど も へ の 対 応 に 著 し い 国 難 さ
や 指 導 の 限 界 を 感 じ て い る 教 育 現 場 の 厳 し い 状 況 が 報 告 さ れ て い る 。 子 ど も の 問 題 行 動
が 増 加 し て い る 現 状 に お い て は 、 学 校 教 育 を 支 え て い た 基 盤 、 つ ま り 、 学 級 集 団 を 基 礎
単 位 と し た 教 育 活 動 に 適 応 す る 子 ど も の レ デ ィ ネ ス (readiness) 1 ) 不 足 が 関 係 し て い る
の で あ る O
そ れ で は 就 学 前 の 子 ど も は 、 ど の よ う に 学 校 教 育 で 必 要 と な る レ デ ィ ネ ス を 身 に 付 け
て い く の か 、 次 に 、 こ れ に つ い て 考 察 を す る 。
就 学 前 の 教 育 に は 、 家 庭 教 育 を は じ め 、 幼 稚 園 で の 教 育 や 保 育 所 で の 学 び が あ る 。 こ
れ ま で 就 学 前 の 教 育 と 初 等 教 育 と の 円 滑 な 連 携 は 、 双 方 の 教 育 に 関 わ る 教 育 . 者 の 間 で 明
確 に 意 識 さ れ て き た と は い え な い 。 ま た 、 初 等 教 育 と 中 等 教 育 、 中 高 連 携 な ど に 見 ら れ
る 一 貫 教 育 の 取 組 は 緒 に 就 い た ば か り で あ る 。 こ こ に 見 ら れ る よ う に 、 従 来 の 学 校 教 育
は 、 子 ど も の 発 達 に 応 じ た 、 進 学 先 の 学 校 教 育 に 接 続 す る 連 携 が 十 分 で 、 は な か っ た が 、
こ こ に 教 育 問 題 の 一 端 が あ る 。
学 校 教 育 の 主 体 で あ る 子 ど も に は 、 年 齢 相 応 の 社 会 性 の 習 得 が 不 可 欠 で あ る 。 子 ど も
の 社 会 性 に つ い て は 、 様 々 な 研 究 2) が 行 わ れ て い る が 、 そ も そ も 社 会 牲 を 育 ま な け れ ば な
ら な い は ず の わ が 国 の 社 会 生 活 の 基 盤 そ の も の が 大 き く 変 わ っ て き て い る の で あ る 。 こ
れ に つ い て は 、 第 1
2 節 「 子 ど も の 問 題 行 動 の 変 化 の 背 景 j に お い て 論 じ た が 、 社
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会 性 は 知 識 と し て 子 ど も に 教 え る だ け で は 、 そ の 定 着 を 図 る こ と は で き な い 。 子 ど も の
社 会 性 は 、 社 会 の 現 実 の 中 で 多 様 な 他 者 と 関 わ り 、 豊 か な 直 接 体 験 を 通 し て 青 ま れ て い
く 点 に そ の 特 質 が あ る 。 こ の 意 味 に お い て 、 滝 が 指 摘 し て い る 「 社 会 性 の 基 礎 J 3) と い う
視 座 は 、 現 在 の 子 ど も に 欠 如 し て い る 社 会 性 の 資 質 能 力 に 関 す る 問 題 の 在 処 を 示 し て い
る。
滝 ( 2 0 0 9 年 ) 4) は 、 初 等 教 青 段 階 以 降 の 子 ど も の 問 題 に つ い て 、 「 中 学 校 の 問 題 の 根 は
小 学 校 に j 潜 在 化 し て い る と 分 析 し 、 次 の よ う に 述 べ て い る 。
① 中 学 校 で 生 じ て い る 問 題 の か な り の 部 分 は 、 小 学 校 の 「 積 み 残 し J が 顕 主 化 し た
も の で 、 潜 在 的 な 問 題 は 小 学 校 か ら 見 ら れ る O ② に も か か わ ら ず 、 小 学 校 段 階 の 対
応 は 、 自 の 前 の 問 題 の 解 消 に 追 わ れ 、 f一 時 し の ぎ 」 や 「 問 題 の 先 送 り 」 に と ど ま り
が ち で あ る 。 ③ そ の た め 、 問 題 は 年 々 深 刻 化 し て お り 、 中 学 校 の 対 応 だ け で は 解 消
し き れ な く な っ て い る 。
こ の 滝 に よ る 指 械 は 、 小 学 校 の 教 師 か ら す れ ば 、 そ の ま ま 就 学 以 前 の 子 ど も の 保 育 や
教 育 に 当 た っ て き た 家 庭 や 保 育 所 お よ び 幼 稚 園 に 対 し て 言 い 換 え る こ と も で き る 。
と こ ろ で 、 子 ど も が 、 小 学 校 入 学 前 に 身 に 付 け て お く こ と が 必 要 な 能 力 と は ど の よ う
な も の で あ ろ う か 。 こ の こ と に つ い て ロ パ ー ト ・ ブ ル ガ ム (Robert F u l g h u m )  5) は 、 そ
の 著 書 の 中 で 次 の よ う に 述 べ て い る 。
人 間 、 ど う 生 き る か 、 ど の よ う に ふ る ま い 、 ど ん な 気 持 ち で 日 々 を 送 れ ば い い か 、
本 当 に 知 っ て い な く て は な ら な い こ と を 、 わ た し は 全 部 残 ら ず 幼 稚 園 で 、 教 わ っ た 。
人 生 の 知 恵 、 は 大 学 院 と い う 山 の て っ ぺ ん に あ る の で は な く 、 日 曜 学 校 の 砂 場 に 埋 ま
っ て い た の で あ る 。 わ た し は そ こ で 何 を 学 ん だ ろ う か 。
ブ ル ガ ム は 、 そ れ を 「 単 純 な ル ー ノ レ J 6) と 呼 び 、 そ の f単 純 な ル ー ル J は 「 人 間 の 可 能
性 を 押 し 広 げ よ う と し た 先 人 た ち が 努 力 を 重 ね 、 試 行 錯 誤 を 繰 り 返 し て 選 び 抜 い た 行 動
規 範 の 精 髄 で あ る J 7) と 述 べ た 上 で 、 次 頁 の よ う に 示 し て い る 。
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な ん で も み ん な で 分 け 合 う こ と O
ず る を し な い こ と 。
人 を ぶ た な い こ と 。
使 っ た も の は か な ら ず も と の と こ ろ に 戻 す こ と O
ち ら か し た ら 自 分 で 後 片 づ け を す る こ と 。
人 の も の に 手 を 出 さ な い こ と O
誰 か を 傷 つ け た ら 、 ご め ん な さ い 、 と 言 う こ と O
食 事 の 前 に は 手 を 洗 う こ と 。
ト イ レ に 行 っ た ら ち ゃ ん と 水 を 流 す こ と 。
焼 き た て の ク ッ キ ー と 冷 た い ミ ル ク は 体 に い い 。
釣 り 合 い の と れ た 生 活 を す る こ と - 毎 日 、 少 し 勉 強 し 、 少 し 考 え 、 少 し 絵 を 描 き 、
歌 い 、 踊 り 、 遊 び 、 そ し て 、 少 し 働 く こ と O
毎 日 か な ら ず 昼 寝 を す る こ と O
お も て に 出 る と き は 車 に 気 を つ け 、 手 を つ な い で 、 は な れ ば な れ に な ら な い よ う に
す る こ と O
不 思 議 だ な 、 と 思 う 気 持 ち を 大 切 に す る こ と 。 発 泡 ス チ ロ ー ル の カ ッ プ に ま い た 小
さ な 種 の こ と を 忘 れ な い よ う に 。 種 か ら 芽 が 出 て 、 根 が 伸 び て 、 草 花 が 育 つ 。 ど う
し て そ ん な こ と が 起 き る の か 。 本 当 の と こ ろ は 誰 も 知 ら な い 。
で も 、 人 間 だ 、 っ て お ん な じ だ 。
金 魚 、 も 、 ハ ム ス タ ー も 二 十 日 鼠 も 、 発 泡 ス チ ロ ー ル に カ ッ プ に ま い た 小 さ な 種 さ え
も 、 い つ か は 死 ぬ O 人 間 も 死 か ら 逃 れ る こ と は で き な い 。
デ ィ ッ ク と ジ ェ ー ン を 主 人 公 に し た 子 供 の 本 で 最 初 に 覚 え た 言 葉 を 思 い だ そ う 。
何 よ り も 大 切 な 意 味 を も
「 見 て ご ら ん 」 。
こ の フ ル ガ ム が 示 し た f単 純 な ル ー ノ レ j は 、 日 本 と は 文 化 、 宗 教 、 教 育 制 度 な ど 事 情
が 異 な る ア メ リ カ 合 衆 国 で の こ と で あ る が 、 そ れ ら の 違 い を 超 え て 、 我 が 国 の 社 会 性 や
道 徳 性 を 育 成 す る た め の 時 期 と 場 所 に つ い て の 示 唆 に 富 ん で 、 い る 。 つ ま り 、 f全 部 残 ら ず
幼 稚 園 で 、 教 わ っ た 」 と い う こ と は 、 家 庭 が か つ て の よ う な 「 人 間 性 の 養 成 所 J 8) と し て の
機 能 が 衰 退 し て き て い る 現 代 社 会 で は 、 幼 稚 嵐 を 含 め た 学 校 9) が そ の 役 目 を 担 う 必 要 性
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が 強 く な っ て い る こ と を 意 味 し て い る 。 こ の 点 に つ い て そ ン テ ー ニ ュ (Ashley M o n t a g u )  
は 、 子 ど も の 教 育 で は 「 人 間 性 へ の 教 育 が 最 初 で あ り 、 す べ て の も の に 優 先 す る J 10) こ と 、
人 間 性 の 教 育 に は 人 間 関 係 、 が 欠 か せ な い こ と を 論 じ て い る 。 次 に 、 こ の そ ン テ ー ニ ュ の
人 間 性 教 育 を 手 が か り に 学 校 に お け る 教 育 の 必 要 性 に つ い て 述 べ る 。
(  2  ) 学 校 に お け る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 必 要 性
モ ン テ ー ニ ュ は 、 人 間 性 1 1 ) を 「 一 次 的 人 間 性 ( p r i m a r y h u m a n  nature) J お よ び 「 二
次 的 人 間 性 (secondary h u m a n  nature) J  ， こ 分 け 、 「 人 間 は 一 次 的 な 要 素 と 二 次 的 な 要 素 、
つ ま り 生 得 的 な も の と 獲 得 さ れ た も の と か ら 成 っ て い る j と 捉 え た 上 で 、 f あ ら ゆ る 人 々
の a 次 的 人 間 性 は 基 本 的 に 同 じ で あ る が 、 二 次 的 人 間 性 は 、 し ば し ば 、 文 化 的 経 験 の 相
に 応 じ て 異 な っ て い る 。 要 す る に 、 人 間 性 は 、 社 会 化 過 程 の パ タ ー ン に し た が っ て 一
次 的 な 形 態 を と る 」 と 考 え た 。 先 述 の フ ル ガ 、 ム の 「 単 純 な ル ー ノ レ j に は 、 幼 稚 園 教 育 に
お け る 園 児 の 社 会 化 の 一 端 と 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 呉 体 例 が 示 唆 さ れ て い る が 、 そ れ
は 人 が 生 涯 を か け て 育 ん で し 、 く 人 間 性 の 基 盤 と な る 資 質 能 力 で あ る こ と は 明 ら か で あ り 、
本 論 文 で 問 題 と し て い る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 と 重 な る 点 が 多 い 。
就 学 前 の 人 間 性 教 育 に つ い て 、 特 に 幼 児 期 の 子 ど も に は 、 小 学 校 以 降 の 学 校 教 育 で 、 行
わ れ る 授 業 や ガ イ ダ ン ス と は 異 な る 方 法 で 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 し て し 1 か な け
れ ば な ら な い 。 そ の 第 一 の 方 法 は 模 倣 12) で あ る 。 ま た 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す
る 最 も 重 要 な 要 因 は 人 間 関 係 で あ り 、 多 様 な 人 間 関 係 、 を 通 し て 子 ど も の 人 間 性 は 育 ま れ
て い く の で あ る 。
し か し な が ら 、 現 在 の 子 ど も を 取 り 屈 む 社 会 環 境 で は 、 近 隣 の 異 年 齢 集 団 に よ る 外 遊
び が 成 立 し に く い 状 況 で あ り 、 年 長 者 の い る 異 年 齢 集 団 で の 外 あ そ び は ほ と ん ど 見 ら れ
な く な っ て い る 。 ま た 、 家 庭 の 状 況 は 核 家 族 化 の 進 行 に 伴 い 、 世 帯 人 員 は 減 少 の 一 途 を
辿 る 13) と と も に 、 焼 述 の 如 く 家 庭 が 著 し く 「 学 校 化 」 し て し ま っ て い る 。 こ の よ う な 現
状 を 鑑 み る と 、 現 在 の 子 ど も は 、 模 倣 の 機 会 や 多 様 な 人 間 関 係 を 結 ぶ 機 会 が 、 著 し く 少
な く な っ て い る こ と は 明 ら か で あ る 。
我 が 国 で は 、 子 ど も の 教 育 や 人 材 育 成 に 関 し て 、 次 の 言 葉 が よ く 知 ら れ て い る 。
や っ て み せ 、 言 っ て 聞 か せ て 、 さ せ て み て 、 褒 め て や ら ね ば 人 は 動 か じ 。
話 し 合 い 、 耳 を 傾 け 、 承 認 し 、 任 せ て や ら ね ば 、 人 は 育 た ず 。
や っ て い る 姿 を 感 謝 で 、 見 守 っ て 、 信 頼 せ ね ば 、 人 は 実 ら ず 。 ( 山 本 五 十 六 語 録 )
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前 貞 の 山 本 五 十 六 語 録 に 示 さ れ た 教 育 観 に は 、 模 倣 の 大 切 さ 、 教 え る 側 と 教 わ る 側 の
関 係 性 の 在 り 方 が 示 唆 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の こ と は パ ン デ 、 ュ ー ラ (Albert B a n d u r a )  
に よ る 社 会 的 学 習 理 論 (sociallearning theory) 14) に お け る モ デ リ ン グ の 有 効 性 と 重 な る
点 も 多 い 。 つ ま り 、 現 在 の 子 ど も は モ デ リ ン グ の 機 会 が 不 足 し て い る た め に 様 々 な 問 題
行 動 が 増 加 し て い る の で あ る が 、 学 校 教 育 で は 、 こ の こ と を 十 分 意 識 し て い な い た め に 、
、 現 代 の 子 ど も は 「 育 ち そ び 、 れ J て い る の で あ る 。
以 上 、 考 察 し て き た よ う に 、 現 在 の 子 ど も は 、 小 学 校 か ら の 学 校 教 青 に 必 要 な 基 礎 的
人 間 力 が 未 熟 な ま ま で 入 学 し て 、 そ の 後 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 が 「 育 ち そ び れ 」 て い
る 状 態 で 、 特 別 な 配 慮 、 や 指 導 を さ れ る こ と も な く 学 年 進 行 に 従 い 長 い 時 間 を 学 校 で 過 ご
す こ と に な る 。 こ れ が 学 校 に お け る 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 の 根 本 原 因 で あ る ゆ え に 、 子 ど
も の 基 礎 的 人 間 力 の 養 成 は 、 学 校 の 教 育 問 題 を 改 善 す る た め の 喫 緊 の 課 題 な の で あ る 。
本 論 文 で 問 題 と し て い る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 に つ い て は 、 モ ン テ ー ニ ュ の 人 間
性 教 育 に 関 す る 考 察 が 参 考 と な る 点 が 多 い 。 モ ン テ ー ニ ュ は 、 学 校 教 育 で は 「 最 初 に 人
間 関 係 を 置 く べ き で あ る 。 学 校 の ほ ん と う の 存 在 理 由 か ら も 、 こ の 順 序 が た い せ つ で あ
る O 人 間 関 係 が 、 あ ら ゆ る 関 係 の 中 で も っ と も 重 要 な 関 係 で あ る こ と を 、 い つ の 場 合 も
明 確 に 理 解 し て い な け れ ば な ら な し リ 15) と 指 摘 し た 上 で 「 学 校 を 人 間 と 人 間 関 係 、 の 方 法 と
科 学 を 教 え る 場 所 と し て と ら え な け れ ば な ら な し リ 16) と 提 案 し て い る 。 こ の モ ン テ ー ニ ュ
の 提 案 の 背 景 に は 、 「 教 育 内 容 の 現 代 化 J 17) が 始 め ら れ よ う と し て い た 当 時 の ア メ リ カ 合
衆 国 の 教 育 事 情 が あ る が 、 モ ン テ ー ニ ュ は 、 こ の よ う な カ リ キ ュ ラ ム 改 革 以 前 の 根 本 的
課 題 で あ る 学 校 教 育 、 生 徒 指 導 18) の 具 体 的 な あ り 方 と 方 向 性 を 示 し て い る の で あ る 。 こ
の そ ン テ ー ニ ュ の 子 ど も の 人 間 関 係 に 着 目 し た 学 校 教 育 の 構 造 に 関 す る 論 考 は 、 本 論 文
で 論 じ て き た 現 代 の 子 ど も の 「 育 ち そ び れ 」 の 対 応 に 示 唆 的 で あ る 。 す な わ ち 、 生 徒 指
導 上 の 諸 問 題 が 山 積 す る 現 在 の 日 本 の 学 校 で は 、 教 育 の 重 点 を 、 3 R '  s  、 つ ま り 、 読 み ・
き ・ 算 に 加 え て 第 4 の R ( 人 間 関 係 ) 19) を 重 視 し な け れ ば な ら な い の で あ る 。 よ り 具 体
的 に は 、 現 在 の 学 校 教 脊 に お い て 増 加 し て い る 子 ど も の 問 題 行 動 の 低 減 を 図 る た め に は 、
子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 し 、 そ の 上 に 社 会 性 や 道 徳 性 を 育 む 教 育 を J意 図 的 計 画 的 に
取 り 組 ん で い く 必 要 性 を 自 覚 し な け れ ば な ら な い の で あ る 。
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2 . 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 と 学 校 教 育
こ れ ま で に 現 代 の 子 ど も の 「 育 ち そ び れ 」 と 学 校 教 育 に お け る 人 間 性 教 育 の 必 要 性 、
校 に お け る 人 間 関 係 に つ い て 、 子 ど も に 学 ぶ 場 と 機 会 を 保 障 し な け れ ば な ら な い こ と を 論
じ て き た 。 次 に 、 子 ど も の 人 間 関 係 に つ い て 考 察 す る 。
子 ど も の 人 間 関 係 は 、 多 く の 場 合 、 母 子 関 係 、 か ら 始 ま る O そ し て 、 子 ど も は 家 族 問 に お
け る 人 間 関 係 や 親 威 付 き 合 い 、 近 所 付 き 合 い 等 、 多 様 な 人 と 直 接 的 な ふ れ あ い や 交 流 を 行
う 過 程 で 、 人 間 関 係 に 必 要 な 様 々 な 資 質 能 力 を 身 に 付 け て し だ O 現 在 の 子 ど も は 、 人 間 関
係 、 の 体 験 不 足 に よ り 全 体 的 に は 人 間 関 係 を 構 築 し た り 誠 整 し た り す る 力 が 低 下 し て い る 20) 。
ど も の 人 間 関 係 能 力 が 低 下 し て い る 問 題 は 、 家 庭 教 育 や 地 域 社 会 の 教 育 力 だ け で は 解 決
で き な い 問 題 で あ る 。 そ こ で 期 待 さ れ る の が 学 校 教 育 で あ る が 、 学 校 教 育 に お い て も 、 子
ど も は 「 児 童 生 徒 の 問 題 行 動 等 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 に 関 す る 調 査 J2 I } 結 果 に 見 ら れ る よ う に 、
友 人 関 係 は 問 題 行 動 の 誘 因 に な っ て い る 。
兵 庫 県 立 但 馬 や ま び こ の 郷 で は 、 不 登 校 経 験 者 を 対 象 と し た 追 跡 調 査 を 行 い 、 そ の 結 果
を ま と め て い る 却 。 追 跡 調 査 で 「 社 会 的 に 自
る た め に 必 要 な 力 は 何 か j を 尋 ね た 結 果
で は 、 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 J と い う 回 答 が 圧 倒 的 に 多 か っ た 。 小 中 学 校 に お け る 不 登 校
要 因 と し て 「 友 人 関 係 J が 高 い 割 合 を 示 し て い る こ と を 先 に 示 し た が 、 こ の 兵 庫 県 立 但 馬
や ま び こ の 郷 の 調 査 に 見 ら れ る よ う に 、 不 登 校 経 験 者 が 中 学 校 卒 業 後 も 人 間 関 係 を 構 築 す
る 力 を 重 要 視 し て い る こ と は 、 現 代 の 学 校 教 育 に お い て 何 を 重 視 す べ き か と い う こ と を 再
認 識 さ せ て く れ る 。
子 ど も の 人 間 関 係 能 力 の 低 下 は 、 不 登 校 だ け で は な く 、 い じ め 問 題 や 、 暴 力 行 為 等 の 要
因 に も な っ て い る 。 「 暴 力 行 為 の な い 学 校 づ く り 研 究 会 」 報 告 書 約 で は 、 学 級 に お け る 人 間
関 係 づ く り が 、 子 ど も の 問 題 行 動 の 予 紡 に な る こ と を 次 の よ う に 述 べ て い る 。
児 童 生 徒 の 人 間 関 係 、 を 調 整 し 、 よ り よ い 集 団 づ く り を 進 め て い く こ と は 学 級 初 任 の
な 役 割 で あ る O 児 童 生 徒 が 健 全 に 発 達 す る た め に は 、 母 体 と な る 学 級 集 団 が 機 能
す る こ と が 大 切 で あ る 。 時 に は 児 童 生 徒 同 士 の あ つ れ き か ら ト ラ フ 、 ル が 生 じ る こ と も
あ る が 、 話 し 合 い 活 動 を 進 め 、 児 童 生 徒 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 高 め 、 開 か れ た
人 間 関 係 づ く り を 進 め る こ と が 大 切 で 、 あ る 。
こ の 報 告 書 に 指 摘 さ れ て い る よ う に 、 現 在 の 学 校 教 育 に お い て は 、 子 ど も の 人 間 牲 を 育
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む た め に 重 要 な 条 件 で あ る 人 間 関 係 を 視 野 に お い た 意 図 的 計 画 的 な 教 育 を 行 う こ と 、 言 い
換 え れ ば 、 社 会 性 の 基 礎 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 教 育 が 喫 緊 の 課 題 と な っ
て い る の で あ る 。
し か し 、 学 校 教 育 は 一 律 で は な い G そ れ ぞ れ の 学 校 が も っ ス ク ー ル ・ モ ラ ー ル (School
M o r a l e ) や 校 風 、 ま た 、 子 ど も の 教 育 に 直 接 当 た る 教 師 に よ っ て 発 揮 さ れ る 教 育 力 が 変 わ
っ て く る こ と は 言 を 侠 た な い 。
荒 れ た 状 態 の 学 校 で は 、 学 校 の き ま り が 遵 守 さ れ ず 、 授 業 の 成 立 す ら も 危 う い 状 況 と な
る こ と が あ る 。 そ の よ う な 学 校 の 当 面 の 自 擦 は 、 規 律 ・ 規 範 意 識 の 形 成 と さ れ る こ と が 多
い 。 こ の よ う な 学 校 で は 、 自 の 前 の 「 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 j へ の 対 症 療 法 的 な 対 応 に 追 わ
れ 、 豊 か な 人 間 関 係 、 が 育 た な い た め に 、 人 間 関 係 が 狭 く 固 定 さ れ る 傾 向 が あ る 。 学 校
か な 人 間 関 係 を つ く る た め に 重 視 さ れ な け れ ば な ら な い の は 特 別 活 動 で あ る が 、 こ の よ う
な 学 校 で は 、 「 望 ま し い 集 団 活 動 を 通 し て 、 心 身 の 調 和 の と れ た 発 達 と 個 性 の 伸 長 を 図 り 、
集 団 の J 員 と し て よ り よ い 生 活 や 人 間 関 係 を 築 こ う と す る 自 主 的 、 実 践 的 な 態 度 を 育 て る
と と も に 、 自 己 の 生 き 方 に つ い て の 考 え を 深 め 、 自 己 を 生 か す 能 力 を 養 う J 2 4 ) こ と を 目 標 と
す る 特 別 活 動 に 必 要 な 時 間 を 十 分 に 確 保 す る こ と が で き な い 。 そ の た め に 、 単 に 目 前 の 学
校 行 事 を “ こ な す だ け " と な り が ち で あ り 、 そ の 結 果 と し て 、 子 ど も 相 互 お よ び 教 師 と
ど も 問 の 豊 か な 人 間 関 係 、 を 築 く こ と が で き な い の で あ る 。
他 方 、 特 別 活 動 を 重 視 し た 落 ち 着 き の あ る 学 習 環 境 の 学 校 で は 、 基 本 的 な 対 人 マ ナ ー や
礼 儀 作 法 が 多 く の 子 ど も に 浸 透 し て お り 、 児 童 会 や 生 徒 会 な ど の 自 治 的 な 活 動 が 活 発 に 行
わ れ 、 多 様 な 集 団 活 動 を 通 し て 豊 か な 人 間 関 係 が 築 か れ る 。 ま た 、 教 師 と 子 ど も と の 部 に
も 、 活 動 を 通 し て 両 者 に 厚 い 信 頼 関 係 が 形 成 さ れ て い る 。
子 ど も の 人 間 関 係 は 、 上 述 の 如 く 学 校 独 自 の 伝 統 や 雰 回 気 を 含 め た 「 学 校 環 境 j の 状 況
に 大 き く 影 響 さ れ る 。 近 年 、 こ の こ と が 重 視 さ れ る よ う に な り 、 様 々 な 学 校 で は 個 々 の 子
ど も へ の 対 症 療 法 的 な ア プ ロ ー チ を 超 え た 、 子 ど も の 人 間 性 を 育 て る 教 育 へ の 取 り 組 み が
さ れ る よ う に な っ て い る 。 例 え ば 、 い く つ か の 学 校 で 、 は 、 子 ど も の f社 会 性 の 育 成 J 25) に 視
点 を 当 て た 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 お よ び 授 業 が 実 践 さ れ て い る 。 ま た 、 実 践 だ け に 終 始 せ
ず 、 エ ピ デ ン ス に 基 づ い た 研 究 報 告 も 増 え つ つ あ る 2 6 ) 。 的 に も 、 特 別 活 動 や 総 合 的 な 時 間
に お け る 学 習 活 動 を 通 し て 、 子 ど も の 社 会 性 を 育 も う と す る 取 り 組 み も み ら れ る 。 こ れ ら
の こ と を 踏 ま え て 、 次 節 で は 、 学 校 に お け る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 可 能 性 に つ い て
探 っ て い く O
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第 2 節 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 学 校 教 育 の 可 能 性
1  . 肥 大 化 す る 学 校 教 育 の 現 状
学 校 教 育 で は 、 学 校 週 5 日 制 が 試 行 的 に 開 始 さ れ た 平 成 元 年 度 告 示 の 学 習 指 導 要 領 27) 以
降 、 社 会 か ら 求 め ら れ る 様 々 な 学 習 内 容 が 付 加 さ れ て い る 。 そ の た め に 、 教 育 課 程 編 成 で
は 、 授 業 時 数 の 削 減 と は 逆 行 し て 学 習 課 題 が 増 加 の 一 途 を 辿 っ て き た 。 こ の よ う な 状 況 に
つ い て 、 メ IJ 谷 ( 2 0 0 8 年 ) は 、 新 し く 追 加 さ れ た 学 習 課 題 を 「 ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト J 2 8 日 表 現
し て い る 。 具 体 的 に は 、 文 部 科 学 省 は 、 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 j の 創 設 に 伴 い 、 そ の 時 間 で
取 り 扱 う 学 習 活 動 と し て 環 境 教 育 、 国 際 理 解 教 育 、 福 祉 教 育 、 情 報 教 育 等 を 学 習 指 導 要 領
解 説 書 に 例 示 し た 。 こ の こ と に よ り 多 く の 学 校 で は 、 新 た な 教 育 課 題 を 教 青 課 程 に 反 映 さ
せ る よ う に な っ た 。 ま た 、 社 会 科 や 家 庭 科 で は 、 消 費 者 教 育 や 食 育 が 新 た な 学 習 内 容 と し
て 組 み 入 れ ら れ た 。 他 に も 、 心 の 教 育 、 い の ち の 教 育 、 特 別 支 援 教 育 等 、 教 育 内 容 お よ び
指 導 内 容 は 肥 大 化 の 一 途 を 辿 っ て い る 。
こ れ ま で に も 教 育 課 程 に は 生 涯 教 育 、 人 権 教 育 、 安 全 教 育 、 平 和 教 青 、 紡 犯 教 育 、 薬 物
紡 止 教 育 、 性 教 育 、 読 書 教 育 等 、 様 々 な 学 習 課 題 が 加 え ら れ て き て い る 。 そ れ ら の 新 し い
教 育 課 題 は 、 ど れ も が 大 切 な 内 容 で あ り 、 ど こ か の 待 問 で 学 習 し な け れ ば な ら な い 。
換 え れ ば 、 全 体 計 画 の 中 に 必 ず 位 置 付 け な け れ ば な ら な い の で あ り 、 年 間 指 導 計 画 に 学 習
す る 時 期 や 内 容 を 明 記 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。 し か し 、 そ の た め に 、 学 校 の 教 育 課 程
が 極 度 に タ イ ト に な っ て い る の で あ る 。
平 成 1 0 年 度 告 ポ の 学 習 指 導 要 領 で は 、 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 J と し づ 教 科 や 領 域 の 枠 に
と ら わ れ な い 横 断 的 な 学 習 を 可 能 と す る 時 間 が 確 保 さ れ た 。 そ の た め に 、 教 育 課 程 編 成 で
は 、 「 ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト J の 受 け 盟 と し て 授 業 時 数 を 運 用 す る こ と が 可 能 で あ っ た 。
し か し な が ら 、 平 成 2 0 年 度 公 示 の 学 習 指 導 要 領 で は 、 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 J が 大 幅 に
縮 減 さ れ た こ と に よ り 、 現 在 で は 、 従 来 同 様 に 多 様 な 学 習 課 題 を 教 育 課 程 に 位 置 付 け て 実
施 す る こ と が カ リ キ ュ ラ ム 編 成 上 難 し く な っ て い る 。 特 に 、 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 や 「 選
択 教 科 J の 授 業 時 間 を 運 用 し て 一 部 の 学 校 で 試 行 的 に 実 践 さ れ て き た 子 ど も の 社 会 性 の 育
成 2 9 ) に 関 す る 授 業 や 心 理 教 青 30) 、 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ の 技 法 を 取 り 入 れ た 人 間 関 係 訓 練
( H u m a n  Relation Training :  H R T )  3 1 ) 等 の 授 業 で は 、 そ の 指 導 時 間 の 確 保 が 困 難 に な っ
て い る 。 こ の よ う な 現 状 を 鑑 み る と 、 こ れ か ら の 日 本 の 学 校 教 育 に お い て は 、 イ ギ リ ス の
S E A L  (Social a n d  E m o t i o n a l  A s p e c t s  of Learning) プ ロ グ ラ ム 32) の よ う な 法 的 根 拠 の あ
る 教 青 課 程 を 参 考 と し て 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め の プ ロ グ ラ ム ; 叫 の 提 供 を
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保 証 し て い く た め の 手 立 て を 講 じ て い く こ と が 、 今 後 ま す ま す 求 め ら れ る の で あ る O そ の
た め の 手 が か り と な る の は 、 前 節 で 論 じ た モ ン テ ー ニ ュ の 「 人 間 性 教 育 J に お け る 学 校 教
育 の 重 点 と し て 3 つ の R ( 読 み 、 書 き 、 算 ) に 第 4 の R ( 人 間 関 係 ) を 加 え な け れ ば な ら な
い と い う 提 案 で あ る 。 こ の こ と を 現 在 の 我 が 国 の 教 育 に 言 い 換 え れ ば 、 学 習 指 導 要 領 に 示
さ れ 教 育 課 程 に 位 置 付 け ら れ て い る 時 間 割 の 授 業 に 加 え て 、 現 在 で は 学 校 教 育 を 支 え る 機
能 と な っ て い る 生 徒 指 導 を 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の 具 体 的 な 指 導 と し て い く こ
と で あ る 。 こ の 生 徒 指 導 に つ い て 、 次 に 述 べ る 。
2 . 子 ど も の 碁 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の 教 育 : 生 徒 指 導 を 手 が か り と し て
(  1  ) 学 校 教 育 と 生 徒 指 導
現 代 の 学 校 教 育 の 改 革 の た め に は 、 従 来 、 学 校 教 育 を 支 え て き た 自 明 性 に つ い て 、 改
め て 間 い 直 す こ と が 必 要 で あ る 。 つ ま り 、 「 家 庭 ( 保 護 者 ) の 協 力 を 得 ら れ る j 、 「 子 ど も
は 教 師 の 指 示 に 従 う J ( 時 間 を 守 る 、 話 を 開 く 、 学 習 課 題 に 取 り 組 な 、 提 出 期 日 を 守 る 、
を 受 け 入 れ る 、 自 分 の 係 や 役 割 分 担 を 遂 行 す る 等 ) 、 「 地 域 か ら の 理 解 や 協 力 が 得 ら
れ る 」 、 「 学 級 を 単 位 と し た 集 団 指 導 が 行 え る j こ れ ま で に 当 然 で あ る と 考 え ら れ て
き た こ と が 、 現 在 で は 、 必 ず し も 保 証 さ れ な く な っ て い る 。 つ ま り 、 現 在 の 学 校 に お け
る 教 育 問 題 の 原 因 に は 、 こ れ ま で 自 明 で あ っ た こ と が 自 明 で な く な っ た こ と に 、 そ の 一
因 が あ る の で あ る 。
学 校 教 青 を よ り 良 く 機 能 さ せ る た め に は 、 以 上 の よ う な 自 明 性 の 崩 壊 を も 見 据 え て
校 の 実 態 に 却 し た 生 徒 指 導 を 充 実 さ せ て い く こ と が 不 可 欠 な 要 件 に な っ て い る 。 し か し
な が ら 、 学 校 に は 様 々 な 課 題 が 山 積 し て い て 、 十 分 な 生 徒 指 導 を 行 う こ と が で き な い 実
状 が あ る 。 最 も 重 要 な 問 題 は 時 間 的 ゆ と り の な さ で あ る 。 こ れ に よ っ て 現 在 の 学 校 は 、
時 間 的 に 窮 屈 な 空 間 と な っ て し ま い 子 ど も た ち に 自 由 で 伸 び や か な 活 動 を 保 証 す る こ と
が で き な く な っ て い る 。 特 に 、 時 間 的 ゆ と り の な さ に よ っ て 影 響 を 受 け て い る の は 特 別
活 動 で あ る 。
特 別 活 動 は 生 徒 指 導 の 具 体 的 な 場 と し て 、 主 に 積 極 的 ( 予 防 的 開 発 的 ) 生 徒 指 導 の 場
と し て 重 要 な 役 割 を 担 っ て き た 。 現 在 多 く の 学 校 で は 、 教 育 課 程 上 の 授 業 時 数 確 保 の た
め に 、 特 別 活 動 に 充 て る 事 前 お よ び 事 後 指 導 な ど の 準 備 時 間 が 現 状 で は 十 分 と れ ず 、 満
足 で き る 活 動 が 展 開 で き て な い 状 況 で あ る 34) 。 そ れ ゆ え に 、 特 別 活 動 が 生 徒 指 導 の 具 体
的 な 場 と し て の 機 能 を 十 分 に 発 揮 で き て い な い 現 状 は 、 学 校 に お け る 大 き な 教 育 問 題 な
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の で あ る 。 次 に 、 積 極 的 生 徒 指 導 と し て の 特 別 活 動 の 役 割 を 組 み 込 む 形 で 生 徒 指 導 の あ
り 方 を 考 え る 。
(  2  ) 生 徒 指 導 の 定 義 と 範 囲
子 ど も は 、 1  S の 多 く の 時 間 を 学 校 で 生 活 す る が 、 そ れ 以 外 に も 家 庭 生 活 、 学 校 外 で
の 生 活 が あ る 。 そ れ ゆ え に 、 学 校 に は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め に 、 “ で き
る こ と " と “ で き な い こ と " が あ る 。
で き る こ と は 、 学 校 生 活 全 体 を 通 し て 、 子 ど も に 必 要 な 多 様 な 人 間 関 係 の 場 を 設 け る
こ と 、 様 々 な 課 題 に 取 り 組 ま せ る こ と 、 子 ど も に 意 味 あ る 体 験 活 動 の 機 会 を 保 証 す る こ
と 、 問 題 解 決 能 力 を 訓 練 し て 向 上 さ せ て い く こ と 、 子 ど も の 内 な る 可 能 性 を 引 き 出 す こ
と 等 で あ る 。 こ の こ と を 生 徒 指 導 で は 次 の よ う に 定 義 し て い る 。
生 徒 指 導 は 、 f一 人 一 人 の 児 童 生 徒 の 個 性 の 尊 重 を 図 り な が ら 、 同 時 に 社 会 的 な 資 質 や
能 力 ・ 態 度 を 育 成 し 、 さ ら に 将 来 に お い て 社 会 的 に 自 己 実 現 が で き る よ う な 資 質 ・ 態
度 を 形 成 し て い く た め の 指 導 ・ 援 助 で あ る J 3 5 ) 。
こ の 定 義 に は 、 子 ど も の 個 性 の 尊 重 ( 個 性 化 ) と 社 会 的 な 資 質 や 能 力 ・ 態 度 を 育 成 ( 社
会 化 ) は 一 体 で あ る こ と 、 生 徒 指 導 の 践 的 は 、 将 来 の 社 会 的 自 己 実 現 ( 社 会 的 自 立 ) で
あ る こ と が 端 的 に 示 さ れ て い る 。 ま た 、 教 師 は 、 子 ど も 一 人 ひ と り の 指 導 者 で あ り 援 助
者 で あ る が 、 こ こ で い う 指 導 に は ガ イ ダ ン ス 機 能 が 含 ま れ る O ま た 、 援 助 に は カ ウ ン セ
リ ン グ 的 相 談 機 能 が 必 要 で あ る 。 こ の よ う に 、 生 徒 指 導 の 担 い 手 で あ る 教 師 に は 、 教 科
指 導 と は 異 な る 「 生 活 」 も し く は 「 人 生 」 の 援 助 者 と し て の 指 導 力 が 求 め ら れ て い る 。
次 に 、 学 校 教 育 に お け る 生 徒 指 導 の 機 能 に つ い て 整 理 す る 。
生 徒 指 導 に は 、 2 つ の 方 向 性 が あ る 。 い わ ゆ る 消 極 的 ( 治 療 的 ・ 対 症 療 法 的 ) 指 導 と
積 極 的 ( 予 防 ・ 開 発 的 ) 指 導 、 個 別 指 導 と 集 団 指 導 で あ る 。 こ の 4 項 の 関 係 を 図 示 し た
の が 次 頁 の 菌 1 - 2欄 1 で あ る 。
生 徒 指 導 に つ い て は 、 消 極 的 な 指 導 ( 問 題 行 動 へ の 指 導 入 特 定 の 子 ど も に 対 す る 個 別
指 導 で あ る と 考 え る 人 が 多 い 。 ま た 、 学 校 現 場 で は 、 学 校 が 正 常 に 機 能 し 、 表 面 的 な 問
題 行 動 が 起 こ っ て い な い 時 に は 、 そ の 学 校 に は 生 徒 指 導 が な い 、 も し く は 、 必 要 が な い
と い う 捉 え 方 を す る こ と も あ る 。 し か し 、 生 徒 指 導 は こ う し た 理 解 だ け で は 不 十 分 な こ
と を こ の 留 1 -2-1 ( 5 4 頁 ) は 示 し て い る 。 つ ま り 、 生 徒 指 導 の 基 本 原 理 3 6 ) で あ る 次 の 5
点 を ふ ま え て 行 わ な け れ ば な ら な い の で あ る 。
① 個 別 的 発 達 的 な 教 育 、 ② 個 性 の 尊 重 と 社 会 的 資 質 や 行 動 、 ③ 生 活 に 即 し 、 具 体 的 実
輔 53 ・
際 的 な 活 動 、 ④ 全 て の 生 徒 を 対 象 、 ⑤ 統 合 的 な 教
講 話 ( 説 教 )
説 諭
相 談 ・ 行 政 ・ 児 相
病 院 ・ 福 祉 ・ 家 裁
警 察 ・
授 業 、 児 童 生 徒 会
学 級 ( 学 年 ) 運 営
ク ラ ブ ・ 部 活 動
進 路 指 導
( キ ャ リ ア 教 育 )
教 育 相 談
( 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ )
図 1 -2-1 教 師 が 行 う 生 徒 指 導
例 え ば 、 「荒 れ た 学 校 」 を 建 て 直 し た 実 践 事 例 37) を 図 2-1 に 即 し て 検 証 す る と 、 授 業 妨
害 や 暴 力 行 為 な ど の 問 題 行 動 を 繰 り 返 す 子 ど も へ の 個 別 指 導 (I V ) と 平 行 し て 、 未 然 防
止 の た め の 集 団 指 導 (n ) を 行 っ て い る o と り わ け 生 徒 指 導 の 力 量 が 高 い 教 師 の 指 導 過
程 は 、 直 近 の 問 題 行 動 へ の 対 応 ( 1 .  I V ) と 、 先 の 見 通 し を も っ て 問 題 行 動 J の な い 子 ど
も を 「育 て る J 指 導 ( n . I I I ) を バ ラ ン ス よ く 行 っ て い る 。 こ の 点 を 参 照 し な が ら 、 次
こ 教 師 が 行 う 生 徒 指 導 の 実 際 を 1 n  Il rvの 各 象 に t !1 し て 考 察 す る 。
図 1 -2-1 に 示 し た I の 事 象 は 、 学 級 に お け る 指 導 、 学 年 集 会 や 全 校 集 会 な ど に お い て
ど も に 訓 話 や 説 諭 等 を 通 し て の 注 意 喚 起 、 子 ど も に 訴 え か け た り 考 え さ せ た り す る 指
導 で あ る 。 生 徒 指 導 の 力 量 の あ る 教 師 の 話 は 、 集 団 指 導 で あ っ て も 一 人 ひ と り の 子 ど も
こ 守 け 入 れ ら れ 、 広 く 染 み 渡 る よ う に 子 ど も の 気 持 ち に 浸 透 し て し ¥ く o 指 導 が 効 果 的 と
な る 要 因 は 、 日 常 的 に 多 く の 子 ど も と 関 わ り 良 好 な 人 間 関 係 を 構 築 し て い る こ と 、 周 到
こ 練 ら れ た 話 題 を 準 備 し て い る こ と 、 話 術 だ け で は な く 自 己 開 示 し て 子 ど も と 正 対 し て
，A い を 伝 え て い る こ と 、 何 よ り も 、 日 頃 か ら 教 師 と し て の 立 ち 居 振 る 舞 い を 通 し て 、 そ
の 人 格 が 広 く 子 ど も た ち に 認 知 さ れ て い る こ と に 日 常 の 教 育 活 動 に 指 導 の 要 点 が あ る 。
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E の 事 象 は 、 諸 活 動 を 通 し て 、 集 団 形 成 や 子 ど も の 人 間 形 成 に か か わ る 指 導 で あ る 。
こ れ は 、 学 校 生 活 の 大 部 分 を 占 め て い る 授 業 に お け る 教 科 指 導 、 学 級 ( ホ ー ム ル ー ム )
活 動 、 学 校 行 事 、 児 童 ・ 生 徒 会 活 動 、 ク ラ ブ 活 動 な ど の 特 別 活 動 、 道 徳 の 時 間 に お け る
指 導 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間 に お け る 指 導 、 教 育 課 程 外 で は あ る が 部 活 動 に お け る
多 く の 指 導 が 含 ま れ る こ と に な る む ま た 、 報 の 全 校 一 斉 読 書 の 時 間 、 報 ( は じ ま り ) の
会 ・ 帰 り ( お わ り ) の 会 、 給 食 指 導 、 清 掃 指 導 、 休 み 時 間 や 放 課 後 の 何 気 な い 関 わ り な
ど 、 子 ど も に 対 す る 意 図 的 ・ 無 意 図 的 指 導 の 場 面 は 多 岐 に わ た っ て い る 。 こ れ ら の 指 導
の 積 み 重 ね に よ り 、 指 導 さ れ る 側 ( 子 ど も ) の 指 導 を 受 け 容 れ る 態 度 が 形 成 さ れ て し 、 く O
そ れ ゆ え に 、 生 徒 指 導 の 力
と が 多 い 。
1 教 師 は 、 本 務 で あ る 授 業 で の 指 導 に も 秀 で て い る こ
到 の 事 象 は 、 個 々 の 子 ど も に 寄 り 添 っ た 指 導 を 主 た る 内 容 と し て い る 。 こ こ で 行 わ れ
る 指 導 は キ ャ リ ア 教 育 に お け る 進 路 相 談 、 定 期 的 に 実 施 さ れ る 2 者 面 談 や 3 者 面 談 、 日
常 の 学 校 生 活 に お け る チ ャ ン ス 相 談 、 観 察 で 気 に な っ た 子 ど も に 対 す る 呼 び 出 し 相 談 、
保 護 者 と の 面 談 、 そ の 他 必 要 に 応 じ て 行 わ れ る 相 談 活 動 等 、 多 岐 に わ た っ て い る O こ こ
で の 教 師 の 相 談 活 動 は 、 ガ イ ダ ン ス 的 な 内 容 や 、 個 々 の 子 ど も の 悩 み に 対 す る 助 言 な ど
問 題 行 動 に な る 可 能 性 へ の 予 防 的 ・ 開 発 的 な 働 き か け と し て の 極 め て 教 育 的 な 活 動 で あ
る O ま た 、 学 校 に お け る 教 育 相 談 で は 、 1 人 の 子 ど も に 対 し て で き る だ け 多 く の 情 報 を
収 集 し て お く こ と が 多 面 的 な 理 解 と な る こ と か ら 、 各 教 師 や 生 徒 指 導 担 当 教 師 は 同 僚 教
師 と の 良 好 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 日 頃 か ら 図 っ て お く こ と が 重 要 で あ る 。 こ の こ と に
よ り 、 教 科 担 当 者 や 各 種 顧 問 、 イ 虫 学 年 の 教 師 な ど 異 な る 視 点 か ら の 観 察 情 報 を 得 る こ と
が 可 能 と な る 。 相 談 上 手 と 評 価 さ れ る 教 部 は 、 カ ウ ン セ リ ン グ 的 な 技 法 を 習 得 し て い る
こ と に 加 え て 、 職 場 内 を は じ め と し た 大 人 と の 人 間 関 係 も 良 好 で あ る 。
N の 事 象 は 、 実 際 に 問 題 行 動 を 起 こ し た 子 ど も に 対 す る 対 症 療 法 的 な 指 導 が 主 た る 内
容 と な る 。 こ こ で は 、 1 対 1 の 信 頼 関 係 、 を 基 盤 と し な が ら も 、 教 師 独 り の 抱 え 込 み 的 な
指 導 を す る の で は な く 、 問 題 の 程 度 と 内 容 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ の 専 問 機 関 と の 連 携 に た
っ た 指 導 体 制 を 構 築 し て い く こ と が 重 要 と な る O こ の 意 味 に お い て 教 師 に は 他 機 関 と の
コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て の 役 割 を 果 た し て い く こ と が 求 め ら れ る 。 ま た 、 当 該 教 師 は ど
の 機 関 の 何 処 の 窓 口 に 行 け ば つ な が る か 、 効 果 的 な チ ー ム 編 成 の た め に 必 要 な 専 問 機 関
は 何 か な ど を 熟 知 し て い る こ と も 必 要 と な る 。 さ ら に は 、 生 徒 指 導 に 関 す る 法 的 な 知 識
な ど 、 多 様 な 専 門 的 知 識 が 指 導 に は 不 可 欠 と な る 。 生 徒 指 導 土 問 題 が 多 く 困 難 校 と い わ
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れ る 学 校 を 落 ち 着 き の あ る 状 態 、 言 い 換 え る な ら ば 正 常 化 し て い く た め に 、 建 て 直 し の
中 核 と な る 教 師 に は 、 こ の 事 象 に 特 化 す る 専 門 性 の 有 無 が 間 わ れ る こ と と な り 、 生 徒 指
導 の 力 量 が 高 い と い わ れ る 教 師 に は そ れ ら が 備 わ っ て い る 。 こ の よ う に 生 徒 指 導 の 力
の 高 い 教 師 に は 、 教 科 の 指 導 力 だ け で は な い 多 様 な
あ る 。
- 能 力 が 必 要 と さ れ て い る の で
(  3  ) 生 徒 指 導 に 必 要 な 指 導 能 力
前 で 述 べ た 生 徒 指 導 の 職 能 に 必 要 な 教 師 の 資 質 能 力 を 整 理 す る と 、 表 1 -2-1 の よ う に
な る O こ れ は 、 教 科 や 領 域 に お け る 指 導 と は 異 な る 専 門 的 な 能 力 で あ る 。 本 論 文 で 問 題
と し て い る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 は 、 最 終 的 に は 学 校 教 育 全 体 を 通 し て 養 成 す る こ と に
な る が 、 も っ と 直 接 的 に は 、 道 徳 教 育 に お け る 特 設 「 道 徳 の 時 間 J と 同 様 に 、 子 ど も の
基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め の 「 要 の 時 間 」 が 必 要 で あ る む
子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 要 の 時 間 で は 、 子 ど も の 実 態 に 応 じ た 授 業 ( プ ロ グ
ラ ム ) が 実 施 さ れ る が 、 指 導 者 に は 生 徒 指 導 で 必 要 と さ れ る 諸 能 力 が 不 可 欠 と な る O
表 1 -2-1 生 徒 指 導 に 必 要 な 主 な 能 力
対 象
消 極 的 な 指 導 積 極 的 な 指 導
全 体 指 導 に お け る 指 揮 力 授 業 の 指 導 力
講 話 ( 説 諭 ・ 説 教 ) 話 術
学 級 ( H R ) 運 営 力
集 団 指 導
教 職 員 へ の 連 絡 ・ 調 整 力
児 童 会 ・ 生 徒 会 指 導 力
リ ー ダ ー シ ッ プ ク ラ ブ ・ 部 活 動 指 導 力
ミ ド ル マ ネ ジ メ ン ト 、 等
グ ル ー プ ・ ア プ ロ ー チ の 技 法 制 、 等
カ ウ ン セ リ ン グ 技 法
進 路 指 導 ( キ ャ リ ア 教 育 ) の 技 術
心 環 学 の 知 識 - 進 路 情 報 、 ・ 個 別 理 解
非 行 問 題 へ の 法 的 知 識 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ の 技 法
専 問 機 関 に つ な ぐ 力 人 間 関 係 力
個 別 指 導
- 警 察 と の 連 携 - 保 護 者 と の 連 携
- 福 祉 施 設 と の 連 携
- 地 域 人 材 と の 連 携
- 教 育 委 員 会 と の 連 携 錨 々 の よ さ の 発 見 力
- 病 院 や 児 童 相 談 所 、 等 発 達 を 促 進 さ せ る 指 導 力 、 等
こ の 意 味 に お い て 教 師 の 生 徒 指 導 に 関 す る 指 導 力 お よ び 必 要 と さ れ る 諸 能 力 に つ い て
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' 叩 し て お く こ と は 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め の 授 業 ( プ ロ グ ラ ム ) を 相
当 す る 教 師 の 資 質 向 上 に 示 唆 さ れ る こ と に な る 。
徒 指 導 は 、 学 校 教 育 を 支 え る 機 能 論 で 考 え ら れ て い る が 、 こ れ を さ ら に 生 徒 指 導 の
役 害 IJ か ら 3 つ の 分 野 に 分 け る と 、 1  r開 発 促 進 的 な 指 導 J •  n  r予 防 的 な 指 導 J •  m  r治
療 的 な 指 導 J の よ う に な る 。 こ れ を 図 示 す る と 、 図 1 - 2 -2・ 1 の よ う な イ メ ー ジ 39) と な る 。
A  
I r 開 発 促 進 的 な 指 導 In予 防 的 な 指 導
(子 ど も の よ り 良 い
成 長 の た め の 指 導 全 般 ) Iた め の 指 導 )
D  
Q  
P  B  
(不 適 応 、 問 題 行 動 へ の
指 導 )
C  
図 1 - 2 -2 -1  生 徒 指 導 機 能 の 3 つ の 役 割
図 1 - 2-2・ 1 に お い て 学 校 教 育 の エ リ ア は A B C D で あ る 。 斜 線 P Q は 、 学 校 の 実 態 に 応
じ て そ れ ぞ れ 線 分 A B 上 と C D 上 を 移 動 し て し ¥ く 。 つ ま り 、 学 校 が 、 ど の 程 度 正 常 化 し て
い る の か ( 荒 れ て い る の か ) に よ っ て 、 1  r開 発 促 進 的 な 指 導 J•  n  r予 防 的 な 指 導 J•  
m r治 療 的 な 指 導 J の 指 導 エ リ ア ( 面 積 比 ) は 変 化 し て い く の で あ る 。 こ の こ と に つ い
て 、 次 に も う 少 し 詳 し く 説 明 す る 。
図 1 - 2 -2 -2 は 、 消 極 的 な 生 徒 指 導 の 存 在 し な い 学 校 を 表 し て い る 。 理 論 的 に は そ の よ
う な 学 校 を 考 え る こ と も 可 能 で あ る が 、 ど の 学 校 に も 少 な か ら ず 不 適 応 の 子 ど も は 在 籍
し て い る 。 現 実 的 に は 皿 「治 療 的 な 指 導 J の 領 域 の な い 学 校 は 皆 無 で あ る 。
1  I /  J 皿
-~ 
. 
図 1 - 2・ 2・ 2 I + n  
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図 1 -2 -2 -3 は 、 全 て の 領 域 の 指 導 が 行 わ れ て い る が 、 全 体 的 に は 1 r開 発 促 進 的 な 指 導 」
の 領 域 の 指 導 が 多 く 、 次 い で I r予 防 的 な 指 導 」 の 領 域 の 指 導 と な っ て い る 。 国 の 領 域 の
指 導 も 行 わ れ て い る が 、 全 体 に 占 め る 割 合 は 少 な い 。 こ れ は 、 落 ち 着 き の あ る 学 習 環 境 が
市 ゃ っ た 学 校 を 表 し て い る 。
a d  
司 司
図 1 -2-2・ 3 1 十 r +直
図 1 -2 -2 -4 は 、 荒 れ た 学 校 を 表 し て い る 。 国 の 指 導 、 所 謂 「対 症 療 法 的 」 指 導 、 問 題 千
動 を 追 し ¥か け る 「火 消 し 」 的 な 指 導 に 終 始 し が ち な 学 校 の 状 況 を 表 し て い る 。 し か し な が
ら 、 I の 領 域 の 指 導 も 少 な か ら ず 行 っ て い る 点 に 留 意 し て お き た い 。
E  
図 1 -2 -2・ 4 I + I + 皿
子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の 指 導 は 、 1  r開 発 促 進 的 な 指 導 J と I r予 防 的 な
指 導 」 の 領 域 が 主 と な る が 、 阻 「治 療 的 な 指 導 」 も 含 め て す べ て の 子 ど も が そ の 対 象 と
た る の で あ る ( 図 1 -2・ 2・ 5 )。
I 開 発
促 進 的
指 導
E 予 防 的
指 導
E 治 療 的
指 導
図 1 - 2・ 2-5 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 と 生 徒 指 導 の 機 能
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以 上 の こ と か ら 、 今 後 、 学 校 教 育 に お い て 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め に は 、
ど も 個 々 の 発 達 段 階 を ふ ま え な が ら 、 そ の た め の 授 業 と し て の 生 徒 指 導 カ リ キ ュ ラ ム
を 開 発 し て い く こ と 、 そ れ を 実 施 す る た め の 指 導 時 間 を 確 保 す る こ と 、 指 導 者 育 成 の た
め の 研 修 プ ラ グ ラ ム の 開 発 等 が 必 要 と な る 。 す な わ ち 、 今 や 学 校 で は 、 こ れ ま で の 教 育
で 十 分 に は 保 証 し て こ な か っ た 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 積 極 的 生 徒 指 導 ( 開 発
促 進 的 指 導 ・ 予 紡 的 指 導 ) を 、 教 育 課 程 に 位 置 付 け て 捉 え 直 す 新 し い 段 階 と な っ て い る 。
義 務 教 育 9 カ 年 の 閤 に す べ て の 子 ど も に 対 し て 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 教 育 を 行 う こ と
で 、 子 ど も が 卒 業 後 人 生 に お い て 必 要 と す る 社 会 性 お よ び 道 徳 性 の 確 か な 定 着 が 図 ら れ
る と と も に 、 一 人 ひ と り の 子 ど も の 社 会 的 自 立 が 期 待 で き る の で あ る 。
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モ ン テ ー ニ ュ は 、 「 人 生 に お け る 経 験 や 状 況 の 中 で 、 も っ と も 重 要 な も の は 、 他 の 人 々
と 自 分 た ち と の 関 係 で あ る 」 こ と 、 f人 間 性 へ の 教 育 が 最 初 で あ り 、 す べ て の も の に 優
先 す る 」 こ と を 示 し 、 学 校 教 育 に お け る 人 間 関 係 の 意 義 、 教 育 機 能 な ど に つ い て 論 考
し て い る 。
12) 上 掲 書 12・ 1 3
「 人 間 関 係 、 を 非 形 式 的 な や り 方 で 教 え る こ と は 、 学 校 の す べ て の 場 面 で 行 わ れ て い る O
ど も た ち は 、 校 長 先 生 か ら も 校 務 員 さ ん か ら も 学 び と っ て い る 。 他 人 と の 関 係 に お
い て 、 ど の よ う に ふ る ま う べ き か を 学 ん で い る 。 お と な の こ と ば か ら よ り も 、 行 為 か
ら 学 び と っ て い る 。 模 倣 は 命 令 よ り も ず っ と 強 力 で あ る 。 模 倣 は 、 い ち ば ん 直 接 的 な
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学 習 方 法 で あ る 。 こ と ば は 行 動 以 上 の 意 味 を も ち 得 な い 。 J
13) 総 務 省 統 計 局 「平 成 2 2 年 度 国 勢 調 査 J
(参 照 日 2 0 1 2 年 3 月 18 日 )
http://www.stat .go.ip/data/ k o k u s e i l 2 0 1 0 / u s e r s - g / w a k a t t a . h t m # i u m p 8  
「平 成 2 2 年 国 勢 調 査 に よ る 10 月 1 日 現 在 の 我 が 国 の 確 定 し た 世 帯 数 は 5 1 9 5 万 5 0 4
世 帯 と な り 、 調 査 開 始 以 来 初 め て 5 0 0 0 万 世 帯 を 超 え た 。 世 帯 の 種 類 別 に み る と 、
般 世 帯 数 は 5 1 8 4 万 2 千 世 帯 と な り 、 一 般 世 帯 数 に お い て も 調 査 開 始 以 来 初 め て 5 0 0 0
7世 帯 を 超 え た 。 ま た 、 一 般 世 帯 人 員 は 1 億 2 5 5 4 万 6 千 人 で 、 一 般 世 帯 の 1 世 帯 当
た り 人 員 は 2 .4 2 人 と な っ て い る 。 な お 、 施 設 等 の 世 帯 数 は 10 万 8 千 世 帯 、 施 設 等
の 世 帯 人 員 は 2 5 1 万 2 千 人 と な っ て い る 。 一 般 世 帯 数 の 推 移 を 平 成 2 年 以 降 に つ い
て み る と 、 一 貫 し て 増 加 し て い る 。 ま た 、 一 般 世 帯 の 1 世 帯 当 た り 人 員 の 推 移 を み
る と 、 一 貫 し て 減 少 し て お り 、 平 成 17 年 か ら 2 2 年 に か け て 2 .5 5 人 か ら 2 .4 2 人 に
減 少 し て い る J
14 )  Albert B a n d u r a 、 R i c h a r d H .  W a l t e r s 、 Socialj， θ a r n i n g  a n d  personality d lθ veloplnθ 刀 t、
N e w  Y o r k  :  H o l t、 R i n e h a r t a n d  W i n s t o n 、 c 1 9 6 3 .
( 邦 訳 ) 原 野 広 太 郎 監 訳 『 社 会 的 学 習 理 論 一 人 間 理 解 と 教 育 の 基 礎 』 金 チ 書 房 、 1 9 7 9 1:
( 邦 訳 ) 原 野 広 太 郎 、 福 島 市首 美 共 訳 『 モ デ リ ン グ の 心 理 学 - 観 察 学 習 の 理 論 と 方 法 』
金 子 書 房 、 1 9 8 5 久 。
15) A s h l e y  M o n t a g u  上 掲 蓄 17 ~。
16) A s h l e y  M o n t a g u  上 掲 書 16 頁 。
17) 新 版 現 代 学 校 教 育 大 事 典 よ り
「教 育 内 容 を 現 代 の 科 学 ・ 技 術 ・ 文 化 の 達 成 に 基 づ い て 更 新 す る こ と は 、 い つ の 時 代 に
も 求 め ら れ る こ と と 言 え る 。 教 育 内 容 の 現 代 化 は 、 一 般 的 な 意 味 で は そ の よ う な 更 新 を
指 す が 、 教 育 史 の 上 で は 、 1 9 6 0 年 代 に 日 本 ・ ア メ リ カ ・ 旧 ソ 連 な ど の 国 々 で 大 き く 盛 り
が っ た カ リ キ ュ ラ ム 改 造 運 動 を 、 特 別 の 歴 史 的 意 義 を も つ も の と し て 「現 代 化 」 と 呼
ぶ 。 6 0 年 代 の 「現 代 化 J に も 笑 際 に は さ ま ざ ま の 傾 向 や 側 面 が あ る が 、 最 も 狭 義 に は 、
初 等 ・ 中 等 教 育 に お け る 数 学 や 自 然 科 学 な ど の 教 科 内 容 ( カ リ キ ュ ラ ム ) を 、 科 学 ・ 技
術 革 新 の 時 代 的 要 請 に 応 え て 根 本 的 に 改 造 す る こ と を 目 指 し た 教 育 運 動 を 、 「教 育 内 容 の
現 代 化 」 と 呼 ぶ 。 」
18) 文 部 科 学 省 『 生 徒 指 導 提 要 』 教 育 図 書 、 2 0 0 9 壬1 0
生 徒 指 導 の 意 義 は 、 次 の よ う に 定 義 さ れ て い る 。 「生 徒 指 導 と は 、 一 人 一 人 の 児 童 生 徒
の 人 格 を 尊 重 し 、 個 性 の 伸 長 を 図 り な が ら 、 社 会 的 資 質 や 行 動 力 を 高 め る こ と を 目 指 し
て 行 わ れ る 教 育 活 動 の こ と で す 。 す な わ ち 、 生 徒 指 導 は 、 す べ て の 児 童 生 徒 の そ れ ぞ れ
の 人 格 の よ り よ き 発 達 を 目 指 す と と も に 、 学 校 生 活 が す べ て の 児 童 生 徒 に と っ て 有 意 - > . L .
で 興 味 深 く 、 充 実 し た も の に な る こ と を 目 指 し て い ま す 。 生 徒 指 導 は 学 校 の 教 育 目 標 を
達 成 す る う え で 重 要 な 機 能 を 果 た す も の で あ り 、 学 習 指 導 と 並 ん で 学 校 教 育 に お い て
要 な 意 義 を 持 つ も の と 言 え ま す 。 」
こ こ に 見 ら れ る よ う に 、 現 在 、 日 本 の 学 校 教 育 で 、 は 小 学 校 の 児 童 に 対 し て も 生 徒 指 導
の 対 象 と し て い る 。
19) 三 つ の R (読 み 、 書 き 、 算 ) は 、 r e a d 、 write 、 arithmetic。
第 四 の R は、 ( h u m a n)r elation を 表 し て い る 。
20) 中 村 豊 「 児 童 生 徒 の 人 間 関 係 構 築 力 ・ 調 整 力 に 関 す る 調 査 研 ヲ CJ~ 
要 第 14 号 』 日 本 特 別 活 動 学 会 、 2 0 0 6 年 3 月 、 4 6 -5 6~o 
21) 文 部 科 学 省 初 等 中 等 教 育 局 児 童 生 徒 課 「児 童 生 徒 の 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 に 関 す る 調 査 j
(平 成 2 0 年 度 、 平 成 2 1 年 度 、 平 成 2 2 年 度 ) 結 果 に お け る 、 不 登 校 に な っ た 原 因 と 考 え
ら れ る 要 因 で は 、 「し ¥ じ め を 除 く 友 人 関 係 を め ぐ る 問 題 」 が 高 い 割 合 を 示 し て い る 。
22) 兵 庫 県 立 但 馬 や ま び こ の 郷 『 平 成 2 2 年 度 但 馬 や ま び こ の 郷 サ テ ラ イ ト 事 業 ( 問 題 を 抱
え る 子 ど も 等 の 自 立 支 援 に 関 す る 調 査 研 究 ) r利 用 者 ア ン ケ ー ト J ( 追 加 調 査 ) 調 査 報 生
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2011 年 3 月、 p.12
o
23) 暴 力 行 為 の な い 学 校 づ く り 研 究 会 「 暴 力 行 為 の な い 学 校 づ く り 研 究 会 報 告 書 j 文 部 科 学
省、 2011 年、 6
24) 文 部 科 学 省 「 学 習 指 導 要 領 小 学 校 J 東 洋 館 出 版 、 2 0 0 8 年、 8
25) 例 え ば 、 調 分 康 孝 監 修 、 清 水 井 一 編 『 社 会 性 を 育 て る ス キ ル 教 育 j ( 小 学 校 1 年 生 ~ 中
3 年 生 ) 図 書 文 化 社 、 平 成 18 年 嵐 分 康 孝 監 修 、 清 水 井 一 編 『 生 き る 力 の 具 体 策 社
会 牲 を 育 て る ス キ ル 教 育 j ( 教 育 課 程 導 入 編 ) 図 書 文 化 社 、 平 成 20 年。
26) 具 体 的 な 研 究 や 実 践 事 例 は 、 第 H 部 第 1 章 に 示 す 。
27) 平 成 元 年 度 告 示 の 学 脅 指 導 要 領 以 降 、 3 回 の 学 習 指 導 要 領 に つ い て は 、 次 の 通 り で あ る 。
- 学 習 指 導 要 領 は 1989 ( 平 成 元 ) 年 に 告 示 さ れ 、 小 学 校 は 1992 ( 平 成 4 ) 年 度 、 中 学 校
は 1993 ( 平 成 5) 年 度 か ら 実 施 さ れ た Q 高 等 学 校 は 1994 ( 平 成 6 ) 年 度 の 第 1 学 年 か
ら 学 年 進 行 で 実 施 さ れ た 。 本 学 習 指 導 要 領 の 特 徴 は 、 「 新 学 力 観 J に よ る 評 価 、 中 学 校
に お け る 個 性 を し 、 か す 教 育 と し て の 「 選 択 教 科 j の 導 入 、 小 学 校 の 1 ・ 2 年 に お け る
理 科 ・ 社 会 科 を 廃 止 し 生 活 科 の 導 入 、 高 等 学 校 で は 家 庭 科 の 男 女 必 修 、 等 に み る こ と
が で き る 。
- 小 中 学 校 の 学 習 指 導 要 領 は 1998 ( 平 成 10) 年 に 告 示 さ れ 、 2 0 0 2 ( 平 成 14) 年 度 か ら
実 施 さ れ た 。 高 等 学 校 の 学 習 指 導 要 領 は 1999 ( 平 成 11 ) 年 に 告 示 さ れ 、 2 0 0 3 ( 平 成
15) 年 度 の 第 1 学 年 か ら 学 年 進 行 で 実 施 さ れ た 。 内 容 の 1 部 に つ い て は 2 0 0 0 ( 平 成 12)
年 度 か ら 先 行 実 施 さ れ た 本 学 習 指 導 要 領 の 特 徴 は 、 「 生 き る 力 j 、 「 学 校 週 5 日 制 J の
完 全 実 施 に 伴 う 学 習 内 容 の 大 幅 な 削 減 、 中 学 校 に お け る 英 語 の 必 修 化 、 小 学 校 ヰ 3
か ら 高 等 学 校 に お け る 「 総 合 的 な 学 習 の 持 関 」 の 導 入 、 高 等 学 校 に お け る 情 報 科 の 創
設 、 中 学 校 ・ 高 等 学 校 に お け る ク ラ ブ 活 動 ( 部 活 動 ) に 関 す る 規 定 の 削 除 、 等 に み る
こ と が で き る 。 ま た 、 2 0 0 3 ( 平 成 15) 年 12 月 に 1 部 改 正 が 行 わ れ 、 f過 不 足 な く 教 え
な け れ ば い け な し リ と い う 歯 止 め 規 定 の 文 言 が 削 除 さ れ た 。
.  2 0 0 8  ( 平 成 20) 年 に 小 学 校 学 習 指 導 要 領 ・ 中 学 校 学 習 指 導 要 領 が 公 示 さ れ 、 小 学 校 は
2 0 1 1  ( 平 成 23) 年 度 中 学 校 で 2 0 1 2 ( 平 成 24) 年 度 か ら 完 全 実 施 さ れ て い る 。 2 0 0 9
( 平 成 2 1 ) 年 に 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 、 特 別 支 援 学 校 学 習 指 導 要 領 が 公 示 さ れ 、
学 校 で は 2 0 1 3 ( 平 成 25) 年 度 の 第 1 学 年 か ら 学 年 進 行 で 実 施 さ れ る 。 内 容 の 1 部 に つ
い て は 、 小 学 校 で 、 は 2 0 0 8 ( 平 成 20) 年 度 か ら 、 中 学 校 で は 2 0 0 9 ( 平 成 2 1 ) 年 度 か ら
移 行 措 置 が 実 施 さ れ て い る 。 本 学 習 指 導 要 領 の 特 徴 は 、 こ れ ま で に 減 り 続 け て き た 授
業 時 間 が お よ そ 30 年 ぶ り に 増 加 し た が 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 総 授 業 時 間 は 大 幅 に 部
滅 さ れ た 。 ま た 、 小 学 5 ・ 6 年 生 で は f外 国 語 活 動 J の 時 間 が 創 設 、 伝 統 や 文 化 ( 吉
文 、 文 化 遺 産 、 武 道 な ど ) に 関 す る 教 育 の 充 実 、 等 に み る こ と が で き る 。
28) こ の 点 に つ い て 刈 谷 は 次 の よ う に 指 摘 し て い る 「 ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト の 発 想 で ふ く
れ あ が っ た カ リ キ ュ ラ ム J ( 刈 谷 陣 j彦 『 教 育 再 生 の 迷 走 』 筑 摩 書 房 、 2 0 0 8 年、 104 真 。 )
29) 子 ど も の 社 会 性 の 育 成 に 関 す る 授 業 の 詳 細 に つ い て は 、 本 論 文 第 E 部 第 l 章 第 1 節
( 7 9・ 8 2 頁 ) で 述 べ る 。
30) 平 木 に よ れ ば 、 心 理 教 育 と は 、 「 心 理 的 支 援 と 教 育 的 支 援 の 内 容 と 方 法 の 統 合 J で あ り 、
「 そ の 理 念 は 、 ① 問 題 や 困 難 を 抱 え て い る 人 々 に 心 理 学 の 発 見 や 知 識 、 そ れ ら を 活 用 し
た 対 処 法 を 伝 え て 、 よ り 良 く 生 き る た め の エ ン パ ワ ー メ ン ト ( e m p o w e r m e n t ) を す る た め
に 、 ② 心 理 的 ・ 社 会 的 サ ポ ー ト を 最 大 限 に 活 用 す る た め の プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る こ と で
あ る j と 説 明 さ れ て い る 。
平 木 典 子 「 心 理 教 育 ( サ イ コ エ デ ュ ケ ー シ ョ ン ) と は 伺 か J~児童心理「学校における「心
理 教 育 j と は 何 か Jj 金 子 書 房 、 第 63 巻 第 15 号、 2 0 0 9 年 10 月、 2嚇 3
3 1 ) さ い た ま 市 教 育 委 員 会 は 、 教 育 特 区 の 認 定 を 受 け 、 「 潤 い の 時 間 」 を 実 施 し て い る 。 そ
の 授 業 時 間 の 中 で 、 小 学 校 1 年 生 か ら 中 学 校 3 年 生 ま で の す べ て の 子 ど も が 、 H R T (人
間 関 係 ト レ ー ニ ン グ ) プ ロ グ ラ ム を 受 け て い る 。 豆 R T プ ロ グ ラ ム は 、 各 学 期 当 初 に 集 中
し て 実 施 さ れ て お り 、 さ い た ま 市 教 青 委 員 会 が 作 成 し た プ ロ グ ラ ム 内 容 に 基 づ い て 学 級
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担 任 が 実 施 し て い る 。
32) イ ギ リ ス で は 、 児 童 の 情 緒 的 ・ 身 体 的 健 康 を 促 進 す る た め に 、 学 校 や 地 域 全 体 で 取 り 組
む 様 々 な 活 動 や カ リ キ ュ ラ ム ・ 教 材 が 政 府 主 導 の も と 整 え 始 め ら れ て い る 。 こ の 背 景 に
は 、 学 業 成 績 の 充 実 は 児 童 の 健 康 か ら 育 ま れ る と し づ 政 府 の 認 識 が あ る 。 小 ・ 中 学 校 の
に 社 会 的 ス キ ル と 感 情 ス キ ル を 養 う た め の S E A L (Social a n d  E m o t i o n a l  A s p e c t s  of 
L e a r n i n g ) プ ロ グ ラ ム と 時 ば れ 、 自 己 の 認 識 、 感 情 の コ ン ト ロ ー ル 、 他 者 へ の 理 解 な ど
社 会 的 ス キ ル と 感 情 ス キ ル を 養 う こ と を 目 的 と し て い る G
(http://www.ejc.co. uk/docsl Healthyeducation.pdf 参 照 日 2 0 1 1 年 6 月 2 8 日 )
33) ア メ リ カ 合 衆 国 で は 、 ア メ リ カ ・ ス ク ー ノ レ カ ウ ン セ ラ ー 協 会 ( A S C A ) に よ る 全 米 ス ク
ー ル カ ウ ン セ リ ン グ ・ ス タ ン ダ ー ド に 基 づ き 、 す べ て の 子 ど も に 心 理 教 育 的 援 助 を 行 っ
て い る 。 具 体 的 な 内 容 に つ い て は 、 以 下 の 図 書 お よ び 資 料 を 参 照 。
・ 米 国 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 協 会 ( 著 ) / 中 野 良 顕 ( 訳 )~スクール・カウンセリングの
国 家 モ デ ル - 米 国 の 能 力 開 発 型 ブ 。 ロ グ ラ ム の 枠 組 み J 学 文 社 、 2 0 0 4 年 0
・ 古 川 早 苗 「 ア メ リ カ の ス ク ー ル ・ カ ウ ン セ リ ン グ に 関 す る 研 究 J 兵 庫 教 育 大 学 大 学 院
修 士 論 文 、 1 9 9 9 年 0
・ A m e r i c a n School C o u n s e l o r  Association (2004). A S C A  ，  National Standards for 
Students. A l e x a n d r i a，  V A :  Author. 
(http://ascamode l. timberlakepublishing.com/files/NationalStandards.pdf 
参 照 日 2 0 1 1 年 6 月 2 8 S) 
34) 例 え ば 、 筆 者 が か つ て 勤 務 し て い た 中 学 校 に お け る 教 育 課 程 編 成 上 の 時 間 に つ い て は 、
次 の 通 り で あ る 。
0 平 成 14 年 度 に お け る 年 間 授 業 時 数 確 保 可 能 時 間 は 1，1 0 0 待 問 で あ っ た 。 そ の う ち 学 習
指 導 要 領 で 定 め ら れ た 9 8 0 時 間 を 差 し 引 く と 、 1 2 0 時 間 で 学 期 当 初 の 短 縮 授 業 、 年 間
の 各 種 行 事 時 数 を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。 さ ら に は 、 中 体 連 の 大 会 や 吹 奏 楽 連 盟 の
コ ン ク ー ル 、 社 会 体 験 事 業 等 、 多 く の 行 事 が あ る た め 、 特 別 活 動 に あ て る 時 間 の 確 保
が 困 難 な 状 況 に あ っ た 。
0 平 成 15 年 度 の 年 間 授 業 時 数 確 保 可 能 時 間 は 1，1 3 3 時 間 で あ っ た 。 実 際 の 年 間 計 画 時 数
は、 1，0 4 4 時 間 。 そ の う ち 学 習 指 導 要 領 で 定 め ら れ た 9 8 0 時 間 を 差 し 引 く と 、 6 4 時 間
で 年 間 の 各 種 行 事 時 数 を 確 保 し て い る 。 そ の た め 、 各 教 科 ・ 領 域 と の 相 互 補 完 を 積 極
的 に 行 っ て い る 。 埼 玉 県 で は 、 学 校 生 活 に 潤 い を 与 え る 行 事 や 、 今 日 的 課 題 に 対 応 す
る 新 た な 行 事 を 特 別 活 動 の 授 業 時 間 内 に 組 み 入 れ る こ と は 不 可 能 に 近 い の が 実 状 で あ
っ た 。
35) 文 部 省 『 生 徒 指 導 の 手 び き 』 大 蔵 省 印 刷 局 、 1 9 6 6 年、 1
36) 文 部 省 『 生 徒 指 導 資 料 集 第 2 0 集 f 生 活 体 験 や 人 間 関 係 を 豊 か な も の と す る 生 徒
指 導 J 大 蔵 省 印 刷 局 、 1 9 8 8 年、 1
37) 暴 力 行 為 の な い 学 校 づ く り 研 究 会 「 暴 力 行 為 の な い 学 校 づ く り に つ い て ( 報 告 書 ) J 、 文
部 科 学 省 初 等 中 等 教 育 局 児 童 生 徒 課 、 2 0 1 1 ( 平 成 23) 年 γ 月。
38) グ 、 ル ー プ 0 ・ ア プ ロ ー チ と は 「 個 人 の 心 理 的 治 療 ・ 教 育 ・ 成 長 、 個 人 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ
ヨ ン と 対 人 関 係 の 発 展 と 改 善 、 お よ び 組 織 の 開 発 と 変 革 な ど を 目 的 と し て 、 小 集 団 の 機
能 ・ 過 程 ・ ダ イ ナ ミ ッ ク ス ・ 特 性 を 用 い る 各 技 法 の 総 称 、 」 で あ る 。
野 島 和 彦 「 グ 、 ル ー プ ・ ア プ ロ ー チ 」 岡 蛍 哲 雄 編 『 現 代 の エ ス プ リ 別 冊 社 会 心 理 学 用 語
事 典 J 歪 文 堂 、 1 9 8 2 年。
39) 仙 崎 武 ・ 野 々 村 新 ・ 渡 辺 三 枝 子 ・ 菊 池 武 魁 編 著 『 生 徒 指 導 ・ 教 育 相 談 ・ 進 路 指 導 』 田 研
出 版 、 2 0 0 7 年、 111 頁 の 図 5-1 を 参 考 に 作 成 。
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第 3 章 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 概 念 と 類 語
本 章 で は 、 現 代 の 子 ど も に 必 要 な 基 礎 的 人 間 力 に つ い て 、 ま ず 、 そ の 構 成 要 素 と 意 義 に
つ い て 論 じ た 上 で 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 と 社 会 性 お よ び 社 会 化 と の 関 連 に つ い て 整 理 す
る 。 そ の 上 で 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め の 教 育 の 必 要 性 に つ い て 論 じ る 。 ま た 、
基 礎 的 人 間 力 の 類 語 に つ い て 考 察 す る 。
第 1 節 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 構 成 婆 素
1  . 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力
子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 に は 生 物 と し て 生 理 お よ び 本 能 的 に 備 わ っ て い る 身 体 の 成 長 力 、
外 部 刺 激 に 対 す る 反 応 力 生 存 欲 求 及 び 安 全 欲 求 1 ) 等 の 基 本 的 な 生 活 を 志 向 す る 力 と 、 社 会
的 存 在 と し て 他 者 と の 関 わ り を 通 し て 心 理 社 会 的 に 獲 得 し て い く 力 が あ る む ま た 、 生 き な
け れ ば な ら な い 社 会 の 状 態 に よ っ て 新 た に 必 要 と な る 力 も あ り 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 に
は 、 「 不 易 と 流 行 J 2) が あ る 。 不 易 な 力 に は 、 倫 理 観 や 道 徳 性 等 、 人 と し て 身 に 付 け る こ と
が 求 め ら れ る 資 質 や 態 度 な ら び に 実 践 力 等 が あ り 他 方 の 流 行 つ ま り 新 し い 力 に は 、 情
報 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 ( I n f o r m a t i o n a n d  C o m m u n i c a t i o n  T e c h n o l o g y  :  I C T ) ス キ ル
の よ う な 力 が 考 え ら れ る し た が っ て 、 一 人 ひ と り の 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 構 成 3) は 、 「 基
本 と な る 個 別 の 力 」 と 「 人 と 関 わ る こ と の で き る 力 j の 2 っ か ら 成 る 。 こ の 子 ど も の 基 礎
的 人 間 力 を 構 成 す る 2 つ の 力 の 具 体 的 な 要 素 は 、 次 に 示 す と お り で あ る 。
① 基 本 と な る 個 別 の 力
ア ) 心 理 的 生 理 的 安 心 感 : 居 場 所 が あ る と し づ 感 覚
イ ) 自 尊 感 情 : 自 己 効 力 感 、 自 己 有 用 感 、 自 分 の こ と を 大 切 だ と 思 う 気 持 ち 等
ウ ) 年 齢 相 応 の 基 本 的 な 生 活 習 慣 : 規 則 正 し い 生 活 、 食 事 、 衛 生 等
エ ) マ ナ ー ( 礼 儀 ) : あ い さ つ 、 身 だ し な み 、 エ チ ケ ッ ト
オ ) 体 力 : 体 を 思 う よ う に 動 か せ る し な や か さ と 全 力 を 出 し 切 る 力
カ ) 耐 性 : 辛 抱 、 が ま ん す る 、 努 力 す る 、 が ん ば る カ
キ ) 自 主 性 ・ 告 立 心 : 自 分 の 考 え を も っ 、 自 分 の こ と は 自 分 で す る
ク ) キ ャ リ ア 意 識 4) : 将 来 へ の 夢 や 希 望 を も っ 、 自 分 の 進 路 に つ い て 考 え る
② 人 と 関 わ る こ と の で き る 力
ア ) コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 : 人 の 話 を 開 く 、 声 を か け る 話 す 、 質 問 す る
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イ ) 他 者 理 解 : 人 の 良 い と こ ろ を み つ け る 、 人 の が ん ば り に 気 づ く
ウ ) 思 い や り : 仲 間 に 誘 う 、 な ぐ さ め る 、 励 ま す 等
エ ) 共 感 性 : 人 の 気 持 ち を 、 相 手 の 立 場 に 立 っ て 考 え ら れ る 、 察 す る
オ ) 協 調 性 : 周 り の 人 と 協 力 す る
カ ) 相 談 す る 力 : 和 談 で き る 相 手 を 見 つ け る 、 悩 み を 相 談 で き る
キ ) 頼 む ・ 依 頼 す る 力 : お 顧 し 1 し て 頼 む こ と が で き る
ク ) 依 存 心 : 相 手 に 頼 れ る 、 適 度 に 甘 え る こ と が で き る
ケ ) 仲 間 に 入 る 力 : 自 分 か ら 仲 間 に 加 わ り 行 動 す る こ と が で き る
コ ) 集 団 の 中 で 過 ご す 力 : 人 と 同 じ 時 間 、 同 じ 場 所 で 過 ご す こ と が で き る
サ ) 地 域 の 人 と 関 わ る 力 : 地 域 の 人 に あ い さ つ す る 、 交 流 す る 、 活 動 に 参 加 す る
先 述 し た 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 「 基 本 的 な 生 活 を 志 向 す る 力 J r心 理 社 会 的 に 獲 得 し
て い く 力 J r不 易 な 力 J r新 し い 力 j と 「 基 本 と な る 個 別 の 力 J r人 と 関 わ る こ と の で き る 力 J
に つ い て 、 表 I … 3-1 ~こ整理した。
表 1 -3幽 1 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 構 成 要 素
基 本 と な る 値 完 Ij の 力
人 と 隣 わ る こ と の で き る 力
基 本 的 な 生 活 翠 彊
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力
不
体 力
他 者 理 解
基 本 的 な 生 活 を
易 耐 性 思 い や り
志 向 す る 力
な 自 主 性 ・ 自 立 心 共 感 性
力
協 調 性
依 存 心
心 理 的 生 理 的 安 心 感
相 談 す る 力
幸万
自 尊 感 情
頼 む ・ 依 頼 す る 力
心 理 社 会 的 に
し
マ ナ ー ( 礼 儀 ) 仲 間 に 加 わ る 力
獲 得 し て い く 力
い
キ ャ リ ア 意 識
地 域 の 人 と 関 わ る 力
力
集 団 の 中 で 過 ご す 力
表 1 - 3・ 1 に 示 し
ど も の 基 礎 的 人 間 力 は 、 ま ず 、 「 基 本 と な る 個 別 の 力 」 を お さ え て お
く 必 要 が あ る 。 そ の 上 で 「 人 と 関 わ る こ と の で き る 力 J を 育 成 し て い く こ と が 大 切 で あ る 。
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子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 は 、 集 団 の 一 員 と し て 生 活 し て い く 力 、 所 属 す る 集 団 の 文 化 に 適 応
す る 力 、 自 分 と は 異 な る 存 在 で あ る 他 者 の 気 持 ち を 共 感 的 に 察 す る 力 、 社 会 的 役 割 jを 遂 行
す る 力 等 、 多 様 な 要 素 か ら 成 っ て い る 。 そ れ ゆ え に 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 は 、 社 会 化 の
過 程 の 中 で 出 会 う 多 様 な { 患 者 と の 相 互 . 作 用 を 通 し て 養 成 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。
現 在 、 中 等 教 育 が 準 義 務 教 育 化 5) し 、 高 等 教 育 機 関 へ の 進 学 率 引 が 伸 び 続 け て い る 。 こ の
状 況 は 、 青 年 の モ ラ ト リ ア ム 化 7) や 不 適 応 8) を 生 ん で 、 い る 要 因 と な っ て い る 。 こ の 期 間 に 、
如 何 に 「 自 分 採 し J 9) を 行 い 、 ど の よ う に 所 属 す る 集 団 に 適 応 し て い く か 、 こ の こ と が 青 年
の 社 会 的 自 立 に 演 す る 大 き な 課 題 と な っ て い る 。 こ の 課 題 を 達 成 す る た め に は 、 社 会 的 相
(social interaction) に よ り 培 わ れ た 社 会 性 の 獲 得 が 不 可 欠 で あ る が 、 子 ど も の 基 礎
的 人 間 力 が 「 育 ち そ び れ J る と 、 必 要 と な る 社 会 性 が 十 分 に は 育 ま れ な い 。 ま た 、 近 年 の
よ う に 情 報 化 や 国 際 化 が 急 速 に 進 展 す る 社 会 で は 、 I C T ス キ ル や 表 現 力 を 含 め た 広 義 の
語 力 10) が 求 め ら れ て い る が 、 こ の こ と も ふ ま え て 学 校 教 育 に お い て 必 要 な 子 ど も の 基 礎 的
人 間 力 を 次 の よ う に 定 義 し て お く D
学 校 教 育 に お け る 基 礎 的 人 間 力 と は 、 一 人 ひ と り の 子 ど も が 学 校 ( 社 会 ) に 適 応 し な が
ら 、 将 来 に お い て 社 会 的 自 立 を 図 り 、 社 会 の 形 成 者 と し て 身 に 付 け る こ と が 求 め ら れ る 社
会 性 の 基 盤 と な る 資 質 や 能 力 の 総 体 で あ る 。
2 . 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 と 社 会 性 な ら び に 社 会 化
ど も の 基 礎 的 人 間 力 は 、 就 学 前 の 家 庭 教 育 や 地 域 社 会 の 中 で 養 成 さ れ 、 子 ど も の 入 学
時 に は 学 齢 期 に 必 要 な 力 が 育 ま れ て い る こ と を 前 提 と し て 学 校 教 育 は 機 能 し て い た 。
し か し 、 近 年 の 子 ど も は 、 基 礎 的 人 間 力 を 十 分 に 身 に 付 け て い る と は 言 え な い 状 況 で あ
る 。 こ の こ と が 、 学 校 の 基 礎 集 団 で あ る 学 級 が 成 立 せ ず に 教 育 が 機 能 し に く い こ と の 原 因
と な っ て い る 。 そ れ ゆ え に 、 小 学 校 入 学 後 、 子 ど も の 発 達 に 応 じ た 基 礎 的 人 間 力 が ど の 程
度 養 成 さ れ て い る の か を 見 極 め る こ と が 必 要 で あ り 、 こ の こ と を 疎 か に す る と 、 小 学 校 低
学 年 以 降 、 順 送 り に 基 礎 的 人 間 力 の 「 育 ち そ び れ 」 に よ る 社 会 性 の 欠 如 が 累 積 さ れ 、 小 学
校 高 学 年 や 中 学 校 段 階 に な る と 、 深 刻 な 生 徒 指 導 上 の 問 題 行 動 と し て 顕 在 化 す る の で あ る 。
前 項 で は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 構 成 要 素 を 示 し た が 、 そ れ ら は 、 家 庭 の 規 則 正 し い
生 活 に よ り 獲 得 さ れ る 基 本 的 な 生 活 習 慣 の よ う な 行 動 様 式 、 地 域 社 会 に お け る 他 者 と の 直
接 体 験 や 感 情 交 流 を 通 し て 養 成 さ れ る 情 動 的 側 面 、 自 己 を 理 解 す る 力 、 言 語 活 動 に よ る 表
現 力 、 他 者 を 理 解 す る 力 、 共 感 性 、 年 齢 相 応 の 規 範 意 識 、 集 団 の 一 員 と し て の 行 動 力 な ど
多 様 で 、 あ り 、 広 義 で は 社 会 性 (sociality) に 類 似 す る 。 し か し な が ら 本 論 文 で は 、 子 ど も の
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基 礎 的 人 間 力 は 、 社 会 性 の 基 盤 1 ) と な る 力 と し て 、 両 者 を 区 別 し て い る 。 次 に 、 子 ど も の
基 礎 的 人 間 力 と 社 会 性 に つ い て 考 察 す る 。
(  1  ) 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 と 社 会 性
ど も の 基 礎 的 人 間 力 は 、 社 会 性 の 基 盤 と な る 力 で あ る O ま た 、 社 会 性 の 基 盤 で あ る
子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 が 養 成 さ れ る こ と を 通 し て 高 次 の 社 会 性 が 育 ま れ て い く の で あ る 。
社 会 性 と は 、 集 団 を つ く っ て 生 活 し よ う と す る 人 間 本 来 の 性 質 で あ り 、 そ の 社 会 生 活
を 営 ん で い く た め に 必 要 な 倫 理 観 、 道 徳 性 、 規 範 ; 意 識 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 、 実 践
力 、 社 交 性 等 の 資 質 や 諸 能 力 の 総 体 で あ る 。 そ れ は 、 多 様 な 他 者 や 環 境 と の 社 会 的 棺
作 用 を 通 し て 、 生 き ら れ る 社 会 に 適 し た 行 動 、 価 値 、 態 度 等 が 内 面 化 さ れ た も の で あ る 。
し か し 、 既 述 の 如 く 社 会 性 は そ の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 が 欠 如 し て い る と
十 分 に は 育 ま れ な い 。 例 え ば 、 表 I - 3・ 1 (65 頁 参 照 ) に 示 し た “ 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力
の 構 成 要 素 " の 「 人 と 関 わ る こ と の で き る 力 j の い く つ か が 「 育 ち そ び れ 」 て い る 状 態
で あ る と 、 高 次 の 社 会 性 は 育 ま れ に く く な る の で あ る 。
ど も の 基 礎 的 人 間 力 は 、 様 々 な 直 接 体 験 の 中 で 他 者 と の 社 会 的 相 互 作 用 を 通 し て 養
成 さ れ る 学 習 性 の 高 し 1 力 で あ る 。 こ の 意 味 に お い て 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 は 、 植 物 モ デ
ル 12) で 例 え ら れ る 内 在 的 な 成 長 力 を 基 礎 に 社 会 へ の 橋 渡 し の 場 18) で あ る 学 校 に お い て 養
成 す る こ と が 必 要 で あ る 。 ま た 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 は 、 鋳 型 モ テ 、 ル 凶 に 例 え ら れ る
社 会 化 の 過 程 、 つ ま り 、 小 学 校 中 学 年 段 階 頃 か ら 急 速 に 発 達 す る ギ ャ ン グ グ ル ー プ 。 ( g a n g
g r o u p )  15) や チ ャ ム グ 、 / レ ー ブ o ( c h u m  g r o u p )  16) な ど の 仲 間 関 係 を 通 し て 育 ま れ る 社 会 的
自 我 17) の 獲 得 を 基 礎 と し な が ら 形 成 さ れ る の で 、 こ の 点 に も 留 怠 し て 、 教 師 は 社 会 性 の
基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。
(  2  ) 社 会 性 と 社 会 イ ヒ の 定 義
既 述 の 如 く 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 は 、 社 会 性 と の 関 連 に お い て 欠 か せ な い 力 で あ る 。
こ こ で 、 は 社 会 性 に つ い て の 定 義 を 行 い 、 子 ど も の 社 会 化 に つ い て 考 察 す る 。
① 社 会 性 の 定 義
社 会 性 は 、 そ の 概 念 と し て の 媛 味 さ か ら 多 様 に 定 義 さ れ て い る 。 辞 書 に よ れ ば 、 「 集
団 を 作 っ て 生 活 し よ う と す る 人 間 の 根 本 的 性 質 J r他 人 と の 関 係 な ど 、 社 会 生 活 を 重 視
す る 性 格 。 ま た 、 社 会 生 活 を 営 む 素 質 ・ 能 力 J 広 く 社 会 に 通 じ る 性 質 。 社 会 生 活 に 関
連 す る 度 合 い ( 大 辞 林 ) 、 「 あ る 社 会 に 固 有 の 性 質 (sociality) J  r集 団 を つ く っ て 生 活
し よ う と す る 人 間 の 根 本 性 質 。 本 能 的 な も の と 考 え る 説 が あ る む 社 交 性 J r社 会 全 般 に
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関 連 す る 性 質 J ( 広 辞 苑 第 5 版 ) 、 「 集 団 を 作 っ て 生 活 し よ う と す る 人 間 本 来 の 性 質 J (現
代 新 国 語 辞 典 ) 等 、 様 々 に 記 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 社 会 性 そ の も の の 意 味 や 内 容
を 問 う と 、 個 と 集 毘 の 問 題 と 重 な る 部 分 が 多 く 、 対 人 関 係 、 人 間 関 係 、 社 会 生 活 が 関
と し て 挙 げ ら れ て い る む ま た 、 発 達 心 理 学 で は 、 社 会 性 の 発 達 を 社 会 的 行 動 の
発 達 と し て 捉 え て お り 、 社 会 化 の 過 程 で 獲 得 し て い く 社 会 性 の 具 体 的 な 発 達 課 題 ( 対
人 行 動 、 集 団 行 動 、 社 会 的 欲 求 、 社 会 的 関 心 等 ) を 挙 げ て い る 。 ま た 、 社 会 性 を 獲 得
し て し だ 過 程 に つ い て は 、 模 倣 、 同 一 視 、 観 察 学 習 、 愛 着 等 の 視 点 か ら 説 明 し よ う と
し て い る 問 。 こ の 発 達 心 理 学 か ら の 知 見 に 基 づ き 、 本 論 文 で は 、 社 会 性 を 前 述 し た こ
と を ふ ま え て 次 の よ う に 定 義 し て お く 19) 。
社 会 性 と は 、 社 会 生 活 を 営 ん で い く た め に 必 要 な 倫 理 観 、 道 徳 性 、 規 範 意 識 、 コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 、 実 践 力 、 社 交 性 等 の 資 質 や 諸 能 力 の 総 体 で あ る 。
② 社 会 化 の 定 義
社 会 性 が 資 質 を 表 す 静 的 な 概 念 な の に 対 し 、 社 会 化 は そ れ ら を 獲 得 す る 動 的 な 過 程
を 表 す 。 そ れ ゆ え に 、 子 ど も が 社 会 性 を 発 達 さ せ て い く に は 、 学 校 内 外 に お い て
な 人 間 関 係 を 通 し て 、 集 毘 適 応 の 能 力 を 身 に 付 け る こ と が 必 要 で あ る 。 こ れ は 、 子 ど
も の 社 会 化 の 過 程 で も あ る 。
社 会 化 の 定 義 2 0 ) は 多 様 で あ る 。 本 論 文 で は 、 社 会 化 を 、 「 個 人 が 所 属 す る 社 会 ま た は
集 団 の 中 で 、 将 来 に お け る 社 会 的 自 立 が 図 れ る よ う に 社 会 の 規 範 や 行 動 様 式 を 学 智 し
内 面 化 し て し 、 く 過 程 と 、 そ の 過 程 で 得 ら れ た 様 々 な 行 動 様 式 を 現 実 と の 関 係 、 で 検 証 し 、
よ り よ い 社 会 の 形 成 者 と し て 文 化 を 倉 IJ り 上 げ て い く 個 人 を 発 達 さ せ て い く 全 て の 過 程
で あ る J と 定 義 し て お く O こ の よ う に 社 会 化 に は 2 つ の 課 題 が あ る 。
第 1 は 、 「 社 会 が ど の よ う に し て 個 人 を そ の メ ン バ ー に 作 り あ げ て い く か J 、 つ ま り 、
個 人 が 属 す る 集 団 の 規 準 に よ る 行 動 モ デ ル の 方 向 に 訓 練 を 受 け る 側 面 で あ る 。
第 2 は 、 「 個 人 が ど の よ う に し て そ の 社 会 を 支 え る メ ン バ … に な っ て い く か J 、 つ ま
り 、 個 人 が 周 囲 の 人 々 と の 間 の 相 互 作 用 を と お し て 、 自 発 性 や 積 極 性 を も っ て 社 会 化
の プ ロ セ ス に 参 加 し て い く 側 面 で あ る 。
社 会 化 と は 、 個 人 が f患 者 と 共 存 し 、 社 会 へ の 関 心 、 社 会 的 価 値 の 内 面 化 、 社 会 的 役
割 の 取 得 、 好 ま し い 人 間 関 係 の 形 成 と 維 持 な ど の 様 々 な 社 会 的 行 動 を 獲 得 し 、 社 会 の
と し て の 型 を 習 得 し て し て 過 程 で あ る が 、 こ れ は 個 人 の 社 会 へ の 適 応 過 程 で あ る
と と も に 、 個 人 が 社 会 ( 集 団 ) と の 関 わ り 、 社 会 的 相 互 作 用 を 通 し て f個 人 の 独 自 性
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が 明 確 に な り 自 律 し て い く 「 個 性 化 J J  2 1 ) の 過 程 で あ る の で あ る 。 つ ま り 、 子 ど も の 社
会 的 な 資 質 や 行 動 を 高 め る こ と 、 す な わ ち 社 会 化 の 促 進 は 、 同 時 に 子 ど も の 個 性 の 伸
長 を 図 る こ と に な る の で 、 子 ど も の 社 会 化 へ の 援 助 は 学 校 教 育 に お い て 必 要 不 可 欠 な
教 育 的 な 働 き か け な の で あ る 。
3 . 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 概 念 の 整 理
平 成 に な っ て か ら の 様 々 な 答 申 や 調 査 報 告 書 等 22) で は 、 「 子 ど も の 社 会 性 が 育 っ て い な し ¥J
「 子 ど も の 社 会 性 が 不 足 し て い る J 子 ど も の 社 会 性 が 未 熟 で あ る i子 ど も の 社 会 性 が 低
下 し て い る j 等 、 子 ど も の 社 会 性 の 欠 如 や 未 熟 さ が 現 代 の 大 き な 問 題 で あ る と 指 摘 さ れ て
し、る O
子 ど も の 社 会 性 は 社 会 化 に よ り 発 達 し て い く が 、 そ の 基 盤 は 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 が き
ち ん と 養 成 さ れ て い る こ と に あ る 。 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 が 「 育 ち そ び れ J て い る と 、 社
会 化 が 促 進 さ れ ず 社 会 性 が う ま く 育 た な い 。 社 会 性 の 欠 如 や 未 熟 さ の 最 大 の 原 因 は 、 子 ど
も の 基 礎 的 人 間 力 の 「 育 ち そ び れ J に あ る の で あ る 。
子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 は 、 生 ま れ 育 つ 環 境 と 生 得 的 な 資 質 能 力 を 基 盤 と し て 、 註 接 体 験
や 現 実 の 人 間 関 係 の 中 で 養 成 さ れ て し 1 く 。 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 は 、 単 な る 知 識 と し て 教
え ら れ る だ け 、 ま た は 擬 似 的 な 間 接 体 験 だ け で は 、 決 し て 身 に 付 か な い 。 直 接 体 験 の 不 足
や 人 間 関 係 、 の 脆 弱 さ な ど に よ っ て 、 年 齢 相 応 の 基 礎 的 人 間 力 が 養 成 さ れ て い な い と 、 そ の
子 ど も の 社 会 性 が 育 た ず 、 そ の 結 果 と し て 子 ど も は 学 校 適 応 が で き ず 、 そ の 結 果 、 様 々 な
問 題 行 動 を 引 き 起 こ す の で あ る 。
以 上 の こ と を 踏 ま え て 、 次 に 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 整 理 す る 。
子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 と 社 会 性 な ら び に 社 会 化 の イ メ ー ジ を 図 1 - 3・ 1 に 示 し た 。
社 会 的 自 立
社 会 性 ( 道 徳 性 を 含 む )
基 礎 的 人 間 カ
図 1 -3・ 1 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 と 社 会 化
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ど も の 将 来 的 な 社 会 的 自 立 を 図 る た め に は 、 適 切 な 社 会 性 の 獲 得 が 不 可 欠 で あ る 。 こ
の 社 会 性 の 獲 得 の た め に 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 養 成 が 必 要 な の で あ る 。 つ ま り 、 社 会
化 の 過 程 の 中 で 、 社 会 性 が 子 ど も に 定 着 す る た め に は 、 そ の 基 盤 で あ る 子 ど も の 基 礎 的 人
間 力 の 養 成 が 必 要 条 件 と な る の で あ る 。
こ れ は 、 コ ン ヒ 。 ュ ー タ 機 器 の 様 々 な ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア (application software) 
が 機 能 す る た め に は 、 そ の 基 礎 と な る 0 8 (Operating 8 y s t e m ) が 不 具 合 な く 稼 働 し て い
る こ と 、 さ ら に は 、 す べ て の 基 盤 と な る マ ザ ー ボ ー ド の B I 0 8 が 正 常 に 機 能 し て い る こ と
が 絶 対 条 件 で あ る こ と に 相 通 じ る と こ ろ が あ る 。 コ ン ヒ O ュ ー タ シ ス テ ム で は 、 土 台 と な る
B I 0 8 に 支 障 が 生 じ る と 、 す べ て の 機 能 は 意 味 を 成 さ な く な っ て し ま う 。 次 に 、 コ ン ピ ュ ー
タ シ ス テ ム ( 図 1 - 3・ 2) を 、 学 校 教 育 と 子 ど も に 誼 き 換 え て 考 察 す る 。
O S  
B I O S  
図 1 -3包 コ ン ビ ュ ー タ シ ス テ ム の 構 造
学 習 指 導 要 領 で 示 さ れ る 学 翌 内 容 は ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア 、 教 師 の 指 導 力 及 び
学 習 活 動 の 主 体 で あ る 子 ど も の 力 が 0 8 、 一 人 ひ と り の 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を B I 0 8 と し
よ う 。 こ の よ う に 置 き 換 え る と 、 土 台 と な る B I 0 8 の 部 分 が 安 定 し て い る こ と に よ り 学 校
教 育 が 安 定 的 に 機 能 し て い る と 捉 え る こ と が で き る 。 こ の こ と を 逆 か ら 考 え る な ら ば 、 子
ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 「 育 ち そ び れ j は 、 学 校 教 育 が う ま く 機 能 し な い 大 き な 原 因 と な っ
て い る と 理 解 す る こ と が で き る の で あ る 。 つ ま り 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 は 社 会 性 の 基 盤
で あ る こ と 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 は 現 実 の 中 で 養 成 さ れ 机 tの 理 論 だ け で は 学 べ な い が
ゆ え に 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 養 成 は 、 学 校 教 育 に お い て も 意 図 的 計 画 的 に 取 り 組 む こ
と が 必 要 な の で あ る 。
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第 2 節 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 類 語
人 間 と し て の 最 も 基 礎 的 な 力 は 、 与 え ら れ た 生 命 を 全 う す る こ と 、
1 換 え れ ば 、 生 き
抜 く こ と に あ る 。 正 岡 子 規 は 、 「 禅 の 悟 り と は 、 ど ん な 状 況 に あ っ て も 死 な な い こ と で あ る
こ と J 2 3 ) で あ る と 言 っ た が 、 こ の 言 葉 は 、 生 ま れ た か ら に は 「 し た た か に J rし な や か に j
生 き よ と い う メ ッ セ ー ジ で あ る が 、 こ の 際 、 生 き る こ と の 意 味 は 、 た だ 本 能 に よ る 生 存 欲
求 ( 生 物 と し て の 身 体 機 能 を 維 持 す る こ と ) に 止 ま ら ず 、 人 間 ら し く 生 き て い く こ と に あ
る 。 人 間 と し て 生 き る た め に は 、 ど う し て も { 患 者 と 適 切 に 関 わ る こ と の で き る 力 が 必 要 で 、
あ る 。 他 者 と 関 わ る た め に は 、 他 者 を 信 頼 し 、 他 者 を 頼 り 、 時 に は 他 者 に 助 け を 求 め る こ
と が で き る と い う 依 存 も 含 ま れ る O そ も そ も 人 間 が た だ 1 人 で 生 き て い く こ と は 難 し い 。
人 間 社 会 で は 、 誰 も が 相 瓦 依 存 を 必 要 と し て お り 、 ま た 、 人 間 に は 、 所 属 す る 集 団 が 必 要
で あ る 。 こ の 点 に お い て 、 人 は 、 自 分 が 所 属 す る 様 々 な 集 団 の 中 で 社 会 化 さ れ て い く こ と
が 必 要 で あ り 、 社 会 化 の 過 程 で 集 団 と 関 連 づ け ら れ な が ら 社 会 的 自 立 を し て い く の で あ る 。
本 論 文 で は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 教 育 に つ い て 論 じ て い る が 、 用 語 と し て
は 「 基 礎 的 人 間 力 J と い う
を 使 用 し て い る 。 次 に 、 こ の 「 基 礎 的 人 間 力 j に 関 係 し た
類 語 と し て 「 人 間 力 J r人 間 基 礎 力 J r社 会 人 基 礎 力 J r社 会 力 J に つ い て 考 察 し て お く O
1  . 人 間 力
ど も の 学 校 教 育 に 関 係 す る 「 生 き る 力 J 24) が 行 政 文 書 や 教 育 用 語 と し て 普 及 す る と と も
に 、 次 の よ う に 「 人 間 力 J を タ イ ト ル に 含 む 行 政 の 報 告 書 や 一 般 国 書 が 散 見 さ れ る よ う に
な っ た 。
- 内 閣 府 人 開 力 戦 略 研 究 会 「 人 間 力 戦 略 研 究 会 報 告 書 若 者 に 夢 と 目 標 を 抱 か せ 、 意 欲
を 高 め る ~ 信 頼 と 連 携 の 社 会 シ ス テ ム ' " ' - ' J  ( 2 0 0 3 年 )
- 市 川 伸 一 『 学 力 か ら 人 間 力 へ 』 教 育 出 版 ( 2 0 0 3 年 )
・ 鳥 越 俊 太 郎 『 人 間 力 の 磨 き 方 』 講 談 社 ( 2 0 0 6 年 )
・有菌格下人間力j を育む学校づくり~地域に信頼される学校を目指して'"'-'~ぎょうせ
い ( 2 0 0 6 年 ) 2 5 )  
- 社 会 経 済 生 産 性 本 部 『 企 業 が 求 め る 人 間 力 』 生 産 性 出 版 ( 2 0 0 6 年 )
・ 鍵 山 秀 三 郎 山 本 一 力 『 人 間 カ を 養 う 生 き 方 』 致 知 出 版 社 ( 2 0 0 7 年 )
-社会経済生産性本部『企業が求める人間力 2~ 生産性出版 (2007 年)、
こ こ に 挙 げ た 「 人 間 力 J は 、 日 常 会 話 で 使 わ れ る 「 人 間 味 」 、 「 人 間 性 J 、 「 人 間 ら し さ J
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と 異 な り 、 個 々 人 が 有 す る 力 と し て 捉 え ら れ て い る 。 「 人 間 力 J を ど う と ら え る か に つ
い て 、 内 閣 府 「 人 間 力 戦 略 研 究 会 」 座 長 の 市 川 伸 一 は 、 次 の よ う に 説 明 し て い る 。
「 文 部 科 学 省 は 、 近 年 の 教 育 改 革 の 中 で 、 自 ら 学 び 、 自 ら 考 え る 力 な ど の 「 生 き る 力 」
と い う 理 念 を 提 唱 し て き た 。 「 人 間 力 j と は 、 こ の 理 念 を さ ら に 発 展 さ せ 、 具 体 化 し た も
の と し て と ら え る こ と が で き る O す な わ ち 、 現 実 の 社 会 に 生 き 、 社 会 を つ く る 人 間 を そ
デ ル と し 、 そ の 資 質 ・ 能 力 を 「 人 間 力 」 と し て 考 え る O 本 委 員 会 の 採 用 し た 人 間 力 の 定
義 と は 、 「 社 会 を 構 成 し 運 営 す る と と も に 、 自 立 し た 一 人 の 人 聞 と し て 力 強 く 生 き て い く
た め の 総 合 的 な 力 J と い う こ と に な る ん 「 こ の 定 義 は 、 多 分 に あ い ま い さ を 合 ん で い る 。
し か し 、 私 た ち は 、 人 間 力 と い う 概 念 を 細 か く 厳 密 に 規 定 し 、 そ れ を 普 及 さ せ る こ と を
こ の 研 究 会 の 使 命 と は 考 え て い な い 。 人 間 力 と い う 用 語 を 導 入 す る こ と に よ っ て 、 「 教 育
と は 、 何 の た め に 、 ど の よ う な 資 質 ・ 能 力 を 育 て よ う と す る の か 」 と い う イ メ … ジ を 広
げ 、 さ ら に そ こ か ら 兵 体 的 な 教 育 環 境 の 構 築 が 始 ま る こ と に こ そ 意 義 が あ る の で あ る J
上 述 の よ う に 市 川 が 示 し た 「 人 間 力 J の 定 義 と 意 義 は 、 「 生 き る 力 J と 緊 密 な 関 係 に あ
る 。 ま た 、 「 人 間 カ 」 の 考 え 方 は 、 そ の 後 の キ ャ リ ア 教 育 で 育 成 す る 主 要 能 力 ( 人 間 関 係
形 成 ・ 社 会 形 成 能 力 、 自 己 理 解 ・ 自 己 管 理 能 力 、 課 題 対 応 能 力 、 キ ャ リ ア プ ラ ン ニ ン グ
能 力 ) や 、 第 3 節 で 後 述 す る 「 社 会 人 基 礎 f J J に お い て も 、 子 ど も に 身 に つ け さ せ る べ
き 能 力 目 標 と し て 引 き 継 が れ て い る 。 こ の 意 味 に お い て 、 本 論 文 が 目 指 す 子 ど も の 基 礎
的 人 間 力 の 養 成 と 目 指 す 方 向 が 似 て い る 側 面 が あ る 。
2 . 人 間 基 礎 力
「 人 間 基 礎 力 J に つ い て 、 CiNii で は 2 本 の 論 文 を 検 索 す る こ と が で き る (2012 年 3 月
現 在 ) 。 そ れ ぞ れ 、 ど の よ う に 捉 え て い る の か に つ い て 、 述 べ る 。
茂 虫 ( 2 0 0 0 年 ) 2 6)は 大 学 の 会 議 で 出 さ れ た 議 論 を ふ ま え て 大 学 生 に は 「 社 会 の 一 員 と
し て 生 き て い く た め に 基 本 的 に 其 備 す べ き 能 力 J が 必 要 で 、 あ る が 、 「 そ の よ う な 能 力 は 、 本
来 、 幼 少 時 か ら 、 人 間 の 発 達 過 程 で 自 然 に 身 に つ く も の で あ る が 、 少 な か ら ぬ 学 生 が 、 必
ず し も 十 分 に 具 備 さ れ な い ま ま 大 学 に 入 学 し て く る j こ と を 挙 げ て い る 。 ま た 、 茂 虫 は 「 人
間 基 礎 力 j を 次 の よ う に 説 明 し て い る 。 「 具 体 的 に は 、 忍 耐 力 、 ; 意 思 伝 達 力 、 折 衝 力 、 協 調
性 、 決 断 力 、 適 応 力 、 行 動 力 、 リ ー ダ ー シ ッ プ な ど Jo ま た 、 「 人 と と も に 生 き る 力 J I事 柄
を 達 成 す る 力 J I予 想 外 の 事 態 に も 耐 え る 力 J I置 か れ た 環 境 を 変 え る 力 J 等 、 多 様 な 力 の
総 体 と し て 捉 え て い る 。 そ し て 、 f学 生 が f人 間 基 礎 力 」 を つ け る た め の 営 み こ そ 、 「 教 育 J
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そ の も の で あ る j と む す ん で い る 。
常 松 山 は 、 キ ャ リ ア 教 育 と の 関 連 の 中 で 、 「 人 間 力 J 、 「 社 会 人 基 礎 力 」 、 「 学 士 力 」 等 を 挙
げ た 上 で 、 社 会 の 求 め る 「 力 J を 視 野 に 入 れ た f人 間 基 礎 力 」 の 醸 成 に つ い て 論 じ て い る 。
こ こ で は 、 キ ャ リ ア 教 育 の 目 的 を 「 人 間 基 礎 力 j の 樹 養 と 捉 え て い る 。
以 上 の 2 つ の 論 文 を 踏 ま え て 、 本 論 文 で 問 題 と し て い る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 と 「 人 間
基 礎 力 J の 差 異 に つ い て 整 理 し て お く 。
「 人 間 基 礎 力 」 は 、 社 会 へ 出 る 前 の 大 学 生 を 対 象 と し て 論 じ ら れ て い る が 、 本 論 文 に お
け る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 は 義 務 教 育 諸 段 階 の 子 ど も を 対 象 と し て い る O つ ま り 、 子 ど も
の 基 礎 的 人 間 力 と は 、 こ れ ま で 論 じ た よ う に 子 ど も の 社 会 性 の 基 盤 と な る 能 力 で あ る O こ
の よ う な 対 象 の 違 し 、 か ら 「 人 間 基 礎 力 」 で は 、 「 社 会 の 一 員 と し て の 能 力 J や 「 社 会 か ら 求
め ら れ る 力 j を 、 そ の 主 要 な 能 力 と し て あ げ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 本 論 文 に お け る 子 ど
も の 基 礎 的 人 間 力 は 子 ど も か ら 大 人 へ と 発 達 し て い く 途 上 に 於 い て 養 成 し て い く こ と が
必 要 な 資 質 能 力 の 総 称 で あ る 。 そ の た め に 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 養 成 を 具 体 的 に 学 校
教 育 の 中 で 、 担 っ て い く こ と を 研 究 の 自 的 と し て い る が こ の 点 が 大 学 生 を 対 象 と し て 使 わ
れ て い る 「 人 間 基 礎 力 」 と の 大 き な 違 い で あ る 。
3 . 社 会 人 基 礎 力
経 済 産 業 省 は 、 「 社 会 人 基 礎 力 J 2 8 )  (Appendix 1  -3) と し て 3 つ の 能 力 及 び 12 の 能 力 要
を 示 し て い る 。 3 つ の 能 力 と は f前 に 踏 み 出 す 力 ( ア ク シ ョ ン ) J  r考 え 抜 く 力 ( シ ン キ
ン グ ) J  rチ ー ム で 働 く 力 ( チ ー ム ワ ー ク ) J で あ り 、 12 の 能 力 要 素 は 、 「 主 体 性 r働 き か け
力 J r実 行 力 J r課 題 発 見 力 J r計 画 力 J r創 造 力 J r発 信 力 J r傾 聴 力 J r柔 軟 性 J r情 況 把 握
力 J r規 律 性 J rス ト レ ス コ ン ト ロ ー ル 力 」 で あ る 。 こ れ ら の 諸 能 力 は 、 学 校 の キ ャ リ ア 教
育 で 育 成 す る 主 要 能 力 ( r 人 間 関 係 形 成 ・ 社 会 形 成 能 力 J r告 己 理 解 ・ 自 己 管 理 能 力 J r課 題
対 応 能 力 J rキ ャ リ ア プ ラ ン ニ ン グ 能 力 J) や 、 日 本 経 済 団 体 連 合 会 の 調 査 結 果 2 9 ) に 示 さ れ
た 社 会 ( 企 業 ) か ら 求 め ら れ て い る 能 力 と 重 な る 点 も 多 い 。
「 社 会 人 基 礎 力 」 に 関 し て 、 粛 藤 3 0 ) (2011 年 ) は 、 小 中 学 校 の 教 師 は 「 社 会 に 出 す 子 ど
も を 育 て る と い う 観 点 J を 必 ず し も 意 識 し て い な い こ と を 指 摘 し て い る 。
し か し な が ら 、 「 社 会 人 基 礎 力 J の 実 際 3 1 ) を 調 べ て い く と 、 企 業 か ら の 人 材 要 詰 の 観 点 ( 企
業 論 理 ) が 色 濃 く 反 映 さ れ て お り 、 必 ず し も 小 中 学 校 の 教 育 に 合 致 す る と は 言 え な い 側 面
が 見 ら れ る 。
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生 徒 指 導 の 究 極 的 な ね ら い が 「 自 己 指 導 能 力 の 育 成 J 3 2 ) に あ る よ う に 、 義 務 教 育 の ね ら い
に は 「 社 会 的 自 立 J を 挙 げ る こ と が で き る 。 こ の ね ら い に 即 し て 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力
を 怠 識 し て 養 成 し て い く こ と が 、 こ れ か ら の 学 校 教 育 に は t必 要 で あ る 。
な お 、 キ ャ リ ア 教 育 で は 、 「 社 会 的 ・ 職 業 的 自 立 、 社 会 ・ 職 業 へ の 円 滑 な 移 行 に 必 要 な 力 J
の 要 素 を 整 理 し た う え で 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知 識 ・ 技 能 と 、 専 門 的 な 知 識 ・ 技 能 を 示 し て い
る が 、 f基 礎 的 ・ 汎 用 的 能 力 」 と し て 、 「 人 間 関 係 形 成 ・ 社 会 形 成 能 力 J I 自 己 理 解 ・ 自 己 管
理 能 力 J I課 題 対 応 能 力 J Iキ ャ リ ア プ ラ ン ニ ン グ 能 力 j を 挙 げ て い る 人 間 関 係 形 成 ・ 社
会 形 成 能 力 」 を 例 に す る と 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル 、 チ ー ム ワ ー ク 、 リ ー ダ ー シ ッ
プ 等 の 具 体 的 な 能 力 要 素 を 示 す こ と で 、 学 校 教 育 に お い て 「 基 礎 的 ・ 汎 用 的 能 力 」 を 子 ど
も に 身 に 付 け さ せ る よ う に 求 め て い る 。 こ こ に 示 さ れ た 能 力 に は 、 本 論 文 で 問 題 と し て い
る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 と 重 な る 力 も 多 い 。
4 . 社 会 力
社 会 性 に 類 似 す る 用 語 に 「 社 会 力 j が 使 わ れ る こ と が あ る 。 こ の 「 社 会 力 」 と 社 会 性 と
の 相 違 に つ い て 、 以 下 、 整 理 す る 。
尾 木 (2000 年 ) 3 3 ) は 、 現 在 の 日 本 の 子 ど も に つ い て 「 人 間 と し て の 基 礎 力 で あ る 「 社 会
力 J ( 門 脇 厚 司 ) を f喪 失 j し て き て い る 」 と 述 べ 、 「 人 間 と し て の 基 礎 力 J が 社 会 力 で あ
る と し て い る O
こ の 「 社 会 力 J と し づ 言 葉 を 考 え 、 世 に 広 め た 門 脇 (2001 年 ) は 、 「 社 会 力 j に つ い て 次
の よ う に 定 義 し て い る o 社 会 を 構 成 す る 一 市 民 と し て 積 極 的 に 社 会 に 関 わ っ て い く 力
capability of citizenship J  3 4 ) 、 「 社 会 を 作 り 、 作 っ た 社 会 を 運 営 し つ つ 、 そ の 社 会 を 絶 え ず
作 り 変 え て い く た め に 必 要 な 資 質 や 能 力 J 3 針 。 こ こ に 示 し た よ う に 、 「 社 会 力 j は 、 学 校 教
育 を 超 え た 地 域 社 会 の 教 育 力 再 生 の た め の 力 で あ る 。 こ の 意 味 に お い て 、 「 社 会 力 」 は 、 本
論 文 で 対 象 と し て い る 子 ど も の 社 会 性 よ り も 上 位 の 力 で あ る と 捉 え る こ と が で き る 。
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ず 。 不 易 は 古 に よ ろ し く 、 後 に 叶 ふ 匂 な れ ば 、 千 歳 不 易 と い ふ 。 流 行 は 一 時 一 持 の 変
に し て 、 昨 日 の 風 今 日 よ ろ し か ら ず 、 今 日 の 風 明 日 に 用 ひ が た き ゅ へ 、 A 持 流 行 と は
云 は や る 事 を い ふ な り o J  
3) 兵 庫 県 立 但 馬 や ま び こ の 郷 『 平 成 2 2 年 度 位 馬 や ま び こ の 郷 サ テ ラ イ ト 事 業 ( 問 題 を 抱
え る 子 ど も 等 の 自 立 支 援 に 関 す る 調 査 研 究 ) r利 用 者 ア ン ケ ー ト ( 追 加 調 査 ) 調 査 報 告
2 0 1 1 年 3 月 を 参 考 に し て 考 え た 。
4) 文 部 科 学 省 「 今 後 の 学 校 に お け る キ ャ リ ア 教 育 ・ 職 業 教 育 の 在 り 方 に つ い て - 第 二 次 審
議 経 過 報 告 - J 中 央 教 育 審 議 会 キ ャ リ ア 教 育 ・ 職 業 教 育 特 別 部 会 、 平 成 2 2 年 5 月 O
答 申 に よ れ ば 、 キ ャ リ ア (career) と は 、 r1 極 々 人 が 生 涯 に わ た っ て 遂 行 す る 様 々 な
場 や 役 割 の 連 鎖 及 び そ の 過 程 に お け る 自 己 と 働 く こ と と の 関 係 付 け や 価 値 付 け の 累 積 J
と 定 義 さ れ て い る ま た 、 キ ャ リ ア 教 育 に つ い て は 、 「 児 童 生 徒 一 人 一 人 の キ ャ リ ア 発 達
を 支 援 し 、 そ れ ぞ れ に ふ さ わ し い キ ャ リ ア を 形 成 し て い く た め に 必 要 な 意 欲 ・ 態 度 や 能
力 を 育 て る 教 育 J と 定 義 さ れ 、 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 等 、 各 学 校 段 階 に お い て 全 教 育 活 動 を
通 し て 推 進 し て い く こ と が 示 さ れ た む
5) 文 部 科 学 省 資 料 「 戦 後 に お け る 高 等 学 校 入 学 者 選 抜 制 度 等 の 経 緯 」 に よ れ ば 、 戦 後 の 新
制 高 等 学 校 発 足 は 昭 和 2 3 年 で あ る が 、 新 制 中 学 校 第 一 期 生 ( 約 1 5 8 万 人 ) の 高 校 進 学 率
は 4 2 . 5 % ( 昭 和 2 5 年 ) で あ っ た 。 そ れ 以 降 、 昭 和 3 0 年 (166 万 人 ) 5 1. 5 % 、 昭 和 3 5 年
( 1 7 7 万 人 ) 5 7 . 7 % 、 昭 和 4 0 年 (235 万 人 ) 7 0 . 7 % 、 昭 和 4 5 年 (166 万 人 ) 8 2 . 1 % 、 昭
和 5 0 年 (158 万 人 ) 9 1. 9 % 、 昭 和 5 5 年 ( 1 7 2 万 人 ) 9 4 . 2 % と 上 昇 し 続 け 、 平 成 6 年 (168
万 人 ) 9 6 . 5 % 、 平 成 11 年 (150 万 人 ) 9 6 . 9 % 、 平 成 16 年 (127 万 人 ) 9 7 . 5 % と 推 移 し て
い る O
6) 文 部 科 学 省 資 料 「 高 等 教 育 機 関 へ の 入 学 状 況 ( 過 年 度 高 卒 者 等 を 含 む ) の 推 移 j に よ れ
ば 、 平 成 2 1 年 度 の 高 等 教 育 機 関 へ の 進 学 率 は 、 7 7 . 6 % で あ る 。 内 訳 は 、 大 学 ・ 短 期 大 学
5 6 . 2 % 、 大 学 5 0 . 2 % 、 短 期 大 学 6 . 0 % 、 専 修 学 校 ( 専 門 課 程 ) 2 0 . 4 % と な っ て い る 。
7) 小 此 木 啓 吾 『 モ ラ ト リ ア ム 人 関 の 心 理 構 造 』 中 央 公 論 社 、 1 9 7 9 ( 昭 和 54) 年。
8) 文 部 科 学 省 初 等 中 等 教 育 局 児 童 生 徒 課 「 平 成 2 2 年 度 児 童 生 徒 の 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 に
関 す る 調 査 に つ い て J ( 平 成 2 3 年 8 月 4 日 公 表 ) に よ れ ば 、 高 等 学 校 に お け る 中 途 退 学
者 数 は 5.3 万 人 ( 前 年 度 約 5.7 万 人 ) で 、 中 途 退 学 者 の 割 合 は 1 . 7 % ( 前 年 度 1 . 7 0/0) で
あ る O 内 訳 は 、 「 学 校 生 活 ・ 学 業 不 適 応 J を 事 由 と し た 中 途 退 学 者 の 割 合 は 3 9 . 0 % ( 前 年
度 3 9 . 3 % ) 0 r進 路 変 更 J を 事 由 と し た 中 途 退 学 者 の 割 合 は 34.1 %  ( 前 年 度 32.8 0/0) 0  r経
済 的 理 由 」 を 事 由 と し た 中 途 退 学 者 の 割 合 は 1 . 9 % ( 前 年 度 2 . 9 % ) で あ っ た 。
9) 教育改革研究会編『中央教育審議会「審議のまとめ」解説と関連資料~ r学 校 運 常 研 究 j
(35 巻 9 号 ) 明 治 図 書 、 1 9 9 6 年、 15 真 。 答 申 の 文 書 に は 、 f教 育 は 自 分 探 し を 扶 け る 営
み で あ る 」 と 情 緒 的 と も い え る 表 現 で 述 べ ら れ て い る 。
10) r国 語 力 J は 、 文 部 科 学 省 文 化 庁 文 化 部 国 語 課 文 化 審 議 会 「 こ れ か ら の 時 代 に 求 め ら れ
る 国 語 力 に つ い て J ( 平 成 16 年 2 月 3 13 公 表 ) に ま と め ら れ て い る 。 そ こ に は 、 人 間 関
係 形 成 に 関 す る 重 要 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン カ と し て 不 可 欠 な 力 で あ る こ と が 示 さ れ て い
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る。
11 ) 国 立 教 育 政 策 研 究 所 生 徒 指 導 研 究 セ ン タ -~r社会性の基礎j を育む「交流活動」パ体
験 活 動 人 と か か わ る 喜 び 」 を も っ 児 童 生 徒 に ~ 2 0 0 4 年 3 月 O
12) O.F. ボ ノ レ ノ ウ / 森 昭 ・ 岡 田 渥 美 訳 『 教 青 を 支 え る も の 』 繁 明 書 房 、 2 0 0 6 年、 37 貞。
教 青 の 「 本 質 は 、 存 機 体 の 法 則 に 従 っ て 内 的 必 然 性 を も っ て 中 か ら 展 開 し て く る も の
を 、 成 長 さ せ る こ と に あ る 」 と 、 f有 機 体 論 的 な 教 育 観 j を 論 じ て い る 。
13) 子 ど も が 、 最 初 に 第 一 次 集 団 と は 異 な る 社 会 的 な 集 毘 に 導 か れ る の は 学 校 で あ る 。 ア ー
レ ン ト が 、 「 学 校 は そ も そ も 家 族 か ら 世 界 へ の 移 行 を 可 能 に す る た め 、 わ れ わ れ が 家 庭 の
私 的 領 域 と 世 界 と の 開 に 挿 入 し た 制 度 で あ る J ( H a n n a h A r e n d t . 引 田 隆 也 ・ 斉 藤 純 一 訳
『 過 去 と 未 来 の 間 』 み す ず 書 房 、 1995 年、 2 5 4・ 255 頁 ) と い う よ う に 、 学 校 は 社 会 ( 共
同 体 ) に お け る 制 度 で あ る 。 学 校 は 、 家 庭 と 社 会 と の 中 間 的 な 位 置 を 占 め て お り 、 両 者
を 媒 介 す る 役 割 を 来 た さ な け れ ば な ら な い 。
14) O.F. ボ ル ノ ウ / 森 昭 ・ 岡 田 渥 美 訳 、 上 掲 書 、 P.36
o
r技 術 論 的 J な 教 育 論 と し て 、 f合 目
的 的 に 仕 事 を す る 手 工 業 職 人 が 一 定 の 製 品 を 製 作 す る 過 程 を モ デ ル に し て 教 育 が 考 え ら
れ る 」 こ と の 問 題 点 を 指 摘 し て い る 。
15) g a n g  age。 大 辞 林 に よ れ ば 、 「 小 学 校 後 半 く ら い の 年 齢 の 子 供 が 、 向 性 だ け の 閉 鎖 的 集
間 を つ く っ て 、 い た ず ら ・ 遊 び ・ 乱 暴 な 行 為 な ど を す る 成 長 過 程 の 一 時 期 。 徒 党 時 代 。 J
と 示 さ れ て い る 。
16) c h u m  ship。 チ ャ ム に は 、 「 親 友 、 仲 良 し 、 仲 間 、 伺 僚 j な ど の 意 味 が あ る 。 ギ ャ ン グ
エ イ ジ と は 異 な り 、 同 じ 趣 味 や 趣 向 を も っ 者 同 士 が 親 密 な グ ル ー プ 。 を 形 成 す る O
17) George Herbert M e a d .船 津 衛 ・ 徳 川 註 人 編 訳 『 社 会 的 自 我 』 恒 星 社 厚 生 関 、 1991 年。
M e a d，  G. H.，  Selectlθ d 防 'riti力 g s， (Reck，  A.J.，  ed よ T h e Social S e lf， T h e  J o u r n a l  o f  
P hJ1o s o p hy; Psychology; a n d  & α :entl・ fic M e t h o d s，  1 0 (1 0 1 3 ) : 3 7 4・ 380.i n  T h e  
Bobbs-Merrill，  1964，  pp.142・ 149.
ミ ー ド の 自 我 論 で は 、 人 間 の 自 我 は 社 会 的 な も の と さ れ 、 孤 立 し た も の で は な く 、
他 者 と の か か わ り に お い て 生 ま れ 、 発 達 す る も の で あ る 。
G e o r g e  Herbert M e a d .河 村 望 訳 『 精 神 ・ 自 我 ・ 社 会 』 人 間 の 科 学 社 、 1995 年。
G e o r g e  Herbert M e a d .稲 葉 ・ 滝 沢 ・ 中 野 訳 『 精 神 ・ 自 我 ・ 社 会 』 青 木 書 倍 、 1992 年。
G e o r g e  H. M e a d，  edited a n d  with a n  introduction b y  Charles W .  Morris，  I必 'n d， S e lf， 
a n d  Society; f r o m  the standpoint o f  a  social behaviorist，  1934，T h e  University of 
Chicago Press. 
「 自 我 と は 、 本 質 的 に 社 会 的 構 造 で あ り 、 社 会 的 経 験 の な か か ら 生 じ る J (150 
「 自 我 は 、 こ う し づ 他 者 の 個 人 的 態 度 を 組 織 化 さ れ た 社 会 的 態 度 、 も し く は 集 団 の 態 度
へ と 組 織 化 す る こ と で 、 そ の 十 全 な 発 達 を 達 成 す る J (169 頁 )
18) 渡 辺 弥 生 ・ 伊 藤 順 子 ・ 杉 村 伸 一 郎 編 『 原 著 で 学 ぶ 社 会 性 の 発 達 J ナ カ ニ シ ヤ 出 版 、 2 0 0 8
年。
19) 本 定 義 は 、 次 の 論 文 に 示 し た 。 拙 著 f小 中 学 校 に お け る 人 間 関 係 構 築 力 ・ 調 整 力 と 学 校
生 活 に 関 す る 調 査 研 究 J 関 西 学 院 大 学 文 学 部 佐 々 木 正 昭 研 究 室 『 教 育 の 創 造 特 別 活
動 ・ 生 徒 指 導 の 理 論 と 実 践 - 第 1 号 』 平 成 17 年 3 丹、 1・ 2 4 真 。 な お 、 本 研 究 は 、 日 本
学 術 振 興 セ ン タ 一 平 成 16 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 奨 励 研 究 ) 課 題 番 号 :16905008 に よ っ
て 行 わ れ た 。
20) 中 村 豊 「 学 校 教 育 に お け る 社 会 的 な 資 質 や 能 力 及 び 態 度 の 形 成 に 関 す る 研 究 J~日本生
涯教育学会論集 32~ 日本生涯教育学会、平成 23 年 9 月 O
2 1 ) 渡 辺 弥 生 ・ 伊 藤 顕 子 ・ 杉 村 伸 一 郎 編 上 掲 書 、 ix
22) 例 え ば 、 高 階 玲 治 「 学 校 力 と し て の 社 会 性 育 成 j 高 階 玲 治 編 著 『 豊 か な 心 を 育 て る f社
会 性 育 成 j 力 』 ぎ ょ う せ い 、 2 0 0 5 年、 2・ 9 真 。 滝 充 「 社 会 性 を 育 て る と い う こ と J~総
合教育技術~ ( 5 月 号 ) 小 学 館 、 2 0 0 4 年、 60-62 頁 。 都 研 ・ 幼 児 教 育 部 「 デ ー タ に 見 る 規
範 意 識 」 東 京 都 新 教 育 研 究 所 『 教 育 じ ほ う よ 1999 年、 14剛 27 頁 。 中 央 教 育 審 議 会 答 申 r21
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世 紀 を 展 望 し た 我 が 国 の 教 育 の 在 り 方 に つ い て j 、 1 9 9 6 年 。 文 部 科 学 省 少 年 の 問 題 行 動 な
ど に 関 す る 調 査 協 力 者 会 議 「 心 と 行 動 の ネ ッ ト ワ ー ク " - " 1 心 J の サ イ ン を 見 逃 す な 、 「 情
報 連 携 j か ら 「 行 動 連 携 j へ j 、 2 0 0 1 年、
23) 1禅 の 悟 り と は 、 い つ で も 、 ど こ で も 死 ぬ る 覚 悟 が で き る こ と だ と 思 っ て い た が 、 よ く
考 え て み る と 、 そ れ は 大 変 な 誤 り で 、 い か な る 場 合 で も 、 平 気 で 生 き る こ と で あ る こ と
が わ か っ た 。 正 岡 子 規 『 病 林 六 尺 j ] ( 岩 波 文 庫 6 0綱 引
24) 1生 き る 力 j の 定 義 は 文 部 科 学 省 に よ り 次 の よ う に 示 さ れ て い る 。
「 し 、 か に 社 会 が 変 化 し よ う と 、 自 ら 課 題 を 見 つ け 、 自 ら 学 び 、 自 ら 考 え 、 主 体 的 に 判 断
し 、 行 動 し 、 よ り よ く 問 題 を 解 決 す る 資 質 や 能 力 、 自 ら を 律 し つ つ 、 他 人 と と も に 協 識
し 、 他 人 を 思 い や る 心 や 感 動 す る 心 な ど の 豊 か な 人 間 性 、 た く ま し く 生 き る た め の 健 康
や 体 力 な ど の 「 生 き る 力 」 で あ る 。
文 部 科 学 省 「 小 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 総 則 編 入 2 0 0 8 ( 平 成 20) 年、 3
25) 有 菌 格 下 人 間 力 j を 育 む 学 校 づ く り ~ 地 域 に 信 頼 さ れ る 学 校 を 呂 指 し て " - " j ] ぎ ょ う せ
い、 2 0 0 6 年 。 本 書 で は 、 「 生 き る 力 j と 「 人 間 力 j の と ら え 方 を 論 じ た う え で 、 人 間 力
を 育 む 教 育 課 程 の 研 究 、 人 間 力 と 社 会 力 を 育 む 教 育 に つ い て も ふ れ て い る 。
26) 茂 監 一 紘 1 人 間 基 礎 力 j と 課 外 活 動 の 充 実 J 文 部 省 『 大 学 と 学 生 8 月 号 j ] ( 通 巻 4 2 7
号 ) 第 一 法 規 、 2 0 0 0 年、 11・ 1 4
27) 常 松 玲 子 「 人 間 基 礎 力 溺 養 の た め の エ ク ス テ ン シ ョ ン 講 座 活 用 - サ ー ビ ス 待 遇 検 定 ・ 秘
書 検 定 を 通 し て - J 秘 書 サ ー ピ ス 接 遇 教 育 学 会 『 研 究 大 会 報 告 J研 究 集 録 ( 1 4) 、 2 0 0 9 年、
8 8・ 9 1
28) 経 済 産 業 省 「 社 会 人 基 礎 力 入 門 書 j 学 情 、 2 0 1 0 年、 4・ 5
29) 日 本 経 済 団 体 連 合 会 「 新 卒 採 用 ( 2 0 1 0 年 3 月 卒 業 者 ) に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 J
(http://www.keidanren.or.jp/japanese/policy/2010/030kekka.pdf、
2 0 1 0 年 11 月 5 日 参 照 )
30) 蔚 藤 浩 「 社 会 人 基 礎 力 か ら み た 学 校 教 育 の 今 日 的 課 題 」 円 弗 教 大 学 教 育 学 部 学 会 紀 要 第
1 0 号 J イ 弗 教 大 学 、 2 0 1 1 年、 77-88
3 1 ) 社 会 人 基 礎 力 を w e b で 検 索 す る と 、 社 会 人 基 礎 力 を 有 償 で 個 別 診 断 を す る も の か ら 、
無 償 の チ ェ ッ ク リ ス ト 診 断 の も の ま で 、 多 く の 企 業 が 商 品 化 し て い る こ と が 確 認 で き る 。
内 容 を 見 て い く と 、 高 校 生 や 大 学 生 の 就 職 活 動 の ツ ー ル 化 し て い る の で 、 民 間 企 業 に 就
職 す る 段 階 で は な し ' 1 /J、 中 学 生 に そ の ま ま 転 用 す る と 問 題 点 の 多 い 内 容 で あ る と 判 断 し た 。
32) 文 部 省 『 生 徒 指 導 の 手 引 ( 改 訂 版 ) j ] 大 蔵 省 印 刷 局 、 1 9 8 1 年。
33) 尾 木 直 樹 『 子 ど も の 危 機 を ど う 見 る か J 岩 波 新 書 、 2 0 0 0 年、 8 6
34) 門 脇 厚 司 『 大 人 の 条 件 J 岩 波 書 応 、 2 0 0 1 年、 6 1
35) 門 脇 厚 司 『 子 ど も の 社 会 力 J 岩 波 新 書 、 1 9 9 9 年、 6 1
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第 E 部 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 に
つ い て の 実 証 的 研 究
第 1 章 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 に つ い て の 先 行 研 究 と
カ リ キ ュ ラ ム 開 発 の 要 点
本 論 文 で は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 は 社 会 性 の 基 盤 で あ る と 捉 え て い る 。 本 章 で は 、 予
れ ま で に 子 ど も の 社 会 性 を 育 む た め に 取 り 組 ま れ た 教 育 実 践 に つ い て 、 ま ず 、 教 育 行 政 が
し て 推 進 さ れ た 教 育 施 策 と し て の 取 り 組 み を 整 理 し た 上 で 、 教 育 現 場 に お け る 実 践 研
究 と 学 術 研 究 の 成 果 に 分 け て 検 証 す る 。 次 に 、 先 行 研 究 の 知 見 を ふ ま え て 、 子 ど も の 基 礎
的 人 間 力 を 養 成 す る 学 校 教 育 の 場 で あ る 学 級 集 団 の 特 質 と そ こ で の 人 間 関 係 に つ い て 述 べ
る。
第 1 節 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 に つ い て の 先 行 研 究 と そ の 検 証
学 校 教 育 現 場 で は 、 1 9 8 0 年 代 以 降 、 子 ど も の 人 間 関 係 や 社 会 性 の 育 成 に 関 わ る プ 口 グ ラ
ム が 全 国 的 に 実 践 さ れ る よ う に な っ て き た そ の 背 景 に は 、 1 9 7 6 ( 昭 和 51) 年 の 中 央 教
育 審 議 会 の 提 言 を 受 け て 1 9 7 7 ( 昭 和 52) 年 に 告 示 さ れ た 小 中 学 校 の 学 習 指 導 要 領 に よ り 、
小 学 校 は 1 9 8 0 ( 昭 和 55) 年 度 か ら 、 中 学 校 は 1 9 8 1 ( 昭 和 56) 年 度 か ら 実 施 さ れ た fゆ
と り カ ワ キ ュ ラ ム J の 影 響 が あ る 。 特 に 、 中 学 校 で は 、 週 あ た り 2 時 間 の 特 別 活 動 の 時 間
が お か れ た こ と か ら 「 ゆ と り あ る 充 実 し た 学 校 生 活 J を 実 現 す る た め に 、 多 様 な 教 育 実 践
に 取 り 組 む よ う に な っ た 。 そ の 典 型 が 、 鳥 取 大 学 教 育 学 部 附 属 中 学 校 に お い て 学 級 活 動 の
時 間 に 取 り 組 ま れ た 構 成 的 グ ル ー プ ・ エ ン カ ウ ン タ ー の 実 践 1 ) で あ る 。
し か し 、 本 論 文 で 問 題 と し て い る 子 ど も の 社 会 性 の 基 盤 と し て の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 教
育 活 動 と い う 視 点 で 取 り 組 ま れ た 先 行 研 究 は 、 国 立 教 育 政 策 研 究 所 生 徒 指 導 研 究 セ ン タ ー
( 2 0 0 4 年 ) の 報 告 書 2) お よ び 滝 ( 2 0 0 9 年 ) の ピ ア ・ サ ポ ー ト に 関 す る
当 た ら な い 。
3) の 他 に は 見
た だ 、 “ 社 会 性 " を キ ー ワ ー ド と し た 研 究 を レ ビ ュ ー す る と 、 教 育 現 場 か ら は 、 多 く の 実
践 研 究 が 報 告 さ れ て い る 。 そ れ で 、 こ れ ま で の 子 ど も の 社 会 牲 に 演 す る 研 究 の 知 見 を 整 理
す る こ と に よ っ て 、 本 論 文 で 問 題 と し て い る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 実 証 的 研 究 の 手
が か り を 得 る こ と に す る 。
嶋 7 8 ・
1  . 子 ど も の 社 会 性 に 関 す る 研 究 の 背 景
日 本 の 学 校 は 、 少 年 非 行 第 3 の ピ ー ク ( 1 9 8 3 ( 昭 和 58) 年 ) の 頃 、 教 育 荒 廃 と い わ れ
る 現 象 が 社 会 的 な 関 心 を 集 め る よ う に な っ た 。 具 体 的 に は 、 受 験 競 争 の 弊 害 、 い じ め 問 題 、
登 校 拒 否 、 校 内 暴 力 、 家 庭 内 暴 力 等 で あ る 。 特 に 、 神 奈 川 県 横 浜 市 の 中 学 生 等 に よ る 浮 浪
者 殺 傷 事 件 4) 、 東 京 都 町 田 市 の 中 学 校 に お け る 事 件 5) な ど 社 会 に 大 き な 衝 撃 を 与 え る 出 来
事 は 、 中 学 校 に お け る 「 荒 れ J ( 暴 力 行 為 ) の 深 刻 な 実 態 を 社 会 に 発 信 す る 契 機 と な っ た 。
当 時 の 中 学 校 は 、 全 国 的 に 荒 れ て い て 、 校 内 暴 力 や 授 業 妨 害 な ど に よ り 授 業 が 成 立 し な
い こ と が 日 常 化 し て い る 学 校 も 見 ら れ た 。 そ の よ う な 状 況 を 落 ち 若 い た 学 習 環 境 に 回 復 し
て い く た め に 、 生 徒 指 導 の 見 直 し を 図 り 、 そ の 機 能 を 発 捧 し て い く こ と が 強 く 求 め ら れ る
よ う に な る 。 そ の た め に 、 教 員 特 定 研 修 と し て の f生 徒 指 導 講 鹿 J 6) が 開 始 さ れ た 。 本 研
修は、『生徒指導の手引~ 7) の 内 容 を 周 知 徹 底 す る と と も に 学 校 カ ウ ン セ ラ ー ( 相 談 教 師 )
の 養 成 を 図 る た め に 、 小 中 学 校 教 諭 と 高 等 学 校 教 諭 を 対 象 と し て 実 施 さ れ た 。 な お 、 こ の
墳 か ら 「 カ ウ ン セ リ ン グ ・ マ イ ン ド J 8) と い う 和 製 教 育 用 語 が 普 及 し て し 1 く。
学 校 正 常 化 の た め に 開 始 さ れ た 、 こ の 生 徒 指 導 講 座 に お い て 、 カ ウ ン セ リ ン グ に 関 す る
包 話 的 な 研 修 が 行 わ れ た こ と か ら カ ウ ン セ リ ン グ 技 法 の 知 見 が 学 校 に 広 ま っ た 。 こ の 研 修
は 、 そ の 後 、 地 方 自 治 体 に 移 管 さ れ る 中 で 、 “ 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ 研 修 " と 名 称 が 変 更 さ れ 、
カ ウ ン セ リ ン グ 研 修 ( A p p e n d i x 耳 -1-1) の 中 級 程 度 と 位 置 付 け ら れ て い る 。 こ の よ う な カ
ウ ン セ リ ン グ 研 修 を 受 講 す る 教 師 が 増 え る に つ れ て 、 学 校 で は 、 学 級 お よ び 学 年 単 位 に お
い て グ ル ー プ 0 ・ ア プ ロ ー チ の 技 法 を 生 か し た 教 育 実 践 が 行 わ れ る よ う に な る 。 ま た 、 こ の
よ う な 教 青 実 践 を ま と め た 書 籍 も 刊 行 さ れ 、 構 成 的 グ ル ー プ 0 ・ ェ ン カ ウ ン タ ー 、 グ ル ー プ O
ワ ー ク 等 の プ ロ グ ラ ム が 学 校 に 普 及 す る よ う に な っ た 。 こ れ ら の 呉 体 的 な 内 容 に つ い て は 、
先 行 研 究 の レ ビ ュ ー に お い て 後 述 す る 。
前 述 の 如 く 1 9 8 0 年 代 の 荒 れ た 子 ど も へ の 生 徒 指 導 を 機 能 さ せ る た め の 一 助 と し て 、
校 カ ウ ン セ リ ン グ の 技 法 が 教 育 相 談 に 関 心 を 持 つ 教 師 を 中 心 に 普 及 し て い っ た 。 そ の 後 、
1 9 9 0 年 代 に な る と 、 現 職 教 師 の 長 期 研 修 、 大 学 院 研 修 等 に お い て 集 団 を 対 象 と し た 心 理 教
育 ブ O ロ グ ラ ム の 実 践 的 な 研 究 が 取 り 組 ま れ る よ う に な る 。 こ の 研 究 の 成 果 は 、 教 師 が 所 属
す る 研 究 会 や 学 術 団 体 等 の 研 究 紀 要 お よ び 学 会 誌 な ど の 誌 面 で 報 告 さ れ る よ う に な っ た 。
こ の よ う な 経 緯 の 中 、 1 9 9 0 年 代 以 降 の 子 ど も の 社 会 性 に 視 点 を 当 て た 研 究 で は 、 社 会 性 尺
度 の 作 成 9) と 社 会 性 を 育 む た め に 実 施 さ れ た ブ O ロ グ ラ ム の 成 果 が 報 告 さ れ て い る 。
と こ ろ で 、 社 会 性 に つ い て は 既 述 の 如 く 多 義 的 か っ 多 様 な 捉 え 方 を さ れ て い る の が 現 状
幽 7 9 ・
で あ る 。 社 会 性 の に つ い て は 第 I 部 第 3 1 節 2 項 (66 頁 参 照 ) で 論 じ た が 、 社 会
性 を 厳 密 に 定 義 す る と 対 象 が 狭 く な る の で 、 本 節 で は 、 社 会 性 を あ ま り 厳 密 に 定 義 せ ず に 、
事 業 名 や 施 策 、 研 究 論 文 タ イ ト ノ レ な ど に “ 社 会 性 " に 関 す る 語 句 が 使 用 さ れ て い る 1 9 9 0
年 代 以 降 に 教 育 現 場 で 行 わ れ た 、 小 学 校 か ら 高 等 学 校 ま で の 子 ど も を 対 象 と し た 社 会 性 に
関 す る 実 証 的 な 研 究 を レ ピ 、 ュ ー す る こ と に す る ま ず 、 教 育 行 政 が 主 体 と な っ て 取 り 組 ま
れ た 研 究 事 例 を 整 理 す る 次 に 研 究 者 に よ る 学 術 論 文 を 中 心 に 整 理 し て 、 そ の 特 徴 に つ い
て 考 察 す る 。
2 . 先 行 研 究 と し て の 子 ど も の 社 会 性 に 関 す る 研 究
(  1  ) 教 育 行 政 主 導 型 の 実 践 事 例
1 9 9 0 年 代 に は 、 地 方 自 治 体 に お け る 教 育 委 員 会 独 自 の カ ウ ン セ リ ン グ 研 修 が も た れ る
よ う に な る 。 ま た 、 各 教 育 委 員 会 で は 、 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ の 考 え を 生 か し た 生 徒 指 導
と し て の 子 ど も の 人 間 関 係 づ く り 、 子 ど も の 社 会 性 を 育 む 教 育 ブ O ロ グ ラ ム を 、 教 育 施 策
の 一 環 と し て 実 施 す る よ う に な る 。 こ の 動 向 は 、 全 国 都 道 府 県 政 令 都 市 教 育 委 員 会 に み
ら れ る が 、 本 節 で は 筆 者 が 収 集 す る こ と の で き た 研 究 お よ び 実 践 事 例 に 限 定 し て 考 察 す
る 。 本 節 で 取 り 上 げ る 13 の 研 究 お よ び 実 践 事 例 は 、 表 n-1-1 に 整 理 し た 通 り で あ る 。
表 耳 -1・ 1 子 ど も の 社 会 性 に つ い て の 教 膏 委 員 会 の 研 究 と 実 践 事 例
番 号 年 度
教 育 委 録 会 対 象 学 校 キ ー ワ ー ド
エ ピ ヂ ン ス
①  1998 治 i、'，1)，1，、'r~ヒ教育センター指導相談 fns
小 中 学 校
人 間 関 係 づ く り 、 モ デ ル プ ロ グ ラ ム
×  
②  
1 9 9 9 兵 " ド 県 、 7 教 育 研 修 所 心 の 教 育 総 { t で ン タ ー 小 中 学 校 、 高 校
「 心 び ) 教 f J ' J 、 ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト
x  
③  
2 0 0 1  {!d"[ 県 教 fT セ ン タ
小 中 学 校
対 人 関 係 パ 1主
O  
④  
2 0 0 1  Yi 子 保 守 総 < f 教 fT セ ン タ 小 学 校
子 i 会 件 、 社 会 的 ス キ ル 、 交 流 活 動
O  
⑤  
2 0 0 2  )1 蛤 rli総 fT 教 ガ セ ン タ ー
小 中 学 校
尺 f主 作 成 、 検 ポ Ef受 業 、 十 i 会 14:
O  
⑥  2 0 0 4 お 1 県 総 介 教 育 で ン タ
小 中 学 校
子L:;'，;J'rj スキルベ f芝、十l:~"的スキルトレーニング
O  
法パ"ノ ¥  
2 0 0 5 栃 木 県 総 介 教 育 セ ン タ
小 中 学 校
人 間 関 f系 づ く り 、 ブ ロ グ ラ ム
×  
⑧  
2 0 0 5 さ い た ま 市 教 育 委 u会
小 中 学 校
人 間 的 係 ブ ロ グ ラ ム 、 質 問 紙 パ f支
O  
⑨  
2 0 0 6  T - 然 保 教 育 会 1 会 小 中 学 校
「 人 間 関 係 機 築 の た め の 実 践 プ ロ グ ラ ム 」
O  
「 智 子 か な 人 fll}¥] f ， 系 づ く り 文 会 民 主 ブ ロ グ ラ ム 」
⑩  
2 0 0 6  s ( 城 県 教 育 会 u会
小 中 学 校
t-J 人 関 係 ス キ ル 、 機 成 l下j グ ル ー プ ・ ン カ ウ ン タ
×  
ビ ア ・ カ ウ ン で リ ン グ 、 ピ ア ・ サ ポ ー ト
⑮  2 0 0 6  .¥1，)1 [x: 教 育 委 u会
小 中 学 校
r  rti t<: 科 J 、 ス キ ル 教 育
×  
⑫  
2 0 0 7  tlt 凶 作 [ メ ー 教 育 委 社 会 中 学 校
rll 科 J 、 i'l Lよ 炎 現 (assertion training) 
×  
⑬  2 0 0 8 横 浜 市 教 育 会 討 会
小 中 学 校
社 会 的 ス キ ル
×  
嚇 80 ・
表 II-1-1 ， こ 示 し た 研 究 お よ び 実 践 事 例 は 、 大 き く 3 つ に 分 類 で き る 。 第 1 は 教 育 セ ン
タ ー が 行 っ た 研 究 、 第 2 は 教 育 特 区 に お け る 学 習 指 導 要 領 に 縛 ら れ な い 試 行 的 な 実 践 、
第 3 は 教 育 委 員 会 が 啓 発 す る た め に 研 修 資 料 と し て 作 成 お よ び 配 布 し た も の で あ る 。
教 育 セ ン タ ー の 研 究 で は 、 プ ロ グ ラ ム の 効 果 を 検 証 す る た め に 尺 度 が 作 成 さ れ 、 エ ピ
デ ン ス ペ ー ス の 研 究 が 目 指 さ れ て い る 。 教 育 特 区 で の 実 践 は 、 実 施 プ ロ グ ラ ム や 教 科 用
図 書 が 作 成 さ れ 、 教 育 評 価 を 課 し て い る 点 に 特 徴 が み ら れ る 。 以 下 、 そ れ ぞ れ の 研 究 お
よ び 実 践 の 概 要 に つ い て 述 べ る 。
① 埼 玉 県 立 北 教 育 セ ン タ 一 指 導 相 談 部 ( 1 9 9 8 ) 10) 
児 童 生 徒 の 人 間 関 係 づ く り に 関 す る 研 究 、 小 ・ 中 学 校 に お け る モ デ ル 授 業 を 提 示 。
実 践 さ れ た 検 証 授 業 が な い た め に 、 プ ロ グ ラ ム の 効 果 に つ い て は 不 明 で あ る 。
② 兵 庫 県 立 教 育 研 修 所 心 の 教 育 総 合 セ ン タ ー ( 1 9 9 9 ) ll) 
「 心 の 教 育 J ， こ 関 わ る 小 学 校 か ら 高 等 学 校 ま で の 授 業 実 践 研 究 を 報 告 。 ス ト レ ス マ
ネ ジ メ ン ト を 応 用 し た 取 り 組 み が 多 い た だ し プ ロ グ ラ ム に お け る 校 種 聞 の 系 統 性
は 見 ら れ ず 、 教 育 現 場 か ら の 実 践 報 告 に 止 ま っ て い る 。
③ 佐 賀 県 教 育 セ ン タ ー ( 2 0 0 1 年 ) 12) 
ど も の 対 人 関 係 の 実 態 を 調 査 し 対 人 関 係 に 関 す る 尺 度 作 成 を 行 い 、 小 学 校 で 、 は 「 積
極 的 な 自 己 理 解 、 他 者 を 尊 重 す る 姿 勢 、 良 好 な 友 人 感 j の 3 因 子 を 、 中 学 校 で は
欲 的 で 建 設 的 な 自 己 理 解 、 自 由 な 告 己 表 現 、 他 者 を 尊 重 す る 資 勢 」 の 3 因 子 を 抽 出 し
て い る 。
④ 岩 手 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー 中 間 ( 2 0 0 1 年 ) 13) 
小 学 校 5 年 生 の 社 会 性 を 「 自 己 理 解 力 、 他 者 へ の 共 感 的 理 解 、 役 割 取 得 j と し て と
ら え 、 社 会 的 ス キ ル の 指 導 と 地 域 と の 交 流 活 動 を 行 う 中 で 、 子 ど も た ち の 社 会 性 が 高
ま っ た こ と を 報 告 し て い る 。
⑤ 川 崎 市 総 合 教 育 セ ン タ ー ( 2 0 0 2 年 ) 14) 
小 学 校 6 年 生 と 中 学 校 2 年 生 を 調 査 対 象 と し て 尺 度 作 成 な ら び に 検 証 授 業 。 そ こ で
は 、 社 会 性 の 表 出 を 支 え る 3 要 素 を 「 基 本 的 信 頼 感 、 学 級 活 動 J意 欲 、 学 級 活 動 ス キ ノ レ j
と し て 捉 え 、 そ れ ぞ れ の 因 子 を 抽 出 。 「 学 級 活 動 ス キ ル J の 因 子 構 造 は 、 「 関 わ る 力 j
( 人 間 関 係 調 整 力 ) . 倉 IJ る 力 J ( 課 題 達 成 力 ) の 2 つ で あ っ た こ と を 報 告 し て い る 。
⑥ 富 山 県 総 合 教 育 セ ン タ ー 宝 田 ( 2 0 0 4 年 ) 15) 
小 学 校 4'"'--6 年 生 、 中 学 校 全 学 年 を 対 象 に 調 査 を 行 い 、 社 会 的 ス キ ル 尺 度 を 作 成 O
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ま た 、 中 学 生 用 学 校 生 活 適 応 感 尺 度 ( 友 だ ち と の ふ れ あ い 、 自 己 有 用 感 の 2 因 子 構 造 )
と 対 人 的 自 己 効 力 感 尺 度 ( 対 人 葛 藤 解 決 、 対 人 サ ポ ー ト の 2 因 子 構 造 ) を 作 成 し て 、
中 学 生 に お け る 社 会 的 ス キ ル ト レ ー ニ ン グ を 実 施 す る こ と で 社 会 的 ス キ ル の 育 成 の 効
果 を 検 証 し て い る 。
⑦ 栃 木 県 総 合 教 育 セ ン タ ー ( 2 0 0 5 年 ) 16) 
児 童 生 徒 の 人 間 関 係 づ く り の た め に 、 具 体 的 な 技 術 の 習 得 に 向 け た 訓 練 と し て の プ
ロ グ ラ ム を 提 示 。 栃 木 県 内 の 教 師 向 け に 冊 子 や w e b 上 で 配 布 し て い る 。 プ ロ グ ラ ム の
検 証 は 行 わ れ て い な い 。
③ さ い た ま 市 教 育 委 員 会 ( 2 0 0 5 年 )
「 潤 い の 時 間 」 で 人 間 関 係 プ ロ グ ラ ム ( H u m a n Relation T raining 、 通 称 H R T ) を
2 0 0 5 年 9 月 よ り 実 施 。 ブ 。 ロ グ ラ ム は 、 独 自 に 作 成 さ れ た 質 問 紙 尺 度 に よ っ て 検 証 さ れ
て お り 、 児 童 生 徒 の 人 間 関 係 づ く り に 一 定 の 効 果 の あ っ た こ と が 報 告 さ れ て い る 。
⑨ 千 葉 県 教 育 委 員 会 ( 2 0 0 6 年 ) 17) 
f人 間 関 係 構 築 の た め の 実 践 プ ロ グ ラ ム J~心の教育実践ブρログラムの実践研究J を
千 葉 県 2 0 0 6 ア ク シ ョ ン プ ラ ン に 基 づ き 実 施 、 現 在 も 、 事 業 名 や 名 称 の 変 更 が あ る
が 、 継 続 し て 「 豊 か な 人 間 関 係 づ く り 実 践 プ 口 グ ラ ム J を 実 施 し て い る 。 研 究 指 定 校
で は 、 プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 検 証 し 、 効 果 の あ る こ と を 報 告 し て い る 。
⑬ 茨 城 県 教 育 委 員 会 ( 2 0 0 6 年 )
fし 、 ば ら さ 教 育 プ ラ ン 』 に よ る 児 童 生 徒 の 対 人 関 係 ス キ ル の 向 上 ( 構 成 約 グ ル ー
プ ・ エ ン カ ウ ン タ ー 、 ピ ア ・ カ ウ ン セ リ ン グ 、 ピ ア ・ サ ポ ー ト ) の 研 修 資 料 を 作 成 す る 。
⑪ 品 川 区 教 育 委 員 会 ( 2 0 0 6 年 ) 18) 
「 市 民 科 J を 新 設 し 教 科 と し て 実 践 。 そ の ね ら い は 、 「 教 養 豊 で 品 格 の あ る 人 間 を
て る こ と を 臼 指 し 、 児 童 ・ 生 徒 一 人 一 人 が 自 ら の あ り 方 や 生 き 方 を 自 覚 し 、 生 き る 筋
を 見 付 け な が ら 自 ら の 人 生 観 を 構 築 す る た め の 基 礎 と な る 資 質 や 能 力 を 育 J む こ と
に あ る 。 授 業 内 容 は 将 来 の 社 会 の 形 成 者 に 必 要 と な る 様 々 な ス キ ル 教 育 も 織 り 込 ま れ
て い る 。 教 科 と し て の 実 践 で あ る た め に 、 教 青 評 価 ま で を 課 し て い る 。
⑫ t世 田 谷 区 教 育 委 員 会 ( 2 0 0 7 年 ) 19) 
「 日 本 語 科 J を 新 設 し 教 科 と し て 実 践 し て い る 表 現 J の
内 容 に 自 己 表 現
(assertion training) を 採 り 入 れ て い る が 、 プ ロ グ ラ ム の 検 証 は さ れ て い な し 、 。
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⑬ 横 浜 市 教 育 委 員 会 ( 2 0 0 8 年 )
「 子 ど も の 社 会 的 ス キ ル 横 浜 プ ロ グ ラ ム J 20) を 実 践 。 小 中 学 校 向 け に 、 シ ョ ー ト
エ ク サ サ イ ズ 「 か ら 1 校 時 (45 分 o r 5 0 分 ) で 行 う エ ク サ サ イ ズ ま で 集 録 さ れ て い る 。
プ ロ グ ラ ム の 検 証 は 行 わ れ て い な し 1 0
こ れ ら の 実 践 は 、 子 ど も の 人 間 関 係 や 社 会 性 を 高 め る こ と を 百 的 と し た 授 業 を 学 校 全
体 で 実 践 し て い る こ と に 特 色 が あ る 。 ま た 、 都 道 府 県 の 教 育 セ ン タ ー に お け る 研 究 の 動
向 に は 、 児 童 生 徒 の 社 会 性 を 育 て る 方 法 と し て カ ウ ン セ リ ン グ 技 法 を 授 業 に 活 用 す る 「 心
理 教 育 j の 導 入 と し づ 共 通 点 が あ る 。
他 方 、 国 立 教 育 政 策 研 究 所 ( 2 0 0 4 年 ) 2 1 ) は 、 児 童 生 徒 が 「 人 と か か わ る 喜 び 」 や 意 欲
を も ち 自 己 有 用 感 を 育 て る こ と が 社 会 牲 を 育 む と し て 、 「 交 流 活 動 J•  r体 験 活 動 」 プ ロ グ
ラ ム の 効 果 を 検 証 し て い る 。 ま た 、 国 立 教 育 政 策 研 究 所 ( 2 0 0 4 年 ) は 社 会 性 の 育 成 に つ
い て 、 学 校 教 青 の 中 で は 、 「 特 別 活 動 を は じ め と す る 様 々 な 集 団 活 動 を 通 し て 育 ま れ る も
の J 2 2 ) で あ り 、 効 果 測 定 に つ い て は 、 「 広 範 囲 に 、 か っ 発 達 の 視 点 を 踏 ま え て 長 期 間 に わ
た っ て 継 続 的 に そ の 効 果 を 確 認 す る こ と が 必 要 」 で あ る と 指 摘 し て い る 。 こ の 指 摘 は 、
わ が 国 で 実 践 さ れ て い る 多 く の 生 徒 指 導 的 ブ O ロ グ ラ ム に 当 て は ま る 。 こ こ に 挙 げ た 実 践
研 究 で は 、 そ の プ ロ グ ラ ム の 効 果 お よ び 、 成 果 に つ い て の 検 証 を 十 分 に 積 み 重 ね て こ な か
っ た た め に エ ピ デ ン ス が 蓄 積 さ れ て い な い と い う 問 題 が あ り 、 類 似 す る 実 践 的 研 究 の 課
題 と な っ て い る 。
(  2  ) 教 育 現 場 で 行 わ れ た 実 践 的 な 研 究
概 述 の 如 く 1 9 8 0 年 代 後 半 以 降 の 教 育 現 場 で は 、 子 ど も の 人 間 関 係 づ く り や 、 子 ど も
の 社 会 性 を 育 む こ と を ね ら い と し た 研 究 が 行 わ れ る よ う に な り 、 構 成 的 グ ル ー プ ェ ン
カ ウ ン タ ー 、 ソ ー シ ヤ ル ス キ ル ・ ト レ ー ニ ン グ 等 、 カ ウ ン セ リ ン グ の 技 法 名 を つ け た 教
育 実 践 に 関 わ る 研 究 論 文 が 増 加 し て い る 。
本 項 は 、 小 中 学 校 お よ び 高 校 の 教 師 が 多 く 所 属 し て お り 、 現 職 教 員 の 掲 載 論 文 が 多 い
学 会 誌 か ら 、 筆 者 が 収 集 す る こ と の で き た 研 究 論 文 に つ い て 考 察 す る が 、 そ の た め に 、
検 索 範 囲 は 限 定 的 で あ る 。 本 節 の 対 象 と な っ た 17 の 研 究 論 文 は 、 次 頁 の 表 n-1・ 2 に 整
理 し た 通 り で あ る 。 次 に 、 そ れ ぞ れ の 論 文 に つ い て 考 察 す る 。
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表 立 ・ 1-2 子 ど も の 人 間 関 係 づ く り お よ び 社 会 性 に 関 す る 研 究 論 文
番 号 年 度 執 筆 者
①  1 9 8 6 園 分 ・ 縫 部
②  1 9 8 9 横 浜 市 学 校 G W T研 究 会
③  1 9 9 5 中 村
④  1 9 9 7 赤 津
⑤  1 9 9 8 鴎 分
⑥  1 9 9 8 罷 分 ・ 片 野 ・ 小 山 ・ 岡 田
⑦  1 9 9 8 高 橋
⑧  1 9 9 8 石 川
対 象 学 校
中 学 校
小 学 校
中 学 校
中 学 校
キ ー ワ ー ド
構 成 的 グ 、 ル ー プ ・ エ ン カ ウ ン タ 一 、
人 間 関 係 づ く り プ ロ グ ラ ム 、 特 別 活 動 ( 学 級 活 動 )
課 題 ( ゲ … ム ) 、 「 仲 間 づ く り 」
人 間 関 係 プ ロ グ ラ ム 、 尺 度
ニ ュ ー ・ カ ウ ン セ リ ン グ 、
構 成 的 グ 、 ル ー プ ・ エ ン カ ウ ン タ ー
多 く の 健 常 者 を 育 て る 視 点 、 子 ど も の 社 会 化
育 て る カ ウ ン セ リ ン グ
f サ イ コ エ デ ュ ケ ー シ ョ ン J ( 心 理 教 育 )
j、 中 学 校
育 て る カ ウ ン セ ワ ン グ
小 学 校 人 間 関 係 、 構 成 的 グ ル ー プ ・ エ ン カ ウ ン タ ー
ソ ー シ ヤ ノ レ ス キ ル ・ ト レ ー ニ ン グ 、 プ ロ グ ラ ム 開 発
教 育 課 程 へ の 位 置 付 け 、 予 防 開 発 的 な 側 面
⑨  1 9 9 9 埼 玉 大 学 教 育 学 部 附 嬬 中 学 校 中 学 校 ピ ア ・ カ ウ ン セ ワ ン グ 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間
⑩  2 0 0 0  河 村
⑮  2 0 0 1 河 村
⑫  2 0 0 3 渡 辺 ・ 山 本
⑬  2 0 0 3 大 場 ・ 山 崎
⑭  2 0 0 3 大 野
⑮  2 0 0 4 金 山 ・ 佐 藤 ・ 前 回
⑮  2 0 0 5 小 野 寺 ・ 河 村
⑫  2 0 0 5 市 川 ・ 佐 光
① 割 分 ・ 縫 部 ( 1 9 8 6 ) 23) 
小 中 学 校 「 心 の 教 育 j 、 対 人 関 係 能 力
小 学 校
中 学 校
中 学 校
構 成 的 グ ル ー プ ・ エ ン カ ウ ン タ 一 、
心 理 教 育 、 学 級 経 営
ソ ー シ ャ ル ス キ ル ・ ト レ … ニ ン グ 、 自 尊 心
ピ ア ・ サ ポ ー ト
心 理 教 育 的 援 助 サ ー ピ ス シ ス テ ム 、 1 次 的 教 育 援 助
包 括 的 プ ロ グ ラ ム の 開 発
小 中 学 校 集 団 ソ ー シ ャ ル ス キ ル ・ ト レ … ニ ン グ
中 学 校
シ ョ ー ト エ ク サ サ イ ズ 、
構 成 的 グ 、 ノ レ ー プ ・ エ ン カ ウ ン タ ー
中 学 校
ソ ー シ ャ ル ス キ ル ・ ト レ ー ニ ン グ
エ ピ ヂ ン ス
×  
×  
O  
O  
O  
O  
×  
O  
O  
O  
O  
O  
構 成 的 グ 、 ノ レ ー ブ ェ ン カ ウ ン タ ー (Structured G r o u p  E n c o u n t e r、 以 下 、 S G E と
略 す ) を 導 入 し て 実 践 さ れ た 、 教 師 と 生 徒 の 「 人 間 関 係 づ く り 」 プ ロ グ ラ ム 。 本 研 究
は 、 鳥 取 大 学 教 育 学 部 総 属 中 学 校 に お い て 特 別 活 動 の 学 級 活 動 の 待 問 で 取 り 組 ま れ た 。
そ の 後 、 本 研 究 は 広 島 県 の 中 学 校 や 他 県 で の 実 践 に 拡 が り 、 プ ロ グ ラ ム を ま と め た 本
は 第 4 集 ま で 刊 行 さ れ て い る 。
② 横 浜 市 学 校 G 羽 TT 研 究 会 ( 1 9 8 9 ) 24) 
課 題 ( ゲ ー ム ) を 通 し た 「 仲 間 づ く り J の た め の プ ロ グ ラ ム 開 発 。 小 学 校 を 対 象 と
し た 多 様 な ブ O ロ グ ラ ム と 、 す ぐ に 使 用 す る こ と の で き る 資 料 と 人 間 関 係 に 関 す る 理 論
的 な 説 明 が ま と め ら れ て い る 。
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③ 中 村 ( 筆 者 ) ( 1 9 9 5 年 ) 2 5 )  
プ レ ス タ イ ム 社 ( 柳 原 ， 1 9 8 4 )  2 6 ) が 、 人 間 関 係 プ ロ グ ラ ム に 関 し て 企 業 研 修 と し
て 実 施 し て き た ワ ー ク を 、 学 校 教 育 現 場 で 使 い や す い よ う に プ ロ グ ラ ム 内 容 を 加 除 修
正 し て 、 中 学 校 の 授 業 に お い て 実 践 さ れ た 。 独 自 の 尺 度 を 作 成 し 、 プ ロ グ ラ ム の 効 果
に つ い て 検 証 さ れ て い る O
④ 赤 津 ( 1 9 9 7 ) 27) 
ニ ュ ー ・ カ ウ ン セ リ ン グ と S G E を 折 衷 し た 体 験 的 グ 、 ノ レ ー フ 。 実 習 を 構 成 し 、 中 学 校
1 年 生 3 学 級 に お け る 授 業 を 各 6 回 行 う 。 そ の 結 果 、 学 級 の 雰 囲 気 を よ り よ く し 、 個
人 の 成 長 ・ 発 達 の 下 地 を 整 え る 効 果 が あ っ た こ と を 報 告 し て い る 。 身 体 接 触 の あ る ワ
ー ク の 問 題 点 に も 言 及 し て お り 、 中 学 校 に お け る プ ロ グ ラ ム 内 容 が 示 唆 さ れ る 。
⑤ 国 分 ( 1 9 9 8 ) 28) 
教 師 の 行 う 学 校 教 育 相 談 活 動 に つ い て 、 治 療 的 な 1 対 1 の 他 人 相 談 だ け に と ら わ れ
る こ と な く 、 多 く の 健 常 者 を 育 て る 視 点 と 、 学 校 教 育 の 教 師 に は 、 主 た る 任 務 と し て
ど も を 社 会 化 す る こ と が 必 要 で あ る 点 を 指 摘 し た 。 こ の こ と は 、 生 徒 指 導 に お け る
積 極 的 な 指 導 と 同 じ 視 点 で あ り 、 育 て る カ ウ ン セ リ ン グ が 急 速 に 学 校 教 育 に 導 入 さ れ
る 先 駆 け と な っ た 。
⑥ 割 分 ・ 片 野 ・ 小 山 ・ 向 田 ( 1 9 9 8 ) 2 9 )  
「 サ イ コ エ デ 、 ュ ケ … シ ョ ン J ( 心 理 教 育 ) を 学 校 の 授 業 ( 特 別 活 動 、 道 徳 の 時 間 、
総 合 的 な 学 習 の 時 間 等 )~こ導入することを「育てるカウンセリングJ として意義付け
て い る 。 こ の 考 え は 、 学 校 教 育 現 場 に 急 速 に 広 ま り 、 心 理 教 育 を 学 校 教 育 の 中 に 取 り
入 れ た 研 究 や 実 践 が 増 加 す る 一 因 と な っ た 。
⑦ 高 橋 ( 1 9 9 8 ) 3 0 )  
児 童 同 士 ・ 児 童 と 教 師 の 人 間 関 係 を よ り よ く し て い く た め の 方 法 と し て S G E の 有
効 性 を 示 し た 上 で 、 S G E の 効 果 的 な 活 用 の た め に 、 授 業 の 中 へ の 位 置 付 け や 年 間 指
導 計 画 に 基 づ い た 実 施 の 重 要 性 を 指 摘 し て い る 。 こ れ は 、 単 発 的 な プ ロ グ ラ ム 実 践 や 、
回 数 的 に 少 な い 実 践 が 多 い こ と に 示 唆 的 で あ る 。
⑧ 石 川 ( 1 9 9 8 ) 31) 
石 川 は 、 こ れ ま で の ソ ー シ ャ ル ス キ ル ・ ト レ ー ニ ン グ (Social Skill Training 、 以
下、 S S T 略 す ) の 適 用 は 相 談 室 や 単 一 事 例 報 告 が 多 い こ と を あ げ 、 学 校 現 場 の 学 級
集 団 で の 適 用 の た め に S S T の 内 容 や 形 態 、 授 業 で の 実 施 、 プ ロ グ ラ ム 開 発 と 教 育 課
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程 の 中 へ の 位 置 付 け を 今 後 の 課 題 と し て 指 掃 す る D こ の 指 摘 は 、 S S T が 特 殊 教 青 ( 現
在 の 特 別 支 援 教 育 ) に お け る 治 療 的 な 側 面 が 強 か っ た こ と に 対 し て 、 健 常 児 に お け る
問 題 行 動 へ の 予 妨 開 発 的 な 側 面 に 着 自 し て い る 点 が 示 唆 的 で あ る 。
⑨ 埼 玉 大 学 教 育 学 部 鮒 属 中 学 校 (1999 年 ) 82) 
総 合 的 な 学 習 の 時 間 に お け る ピ ア ・ カ ウ ン セ リ ン グ 実 践 講 座 が 報 告 さ れ て い る 。 干
の 実 践 は 、 選 択 教 科 の 「 保 健 j の 一 環 と し て 行 わ れ て い る が 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間 の
研 究 開 発 校 で の 試 行 的 な 取 り 組 み と い う 一 面 も あ る 。
⑮ 河 村 (2000) 8 8 )  
「 心 の 教 育 J に 活 か す カ ウ ン セ リ ン グ と し て 、 「 育 て る J と い う 教 青 的 視 点 か ら 対
人 関 係 能 力 の 育 成 が 重 要 で あ る こ と を 第 1 に あ げ 、 心 理 教 育 を 体 系 的 に 教 育 活 動 に 取
り 入 れ る こ と の 必 要 性 を 論 じ て い る 。 こ の 点 に つ い て は 、 児 童 生 徒 の 発 達 段 階 や 、 校
種 間 の 連 続 性 等 、 学 校 教 育 を 9 年 な い し 12 年 間 と い う 期 間 で 捉 え て い こ う と す る 傾
向 が 示 さ れ て い る 。
⑬ 河 村 (2001) 84) 
小 学 校 5 年 生 1 学 級 を 対 象 に し た S G E 年 間 プ ロ グ ラ ム を 作 成 ・ 実 施 し 、 心 理 教 育
を 学 級 経 営 に 位 置 付 け た カ リ キ ュ ラ ム の 可 能 性 を 報 告 。 心 理 プ ロ グ ラ ム を 教 育 課 程 に
位 置 付 け る こ と の 必 要 性 や 利 点 が 示 さ れ て い る 。 た だ し 、 全 国 す べ て の 小 学 校 の 学 級
担 任 が 一 律 に 行 え る か と い う 点 に お い て は 課 題 も 残 さ れ て い る 。
⑫ 渡 辺 ・ 山 本 (2003) 85) 
中 学 1 年 生 1 学 級 を 対 象 に 4 回 の S S T を 実 施 し 、 自 尊 心 に 及 ぼ す 効 果 を 検 討 す る
中 で 、 学 級 単 位 で S S T を 経 験 さ せ る 利 点 を 述 べ て い る 。 こ の こ と は 、 心 理 教 育 を 特
設 時 間 に お け る 1 部 の 生 徒 を 対 象 と し て 実 践 さ れ て き た 研 究 に 対 し 、 学 級 集 団 を 単 位
と し た 授 業 の 重 要 性 を 示 し て い る 。
⑬ 大 場 ・ 山 崎 (2003) 86) 
中 学 校 に お け る ピ ア ・ サ ポ ー ト 学 習 の プ ロ グ ラ ム 実 践 を 報 告 し て い る が 、 そ の 中 で
指 導 者 の 力 量 に つ い て 専 門 的 な 研 修 を 積 む 必 要 性 を 指 摘 し て い る 。 ニ の 指 摘 は 、 各 種
技 法 を 匂 話 的 に 取 り 入 れ た 心 理 教 育 を 誰 が 行 っ て い く か 、 と し づ 現 実 的 な 問 題 に 対 し
て 、 示 唆 的 で あ る O ま た 、 専 門 研 究 の あ り 方 、 研 修 プ ロ グ ラ ム の 検 証 等 、 多 く の 課 題
を 示 す も の で あ る 。
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⑬ 大 野 ( 2 0 0 3 ) 3 7 )  
心 理 教 奇 的 援 助 サ ー ピ ス シ ス テ ム の 1 次 的 援 助 サ ー ビ ス の 内 容 を 、 学 校 教 育 相 談 担
当 者 が 行 う 1 次 的 教 育 援 助 ( す べ て の 子 ど も に 関 わ る 適 応 、 学 習 ス キ ル 、 対 人 関 係 、 能
力 な ど ) と し て 整 理 し 、 心 理 教 育 を 含 め た 各 学 校 で の 実 践 的 で 包 括 的 な プ ロ グ ラ ム の
開 発 を 緊 急 な 課 題 と し て あ げ て い る O こ れ は 全 国 的 に 普 及 し て き た 様 々 な プ ロ グ ラ
ム が 、 点 ( バ ラ バ ラ ) と し て の 実 践 に 留 ま っ て い る 状 況 を 改 善 し 、 面 と し て い く こ と
の 必 要 性 を 指 摘 し て い る 。
⑬ 金 山 ・ 佐 藤 ・ 前 回 ( 2 0 0 4 ) 3 8 )  
我 が 国 に お け る 学 級 単 位 の 集 団 S S T に 関 す る 研 究 を 概 観 し 、 小 学 生 と 比 較 す る と 、
中 学 生 を 対 象 と し た 集 団 S S T 研 究 は か な り 少 な い 現 状 を 報 告 し て い る 。 こ の こ と に
関 し て は 、 教 科 担 任 制 を と る 中 学 校 で の 教 育 課 程 編 成 上 の 課 題 や 、 待 問 確 保 の 困 難 さ 、
プ ロ グ ラ ム 開 発 の 遅 れ な ど が 要 密 で あ る と 思 わ れ る 。 ま た 、 学 級 数 ( 教 柄 数 ) は 、 小
学 校 の 方 が 中 学 校 よ り も 格 段 に 多 い こ と を 考 慮 、 し な け れ ば な ら な い が 、 教 科 の 専 門 性
が 強 い 中 学 校 だ か ら こ そ 教 育 課 程 に 位 置 付 け た ほ う が 実 施 し や す い こ と を 示 し て い
る。
⑬ 小 野 寺 ・ 河 村 ( 2 0 0 5 ) 3 9 )  
シ ョ ー ト エ ク サ サ イ ズ に よ る 計 画 的 ・ 長 期 的 な S G E プ ロ グ ラ ム を 中 学 校 l 校 の 全
学 級 を 対 象 に 実 践 し 、 多 く の 生 徒 の 学 級 生 活 満 足 を 高 め る こ と が で き た と 報 告 し て い
る 。 前 述 し て き た 諸 研 究 と 比 較 し て 、 対 象 人 数 、 実 施 回 数 と も に 多 く 、 カ リ キ ュ ラ ム
イ と さ れ た 取 組 で あ る 。 し か し な が ら 、 中 学 校 の 授 業 で 行 う た め に は 、 5 0 分 授 業 と し
て 計 画 す る こ と が 重 要 で あ る 。 な ぜ な ら ば 、 教 育 課 程 に 位 置 付 け る こ と で 時 間 割 や 年
間 指 導 計 画 と の 関 連 で 生 じ る 様 々 な 支 障 を 解 消 で き る か ら で あ る 。
⑫ 市 ) 1 ・ 佐 光 ( 2 0 0 5 ) 4 0 )  
中 学 校 の 生 徒 会 に お け る 委 員 会 活 動 の 生 徒 を 中 心 と し た S S T を 放 課 後 に 6 回 実 施
し た プ ロ グ ラ ム の 成 果 を 報 告 す る と と も に 、 授 業 に お け る 系 統 的 リ ハ ー サ ル の 必 要 性
を 報 告 し て い る 。 こ の こ と は 、 心 理 教 育 を 様 々 な 教 育 活 動 と 有 機 的 に 関 連 付 け 、 学 校
の 教 育 活 動 に 位 賓 付 け て い く た め の 工 夫 を 示 し て い る 。
以 上 、 1 7 本 の 論 文 に つ い て 考 察 し た 。 ① ② ⑨ は 、 教 育 現 場 に お け る 実 践 集 と し て の 内 容
で あ る が 、 他 の 1 4 本 の 研 究 論 文 で は 、 プ ロ グ ラ ム の 検 証 が 行 わ れ て い る 。
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し か し な が ら 、 プ ロ グ ラ ム に 参 加 し て い る 子 ど も の 人 数 、 検 証 し よ う と し て い る 能 力 等
は 多 岐 に 渡 っ て い る む そ れ ぞ れ の 論 文 に 共 通 す る の は 、 い わ ゆ る 「 心 理 教 育 」 を 授 業 と し
て 実 践 し て い る 点 に あ る 。 今 後 の 研 究 に お い て は 、 ⑬ で も 指 摘 さ れ て い る よ う に 、 実 践 研
究 が “ 点 で は な く 面 と し て " 取 り 組 ま れ る こ と お よ び こ こ ビ デ ン ス を 累 積 し て い く こ と が 重
要 で あ る 。 ま た 、 こ の 子 ど も の 社 会 性 を 育 む た め の 教 育 実 践 の 整 理 か ら 、 子 ど も の 基 礎 的
人 間 力 養 成 に は 、 心 理 教 育 の 技 法 を 活 用 し な が ら 、 学 校 を あ げ て す べ て の 子 ど も を 対 象 と
し た 取 り 組 み の 必 要 性 が 示 唆 さ れ る の で あ る 。
さ て 、 本 研 究 が 目 指 す 積 極 的 生 徒 指 導 と し て の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 を し て い く た め に
は 、 授 業 対 象 で あ る 学 校 教 育 の 基 礎 集 団 、 つ ま り 学 級 に つ い て 、 そ の 特 質 を ふ ま え て お く
こ と が 必 要 で あ る 。 次 に 、 学 級 集 団 に つ い て 考 察 し た 上 で 、 そ の た め の カ リ キ ュ ラ ム 開 発
の 要 点 を 述 べ る 。
第 2 節 学 級 集 団 に つ い て の 考 察 と カ リ キ ュ ラ ム 開 発 の 要 点
1  . 学 級 集 団 の 特 質 と 問 題 点
ま ず 、 子 ど も の 所 属 す る 基 礎 集 団 で あ る 学 級 に つ い て 、 そ の 特 質 に つ い て 述 べ る 。
学 校 に お け る フ ォ ー マ ル な 集 団 は 学 級 で 、 あ る 。 学 級 は 、 基 本 的 に 子 ど も 本 人 の 意 に 反 し
て 組 織 さ れ て い る 。 そ れ ゆ え に 、 学 級 で は 、 年 度 当 初 に 子 ど も の 間 に 個 人 的 な 好 き 嫌 い が
あ る こ と は 自 然 な こ と で あ り 、 最 初 か ら 「 み ん な 仲 良 し 」 と し づ 状 態 で は な い 。 子 ど も た
ち は 、 こ の 状 態 か ら 出 発 し て 、 学 級 に お け る 人 間 関 係 を 育 み 、 周 囲 の 者 と 折 り 合 い を つ け
な が ら 学 校 生 活 を 送 る 中 で 成 長 し て し だ O こ の よ う に 学 校 で は 無 目 的 な よ う に 見 え る 学 級
の 生 活 で 人 間 関 係 や 規 律 の 内 面 化 等 、 様 々 な 社 会 性 が 育 ま れ て い る の で あ る が 、 子 ど も が
学 級 集 団 に 入 っ て し だ 最 初 の 段 階 が 伺 年 齢 集 団 で あ る こ と は 、 子 ど も の 発 達 特 性 か ら 見 て
適 切 な こ と で あ る 蜂 屋 41) は 、 こ の 間 一 年 齢 で 構 成 さ れ て い る 学 級 の 等 質 性 の 教 育 的 な 意
義 に つ い て 次 の 7 点 を 挙 げ て い る D
① 子 ど も に と っ て の 学 級 は 、 自 分 と 同 じ 年 齢 の 仲 間 が し 1 る 場 所 で あ る
② そ の 仲 間 と 一 緒 に 学 び 遊 ぶ こ と で 、 自 分 に も で き る こ と 、 仲 間 と 同 じ で あ る こ と を 、
同 年 齢 だ か ら こ そ 実 感 で き る
③ 学 級 に お い て 子 ど も は 、 自 分 に は 不 得 手 な こ と が あ る こ と を 知 る
④ 学 級 に お い て 子 ど も は 、 自 分 と は 異 な る 考 え 方 や 能 力 を 持 つ 他 者 を 認 め る
⑤ 学 級 に お い て 子 ど も は 、 同 級 生 の 中 で 自 分 ら し さ に 気 づ く
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⑤ 自 分 の 個 性 を 受 け 容 れ な が ら 育 つ
⑦ 学 級 は 、 自 分 ら し さ に 気 付 き 、 自 分 に 対 す る 理 解 を 深 め 、 自 己 概 念 を 形 成 し て い く 場
と し て 重 要 な 意 味 を も っ
し か し な が ら 、 実 社 会 で は 様 々 な 年 齢 構 成 で 組 織 さ れ た 集 団 が 通 常 で あ り 、 同 一 年 齢 の
集 団 は 特 異 で あ る ま た 、 同 年 齢 ( 同 期 ) で 構 成 さ れ る 集 団 に は 、 等 質 性 に 起 因 す る 競 争
原 理 の 弊 害 ( 出 る 杭 は 打 た れ る 、 横 並 び 志 向 、 評 価 の 基 準 が 相 対 的 等 ) や 、 縦 の 人 間 関 係
が な い な ど の 特 質 が 見 ら れ る 。 こ れ は 、 集 団 と し て の 負 の 側 面 で あ る 。 そ れ ゆ え に 、 子 ど
も が 小 学 校 低 学 年 か ら 中 学 年 、 そ し て 高 学 年 へ と 進 む に つ れ て 、 同 一 年 齢 の 等 質 的 な 集 団
活 動 か ら 異 年 齢 で 構 成 さ れ る 多 様 な 集 団 活 動 が 大 切 な 意 味 を 持 つ よ う に な る の で あ る 。
異 年 齢 集 団 の 特 性 は 、 そ れ が 社 会 集 団 の 自 然 な 姿 で あ る こ と に も あ る が 、 子 ど も の 場 合 、
そ れ 以 上 に 子 ど も の 社 会 性 の 基 礎 と な る 自 己 有 用 感 を 育 む こ と に な る 。 こ れ に 関 連 し て 既
述 の 毘 立 教 育 政 策 研 究 所 ( 2 0 0 4 年 ) 4 2 ) 報 告 書 や 滝 ( 2 0 0 9 年 ) 4 3 ) は 、 子 ど も の 社 会 性 の 基
礎 と な る の は 自 己 有 用 感 ω で あ り 、 そ の 自 己 有 用 感 を 育 む た め に は 、 異 年 齢 集 団 に お け る
「 お 世 話 活 動 J が 大 き な 意 味 を 持 っ と 指 摘 し て い る 。 こ れ に つ い て は 、 第 百 部 第 5 章 の 神
竣 台 小 学 校 に お け る 実 証 的 研 究 の 考 察 に お い て 述 べ る 。
2 . 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 と 学 級 集 団 に お け る 人 間 関 係 育 成 の 必 要 性
既 述 の 如 く 現 代 の 子 ど も に は 、 社 会 性 の 低 下 や 対 人 関 係 の 未 熟 さ が 指 摘 さ れ て い る 。 こ
の 点 を ふ ま え て 、 子 ど も の 社 会 性 の 基 盤 と な る 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め に は 、 学 級 に
お け る 子 ど も 相 互 の 人 間 関 係 に 関 わ る 能 力 を 培 う こ と が 不 可 欠 で あ る 。
近 年 、 子 ど も の 人 間 関 係 に 焦 点 を 当 て 、 学 校 教 育 の 中 に 「 対 人 関 係 j を 学 ば せ る 時 間 を
取 り 入 れ る 教 育 実 践 が 増 え て い る 45) 。 学 校 で は 、 子 ど も に 、 前 節 に お い て 検 証 し た 先 行 研
究 の 知 見 を 活 か し た “ 意 図 的 な 働 き か け " を し て い く こ と が 求 め ら れ て い る の で あ る 。 先
行 研 究 で は 、 子 ど も の 人 間 関 係 や 社 会 性 を 育 む ブ O ロ グ ラ ム の 有 用 性 と 教 育 課 程 に 位 置 付 け
る こ と の J意 義 と 必 要 性 が 示 さ れ て い た 。 そ の た め の 基 礎 作 業 と し て 、 次 の 5 点 が 必 要 と な
る。
① 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を ; 養 成 す る 授 業 で は 、 子 ど も に ど の よ う な 力 を つ け る の か を 明
ら か に し て お く
② 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 要 素 と 、 授 業 で 育 て よ う と す る 力 が 緊 密
関 連 し て い る こ と を 、 全 体 計 画 や 年 間 指 導 計 画 等 、 教 育 課 程 編 成 上 に 必 要 な 諸 資 料
輸 89綱
に 示 す こ と で 授 業 の ね ら い を 明 確 に す る
③ 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 が 、 ど の よ う に 授 業 を 通 し て 育 ま れ る か を 授 業 の 話 的 に 照 ら し
合 わ せ て 評 価 す る
④ 評 価 方 法 の 1 っ と し て 定 量 的 評 定 尺 度 を 活 用 す る 。 評 定 尺 度 に は 、 す べ て の 子 ど も が
無 理 な く 答 え ら れ る こ と 、 統 計 的 信 頼 性 が あ る こ と の 2 点 を 満 た し て い る こ と が 必 要
で あ る
⑤ 定 量 的 尺 度 に よ り 得 ら れ た デ ー タ を 使 い 授 業 プ ロ グ ラ ム の 検 証 や 分 析 を 行 う
筆 者 は 、 先 行 研 究 と 上 に 示 し た 基 礎 作 業 を ふ ま え て 、 当 時 、 勤 務 し て い た 埼 玉 県 鷲 宮 町
立 束 中 学 校 に お い て お 0 0 6 ( 平 成 18) 年 度 よ り 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力
を 養 成 す る こ と を 目 的 と し た 生 徒 指 導 プ ロ グ ラ ム を 教 育 課 程 に 位 置 付 け て 実 施 し て き た 。
こ の 実 践 に つ い て は 第 百 部 第 3 章 と 第 4 章 で 論 じ る 。 ま た 、 2 0 0 9 ( 平 成 21) 年 度 よ り 兵
庫 県 神 戸 市 立 神 綾 台 小 学 校 に お い て 埼 玉 県 鷲 宮 町 立 東 中 学 校 の 取 り 組 み を 追 試 的 に 行 し 、 授
業 の 検 証 を 行 っ た 。 こ の 実 践 に つ い て は 第 H 部 第 5 章 で 論 じ る 。
3 . 子 ど も の 基 礎 的 人 閉 力 養 成 の 効 果 を 検 証 す る 尺 度 の 必 要 性
子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 と 社 会 性 と の 関 係 に つ い て は 第 1 部 第 3 章 で 論 じ た が 、 子 ど も の
基 礎 的 人 間 力 は 、 大 き く 「 基 本 と な る 偲 別 の 力 」 と 「 人 と 関 わ る こ と の で き る 力 j の 2 要
か ら 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 既 述 の 如 く 学 校 で は 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 が 「 育 ち そ ひ 、 れ 」
て い る と 、 社 会 性 は 十 分 に は 育 ま れ な い 。 そ れ ゆ え に 学 校 ( 教 師 ) は 、 発 達 の 段 階 に 応 じ
た 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 が ど の 程 度 身 に 付 い て い る の か に つ い て 、 そ の 実 態 を 把 握 す る こ
と が 必 要 で あ る 。 特 に 、 積 極 的 生 徒 指 導 と し て の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 を 行 う た め に は 、
授 業 カ リ キ ュ ラ ム の 有 効 性 、 そ の 効 果 を 検 証 す る 上 で も 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 測 る 尺
度 は 不 可 欠 で あ る 。
し か し な が ら 、 社 会 性 の 基 盤 で あ る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 測 る 尺 度 は な い た め に 、 本
論 文 で は 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 澱 定 す る た め の 尺 度 を 新 た に 作 成 し て 、 実 証 的 に 研 究 を
進 め る こ と と す る 。
次 章 で は 、 筆 者 が 作 成 し た 尺 度 46) に つ い て 述 べ た 上 で 、 埼 玉 県 鷲 宮 町 立 束 中 学 校 で 、 行 っ
た 1 年 間 の 調 査 結 果 を 分 析 し 、 社 会 性 の 基 盤 で あ る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 が 学 校 に お い て
ど の よ う に 養 成 さ れ て い る の か に つ い て 、 定 量 的 デ ー タ に 基 づ い て 検 証 す る 。
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註 )
1)国分康孝監修・縫部義憲編『教師と生徒の人間づくり(第 1 集)~涯々社、 1986 年。
2) 国 立 教 育 政 策 研 究 所 生 徒 指 導 研 究 セ ン タ ー 下 社 会 性 の 基 礎 」 を 育 む 「 交 流 活 動 」 ・ 「 体
験 活 動 人 と か か わ る 喜 び 」 を も っ 児 童 生 徒 に 2 0 0 4 年 3 月 O
3) 滝 充 編 著 『 ピ ア ・ サ ポ ー ト で は じ め る 学 校 づ く り 小 学 校 編 J 金 子 書 房 、 2 0 0 9 年。
4) 昭 和 5 7 年 暮 れ か ら 昭 和 5 8 年 2 月 に か け て 横 浜 市 中 区 の 関 内 需 尺 潟 辺 や 山 下 公 潤 で 野 宿
し て い た 浮 浪 者 た ち が 次 々 と 襲 わ れ 、 3 人 が 死 亡 、 13 人 が 重 軽 傷 を 負 わ さ れ る 事 件 。 こ
の 事 件 の 犯 人 は 、 市 内 の 中 学 生 5 人 を 含 む 14 歳 か ら 16 歳 の 少 年 10 人 で あ っ た 。 当 時
の 新 開 記 事 ( 日 本 経 済 新 聞 ) を A p p e n d i x n  -1-2 に 転 載 し た 。
5) 通 称 、 「 忠 生 中 事 件 j と 言 わ れ る 。 1 9 8 3 年 2 月 15 司 の 午 後 、 東 京 都 町 田 市 立 忠 生 中 学
校 の 玄 関 に て 発 生 。 同 校 の 3 年 生 の 生 徒 ( 当 時 15 歳 ) 2 入 が 男 性 英 語 教 師 ( 当 時 3 8 歳 )
に 対 し て 、 玄 関 マ ッ ト を 振 り か ざ し て 威 嚇 し た と こ ろ 、 恐 怖 心 を 抱 い た 教 部 が 所 持 し て
い た 果 物 ナ イ フ で 反 撃 。 生 徒 1 人 を 刺 し 、 全 治 数 日 の ケ ガ を 負 わ せ て 逃 亡 。 当 日 中
察 に 逮 捕 さ れ た 。 当 時 の 新 聞 記 事 ( 日 本 経 済 新 聞 ) を A p p e n d i x n  -1-3 に 転 載 し た 。
6) 1 9 9 X 年 度 に 埼 玉 県 で 開 催 さ れ た 生 徒 指 導 講 座 の 課 程 は 以 下 の 通 り で あ る 。
① 研 修 会 名 : 生 徒 指 導 講 座 ( 学 校 カ ウ ン セ ラ ー 中 級 研 修 会 )
② 主 催 機 関 : 文 部 省 ・ 埼 玉 県 教 育 委 員 会
③ 研 修 期 間 6 月 y 13 ~11 月 Z 日 (12 13 関 )
④ 研 修 総 持 数 : 6 2 時 間
③ 参 加 者 : 1 2 2 名 。 校 務 分 掌 の 内 訳 で は 、 生 徒 指 導 主 事 ( 係 ) 、 教 育 相 談 担 当 ( 係 ) 、 等 。
⑥ 研 修 内 容
ア ) 演 習 ( 計 12 時 間 )
a 人 間 関 係 づ く り の 実 際 、 b グ ル ー プ 。 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 、
C グ ル ー プ 。 ワ … ク の 理 論 と 実 際 。
イ ) 講 義 ( 計 2 5 待 問 )
d 生 徒 指 導 と 教 育 相 談 、 e 児 童 生 徒 理 解 の ; 意 義 と 方 法
f 生 徒 指 導 と カ ウ ン セ リ ン グ 、 g 生 徒 指 導 の 理 論 と 実 際
h 面 接 の 技 法 、 I 少 年 相 談 の 現 状 と 指 導 の 在 り 方
j 事 例 研 究 の 方 法 、 k 生 徒 指 導 に お け る 教 育 相 談 の 役 割
1 生 徒 指 導 ・ 教 育 相 談 の 組 織 と 実 際 、 m 生 徒 懲 戒 の 意 義 と 指 導
n 学 校 と 教 育 相 談 機 関 と の 連 携 、 O 登 校 拒 否 児 章 生 徒 の 理 解 と 指 導
p 学 校 に お け る 精 神 保 健 の 進 め 方 、 q 学 校 棺 談 心 理 学 の 展 開
r 専 問 機 関 の 特 質 の 理 解 と 連 携 、 S 教 護 院 の 実 際
ウ ) 協 議 ( 計 12.5 時 間 )
t グ ル ー プ 。 ワ ー ク 研 究 発 表 、 U 事 例 研 究 。
エ ) 実 習 ( 計 12.5 時 間 )
v 心 理 テ ス ト と そ の 利 用 、 w 集 団 活 動 の 理 論 と 実 際 、 x 面 接 法 の 実 際
7) 文部省『生徒指導の手ヲ I~ 大蔵省印船局、 1981 年。
生徒指導の基本書であった『生徒指導の手びき~ (1 9 6 5 年 ) の 内 容 が 16 年 ぶ り に 改
訂されて、『生徒指導の手引(改訂版)~となる 文 部 省 は 、 そ の 理 由 を 2 点 示 し て い る 。
① 教 育 課 程 の 基 準 の 改 訂 が 2 度 に わ た っ て 行 わ れ た 。 ② 生 徒 を 取 り 巻 く 社 会 の 状 況 な ど
に も 変 化 が 起 こ っ て き た 。
改 訂 さ れ た 所 要 筒 所 は 、 第 5 章 f生 徒 指 導 と 教 育 課 程 J 、 第 6 章 「 学 校 に お け る 生 徒 指
導 体 制 」 、 第 9 章 「 学 校 に お け る 非 行 対 策 j で あ る 。 第 5 章 で は 、 授 業 中 の 私 語 、
欲 の 低 下 、 教 師 へ の 反 抗 、 授 業 妨 害 、 授 業 エ ス ケ ー プ 等 の 問 題 行 動 へ の 指 導 の 在 り 方 。
第 6 章 で は 、 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 に 対 応 し て い く た め に は 校 内 生 徒 指 導 体 制 を 整 備 し て
い く こ と が 述 べ ら れ て い る 。 第 9 章 で は 、 暴 走 族 の 問 題 や シ ン ナ 一 等 有 機 溶 剤 の 乱 用 等 、
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深 刻 化 す る 非 行 の 実 態 を 示 し た 。
8) カ ウ ン セ リ ン グ ・ マ イ ン ド (counseling-mind) と は 、 「 カ ウ ン セ ラ ー と ク ラ イ エ ン ト
の 聞 に 、 あ た た か い 信 頼 関 係 に 満 ち た 人 間 関 係 を つ く る 姿 勢 ・ 態 度 ・ 心 構 え J で あ る 。
中 根 伸 二 f カ ウ ン セ リ ン グ ・ マ イ ン ド 」 小 林 司 編 『 カ ウ ン セ リ ン グ 事 典 』 新 躍 社 、 1993
年、 41
中 根 に 拠 れ ば 、 以 下 の よ う に 説 明 さ れ て い る 。
「 カ ウ ン セ リ ン グ ・ マ イ ン ド と い う 言 葉 は 、 和 製 英 語 で あ り 、 学 術 用 語 と し て は ま だ 定
し て い な い 。 概 念 が 明 確 に さ れ て い な し 、 か ら で あ る 。 し か し な が ら 、 こ の 言 葉 は 、 カ
ウ ン セ リ ン グ 場 面 だ け で は な く 、 教 育 ・ 医 療 ・ 社 会 福 祉 な ど の 現 場 を 中 心 に 、 広 く 使 わ
れ て い る 」
9) 埼 玉 県 立 総 合 教 育 セ ン タ - r児 童 生 徒 の 社 会 性 の 育 成 に 関 す る 調 査 研 究 J~研究報告書
第 2 7 5 号 J、 2 0 0 1
10) 埼 玉 県 立 北 教 育 セ ン タ ー 指 導 相 談 部 「 児 童 生 徒 の 好 ま し い 人 間 関 係 を 育 て る 指 導 法 の
研 究 J~研究報告書』第 32 号、 1998 年。
11 ) 兵 庫 県 立 教 育 研 修 所 心 の 教 育 総 合 セ ン タ -~心の教育授業実践研究』第 1 号、 1999
年。
12) 佐 賀 県 教 育 セ ン タ … 「 子 ど も の 人 間 関 係 、 を 向 上 さ せ る た め の 支 援 の 布 り 方 に 関 す る 調
査 研 究 J~平成 13 年度研究紀要第 26 集J、 2001 年。
13) 中 田 隆 一 「 地 域 と の 連 携 を 図 り な が ら 児 童 生 徒 の 社 会 性 を 育 成 す る 生 徒 指 導 の 在 り 方
に 関 す る 研 究 J 岩 手 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー 教 育 研 究 、 2 0 0 1 年、 2 3 3・ 2 4 8
14) 川 崎 市 総 合 教 育 セ ン タ ー 「 社 会 性 を 育 む 学 級 活 動 の 在 り 方 - 授 業 の グ ル ー プ ρ ワ ー ク 化
を 通 し て - J~平成 14 年度研究紀要第 16 号』、 2002
15) 宝 田 幸 嗣 「 児 童 生 徒 の 社 会 性 に 関 す る 調 査 研 究 - 中 学 生 に お け る 社 会 的 ス キ ル の 育 成
一 」 富 山 県 総 合 教 育 セ ン タ ー 教 育 相 談 部 、 2 0 0 4 年。
16) 栃 木 県 総 合 教 育 セ ン タ ー 「 社 会 性 の 育 成 を 目 指 す 学 級 経 営 の 工 夫 人 2 0 0 5
17) 千 葉 県 教 育 委 員 会 は 、 豊 か な 人 間 関 係 づ く り 推 進 事 業 と し て 、 豊 か な 人 間 関 係 づ く り
実 践 プ ロ グ ラ ム を 千 葉 県 内 の 小 中 学 校 に 配 布 し て い る 。
18) 品 川 区 教 育 委 員 会 は 、 教 育 特 区 の 認 定 を 受 け 、 道 徳 の 時 間 、 特 別 活 動 、 総 合 的 な 学 習
の 時 間 を 関 連 付 け 人 間 形 成 を 目 的 と し た 特 別 教 科 「 市 民 科 J を 実 施 し て い る 。
教 科 書 は 、 品 川 区 教 育 委 員 会 『 市 民 科 』 教 育 出 版 株 式 会 社 、 平 成 23 年 4 月 改 訂 ( 教
4 分 冊 ) で あ る 。 内 容 は 、 個 に か か わ る 「 自 己 管 理 J 、 個 と 集 団 ・ 社 会 を つ な ぐ 「 人
間 関 係 形 成 J r自 治 的 活 動 J 、 社 会 に か か わ る f文 化 創 造 J r将 来 設 計 j の 3 段 階 5 領 域 と
し て お り 、 授 業 時 数 は 、 1'" -'4 年 生 は 年 間 85 時 間 、 5'" -'9 年 生 は 105 時 間 を 設 け る 。
19) 世 田 谷 区 教 育 委 員 会 は 、 教 育 特 区 の 認 定 を 受 け 、 「 日 本 語 科 J を 設 け た 。 そ の 教 科 書 の
1 つに、『表現~ ( 世 田 谷 区 教 育 委 員 会 、 2 0 0 7 年 3 月 ) が あ る 。 『 表 現 』 の 単 元 に
な 自 己 表 現 1 J  ( 中 学 校 1 年 生 、 54・ 63 頁 ) 、 「 率 直 な 自 己 表 現 2 J  ( 中 学 校 3 年 生 、 110附 117
が あ る 0
20) 横 浜 市 教 育 委 員 会 『 子 ど も の 社 会 的 ス キ ル 横 浜 ブ O ロ グ ラ ム ム 2 0 0 7 年。
2 1 ) 国 立 教 育 政 策 研 究 所 生 徒 指 導 研 究 セ ン タ - r児 童 生 徒 の 社 会 性 を 育 む た め の 生 徒 指 導
プ ロ グ ラ ム の 開 発 J~社会性の基礎j を育む「交流活動J •  r体 験 活 動 人 と か か わ
る喜び」をもっ児童生徒に-~、 2004
22) 国 立 教 育 政 策 研 究 所 「 前 掲 書 」
23) 濁分康孝監修・縫部義憲編『教員と生徒の人間づくり(第 1 集)~漉々社、 1986 年。
24) 坂 野 公 信 監 修 ・ 横 浜 市 学 校 G W T 研 究 会 『 学 校 グ ル ー プ O ワ ー ク ・ ト レ ー ニ ン グ J 遊 戯
社、 1989 年。
25) 中 村 豊 「 学 級 集 団 の 形 成 に 関 す る 研 究 - 中 学 校 に お け る グ 、 ル ー プ 0 ・ ワ ー ク を 通 し
兵 庫 教 育 大 学 大 学 院 修 士 論 文 、 1995 年 0
26) 柳 原 光 監 修 『 ク リ エ イ テ ィ ヴ O . D J プ レ ス タ イ ム 社 、 1984
網 92 ・
27) 赤津恵子「開発的カウンセリングによる学級づくりの実践研究J~カウンセリング研究』
第 3 0 巻 第 2 号、 1 9 9 7 年、 1 3 0・ 1 4 1
28) 顕 分 康 孝 「 日 本 に お け る 学 校 教 育 相 談 の 課 題 J~学校教育相談研究』第 7 ・ 8 合併号、
1 9 9 8 年、 4 ・ 11
29) 国 分 康 孝 ・ 片 野 智 治 ・ 小 山 望 ・ 岡 田 弘 編 『 学 級 担 任 の た め の 育 て る カ ウ ン セ リ ン グ 全
関 書 文 化 社 、 1 9 9 8 年。
30) 高 橋 励 f児 童 の 自 己 肯 定 感 を 高 め る 人 間 関 係 の 研 究 J~学校教育相談研究J 第 7 ・ 8 合
併 号 、 1 9 9 8 年、 3 0・ 3 7
3 1 ) 石 川 芳 子 f社 会 的 ス キ ル の 向 上 を 目 指 し た 援 助 の 在 り 方 J~学校教育相談研究』第 7 ・
8 合 併 号 、 1 9 9 8 年、 7 9・ 8 9
32) 埼 玉 大 学 教 育 学 部 F付 属 中 学 校 『 教 育 研 究 4 8 巻 ム 1 9 9 9 年、 1 4 3 頁 。 同 『 教 育 研 究 4 9
巻 j 2 0 0 0 年、 1 3 6 頁 。 『 研 究 紀 要 4 0 集 J、 2 0 0 4 年、 89-92
33) 河 村 茂 雄 「 学 校 種 の 枠 を こ え た 系 統 的 援 助 の 必 要 性 J~カウンセリング研究』第 33 巻
第 1 号、 2 0 0 0 年、 1 0 4 - 1 0 5
34) 河 村 茂 雄 「 構 成 的 グ ル ー プ ・ エ ン カ ウ ン タ ー を 導 入 し た 学 級 経 営 が 学 級 の 児 童 の ス ク
ー ル ・ モ ラ ー ノ レ に 与 え る 効 果 の 研 究 J~カウンセリング研究』第 34 巻第 2 号、 2001 年、
1 5 3・ 1 5 9 真。
35) 渡 辺 弥 生 ・ 山 本 弘 一 「 中 学 生 に お け る 社 会 的 ス キ ル お よ び 自 噂 心 に 及 ぼ す ソ ー シ ャ ル
ス キ ル ・ ト レ … ニ ン グ の 効 果 J~カウンセリング研究J 第 36 巻第 3 号、 2003 年、 195・205
36) 大 場 陽 子 ・ 山 崎 ト シ 子 「 ピ ア ・ サ ポ ー ト 学 習 の 実 践 J~学校教育相談研究』第 13
2 0 0 3 年 、 印 刷 6 5
37) 大 野 精 一 「 現 職 教 員 に と っ て も つ 意 味 - 学 校 心 理 学 と 学 校 教 育 相 談 と の 関 わ り で J  
『 教 育 心 理 学 ブ ッ ク J 有 斐 潟 、 2 0 0 3 年、 39-44
38) 金 山 元 春 ・ 佐 藤 正 二 ・ 前 田 健 一 「 学 級 単 位 の 集 団 社 会 的 ス キ ル 訓 練 J~カウンセリング
研 究 』 第 3 7 巻 第 3 号、 2 0 0 4 年、 2 7 0 - 2 7 9
39) 小 野 寺 正 己 ・ 河 村 茂 雄 「 シ ョ ー ト エ ク サ サ イ ズ に よ る 継 続 的 な 構 成 約 グ ル ー プ ・ エ ン
カ ウ ン タ ー が 学 級 適 応 に 与 え る 効 果 J~カウンセリング研究J 第 38 巻第 1 号、 2005 年、
3 3・ 4 3 頁。
40) 市 川 真 知 子 ・ 佐 光 恵 子 「 中 学 生 に お け る 社 会 的 ス キ ル の 現 状 と 課 題 J~学校教育相談研
究 J 第 1 5 号、 2 0 0 5 年、 5 4喝 5
4 1 ) 蜂 屋 慶 「 現 代 に お い て 少 年 と は 何 か j 蜂 屋 慶 編 『 人 間 の た め の 教 育 2 < 少 年 > j 日
本 放 送 出 版 協 会 、 1 9 7 3 年、 9 - 3 2
蜂 屋 は 、 「 な ぜ 学 校 へ 行 く の だ ろ う j と い う 間 い を 立 て 、 そ の 問 い に 対 し て 「 学 校 で は 、
み ん な と い っ し ょ に べ ん き ょ う す る j か ら だ と 答 え て い る 。 続 け て 、 「 み ん な J と は 何
か を 次 の よ う に 説 明 し て い る 。 「 好 き な 教 科 も あ れ ば 、 嫌 い な 教 科 も あ る 。 得 意 な 教 科 も
あ れ ば 、 苦 手 な 教 科 も あ る 。 み ん な と い っ し よ と い っ て も 、 好 き な 友 だ ち も い れ ば 嫌 い
な 友 だ ち 、 け ん か 相 手 も い る 。 し か し 、 ク ラ ス の 仲 間 と し て 、 同 学 年 と し て 、 同 年 齢 の
友 だ ち が “ み ん な " で あ る ん ま た 、 先 の 悶 い に 対 し て 、 「 学 校 は 、 ま た 、 み ん な と い っ
し ょ に 、 あ そ ぶ 場 所 で あ る J と 、 も う 一 つ の 答 え を 述 べ て い る 。 そ し て 、 あ そ ぶ こ と の
に つ い て 次 の よ う に 示 し て い る 。 「 お し ゃ べ り を す る 、 追 し 1 か っ け っ こ す る 、 ボ ー ル
を 蹴 る 。 学 校 へ 遊 び に 来 て い る の で は な し 1 か と 思 わ れ る ほ ど 、 休 み 時 間 に な る と 生 き 生
き す る 子 ど も が し 、 る 。 学 校 で の 遊 び を 通 し て 、 話 し 方 や 話 す 力 、 趣 味 や セ ン ス 、 も の の
見 か た や 考 え か た 、 友 だ ち と の つ き 合 し 、 か た 、 け ん か の し か た ま で 学 び と る 。 べ ん き ょ
う ば か り が 学 習 で は な い 。 学 習 と は 、 広 い 意 味 で は 、 “ 新 し い 能 力 を 身 に つ け る こ と " で
あ る ん ま さ に 、 「 よ く 学 び 、 よ く あ そ ぶ j こ と で 子 ど も は 自 ら 育 つ の で 、 あ る 。
滝 (2009) は 、 社 会 性 の 基 礎 と な る 重 要 な 資 質 能 力 と し て 自 己 有 用 感 を 挙 げ て い る が 、
す で に 蜂 屋 に よ り 以 下 の よ う に 指 摘 さ れ て い る 。
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「 べ ん き ょ う も 、 あ そ び も 、 学 習 で あ る 。 学 校 へ 子 ど も を 来 さ せ る の は 、 学 習 の よ ろ こ
び で は な い だ ろ う か 。 し か も 、 同 年 輩 の 友 だ ち 、 み ん な と い っ し ょ に 学 習 す る 。 “ ぼ く も
み ん な と 同 じ だ " “ あ た し だ 、 っ て で き る " と い う 自 分 の ね う ち に 対 す る 感 情 ( 自 己 価 値 感 )
が 、 自 己 概 念 の 確 立 を 促 し 、 内 部 自 我 を 青 て る 。 家 庭 で は 、 親 や き ょ う だ い と の 間 に 年
齢 差 が あ る 。 “ み ん な と 同 じ く ら し ゾ ' と 実 感 で き な い 。 学 校 は 、 同 年 輩 の 子 ど も の 集 団 で
あ り 、 別 の 魅 力 を も っ て い る 。 も ち ろ ん 、 ど う し て も 、 べ ん き ょ う に つ い て 行 け な い で
困 り き っ て い る 子 ど も 、 仲 間 の 中 に 入 れ な い で 学 校 が ち っ と も 愉 快 で な い 子 ど も 、 が い
る 。 学 校 へ 行 く こ と が 苦 痛 に な る 。 こ の よ う な 子 ど も を 見 落 と し て は な ら な い が 、 全 体
と し て は 、 子 ど も た ち は 、 み ん な と い っ し ょ に 、 べ ん き ょ う し あ そ ぶ と こ ろ と し て 、 学
校 へ 行 く 。 」
蜂 屋 は 、 「 自 己 価 値 観 j と 表 現 し て い る が 、 内 容 的 に は 自 己 有 用 感 に 極 め て 近 い 意 味 と
し て 捉 え て い る 。 ま た 、 異 年 齢 で は な く 、 「 同 年 輩 の み ん な 」 が 重 要 な 意 味 を 持 つ こ と を
再 認 識 さ せ て く れ る 。
42) 国 立 教 育 政 策 研 究 所 生 徒 指 導 研 究 セ ン タ - UI社 会 性 の 基 礎 」 を 育 む 「 交 流 活 動 J ・ 「 体
験 活 動 人 と か か わ る 喜 び J を も っ 児 童 生 徒 に 2 0 0 4 年 3 月 O
43) 滝 充 編 著 『 ヒ 。 ア ・ サ ポ ー ト で は じ め る 学 校 づ く り 小 学 校 編 』 金 子 書 房 、 2 0 0 9 年。
44) 上 掲 書 、 13
滝 は 、 「 自 己 有 用 感 J を 次 の よ う に 説 明 し て い る 。
「 こ れ は 、 他 者 と の 関 係 で 自 分 の 存 在 を 価 値 あ る も の と 受 け と め ら れ る 感 覚 の こ と を 指
し て い ま す 。 そ れ が あ れ ば 、 他 者 と の か か わ り あ い を 拒 否 し た り は し な い で あ ろ う 、 他
者 と の 関 係 を む や み に 壊 す こ と は し な い で 、 あ ろ う 、 他 者 と の か か わ り を 保 ち 続 け る べ く
努 力 で き る だ ろ う 、 と い っ た 、 い わ ば 社 会 性 の f基 礎 J や 「 核 j と な る は ず の 感 覚 で す 。
こ れ を 自 己 肯 定 感 、 自 己 存 在 感 、 自 尊 感 情 等 に 通 じ る も の と 考 え て い た だ い て も 結 構 で
す 。 た だ し 、 あ く ま で も 「 他 者 と の 関 係 で J と し づ 点 が 重 要 で す 。 悪 い 意 味 で の 自 尊 心
や プ ラ イ ド の よ う な 自 分 本 位 な 感 覚 を 除 外 す る た め に 、 意 図 的 に こ の 語 を 用 い て い る か
ら で す 。 と は 言 え 、 大 げ さ に 考 え る 必 要 は あ り ま せ ん 。 か つ て の 子 ど も が 遊 び 集 団 の 中
で 獲 得 し た 程 度 の も の で よ い の で す 。 J
45) 例 え ば 、 子 ど も た ち の 対 人 関 係 ス キ ル を 育 て る 試 み と し て 、 以 下 の 学 校 の 取 り 組 み が
紹 介 さ れ た 。
香 ) 1 県 高 松 市 立 木 太 北 部 小 学 校 の 「 ふ れ あ い タ イ ム J ( 毎 週 火 曜 日 の 始 業 前 、 15 分 間 )
東 京 都 跡 見 学 属 中 学 校 の ワ ー ク シ ョ ッ プ
き ょ う し 、 く 特 報 部 2 0 1 0 I対 人 関 係 学 ぼ う J 朝 日 新 期 日 刊 、 2 0 1 0 ( 平 成 22) 年 10 月 2 4
日 1 3 版 2 7 面
46) 埼 玉 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー 「 児 童 生 徒 の 社 会 性 の 育 成 に 関 す る 調 査 研 究 J U研 究 報 告
(第 2 7 5 号)、 2 0 0 1
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第 2 章 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 測 定 方 法 と 子 ど も の
基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め の 学 校 教 育
は 、 ま ず 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 は 学 校 に お い て ど の よ う に 養 成 さ れ て い る の か
を 探 る た め に 筆 者 が 作 成 し た 尺 度 に よ る 測 定 方 法 に つ い て 述 べ る 。
次 に 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 測 定 す る た め に 埼 玉 県 鷲 宮 町 立 束 中 学 校 全 校 生 徒 を 調 査
対 象 と し て 、 筆 者 が 中 心 に な っ て 実 施 し た 研 究 の 結 果 を 分 析 お よ び 考 察 す る 。 ま た 、 わ が
国 に お け る 代 表 的 な 社 会 的 ス キ ル 尺 度 ( K i ss-18) と 筆 者 が 作 成 し た 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力
尺 度 を 比 較 す る こ と を 通 し て 尺 度 の 妥 当 性 に つ い て 論 じ 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 と 社 会 的
ス キ ル に つ い て 考 察 す る 。
第 1 節 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 測 る 尺 度 の 作 成
1  .  目 的
社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 は 、 学 校 教 育 の 中 で ど の よ う に 養 成 さ れ て い
る の か を 探 る た め に 、 筆 者 が 作 成 に 関 わ っ た f社 会 性 尺 度 J 1) を 再 分 析 す る こ と で 、 子 ど も
の 基 礎 的 人 間 力 の 因 子 構 造 を 検 討 し 、 新 た な 尺 度 を 作 成 す る 。
2 . 方 法
(  1  ) 調 査 対 象 者 と 調 査 対 象 校
埼 玉 県 岩 槻 市 立 西 原 小 学 校 ( 以 下 、 西 原 小 学 校 と 略 す ) の 5 年 生 全 児 童 と 埼 玉 県 鷲 宮
町 立 束 中 学 校 ( 以 下 、 東 中 学 校 と 略 す ) の 全 校 生 徒 を 対 象 と し て 、 4 つ の 学 年 と 2 6 学 級 、
8 4 1 名 が 参 加 し た 。 各 校 の 調 査 対 象 と な っ た 子 ど も に つ い て は 表 E 乞・ 1~こ示した。
表 n-2-1 調 査 対 象 者 の 内 訳
子品~，をL父」 冊
学 年 学 級 数 男 子 女 子 合 計 ( 人 )
西 原 小 学 校 5 年
4  
6 0  6 2  
1 2 2  
束 中 学 校
1 年 3  
5 8  
4 6  
1 0 4  
2 0 0 3 年 度
2 年
4  6 4  6 6  
1 3 0  
3 年
4  5 7  6 9  
1 2 6  
束 中 学 校
1 年
4  4 8  6 9  
1 1 7  
2 0 0 0 年 度
2 年
3  61 4 7  
1 0 8  
3 年
4  
6 3  
71 1 3 4  
合 計 2 6  
4 1 1  4 3 0  
8 4 1  
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西 原 小 学 校 は 、 埼 玉 県 東 部 地 区 の ほ ぼ 中 央 に あ た る 岩 槻 市 の 郊 外 ( 現 在 、 さ い た ま 市
岩 槻 区 ) に あ り 、 中 高 層 住 宅 か ら 通 っ て く る 児 童 が 多 い 。 保 護 者 は 、 学 校 教 育 へ の 関 心
が 高 く 、 私 立 中 学 へ 進 学 す る 児 童 も 多 い 。 学 校 規 模 は 、 各 学 年 4 学 級 程 度 で 比 較 的 大 規
模 の 小 学 校 で 、 あ る 。
束 中 学 校 は 、 埼 玉 県 東 部 地 区 北 東 部 に あ た る 鷲 宮 町 ( 現 在 、 久 喜 市 ) の 郊 外 に あ り 、
し て く る 生 徒 の 大 半 は 、 駅 前 の 新 興 住 宅 地 や 集 合 住 宅 に 居 住 し て い る 。 教 育 に 熱 心
な 保 護 者 が 多 く 、 家 庭 の 教 育 力 は 高 い と い わ れ て い る 。 学 校 規 模 は 、 各 学 年 4 学 級 程 度
で 中 規 模 の 中 学 校 で あ る 。
2 校 の 職 員 構 成 は 、 高 齢 化 が 進 ん で 、 い る も の の 4 0 代 前 後 が 多 く 、 教 諭 職 の 男 女 比 は 、
西 原 小 学 校 で 、 は 3 γ 、 東 中 学 校 は 7 3 で あ る 。 西 原 小 学 校 、 束 中 学 校 の 属 す る 地 方
公 共 団 体 は 異 な る が 、 昭 和 5 0 年 代 に 開 発 さ れ た ニ ュ ー タ ウ ン を 学 区 に も つ こ と や 、 調 査
へ の 理 解 が 深 く 、 協 力 体 制 が 確 立 し て い る こ と か ら 、 調 査 協 力 校 と し た 。
(  2 ) 調 査 時 期
か つ て 筆 者 が 勤 務 し て い た 東 中 学 校 の 2 0 0 1 年 2 月 の 在 籍 全 校 生 徒 の デ ー タ な ら び に
同 じ 内 容 の 質 問 紙 調 査 を 西 原 小 学 校 と 東 中 学 校 に お い て 2 0 0 3 年 5 月 中 旬 に 実 施 し た 。
(  3  ) 調 査 内 容 お よ び 手 続 き
使 用 し た 「 社 会 性 尺 度 j の 質 問 内 容 は 、 社 会 性 に 関 す る 9 因 子 で 構 成 さ れ 、 合 計 4 5
項 目 ( 各 因 子 5 項 目 ) で あ る 。 調 査 は 学 級 担 任 に 依 頼 し 、 学 級 単 位 の 集 合 調 査 ・ 記 名
法 に よ り 実 施 し た 。 各 質 問 項 目 に つ い て 、 4 段 階 評 定 で 回 答 を 求 め た 。 cr 4 . 全 く そ
う 思 う J か ら r1  . 全 然 そ う 思 わ な し リ の う ち 、 1 つ を 選 択 さ せ る こ と に よ っ て 測 定 ) 。
調 査 用 紙 は 回 収 後 、 所 定 の 封 筒 に 入 れ 、 そ の 場 で 回 収 し た 。 調 査 時 期 に つ い て は 、
学 校 事 情 を 考 慮 、 し つ つ 5 月 中 旬 に 調 査 を 行 っ た 。 欠 損 値 の あ る デ ー タ は 調 査 の 対 象 と
し て い な い
3 . 結 果
(  1  ) 国 子 分 析 結 果
社 会 性 尺 度 4 5 項 目 に つ い て 、 「 全 く そ う 思 う J に 4 点 か ら 、 「 全 然 そ う 思 わ な し リ に 1
点 を 与 え 数 値 化 し た 。 欠 損 値 を 含 む デ ー タ を 削 除 し た 結 果 、 有 効 デ ー タ 8 0 4 人 分 で 、 あ っ
た 。 次 に 、 生 徒 が 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を ど の よ う に と ら え て い る
か を 明 ら か に す る た め に 、 社 会 性 尺 度 の 4 5 項 目 に つ い て 国 子 分 析 を 行 っ た 。 分 析 で は 、
S P S S を 使 用 し 主 因 子 法 に よ り 因 子 を 抽 出 し た 。 そ の 結 果 8 因 子 が 抽 出 さ れ た 。 項 目 内 容
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お よ び パ リ マ ッ ク ス 回 転 後 の 因 子 構 造 は 表 n-2包 に 示 し た 通 り で あ る 。
因 子 構 造 に つ い て は 、 解 釈 可 能 性 の 観 点 か ら 6 因 子 解 と し た 。 各 国 子 に つ い て は 、 質
問 項 目 の 内 容 か ら 、 次 の 通 り 命 名 し た 。
第 I 因 子 の 質 問 項 白 に は 、 v 3 7 I私 は 、 友 達 に 自 分 の 考 え を 言 え ま す J 、 v 1 9 I私 は 、 友
達 に 頼 み た い こ と が あ る と き は 、 頼 む こ と が で き ま す 」 、 v 2 0 I私 は 、 国 っ た と き に は 、
人 に 助 け を 求 め る こ と が で き ま す 」 、 v l I私 は 、 わ か ら な い と き は 友 達 に 質 問 で き ま す j 、
v 2  I私 は 、 友 達 と 違 う 意 見 で も 、 自 分 の 意 見 を 言 う こ と が で き ま す J 、 v l 0 I私 は 、 悩 み
事 が あ る と き は 、 友 達 に 相 談 で き ま す 」 、 v 1 5 I私 は 、 友 達 と の 話 し 合 い に 参 加 す る こ と
が で き ま す j 、 v 3 8 I私 は 、 嫌 な こ と は 、 う ま く 断 る こ と が で き ま す 」 、 v 2 9 I私 は 、 自 分
に よ い こ と が 起 き る と 、 そ れ を 人 に 伝 え る こ と が で き ま す 」 の 9 項 目 か ら 成 り 、 友 人 関
係 や 対 人 関 係 、 に 関 す る ス キ ル に つ い て 回 答 を 求 め て い る こ と か ら 「 人 間 関 係 調 整 力 J と
命 名 し た 。
第 2 因 子 の 質 問 項 目 に は 、 v 1 7 I私 は 友 達 と お し ゃ べ り を し な い で 授 業 に 参 加 で き ま
す J 、 v 3 5 I私 は 、 自 習 時 間 は 静 か に 自 習 で き ま す 」 、 v 2 6 I私 は 、 廊 下 を 静 か に 歩 き ま す J 、
v 1 8  I私 は 、 時 間 を 守 り ま す J 、 v 2 7 I私 は 、 忘 れ 物 を し な い よ う に し て い ま す 人 v 8 I私
は 、 始 ま り の チ ャ イ ム が 鳴 っ た ら 席 に 着 く こ と が で き ま す 」 、 v 4 5 I私 は 、 身 の 回 り の 整
理 整 頓 ( せ し 吋 せ い と ん ) を 自 分 で し ま す 」 、 v 3 6 I私 は 、 靴 籍 に 靴 を そ ろ え て 入 れ ま す 」 、
v 3 4  I私 は 、 最 後 ま で 仕 事 を や り 通 す こ と が で き ま す 」 の 9 項 目 か ら 成 り 、 授 業 や 学 校 生
活 に お け る 規 律 お よ び 規 範 意 識 、 役 割 遂 行 に つ い て の 回 答 を 求 め て い る こ と か ら f学 校
生 活 適 応 t J J と 命 名 し た 。
第 3 因 子 の 質 問 項 目 に は 、 v 1 4 I私 に は 、 ょ い と こ ろ が あ り ま す 入 品 「 私 は 、 自 分 の
こ と が 好 き で す J 、 v 3 2 I私 は 、 人 の 役 に 立 っ て い る と 思 い ま す j 、 v 2 3 I私 は 、 自 信 を も
っ て や れ る こ と が あ り ま す 人 v 4 1 I私 は 、 や れ ば 何 で も で き る と 思 い ま す j の 5 項 目 か
ら 成 り 、 自 尊 感 情 や 自 己 効 力 感 に つ い て の 回 答 を 求 め て い る こ と か ら f 自 己 脊 定 感 」 と
命 名 し た 。
第 4 因 子 の 質 問 項 目 に は 、 v 1 6 I私 は 、 友 達 と 協 力 し て 作 業 す る こ と が で き ま す j 、 v 2 4
「 私 は 、 友 達 と の 約 束 を 守 る こ と が で き ま す 人 v 2 8 I私 は 、 友 達 の 話 を 潤 く こ と が で き
ま す 」 、 v l l I私 は 、 失 敗 し た ら 、 謝 る こ と が で き ま す 人 v 6 I私 は 、 友 達 と 仲 良 く 遊 ぶ こ
と が で き ま す ん v 3 3 I私 は 、 自 分 の 考 え が と お ら な く て も 、 が ま ん す る こ と が で き ま す 」 、
v 4 2  I私 は 、 グ ル … ブ 。 で 、 何 か を 決 め る と き 、 自 分 と 違 う
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も 大 切 に し ま す 」 の 7 項 目 か
表 IT-2 包 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 農 悶 子 分 析 結 果 (1 ミ リ マ ッ ク ス 回 転 後 n コ 8 0 4
No. 
質 問 項 呂
V 3 7  私 は 、 友 達 に 自 分 の 考 え を 言 え ま す 。
V 1 9  私 は 、 友 達 に 緩 み た い こ と が あ る と き は 、 緩 む こ と が で き ま す 。
V 2 0  私 は 、 殴 っ た と き に は 、 人 に 助 け を 求 め る こ と が で き ま す 。
V 1  私 は 、 わ か ら な い と き は 友 達 に 質 問 で き ま す 。
V 2  私 は 、 友 達 と 違 う 意 見 で も 、 自 分 の 意 見 を 言 う こ と が で き ま す 。
V 1 0  私 は 、 悩 み 事 が あ る と き は 、 友 達 に 格 談 で き ま す 。
V 1 5  私 は 、 友 達 と の 話 し 合 い に 参 加 す る こ と が で き ま す 。
V 3 8  私 は 、 嫌 な こ と は 、 う ま く 断 る こ と が で き ま す 。
V 2 9  私 は 、 自 分 に よ い こ と が 起 き る と 、 そ れ を 人 に 伝 え る こ と が で き ま す 。
V 1 7  私 は 、 友 達 と お し ゃ べ り を し な い で 授 業 に 参 加 で き ま す 。
V 3 5  私 は 、 自 鷲 時 院 は 静 か に 自 習 で き ま す 。
V 2 6  私 は 、 廊 下 を 静 か に 歩 き ま す 。
V 1 8  私 は 、 時 簡 を 守 り ま す 。
V 2 7  私 は 、 忘 れ 物 を し な い よ う に し て い ま す 。
V 8  私 は 、 始 ま り の チ ャ イ ム が 鳴 っ た ら 席 に 着 く こ と が で き ま す 。
V 4 5  私 は 、 身 の 回 り の 整 理 整 頓 ( せ い り せ い と ん ) を 自 分 で し ま す 。
V 3 6  私 は 、 戦 籍 に 靴 を そ ろ え て 入 れ ま す 。
V 3 4  私 は 、 最 後 ま で 仕 事 を や り 遜 す こ と が で き ま す 。
V 1 4  私 に は 、 ょ い と こ ろ が あ り ま す 。
V 5  私 は 、 自 分 の こ と が 好 き で す 。
V 3 2  私 は 、 入 の 役 に 立 っ て い る と Eま い ま す 。
V 2 3  私 は 、 自 信 を も っ て や れ る こ と が あ り ま す 。
V 4 1  私 は 、 や れ ば 何 で も で き る と 患 い ま す 。
V 1 6  私 は 、 友 達 と 協 力 し て 作 業 す る こ と が で き ま す 。
V 2 4  私 は 、 友 達 と の 約 束 を 守 る こ と が で き ま す 。
V 2 8  私 は 、 友 遼 の 話 を 聞 く こ と が で き ま す 。
V 1 1  私 は 、 失 敗 し た ら 、 謝 る こ と が で き ま す 。
V 6  私 は 、 友 達 と 仲 良 く 遊 ぶ こ と が で き ま す 。
V 3 3  私 は 、 復 分 の 考 え が と お ら な く て も 、 が ま ん す る こ と が で き ま す 。
V 4 2  私 は 、 グ ル ー プ で 何 か を 決 め る と き 、 8 分 と 違 う 意 晃 も 大 切 に し ま す 。
V 4  私 は 、 大 人 に な っ た ら 何 に な る か を 考 え て い ま す 。
V 3 1  私 は 、 将 来 や り た い 仕 事 が あ り ま す 。
V 1 3  私 は 、 8 分 の 将 来 に 希 S震 を も っ て い ま す 。
V 2 2  私 は 、 将 来 自 分 に 適 し た 職 業 に つ く つ も り で い ま す 。
V 4 0  私 は 、 こ こ 2 - 3 年 の 計 薗 や 包 様 が あ り ま す 。
V 3  私 iま 、 悲 し ん で い る 人 を 見 る と 、 悲 し い 気 持 ち に な り ま す 。
V 1 2  私 は 、 因 っ て い る 人 を 見 る と 心 配 に な り ま す 。
V 2 1  私 は 、 楽 し そ う な 入 を 見 る と 、 楽 し い 気 持 ち に な り ま す 。
V 3 9  私 は 、 友 達 の や り た い こ と が わ か り ま す 。
V 3 0  私 は 、 友 達 の 心 の 変 化 を 感 じ 取 る こ と が で き ま す 。
V 2 5  私 は 、 行 事 の 詩 な ど 進 ん で 仕 事 を す る こ と が で き ま す 。
V 7  私 は 、 手 伝 い や 仕 事 を 喜 ん で す る こ と が で き ま す 。
V 4 3  私 は 、 ヱ 夫 し な が ら 仕 事 を す る こ と が で き ま す 。
V 4 4  私 は 、 廊 下 に 落 ち て い る ゴ ミ を 拾 う こ と が で き ま す 。
V 9  私 は 、 務 自 分 で 起 き て い ま す 。
因 子 寄 与 率
累 積 %
E  現 w  v  VI vn vm 共 通 性
0 . 7 0 1  0.18 0.12 0.16 0.11 0.04 0.14 0.09 0.59 
0.65 1  0.14 0.11 0.26 0.08 0.11 0.06 0 .00  0.59 
0.65 1  0.17 0.14 0.20 0.09 0.23 0.08 -0.01 0.61 
0.64 1  0.07 0.06 0.11 0.13 0.14 0.04 0.05 0 .4 7  
0.61 1  0.10 0.10 - 0 . 0 4  0.18 0.05 0.08 0.22 0 .4 6  
0.56 1  0.17 0.10 0.19 0.07 0.21 0.01 0.07 0 .4 9  
0.53 1  0.10 0.18 0.36 0.10 0.21 0.13 0.21 0.59 
0.51 1  0.20 0.23 0.14 0.07 - 0 . 0 2  0.23 0.01 0 .4 3  
0.51 I  0.19 0.17 0.08 0.14 0.24 0.19 0.08 0 .4 8  
0.07 I  0.72 I  0.08 0.01 0.10 0.13 0.10 0.11 0.54 
0.09 I  0.68 I  0.10 0.02 0.09 0.11 0.12 0.12 0.52 
0 . 0 6 1  0.61 1  0.10 0.05 0.03 0.10 0.18 0.13 0 .4 2  
0.21 1  0.56 1  0.17 0.27 0.10 0.10 0.00 0.05 0.50 
0.27 1  0.50 I  0.11 0.30 0.09 0.01 0.08 - 0 . 0 3  0 .4 5  
0.30 I  0.49 I  0.03 0.25 0.10 0.15 - 0 . 1 2  - 0 . 0 2  0 .4 4  
0.20 1  0.4 6  1  0.12 0.34 0.11 0.06 0.11 0.12 0.45 
0.26 1  0.41 1  0.13 0.23 0.09 0.06 0.00 -0.01 0.37 
0.27 1  0.39 1  0.22 0.38 0.17 0.10 0.13 0.31 0.56 
0.17 0.12 1  0.77 1  0.13 0.12 0.12 0.06 0.08 0.59 
0.11 0.10 I  0.72 I  0.01 0.14 0.07 -0.01 0.02 0.48 
0.22 0.27 I  0.60 I  0.16 0.16 0.07 0.19 0.18 0.58 
0.21 0.11 I  0.48 I  0.23 0.28 0.04 0.22 0.14 0 .4 6  
0.16 0 . 1 8 1  0 .44  1  0.14 0.15 0.19 0.14 0.11 0.38 
0 .4 3  0.20 0.16 1  0.53 1  0.13 0.27 0.09 0.16 0.65 
0.29 0.31 0.11 1  0.4 8  1  0.11 0.15 0.04 0.06 0 .4 6  
0 .4 0  0.38 0.10 I  0.48 I  0.15 0.13 0.13 0.00 0.58 
0 .4 2  0.29 0.13 1  0.44  1  0.11 0.23 0.08 0.08 0.54 
0.34 0.07 0.24 I  0 .4 2  I  0.10 0.31 - 0 . 0 2  0.01 0 .4 6  
0.21 0.40 0.14 1  0.41 1  0.05 0.11 0.17 0.21 0.51 
0.33 0.28 0.10 I  0 .40  I  0 . 1 0 . 1 9  0.19 0.26 0.53 
0.10 0.10 0.10 0.08 1  0.80 1  0.06 0.03 0.05 0.59 
0.17 0.08 0.11 0.05 1  0.78 1  0.05 0.03 0.09 0.57 
0.12 0.12 0.39 0 . 0 7 1 0 . 6 6 1 0 . 1 6  0.11 0.05 0.59 
0.25 0.18 0.15 0.17 I  0.50 I  0.09 0.13 0.02 0 .4 3  
0.13 0.15 0.26 0.04 1  0.30 1  0.14 0.28 0.12 0.33 
0.17 0.18 0.09 0.10 0.07 1  0.73 1  0.07 0.08 0.53 
0.19 0.22 0.12 0.16 0 . 0 9 1  0 . 6 4 1  0.18 0.13 0.54 
0.27 0.07 0.14 0.16 0.14 1  0.63 I  0.1 3  0.03 0 .4 9  
0.28 0.18 0.20 0.13 0.14 0.22 1  0.59 1  0.07 0 .4 9  
0.29 0.19 0.12 0.09 0.14 0.31 1  0.4 9  1  0.06 0 .4 7  
0.29 0.28 0.23 0.24 0.12 0.18 0.07 1  0.40 1  0.4 7  
0.12 0.35 0.27 0.20 0.11 0.25 0.05 1  0.38 1  0.4 5  
0.26 0.24 0.22 0.20 0.18 0.10 0.33 1  0.38 1  0.4 8  
0.01 0.35 0.16 0.01 0.05 0.17 0.25 I  0.36 I  0.34 
0.12 0.15 0.06 0.04 0.07 0.00 - 0 . 0 4  I  0.15 I  0.13 
11.75 9.51 6.55 6.01 5.81 5.27 3.07 2.56 
11.75 2 1 . 2 6  27.81 3 3. 82  3 9 . 6 3  4 4 . 9 0  4 7 . 9 7  5 0 . 5 3  
(注 1 ) 因 子 抽 出 法 : 主 因 子 法 ( 注 2 ) 回 転 法 : Kaiser の 正 規 化 を 伴 う パ リ マ ッ ク ス 法
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ら 成 り 、 学 校 生 活 に お け る 基 本 的 な 対 人 関 係 ス キ ル に 関 す る 回 答 を 求 め て い る こ と か ら
「 人 間 関 係 構 築 力 J と 命 名 し た 。
第 5 因 子 の 質 問 項 自 に は 、 v 4 r私 は 、 大 人 に な っ た ら 何 に な る か を 考 え て い ま す j 、 v 3 1
f私 は 、 将 来 や り た い 仕 事 が あ り ま す 」 、 v 1 3 r私 は 、 自 分 の 将 来 に 希 望 を も っ て い ま す J 、
v 2 2  r私 は 、 将 来 自 分 に 適 し た 職 業 に つ く つ も り で い ま す 」 、 v 4 0 r私 は 、 こ こ 2'"'-'3 年 の
計 画 や 目 標 が あ り ま す 」 の 5 項 目 か ら 成 り 、 進 路 意 識 や 職 業 観 に 関 す る 回 答 を 求 め て い
る こ と か ら 、 「 キ ャ リ ア 感 J と 命 名 し た 。
第 6 因 子 の 質 問 項 目 に は 、 v 3 r私 は 、 悲 し ん で い る 人 を 見 る と 、 悲 し い 気 持 ち に な り
ま す j 、 v 1 2 r私 は 、 因 っ て い る 人 を 見 る と 心 配 に な り ま す 人 v 2 1 r私 は 、 楽 し そ う な 人
を 見 る と 、 楽 し い 気 持 ち に な り ま す 」 の 3 項 目 に つ い て 「 共 感 性 j と 命 名 し た 。
(  2  ) 信 頼 性 の 検 討
社 会 性 尺 度 を 因 子 分 析 す る こ と に よ っ て 抽 出 さ れ た 6 因 子 に つ い て 、 こ れ ら の 因 子 に
負 荷 の 高 い 3 8 項 目 を 用 い て 、 項 目 平 均 点 か ら な る 尺 度 得 点 を 算 出 し た 場 合 、 ク ロ ン バ ッ
ク の α 係 数 は 、 第 1 悶 子 「 人 間 関 係 調 整 力 J が 0.88 、 第 2 因 子 「 学 校 生 活 適 応 力 」 が 0.86 、
第 3 因 子 「 自 己 肯 定 感 J が 0.82 、 第 4 因 子 「 人 間 関 係 構 築 力 J が 0.87 、 第 5 因 子 「 キ ャ
リ ア 感 J が 0.81 、 第 6 因 子 「 共 感 性 」 が 0.81 で あ っ た 。 こ の よ う に 、 尺 度 に お け る 因 子
構 造 の 明 確 さ と 信 頼 性 の 高 さ は 十 分 に 確 認 さ れ た と 思 わ れ る 。
第 2 節 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 に よ る 因 子 得 点 の 変 化
1  .  罰 的
ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 因 子 得 点 の 変 化 に つ い て 、 埼 玉 県 鷲 宮 町 立 束 中 学 校 を 対 象 と
し た 1 年 間 の 縦 断 的 デ ー タ 分 析 を 行 う 。 そ の こ と で 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 要 素 で あ る
各 因 子 が ど の よ う に 発 達 す る の か に つ い て 検 証 す る 。
2 . 調 査 手 続 き
(  1  ) 調 査 対 象 校 に つ い て
埼 玉 県 鷲 宮 町 立 束 中 学 校 ( 以 下 、 束 中 学 校 と 略 す ) に 調 査 協 力 を 依 頼 し た 。 束 中 学 校
は 、 筆 者 が 勤 務 し て お り 、 当 時 の 校 務 分 掌 で は 教 務 主 任 お よ び 研 修 主 任 を 務 め て い た 。
そ の た め に 、 学 校 の 実 態 に 合 わ せ た 、 い わ ば 教 育 現 場 に 無 理 な 負 担 を か け ず に 長 期 的 継
続 的 な 研 究 が 可 能 で あ り 、 管 理 職 お よ び 教 師 か ら の 全 面 的 な 協 力 を 得 る こ と が 可 能 で 、 あ
つ に ハ こ の よ う な 教 育 実 践 と 研 究 を 一 体 化 し た 取 り 組 み が で き る こ と か ら 、 調 査 対 象 校
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と し た 。
(  2 ) 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 調 査 方 法
① 調 査 対 象 者
調 査 が 2 年 聞 に 及 ぶ こ と か ら 、 進 級 後 も 継 続 し て 調 査 協 力 を 得 る こ と が で き る こ と
を 条 件 と し て 、 表 E 包 -1~こ示した束中学校の I 年生(平成 14 年度入学生 104 名)と 2
年 生 ( 平 成 15 年 度 入 学 生 1 3 0 名 ) を 対 象 と し た 。
② 調 査 時 期
2 0 0 3 年 9 月 初 旬 か ら 2 0 0 4 年 9 月 初 旬 の 期 間 に 毎 月 1 回 実 施 し た 。 実 施 日 は 、 第 1
週 を 原 則 と し な が ら 学 年 の 月 行 事 予 定 に 配 慮 、 し て 月 毎 に 決 め て 誠 査 を 行 っ た 。 こ の 調
査 は 、 夏 休 み を 除 く 全 12 回 実 施 さ れ た 。
③ 調 査 手 続 き
調 査 は 学 級 担 任 に 依 頼 し 、 学 級 単 位 の 集 合 調 査 ・ 記 名 法 に よ り 実 施 し た 。 各 質 問 項
目 に つ い て 、 4 段 階 評 定 で 回 答 を 求 め た 。 cr 4 . 全 く そ う 思 う j か ら r1  . 全 然 そ う 思 わ な
し リ の う ち 1 つ を 選 択 ) 。 調 査 用 紙 は 回 収 後 所 定 の 封 筒 に 入 れ 、 そ の 場 で 回 収 し た 。
1 2 回 分 の デ ー タ が 連 続 し て い な い も の や 、 欠 損 値 の あ る も の 、 転 入 学 の 子 ど も は 調
査 の 対 象 と し て い な い 。
3 . 結 果
調 査 結 果 に 基 づ き 、 6 因 子 の 得 点 を 学 年 、 男 女 別 に 算 出 し て 、 12 回 分 の 調 査 デ ー タ に つ
い て 、 平 均 と 標 準 偏 差 を 計 算 し て 整 理 し た ( 表 n - 2・ 3) 。 ま た 、 各 国 子 の 時 期 × 男 女 別 の 学
年 得 点 の 様 子 を 関 n-2-1 
し た 。 グ ラ フ イ と で は 、 各 国 子 の 項 目 数 が 異 な る た め に 、 昭 子
合 計 得 点 を 項 目 数 で 割 っ た 平 均 値 と す る こ と で 比 較 し た 。 そ の た め に 、 各 国 子 の 得 点 は 「 全
く そ う 思 う J ( 4 点 ) '" r全 然 思 わ な い J ( 1 点 ) の 範 関 内 で 示 さ れ て い る O
得 ら れ た デ ー タ の 各 国 子 得 点 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ に 、 2 ( 学 年 ) x  2  ( 性 ) x  12 (時
期 ) の 3 要 因 混 合 計 画 法 に よ る 分 散 分 析 を 行 っ た 。 被 験 者 内 効 果 は 、 時 期 群 ( 自 由 度 は 1 1)
と な る 。 時 期 は 、 2 0 0 3 ( 平 成 15) 年 9 月 か ら 2 0 0 4 ( 平 成 16) 年 9 月 ま で の 1 3 ヶ 月 で あ
る が 、 8 月 は 夏 季 休 業 自 に つ き 登 校 B が 無 い た め に 質 問 紙 調 査 を 実 施 し て い な い 。 そ の た
め に 沼 田 分 の デ ー タ と な る 。 被 験 者 間 効 果 は 、 平 成 1 4 年 度 入 学 生 と 平 成 15 年 度 入 学 生 の
学 年 群 ( 自 由 度 1 ) 、 男 子 と 女 子 の 性 群 ( 自 由 度 1 ) で あ る 。 分 散 分 析 の 結 果 は 表 n -2-4 に
示 し た 。 な お 、 分 散 分 析 に 使 用 し た デ ー タ は 、 欠 損 依 が 無 く 、 12 回 分 の デ ー タ が 連 続 し て
し 、 る 生 徒 の デ ー タ で あ る た め に 調 査 対 象 者 の 人 数 と は 異 な る ( 表 n-2-5) 0  
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表 n - 2・ 3 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 各 悶 子 の 月 別 平 均 値 と 標 準 偏 差
酔 入 院 書 籍 毒 係 摂 繋 力 学 校 生 活 適 応 力 自 己 禽 定 感 人 間 関 係 機 築 カ キ ャ リ ア 感
年 務 査 時 級 学 年 同
~IJ 平 均 儀 $ 0  平 均 値 $ 0  平 鈎 値 $ 0  平 均 健 $ 0  平 均 健 $ 0  平 均 健
共 感 性
人 数
$ 0  
? ? ? ?
9 Fl 
1 4 年 度 女 28.00 3.81 26.90 3.94 12.37 3.19 22.73 2 5 3  15.05 2.90 8.78 1.54 59 
入 学 金 問
現 27.34 4.2 1  25.81 4.39 12.38 3.37 22.32 3 4 8  14.46 4. 1 0  8.29 1. 0 0  5 6  
1 5 年 度 女 29.33 4.46 29.33 3.0 ヨ 14.80 2 .78  24.65 2 7 3  16.08 2.55 10.05 1. 4 8  40 
入 学 生
男 27.90 五 5 7 26.53 五 17 1 4 2 3  3 0 0  23.15 3 5 6  14.70 3.83 9.18 1.81 38 
1 4 年 度 女 28.83 4. 13 26.44 五 0 0 12.83 3.11 23.14 2 8 6  15.47 3.02 9.34 1.72  59 
入 学 生
努 29.14 4.35 27.24 4. 3 9  13.34 3.35 23.09 3 6 2  14.88 3.60 8.05 2 .4 6  56 
1 5 年 度 女 30.68 4. 6 8  27.60 4.66 15.33 2.64 25.63 2 2 4  16.38 2.85 10.20 1.42 40 
入 学 金 問
現 30.38 4.35 28.23 4. 14 15.54 2.66 23.93 2 ω 1 4 . 9 8  3.75  9.89 1. 8 0  3 8  
1 0 月
1 1 月
1 4 年 度 女 29.86 4. 5 3  27.58 4.4 1  13.03 3.39 23.56 3.08 15.88 2 .78  9.12 1.67 59 
入 学 生 男 29.14 4.15 28.14 4.90 13.31 3.56 22.77 3 9 6  14.68 3.4 7  8.13 2.29 56 
1 5 年 度 女 30 .7 3  3 6 2  29.05 4. 8 5  14.98 3 0 2  25.58 2.49 16.10 3.03 10.10 1.74  40 
入 学 生 男 30.40 4. 79 29.48 4. 0 9  14.92 2.90 24.08 2 9 8  15.13 3.06 9.84 1. 6 2  38 
1 4 年 度 女 30.41 4.26 28.92 4. 1 5  1 3 2 0  3.55 23.80 2 幻 15.90 2.90 9.53 1.92 59 
入 学 生 男 3 0 .1 0  4.60 28.31 4. 5 5  13.57 3.64 23 .7 5  3.51 14.98 3.44 8.48 2.46 56 
1 2 月
1 5 年 度 女 3 1.8 8  3.60 29.40 4.4 0  15.10 3.06 25.28 2 4 4  16.45 2.96 10.03 1.51 40 
入 学 生 男 30.08 4.42  29 .23  3.90 15.56 2.95 24.30 3 0 2  14 .7 8  4.15 10.13 1.70  3 8  
1 4 年 度 女 29.95 4.40 29.07 3.60 13 .29  3.7 1  23.69 2 9 1  15.93 2.94 9.68 1.94 59 
入 学 生
男 29.84 4. 18 28.53 4.02 14.02 3 4 9  23.41 3.27 15.09 3 4 6  8.68 2 .28  56 
1 Fl 
2 Fl 
1 5 年 度 女 3 1.1 0  4.27 30.13 3.60 15.20 3.33 25.55 2 4 9  16.25 3 2 5  10.43 1.52 4 0  
入 学 生 男 3 1. 5 5  3 9 0  29.30 4.69 15.26 3 5 4  24.73 2 7 4  15.03 3.75  10.11 1. 8 3  38 
1 4 年 度 女 30.44 4.刀 29.58 4.44 13.56 3.49 24.10 3.36 15.95 2.68 9.86 1.76  59 
入 学 生
男 29.69 4. 71 28.81 4. 4 6  14.05 3.70  23.46 3 7 5  15.23 3 .70  8.57 2 5 6  56 
1 5 年 度 女 3 1.1 3  4.40 29.95 4. 1 7  15.10 3.00 25.55 2 7 4  16.10 3.32 10.10 1.85 40 
入 学 生 同
現 3 1. 65 3 5 3  29.50 4. 6 7  1 5 2 6  3 6 1  24 .23  2 9 5  15.33 3.幻 1021 1.88 38 
1 4 年 度 女 30.34 4.26 28.64 4. 8 1  14.10 3.52 24 .25  3.00 16.36 2.59 9.97 1. 8 3  59 
入 学 金 問
顎 30.86 3 9 9  30.09 3 7 5  14.54 3. 79 24.52 2 8 4  16.20 3.2 1  9.32 2 1 9  56 
1 5 年 度 女 3 1.8 5  3 . 5 0  30.10 4. 5 5  14.63 3.1 8  25.08 2.63 16.08 2.88 10.53 1.34 40 
入 学 生 男 3 0 .78  4. 0 5  29.65 4.39 15.49 3.63 24.80 2 4 6  15.98 3.55 10.47 1. 8 4  38 
3 月
? ? ? ?
4 月
1 4 年 度 女 30.15 4.20 29.69 4.04 13.69 3.72  24.12 2.99 16.14 2.56 9.66 1.80 5 9  
入 学 生
男 30.47 4. 19 29.07 4.50 14.16 3.58 24.30 2 8 1  15.77 3.11 9.09 2.28 56 
1 5 年 度 女 3 1.0 0  4.28 29.88 4 2 0  15.45 2.87 25.83 24.吉 16.38 2 5 7  10.15 1.49 40 
入 学 生 努 3 1. 43 3.34 30.70 3. 6 9  15.79 2 9 1  24.90 2 8 9  15.35 3.54 10.29 1. 6 4  38 
1 4 年 度 女 30.81 3. 76 2 9 .7 6  4.0 4  13.63 3.62 24.36 3. 16 16.34 2 3 8  9.88 1. 9 5  59 
入 学 生 男 30.97 4. 3 5  30.10 4. 16 14.80 3.91 24.32 3. 3 5  15.88 3.33 9.11 2 3 0  5 6  
5 月
1 5 年 度 女 31.68 4.03 30.43 3.73  14 .7 8  3.45 25.75 2.90 16.25 3. 12 10.38 1. 9 0  4 0  
入 学 生 間
現 32.03 3.99 30.88 4.74  15 .72  2 9 6  25.15 2 3 4  15.28 3.33 10.39 1.72  38 
6 月
1 4 年 度 女 30.56 4. 3 4  29.97 4 2 4  13.69 3.64 24.19 3. 3 9  16.10 2.31 9.98 1.74  59 
入 学 生 用
明 30.91 4.74  30.48 4.31 14.72 4.ρ '0 24.54 3. 4 9  15.77 3.67 9.13 2.37 56 
1 5 年 度 女 3 1. 60 3.81 30.95 4. 3 1  14.75 3.62 25.50 3 0 1  16.13 2 9 9  10.13 1.80 4 0  
入 学 生 田
明 31 .78 4.04 30.63 4.82 15.4  3. 3 0  25.05 2 5 7  15.85 3. 6.￥ 10.53 1.57 38 
1 4 年 度 女 3 1.3 2  4. 0 1  30.34 4. 3 3  14.36 3.57 24 .7 8  2 7 9  16.6 3  2.65 9.98 1. 8 6  59 
入 学 生 男 31.43 4. 3 5  30.83 3.64 15.00 3.78  24.68 3. 3 0  16.23 3.32 9.66 2.09 5 6  
7 月
9 Fl 
1 5 年 度 女 3 1.7 8  3.79  31. 33 3.31 15.15 2.58 25.40 3. 0 6  16.38 2.68 10.33 1.73  4 0  
入 学 生 閤
現 3 1. 53 3.73  30.60 4. 19 15.92 3.11 25.55 2 5 5  15.63 3.66 10.50 1. 6 2  38 
1 4 年 度 女 30.81 4. 0 7  29.97 4. 0 7  1 3 2 4  3. 4 2  24.19 2 9 0  16.42 2.54 9.85 1.57 59 
入 学 生 閉
現 30.36 4.27  30.22 3.63 14.72 3.86 24.63 3. 13 16.55 3.27  9.57 2 1 1  5 6  
15 年 度 女 30 .7 0  4.26 30.63 4. 4 8  14 .7 3  3.1 0  25.20 3. 13 16.08 3.1 9  10.30 1. 5 9  40 
入 学 生 閉
現 3 1. 45 4.1 6  30.70 3.32 15.08 3.1 2  25.13 2 6 3  16.0唱 3.2 1 10.32 1.25 38 
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表 E刷 2・ 4 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 に お け る 各 因 子 の 分 散 分 析 結 果 一 覧
因 子 名 被 験 者 内 効 果 F 傭
被 験 者 間 効 果
F f童
時 期
14.67 * 
人 間 関 係 調 整 力
持 期 x 学 年 0.61 学 年
5.23 *  
時 期 x 性
1. 0 5  性 0.14 
時 期 x 学 年 x 性 0.95 学 年 x 性 0.02 
時 期
16.10 * 
学 校 生 活 適 応 力
時 期 x 学 年 0 .4 0  学 年
10.15 * 
時 期 x 性 1.55 性 0.17 
時 期 x 学 年 x 性 0.65 学 年 x 性 0 .4 5  
時 期
3.18 * 
自 己 肯 定 感
時 期 x 学 年 1. 3 8  学 年
49.04 * 
持 期 x 性 0.63 性
5.77 *  
時 期 x 学 年 x 性
0.19 
学 年 x 性 0.47 
時 期
7.18 * 
人 間 関 係 構 築 力
時 期 x 学 年
0.89 
学 年
25.19 * 
時 期 x 性 1.30 性
4.18 *  
時 期 x 学 年 x 性
0.33 
学 年 x 性
2.68 
時 期
2.90 * 
キ ャ リ ア 感
時 期 x 学 年
0.65 
学 年
0.03 
時 期 x 性 0.90 性
12.11 * 
時 期 x 学 年 x 性
0.18 学 年 x 性 0.70 
時 期
6.23 * 
共 感 性
時 期 x 学 年 0.87 
学 年
7 1. 0 9  * 
時 期 x 性 0.80 
性
14.66 * 
時 期 x 学 年 x 性 0.79 学 年 x 性
10.34 * 
* 担 く .05 ，  * p く .01
表 立 網 2・ 5
各 因 子 の 学 年 ・ 男 女 別 調 査 対 象 者
因 子 ト 立 閤 子 盟
因 子 N 調 子 V 因 子 羽
入 学 年 度 男 子 女 子 合 計 男 子 女 子 合 計 男 子 女 子 合 計 男 子 女 子 合 計 男 子 女 子 合 計
14 年 度
5 8  
5 9  
117 
61 
5 9  
1 2 0  
56 59 
1 1 5  
56 
5 9  
1 1 5  
56 
59 
1 1 5  
15 年 度
4 0  
4 0  
8 0  39 4 0  79 4 0  4 0  8 0  
4 0  
4 0  
8 0  38 4 0  78 
合 計
9 8  9 9  197 
1 0 0  
9 9  
199 
96 
99 1 9 5  
96 9 9  
195 9 4  
99 
1 9 3  
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、 d I -2-1 
ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 因 子 得 点 の 月 別 変 化
(  1 )  r人 間 関 係 調 整 力 」 因 子
ー + ー 1-1 年 度 女
.... 1 -1 年 度 男
15 年 度 女
- 15 年 度 男
ー ← 1 4年 度 女
・ 唱 ー 1 4 年 度 勇
一1 5 年 度 女
一 戸 1 5 年 度 晃
ー ← 14 年 度 女
吋・ - 1 4 年 度 男
1 5 年 度 女
一 1 5 年 度 男
は み ら れ な か っ た 。 単 純 主 効 果 で は 、 時 期 群 (F [ l L  2 3 1 6 ]  二 14.67 、 p < O . O l )
と 、 学 年 群 (F[ 1、 1 9 5  ]ニ 5.23 、 p < 0.05 ) に お い て 、 そ れ ぞ れ 有 意 な 差 が み ら れ た 。
品 年 群 で は 、 平 成 15 年 度 入 学 生 の 方 が 有 意 に 高 か っ た 。
多 重 比 較 (引 lkey 法 ) を 行 っ た 結 果 (A p p e n d i x n  -2 -1) 、 時 期 群 で は 、 平 成 15 年 9 月
- 1 0 3・
か ら 12 月 の 得 点 と 平 成 16 年 4 月 か ら 7 月 の 得 点 が 有 意 に 高 く な り 、 平 成 16 年 7 月 か ら
9 月 は 有 意 に 得 点 が 低 か っ た 。
(  2 )  r学 校 生 活 適 応 力 J 因 子
交 互 作 用 は み ら れ な か っ た 。 単 純 主 効 果 で は 、 時 期 群 (F [  11 、 2 3 1 6 ] =  16.10 、 p<O.Ol)
と 、 学 年 群 (F[ 1、 1 9 5 ]  =  10.15 、 p<O.Ol) に お い て そ れ ぞ れ 有 意 な 差 が み ら れ た 。 学
年 群 で は 、 平 成 15 年 度 入 学 生 の 方 が 有 意 に 高 か っ た 。
多 重 比 較 ( 恒 lkey 法 ) を 行 っ た 結 果 (Appendix II-2・ 2) 、 時 期 群 で は 、 平 成 15 年 9 月
か ら 平 成 16 年 γ 月 の 得 点 が 有 意 に 高 く な り 、 平 成 16 年 7 月 か ら 9 月 で 、 は 有 意 に 低 か っ
た。
(  3 )  r自 己 肯 定 感 」 因 子
交 互 作 用 は み ら れ な か っ た 。 単 純 主 効 果 で は 、 時 期 群 ( F [  11 、 2 3 4 0 ] =  3.18 、 p <  0.01) 
と 、 学 年 群 (F[ 1、 1 9 7  ]コ 49.04 、 p  <  0.01) 、 性 群 (F[ 1、 1 9 7 ]  =  5.77 、 p  <  0.05) 
に お い て そ れ ぞ れ 有 意 な 差 が み ら れ た 。 学 年 群 で は 、 平 成 15 年 度 入 学 生 の 方 が 有 意 に
く 、 性 群 で は 、 男 子 の 方 が 有 意 に 高 か っ た 。
多 重 比 較 ( 引 lkey 法 ) を 行 っ た 結 果 (Appendix I -2-3) 、 時 期 群 で は 、 平 成 15 年 9 月
に 比 べ て 、 飽 の す べ て の 持 期 得 点 が 有 意 に 高 く 、 平 成 16 年 7 月 か ら 9 月 で は 有 意 に 低 か
っ た 。
( 4 )  r人 間 関 係 構 築 力 j 因 子
交 互 作 用 は み ら れ な か っ た 。 単 純 主 効 果 で は 、 持 期 群 ( F [  11 、 2 2 9 2 ] =  7.18 、 p <  0.01) 
と 、 学 年 群 (F[ 1、 1 9 3 ]  =  25.19 、 p  <  0.01) 、 性 群 (F 打 、 1 9 3 ]  =  4.18 、 p  <  0.05) 
に お い て そ れ ぞ れ 有 意 な 差 が み ら れ た 。 学 年 群 で は 、 平 成 15 年 度 入 学 生 の 方 が 有 意 に
く 、 性 群 で は 、 女 子 の 方 が 有 意 に 高 か っ た 。
多 重 比 較 ( も lkey 法 ) を 行 っ た 結 果 (Appendix I ・ 2-4) 、 時 期 群 で は 、 平 成 1 5 年 9 月
に 比 べ て す べ て の 時 期 に お い て 得 点 が 有 意 に 高 か っ た 。 平 成 16 年 7 月 の 得 点 は 、 平 成 15
年 9 月 " - ' 12 月 よ り も 有 意 に 高 く 、 平 成 16 年 7 月 か ら 9 月 で 、 は 有 意 に 低 か っ た 。
(  5 )  rキ ャ リ ア 感 J 国 子
交 互 作 用 は み ら れ な か っ た 。 単 純 主 効 果 で は 、 時 期 群 (F [ l L  2 2 9 2 ]  =  2.90 、 p <  0.01) 
と 、 性 群 (F[ 1、 1 9 3  ]二 12.11 、 p  <  0.01) に お い て そ れ ぞ れ 有 意 な 差 が み ら れ た 。 性
群 で は 、 女 子 の 方 が 有 意 に 高 か っ た 。
多 重 比 較 ( 引 lkey 法 ) を 行 っ た 結 果 (Appndix I -2-5) 、 時 期 群 で は 、 平 成 15 年 9 月 ~
- 1 0 4 ・
12 月 に 比 べ て 平 成 16 年 2 月 の 得 点 は 有 意 に 高 く 、 平 成 16 年 1 月 の 得 点 よ り も 7 月 の 方
局 、z こ 高 か っ た 。 平 成 16 年 2 月 の 得 点 よ り も 平 成 16 年 9 月 の 方 が 有 意 に 高 か っ た 。
(  6 )  r共 感 性 J
必 年 群 (F [ 1、 1 9 1  ]二 7 1. 0 9 、 p  <  0.0 1) と 性 群 (F[ 1、 1 9 1  ]  =  14.66 、 p  <  0.0 1) 
こ 有 意 な 差 が み ら れ 、 交 互 作 用 が 有 意 (F[ 2 、 1 9 1  ]  =  10.34 、 p  <  0.0 1) で あ っ た 。 政
成 15 年 度 入 学 生 で は 男 女 差 が み ら れ な い が 、 平 成 1 4 年 度 入 学 生 で は 女
か っ た (図 I -2・ 2) 0 単 純 主 効 果 で は 、 平 成 15 年 度 入 学 生 の 方 が 有 意 に 高 く 、 女 子 の 方
が 有 意 に 高 か っ た 。 時 期 群 (F [  11 、 2 2 6 8  ]二 6.23 、 p  <  0.0 1) の 単 純 主 効 果 を 検 定 し
た 結 果 、 有 意 な 差 が み ら れ た 。
多 重 比 較 ( T u k e y 法 ) を 行 っ た 結 果 ( A p p e n d i x I -2 -6) 、 時 期 群 で は 、 平 成 15 年 9 ノ寸
---1 月 の 得 点 が 有 意 に 低 く 、 平 成 16 年 3 月 と 7 月 の 得 点 は 、 他 の 日寺 期 の 得 点 よ り も 有 意
こ 高 か っ た 。
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4  考 察
(  1  ) 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 測 疋
「人 間 関 係 調 整 力 J ・ 「学 校 生 活 適 応 力 J ・ 「 自 己 肯 定 感 J ・ 「人 間 関 係 構 築 力 」 因 子 は 、
2 0 0 3  ( 平 成 15 ) 年 9 月 の 得 点 と 比 較 し て 、 時 期 !要 因 が 有 意 で あ る こ と か ら 高 ま っ て い る
こ と が 確 認 で き る 。 こ れ ら の 因 子 得 点 が 向 上 し て い る こ と は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 が
- 1 0 5 ・
学 校 教 青 に お い て 養 成 さ れ て い る こ と を 表 し て い る と 考 え ら れ る 。 そ れ は 、 第 I 部 第 3
章 で 述 べ た よ う に 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 要 素 は 、 f基 本 と な る 個 別 の 力 J ( 心 理 的 生 理
的 安 心 感 、 自 尊 感 情 、 年 齢 相 応 の 基 本 的 な 生 活 習 慣 、 マ ナ ー ( 札 { 義 ) 、 体 力 、 耐 性 、 自
性 ・ 自 立 心 、 キ ャ リ ア 意 識 ) と 、 「 人 と 関 わ る こ と の で き る 力 J ( コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 、
他 者 理 解 、 思 い や り 、 共 感 性 、 協 調 性 、 相 談 す る 力 、 頼 む ・ 依 頼 す る 力 、 依 存 心 、 仲 間
に 入 る 力 、 集 団 の 中 で 過 ご す 力 、 地 域 の 入 と 関 わ る 力 ) の 2 つ か ら 構 成 さ れ て い る が 、
そ れ ぞ れ の 構 成 要 素 と な る 力 と 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 の 因 子 得 点 で 測 ろ う と し て い
る 力 は 重 な る 点 が 多 い
具 体 的 に は 、 表 1 I -2・ 2 の 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 の 質 問 項 目 、 第 1 因 子 の 「 人 間 関
係 調 整 力 J そ れ ぞ れ の 質 問 項 目 を 以 下 に 示 し た が 、 こ れ に 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 構 成
要 素 は 、 次 の よ う に 対 応 し て い る 。
V 3 7  私 は 、 友 達 に 自 分 の 考 え を 言 え ま す : ( コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン カ )
V 1 9  友 達 に 頼 み た い こ と が あ る と き は 、 頼 む こ と が で き ま す : ( 頼 む ・ 依 頼 す る 力 )
V 2 0  困 っ た と き に は 、 人 に 助 け を 求 め る こ と が で き ま す : ( 依 存 心 )
V 1  わ か ら な い と き は 友 達 に 質 問 で き ま す : ( 相 談 す る 力 )
V 2  友 達 と 違 う 意 見 で も 、 自 分 の 意 見 を 言 う こ と が で き ま す : ( コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 )
V 1 0  悩 み 事 が あ る と き は 、 友 達 に 棺 談 で き ま す : ( 相 談 す る 力 )
V 1 5  友 達 と の 話 し 合 い に 参 加 す る こ と が で き ま す : ( コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 )
V 3 8  嫌 な こ と は 、 う ま く 断 る こ と が で き ま す : ( コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 )
V 2 9  自 分 に よ い こ と が 起 き る と 、 そ れ を 人 に 伝 え る こ と が で き ま す : ( コ ミ ュ ニ ケ ー シ
ョ ン 力 )
以 上 、 示 し た よ う に 、 そ れ ぞ れ の 質 問 項 B に 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 構 成 要 素 を 対 応 さ
せ る こ と が で き る の で あ る 。
同 様 に 「 学 校 生 活 適 応 力 」 因 子 の 9 項 目 ( V 1 7 、 V 3 5 、 V 2 6 、 V 1 8 、 V 2 7 、 V 8 、 V 4 5 、
V 3 6 、 V 3 4 ) に は 、 「 基 礎 的 人 間 力 j の 要 素 ( 基 本 的 な 生 活 習 ' 演 、 マ ナ ー ( 礼 { 義 ) 、 耐 性 、
基 礎 的 な 学 力 、 自 主 性 ・ 自 立 心 ) が 対 応 す る 。
「 自 己 肯 定 感 j 因 子 5 項 目 ( V 1 4 、 V 5 、 V 3 2 、 V 2 3 、 V 4 1 ) は 自 尊 感 情 と 対 応 し て い る 。
「 人 間 関 係 構 築 力 J 因 子 γ 項 目 ( V 1 6 、 V 2 4 、 V 2 8 、 V 1 1 、 V 6 、 V 3 3 、 V 4 2 ) で は 、 協 調
性 、 マ ナ ー ( 礼 儀 ) 、 耐 性 、 仲 間 に 入 る 力 、 集 団 の 中 で 過 ご す 力 な ど が 対 応 し て い る よ う
に 、 筆 者 が 新 た に 作 成 し た 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 の 各 国 子 項 目 は 、 子 ど も の 基 礎 的
蜘 1 0 6 ・
人 間 力 を 測 定 す る 尺 度 と し て 有 用 で あ る 。 そ れ ゆ え に 、 本 論 文 で は 子 ど も の 基 礎 的 人 間
力 の 測 定 に 筆 者 が 作 成 し た 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 を 使 用 し て し 1 く O
(  2  ) 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 の 各 因 子 得 点 の 変 化
2 0 0 4  ( 平 成 16) 年 の 1 学 期 末 7 月 の 各 国 子 得 点 が 、 夏 期 休 業 日 あ け の 9 月 に 下 が っ て
い る こ と は 、 学 校 生 活 が 生 徒 の 社 会 性 に 一 定 の 影 響 を 与 え て い る こ と の 証 左 で あ る O 生
徒 は 、 授 業 や 諸 活 動 に お い て 、 様 々 な 他 者 と の 社 会 的 相 互 作 用 を 行 っ て い る 。 具 体 的 に
は 、 約 束 、 き ま り 、 ノ レ ー ル に 従 う こ と 、 他 者 と の 日 常 的 な 関 わ り 等 。 こ れ ら の こ と が 、
夏 季 休 業 日 に は 中 断 さ れ る た め に 、 2 学 期 当 初 は 各 国 子 の 項 目 に 関 す る 意 識 が 低 下 す る
も の と 考 え ら れ る 。
「 人 間 関 係 構 築 力 J 因 子 で は 、 進 級 後 の 2 0 0 4 ( 平 成 16) 年 4 月 の 得 点 が 、 2 0 0 3 (平
成 15) 年 2 学 期 に あ た る 時 期 の 得 点 よ り も 高 く な っ て い る 。 こ れ は 、 ク ラ ス 替 え に よ る
環 境 の 変 化 に 伴 い 、 心 理 的 に 新 し い 環 境 に 積 極 的 に 関 わ っ て い こ う と す る 意 欲 の 向 上 が
そ の 要 因 に な っ て い る 5 月 以 降 は 、 得 点 の 変 化 が 見 ら れ な い こ と か ら 、 そ の 効 果 は 維
持 さ れ て い る と い え よ う 。
「 人 間 関 係 調 整 力 J•  r学 校 生 活 適 応 力 J•  r自 己 肯 定 感 」 ・ 「 人 間 関 係 構 築 力 J•  r共 感 性 j
国 子 で は 、 い ず れ も 学 年 に よ る 差 が 見 ら れ た 。 し か し な が ら 「 キ ャ リ ア 感 j 因 子 に お い
て 、 学 年 差 が み ら れ な か っ た こ と は 、 キ ャ リ ア に 関 す る 意 識 が 中 学 校 1 年 生 の 1 学 期 に
あ る 程 度 形 成 さ れ て い る こ と を 示 唆 す る も の で あ る 。
「 自 己 肯 定 感 J 因 子 で は 、 男 子 の 方 が 女 子 よ り も 高 く な っ て い る 。 そ の 要 因 を 特 定 す
る こ と は 難 し い が 、 男 子 の 方 が 、 学 校 生 活 全 般 に お い て 女 子 と 比 べ て 自 己 開 示 性 が 高 く 、
自 分 に 対 す る 自 信 や 、 他 者 に 対 す る 信 頼 感 が 高 い 可 能 性 が あ る 。
「 人 間 関 係 構 築 力 j ・ 「 キ ャ リ ア 感 」 ・ 「 共 感 性 J 因 子 で は 、 女 子 の 方 が 男 子 よ り も 高 い
得 点 を 示 し て い た 。 こ れ は 、 女 子 の 方 が 社 交 的 で あ り 、 現 時 点 で の 自 分 の 能 力 や 適 性 を
客 観 的 に 把 握 し 、 他 者 の 立 場 に 立 っ て 共 感 的 に 関 わ る 力 が 高 い こ と を 示 し て い る 。 ま た 、
「 人 間 関 係 構 築 力 j で は 、 女 子 の 方 が ル ー ル や 規 範 を 遵 守 し よ う と す る 態 度 が 高 い こ と
を 示 し て い る 。 女 子 の 方 が 、 学 校 生 活 全 般 を 通 し て 基 本 的 生 活 習 慣 の 定 着 度 も 高 い こ と
な ど か ら 、 基 礎 的 人 間 力 を 身 に 付 け る 時 期 は 、 女 子 の 方 が 早 い こ と が 推 察 さ れ る 。
「 キ ャ リ ア 感 j 因 子 で は 、 女 子 の 方 が 男 子 よ り も 高 い 得 点 で あ っ た 。 時 期 変 化 で は 、
高 校 受 験 の 時 期 に 当 た る 2 月 に 得 点 が 高 ま っ て い る が 、 こ れ は 、 3 年 生 か ら の 影 響 に よ
る も の と 思 わ れ る O 進 級 後 の 7 月 に 高 く な っ て い る の は 、 キ ャ リ ア に 対 す る 意 識 が 高 ま
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っ て い る こ と を 示 し て い る 。
「 共 感 性 j 因 子 で は 、 交 互 作 用 が 見 ら れ た 。 2003 ( 平 成 15) 年 10 月 に 平 成 15 年 入 学
の 男 子 の 得 点 だ け が 下 蜂 し て い る が 、 こ の 背 景 に は 、 変 声 期 を 迎 え た 男 子 に と っ て 学 校
行 事 で あ る f合 唱 コ ン ク ー ル 」 が 何 ら か の 影 響 を 与 え て い る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 2 0 0 4
( 平 成 16) 年 3 月 に な る と 平 成 15 年 入 学 の 男 子 得 点 が 大 き く 伸 び て い る が 、 こ れ は 卒 業
時 期 の 行 事 へ の 取 り 組 み が 関 係 し て い る 。 性 群 で は 、
と 比 較 し て 女 子 の 方 が 他 者 と
の 関 わ り に お い て 、 相 手 の 立 場 に 立 っ て 心 情 を 察 す る 感 性 の 強 い こ と が 示 さ れ て い る 。
本 調 査 か ら は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 に 関 わ る 主 要 な 因 子 と し て 、 「 人 間 関 係 調 整 力 」
と 「 人 間 関 係 構 築 力 」 を 挙 げ る こ と が で き る 。 そ の 因 子 得 点 は 、 と も に 「 そ う 思 う J と
し づ 肯 定 的 傾 向 に あ る 。 ま た 、 両 国 子 と 関 連 の 深 い 「 学 校 生 活 適 応 力 」 因 子 に お い て も
良 好 な 得 点 を 示 し て い る 。 こ れ ら の 結 果 か ら 、 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間
力 は 、 学 校 生 活 の 中 に お い て も 養 成 で き る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。
し か し な が ら 、 「 キ ャ リ ア 感 J 因 子 で は 、 調 査 当 初 は 「 そ う 思 わ な し リ と し づ 否 定 的 傾
向 が 見 ら れ た 。 「 自 己 肯 定 感 」 因 子 と 「 共 感 性 J 因 子 も 同 様 の 傾 向 が 見 ら れ た 。 「 人 間 関
係 調 整 力 J r人 間 関 係 構 築 fJ J  r学 校 生 活 適 応 力 j の 3 因 子 が 、 集 団 連 応 や 対 人 関 係 の 側
面 が 強 い こ と に 対 し て 、 「 キ ャ リ ア 感 J r自 己 肯 定 感 J r共 感 性 J の 3 因 子 は 、 個 人 内 の 資
質 や 能 力 と の 関 連 が 深 く 、 所 属 す る 集 団 の 質 や 、 集 団 内 の 人 間 関 係 が 深 く 関 与 し て い る 。
こ れ ら の 因 子 得 点 に 表 れ た 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 し て い く こ と が 、 こ れ か ら の
校 教 育 に は 必 要 で あ る こ と を 確 認 す る こ と が で き た 。
第 3 節 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 と F社 会 的 ス キ ル (Kiss-18) 尺 度 j に 関 す
る 考 察
前 節 で は 、 筆 者 が 作 成 し た 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 を 用 い て 、 埼 玉 県 鷲 宮 町 立 束 中 学
校 の 1 年 生 と 2 年 生 を 対 象 と し た 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 因 子 得 点 経 年 変 化 を 分 析 し て
き た 。 こ の オ リ ジ ナ ル デ ー タ は 、 本 論 文 の 構 想 前 で あ る 2002 ( 平 成 14) 年 か ら 2 0 0 3 (平
成 15) 年 に 収 集 さ れ て い る た め に 、 本 論 文 で 問 題 と し て い る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 と 若 干
の ズ レ が あ る こ と は や む を 得 な い 面 が あ る O し か し な が ら 、 質 問 項 目 の 内 容 や 因 子 構 造 を
精 査 し て い く と 対 応 す る 点 が 多 い た め に 、 次 章 で 論 じ る 積 極 的 生 徒 指 導 と し て の 授 業 カ リ
キ ュ ラ ム の 効 果 測 定 に 使 用 で き る 妥 当 性 が あ る 点 を 述 べ て き た 。
本 節 で は 、 多 く の 研 究 者 が 信 頼 性 の あ る 尺 度 と し て 使 用 し て い る 「 社 会 的 ス キ ル 尺 度
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Kiss-18 (Kikuchi's Scale of Social Skills: 18 items) J  2) ( 以 下 、 Kiss-18 と 略 す ) と 、 本 章
で 論 じ て き た 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 と の 相 違 点 や 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 測 定 す る
に つ い て 、 犯 ss刷 18 か ら 得 ら れ る 知 見 を ふ ま え て 考 察 す る 。
1  . 社 会 性 と 社 会 的 ス キ ル
Kiss-18 は 、 社 会 的 ス キ ル の 簡 易 な 尺 度 と し て 作 成 さ れ た 。 震 問 項 目 数 は 18 で あ り 、 そ
の 因 子 構 造 は 、 「 問 題 解 決 J rト ラ ブ ル 処 理 J rコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン J の 3 因 子 で あ る 3)0 Kiss-18 
を 使 用 し た 研 究 の 調 査 対 象 4) は 、 専 門 学 校 生 、 大 学 生 、 企 業 従 業 員 、 看 護 士 、 大 学 生 を 対 象
と し た ラ ボ ラ ト リ … ・ メ ソ ッ ド O a b o r a t o r y m e t h o d )  5) に よ る 体 験 学 習 が 多 く 、 一 部 に 外 国
の 高 校 生 や 、 中 学 生 を 対 象 と し た 研 究 も あ る 。
し か し な が ら 、 そ こ で 測 ら れ て い る 力 は 、 社 会 性 の 一 部 で あ る 「 社 会 的 ス キ ル J で あ り 、
本 論 文 で 問 題 と し て い る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 と は 測 定 し よ う と し て い る 力 が 異 な っ て い
る 。 ま た 、 社 会 的 ス キ ル に 関 す る 研 究 に は 、 問 中 ( 2 0 0 7 年 ) 6) が 指 摘 し て い る よ う に 、 「
療 モ デ ル J ( 治 療 的 応 用 : 社 会 的 ス キ ル 訓 練 ; ス キ ル 欠 損 そ デ ル に 基 づ く 障 害 観 ) と 、 「 教
育 モ デ 、 ノ レ J ( 社 会 的 ス キ ル 学 習 ; 対 人 関 係 を 紡 ぎ 上 げ る 技 能 を 更 に 高 め て 、 社 会 的 有 能 性 を
増 す こ と を 意 関 し て い る 教 育 観 ) が あ る が 、 中 学 生 を 対 象 と し た 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど
も の 基 礎 的 人 間 力 の 澱 定 に は 、 K i ss-18 で は 限 定 的 な 力 し か 捉 え る こ と が で き な い た め に 、
本 論 文 で は 、 社 会 性 の 構 成 要 因 も 踏 ま え な が ら 子 ど も 用 の 新 た な 尺 度 を 作 成 す る こ と が 必
要 で あ る と 考 え た 。 こ の 点 に 関 し て 、 渡 辺 ( 2 0 0 7 年 ) 7) の 「 社 会 性 と 道 徳 性 の 相 違 に つ い
て 認 識 す る 必 要 が あ る j と し づ 次 の 指 摘 は 示 唆 に 富 む も の で あ る 。
「 社 会 性 は 、 仲 間 と の か か わ り に 焦 点 が あ て ら れ 河 滑 な 関 係 を 築 く 能 力 と し て 考 え ら れ
る が 、 た と え ば 非 行 集 団 を 考 え る と 非 行 集 団 内 で 仲 間 が し 1 る こ と は 一 概 に 社 会 性 が な
い わ け で は な い と い う 見 方 も あ る 。 い じ め の 加 害 者 は 必 ず し も 孤 立 し て い る わ け で は
な く 、 仲 間 を 味 方 に つ け 計 画 を 練 り 、 j交 猪 に 実 行 す る こ と が 可 能 で あ っ た り す る こ と
か ら 、 あ る 程 度 の 社 会 性 が あ る と も 考 え ら れ る 。 し か し 、 彼 ら は 、 道 徳 的 に は 大 き く
逸 脱 し た 行 動 を と っ て い る こ と は 明 白 で あ る ん
ま た 、 大 坊 ( 2 0 0 7 年 ) 8) は 、 社 会 的 ス キ ル を 次 の よ う に 定 義 し て い る 。
「 対 人 関 係 、 は 、 お 互 い の メ ッ セ ー ジ を 適 切 に 送 受 信 す る こ と に よ っ て 円 滑 に 展 開 さ れ る 。
可 能 な 対 人 関 係 を 円 滑 に 運 営 す る 適 応 能 力 を 社 会 的 ス キ ル と い う 。 社 会 的 な 受 容
と 個 人 の 社 会 的 適 応 を 前 提 と し て 、 適 切 な 対 人 行 動 を と る こ と が で き る 場 合 に 、 社 会
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的 ス キ ル が 備 わ っ て い る と 言 え る 。 社 会 的 ス キ ル は 階 層 的 な 構 造 を な す も の で あ り 、
そ の 基 本 は 、 自 分 の メ ッ セ ー ジ を 適 切 に 表 出 し ( 記 号 化 ) 、 他 者 の メ ッ セ ー ジ を 的 確 に
把 握 で き る ( 解 読 ) 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル に 求 め ら れ る 。 J
次 に 、 こ こ に 示 さ れ た 社 会 的 ス キ ル に つ い て 、 教 青 現 場 で み ら れ る 子 ど も の 実 態 と 社 会
性 の 基 盤 で あ る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 と の 関 連 に つ い て 考 察 す る 。
2 . 社 会 的 ス キ ル と 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成
以 前 、 筆 者 が 中 学 校 の 教 員 を し て い た 頃 、 4 月 早 々 の 職 員 室 で は 、 子 ど も の 社 会 的 ス キ
ル に つ い て 話 題 と な っ て い た 。 当 時 、 新 入 生 9) と 接 し て い る と 、 基 本 的 な 対 人 関 係 ( 目 上 と
な る 先 輩 や 教 員 に 対 す る タ テ 社 会 の ル ー ノ レ ) を 教 え ら れ て い な い 子 ど も へ の 対 応 に 苦 慮 す
る 教 師 が 増 え て い た 。 具 体 的 に は 、 コ ミ ュ ニ ケ … シ ョ ン ・ ス キ ル の 不 足 や マ ナ ー の 未 学 習
に よ り 、 上 級 生 と ト ラ ブ ノ レ に な る ケ ー ス が 多 発 し て い た 。 こ の よ う な 対 人 関 係 と し て の
社 会 的 ス キ ル を 学 ぶ 場 は 、 現 代 で は 家 庭 や 地 域 社 会 で は そ の 機 会 が 減 少 し て い る た め に 学
校 が 中 心 的 な 場 と な っ て い る 。 こ の 事 例 は 、 縦 関 係 に お け る 生 徒 潤 の 社 会 的 ス キ ル の 問 題
で あ る が 、 横 の 対 人 関 係 、 ( 同 級 生 ) に お け る 社 会 的 ス キ ル の 不 足 も 看 過 で き な い 状 況 に あ
る。
文 部 科 学 省 の 「 児 童 生 徒 の 問 題 行 動 等 生 徒 指 導 の 諸 問 題 に 関 す る 調 査 」 結 果 の “ 不 登 校 "
や “ い じ め 開 題 " 等 の 分 析 10) に 示 さ れ て い る よ う に 、 子 ど も の 基 本 的 な 対 人 関 係 の 社 会 的
ス キ ル の 不 足 は 、 学 校 に お け る 様 々 な 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 の 大 き な 原 因 と な っ て い る 。 近
年 、 こ の よ う な 観 点 か ら 、 基 本 的 な 対 人 関 係 と し て の 社 会 的 ス キ ル を 学 校 で 、 教 え る こ と が
期 待 さ れ て い る 。 ま た 、 「 社 会 的 ス キ ル J 11) は 、 中 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 ( 特 別 活 動 編 ) に
も 明 記 さ れ て お り 、 学 校 で は 、 子 ど も に 社 会 的 ス キ ル を ど の よ う に 教 え て い く の か と い う
こ と が 重 要 な 課 題 と な っ て い る の で あ る 。 こ の 意 味 に お い て 、 子 ど も が 年 齢 相 応 の 基 本 的
な 対 人 関 係 、 の 社 会 的 ス キ ル を 身 に 付 け る こ と は 、 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間
力 を 養 成 す る た め に 必 要 な 力 で あ る と い っ て よ い 。
蜂 屋 12) は 、 学 校 教 育 の 意 義 と 役 割 に つ い て 学 校 を “ 社 会 的 子 宮 " に 伊 jえ 、 子 ど も は 、
校 に お い て “ 第 2 の 誕 生 " に 備 え て 心 身 を 鍛 え 発 達 さ せ 充 実 さ せ る こ と 、 “ 少 年 と し て の 能
力 を し っ か り 発 達 さ せ る こ と " で あ る と 述 べ て い る O こ の 意 味 に お い て 、 現 在 、 子 ど も の
基 礎 的 人 間 力 が 「 育 ち そ び れ j て い る 状 況 を 鑑 み る と 、 公 教 育 で あ る 学 校 の 意 義 と 役 割 は
ま す ま す 重 要 に な っ て い る 。 そ れ ゆ え に 、 小 学 校 や 中 学 校 で 、 は 、 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど
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も の 基 礎 的 人 間 力 を 意 図 的 計 画 的 に 養 成 す る こ と が 必 要 な の で あ る 。
3 . 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 学 校 教 育
子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 構 成 要 素 ( 表 3・ 1 、 6 3 頁 参 照 ) は 、 “ 基 本 と な る 個 別 の 力 " と “ 人
と 関 わ る こ と の で き る 力 " お よ び “ 基 本 的 な 生 活 を 志 向 す る 力 " と “ 心 理 社 会 的 に 獲 得 し
て い く 力 " か ら な る が こ の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 学 校 で は 、 授 業 、 仕 事 ( 係 ・ 当 番 活
動 、 諸 行 事 等 ) 、 ク ラ ブ ・ 部 活 動 へ の 参 加 体 験 が 、 様 々 な 基 礎 的 人 間 力 の 構 成 要 素 獲 得 の 場
と な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 子 ど も は “ 人 と 関 わ る こ と の で き る 力 " 、 つ ま り 社 会 的 ス キ ル
を 身 に 付 け る こ と で 、 所 属 す る 集 団 と の 相 互 作 用 を 通 し て 社 会 牲 を 育 ん で い く の で あ る 。
子 ど も は 、 学 校 で の 集 団 活 動 を 通 し て 多 様 な 人 間 関 係 を 学 ん で い く が 、 そ の た め に は 子
ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 最 も 基 本 と な る 要 素 、 “ 相 手 の 気 持 ち が 分 か る " 、 “ 空 気 ( 場 の 雰 囲 気 )
を 読 み 取 れ る " 、 “ 相 手 を 察 す る " 等 の 共 感 性 が あ る 程 度 、 養 成 さ れ て い な け れ ば 、 社 会 性
も 十 分 に は 育 ま れ な い 。 ま た 、 社 会 性 の 基 盤 で あ る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め
に は 、 子 ど も の 発 達 段 階 に 応 じ て 、 現 実 原 則 に 基 づ い た 直 接 体 験 を 積 み 重 ね る こ と が 必 要
で あ る な ど 学 校 の 集 団 活 動 は 、 第 1 部 第 2 章 の 積 極 的 生 徒 指 導 で 論 じ た よ う に 子 ど も が 白
尊 感 情 を 育 み 、 「 生 き 抜 い て い く 力 J 13) を 獲 得 す る 重 要 な 教 育 活 動 で あ る 点 を 見 落 と し て は
な ら な い 。 学 校 が 、 こ の よ う な 諸 活 動 に 参 加 す る 機 会 を 子 ど も に 保 証 す る こ と で 、 子 ど も
に 必 要 な 社 会 的 ス キ ル が 身 に 付 き 、 こ れ を 基 礎 力 と し て 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 が 養 成 さ れ
て い く の で あ る O そ の た め に は ま ず 、 学 校 で は 、 社 会 性 の 基 殺 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間
力 を 養 成 す る た め の カ リ キ ュ ラ ム を 開 発 し 、 望 ま し い 集 団 活 動 の 場 を 、 全 て の 子 ど も に 保
証 し て し 、 か な け れ ば な ら な い の で あ る 。 ま た 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の 学 習 活
動 は 、 教 育 課 程 に 位 置 付 け ら れ た 授 業 時 間 の 中 で 取 り 組 ん で 、 い く こ と が 効 果 的 で あ る 。 こ
れ に よ っ て 、 1 人 ひ と り の 子 ど も に 、 個 々 の 発 達 段 階 に 応 じ た 社 会 性 の 基 盤 と な る 基 礎 的
人 間 力 を 養 成 す る 場 と 時 間 が 保 証 さ れ る か ら で あ る 現 代 に お け る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力
の 養 成 こ そ 、 現 代 の 子 ど も た ち に 必 要 な こ と で あ り 、 そ の た め に は 、 正 規 の 授 業 と し て こ
れ に 取 り 組 ま な け れ ば な ら な い こ と が 、 現 在 の 義 務 教 育 の 課 題 14) と し て 広 く 認 識 さ れ な け
れ ば な ら な い の で あ る 。
- 111 ・
註 )
1 ) 本 章 は 、 日 本 学 術 振 興 会 の 平 成 16 年 度 の 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 奨 励 研 究 課 題 番
16905008) を 受 け て 行 わ れ た 研 究 「 小 中 学 校 に お け る 児 童 生 徒 の 人 間 関 係 構 築 力 ・ 調 整
力 と 学 校 生 活 に 関 す る 調 査 研 究 J を 参 考 に 新 た に 構 想 し た も の で あ る 。
中 村 豊 「 小 中 学 校 に お け る 児 童 生 徒 の 人 間 関 係 構 築 力 ・ 調 整 力 と 学 校 生 活 に 関 す る 調 査
研 究 J 関 西 学 院 大 学 文 学 部 佐 々 木 正 昭 研 究 室 『 教 育 の 創 造 一 特 別 活 動 ・ 生 徒 指 導 の 理 論
と 実 践 - 第 11 号 』 平 成 17 年 3 月、 十 24
2) 菊 池 章 夫 編 著 『 社 会 的 ス キ ル を 測 る : K i ss"18 ハ ン ド ブ ッ ク J l J  1 島 書 庖 、 2 0 0 7 年。
3) 上 掲 書 、 菊 池 章 夫 fK i ss"18 の 構 成 J 2 4・36
4) 上 掲 書 、 菊 池 章 夫 fKiss"18 研 究 の 現 況 J 123・ 164
5) ラ ボ ラ ト リ ー ・ メ ソ ッ ド Oaboratory method) と は 、 実 験 法 の 1 つ で あ る 。 実 験 フ O ロ グ
ラ ム へ の 参 加 希 望 者 や 、 特 定 の 人 を 対 象 と し た 体 験 学 習 を 行 い 、 そ の 効 果 に つ い て 検 証
し て い く 方 法 で あ る 。
6) 田 中 共 子 「 教 育 モ デ 、 ル に 基 づ く 実 践 研 究 の 展 開 」 菊 池 章 夫 編 著 『 社 会 的 ス キ ル を 損 IJ る :
Kiss"18 ハ ン ド ブ ッ ク J l J  1 島 書 倍 、 2 0 0 7 年、 188“ 195
7) 渡 辺 弥 生 「 発 達 ・ 教 育 分 野 で の 「 社 会 的 ス キ ル J の 課 題 と 展 望 j 菊 池 章 夫 編 著 『 社 会 的
ス キ ル を 測 る : K i ss"18 ハ ン ド ブ ッ ク 』 川 島 書 倍 、 2007 年、 196・2 0 4
8) 大 坊 郁 夫 「 社 会 的 ス キ ル を 磨 く j 菊 池 章 夫 編 著 『 社 会 的 ス キ ル を 測 る : Kiss"18 ハ ン ド
ブ ッ ク J l J  1 島 書 倍 、 2 0 0 7 年、 173"179
9) 筆 者 の 勤 務 経 験 ( 埼 玉 県 公 立 中 学 校 1987 年 '"'-'20 4 年 ) を ふ ま え て の 話 で あ る 。 教 育 現
場 で 子 ど も と 接 し て い る と 、 約 20 年 の 拐 に 、 急 速 に 子 ど も が 幼 く な っ て き た よ う に 感 じ
て い る 。 特 に 、 新 学 力 観 に よ る 評 価 観 の 転 換 や 、 絶 対 評 価 導 入 以 降 、 教 育 は 個 別 化 の 方
向 が 強 ま り 、 集 団 や 共 向 性 に 関 わ る 指 導 時 間 を 十 分 に か け て い な い よ う に 忠 わ れ る 。 こ
の こ と も 、 社 会 的 ス キ ル が 未 熟 と な っ て い る 要 因 の 1 つ で あ る 。
10) 文 部 科 学 省 初 等 中 等 教 宵 局 児 童 生 徒 課 で は 、 2 0 1 0 ( 平 成 22) 年 度 「 児 童 生 徒 の 問 題 行
動 等 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 に 関 す る 調 査 」 結 果 の 分 析 に お い て 、 子 ど も の 友 人 関 係 や 対 人
関 係 が 、 生 徒 指 導 上 の 問 題 行 動 の 誘 因 の 一 端 と な っ て い る こ と を 示 し て い る 。
11 ) 文 部 科 学 省 f中 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説 特 別 活 動 編 J 2 0 0 8  ( 平 成 20) 年 7 月、 3"4
旬 、 わ ゆ る 中 1 ギ ャ ッ プ が 指 摘 さ れ る な ど 集 団 の 適 応 に か か わ る 問 題 や 思 春 期 の 心 の 問
題 の 重 要 性 に 鑑 み 、 よ り よ い 人 間 関 係 を 築 く た め の 社 会 的 ス キ ル を 身 に 付 け る た め の 活
動 を 効 果 的 に 取 り 入 れ る 。 特 に 、 中 学 校 入 学 時 に は 、 小 学 校 と の 接 続 に 配 慮 し て 、 指 導
の 重 点 化 を 図 る 」
12) 蜂 愚 慶 上 掲 書 19・20
「 少 年 期 の 価 値 観 や セ ン ス は 、 自 分 自 身 の も の で は な く て 、 家 庭 の も の 、 学 校 の も の 、
仲 間 の も の を 、 自 分 の も の と し て い る に す ぎ な い 。 自 分 自 身 の も の の 見 か た ・ 考 え か た 、
感 じ か た を つ く る の は 青 年 期 以 降 で あ る 。 そ れ に は 、 自 分 が 自 分 自 身 を と ら え 、 自 分 が
と ら え て い る 自 分 自 身 を ね り 上 げ 、 豊 に し な け れ ば な ら な い 。 自 我 が 誕 生 し な け れ ば な
ら な い 。 自 我 が 誕 生 し 、 他 の だ れ と も ち が う 自 分 自 身 を も ち 、 自 我 を も つ も の が 互 い に
集 ま っ て 社 会 が 生 ま れ る 。 少 年 期 に は 、 自 我 は ま だ 誕 生 し て い な い か け が え の な い も
の と し て の 自 分 を も っ て い な し リ 、 「 第 二 の 誕 生 に 際 し て は 、 子 ど も た ち は 、 自 分 自 身 の
力 で 自 我 を 産 み 出 さ な け れ ば な ら な い 。 そ の た め に は 、 ち ょ う ど 出 産 に 先 立 つ 十 ヶ 月 の
問 、 お 母 さ ん の 身 体 を 通 し て う ん と 栄 養 を と ら な け れ ば な ら な い よ う に 、 少 年 期 に 身 体
的 能 力 と 個 々 の 精 神 的 能 力 と を 、 う ん と き た え 、 立 派 に 発 達 さ せ 充 実 さ せ る こ と が 必 要
で あ る O 家 庭 や 学 校 か ら 勢 よ く 飛 び 出 し て 、 社 会 に 立 ち 向 か い 、 ね ば り 強 く 社 会 を 建 設
し て い く こ と が で き る に は 、 少 年 と し て の 能 力 を 、 し っ か り 発 達 さ せ な け れ ば な ら な い j
13) 蜂 屋 慶 上 掲 書 21
蜂 屋 は 、 人 間 関 係 の 大 切 さ を 以 下 の よ う に 指 摘 し て い る 。
"  112 ・
「 少 年 期 を 自 我 の 誕 生 へ の 準 備 の 時 期 と と ら え る と き 自 我 の 誕 生 に 大 き な 力 を 与 え る
も の と し て 子 ど も た ち の 仲 間 集 団 を 見 落 と す こ と は で き な し リ 、 「 集 団 活 動 に 加 わ っ て 、
( 中 略 ) 自 分 の ね う ち に 対 す る 感 情 一 白 己 価 値 感 ー が 育 ち 、 生 き ぬ い て い く 力 を 獲 得 す
る 。 “ み ん な と い っ し ょ " と い う こ と が 少 々 の 困 難 に も 耐 え て の り こ え て い く 力 を つ け る J 、
「 少 年 が 毎 日 当 然 の こ と の よ う に 学 校 へ 来 る の は 、 社 会 の も つ 大 き な 文 化 的 圧 力 も あ る
が 、 そ れ よ り は む し ろ 、 子 ど も た ち が 学 習 へ の 純 粋 な よ ろ こ び を も っ て い る こ と 、 そ し
て 、 学 校 が 仲 間 と い っ し ょ に 学 び あ そ ぶ こ と が で き る 場 で あ る こ と 、 こ の 二 つ で 、 あ る 。 J
14) 蜂 屋 慶 上 掲 書 36-37
蜂 屋 は 、 子 ど も を 育 て る こ と を 以 下 の よ う に 捉 え て い る 。
ど も た ち ひ と り び と り を 育 て る の は 、 親 で も な け れ ば 、 先 生 で も な い 。 ひ と り び と
り の も つ 条 件 と ね が し 、 に 応 え て 、 か け が え の な い 存 在 と し て の 子 ど も を 育 て る の は 、 そ
の 子 ど も 自 身 で あ る 」
こ の こ と は 、 生 徒 指 導 の 究 極 の 目 的 が 、 「 自 己 指 導 能 力 」 の 育 成 で あ る こ と と 合 致 す る
点 で あ り 、 時 を 経 て 現 在 に も 通 じ る 視 践 で あ る O 続 け て 、 蜂 屋 は 「 身 体 的 能 力 、 知 的 能
力 が め ざ ま し く 発 達 す る 少 年 期 の 子 ど も は 、 家 庭 や 学 校 か ら 多 く の 能 力 を 教 え ら れ 学 び
と り な が ら 、 か け が え の な い 自 分 を つ く る 。 自 分 の 力 で 自 分 を 伸 ば し 、 自 分 を 育 て る O
自 分 で 自 分 を 育 て る 時 、 ほ ん と う の 自 主 性 が 育 ち 、 学 び と る よ ろ こ び 、 創 造 の よ ろ こ び
が あ る J r子 ど も が 、 自 分 で 自 分 を 育 て る こ と が で き る た め に は 、 そ れ に 相 応 し い 環 境 が
必 要 で 、 あ る 」 と 論 じ て い る 。
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第 3 章 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 実 証 的 研 究 1
( 中 学 校 )
本 章 で は 、 埼 玉 県 鷲 宮 町 立 束 中 学 校 に お い て 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め に 行
わ れ た 実 践 に つ い て 述 べ る 。 ま ず 、 こ の 実 践 の た め に 筆 者 が 開 発 し た カ リ キ ュ ラ ム に つ い
て 述 べ た 上 で 、 カ リ キ ュ ラ ム の 実 銭 と そ の 評 価 に つ い て 検 証 す る 。 検 証 方 法 は 、 ① 筆 者 が
作 成 し た 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 の 因 子 得 点 に よ る 分 析 、 ② カ リ キ ュ ラ ム 終 了 後 に 子 ど
も か ら の 授 業 評 価 と し て 実 施 さ れ た ア ン ケ ー ト 結 果 を 分 析 お よ び 考 察 す る 。 次 に 、 実 践 か
ら 得 ら れ た 成 果 を ふ ま え て 、 こ れ か ら の 学 校 教 育 で は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る
生 徒 指 導 プ ロ グ ラ ム を 教 育 課 程 に 位 置 付 け ら れ た 授 業 と し て 、 す べ て の 子 ど も を 対 象 / . 
学 級 で 実 施 し て い く こ と が 重 要 で あ る こ と を 実 証 的 に 論 じ る 。
第 1 節 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る カ リ キ ュ ラ ム の 実 際
( 中 学 校 に お け る 実 践 )
1  . 実 践 ま で の 経 緯 と 実 践 校 に つ い て
(  1  ) 実 践 ま で の 経 緯
筆 者 は 、 2 0 0 4 ( 平 成 16) 年 に 生 徒 指 導 の 重 要 な 機 能 で あ る 教 育 相 談 ( 学 校 カ ウ ン セ リ
ン グ ) の 技 法 1 ) を 生 か し た 授 業 、 具 体 的 に は 心 理 教 育 の 知 見 を 取 り 入 れ た 積 極 的 ( 開 発 的 )
生 徒 指 導 2) と し て の プ ロ グ ラ ム に つ い て 、 実 践 可 能 な 試 案 を 構 想 、 し た 。
そ の 理 由 は 、 筆 者 が 勤 務 し て い た 埼 玉 県 鷲 宮 町 立 束 中 学 校 ( 以 下 、 東 中 学 校 と 略 す )
の 子 ど も の 実 態 を は じ め 、 教 師 か ら 見 て 変 わ っ て き た 子 ど も た ち に 対 し て 、 学 校 は 、 よ
り よ い 教 育 を 提 供 し て い く こ と が 不 可 欠 で あ る と 考 え て い た か ら で あ る 。 特 に 、 子 ど も
の 基 礎 的 人 間 力 が 未 熟 も し く は 「 育 ち そ び れ J て い る 現 状 に お い て 、 人 間 関 係 の あ り か
を 間 違 っ て 学 ん で い る た め に 生 徒 指 導 上 の 問 題 行 動 を 繰 り 返 す 子 ど も に 対 し て は 、 個 別
指 導 だ け で は な く 、 グ ル ー プ ・ ア プ ロ ー チ 3) の 活 動 を 生 か し な が ら 集 団 の 力 を 高 め て い く
こ と が 効 果 的 な 指 導 に な る と 考 え た 。 こ の こ と を 言 い 換 え れ ば 学 校 は 、 す べ て の 子 ど も
に 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 機 会 を 保 証 す る こ と が 重 要 で あ り 、 そ の た め に は 、 生 徒 指 導
を 機 能 論 4) か ら 領 域 論 と し て 捉 え 直 す こ と が 必 要 だ 、 っ た の で あ る 。
さ て 、 2 0 0 4 ( 平 成 16) 年 度 当 時 、 筆 者 は 、 束 中 学 校 に お い て 教 務 主 任 お よ び 研 修 主 任
を 務 め 、 教 育 課 程 編 成 と そ の 管 理 、 生 徒 指 導 お よ び 教 育 相 談 の 連 絡 調 整 に 携 わ っ て い た 。
- 1 1 4 ・
翌 年 の 教 育 課 程 編 成 や 校 内 研 修 の テ ー マ 設 定 に あ た り 、 東 中 学 校 に お け る 生 徒 指 導 上 の
課 題 は 、 次 の 3 点 に あ る と 考 え て い た 。
① 基 本 的 な 対 人 関 係 ス キ ル が 身 に つ い て い な い 子 ど も へ の 具 体 的 ・ 効 果 的 な 指 導
② 固 定 し が ち な 子 ど も の 人 間 関 係 の 改 善
③ 自 分 に 自 信 が な く 自 己 表 現 を 不 得 手 と す る 子 ど も へ の 支 援
こ れ ら の 生 徒 指 導 上 の 課 題 を 解 決 し て い く た め に は 、 全 校 生 徒 を 対 象 に 、 社 会 や 人 と
関 わ る ス キ ル ( 基 礎 的 人 間 力 ) を 育 む こ と が 有 効 な 手 立 て で あ り 、 束 中 学 校 に お け る
生 徒 指 導 の ね ら い と も 合 致 す る こ と で あ る と 考 え た 。
そ こ で 、 は 、 管 理 職 や 学 年 主 任 、
教 育 相 談 係 の 主 任 、 養 護 教 諭 ら
に 働 き か け 、 次 年 度 よ り 新 た な 授 業 と し て 、 生 徒 指 導 プ ロ グ ラ ム を 束 中 学 校 の 教 育 課 程
に 位 置 付 け て 取 り 組 む こ と を 提 案 し た 。 こ の 提 案 は 、 管 理 職 や 各 主 任 か ら の 同 意 を 得 る
こ と が で き た 。 次 に 、 研 修 委 員 会 、 生 徒 指 導 委 員 会 、 教 育 相 談 委 員 会 の 各 委 員 会 で 生 徒
指 導 ブ O ロ グ ラ ム の 趣 旨 と 内 容 、 ね ら い 、 等 を 説 明 し て 、 参 加 委 員 か ら の 了 解 を 得 た 。 こ
の よ う な 手 続 き を ふ ま え て 、 年 度 末 の 職 員 会 議 で 協 議 を 行 い 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を
育 む た め の 授 業 を 、 翌 年 か ら 新 た に 設 け る こ と の 合 意 形 成 を 図 る こ と が で き た 。 具 体 的
な 取 り 組 み に つ い て は 、 表 I -3-1 ~こ示した通りである。
年 度
平成 17 
平成 18
表 I -3-1 束 中 学 校 に お け る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の
「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j 導 入 ま で の 経 緯
月
内
谷t 軒 ，
8  
授 業 の 実 際 を 体 験 的 に 学 ぶ 職 員 研 修 の 実 施
9  
教 育 課 程 編 成 委 員 会 に お け る 原 案 の 検 討
10 職 員 会 議 で 提 案 ( 次 年 度 教 育 課 程 編 成 に 関 す る 議 題 と し て )
11 
教 育 課 程 編 成 委 員 会 で 具 体 的 実 施 方 法 の 確 認
12 
職 員 会 議 で 次 年 度 の ス キ ル 教 育 開 始 に 向 け た 共 通 理 解
I  教 育 課 程 編 成 委 員 会 で 指 導 計 画 な ら び に 毎 時 間 の 授 業 案 を 協 議
2  
総 合 的 な 学 習 の 時 間 全 体 計 画 へ の 位 置 付 け と 年 間 指 導 計 画 作 成
3  
年 度 末 学 年 保 護 者 会 で ス キ ル 授 業 の 説 明 と シ ラ パ ス の 配 布
4  
校 内 研 修 会 で 内 容 の 確 認 と 通 イ 言 葉 の 見 直 し 、 生 徒 ・ 保 護 者 へ の 連 絡
耐 1 1 5糊
し か し な が ら 、 少 数 で は あ る が 、 次 の よ う な 反 対 意 見 も 出 さ れ た 。
「 日 々 忙 し い の で 新 た な 負 担 は 不 要 で あ る J rこ の よ う な こ と を 中 学 校 で わ ざ わ ざ 教 え
る 必 要 は な し ¥J r何 を や る の か よ く 分 か ら な い の で や り た く な し リ
教 育 課 程 に 位 置 付 け る た め に 、 授 業 時 間 は 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 J を 運 用 し た 。 そ の
理 由 は 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間 の ね ら い め に 示 さ れ た 、 「 学 び 方 や も の の 考 え 方 を 身 に 付 け 、
問 題 の 解 決 や 探 究 活 動 に 主 体 的 、 創 造 的 に 取 り 組 む 態 度 を 育 て 、 自 己 の 生 き 方 を 考 え る
こ と が で き る よ う に す る こ と J は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る こ と で あ り 、 子 ど
も の 人 間 関 係 に 関 す る 力 ( 社 会 的 ス キ ル ) を 身 に 付 け さ せ よ う と す る 生 徒 指 導 ブ O ロ グ ラ
ム の 授 業 自 標 に 照 ら し 合 わ せ て 合 致 す る か ら で あ る 。
(  2  ) 生 徒 指 導 プ ロ グ ラ ム と し て の 授 業 を 具 現 化 す る た め の 諸 準 備
2 0 0 5  ( 平 成 17) 年 度 、 は じ め に 、 東 中 学 校 の 子 ど も の 実 態 を ふ ま え た 教 育 課 程 を 編 成
し た 。 そ の 中 に 、 生 徒 指 導 プ ロ グ ラ ム と し て の 授 業 を 新 た に 導 入 し て 、 授 業 の 名 称 、 を 「 ス
キ ル 」 と し た 。 そ の 理 由 は 、 授 業 内 容 が 人 間 関 係 、 に 関 わ る 「 社 会 的 ス キ ル j を 取 り 入 れ
て い る こ と を 、 子 ど も に 分 か り や す く 示 し た 方 が 浸 透 す る と 考 え た か ら で あ る 。
な お 、 こ の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j は 、 前 章 で 論 じ た よ う に 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養
成 の た め の 授 業 で あ る 。
学 校 全 体 で 取 り 組 む こ と は 、 筆 者 に と っ て も 初 め て の 試 み で あ る た め に 、 初 年 度 は 各
15 時 間 の カ リ キ ュ ラ ム と し た ( 表 n - 3 ・2)0 ま た 、 何 の た め に 、 誰 が 、 ど の 時 間 で 、
ど の よ う に 、 何 を 行 う の か を 明 確 に す る た め に 、 全 体 計 画 ( A p p e n d i x n  -3 ・ 1 ) の 作 成 、
年 間 指 導 計 画 ( A p p e n d i x n  -3 ・2~3-4) 、授業で使用する教材( 1 時 間 毎 の 指 導 案 お よ び
使 用 資 料 ) 6) を 事 前 に 準 備 し た 。
「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 担 当 者 は 、 カ ウ ン セ リ ン グ の 技 法 を 取 り 入 れ た 授 業 ( 心 理
教 育 ) を 展 開 し て い く の で 、 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ に 関 す る 研 修 会 に 参 加 し て お り 、 そ の
研 修 の レ ベ ル 7) が 中 級 か ら 上 級 で あ る 教 師 を 充 て る こ と を 原 則 と し た 。 ま た 、 教 員 実 技 研
修 会 の 開 催 眠 保 護 者 に 向 け た 情 報 発 信 9) や 、 生 徒 の 学 習 ガ イ ダ ン ス 資 料 で あ る 「 学 習 案
内 J ( A p p e n d i x 立 -3-5) の 作 成 、 通 信 票 ( 通 知 表 ) の 評 価 欄 追 加 ( 総 合 的 な 学 習 の 時 間 の
コ メ ン ト 織 に 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 評 価 繍 を 挿 入 ) 、 要 録 へ の 記 録 ( 総 合 的 な 学 留
の 時 間 の 学 習 活 動 と し て 文 章 で そ の 状 況 を 記 載 ) 等 、 公 教 育 の カ リ キ ュ ラ ム と し て 遺 漏
が な い よ う に 綿 密 に 諸 準 備 を 進 め た 。
発 案 か ら 実 施 ま で 着 実 な 準 備 を 進 め る こ と で 、 平 成 18 年 度 は 「 社 会 や 人 と 関 わ る 力 を
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l司 め る た め の ス キ ル 教 育 」 、 平 成 19 年 度 は 「他 者 と の 関 わ り 方 や
教 育 J を 実 践 す る に 至 っ た 。
表 I -3 -2  学 年 別 カ リ キ ュ ラ ム
学 年 .1寺 期 i年
2 年
3 年
科 目
J  [1 0 週 ] I  n  [1 5 週 ] 皿 [1 0週 ]
合 計
1 [1 0 週 ] I  n  [1 5 週 ] 皿 [1 0 週 ]
ぷ g、吉iH
1  [1 0週 ] 日 [1 5 週 ] 日1[ 1 0 週 ]
国 語
4 0 ( 4 )  6 0 ( 4 )  4 0 ( 4 )  
14 0  
3 0 (3) 
4 5 ( 3 )  3 0 ( 3 )  
1 0 5  
3 0 ( 3 )  4 5 ( 3 )  3 0 (3) 
社 会
30(:-3) 4 5 ( 3 )  
3 0 ( 3 )  
1 0 5  
3 0 (3) 
45(~-3) 30 (~-3) 1 0 5  
2 0 ( 2 )  
4 5 ( 3 )  
2 0 ( 2 )  
数 学
3 0 ( 3 )  4 5 ( 3 )  3 0 (3) 1 0 5  
30 (~-3) 
4 5 ( 3 )  3 0 ( 3 )  
1 0 5  
3 0 (3) 4 5 ( 3 )  3 0 (3) 
理 科
3 0 (3) 4 5 ( 3 )  3 0 (3) 
1 0 5  
3 0 (3) 
4 5 ( 3 )  3 0 ( 3 )  
1 0 5  
3 0 ( 3 )  3 0 (2) 
2 0 ( 2 )  
音 楽
1 0 (1 )  
2 5 ( 2 )  
1 0 (1) 
4 5  
1 0 (1) 1 5 (1 )  
1 0 (1 )  
3 5  
1 0 (1) 
1 5 (1 )  1 0 (1 )  
美 術
2 0 ( 2 )  
1 5 ( 1) 
1 0 (1 )  
4 5  1 0 (1) 1 5 (1 )  1 0 (1 )  3 5  
1 0 ( 1 )  
1 5 (1 )  1 0 (1 )  
保 体
3 0 ( 3 )  3 0 ( 2 )  3 0 ( 3 )  
9 0  
3 0 (3) 
3 0 (2) 3 0 (3) 
9 0  
3 0 ( 3 )  3 0 ( 2 )  
3 0 ( :-3) 
技 家
2 0 ( 2 )  3 0 (2) 2 0 (2) 
7 0  
2 0 ( 2 )  3 0 ( 2 )  2 0 ( 2 )  
7 0  
1 0 (1 )  
1 5 ( 1 )  
1 0 (1 )  
-央... よ百S 舌~. 
3 0 (3) 4 5 ( 3 )  3 0 (3) 
1 0 5  
3 0 ( 3 )  
4 5 ( 3 )  3 0 ( 3 )  
1 0 5  3 0 (3) 
4 5 ( 3 )  3 0 ( 3 )  
総.，. - 会]  
1 0 (1 )  
3 5 ( 2 )  3 0 ( 3 )  7 5  2 0 ( 2 )  3 0 (2) 2 0 ( 2 )  7 0  2 0 ( 2 )  3 0 (2) 
2 0 ( 2 )  
ス キ ル
1 0  (1 )  
1 5  ( 1 )  
o  2 5  
。
1 5 (  1 )  
o  1 5  o  
1 5  (1 )  
O  
選 択
2 0 ( 2 )  3 0 ( 2 )  2 0 ( 2 )  
7 0  
4 0 ( 4 )  6 0 ( 4 )  5 0 ( 5 )  
道 徳
1 0 (1) 1 5 (1) 1 0 (1) 3 5  
1 0 (1) 1 5 (1 )  1 0 (1 )  
3 5  
1 0 (1 )  1 5 (1) 1 0 (1) 
学 級 活 動
1 0 (1) 
1 5 (1) 1 0 (1) 3 5  
1 0 (1) 1 5 (1) 
1 0 (1) 
3 5  
1 0 (1) 1 5 (1) 
1 0 (1) 
1年 合 計 時 数
9 8 0  
2 年 合 計 時 数
9 8 0  
3 年 合 計 1寺 数
※ (  ) 内 は 、 週 あ た り の 援 業 時 数 を 示 す
合 計
1 0 5  
8 5  
1 0 5  
8 0  
3 5  
3 5  
9 0  
3 5  
1 0 5  
7 0  
1 5  
1 5 0  
3 5  
3 5  
9 8 0  
※ 1  :年 の 「 ス キ ル J は 、 平 成 18 年 度 は E 期 の 15 (1) の み 。 平 成 19 年 度 よ り 25 時 間 と な る 。
て σ 成 18 年 度 の タ イ ト ノレを 「社 会 や 人 と 関 わ る 力 を 高 め る 」 と し た の は 、 当 時 の 東 中 '詮
校 の 子 ど も は 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間 に お け る 体 験 学 習 (国 際 理 解 教 育 、 福 祉 教 育 、 環 境
教 育 ) や 、 社 会 体 験 事 業 ( 職 場 実 習 ) 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 、 等 で 学 校 外 の 様 々 な 大 人 と の
関 わ り が 急 増 し て い た こ と を 反 映 さ せ た 。 翌 年 に は 、 「他 者 と の 関 わ り 方 や 自 己 表 現 を ゐ
ぶ J と し た 。 そ れ は 、 筆 者 を 中 心 と し た 校 内 研 修 推 進 委 員 が 、 平 成 18 年 度 の 東 中 学 校 の
一 ど も の 実 態 や 、 各 学 級 の 状 況 か ら 、 相 手 に 自 分 の 思 い や 気 持 ち を 適 切 に 伝 え る 自 己 表
現 の ス キ ノ レ を 高 め る こ と が 必 要 で あ る と 分 析 し た こ と に よ る 。
上 に 述 べ た よ う に 、 「社 会 的 ス キ ノ レ の 授 業 」 は 、 単 に 的 な 社 会 的 ス キ ル の 習 得 だ け
を 目 指 す の で は な く 、 全 て の 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 教 育 課 程 に 位 置 付 け ら れ た 積 極 的
止 徒 指 導 と し て の 授 業 の 中 で 養 成 し て い く こ と を 目 指 す 点 に 特 徴 が あ る 。
(  3  ) 実 践 校 に つ い て
中 学 校 は 、 首 都
] R 線 の 駅 を 最 寄 り 駅 と す る 田 園 風 景 に 図 ま れ た 郊 外 に あ り 、
静 か で 落 ち 着 き の あ る 件 ま い を 見 せ て い る 中 学 校 で あ る 。 通 学 し て く る 子 ど も の 大 半 は 、
駅 前 の 新 興 住 宅 地 や 集 合 住 宅 に 居 住 し て い る が 、 鷲 宮 町 教 育 委 員 会 が 始 め た 通 学 区 域 の
弾 力 化 に よ り 学 区 外 よ り 通 学 し て く る 子 ど も の 割 合 が 増 加 し て い る 。 2 0 0 6 ( 平 成 18 年 )
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度 現 在 で の 学 校 規 模 は 10 学 級 、 全 校 生 徒 は 3 3 6 名 ( 表 n-3-3) 、 教 職 員 数 は 2 2 名 で あ る 。
束 中 学 校 の 子 ど も の 状 況 は 、 全 体 的 に 落 ち 着 き の あ る 学 習 環 境 に あ る 。 周 囲 の 学 校 か
ら の 評 価 を ふ ま え た 特 徴 は 、 次 の 2 点 で あ る 。
① 高 校 受 験 の 指 標 と さ れ る 業 者 テ ス ト の 偏 差 値 に お い て 高 い 層 の 子 ど も が 多 い
② 部 活 動 や 学 校 行 事 へ の 取 り 組 み が 活 発 で 良 好 で あ る
し か し な が ら 、 子 ど も 同 士 の 人 間 関 係 は 極 め て 固 定 化 さ れ て お り 、 必 要 が な い 限 り 、
特 定 の グ ル ー プ 。 以 外 の ク ラ ス メ イ ト と 関 わ ろ う と し な い 。 生 徒 指 導 上 の 問 題 で は 、 不 登
校 、 小 さ な 器 物 破 損 、 い じ め 問 題 が み ら れ た 。 具 体 的 に は 、 不 登 校 の 出 現 率 は 全 国 平 均
並 み 10) で あ る が 、 引 き こ も り 傾 向 や 長 期 化 す る 生 徒 が み ら れ た 。 校 舎 内 外 で は 、 ス イ ッ
チ 類 の 破 損 や 掲 示 物 へ の 悪 戯 が 頻 発 し て い た 。 い じ め に つ い て は 、 毎 年 実 施 し て い る 「 人
権 ; 意 識 ア ン ケ ー ト J の 調 査 結 果 (Appendix n  -3・ 6) に 、 子 ど も の い じ め の 実 態 が 表 さ れ
て い た 。
表 E網 3-3 東 中 学 校 2 0 0 3 ( 平 成 15 年 ) 度 - 2 0 0 6 ( 平 成 18 年 ) 度 の 在 籍 生 徒 数
学 年
性
2 0 0 3 年 度 2 0 0 4 年 度 2 0 0 5 年 度 2 0 0 6 年 度
1 年
男 子
59 4 8  6 4  
女 子
4 8  
69 4 5  
2 年
男 子
6 4  5 8  4 8  
女 子
65 4 6  
6 9  
3 年
男 子
59 6 4  
5 7  
女 子
73 6 6  4 7  
合 計
3 6 8  351 
3 3 0  
2 . 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の f社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の ね ら い と 評 価
(  1  ) ね ら い
4 6  
5 7  
6 6  
4 6  
5 0  
71 
3 3 6  
社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 カ の 主 要 な 力 で あ る 人 間 関 係 に 関 す る 力 ( 社
会 的 ス キ ル ) の 育 成 を 目 的 と し た 、 教 育 課 程 に 位 置 付 け ら れ た 授 業 を 実 施 す る こ と は 、
す べ て の 子 ど も に 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 場 と 時 間 を 保 証 す る 積 極 的 な 生 徒 指 導 に な る 。
し1 換 え れ ば 、 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 の 予 防 お よ び 開 発 促 進 的 な 指 導 と な る の で あ る 。
と こ ろ で 、 一 般 に 授 業 で は 、 目 標 ( ね ら し ¥ ) と 評 価 が 表 裏 一 体 の 関 係 と な っ て お り 、
評 価 の あ り 方 が 関 わ れ る 本 プ ロ グ ラ ム の 全 体 計 画 や 年 間 指 導 計 画 に つ い て は 、 事 前 に
準 備 を 整 え る こ と が で き た 。 評 価 に つ い て は 、 可 能 な 限 り 多 面 的 で 具 体 的 な 評 価 を す る
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た め に 、 評 価 の 手 立 て を 工 夫 し た 。 特 に 、 初 年 度 は 、 あ ら ゆ る 角 度 か ら 授 業 の 検 証 が で
き る よ う に 、 次 の よ う に 多 様 な 評 価 方 法 を 設 け た 。
(  2  ) 評 価 方 法
① 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 (Appendix n  -3-7) 
授 業 の 効 果 を 数 値 化 さ れ た エ ピ デ ン ス で 示 し て し 、 く O そ の た め に 、 「 社 会 的 ス キ ル の
授 業 j で は 、 筆 者 が 作 成 し た 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 に よ っ て 、 子 ど も の 基 礎 的 人
間 力 因 子 得 点 を 定 期 的 に 測 定 し た 。 エ ビ デ ン ス を 示 す 目 的 11) は 、 次 の 5 点 で あ る 。
ア ) 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 定 量 的 に 把 握 す る
イ ) 測 定 結 果 を 生 徒 理 解 に 役 立 て る
ウ ) 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 質 的 向 上 に 役 立 て る
エ ) 教 師 の 指 導 の 効 果 を 評 価 す る 。 言 い 換 え る と 、 指 導 と 評 価 の 一 体 化 を 図 る
オ ) 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 検 証 し て い く
② カ リ キ ュ ラ ム 終 了 後 の 子 ど も に よ る 授 業 評 価
す べ て の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j 終 了 後 、 学 級 担 任 に よ り 3 学 年 共 通 の 質 問 紙 調 査
(Appendix n  -3・ 8) を 実 施 し た 。 質 問 内 容 は 大 き く 5 つ あ る 。 1 問 自 は 授 業 の ね ら い
1 0 項 目 に つ い て 4 段 階 評 定 ( は い 、 だ い た い 、 あ ま り 、 い い え ) で 回 答 、 2 関 目 以 降
は 自 由 記 述 で 回 答 を 求 め た 。
③ 子 ど も の 授 業 ふ り 返 り 表 、 ミ ニ ッ ツ ペ ー パ ー 、 ワ ー ク シ ー ト 等 の 記 述 お よ び 教 師 に よ
る 観 察
「 ス キ ル 的 ス キ ノ レ の 授 業 j で は 、 毎 回 、 授 業 内 に お い て ワ ー ク シ ー ト に 記 入 さ せ た
り 、 自 由 記 述 に よ る 感 想 、 を 書 か せ た り 、 ふ り 返 り 表 へ の 評 価 を 課 し て い る 。 こ れ ら の
授 業 内 記 述 に つ い て は 、 授 業 担 当 者 が 必 ず チ ェ ッ ク を し て 、 授 業 の 記 録 に 留 め る よ う
に し た 。 ま た 、 授 業 時 の 子 ど も 様 子 に つ い て 、 記 述 内 容 を ふ ま え な が ら 、 授 業 後 に ふ
り 返 る こ と が で き る よ う に 観 察 に 努 め た 。 気 に な る ケ ー ス に つ い て は 、 f社 会 的 ス キ ノ レ
の 授 業 j 担 当 者 部 会 (Appendix 耳 -3・ 9) で 検 討 し た 。
④ 日 常 の 学 校 生 活 全 体 を 通 じ て 行 う 観 察 評 価
⑤ 教 師 を 対 象 と し た 意 識 調 査
⑥ 束 中 学 校 独 自 に 実 施 さ れ て い た 既 存 の 質 問 紙 調 杢 と の 整 合 性 の 検 証
ア ) r学 校 生 活 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」
イ ) r人 権 意 識 に 関 す る ア ン ケ ー ト J)
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ウ ) [ " 教 育 に 関 す る 3 つ の 達 成 目 標 J 調 査 12) の 内 、 「 規 律 J に 関 す る 調 査 結 果 を 抽 出
な お 、 本 章 で 、 は ① ② に つ い て 述 べ 、 ③ ~ ⑥ に つ い て は 第 4 章 で 述 べ る 。
3 . 実 施 の 方 法 と 過 程 な ら び に 実 施 の 評 価
(  1 )  [ " 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 担 当 者 お よ び 実 施 学 級
2 0 0 6  ( 平 成 18 年 ) 度 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J 担 当 者 は 、 カ ウ ン セ リ ン グ 研 修 歴 が あ
る 教 諭 5 名 ( 男 性 教 諭 2 名 、 女 性 教 諭 3 名 。 教 職 経 験 年 数 は 、 各 20'"'- 30 年 前 後 ) で あ る 。
2 0 0 7  ( 平 成 1 9 年 ) 度 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J 担 当 者 は 、 ス キ ル 教 育 主 担 当 者 5 名 ( 男
性 教 諭 2 名 、 女 性 教 諭 3 名 。 教 職 経 験 年 数 は 、 各 20'"'- 30 年 前 後 ) と 、 学 級 担 任 に よ る チ
ー ム テ ィ ー チ ン グ ( T T ) で あ る 。
そ れ ぞ れ の 授 業 担 当 者 は 表 IT-3・ 4 に 、 実 施 学 級 数 と 在 籍 生 徒 数 は 表 IT-3剛 5 に 示 し た 。
表 IT -3-4 
f社 会 的 ス キ ル の 授 業 j 摂 当 者
2 0 0 5 年 度 2 0 0 6 年 度 2 0 0 7 年 度
A ( 上 級 )
。
。
B ( 上 級 )
ム ( 研 修 )
O  
O  
C ( 中 級 )
研 修
O  
D ( 中 級 )
研 修
O  
E ( 中 級 )
推 進
O  
O  
ド ( 初 級 )
O  
O  
1年 拐 任
ム ( 研 修 )
O  
2 年 担 任 ム ( 研 修 )
3 年 担 任 ム ( 研 修 )
転 入 織 員
ム ( 研 修 )
表 IT-3・ 4 に 示 し た 教 師 の 研 修 歴 と 役 割 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
A ( 上 級 ) の 。 印 は 「 社 会 的 ス キ ル 教 育 の 授 業 J 担 当 者 の チ ー フ 、 0 印 は 「 社 会 的 ス キ
ル の 授 業 」 担 当 者 で あ る こ と を 示 し て い る 。 上 級 と は 、 埼 玉 県 教 育 委 員 会 が 主 催 す る
校 カ ウ ン セ リ ン グ 研 修 に お い て 上 級 コ ー ス を 修 了 し て い る こ と を 表 す 。 中 級 は 、 カ ウ ン
セ リ ン グ 研 修 中 級 コ ー ス を 修 了 、 初 級 は 、 カ ウ ン セ リ ン グ 研 修 初 級 を 修 了 し て い る 。
ム は そ の 年 度 に 埼 玉 県 教 育 委 員 会 主 催 の カ ウ ン セ リ ン グ 研 修 を 受 講 中 の 教 師 、 研 修 は 、
直 接 の 授 業 担 当 者 で は な い が 必 要 に 応 じ て 授 業 を 参 観 し 補 助 す る 祖 任 教 師 、 推 進 は 校 内
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研 修 主 任 で あ る こ と を 表 し て い る 。
表 I -3・ 5 実 施 学 級 数 と 在 籍 生 徒 数
2 0 0 6 ( 平 成 18) 年 度
2 0 0 7 ( 平 成 1 9 ) 年 度
学 年 学 級 数 男 子 女 子 合 計 ( 人 )
学 級 数 男 子 女 子 合 計 ( 人 )
1 学 年 3  
4 6  
57 r  
1 0 3  
4  
6 4  
7 0  r  
1 3 4  
2 学 年
4  6 7  
4 5  r  
1 12 3  4 6  
57 r  
1 0 3  
3 学 年
4  5 0  
71 ，. 
1 2 1  
4  6 7  
4 5  ，. 
1 1 2  
合 計 1 1  1 6 3  1 7 3  3 3 6  
11 1 7 7  1 7 2  3 4 9  
(  2 )  r社 会 的 ス キ ノ レ の 授 業 」 の 内 刷
「 社 会 的 ス キ ノ レ の 授 業 」 の 実 施 時 間 は 、 中 学 校 の 教 育 課 程 に 位 置 付 け て い る こ と か ら
1 回 50 分 と し て 時 間 割 に 明 示 し た 。 教 室 内 で 、 実 施 で 、 き る こ と を 原 則 と し て 、 構 成 的 グ 、 ノ レ
ー プ ・ エ ン カ ウ ン タ ー (Structure G r o u p  E n  -co u nter :以 -F、 S G E と 1 各 す ) 、 ソ ー シ ャ ル
ス キ ノ レ ・ ト レ ー ニ ン グ (Social Skill 1旨 alnlng :以 下 、 S S T と 1 略 す ) 、 人 間 関 係 ト レ ー ニ ン
グ ( H u m a n Relation T r aining) 等 の プ ロ グ ラ ム か ら 、 東 中 学 校 の 子 ど も の 実 態 と 生 徒 指
導 上 の 課 題 (基 本 的 な 対 人 関 係 ス キ ノ レ が 身 に つ い て い な い 子 ど も へ の 指 導 、 固 定 化 し が
ち な 人 間 関 係 の 改 善 、 自 分 に 自 信 が な く 自 己 表 現 を 不 得 手 と す る 子 ど も へ の 支 援 ) に 効
が 期 待 で き る カ リ キ ュ ラ ム を 編 成 し た 。 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 の 際 、 埼 玉 県 教 育 心 理 ・ 教
京 相 談 研 究 会 (2 0 0 5 ) 13) や 圏 分 ・ 清 水 (2006) 14) ら の カ リ キ ュ ラ ム も 参 考 と し た 。
新 し く 始 め る 「社 会 的 ス キ ノ レ の 授 業 J を 円 滑 に 推 進 し て い く た め に 、 東 中 学 校 で は 、
校 内 に 「社 会 的 ス キ ノ レ の 授 業 J 部 会 を 設 け て 、 「社 会 的 ス キ ル の 授 業 J 担 当 者 と 定 例 的 な
打 ち 合 わ せ を 行 っ た 。 そ こ で は 、 筆 者 が 、 授 業 の 目 的 に つ い て 十 分 な 説 明 を し た 後 、 各
担 当 者 の 質 問 や 意 見 を 聞 き な が ら 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の カ リ キ ュ ラ ム に 関
す る 共 通 理 解 を 深 め 、 授 業 内 容 お よ び 指 導 方 法 を 検 討 し た 。 ま た 、 各 学 級 担 任 も 必 要 に
応 じ て 「社 会 的 ス キ ノ レ の 授 業 」 の 補 助 を し て も ら う こ と に し た 。 「社 会 的 ス キ ノ レ の 授 業 J
で 使 用 し た 実 際 の 教 材 に つ い て は 、 参 考 例 と し て 本 論 文 資 料 に 1 時 間 分 を 掲 載 し た
( A p p e n d i x  I -3 -10) 0  
(  3 )  r社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 実 施 時 期 と プ ロ グ ラ ム の 概 要
初 年 度 ( 平 成 18 年 度 ) の 「 社 会 的 ス キ ノ レ の 授 業 j は 、 2 0 0 6 (平 成 18 ) 年 7 月 中 旬 か
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ら 同 年 12 月 中 旬 ま で 実 施 さ れ た 。 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J 開 始 時 期 を γ 月 か ら と し た 理
由 は 次 の 3 点 に あ る 。
① 東 中 学 校 の 時 間 割 が 7 月 か ら 変 わ る こ と
② 実 施 ま で に 十 分 な 準 備 期 間 が 確 保 で き る こ と
③ 上 級 学 校 へ の 体 験 入 学 や 学 校 見 学 会 、 部 活 動 内 の 代 替 わ り 、 薬 物 乱 用 防 止 や 犯 罪 防
1 : 教 室 等 、 既 存 の 教 育 活 動 ( キ ャ リ ア 教 育 を 含 む ) 、 学 校 行 事 に 関 連 付 け る た め
こ の よ う に 、 既 存 の 教 育 活 動 と 、 新 た に 導 入 す る 授 業 を 十 分 に 関 連 付 け て い く こ と は
重 要 な 視 点 で あ る 。 具 体 的 な 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J は、 7 月 上 旬 か ら 12 月 中 旬 ま で に
各 学 年 15 回 、 本 論 文 資 料 (Appendix n  -3・ 2'""3・ 4) に 示 し た 学 年 別 指 導 計 画 に 基 づ い て
実 施 さ れ た 。
毎 回 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j に は 、 子 ど も に 身 に 付 け さ せ た い 具 体 的 な 社 会 的 ス キ
ル と 授 業 の ね ら い を 示 し た 。 こ れ は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 基 本 と な る 人 間 関 係 に 関
す る 力 ( 社 会 的 ス キ ル ) を 養 成 す る た め に は 、 f社 会 的 ス キ ル の 授 業 J に お い て 、 ど の よ
う な 社 会 的 ス キ ル を 、 何 の た め に 練 習 す る の か を 理 解 し て お く こ と が 、 教 師 側 に も 、 子
ど も 側 に も 必 要 だ か ら で あ る 。 こ こ で は 、 1 回 の 授 業 (50 分 間 ) の 基 本 的 な 展 開 を 以 下
に 示 し て お く O
① 授 業 者 が 本 時 の 目 的 と そ の ス キ ル の 大 切 さ や 効 果 を 伝 え る
② 場 面 設 定 に ふ さ わ し い ス キ ル を 見 せ る
③ ロ ー ノ レ プ レ イ ン グ を 繰 り 返 し 行 う こ と で 、 場 面 を 体 験 さ せ る
※ 場 面 や 棺 手 を 変 え て 練 習 す る こ と で バ リ エ … シ ョ ン を 増 や す 。
④ 生 徒 が 実 行 し た ス キ ル の 出 来 栄 え に つ い て 評 価 を す る
⑤ 自 常 場 面 で の 指 導 を 伝 え る 。 ※ 定 着 を 困 る ( 評 価 の 場 ・ 機 会 を 作 る )
授 業 の 前 提 条 件 は 、 ロ ー ル プ レ イ ン グ が 安 心 し て 練 習 で き る 雰 囲 気 で あ る こ と 、 教 師
の 指 示 が 通 る こ と の 2 点 で あ る 。
な お 、 発 達 障 害 が 疑 わ れ る 子 ど も に つ い て は 、 専 門 家 と の 連 携 や 、 校 内 特 別 支 援 コ ー
デ ィ ネ ー タ … と 相 談 し な が ら 個 別 支 援 計 画 を 参 考 に 進 め て い く よ う に 配 慮 し た 。
と こ ろ で 、 社 会 的 ス キ ル 教 育 に は 、 学 習 性 が 認 め ら れ て い る ( 大 坊 2007) 15) 。 つ ま り 、
授 業 の 成 果 に つ い て 、 教 師 が 観 察 可 能 な 、 具 体 的 な 子 ど も の 行 動 と し て 捉 え る こ と が で
き る の で あ る O こ の 特 徴 を 生 か し て 、 子 ど も の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 ( 話 し 方 、 聴 き
方 、 質 問 、 お 願 い の 仕 方 、 等 ) を 高 め る の に 効 果 が あ る プ ロ グ ラ ム を 多 く 取 り 入 れ た 。
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適 切 な 社 会 的 ス キ ル を 使 う と 相 手 か ら 好 ま し い 反 応 が 返 っ て く る と い う 社 会 の 現 実 原
則 は 、 小 さ な 社 会 で あ る 学 校 に お い て も 該 当 す る 。 こ の 意 味 に お い て 、 子 ど も の 人 間 関
係 の 改 善 に 寄 与 す る こ と が 期 待 で き る の で あ る 。 ま た 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 で は 、 教
部 が 「 や っ て み せ 、
て 聞 か せ て 、 さ せ て み せ 、 ほ め る こ と ( 山 本 五 十 六 語 録 ) が 大
切 で あ る 。 こ の こ と に よ っ て 子 ど も の 人 間 関 係 に 関 す る 社 会 的 ス キ ル の
と い う 指 導 方 針 の 共 通 理 解 を 図 っ た 。
学 校 行 事 と の 関 連 付 け に つ い て は 、 次 の 5 点 に 配 慮 、 し た 。
① 「 あ い さ つ J i身 だ し な み J な ど の マ ナ ー に 演 す る 指 導 内 容 も 実 施 す る
② 人 間 関 係 づ く り に 効 果 的 な グ ル ー プ O ワ ー ク を 実 施 す る
③ 上 級 学 校 訪 問 や 職 場 見 学 ・ 職 場 体 験 学 習 の 前 に は 、 S S T を 実 施 す る
は 高 ま る
④ 薬 物 乱 用 防 止 教 室 や 妨 犯 教 室 と 関 連 付 け た ラ イ フ ス キ ル ト レ ー ニ ン グ 16) を 実 施 す る
⑤ 受 験 期 の 3 年 生 で は 、 ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト 17) の 授 業 も 実 施 す る
(  4 )  i社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 方 法 と 評 価 方 法
f社 会 的 ス キ ル の 授 業 j は 、 ス キ ル 授 業 担 当 者 部 会 で 事 前 に 打 ち 合 わ せ を 行 い 、 共 通
理 解 ・ 共 通 行 動 に 基 づ い て 進 め ら れ た 。 授 業 は す べ て T T で 行 わ れ る 。 こ の 利 点 は 、 授
業 組 当 者 の 出 張 や 年 休 等 に と も な う 自 習 が な く な り 、 授 業 時 数 が 完 全 に 確 保 さ れ る こ と
に あ る 。
授 業 の 評 価 は 、 以 下 の 5 点 か ら 多 面 的 に 行 う 。
① 毎 時 間 行 う 評 価 ( 子 ど も の ふ り 返 り 表 、 ミ ニ ッ ツ ペ ー パ ー 、 教 師 の 観 察 に よ る 評 価 )
② 日 常 の 学 校 生 活 全 体 を 通 じ て 教 輔 が 行 う 観 察 に よ る 評 価
③ 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度
④ 教 師 を 対 象 と し た 意 識 調 査
⑤ 東 中 学 校 で 独 自 に 実 施 さ れ て い た 質 問 紙 調 査 ( 学 校 生 活 ・ 人 権 意 識 ) と 埼 玉 県 で 強
自 に 実 施 さ れ て い た 規 律 あ る 態 度 に 関 す る ア ン ケ … ト 結 果
こ れ ら の 質 問 紙 の 内 容 や 手 続 き に つ い て は 後 述 す る 。
2 0 0 6  ( 平 成 18) 年 度 は 、 計 画 さ れ た 全 て の 授 業 を 予 定 通 り に 実 施 す る こ と が で き た 。
ま た 、 2 0 0 7 ( 平 成 19) 年 度 か ら は 、 束 中 学 校 の 教 師 か ら の 強 し 1 要 望 に よ り 、 中 学 1 年 生
の カ リ キ ュ ラ ム を 変 更 し た 。
変 更 点 は 、 束 中 学 校 教 育 課 程 I 期 の カ リ キ ュ ラ ム ( 4 月 '"'-'7 月 上 旬 の 1 0 溜 分 ) に 1 0
時 間 分 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j を 新 た に 加 え 、 学 級 担 任 と ス キ ル 授 業 担 当 者 の T T で
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授 業 を 行 う 点 で あ る 。 こ の こ と に よ り 、 「 中 1 ギ ャ ッ プ J と 指 摘 さ れ る 入 学 後 の 1 学 期 に 、
担 任 と ス キ ル 授 業 担 当 者 の 双 方 の 協 働 に よ り 、 よ り き め 細 や か な 授 業 展 開 を 図 る こ と と
必 要 と な る 社 会 的 ス キ ル の 指 導 時 間 を 手 厚 く し た 点 に 束 中 学 校 の 改 善 が 見 ら れ る 。
2 0 0 7  ( 平 成 19) 年 度 も 、 計 画 さ れ た 全 授 業 プ ロ グ ラ ム を 実 施 す る こ と が で き た 。 こ の
2 年 間 の 実 証 的 研 究 の 結 果 と 分 析 に つ い て は 、 次 節 で 検 証 す る 。
第 2 節 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 に よ る 評 価
1  . 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 に よ る f社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 評 価
(  1  )  目 的
ど も の 基 礎 的 人 間 力 に 関 す る 意 識 を 検 証 す る た め に 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 18)
得 点 を 分 析 す る 。 質 問 は 、 「 人 間 関 係 、 調 整 力 j 、 「 学 校 生 活 適 応 力 」 、 「 自 己 肯 定 感 j 、 「 人 間
関 係 構 築 力 J 、 「 キ ャ リ ア 感 j 、 「 共 感 性 j の 6 因 子 か ら 構 成 さ れ 、 質 問 項 目 は 合 計 38 項 目
( 次 頁 、 表 立 合 幽 6) で あ る 。
(  2  ) 調 査 対 象 者
束 中 学 校 に 在 籍 す る す べ て の 生 徒 を 調 査 対 象 と し た 。
(  3  ) 調 査 実 施 時 期
2 0 0 6  ( 平 成 18) 年 度 の 調 査 は 7 月 中 旬 か ら ス キ ル 教 育 の 授 業 が 終 わ る 12 月 中 旬 ま
で の 5 回 、 毎 月 定 期 的 に 行 わ れ た 。
2 0 0 7  ( 平 成 19) 年 度 の 調 査 は 、
1 年 生 の ス キ ル 教 育 が 年 度 当 初 の 4 月 か ら 開 始 さ
れ た こ と を 受 け て 、 6 月、 10 月、 12 月 の 3 回 行 わ れ た 。
( 4  ) 調 査 手 続 き
子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 は 、 2 0 0 3 ( 平 成 15) 年 か ら 2 0 0 4 ( 平 成 16) 年 の 問 、 定 期
的 に 全 て の 子 ど も を 対 象 と し て 実 施 さ れ た ( 第 日 部 第 2 章 ) 。 そ こ で は 、 4 段 階 評 定 で 回
答 を 求 め た が 、 「 全 く そ う 思 う J r少 し そ う 思 う 」 の 中 間 に 印 を 付 け て 回 答 す る 生 徒 や 、 「 あ
ま り 思 わ な い J r全 然 そ う 忠 わ な し リ の 中 間 に 印 を 付 け て 回 答 す る 生 徒 が 多 か っ た 。 ま た 、
無 回 答 の 生 徒 も み ら れ た 。 こ の こ と を ふ ま え て 、 本 調 査 で は 、 各 質 問 項 目 ( 表 I -2.・ 2 、 97
頁 参 照 ) に つ い て 、 7 段 階 評 定 で 回 答 を 求 め た ( r 7. 全 く そ う 思 う 」 か ら r1  . 全 然 そ う 思
わ な し リ の 一 つ を 選 択 さ せ る こ と に よ っ て 測 定 ) 。
γ 段 階 評 定 で は 、 r 4 . ど ち ら と も い え な し リ が 選 択 肢 に 含 ま れ る 。 そ こ で 、 4 項 自 ( 表
立 乞 乞 、 9 7 頁 参 照 、 ) 、 rV2. 私 は 、 人 の 意 見 と 違 う と 自 分 の 意 見 を 言 う こ と が で き ま せ ん 。 J
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rV15. 私 は 、 話 し 合 い に 参 加 す る こ と が で き ま せ ん 。 J rV38. 私 は 、 嫌 な こ と を 、 う ま く
断 る こ と が で き ま せ ん 。 J rV33. 私 は 、 自 分 の 考 え が と お ら な い と 、 が ま ん す る こ と が で
き ま せ ん 。 J を 逆 転 項 目 ( l ie items) と し た 。 ま た 、 質 問 の 文 章 表 現 を 見 直 し 、 子 ど も が
分 か り や す し と す る た め に 加 除 修 正 を 行 っ た 。
ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 の 調 査 は 、 各 学 級 担 任 に 依 頼 し 、 学 級 単 位 の 集 合 調 査 法 に
よ り 実 施 し た 。 調 査 用 紙 は す べ て 記 名 式 と し 、 記 入 後 は 所 定 の 封 筒 に 入 れ て 回 収 し た 。
回 収 後 は 、 筆 者 が 集 約 し て デ ー タ 入 力 お よ び 分 析 を 行 っ た 。
表 ll-3・ 6 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 因 子 別 質 問 項 目
質 問
項
目
因 子
震
問
項
巨
布、 l土 、 人 に 密 分 の 考 え を 言 え ま す 。
私 l土 、 友 達 と 協 力 し て 作 業 す る こ と が で き ま す 。
私 [ 士 、 人 に 頼 み た い こ と が 点 る と き は 、 頼 む こ と が で き ま す 。
私 ; 士 、 友 達 と の 約 束 を 守 る こ と が で き ま す の
私 l士 、 困 っ た と き に は 、 人 に 助 け を 求 め る こ と が で き ま す の
私 i士 、 友 達 の 話 を 聞 く こ と が で き ま す 。
人
布、 l士 、 わ か ら な い と き は 、 人 に 質 問 で き ま す 。
間
私 ; 士 、 失 敗 し た ら 、 謝 る こ と が で き ま す ρ
関
私 l士 、 人 の 意 見 と 違 う と 自 分 の 意 見 を 言 う こ と が で き ま せ ん 。
係
布 、 は 、 友 達 と 仲 良 く 遊 ぶ こ と が で き ま す の
構
布、 l土 、 悩 み 事 が 去 る と き は 、 人 に 椅 談 で き ま す η
築
私 は 、 8 分 の 考 え が と お ら な い と 、 が ま ん す る こ と が で き ま せ ん わ
カ
布、 l土 、 話 し 合 い に 参 加 す る こ と が で き ま せ ん 。
私 は 、 友 達 と 何 か を 決 め る と き 、 自 分 と 違 う 意 見 七 大 切 に し ま す わ
私 i士 、 嫌 な こ と を 、 う ま く 断 る こ と が で き ま せ ん の
彩 、 は 、 自 分 の 気 持 ち を 、 人 に 伝 え る こ と が で き ま す 。
私 l士 、 友 達 と お し ゃ べ り を し な い で 授 業 に 参 加 で き ま す 。
私 は 、 大 人 に な っ た ら 何 に な る か そ 考 え て い ま す 。
紅 l士 、 自 習 時 間 は 静 か に 自 習 で き ま す 。
私 は 、 将 来 や り た い 仕 事 が あ り ま す 。
私 i土 、 廊 下 を 静 か に 歩 き ま す 。
私 は 、 自 分 の 将 来 に 希 望 を も っ て い ま す 。
私 i士 、 時 簡 を 守 り ま す 。
キ
私 J士 、 将 来 自 分 に 適 し た 職 業 に つ く つ も り で い ま す 。
ヤ
私 l士 、 忘 れ 物 を し な い よ う に し て い ま す の
リ私は、この先2~3生存の計薗や目標があります。
ア
私 l士 、 始 ま り の チ ャ イ ム が 鳴 っ た ら 席 に 着 く こ と が で 、 き ま す 。
感
私 l土 、 身 の 回 り の 整 理 繋 頼 ( せ し 、 り せ い と ん ) を 自 分 で し ま す 。
私 l士 、 靴 箱 に 靴 を そ ろ え て 入 れ ま す ハ
布、 l士 、 最 後 ま で 仕 事 を や り 過 す こ と が で き ま す の
私 に i士 、 ょ い と こ ろ が あ り ま す の
私 l土 、 悲 し ん で い る 人 を 見 る と 、 悲 し い 気 持 ち に な り ま す σ
私 ; 土 、 自 分 の こ と が 好 き で す 。 私 l土 、 罰 っ て い る 人 を 見 る と 心 配 に な り ま す の
共
布、 l士 、 人 の 役 に 立 ィ て し 、 る と 思 い ま す の
感
布 、 は 、 楽 し そ う な 人 を 見 る と 、 楽 し い 気 持 ち に な り ま す σ
性
布 、 ; 士 、 自 信 を も っ て や れ る こ と が あ り ま す 。
私 { 士 、 や る 気 に な れ ば 、 だ い た い の こ と は で き る と 思 L 、 ま す っ
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2 .  2 年 間 の 実 践 の 結 果
2 0 0 6  ( 平 成 18) 年 7 月 以 降 に 実 施 し た 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 の 各 国 子 得 点 に 基 づ い
て、 1 7 . 全 く そ う 思 う j に 7 点 か ら 、 1 1  . 全 然 そ う 忠 わ な い j に 1 点 を 与 え 、 得 点 化 し た 0
5 つ の 時 期 要 因 (γ 月、 9 月、 1 0 月、 11 月、 1 2 月 ) お よ び 学 年 ( 中 学 1 年 、 中 学 2 年、
中 学 3 年 ) 、 男 女 別 の 平 均 値 を 整 理 し た も の が 表 ll-3膚 ? で あ る 。
表 I -3-7 の デ ー タ に 基 づ き 各 因 子 得 点 に つ い て 、 2 ( 性 別 ) x  3  ( 学 年 ) x  5  ( 時 期 )
の 3 要 因 混 合 計 画 法 に よ る 分 散 分 析 を 行 っ た 。 各 因 子 の 分 析 結 果 を 表 I -3-8 、 表 ll-3・ 9 に、
各 因 子 に お け る 時 期 待 の 得 点 の 変 動 を 折 れ 線 グ ラ フ で 図 立 働 3-1-ll-3・ 6・ 2 に 示 し た 。
時 期 待 の 得 点 の 変 動 を グ ラ フ 化 す る に あ た り 各 困 子 の 項 呂 数 が 異 な る こ と か ら 因 子 合
計 得 点 を 質 問 項 目 数 で 割 る こ と に よ り 最 小 値 と 最 大 値 を そ ろ え た ( 各 国 子 と も に 最 小 値 1
点 ~ 最 大 値 γ 点 の 範 留 と な る ) 。 交 互 作 用 が 有 意 な 因 子 に つ い て は 、 ど こ に 差 が あ る の か を
分 か り や す く 示 す た め に 棒 グ ラ フ で 図 耳 合 企 -1 "'-立 -3・ 6・ 2 に 示 し た 。
主 効 果 に 有 意 な 差 が み ら れ た 要 因 に つ い て は 、 多 重 比 較 ( T h k e y 法 ) を 行 っ た 。 多 重 比
較 の 結 果 に つ い て は 表 に ま と め A p p e n d i x 耳 -3・ 11 に 示 し た 。
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表 IT-3・ 7 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 因 子 得 点
人 間 関 係 調 整 学 校 生 活 適 応 人 間 関 係 構 築
力 自 己 肯 定 感 カ
力
平 均 纏 so 平 均 値 so 平 均 値 so 平 均 櫨
40.56 6.62 4 4 .4 9  7. 9 2  23.17 6.25 35 .4 1  
42.42 五 8 4 4 5 .4 2  7.30 24.14 五 8 9 37.51 
45.00 7. 3 8  51.17 7.7 1  23.04 6.82 38.24 
42.71 6.76  46.97 8.08 23.52 6.27 37.15 
4 1. 2 7  6.10 4 6 . 8 0 7 . 1 0  2 1. 2 9 5 . 3 4  38.11 
42.02 4.04 47.70 5.75  21.1 4  3.75  37.39 
44.97 五 9 1 52.72 6.11 23.87 6.08 40.41 
43.01 5.7 7  49.51 6.90 22.33 5 .4 5  38.88 
40.97 6.30 45.81 7.51 22.09 瓦 7 9 36.96 
42.25 5.13 4 6 .4 0  6.75  22.85 5.28 37.46 
44.98 6.50 52.11 6.79  23.55 6.37 39.56 
42.87 6.24 48.34 又 5 6 22.88 5.87 38.08 
44.10 8.39 4 1. 56 8.12 21.73 5.35 3 6 .4 6  
45.07 8.49  44.42 8.06 24.24 5.36 37.41 
46.22 11.20 50.07 9.87 23.41 7. 2 6  38.50 
45.16 9.37 45.40 9.27 23.27 6.07 37 .4 9  
43.09 7. 7 8  45.36 6.98 20.67 5.24 39.09 
45.23 6.66 46.64 5 .4 5  21. 23 4.24 38.64 
48.00 8.89 51.79 6.42 23.82 5 .75  41. 27 
45.69 8.24 48.38 6.99 22.13 丘 4 0 39.88 
43.52 8.02 43.74 7.68 21.13 5.29 37.97 
45.14 7.72  45.37 7. 12 2 2 . 9 5 5.1 2  37.93 
47.30 9.85 51.11 7.96 23.66 6.36 40.18 
4 5 .4 5  8.7 7  47.00 8.24 22.66 5.74  38.78 
45.68 9.26 45.20 7. 9 1  22.76 丘 8 9 38.07 
4 5 .4 4  8.41 45.36 7. 8 1  23.90 5.36 37.75 
47.26 11.14 51.35 8.13 23.50 6.76  39.91 
46.08 9.55 47.20 8.38 2 3 .4 5 五 9 6 38.52 
4 5 .4 5  8.18 47.36 6.67 2 1. 93 5.58 40.33 
45.25 6.65 47.27 6.02 2 1. 4 5  4.98 39 .4 1  
48.82 8.75 53.06 6.70  23.35 5.67 4 1. 97 
4 6.81 8.20 49.72 7. 0 8  2 2 .4 0  5.50 40.78 
45.55 8.62 4 6 .4 4  7. 2 7  22.28 5.70  39.36 
45.36 7. 6 7  46.17 7.14 22.85 丘 3 2 3 8 .4 6  
48.21 9.74  52.38 7.31 23.41 6.09 4 1.1 6  
4 6 .4 7  8.84 48.55 7. 8 0  22.89 5.73 39.73 
44.10 8.56 44.44 7.56 22.44 4.90 36.49 
4 6 .4 9 ス 5 5 46.73 8.01 24.59 5.36 37.97 
49.11 11.97 53.46 8 .7 7  24.63 8 .75  40.87 
46.64 9.55 48.21 8.89 24.00 6.54 3 8 .4 7  
46.67 8.11 49.33 6.28 22.55 5.00 41.05 
46.55 6.26 4 8 .4 3  5.86 21.61 4.87 39.73 
49.59 9.02 54.93 6.38 24.79 6.13 42.83 
47.86 8.18 51 .4 4  6.87 23.24 5.60 41.45 
45.57 8.36 47.24 7. 2 4  22.50 4.93 39.10 
46.51 6.99 4 7 .4 6  7. 19 23.32 5.34 38.72 
4 9 .4 0  10.24 54.35 7.41 24.73 7. 2 4  42.06 
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45.71 8.65 46.07 7. 2 0  23.90 瓦 4 6 37.07 
46.64 7. 7 7  46.68 7. 8 9  24.27 5.50 37.93 
47.93 12.21 52.00 9.00 24.26 7.78 40.80 
46.79 9.58 48.18 8 .44  24.16 6.26 38.60 
47.87 8.26 50.04 6.48  22.96 5.95 42.00 
46.82 7. 0 5  48.34 5.62 2 1. 07 4.59 40.16 
49.69 8.58 54.39 5.91 24.23 5.86 43.03 
48.36 8.15 5 1. 4 2  6.54 23.00 丘 7 0 4 1. 95 
46.95 8.4 5  48.34 7. 0 4  23.36 5.73 39.90 
46.72 7. 4 4  47.39 7. 0 3  22.90 5.35 38.88 
49.00 10.15 53 .4 5  7. 3 4  24.24 6.65 42.15 
47.63 8.86 49.92 7.64 23.54 5.98 40.40 
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「人 間 関 係 調 整 力 」
(  1  )  
=  5 0 . 1 9 ，  p < O . O  1) は み ら れ な か っ た 。 単 純 主 効 果 で は 、 時 期 群 (F [ 4 ，  3 1 2  ]  
イ乍
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出 ，
局 、 な 差 が み ら れ た 。
、，ょ に 群 (F [ 2 ，3 1 4 ]ニ 5 . 7 9 ，p < O . 0 1) に お い て 、 そ れ ぞ れ
と 、
か っ た 。中 学 3 年 生 が 有 意 に1 年 ・ 中 学 2 年 < 中 学 3 年 で 、
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群 で は 、
7 月 < 9 月 < 1 0 月 < 11 月 ・ 1 2 月を 行 っ た 結 果 、 時 期 群 で は 、
比 較 (T h k e y 法 )
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「 人 間 関 係 調 整 力 」 因 子 得 点 の 月 別 変 化
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図 IT- 3・ 1
(  2 )  r学 校 生 活 適 応 力 J
時 期 群 と 学 年 群 に 交 互 作 用 (F [ 8 ， 3 0 8 ] 二 2.19， p < 0 . 0 5 ) が み ら れ た 。 学 年 別 の 月 ね ハ 、 、
を 多 重 比 較 (T h k e y 法 ) し た 結 果 ( 図 3・ 4 -2 )、 全 て の 月 に お い て 、 1 年 ・ 2 年 < 3 年 で あ
り 、 中 学 3 年 生 の 得 点 が 有 意 に 高 い こ と が 確 認 さ れ た 。
単 純 主 効 果 で は 、 時 期 群 (F [ 4 ， 3 1 2 ]  =  27.86 ，  p < O . O l ) と 、 性 群 (F [ 1， 3 1 5 ]  =  11. 2 2 ，  
p < O . 0 1)、 学 年 群 (F [ 2 ， 3 1 4 ]  =  3 4 .4 7 ，  p < O . O l ) に お い て そ れ ぞ れ 有 意 な 差 が み ら れ た 。
多 重 比 較 ( T h k e y 法 ) を 行 っ た 結 果 、 時 期 群 で は 、 7 月 ・ 10 月 < 9 月 < 11 月 ・ 12 月
で あ り 、 7 月 と 1 0 月 の 聞 に 有 意 な 差 は な い が 、 7 月 以 降 で は 11 月 ま で は 有 意 に 高 く な
り 、 11 月 と 12 月 の 聞 に 差 は み ら れ な か っ た 。 学 年 群 で は 、 中 学 1 年 ・ 中 学 2 年 < 中 学 3
年 で 、 中 学 3 年 生 が 有 意 に 高 か っ た 。
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図 I -3 -2 -1  r学 校 生 活 適 応 力 J 因 子 得 点 、 の 月 別 変 化 図 I -3-2・ 2 交 互 作 用 学 年 比 較
定 感 」 因 子
時 期 群 と 学 年 群 に 交 互 作 用 (F [  8，  3 0 8  ]ニ 3.12 ， p < O . O  1) が み ら れ た 。 学 年 別 の 月 得 ハ 、 、
を 多 重 比 較 ( T h k e y 法 ) し た 結 果 ( 図 3・ 5・ 2 ) 、 9 月 と 11 月 に お い て 1 年 < 3 年 で あ り 、
中 学 3 年 生 の 得 点 が 有 意 に 高 く な っ て い た 。
、話 純 主 効 果 で は 、 時 期 群 (F [ 4 ，  3 1 2  ]二 7.50 ， p < O .O l ) と、 学 年 群 (F [ 2 ， 3 1 4 ]  =  3.9 4 ，  
p < 0 . 0 5 ) に お い て そ れ ぞ れ 有 意 な 差 が み ら れ た 。
多 重 比 較 (恒l. k e y 法 ) を 行 っ た 結 果 、 時 期 群 で は 、 9 月 ・ 10 月 < 11 月 ・ 12 月 と な っ
て お り 9 月 ・ 10 月 と 11 月 ・ 12 月 の 聞 に 有 意 な 差 が み ら れ た 。 学 年 鮮 で は 、 9 月 と 11 月
に お い て 中 学 1 年 < 中 学 3 年 で 、 中 学 3 年 生 が 有 意 に 高 か っ た 。
- 129・
図 I -3 -3 -1  r自 己 肯 定 感 」 因 子 得 点 の 月 別 変 化 図 I -3 -3之 交 互 作 用 学 年 比 較
(  4 )  r人 間 関 係 構 築 力 」 因 子
時 期 群 と 性 群 に 交 互 作 用 ( F [  4 ，  3 1 2  ]  =  2.9 4 ，  p < O .0 5 ) が み ら れ た 。 女 子 得 点 の 方 が 、
す べ て の 月 に お い て 高 く な っ て い た (図 3・ 6・ 2 )0  
、 '純 主 効 果 で は 、 時 期 群 (F [  4 ，  3 1 2  ]  =  28.81 ，  p < O .O  1) と 、 性 群 (F [ 1，  3 1 5  ]二 18.1 4 ，
p < O .0 1) 、 学 年 群 (F [ 2 ，  3 1 4 ]二 8 .8 2 ， p < O .O  1) に お い て そ れ ぞ れ 有 意 な 差 が み ら れ た 。
多 重 比 較 (恒 lke y 法 ) を 行 っ た 結 果 、 時 期 群 で は 、 7 月 ・ 9 月 < 10 月 ・ 11 月 ・ 12 月
で あ り 、 2 学 期 中 期 以 降 の 得 点 が 高 く な っ て い た 。 学 年 鮮 で は 、 中 学 1 年 ・ 中 学 2 年 <
中 学 3 年 で 、 中 学 3 年 生 が 有 意 に 高 か っ た 。
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図 I -3・ 4 -1 r人 間 関 係 構 築 力 」 因 子 得 点 、の 月 別 変 化 図 I -3 -4 -2 交 互 作 用 男 女 比 較
(  5 )  rキ ャ リ ア 感 J I玄 |
時 期 群 と 学 年 群 に 交 互 作 用 (F [  8，  3 0 8 ]  =  3.89 ，  p < O .O  1) が み ら れ た 。 学 年 別 の 月 ね ハ 、 、
を 多 重 比 較 (引 l k e y 法 ) し た 結 果 ( 図 3・ 7・ 2 )、 10 月 は 2 年 < 3 年、 11 月 は 1 ・ 2 年 < 3
炉 、 12 月 は 1 ・ 2 年 < 3 年 で あ り 、 2 学 期 中 期 以 降 、 中 学 3 年 生 の 得 点 が 有 意 に 高 く な っ
て い た 。
- 130 ・
、 ，純 主 効 果 で は 、 時 期 群 (F [ 4 ， 3 1 2 ]  =  4 .7 8 ，  p < O .O l) と 、 学 年 群 (F [ 2 ，  3 1 4 ]  =  4 .0 3 ，  
p < 0.05) に お い て そ れ ぞ れ 有 意 な 差 が み ら れ た 。 多 重 比 較 ( T h k e y 法 ) を 行 っ た 結 果 、
時 期 群 で は 、 9 月 < 1 1 月 ・ 12 月 と な っ て お り 9 月 が 有 意 に 低 く な っ て い た 。
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図 I -3・ 5 -1 rキ ャ リ ア 感 」 因 子 得 点 の 月 別 変 化 図 I -3- 5-2 交 互 作 用 学 年 比 較
(  6 )  r共 感 性 」 灰 E ー l
時 期 群 と 学 年 群 に 交 互 作 用 ( F [  8 ，  3 0 8  ]  =  2.09 ，  p<0 .05) がみられた。 学年別の月 1~ J#:
を 多 重 比 較 ( 恒 lkey 法 ) し た 結 果 ( 図 3 -8・ 2 )、 7 月 は 2 年 < 1 ・ 3 年 、 9 月 は 2 年 < 3 f!、
10 月 ~ 12 月は 2 年< 1 ・3 年 で あ り 、 中 学 3 年 生 の 得 点 が 有 意 に 高 い こ と が 確 認 さ れ た 。
単 純 主 効 果 で は 、 時 期 群 (F [  4 ，  3 1 2  ]二 7.11 ， p < O.O 1) と 、 性 群 (F [ 1，  3 1 5  ]二 16.89 ，
p < O . O l)、 学 年 群 (F [ 2 ，  3 1 4 ]  =  6 .6 9 ，  p < O .O l) に お い て そ れ ぞ れ 有 意 な 差 が み ら れ た 。
多 重 比 較 ( 引 . l k e y 法 ) を 行 っ た 結 果 、 時 期 群 で は 、 9 月 が 最 も 低 く 、 9 月 < 7 月 < 10 
月 ・ 11 月 ・ 12 月 で あ り 、 7 月 と 9 月 の 聞 に 有 意 な 差 が み ら れ た 。 学 年 群 で は 、 中 学 2 年
< 中 学 1 年 < 中 学 3 年 で 、 中 学 2 年 生 が 低 く 、 中 学 3 年 生 が 高 か っ た 。
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本 節 の 結 果 に つ い て は 、 第 E 部 第 4
1 節 に お い て 考 察 を 行 う 。
第 3 節 積 極 的 生 徒 指 導 と し て の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム 終 了 後 の 「 社 会 的 ス キ ル の
授 業 J に 対 す る 子 ど も の 授 業 評 価
「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j に 対 す る 子 ど も の 授 業 評 価 は 、 2 0 0 6 ( 平 成 18) 年 12 月 に 実 施
し た 最 後 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 終 了 後 、 学 級 担 任 が 「 ふ り 返 り 用 紙 j を 配 布 し 、 学 級
単 位 で 回 答 を 求 め 、 そ の 場 で 回 収 さ れ た 。
「 ふ り 返 り 用 紙 j の 質 問 は 、 問 1 か ら 問 5 か ら な る 。 問 1 で は 、 全 部 で 1 0 の 質 問 項 目 に
対 し て 、 4 件 法 ( r は し 、 J rだ い た い J rあ ま り J 旬 、 い え J) で 回 答 を 求 め た 。 間 2 か ら 間 5
に つ い て は 、 自 由 記 述 で 回 答 を 求 め た 。 質 問 の 詳 細 に つ い て は 、 A p p e n d i x I -3-12 に 示 し た 。
な お 、 自 由 記 述 に つ い て は 、 五 J 法 に よ り 類 似 す る 内 容 を 分 類 し て 整 理 し た 。 玄 J 法 に は 、
教 青 学 研 究 科 博 士 課 程 後 期 課 程 の 大 学 院 生 1 名 の 協 力 を 得 て 行 わ れ た 。 ま た 、 本 ア ン ケ ー
ト は 、 束 中 学 校 す べ て の 子 ど も を 対 象 と し て 実 施 さ れ た が 、 1 年 生 は 学 年 の 事 情 に よ り 実
施 時 期 を 延 期 し た た め に 本 論 文 に お け る 評 価 対 象 者 の 結 果 か ら は 除 く こ と に し た 。 そ の た
め に 、 2 年 生 と 3 年 生 の 有 効 回 答 者 数 2 2 5 名 ( 表 II-3・ 10) の 子 ど も 分 を 分 析 の 対 象 と し た 。
表 II-3・ 10
質 問 項 目 内 容 と 回 答 者 数
費 問 1
質 問 項 目
弘 出
n  
n  
弘
捜 業 の ル ー ル ( 開 く 、 人 を 傷 つ け な い 、 指 示 に 従 う ) を 守 っ て 取 り 組 む こ と が で き ま し た か 。
225 100.0% 0  .0% 2 2 5  100.0% 
2  
グ ル ー プ で 活 動 す る と き に は 、 協 力 し て 取 り 組 む こ と が で き ま し た か 。 225 100.0弘 o .0% 2 2 5  100.0% 
3  
各 時 間 の g 標 と し た ス キ ル を 身 に 付 け る こ と が で き ま し た か 。
225 100.0% 0  .0弘 2 2 5 100.0見
4  
自 分 の よ い と こ ろ を み つ け る こ と が で き ま し た か 。
224 99.6九 1 .4% 2 2 5  100.0弘
5  
班 長 や グ ル ー プ の ょ い と こ ろ を み つ け る こ と が で き ま し た か 。 224 99.6九 1
4 %  2 2 5  100.0弘
6  
f スキル j の 授 業 を 楽 し み に し て い ま し た か 。
225 100.0弘 o .0% 2 2 5  100.0弘
7  
人 と の か か わ り 方 の マ ナ ー が 身 に つ き ま し た か 。 225 100.0% 0  。 % 2 2 5  100.0% 
8  
話 し 方 や 聞 き 方 で 気 を つ け な け れ ば な ら な い こ と が 分 か り ま し た か 。
2 2 4  99.6% 1  4九 2 2 5 100.0丸
9  
人 を 気 に か け 、 思 い や り な が ら 活 動 す る こ と が で き ま し た か 。
225 100.0% 0  .0弘 2 2 5 100.0弘
1 0  
f スキル j の 授 業 を 苦 手 に し て い ま し た か 。
221 
98.2弘 4 1.8% 2 2 5  100.0% 
1  . 授 業 で 、 身 に 付 け た 力 と 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j 評 価
間 1 の 質 問 10 項 自 に つ い て 、 「 は し リ に 3 点、 fだ い た し リ に 2 点、 fあ ま り j に 1 点 、 「 し 、
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し、え J に O 点 を 与 - え て 得 点 化 し た 。 得 点 は 、 最 低 点 O 点 か ら 最 高 点 3 点 と な る が 、 そ れ ぞ
れ の 平 均 値 お よ び 標 準 偏 差 を 整 理 し て 表 立 -3・ 11 に 示 し た 。 各 項 目 は 、 平 均 値 2 点 が 「 だ い
た い J そ う 思 う と い う 回 答 と な る の で 、 2 点 を - 否 定 の 基 準 の 目 安 と し て 見 て い く と
傾 向 が つ か め る 。 た だ し 項 目 10 の 質 問 は 反 転 項 目 と な る の で 得 点 が 低 い ほ ど 肯 定 的
な 回 答 と な る 。
表 立 精 3-11 質 問 1 の 基 礎 統 計 量
番 号 質 問 項 患
1  授 業 の ル ー ル ( 聞 く 、 人 を 傷 つ け な い 、 掲 示 に 従 う ) を 守 っ て 取 り 組 む こ と が で き ま し た か 。
2  各 時 間 の 目 標 と し た ス キ ル を 身 に 付 け る こ と が で き ま し た か 。
3  グ ル ー プ で 活 動 す る と き に は 、 協 力 し て 叡 り 組 む こ と が で き ま し た か 。
4  自 分 の よ い と こ ろ を み つ け る こ と が で き ま し た か 。
5  綴 員 や グ ル ー プ の よ い と こ ろ を み つ け る こ と が で き ま し た か 。
6 ス キ ル j の 授 業 を 楽 し み に し て い ま し た か 。
7  入 と の か か わ り 方 の マ ナ ー が 身 に つ き ま し た か 。
8  話 し 方 や 摺 き 方 で 気 を つ け な け れ ば な ら な い こ と が 分 か り ま し た か 。
9  人 を 気 に か け 、 思 い や り な が ら 活 動 す る こ と が で き ま し た か 。
1 0  rスキ)(.， Jの 授 業 を 若 手 に し て い ま し た か 。
各 質 問 項 目 に お け る 生 徒 の 回 答 に つ い て 、 度 数 分 布 を 整 理 し た ( A p p e n d i x TI -3・ 13) 。 そ
の 様 子 を グ ラ フ で 示 し た も の が 密 TI-3・ 7 で あ る 。
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1 . 授 業 の ル ー ル を 守 っ て 取 り 組 め た
2. 協 力 し て 取 り 組 め た
7 0  
7 0  
6 0  
6 0  
5 0  5 0  
- い い え
. ~ 山 、 え
4 0  
j  
4 0  
- あ ま り - あ ま り
3 0  
占
. r.::~ ‘た:~ 、
3 0  
. 1ごし、 f こ L 、
2 0  
且
.  (;I~ 、
2 0  
「盟
口
. (Jl 、
1 0  1 0  
o  
中 学 3 弟 子
中 学 2 女 子
中 学 3 女 子
中 学 2 男 子 中 学 3 男 子 中 学 2 女 子 中 学 3 女 子
3. 目 標 の ス キ ル を 身 に つ け た
4. 自 分 の ょ い と こ ろ を み つ け た
4 5  
4 0  
4 0  
•  
3 5  
3 0  
•  L ' L 、ぇ
~ S 
ι  l  
」
ヨ
ー い い え
』
目
h  
目
- あ ま り
7 0  
7. 0  
固 め zり
1 5  
. ，こし、 Tこ L 、
1 S  
. f、ーし、 I;;'~ 、
1 :  
. Id~ 、
‘J  中 学 ・ 7. ]);子
中 学 3 Y} 子 中 学 2 女 子 中 学 3 女 乎
5. 他 者 の ょ い と こ ろ を 見 つ け た
6. ス キ ル の 綬 業 が 楽 し み
7 0  
4 0  
6 0  
3 5  
5 0  
3 0  
- い い え
2 5  
. ~、し、え
4 0  
A  
:ム』
- あ ま り
2 0  
』
- あ ま り
- だ い た い
1 5  
圃 だ い た い
ム
. C H  、
1 0  
. (;l l 、
」 じ 山 』 圃
中 学 2 男 子
中 学 3 男 子 中 学 2 女 子
中 学 3 女 子 中 学 2 5 母 子 中 学 3 男 子 中 学 2 女 子
中 学 3 女 子
7 .関 わ り 方 や マ ナ ー を 身 に つ け た
8. 話 し 方 聞 き 方 の 注 意 点
6 0  
7 0  
5 0  
6 0  
5 0  
4 0  
- い い え
- い い え
4 0  
3 0  
- あ ま り
- め ま り
3  
. r;ご L 、fこ L 、
3 0  
t  
- だ い た い
2 0  
且
2 0  
.  (d.~、
. (;n 、
1 0  
10  
中 学 2 男 子 中学3~月子
中 学 :2 女 子
中 学 3 女 子
9. 他 者 へ の 配 慮
10. ス キ ル の 授 業 が 苦 手
6 0  
4 0  
5 0  
3 5  
3 0  
4 0  
- い い え
- い い え
3 0  
』
J  
- あ ま り
2 0  
- あ ま り
2 0  
r. 
. r;ご L 、fこ L 、
1 5  
a  
. ，こ い た い i  
-( ;H  、
1 0  
. (Jl 、
1 0  
•  
中 学 2 女 子
中 学 3 女 子
図 I -3 -7  生 徒 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 評 価 の 問 1 に 関 す る 度 数 分 布
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2 .  r社 会 的 ス キ ル の 授 業 J で 一 番 よ か っ た も の
質 問 2 で 回 答 さ れ た 授 業 プ ロ グ ラ ム に つ い て は 、 表 1 I -3 ・12 に 示 し た 通 り で あ る 。
2 年 生 で で 、 は 、 グ、/ルレ恥-白血“叩一白-“m 白巴‘也
て い る ( 漢 字 マ イ ス 夕 一 、 サ イ レ ン ト ・ ピ ク チ ャ ー ) が 、 合 意 形 成 の た め に 話 し 合 う プ ロ
グ ラ ム ( 砂 漠 の 救 助 ) も 上 位 に 挙 げ ら れ て い る 。 3 年 生 で は 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ゲ ー ム
で あ る プ ロ グ ラ ム ( 宝 探 し ) が 1 位 で あ る が 、 面 接 の 練 習 に 取 り 入 れ た プ ロ グ ラ ム ( 自 己
理 解 、 自 己 表 現 ) に つ い て も 上 位 に 挙 げ ら れ て い る 。
表 立 -3-12
生 徒 評 価 の 高 か っ た 授 業 プ ロ グ ラ ム
質 問 2 rスキ JレJ 授 業 で 行 っ た 活 動 で 一 番 よ か っ た も の は 何 で す か 。
2 年 生 3 年 生
題 材
星 子
女 子 合 計
題 材
男 子 女 子 合 計
漢 字 マ イ ス タ ー
1 3  
8  
21 宝 探 し
1 9  3 8  5 7  
砂 漠 の 救 助 1 0  1 0  2 0  
面 接 の 練 習
1 4  
1 8  
3 2  
サ イ レ ン ト ・ ピ ク チ ャ ー
8  
7  1 5  班 で の グ ル ー プ ワ ー ク
1 0  
6  1 6  
あ い さ つ
3  
7  
1 0  ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト
3  
5  
8  
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
5  
4  
9  
自 己 理 盤
4  
3  
7  
非 行 探 し
3  4  
合 計 5 0  
7 0  1 2 0  
ど の 人 を 我 が 社 で 採 用
O  3  3  
後 輩 へ の 接 し 方
O  
そ の 他
O  
合 計
4 2  4 2  8 4  
3 . 活 動 で 困 っ た こ と 、 い や だ っ た こ と o
質 問 3 で は 、 回 っ た こ と 、 い や だ 、 っ た こ と が あ る と 回 答 し た 生 徒 は 表 1 I -3剛 13 に 示 し た 通
り で あ る 。
表 1 I -3 ・13 問 3 生 徒 回 答 者 数 一 覧
震 関 3 活 動 で 困 っ た こ と 、 い や だ っ た こ と 。
2 年 3 年
男 子
女 子
?
? ? ?
?
?
?
? ?
7  
6  
1 3  
合 計
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質 問 3 で 記 述 さ れ た 具 体 的 な 内 容 を 、
(  1 )  2 年 生 [22 名 分 }
男 子 : ① 考 え る の が 難 し か っ た
- 男 女 児 IJ に 整 理 し て 以 下 に 示 す 。
② 自 分 は 物 事 を 伝 え る の が 苦 手 だ 、 っ た の で 、 最 初 は 少 し こ の 授 業 が し 、 や だ と
思 っ た
③ 授 業 が つ ま ら な い 、 あ ま り す き じ ゃ な い
④ 新 開 っ く り
⑤ 話 し 合 い で 意 見 が で き な か っ た
⑥ 話 し 合 い ま で 、 に 時 間 が か か っ て 困 っ た
⑦ 班 長 が し っ か り し て い て も み ん な が ば ら ば ら だ 、 っ た の で そ れ が い や だ 、 っ た
③ 班 で の 話 し 合 い が 進 ま な か っ た と き
⑨ 斑 で の 話 し 合 い が 全 然 で き な か っ た
⑬ 班 の 中 で 討 論 と か に な っ た と き 大 変 だ っ た
⑪ み ん な が あ ま り 協 力 し て く れ な か っ た と き O
女 子 : ① 意 見 が 合 わ な か っ た り す る と 大 変 だ 、 っ た
② 面 白 そ う じ ゃ な い テ ー マ の と き 、 み ん な あ ま り 真 剣 に 取 り 組 め な か っ た
③ 劇 を や っ た と き 恥 ず か し い と し づ 気 持 ち が す こ し あ る
④ 自 分 の 意 見 が い い に く く て い や だ 、 っ た
⑤ 自 分 の 班 は ま と ま り が な く 、 話 が す す ま な か っ た
⑥ 図 形 を 組 み 合 わ せ た 図
⑦ た ま に 意 見 を い い づ ら い テ ー マ が あ っ た
③ 班 で 話 し 合 っ て い る 時 に 男 子 が 他 の 班 の 人 を 話 し て 話 し 合 い が で き な か っ
た
⑨ 班 で よ く 相 談 で き な い と き
⑬ 班 の 人 が 協 力 し て く れ な い と き が あ っ た
⑪ 何 か 頼 ま れ そ う な 気 が す る の で 人 と R を 合 わ せ な い よ う に し て い た こ と
( 2 )  3 年 生 [ 1 3 名 分 }
男 子 : ① 敬 語 の 学 習 は 国 語 の 授 業 み た い に つ ま ら な か っ た
② 自 分 の よ い 点 を 記 入 す る や つ
③ 指 名 さ れ る こ と が 多 く 、 こ た え に く か っ た か ら
糊 1 3 6働
④ ス ト レ ス の 授 業
⑤ 途 中 で 行 き 詰 ま り 、 ど う し ょ う も な く こ ま っ た
⑥ 班 の 話 し 合 い に 参 加 で き な く こ ま っ た
⑦ 人 前 で 発 表 が し 、 ゃ だ 、 っ た 。
女 子 : ① そ の 場 で 考 え 答 え る や り 方 に は 少 し 戸 惑 い ま し た
② 班 が ぱ ら ぱ ら に な っ て し ま っ た と き
③ 班 で 協 力 し な か っ た こ と
④ み ん な と 協 力 す る の が 大 変 だ 、 っ た
⑤ 面 接 練 習 が い や だ 、 っ た
⑥ 面 接 の 練 習
4 . 授 業 を と お し て 自 分 に 身 に つ い た も の ・ で き る よ う に な っ た こ と
質 問 4 に 自 由 記 述 さ れ た 内 容 に つ い て 、 回 答 し た 生 徒 の 人 数 を 整 理 し た も の が 表 立 脚 3欄 1 4
で あ る 。
表 II-3嶋 14
質 問 4 で 回 答 さ れ た 授 業 で 身 に つ い た 力
質 問 4 授 業 を と お し て 自 分 に 身 に つ い た も の ( で き る よ う に な っ た こ と ) は 何 で す か 。
2 年 生 3 年 生
男 子
女 子 合 計
男 子
女 子 合 計
自 己 表 現
1 0  
1 5  
2 5  礼 儀 ( マ ナ ー )
1 6  2 0  
3 6  
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
11 6  1 7  
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
9  
1 9  
2 8  
礼 儀 ( マ ナ ー ) 9  
7  1 6  
言 葉 遣 い
1 3  
9  2 2  
言 葉 遣 い
8  7  1 3  自 己 表 現 9  
8  1 5  
あ い さ つ
5  
6  
11 
協 調 性
2  5  7  
そ の 他
3  
4  
ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト
4  
3  
7  
合 計 4 4  
4 2  8 6  他 者 理 解
。
6  
6  
※ 空 欄 3 2 名 ( 男 子 2 2 名 、 女 子 1 0 名 )
あ い さ つ
。
質 問 4 の 回 答 で は 、
ン 、 礼 儀 ( マ ナ ー ) 、
合 計 5 4  
6 8  1 2 2  
※ 空 欄 1 2 名 ( 男 子 7 名 、 女 子 5 名 )
に よ る 違 い が 見 ら れ る 。 2 は 自
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
¥ あ い さ つ の 顕 で あ る が 、 3 年 生 で は あ い さ つ を 回 答 し た 生
徒 は 1 名 に 過 ぎ な い 9 こ れ は 、 3 年 生 は 受 験 を 控 え て い る こ と も あ り 礼 儀 ( マ ナ ー ) の 中
- 1 3 7 ・
に あ い さ つ を 含 め て 回 答 し て い る も の と 思 わ れ る 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン や 言 葉 遣 い が 上 位
に あ る の は 、 束 中 の プ ロ グ ラ ム の 意 図 が 反 映 さ れ て い る た め で あ る 。 自 己 表 現 の 順 位 が 異
な る の も 、 3 年 生 の 生 徒 は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と し て の 能 力 に 置 き 換 え て 捉 え て い る 可 能
性 が あ る 。 生 徒 に は 、 こ の よ う に f 自 分 に 身 に つ い た も の ( で き る よ う に な っ た こ と ) J 広
く 能 力 を 問 わ れ る と 、 そ の 理 解 に 幅 が あ る こ と が 結 果 に 表 れ て い る 。
な お 、 前 頁 の 表 立 -3・ 1 4 に 示 し た 「 身 に つ い た 力 j は 、 生 徒 の 記 述 か ら 筆 者 が ま と め た も
の で あ る 。 生 徒 の 記 述 は 以 下 に 示 し た 通 り で あ る 。
(  1 )  2  
① あ い さ つ
相 手 の 顔 を み て で き る よ う に な っ た 。 相 手 の 目 を み で あ い さ つ す る こ と が で き る
よ う に な っ た 。 そ の 場 に あ っ た 言 葉 づ か い や 挨 拶 が だ い た い で き る よ う に な っ た 。
時 と 場 に 応 じ て 態 度 や 挨 拶 の 使 い 方 が よ く で き た 。 正 し い 言 葉 使 い や 気 持 ち ょ い 挨
拶 な ど が で き る よ う に な っ て き た 等 。
② 言 葉 遣 い
マ ナ ー が 身 に つ い た 。 言 葉 遣 い が よ く な っ た 。 後 輩 や 先 輩 へ の 接 し 方 、 友 達 に 対
す る 態 度 を 学 ん だ 。 相 手 の 気 持 ち を よ く 考 え て し ゃ べ る と か い ろ い ろ 学 ん だ 。 こ れ
か ら の 話 し 方 に 気 を つ け よ う と 思 っ た 等 。
③ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
最 初 、 苦 手 だ 、 っ た 物 事 を 伝 え る こ と が で き た 。 話 し 方 、 開 き 方 を 身 に 付 け る こ と
が で き た 。 人 と の 接 し 方 や 関 わ り 方 を こ の 授 業 で 少 し 覚 え る こ と が で き た 。 人 の 意
見 を 聞 い て 協 力 し て 考 え る こ と が 大 事 だ と 思 っ た 。 話 の 開 き 方 と 話 し 方 を 身 に 付 け
る こ と が で き た 。 前 よ り も っ と 気 を つ け る よ う に な っ た 。 相 手 に 伝 わ る よ う に 話 し
方 が で き る よ う に な っ た 。 人 の こ と を 考 え る こ と が で き た 。 人 の 目 を み て 話 す よ う
に で き た 。 相 手 に 的 確 に 物 事 を っ た え ら れ る よ う に な っ た 等 。
④ 自 己 表 現
相 手 の こ と を 考 え て 行 動 し た り 他 の 人 の 意 見 を 大 切 に し て 発 言 す る よ う に な っ た 。
う こ と は は っ き り 言 う よ う に な っ た む 自 分 の 意 見 を は っ き り 言 え る よ う に な っ た 。
自 分 の 気 持 ち を 上 手 に 伝 え る こ と が で き る よ う に な っ た 。 自 分 の 考 え 方 を 相 手 に わ
か り や す く 説 明 す る 方 法 が 身 に つ い た 。 意 見 を 遠 慮 せ ず に 積 極 的 に い う こ と が で き
た 。 人 に 対 し て 気 遣 う 心 。 棺 手 の 気 持 ち を 考 え て 自 分 の 気 持 ち を 伝 え る こ と が で き
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た 。 自 分 の 意 見 を 主 張 で き る よ う に な っ た 。 相 手 の に 耳 を 傾 け 、 尊 重 す る こ と
が よ り い っ そ う で き た 。 は っ き り 、 伝 え た い こ と を し っ か り し た 態 度 で 話 す こ と が
よ く わ か り 、 は っ き り も の を い う こ と が 身 に つ い た 。 人 と 話 す と き 、 言 い 方 を 変 え
る だ け で 相 手 の と ら え 方 、 感 じ 方 が 変 わ る こ と
⑤ 言 葉 遣 い
人 に あ っ た と き の 話 し 方 や 上 手 な 話 し 方 が 少 し ず つ わ か る よ う に な っ た 。 社 会 牲
が す ご く 身 に つ い た 。 マ ナ ー が 分 か つ た 。 目 上 の 人 に 対 す る 礼 儀 と か 、 時 屈 に 対 す
る よ い 接 し 方 な ど を 身 に 付 け ら れ た 。 言 葉 遣 い の 大 切 さ に つ い て よ く 分 か つ
( 2 )  3  
① 礼 儀 ( マ ナ ー )
前 よ り 丁 寧 な 言 葉 遣 い で 話 せ る よ う に な っ た 。
② 協 調 性
協 力 し て 作 業 を で き る よ う に な っ た 。 協 力 し て 作 業 を で き る よ う に な っ た
言 葉 の 使 い 方 や 態 度 が 身 に 付 い た 。 状 況 に 応 じ た 対 応 や 言 葉 づ か い な ど 。 先 生 ゃ
に 対 し て の 敬 語 の 使 い 方 。 敬 語 が 以 前 よ り 話 せ る よ う に な っ た 。 正 し い 言 葉 づ
か い が で き る よ う に な っ た 。 丁 寧 な 言 葉 使 い 。 普 段 吉 葉 使 い が 悪 い の で 、 ち ゃ ん と
学 べ て よ か っ た 等 。
④ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
し か た 、 視 線 、 言 葉 使 い を 気 を つ け る こ と が で き る よ う に な っ た 。 相 手 に わ か
り や す く 物 事 を 伝 え る 。 相 手 の 目 を 見 て し っ か り 話 す こ と が で き る よ う に な っ た 。
話 す 時 の 姿 勢 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の と り 方 が 身 に つ い た 。 相 手 の 日 を 見 て 自 信 を
持 っ て 話 せ る よ う に な っ た 。 今 ま で で き な か っ た 「 人 の 自 を み て 話 す J こ と が で き
る よ う に な っ た 。 質 問 に 対 す る 受 け 答 え が で き る よ う に な っ た 。 人 と コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン を と る の が 少 し 苦 手 だ 、 っ た け ど 、 と れ る よ う に な っ た 等 。
⑤ 自 己 表 現
自 分 の 意 見 が 前 よ り 言 え る よ う に な っ た 。 自 分 の 意 見 を は っ き り 言 え る よ う に な
っ た 。 友 達 に 伝 え た い こ と が 伝 え ら れ る よ う に な っ た 。 人 に 意 思 を 伝 え る に は 、 し
っ か り 話 さ な い と 正 確 に 相 手 に 伝 わ れ な い と い う こ と を 知 っ た 。 自 分 の 長 所 を 人 に
え る よ う に な っ た 。 ス キ ル は い ろ い ろ 自 分 の 理 解 を 深 め て く れ ま し た 。
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⑥ ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト
ス ト レ ス 解 消 法 を 疲 れ た 時 に 使 う と 気 持 ち よ く な っ た 。 ス ト レ ス 発 散 の 仕 方 な ど
が よ く で き る よ う に な っ た 。 ス ト レ ス 発 散 法 が 一 番 に 身 に つ い た 。 ス ト レ ス の 付 き
合 い 方 が 分 か つ た 。 ワ ラ ッ ク ス 法 を よ く や る よ う に な っ
⑦ 他 者 理 解
斑 の 人 や 友 達 の よ い と こ ろ を み つ け る こ と が で き た 。 人 の い い と こ ろ を み つ け る
こ と が で き た 。 お も い や り は な か な か 学 ぶ 機 会 が な い の で 、 と て も 充 実 し た
5 . 自 由 記 述 に よ る 授 業 評 価
最 後 に 、 質 問 5 の 授 業 に 対 す る 自 由 記 述 に つ い て 、 K J 法 に よ り 整 理 し た も の が 表 IT-3 ・15
で あ る 。
表 耳 噌 3 ・15 生 徒 の 授 業 評 錨
評 価 の 観 点 〈 資 質 ・ 能 力 ・ 関 心 意 欲 態 度 )
小 計
合 計 ( 人 )
社 会 性 社 会 的 ス キ ル
2 7 4  
8 1 9  
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン カ
2 3 1  
所 麗 感 ・ 仲 間 意 識 ・ 共 感 性
1 8 0  
凝 集 性 ・ 協 力 性
1 3 4  
満 足 感
肯 定 感
4 4 9  
道 徳 性
道 徳 的 価 値
1 6 6  
自 己 効 力 感 肯 定 感 ・ 達 成 感
1 4 7  
自 己 肯 定 感 自 己 理 解
8 3  
合 計
1 6 6 4  
生 徒 の 自 由 記 述 は 225 名 分 で あ る が 、 詳 細 に つ い て は A p p e n d i x 宜 -3・14 に 全 文 を 記 載 し
た。 K J 法 で は 、 記 述 さ れ た 文 章 量 が 多 い た め に 、 以 下 の よ う な 工 夫 を し た 。
ま ず 、 生 徒 の 文 章 を 、 原 則 は 原 文 の ま ま に ワ ー プ ロ ソ フ ト で 入 力 を 行 し
フ ァ イ ノ レ 化
し た 。 次 に 、 共 通 性 が み ら れ る キ ー ワ ー ド ( 例 え ば 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 仲 間 、 ス キ ル
等 ) に つ い て 、 ワ ー プ ロ ソ フ ト の 「 検 索 」 機 能 を 使 い 出 現 回 数 を カ ウ ン ト し た 。 そ の 結 果 、
上 位 5 0 の
K J 法 の 対 象 と し た 。 5 0 の 単 語 を さ ら に 整 理 し て 、 評 価 の 観 点 で あ る 資 質 、
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能 力 、 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 を 表 し て い る と 思 わ れ る ラ ベ ル 名 を 付 け て 分 類 し た も の が 前 頁 の
表 1 I -3・ 1 5 で あ る 。
本 節 の 結 果 に つ い て は 、 第 4
2 節 に お い て 考 察 す る 。
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註 )
1 ) 日 本 学 校 教 育 相 談 学 会 で は 、 教 育 相 談 と 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ は 、 同 じ 意 味 と し て 使 用 さ
れ て い る 。 「 学 校 教 育 相 談 ( 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ と 同 義 と 考 え る ) は 、 学 校 に お け る 教 師
に よ る 児 童 生 徒 に 対 す る 実 践 的 な 援 助 活 動 で あ る 。 狭 義 に は 、 校 内 の 教 育 相 談 を 中 心 と
し た 教 育 相 談 係 ま た は ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー に よ る 活 動 を い う 。 広 義 に は 、 担 任 お よ び
す べ て の 教 師 が 、 カ ウ ン セ リ ン グ ・ マ イ ン ド を も っ て 教 育 活 動 を す る こ と J
日 本 学 校 教 育 相 談 学 会 「 学 校 教 育 相 談 - 学 校 教 育 桔 談 理 論 化 中 間 報 告 - J  2 0 0 0 年。
ま た 、 相 馬 (2012) は 、 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ つ い て 以 下 の よ う に 整 理 し て い る 。
「 松 原 ( 1994) は 「 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ は 、 児 童 ・ 生 徒 の 問 題 を 中 心 に 、 学 校 教 青 を 背
と し た 諸 問 題 の 解 決 や 適 応 、 人 格 的 成 長 を 図 る た め の 学 校 カ ウ ン セ ラ ー が 援 助 ・ 助 言
す る 活 動 」 と 定 義 し 、 国 分 ( 1994) は 「 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ と は 、 児 童 ・ 生 徒 が 学 校 生
活 を 送 る プ ロ セ ス で 出 会 う で あ ろ う 諸 問 題 を 解 決 す る 援 助 関 係 で あ る 。 こ こ で い う 諸 問
と は 学 業 不 振 ・ 友 人 関 係 ・ 進 路 ・ 部 活 ・ 親 子 関 係 ・ 異 性 関 係 ・ 不 登 校 な ど が 例 で あ る j
と 機 能 的 に 定 義 し て い る 。 高 野 (2002) は 、 「 ス ク ー ル カ ウ ン セ リ ン グ は 、 児 童 ・ 生 徒 の
特 殊 な 人 格 教 育 と い う こ と が で き る か も し れ な い 。 学 校 教 育 が 人 格 の 望 ま し い 発 達 を め
ざ す も の で あ る こ と は い う ま で も な い が 、 特 に 望 ま し い 考 え 方 や 行 動 に 焦 点 を し ぼ っ た
教 育 が ス ク … ノ レ カ ウ ン セ リ ン グ な の で あ る 」 と 教 育 全 般 に 定 義 づ け て い る 。 ( 中 路 ) 日 本
学 校 教 育 相 談 学 会 (2000) で は 、 学 校 教 育 相 談 を 、 開 発 的 教 育 棺 談 ・ 予 防 的 教 育 相 談 ・
問 題 解 決 的 教 育 相 談 と 、 機 能 別 に 定 義 し て い る 。
相 馬 誠 論 「 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ と グ ル ー プ 0 ・ ア プ ロ … チ J 相 馬 誠 一 編 著 『 新 グ ル ー プ ・
ア プ 口 ー チ J 学 事 出 版 、 2 0 1 2 年。
2) 本 章 に お け る 開 発 的 ( 開 発 的 ) 生 徒 指 導 は 、 以 下 の 論 文 を 参 考 に J意 味 づ け て い る 。
① 圏 分 康 孝 「 日 本 に お け る 学 校 教 育 相 談 の 課 題 J W 学 校 教 育 相 談 研 究 』 、 第 7 ・ 8 合 併 号 、
1 9 9 8 年、 4・ 11
② 国 分 康 孝 ・ 片 野 智 治 ・ 小 山 望 ・ 何 回 弘 fサ イ コ エ ジ ュ ケ ー シ ョ ン ' " ' - ' r  IL二 、 の 教 育 J そ の
方 法 '"-'J W 学 級 担 任 の た め の 育 て る カ ウ ン セ リ ン グ 全 書 ② 』 、 図 書 文 化 社 、 1 9 9 8 年。
③ 河 村 茂 雄 「 学 校 種 の 枠 を こ え た 系 統 的 援 助 の 必 要 性 J W カ ウ ン セ リ ン グ 研 究 』 第 3 3 巻
第 1 号、 2 0 0 0 年、 1 0 4・ 1 0 5
④ 大 野 精 一 、 「 現 職 教 員 に と っ て も つ 意 味 " 学 校 心 理 学 と 学 校 教 育 相 談 と の 関 わ り で つ 『 教
育 心 理 学 ブ ッ ク 』 、 有 斐 閣 、 2 0 0 3 年、 39-44
3) r鰐 入 の 心 理 的 治 療 ・ 教 育 ・ 成 長 、 個 人 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と 対 人 関 係 の 発 展 と 改
お よ び 組 織 の 開 発 と 変 革 な ど を 目 的 と し て 、 小 集 毘 の 機 能 ・ 過 程 ・ ダ イ ナ ミ ッ ク ス ・
特 性 を 用 い る 各 種 技 法 の 総 称 j
野 島 和 彦 「 グ ル ー プ ・ ア プ ロ ー チ 」 岡 堂 哲 雄 ( 編 ) W 現 代 の エ ス プ リ 別 冊 社 会 心 理 学
用 語 辞 典 』 至 文 堂 、 1 9 8 2 年 0
4) W 生 徒 指 導 事 典 』 に よ る と 、 特 別 教 育 活 動 と 生 徒 指 導 と の 関 係 に は 、 両 者 そ れ ぞ れ 、
① 教 科 で は な い こ と 、 ② 人 格 の 発 達 に 誼 接 働 き か け る も の で あ る こ と 、 ③ 集 団 活 動 を 通
し て 積 極 的 意 味 を も つ も の と な る と い う 類 似 点 を 挙 げ て い る O そ し て 、 特 別 教 育 活 動 が
教 育 課 程 に 位 置 付 け ら れ た こ と に よ り 、 生 徒 指 導 と の 関 係 を 再 考 、 再 編 成 せ ざ る を 得 な
い と し て い る 。 そ れ は 、 生 徒 指 導 を 領 域 概 念 説 で 見 る と 教 育 課 程 に 位 置 付 け ら れ て い な
い 生 徒 指 導 は 存 立 理 由 が 低 下 す る と 考 え ら れ る か ら で あ る 。 こ れ に 対 し て 、 機 能 概 念 説
に 立 っ と 、 生 徒 指 導 の 機 能 は ま す ま す 意 義 を も つ も の と し 、 「 指 導 領 域 と 機 能 と を 結 合 し
た 力 動 的 な 考 え 方 ( 力 動 的 概 念 説 ) J を 提 示 し て い る 。
出 典 : 飯 田 芳 郎 ・ 沢 田 慶 輔 ・ 鈴 木 清 ・ 樋 口 幸 吉 編 集 『 生 徒 指 導 事 典 』 第 一 法 規 、 1 9 6 8
( 昭 和 43) 年、 1 5 6・ 1 6 2
5) 文 部 科 学 省 「 学 習 指 導 要 領 総 則 J ぎ ょ う せ い 、 1 9 9 8 年。
6) 筆 者 が 所 属 し て い た 埼 玉 県 教 育 心 理 ・ 教 育 棺 談 研 究 会 は 、 小 学 校 1 年 生 か ら 中 学 校 3 年
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生 ま で の 9 年 分 の 授 業 ( 年 間 35 回 の 授 業 X 9 学 年 分 ニ 315 の プ ロ グ ラ ム ) を 、 児 童 生 徒
の 社 会 性 を 育 む た め の ス キ ル 教 育 ブ O ロ グ ラ ム と し て 開 発 し た 。 筆 者 は 、 研 究 会 の 専 門 委
と し て 、 そ の 開 発 の 中 心 的 な 役 割 を 果 た し て い た が 、 そ の プ ロ グ ラ ム を 、 勤 務 校 の
生 徒 の 実 態 に 合 う よ う に 、 さ ら に 加 除 修 正 を 行 い 独 自 の カ リ キ ュ ラ ム を 作 成 し た 。 出 典
は 、 次 の 通 り で あ る 。
埼 玉 県 教 育 心 理 ・ 教 育 相 談 研 究 会 編 『 子 ど も の 心 理 と 指 導 第 1 集 社 会 性 を 育 む た
めのスキル教育~発達段階に応じた学年別カリキュラム~~ ( 中 学 校 1 年 生 版 、 中 学 校 3
年 生 版 ) 平 成 17 年 10 月 、 ( 中 学 校 2 年 生 版 ) 平 成 18 年 2 月 O
7) 埼 玉 県 で は 、 教 員 の カ ウ ン セ リ ン グ 研 修 に つ い て 、 初 級 は 悉 皆 研 修 、 中 級 は 希 望 研 修 、
上 級 は 特 定 研 修 と し て 位 寵 付 け て 実 施 し て い る 。 近 年 の 中 級 お よ び 上 級 研 修 の 内 容 は 、
A p p e n d i x  I -1-1 に 示 し た 。 こ こ で は 、 当 時 の 初 級 研 修 の 概 要 は 、 次 の 通 り で あ る 。
話 的 : 学 級 経 営 な ど 臼 常 の 教 育 活 動 を 円 滑 に 進 め る こ と の で き る 教 員 の 育 成
※ 本 研 修 会 の 内 容 は 、 初 任 者 研 修 会 と 5 年 次 研 修 会 の ブ 。 ロ グ ラ ム に も 組 み 込 ま れ て お
り 、 す べ て の 教 員 が 修 得 す る こ と を 呂 指 し て い る 。
内 容 : 生 徒 指 導 ・ 教 育 相 談 の 基 礎 を 学 ぶ た め に 、 教 育 の 基 本 で あ る 児 童 生 徒 と の 信 頼
関 係 づ く り に 有 効 な 面 接 演 習 を 中 心 に 据 え て い る 。
初 自 : 講 義 ( 生 徒 指 導 と 教 奇 相 談 に 関 す る 概 論 的 な 内 容 )
2 日 目 : 演 習 ( カ ウ ン セ リ ン グ の 基 本 技 法 )
3  S 羽 : 演 習 ( カ ウ ン セ リ ン グ の 基 本 技 法 )
4 日 目 : 講 義 ( カ ウ ン セ リ ン グ と 教 育 に 関 す る 内 容 )
参 考 資 料 、 埼 玉 県 立 総 合 教 育 セ ン タ 一 指 導 相 談 室 「 生 徒 指 導 に 関 す る 教 員 研 修 の 在 り
方 に つ い て の 研 究 ~ 総 合 教 育 セ ン タ ー に お け る 生 徒 指 導 研 修 の 見 直 し と 新 た
な取組~J  2002 ( 平 成 14) 年 3 丹
8) 教 員 実 技 研 修 会 は 、 夏 季 休 業 日 に 年 間 計 画 と し て 位 置 付 け ら れ て い る 校 内 研 修 会 の 1 コ
マ と し て 、 ア サ ー シ ョ ン ト レ ー ニ ン グ の プ ロ グ ラ ム を 演 習 形 式 で 実 施 す る こ と で 、 「 ス キ
ノレ j 授 業 の 雰 囲 気 を 体 感 す る 機 会 と し た 。 こ の こ と で 、 「 ス キ ノ レ j 授 業 実 施 へ の 理 解 を 深
め る こ と が で き た
9) 保 護 者 に 向 け た 情 報 発 信 は 、 入 学 後 お よ び 進 級 後 の 保 護 者 会 、 P T A 本 部 役 員 へ の 懇 話 、
学 校 だ よ り 等 、 様 々 な 機 会 を 使 っ て 積 極 的 に 行 っ た 。
10) 文 部 科 学 省 「 平 成 18 年 版 文 部 科 学 白 書 j 第 2 部 第 2 章 第 2 節 「 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 J
不 登 校 の 発 生 率 と の 比 較 に よ る 。 全 児 童 生 徒 数 に 占 め る 不 登 校 児 童 生 徒 の 割 合 ( % ) は 、 平
成 16 年 度 中 学 生 は 2 . 7 3 %、 平 成 17 年 度 中 学 生 は 2 . 7 5 % で あ っ た 。
11)庄司一子「対人関係の問題と子どもへの援助J 菊池章夫作士会性を測る~)1 品 書 居 、 2 0 0 7
年、 180-187 頁 を 参 考 と し た 。
12) 埼 玉 県 教 育 局 市 町 村 支 援 部 義 務 教 育 指 導 課 「 教 育 に 関 す る 3 つ の 達 成 目 標 ホ ー ム ベ … ジ 」
( 参 照 自 2011 年 9 月 25 日 ) http://www.pref.saitama .l g伊 /page/906・ 20100114-14 1. h t m l
13) 埼 玉 県 教 育 心 理 ・ 教 育 相 談 研 究 会 編 「 社 会 性 を 育 む た め の ス キ ル 教 育 一 発 達 段 階 に 応 じ
た 学 年 男 IJ カ リ キ ュ ラ ム - J  ~子どもの心理と指導 第 1 集 』 ポ プ ラ 社 、 2 0 0 5 年。
14) 留 分 康 孝 監 修 ・ 清 水 井 一 編 『 社 会 性 を 育 て る ス キ ノ レ 教 育 ( 中 学 1 年 生 ・ 中 学 2 年 生 ・ 中
3 年生)~図書文化社、 2006
15) 大 坊 郁 夫 「 社 会 的 ス キ ル を 磨 く 」 菊 池 章 夫 編 著 『 社 会 的 ス キ ル を 測 る : Kiss-18 ハ ン ド
ブック~ )1 島 書 応 、 2 0 0 7 年、 173剛 179
16) ラ イ ブ ス キ ル ト レ ー ニ ン グ と は 、 「 生 徒 指 導 提 要 J で は 、 次 の よ う に 説 明 さ れ て い る O
f 自 分 の 身 体 や 心 命 を 守 り 健 康 に 生 き る た め の ト レ ー ニ ン グ で す 。 「 セ ル フ エ ス テ ィ
ー ム ( 自 尊 心 ) の 維 持 J r意 思 決 定 ス キ ル J r自 己 主 張 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン J r自 標 設 定 ス
キ ノ レ 」 な ど の 獲 得 を 目 指 し ま す 。 喫 煙 、 飲 沼 、 薬 物 、 性 な ど の 課 題 に 対 処 す る 方 法 で す 。 J
文 部 科 学 省 「 生 徒 指 導 提 要 J 2 0 0 8  ( 平 成 20) 年、 116
17) ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト と は 、 「 生 徒 指 導 提 要 J で は 、 次 の よ う に 説 明 さ れ て い る 。
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「 様 々 な ス ト レ ス に 対 す る 対 処 法 を 学 ぶ 手 法 で す 。 始 め に ス ト レ ス に つ い て の 知 識 を
び 、 そ の 後 「 リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン J rコ ー ピ ン グ ( 対 処 法 ) J を 学 習 し ま す 。 危 機 対 応 な ど
に よ く 活 用 さ れ ま す 。 J
文 部 科 学 省 「 生 徒 指 導 提 要 J 2 0 0 8  ( 平 成 20) 年、 115
18) 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 は 、 以 下 の 研 究 成 果 を 参 考 に し て い る 。
中村豊「児童生徒の人間関係構築力・調整力に関する調査研究~日本特別活動学会紀要J
第 14 号、 2 0 0 6 年、 4 6・ 56
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第 4 章 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る
授 業 カ リ キ ュ ラ ム の 検 証
本 章 で は 、 第 H 部 第 3 章 で 論 じ た 埼 玉 県 鷲 宮 町 立 束 中 学 校 ( 以 下 、 東 中 学 校 と 略 す ) に
お い て 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め に 開 発 し 、 実 践 さ れ た 積 極 的 生 徒 指 導 と し
て の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム の 存 用 性 を 検 証 す る た め に 3 つ の 分 析 と 考 察 を 行 う 。
第 1 は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る こ と を 目 的 と し て 教 育 課 程 に 位 置 付 け て 実 施
し た f社 会 的 ス キ ル の 授 業 J に つ い て 、 東 中 学 校 2 0 0 3 ( 平 成 15) 年 度 調 査 結 果 ( 第 H 部 第
2 章 参 照 ) と 、 東 中 学 校 2 0 0 6 ( 平 成 18) 年 度 調 査 結 果 ( 第 E 部 第 3 章 参 照 ) の 比 較 に よ る
カ リ キ ュ ラ ム 効 果 の 分 析 と そ の 考 察 で あ る 。
第 2 は 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 に つ い て 、 第 H 部 第 3 章 第 3 節 に 示 し た 子 ど も の 「 ふ り
返 り ア ン ケ ー ト 」 結 果 と 、 束 中 学 校 の 教 師 を 対 象 と し た ア ン ケ ー ト 結 果 の 比 較 に よ る 分 析
と そ の 考 察 で あ る 。
第 3 は 、 本 研 究 以 前 よ り 東 中 学 校 で 実 施 し て い た 3 つ の ア ン ケ ー ト 結 果 ( r 学 校 生 活 ア ン
ケ ー ト J 1) 、 f人 権 意 識 ア ン ケ ー ト J 2) 、 「 教 育 に 関 す る 3 つ の 達 成 目 標 J 3)) と、 2 0 0 6 (平
成 18) 年 よ り 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め に 実 施 さ れ た 積 極 的 生 徒 指 導 と し て の
授 業 カ リ キ ュ ラ ム の 効 果 を 関 連 付 け た 分 析 と そ の 考 察 で あ る 。
第 1 節 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の f社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 検 証
子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め に 積 極 的 生 徒 指 導 と し て の 授 業 と し て 教 育 課 程 に
位 置 付 け ら れ た 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j に つ い て 、 そ の 効 果 を 検 証 す る た め に は 、 「 社 会 的
ス キ ル の 授 業 J を 実 施 し な い 統 制 群 と の 比 較 が 必 要 で あ る 。
し か し な が ら 教 育 現 場 で は 、 公 教 育 の 公 平 性 、 学 習 の 機 会 均 等 を 保 証 す る 意 味 か ら 考 え
る と 、 実 施 群 と 統 制 群 を 、 同 時 期 に 同 じ 学 校 の 子 ど も に 設 け る こ と は 困 難 で あ る 。
そ こ で 、 筆 者 が 2 0 0 3 ( 平 成 15) 年 度 か ら 束 中 学 校 に お い て 実 施 し て き た 子 ど も の 基 礎 的
人 開 力 尺 度 4) の 因 子 得 点 を 使 用 す る こ と に よ り 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 「 社 会 的
ス キ ル の 授 業 j 効 果 に つ い て 検 証 し て し 1 く O 其 体 的 に は 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 を 実 施 し
て い な し 、 2 0 0 3 ( 平 成 15) 年 度 の 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 得 点 を 統 制 群 と し 、 2 0 0 6 年 ( 平
成 18) 度 の 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 得 点 を 実 験 群 と す る 。 検 証 方 法 は 、 以 下 の 比 較 分 析
に よ る 。
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「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の 効 果 は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 得 点 そ れ ぞ れ に つ い て 、
時 期 ( 被 験 者 内 ・ 被 験 者 間 ) に 関 す る 効 果 と 、 カ リ キ ュ ラ ム の 効 果 を デ ー タ に 基 づ き 検 証
す る 。
デ ー タ は 、 定 量 的 数 量 化 さ れ た 3 要 因 混 合 計 画 に よ る 分 散 分 析 の 結 果 ( 第 日 部 第 2
照 、 ) と 、 質 的 デ ー タ ( 第 H 部 第 3 章 に 示 し た 束 中 学 校 の 教 師 の 観 察 、 子 ど も の ふ り 返 り 用
紙 に 記 述 さ れ た 内 容 、 保 護 者 か ら の 意 見 や 感 想 、 等 ) の 2 種 類 か ら な る 。
本 節 で は 、 ま ず 、 時 期 に 関 す る 効 果 に つ い て の 分 析 お よ び 考 察 を し 、 次 に 、 f社 会 的 ス キ
ル の 授 業 j の 直 接 的 な 効 果 を 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 得 点 に よ り 検 証 す る 。
得 点 は 、 2 0 0 3 ( 平 成 15) 年 度 は 4 段 階 評 定 ( そ う 思 う に 4 点 ~ 全 然 思 わ な い に 1 点 ) の
各 国 子 得 点 、 を 質 問 項 目 数 で 除 し た 値 で 示 し た 。 2006 ( 平 成 18) 年 度 は 7 段 階 評 定 ( と て も
そ う 思 う に 7 点 ~ ど ち ら と も い え な い に 4 点 ~ ぜ ん ぜ ん 思 わ な い に 1 点 ) の 各 国 子 得 点 を
質 問 項 目 数 で 除 し た 値 で 示 し た 。 本 論 文 で は 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 効 果 に つ い て 、 2 0 0 3
( 平 成 15) 年 度 を 統 制 群 、 2 0 0 6 ( 平 成 18) 年 度 を 実 験 群 と し て 比 較 す る た め に 、 以 下 の 方
法 で 検 証 す る 。
① 2 0 0 3  ( 平 成 15) 年 度 の デ … タ を 名 義 尺 度 と し て 、 中 央 値 で あ る 2.5 点 超 を 肯 定 的 評 価
(はし、)、 2.5 点 未 満 を 否 定 的 評 価 ( し 1 い え ) と す る 。 そ の 上 で 、 子 ど も の 肯 定 的 評 価
の 回 答 人 数 が 全 体 に 占 め る 割 合 に よ り 9 月 と 12 月 の 変 化 を 比 較 す る
② 2 0 0 6  ( 平 成 18) 年 度 の デ ー タ を 名 義 尺 度 と し て 、 4 点 超 を 肯 定 的 評 価 ( は し 、 ) 、 4 点
未 満 を 否 定 的 評 価 ( し 、 い え ) と す る 。 そ の 上 で 、 子 ど も の 霞 定 的 評 価 の 回 答 人 数 が 全
体 に 占 め る 割 合 に よ り 9 月 と 12 月 の 変 化 を 比 較 す る
な お 、 各 国 子 の 肯 定 的 評 価 を 回 答 し た 子 ど も の 人 数 比 の 変 化 を 図 示 し た も の が 、 怒 五 - 4 ・ 1
(147 頁)'"'-'図耳 -4・6 (156 頁 ) で あ る 。 人 数 比 は 、 学 年 お よ び 男 女 を 合 わ せ た 子 ど も の 人
数 で 算 出 し て い る 。
1 .  r人 間 関 係 調 整 力 j 因 子
(  1  ) 時 期 群 の 効 果
1 学 期 末 の 7 月 の 得 点 が 、 2 学 期 末 の 12 月 ま で 連 続 し て 伸 び て い る こ と が 確 認 で き た 。
こ の こ と に は 、 2 学 期 に 多 く の 学 校 行 事 が 設 け ら れ て い る こ と に 深 く 関 係 し て い る 尺
体 的 な 束 中 学 校 の 行 事 を あ げ て み る と 、 生 徒 会 本 部 役 員 改 選 、 学 芸 的 行 事 ( 合 唱 祭 、 文
化 祭 、 国 際 理 解 人 権 集 会 等 ) 、 健 康 安 全 ・ 体 育 的 行 事 ( ク ォ … タ ー マ ラ ソ ン 大 会 ) 、 勤 労
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- 奉 仕 的 行 事 ( 職 場 体 験 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 、 福 祉 体 験 ) 等 、 多 岐 に わ た っ て い る 。
こ れ ら 諸 行 事 と 「 社 会 的 ス キ ノ レ の 授 業 」 の 内 容 を 意 国 的 に 関 連 付 け て 実 施 し た こ と が 、
子 ど も 相 互 の 人 潤 関 係 を 促 進 さ せ る 効 果 と な り 、 因 子 得 点 を 高 め る こ と に な っ た と 考 え
ら れ る 。 ま た 、 授 業 を 終 え て か ら の 教 師 へ の 聞 き 取 り や 、 定 例 の 3 者 面 談 時 の 保 護 者 か
ら の 意 見 や 感 想 、 、 子 ど も の 自 由 記 述 に よ る ふ り 返 り か ら は 、 次 の よ う な 質 的 な デ ー タ を
得 る こ と が 出 来 た 。
① 教 師 か ら の 観 察
ア ) 2 年 生 の 子 ど も は 、 「 後 輩 に 優 し く 接 し よ う j の 授 業 に お け る ロ ー ル プ レ イ ン グ を
通 し て 、 後 輩 に 対 す る 望 ま し い 指 示 の 仕 方 や 、 口 調 、 接 し 方 を 体 験 的 に 学 び 、 日 常
の 部 活 動 に 生 か し て い た
イ ) 例 年 と 比 較 し て 部 活 動 内 の 人 間 関 係 ( 先 輩 - 後 輩 間 ) の ト ラ ブ ル が 減 少 し た
ウ ) 人 間 関 係 、 が 原 因 ( 誘 因 ) で 退 部 ( 転 部 ) す る ケ … ス が 見 ら れ な く な っ た
エ ) 上 級 生 に 上 級 生 と し て の 好 ま し い 自 覚 と 自 負 心 が 育 ま れ た
② 子 ど も の 自 由
ア ) 友 だ ち と の ト ラ ブ ル が 激 減 し た
イ ) 自 分 に 自 信 が つ い た
ウ ) 自 分 で は 気 づ か な い 、 人 を 傷 つ け る
分 か つ た
エ ) 学 級 内 の 人 間 関 係 が よ く な っ た
相 手 に ど の よ う に 思 わ さ れ て い る か
オ ) 今 ま で 知 ら な か っ た 相 手 の よ さ や 、 意 外 な 一 面 を 知 る こ と が で き た
③ 保 護 者 か ら の 感 想 、
ア ) い じ め に 関 し て 、 子 ど も が 、 教 師 に 相 談 す る 件 数 が 増 え て い る
イ ) 学 級 で は 、 い じ め を 見 過 ご さ な い こ と へ の 支 持 的 雰 囲 気 が 高 ま っ た
ウ ) い じ め に 真 撃 に 対 応 し て い る 学 校 の 姿 勢 が 家 庭 に も 伝 わ り 、 学 校 の 取 組 に 対 し て
の 理 解 が 深 ま っ た
エ ) い じ め を 受 け て い た 子 ど も の 保 護 者 か ら 直 接 学 級 担 任 に 感 謝 の 意 が 伝 え ら れ た 。
こ れ ら 教 師 、 子 ど も 、 保 護 者 ら の 感 惣 や 記 述 か ら も 、 子 ど も 間 の 人 間 関 係 が 望 ま し
し 、 方 向 に 進 展 し て い る こ と が 確 認 で き る
(  2 )  r社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 効 果
人 間 関 係 調 整 力 因 子 で は 、 3 学 年 と 1 ・ 2 学 年 の 間
な 差 が 見 ら れ た 。 「 社 会 的 ス
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キ ノ レ の 授 業 J 導 入 前 の 2 0 0 3 (平 成 15 ) 年 の 同 時 期 の デ ー タ に お い て も 上 級 学 年 の 得 点 が
吋 居 、 に 高 い こ と が 第 H 部 第 2 章 で 確 認 さ れ て い る 。 こ れ ら の 結 果 は 、 東 中 学 校 の 教 育 で
は 、 日 常 の 学 校 生 活 の 中 で 人 間 関 係 を 順 調 に 育 ん で い る こ と を 示 し て い る が 、 「社 会 的 ス
キ ノ レ の 授 業 」 独 自 の 効 果 を 表 す も の で は な い 。 そ こ で 、 2 0 0 3 ( 平 成 15 ) 年 度 の デ ー タ と
2 0 0 6  ( 平 成 18 ) 年 度 の デ ー タ を 比 較 し て み る ( 図 I -4- 1) 0  
2 0 0 3  ( 平 成 15 ) 年 度 と 2 0 0 6 年 度 の 9 月 の 得 点 を 比 較 す る と 、 2 0 0 6 年 度 の 方 が 4 .0 2
ポ イ ン ト 高 く な っ て い る 。 こ れ は 、 2 0 0 3 (平 成 15 ) 年 度 の 得 点 の 推 移 ( 図 I -2- 1、 1 0 2
参 照 ) で は 9 月 の 得 点 が 落 ち 込 む こ と が 示 さ れ て い た が 、 2 0 0 6 ( 平 成 18 ) 年 度 の 得 点
の 推 移 ( 図 I -3・ 1、 1 2 7 頁 参 照 ) で は 上 昇 し て い た こ と を ふ ま え る と 、 ス キ ノ レ 教 育 の 実 施
が 学 校 行 事 と 連 動 j し て 一 定 の 効 果 を 与 え て い る も の と 思 わ れ る 。 12 月 を 比 較 す る と 2 0 0 3
( 平 成 15 ) 年 度 の 方 が 1. 2 8 ポ イ ン ト 高 い が 、 共 に 9 0 %超 で 、あ る こ と か ら 、 子 ど も に は
分 に 人 間 関 係 調 整 の 力 が 育 ま れ て い る と 考 え る 。
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図 I -4 -1  r人 間 関 係 調 整 力 」 因 子 に お け る 子 ど も の 肯 定 的 評 価 の 割 合
2 .  r学 校 生 活 適 応 力 」 因 子
(  1  ) 時 期 群 の 効
で は 、 時 期 群 と 学 年 群 に 交 互 作 用 が み ら れ た 。 こ れ は 、 1 年 牛 ーの
因 子 得 点 が 、 7 月 か ら 9 月 に 下 が っ て い る ( t二 3.4 4， p < O .Ol ) た め で あ る 。 こ の こ と よ
り 、 中 学 校 に 入 学 し て 4 ヶ 月 程 度 し か 生 活 経 験 の な い 1 年 生 は 、 夏 季 休 業 日 が 明 け た 2
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学 期 の 学 校 生 活 に 十 分 に は 適 応 で き な い で い る こ と が 分 か る 。
単 純 主 効 果 で は 、 男 女 差 と 、 3 学 年 と 1 ・ 2 学 年 の 関 な 差 が 見 ら れ た 。 こ れ ら
は 、 学 校 生 活 全 般 に お い て 、 男 子 よ り も 女 子 の 方 が 規 律 を 遵 守 し よ う と す る 生 活 態 度 が
し て い る こ と 、 3 年 生 が 最 も 学 校 生 活 に 適 応 し た 行 動 様 式 を 獲 得 し て い る こ と を 示
し て い る O
学 校 生 活 適 応 力 は 、 学 校 生 活 を 支 え る 基 盤 と な る 。 言 い 換 え る と 、 学 校 教 育 す べ て の
活 動 を 支 え る 基 礎 と な る 力 で あ る 。 1 ・ 2 年 生 聞 の 得 点 差 は 有 意 で な い が 、 3 年 生 が 有
に 高 く な っ て い る こ と は 、 受 検 ( 験 ) を 自 前 に 控 え た 時 期 で あ る こ と が 大 き い 。 3 年
生 の 2 学 期 は 、 個 々 の 子 ど も の 進 路 ( 進 学 ) 決 定 に 向 け た 山 場 で あ り 、 と も す れ ば 自 分
の こ と ば か り に 気 持 ち が 偏 り 、 学 校 生 活 が 素 っ 気 な い ル ー チ ン 化 し た 毎 日 と な り か ね な
し 、 時 期 で あ る 。 ま た 、 受 検 ( 験 ) 期 特 有 の 悩 み や 葛 藤 の た め に 、 心 の 健 壊 状 態 が 不 安 定
と な る 時 期 で も あ る 。
そ こ で 、 毎 年 繰 り 返 さ れ る こ の よ う な 子 ど も の 状 態 を 鑑 み て 工 夫 し た 点 は 、 「 社 会 的 ス
キ ル の 授 業 J で は 、 子 ど も の ニ ー ズ ( 受 験 に 関 す る ス キ ル 、 不 安 の 解 消 、 自 己 理 解 を 深
め る 、 等 ) に 応 え た 学 習 内 容 と し た 。 こ の こ と で 、 3 年 生 は 、 授 業 に 臨 む 際 、 高 い 関 心
と 意 欲 を 維 持 し 、 学 級 集 団 内 の 人 間 関 係 の 向 上 、 学 級 雰 閉 気 の 向 上 、 等 が 図 ら れ る こ と
で 、 学 校 生 活 適 応 力 も 高 ま っ た と 思 わ れ る 。
① 教 師 か ら の 観 察
ア ) 例 年 、 3 年 生 は 、 授 業 中 に 学 習 塾 の 宿 題 や 問 題 集 な ど を こ っ そ り ゃ っ て い る 子 ど
も が 自 に つ く が 、 今 年 の 3 年 生 は 授 業 に 集 中 し て い る
イ ) 例 年 と 比 較 し て 教 室 の 学 習 環 境 ( 子 ど も 相 互 の 人 間 関 係 ) が よ い
ウ ) 学 習 マ ナ ー が 向 上 し て い る
エ ) 係 や 当 番 の 仕 事 を し っ か り や る 子 ど も が 増 え て い る
② 子 ど も の 自 由 記 述
ア ) 授 業 で が ん ば っ て い る 周 り の 人 に 迷 惑 を か け て は い け な い と 考 え る よ う に な っ た
イ ) 当 た り 前 の こ と を 当 た り 前 に し よ う と 思 う よ う に な っ た
③ 保 護 者 か ら の 感 想 : 特 iこ な し
(  2  ) カ リ キ ュ ラ ム の 効 果
2 0 0 3  ( 平 成 15) 年 度 と 2 0 0 6 ( 平 成 18) 年 度 の 9 月 の 得 点 を 比 較 す る と 、 2 0 0 6 ( 平 成
18) 年 度 の 方 が 10 .4 9 ポ イ ン ト 高 く な っ て い る 。 2 0 0 3 ( 平 成 15) 年 度 の 得 点 の 推 移 ( 図
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1 -2 -1、 1 0 3 頁 参 照 ) で は 、 3 年 生 (1 4 年 度 男 女 ) の 9 月 の 得 点 は 、 2 年 生 (15 年 度 男
女 ) の 得 点 よ り 低 い こ と が 示 さ れ て い た 。 し か し な が ら 、 2 0 0 6 年 度 の 得 点 の 推 移 ( 図 E
-3 -2 -1 、 1 2 9 頁 参 照 ) で は 、 3 年 生 の 得 点 は 1 ・ 2 年 生 よ り も 有 意 に 高 く 、 そ の 後 も 女 疋
し て い る 。 こ れ は 、 「 社 会 的 ス キ ノ レ の 授 業 」 の 実 施 が 、 受 験 ( 検 ) 期 を 迎 え た 3 年 生 に メ
ン タ ノ レ へ ノ レ ス 面 を 含 め た 肯 定 的 な 効 果 を 与 え て い る も の と 思 わ れ る 。 12 月 を 比 較 し て も
2 0 0 6  ( 平 成 18 ) 年 度 の 方 が 3 .0 2 ポ イ ン ト 高 く 、 9 0 %超 で 、 あ る 。 こ の こ と か ら も 、 子 ど も
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ま れ て い る と 思 わ れ る 。
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図 1 -4 -2  r学 校 生 活 適 応 力 」 因 子 に お け る 子 ど も の 肯 定 的 評 価 の 割 合
3 .  r自 己 肯 定 感 」 因 子
(  1  ) 時 期 群 の 効 果
自 己 肯 定 感 因 子 で は 、 時 期 群 と 学 年 群 に 交 互 作 用 が み ら れ 、 9 月 ( t=-3.22 ，  p < O.O 1  )  
と 12 月 ( t=-2 .8 3 ，  p < 0.05 ) に お い て 3 年
J惑 は 、 自 分 に 対 ーす る 自 信 と 信 頼 、 自 尊 感 情 、 自 己 効 力 感 な ど を 包 括 的 に 表 し て い る が 、
す べ き 点 で あ る 。 中 学 生 を 対 象 と し た 調 査 研 究 に お い て 自 尊 感 情 に 関 し て は 、 男 子 得 心
こ 比 べ て 女 子 の 得 点 は 低 い こ と が 多 く 、 学 年 進 行 と と も に 下 降 す る こ と が 多 い 6) 。 本 研 究
で は 、 3 年 生 の 2 学 期 の 3 年 生 得 点 が 高 く 、 女 子 の 得 点 が 極 め て 高 い 値 を 示 し て い る 。
こ れ は 、 学 校 行 事 で の 活 躍 の 場 や 学 級 集 団 の ま と ま り 、 「 社 会 的 ス キ ノ レ の 授 業 J を 通 し て
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の 自 己 理 解 や 他 者 理 解 が 深 ま っ て い る こ と が 影 響 を 与 え て い る 。
① 教 師 か ら の 観 察
ア ) 日 頃 、 疎 外 さ れ が ち な 子 ど も が 自 然 に グ 、 ル ー プ 。 に 溶 け 込 ん で 活 動 を し て い た 。
イ ) 悩 み や 葛 藤 を 自 己 開 示 す る こ と で 子 ど も 相 互 の 親 密 感 が 増 し て い た 。
ウ ) 子 ど も 伺 士 で 共 感 的 な 傾 聴 態 度 お よ び 温 か な 助 言 を す る 活 動 が み ら れ た 。
エ ) 自 分 の よ さ や 長 所 を 吉 定 的 に 受 け し 1 れ る 子 ど も が 増 え て き て い る G
② 子 ど も の 自 由 記 述
ア ) 学 校 訪 問 や 面 接 に 備 え て の 演 習 を 通 し て 自 己 理 解 が 深 ま っ た
イ ) 受 検 ( 験 ) に 対 し て 自 信 が つ い た
ウ ) 他 者 理 解 が 深 ま っ た
エ ) ス キ ル の 授 業 の 内 容 は と て も 役 に 立 ち そ う な の で 、 毎 週 の 授 業 が 楽 し み
③ 保 護 者 か ら の 感 想 、
ア ) 家 庭 で イ ラ イ ラ し て い る 様 子 が 少 な く な っ た
イ ) 学 校 の こ と や 、 進 路 の こ と を 話 す 機 会 が 増 え た
(  2  ) カ リ キ ュ ラ ム の 効 果
2 0 0 3  ( 平 成 15) 年 度 と 2 0 0 6 ( 平 成 18) 年 度 の 9 月 の 得 点 を 比 較 す る と 、 2 0 0 6 ( 平 成
18) 年 度 の 方 が 17.89 ポ イ ン ト 高 く な っ て い る 。 2 0 0 3 ( 平 成 15) 年 度 の 得 点 の 推 移 ( 図
耳目 2・ 1、 103 頁 参 照 ) で は 、 3 年 生 (14 年 度 男 女 ) の 9 月 の 得 点 は 、 2 年 生 (15 年 度 男
女 ) の 得 点 よ り 低 い こ と が 示 さ れ て い た o 2 0 0 6  ( 平 成 18) 年 度 の 得 点 の 推 移 ( 図 I -3刷 3・ 1、
130 頁 参 照 ) で は 、 3 年 生 の 得 点 は 1 ・ 2 年 生 よ り も 有 意 に 高 く 、 特 に 、 女 子 の 得 点 は 、
極 め て 高 い 得 点 で 安 定 し て い る 。 こ れ は 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の 内 容 が 、 キ ャ リ ア ・
カ ウ ン セ リ ン グ り と し て も 機 能 し 、 3 年 生 の 自 尊 感 情 に 肯 定 的 な 効 果 を 与 え て い る と 考 え
ら れ る o 12 月 得 点 を 比 較 し で も 2 0 0 6 ( 平 成 18) 年 度 の 方 が 2.34 ポ イ ン ト 高 く 、 9 月 得
点 か ら は さ ほ ど 変 化 し て い な し 1 0 こ れ ら の こ と か ら 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J は 、 子 ど も
の 自 尊 感 情 を 育 む 点 に お い て 効 果 が 認 め ら れ る と 思 わ れ る 。
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図 I -4- 3  r自 己 肯 定 感 」 因 子 に お け る 子 ど も の 肯 定 的 評 価 の 割 合
4 .  r人 間 関 係 構 築 力 J 因 子
(  1  ) 時 期 群 の 効 果
人 間 関 係 構 築 力 因 子 で は 、 時 期 鮮 と 性 群 に 交 互 作 用 が み ら れ 、 7 月 ( t= -3 .26 ，  p<O.Ol ) 、
9 月 (  t二 ・ 3.93 ， p<O.O 1  ) 、 10 月 (  tニ ー 3 .95 ， p<O.Ol ) 、 11 月 (  t=司 4 .96 ， p<O.O 1  ) 、 12 
月 ( t=-5 .4 4 ，  p<O.Ol ) 得 点 で は 、 い ず れ も 男 子 得 点 が 低 か っ た 。 ま た 、 男 子 得 点 に お け
る 学 年 差 は 、 7 月 、 11 月 、 12 月 で は 3 年 が 1 年 よ り も 有 意 に 高 く 、 女 子 得 点 で は 、 す べ
て の 月 に お い て 3 年 生 の 方 が 2 年 生 よ り も 有 意 に 高 か っ た 。 こ れ は 、 東 中 の 各 学 年 の 一
ど も の 実 態 を よ く 反 映 し て い る 結 果 で あ る 。 つ ま り 、 上 級 生 に な る と 、 対 人 関 係 ス キ ノ レ
い 換 え る と 学 年 段 階 に お け る 社 会 化 過 程 の 促 進 的 な
状 況 が 示 さ れ て い る 。
1 年 生 男 子 の 11 月 の 得 点 の 下 降 は 、 学 校 行 事 や 総 合 的 な 学 習 の 時 間 に お け る グ 、 ノ レ ー プ
品 羽 の 影 響 が あ る 。 10 月 以 降 に 行 わ れ た 学 習 活 動 で は 、 学 級 全 体 で 取 り 組 む こ と や 学 級
の 班 単 位 で 活 動 す る こ と が 多 か っ た た め に 、 こ の こ と が 得 点 に 影 響 を 与 え て い る 。 反 面 、
2 年 生 男 子 の 時 期 の 変 化 が み ら れ な い こ と は 、 固 定 化 し た 人 間 関 係 や 、 基 本 的 な 対 人 関
係 ス キ ノ レ の 獲 得 ュ が 十 分 に は 図 れ な か っ た こ と を 表 し て い る 。 実 際 に は 、 2 年 生 の 男 子 の
日 日 に 粗 暴 な 言 動 が み ら れ 、 や や 学 年 内 の 荒 れ の 兆 候 が 見 ら れ た 。 女 子 に つ い て は 2 年
止 が 最 も 低 く な っ て い る 。 こ れ は 、 2 年 生 の 学 年 の 状 況 が 影 響 し て い る 。 具 体 的 に は 、
女 子 の 心 理 に 、 自 分 の 親 し い 仲 間 以 外 と は 関 わ り た く な い 、 一 緒 に な り た く な い と い う
- 1 5 2・
思 い が 投 影 さ れ て い る と 思 わ れ る 。 た だ し 、 2 年 生 女 子 に は 、 時 期 を 重 ね る 毎 に 得 点 が
伸 び て い る こ と か ら 、 肯 定 的 な 教 育 効 果 が 出 て い る 点 は 、 男 子 と 異 な る 点 で あ る O よ り
詳 細 な 子 ど も の 様 子 に つ い て は 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 担 当 者 に よ る 観 察 、 担 任 か ら
の 評 価 、 子 ど も の 言 動 、 生 活 記 録 ノ ー ト の 文 章 等 か ら 考 察 す る 。
① 教 師 か ら の 観 察
ア ) 他 者 の 話 を 開 く ( 聴 く ) ス キ ル を 意 識 し て い た
イ ) 合 意 形 成 ( コ ン セ ン サ ス ) の 重 要 性 を 考 え る よ う に な っ
ウ ) 班 で の 協 力 性 が 高 ま っ た
② 子 ど も の 自 由 記 述
ア ) 話 を 聴 く こ と の 大 切 さ が 分 か つ た
イ ) 言 葉 以 外 の 様 々 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が あ る こ と が 分 か つ た
ウ ) 具 体 的 な 役 立 つ ス キ ル が 学 べ て よ か っ た
③ 保 護 者 か ら の 感 想 、
ア ) 学 校 が 楽 し い と い う こ と を よ く 開 く よ う に な っ
イ ) 昨 年 度 よ り も 学 級 の ま と ま り が よ く な っ た よ う に 思 う
(  2  ) カ リ キ ュ ラ ム の 効 果
2 0 0 3  ( 平 成 15) 年 度 と 2 0 0 6 ( 平 成 18) 年 度 の 9 月 の 得 点 を 比 較 す る と 、 2 0 0 6 ( 平 成
18) 年 度 の 方 が 1 . 5 5 ポ イ ン ト 高 く な っ て い る 。 2 0 0 3 ( 平 成 15) 年 度 の 得 点 の 推 移 ( 関
IT-2・ 1 、 1 0 3 頁 参 照 ) で は 、 3 年 生 (14 年 度 男 女 ) の 9 月 の 得 点 は 、 2 年 生 (15 年 度 男
女 ) の 得 点 よ り 低 い こ と が 示 さ れ て い た 。 2 0 0 6 ( 平 成 18) 年 度 の 得 点 、 の 推 移 ( 殴 耳 目 3・ 4・ 1、
1 3 0 頁 参 照 ) で は 、 3 年 生 の 得 点 は l ・ 2 年 生 よ り も 有 意 に 高 い 。 12 月 の 比 較 で は 、 2 0 0 6
( 平 成 18) 年 度 の 方 が 3.13 ポ イ ン ト { 尽 く 、 9 月 得 点 か ら や や 下 降 し て い る 。 こ れ は 、 1 ・
2 年 生 の 男 子 得 点 が 影 響 し て い る た め で あ る 。 し か し 、 9 0 % 超 と い う 値 で あ る こ と か ら 、
十 分 に 満 足 し 得 る 力 が 育 ま れ て い る と 考 え る 。
- 1 5 3  -
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5 .  rキ ャ リ ア 感 」 因 子
(  1  ) 時 期 群 の 効 果
キ ャ リ ア 感 因 子 で は 、 学 年 群 と 時 期 群 に 交 互 作 用 が み ら れ た 。 3 年 生 は 漸 進 的 に 高 ま
る が 、 l 年 生 は 10 月 に 低 下 し 11 月 に は 高 ま り 、 2 年 生 は 10 月 に 低 下 し て い る 。 こ れ は 、
3 年 生 が 各 自 の 目 標 に 向 け て 受 検 ( 験 ) 準 備 に 専 念 し て い る こ と に 対 し て 、 1 年 生 は キ
ャ リ ア 教 育 お よ び j職 場 体 験 学 習 な ど を 通 し て 自 分 の 適 性 や 能 力 を 多 面 的 に 考 え る よ う に
た っ た こ と 、 2 年 生 は 自 分 の 様 々 な 能 力 ( 相 対 的 な 学 力 や 適 性 を 含 む ) を 意 識 す る 一 方 、
当 :校 中 盤 と い う こ と も あ り 身 近 な 喫 緊 の 問 題 と し て は 捉 え て い な い こ と が 反 映 さ れ て
い る 。 言 い 換 え る と 、 進 路 選 択 を 現 実 問 題 と し て 間 近 に 控 え て い る 3 年 生 と の 意 識 の
が 表 れ て い る 。 ま た 、 3 年 生 の 「社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の 内 容 は 、 キ ャ リ ア 教 育 的 な 要
六 を 意 図 的 に 反 映 し た 授 業 だ 、っ た こ と も 影 響 し て い る と 思 わ れ る 。 こ の よ う に 、 子 ど も
に 進 路 を 意 識 さ せ る よ う な 学 習 活 動 の 有 無 は 、 因 子 得 点 に も 大 き な 影 響 を 与 え て い る 。
し か し な が ら 、 最 も 低 い 得 点 が お よ そ 5 ポ イ ン ト ( や や そ う 思 う ) で あ る こ と か ら 、
学 年 相 応 に あ る 程 度 の 進 路 意 識 が 育 ま れ て い る 側 面 も あ り 、 一 概 に 1 年 生 や 2 年 生 の 和
ハ、 、が 低 い と は い え な い 。 こ の 点 を ふ ま え な が ら 、 以 下 、 3 年 生 を 中 心 と し た 授 業 者 の 観
察 、 担 任 評 価 、 子 ど も の ふ り 返 り 、 保 護 者 の 声 を 挙 げ て お く 。
① 教 師 か ら の 観 察
ア ) ど の 子 ど も も た い へ ん 古
こ 取 り 組 ん で い た
イ ) お 互 い に 共 感 的 な 理 解 に 基 づ い た 話 し 合 い の 場 面 が よ か っ た
- 15 4 ・
ウ ) 子 ど も 相 互 で 支 え 合 う 、 支 持 的 な 雰 囲 気 が 形 成 さ れ て い た
② 子 ど も の 自 由 記 述
ア ) 進 路 に 関 し て 不 安 な の は 自 分 だ け で は な く み ん な も 同 じ だ と い う こ と が 分 か っ た
イ ) 進 路 を 前 向 き 、 肯 定 的 に 考 え る こ と が 必 要 だ と 思 っ た
ウ ) 自 分 の 長 所 や 個 性 を し っ か り と 考 え る よ う に な っ た
③ 保 護 者 か ら の 感 想
ア ) 同 じ 教 師 が 、 す べ て の 学 級 で 同 じ 授 業 を し て く れ る こ と が よ か っ た
イ ) 子 ど も が と て も 高 い 興 味 関 心 を 持 っ て 授 業 に 臨 ん で い る
(  2 ) カ リ キ ュ ラ ム の 効 果
2 0 0 3 平 成 15 ) 年 度 と 2 0 0 6 平 成 18 ) 年 度 の 9 月 の 得 点 を 比 較 す る と 、 2 0 0 6 平 成
18 ) 年 度 の 方 が 14.21 ポ イ ン ト 高 く な っ て い る 。 2 0 0 3 ( 平 成 15 ) 年 度 の 得 点 の 推 移 ( 図
II-2- 1，  1 0 3 頁 参 照 ) で は 、 3 年 生 (14 年 度 男 女 ) の 9 月 の 得 点 は 、 2 年 生 (15 年 度 ヵ
女 ) の 得 点 と ほ ぼ 同 じ で あ る こ と が 示 さ れ て い た 。 2 0 0 6 ( 平 成 18 ) 年 度 の 得 点 の 推 移 ( 図
I -3- 5 -1，  131 頁 参 照 ) で は 、 3 年 生 の 得 点 は 1 ・ 2 年 生 よ り も 有 意 に 高 い 。 12 月 の 比 較
で は 、 2 0 0 6 ( 平 成 18 ) 年 度 の 方 が l. 14 ポ イ ン ト 低 く 、 9 月 得 点 か ら や や 下 降 し て い る 。
こ れ は 、 1  .  2 年 生 の 男 子 お よ び 2 年 生 の 女 子 得 点 が 影 響 し て い る た め で あ る 。 総 体 的
沿 得 点 は 8 0 % ポ イ ン ト で あ る こ と か ら 、 満 足 し 得 る レ ベ ノ レ で 、 キ ャ リ ア 意 識 が 育 ま れ て い
る と 考 え る 。
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6 .  r共 感 性 J 因 子
(  1  ) 時 期 群 の 効 果
共 感 性 因 子 で は 、 時 期 群 と 学 年 群 に 交 互 作 用 が み ら れ 、 2 年 生 は 漸 減 傾 向 が 見 ら れ た 。
性 差 で は 、 女 子 の 方 が 男 子 に 比 べ て 共 感 性 得 点 が 高 く な っ て い る 。 こ れ は 、 相 手 の 心 情
を 思 い や る 、 察 す る 、 と い う 感 性 の 側 面 に つ い て は 、 女 子 の 方 が 敏 感 に 反 応 す る 傾 向 が
強 い こ と を 示 し て い る と 思 わ れ る 。 学 年 間 の 差 に つ い て は 調 査 年 度 に お け る 束 中 の 子
ど も の 学 年 の 特 徴 が 因 子 得 点 に 表 れ て い る 。 そ れ は 、 概 述 し た よ う に 2 年 生 で は 荒 れ の
兆 候 が 見 ら れ 、 一 部 の 男 子 の 問 題 行 動 が 周 回 に 影 響 を 与 え 始 め た こ と と 一 致 す る か の 如
く 得 点 の 変 動 に 反 映 さ れ て い る の で あ る 。
本 調 査 で は 6 因 子 か ら 子 ど も の 変 化 を 分 析 し て い る が 、 2 年 生 女 子 に み ら れ る よ う に
「 自 己 肯 定 感 j と 「 共 感 性 」 の 2 因 子 だ け が 、 他 の 因 子 と は 異 な り 下 降 傾 向 を 示 し て い
る 。 こ こ に は 、 子 ど も 間 の 微 妙 な 人 間 関 係 が 表 れ て い る と 思 わ れ る 。
共 感 は 、 相 手 の 話 を 聴 く こ と 、 積 極 的 な 関 心 に 基 づ い た 関 わ り が あ る こ と 等 が 基 盤 と
な っ て い る O 話 を 聴 く た め に は 、 基 本 的 な 信 頼 関 係 が あ る こ と 、 聴 き 方 が 身 に つ い て い
る こ と が 必 要 と な る 。 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J で は 、 話 す 、 聴 く こ と 等 、 ロ ー ノ レ プ レ イ ン
グ を 通 し な が ら 意 図 的 に 訓 練 し て い た が 、 こ れ ら の ス キ ル が 効 果 を 発 揮 す る た め に は 、
日 頃 の 学 級 の 雰 囲 気 が 温 か で 支 持 的 な 風 土 で あ る こ と が 求 め ら れ る 。 こ の 意 味 に お い て 、
プ ロ グ ラ ム が 十 分 な 効 果 を 上 げ る こ と が で き な か っ た こ と は 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の
限 界 を 如 実 に 物 語 っ て い る と 言 え よ う 。 な お 、 共 感 性 に 関 す る 授 業 者 の 観 察 、 担 任 評 価 、
ど も の ふ り 返 り は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
① 教 師 か ら の 観 察
ア ) 日 常 の 人 間 関 係 、 を 超 え て ま で の 関 わ り ま で は 至 ら な か っ た
イ ) 相 手 の 話 を 「 聴 く j こ と の 重 要 性 に 気 付 い た 子 ど も も み ら れ る
② 子 ど も の 自 由 記 述
ア ) 相 手 の 気 持 ち を 考 え る こ と が 大 事 だ と 思 っ た
イ ) 話 を 「 聴 く J こ と は 難 し い と 思 っ た
③ 保 護 者 か ら の 感 想 : 特 に な し
(  2  ) カ リ キ ュ ラ ム の 効 果
2 0 0 3  ( 平 成 15) 年 度 と 2 0 0 6 ( 平 成 18) 年 度 の 9 月 の 得 点 を 比 較 す る と 、 2 0 0 6 ( 平 成 18)
年 度 の 方 が 10.36 ポ イ ン ト 高 く な っ て い る 。 2 0 0 3 ( 平 成 15) 年 度 の 得 点 の 推 移 ( 図 E ♂働 1 、
- 1 5 6 ・
1 0 3 頁 参 照 ) で は 、 3 年 生 (14 年 度 男 女 ) の 9 月 の 得 点 は 、 2 年 生 (15 年 度 男 女 ) の 得 λ 、
よ り も や や 低 い こ と が 示 さ れ て い た 。 2 0 0 6 ( 平 成 18 ) 年 度 の 得 点 の 推 移 ( 図 II-3・ 6 - L 1 3 1  
参 照 ) で は 、 3 年 生 の 得 点 は 1 ・ 2 年 生 よ り も 有 意 に 高 い 。 12 月 の 比 較 で は 、 2 0 0 6 (、1/
成 18 ) 年 度 の 方 が 1. 8 6 ポ イ ン ト 低 く 、 9 月 得 点 か ら や や 下 降 し て い る 。 こ れ は 、 2 年 生 の
女 子 得 点 が 影 響 し て い る た め で あ る 。 2 学 期 の 後 半 で は 、 東 中 学 校 の 学 校 行 事 等 の 影 響 8)
も あ り 、 学 級 集 団 と し て の 凝 集 性 や 共 同 性 が 高 ま る と と も に 、 学 級 成 員 聞 の 共 感 性 も 高 ま
め ら れ て い る 。 こ の 点 は 、 よ り 効 果 的 な カ リ キ ュ ラ ム の 開 発 、 子 ど も の 心 情 を 育 む 活 動 お
よ び 指 導 が 必 要 な こ と を 示 唆 し て い る 。
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第 2 節 子 ど も な ら び に 教 師 対 象 の ア ン ケ 一 卜 結 果 か ら の 考 察
「社 会 的 ス キ ノ レ の 授 - 業 」 は 前 節 に 示 し た 通 り 人 間 関 係 調 整 力 、 学 校 生 活 適 応 力 、
定 感 、 人 間 関 係 構 築 力 、 キ ャ リ ア 感 で は 、 一 定 の 効 果 を 上 げ る こ と が で き た と 評 価 で き る 。
し か し な が ら 、 「 社 会 的 ス キ ノ レ の 授 業 」 に 関 す る 自 己 評 価 式 質 問 紙 に よ る 測 定 法 に は 、 次
の 2 つ の 問 題 点 が あ る 9) 。
① 社 会 的 ス キ ノ レ は 社 会 的 に 承 認 さ れ る 内 容 ゆ え に 、 回 答 者 は 承 認 欲 求 を 喚 起 さ れ て 、 胞千
問 事 項 に 対 し て 、 実 際 以 上 に 「 で き る 」 と 回 答 し て し ま う
② 実 |擦 の 実 行 の 程 度 で は な く 、 実 行 で き る 自 信 度 を 測 定 し て い る に 過 ぎ な い
次 に 、 こ れ ら の 問 題 点 を 補 う た め に 、 子 ど も や 教 師 を 対 象 に 実 施 し た 質 的 な 調 査 デ ー タ
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の 分 析 を す る D
1 .  r社 会 的 ス キ ル の 授 業 J 担 当 者 の ふ り 返 り を 中 心 と し た 全 体 的 な 考 察
「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 が 終 了 し た 3 学 期 に は 、 教 師 か ら 次 の よ う な 感 想 、 を 聞 く こ と が
で き た 。
① 子 ど も は リ ラ ッ ク ス し て 楽 な 気 分 で 臨 ん で い た
② 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j で は 、 子 ど も 全 員 が 演 習 に 参 加 す る こ と 、 ワ ー ク シ … ト や 、
ふ り 返 り 表 に 授 業 担 当 者 が 朱 書 き で 個 別 ア ド バ イ ス を 行 う な ど 、 一 人 ひ と り を 大 切 に
し た 細 か な 配 慮 、 を し て い た こ と も 学 習 効 果 を 高 め て い た
③ 多 く の 子 ど も か ら は 、 「 ス キ ル の 時 間 を 楽 し み に し て い た 」 、 「 来 年 も 楽 し み 」 等 の 高 い
学 習 参 加 怠 欲 を 開 く こ と が で き た
④ 教 師 か ら は 、 授 業 に お け る 発 表 の 手 順 、 原 稿 ( 台 詞 ) の 事 前 準 備 の 大 切 さ が 子 ど も に
浸 透 し て き た が 、 こ れ ら は 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 影 響 が 大 き い
⑤ 授 業 中 の 「 開 く J r話 す J た め の ポ イ ン ト が 身 に 付 い て き た 、
上 述 の よ う に 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j に 対 し て は 、 概 ね 肯 定 的 な 反 応 が 見 ら れ た 。 r社
会 的 ス キ ル の 授 業 J 担 当 者 か ら は 、 以 下 の よ う な 感 想 、 を 開 く こ と が で き た 。
① 学 級 や 学 年 の 障 壁 を 感 じ る こ と な く 授 業 の 中 で 開 発 的 な 教 育 相 談 活 動 を 推 進 で き た
② 教 師 相 互 の 連 携 が 深 ま っ た こ と で 子 ど も に 関 す る 情 報 が 今 ま で 以 上 に 共 有 化 さ れ る よ
う に な っ た
③ 日 常 的 な 子 ど も と の ふ れ あ い や 会 話 が 増 え た な ど の 評 価 を 得 る こ と が で き た
④ 学 校 全 体 で 積 極 的 な 生 徒 指 導 体 制 を 構 築 で き た こ と に 大 き な 意 義 が あ る
上 に 示 し た 、 “ 積 極 的 な 生 徒 指 導 " を 具 体 的 な カ リ キ ュ ラ ム で 示 し た の が 本 研 究 の 「 社 会
的 ス キ ル の 授 業 j で あ る が 、 こ の 点 に つ い て 束 中 学 校 の ス キ ル 授 業 担 当 者 は 実 感 し て い る
こ と が う か が え る 。 既 述 の 如 く 現 代 の 子 ど も に は “ 社 会 性 の 欠 如 " 、 “ 社 会 性 が 未 熟 " と 指
摘 さ れ る こ と が 多 い が ゆ え に 、 こ れ か ら の 学 校 教 育 に は 「 社 会 性 の 極 養 J 10) が ま す ま す 求 め
ら れ る 。 子 ど も の 社 会 性 を 漏 養 し て い く た め に は 、 本 論 文 で 問 題 と し て い る 子 ど も の 基 礎
的 人 間 力 を 養 成 し て い く こ と が 効 果 的 で あ る 。 そ の た め に は 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J 年 間
指 導 計 画 や プ ロ グ ラ ム の 検 証 を 継 続 的 に 行 っ て い く こ と 、 授 業 者 で あ る 教 師 の 指 導 力 や 専
門 性 の 向 上 を 図 っ て い く こ と が 必 要 で あ る 。 ま た 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 で 学 び 、 練 習 し
た 内 容 を 単 発 的 な 練 習 に 終 始 さ せ る こ と な く 、 学 校 生 活 の 中 に 生 か し 、 般 化 さ せ て い こ う
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と す る 態 度 を 子 ど も に 育 ん で い く こ と も 大 切 で あ る 。
2 . 子 ど も 対 象 の ア ン ケ ー ト に よ る 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j 評 価 と そ の 考 察
「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の 子 ど も 評 価 に 関 す る ア ン ケ ー ト 結 果 は 、 第 Z 部 第 3 章 第 3 節
に 示 し た 。 こ こ で は 、 そ の 結 果 に つ い て 考 察 し て お く O
(  1  ) 授 業 で 身 に 付 け た 力 と 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の 評 価
間 1 で は 、 10 の 質 問 に つ い て 、 「 は し ¥ J  rだ い た い J あ ま り 」 旬 、 い え 」 の 4 段 階 で 回
答 を 求 め た O そ の 結 果 に つ い て 、 「 は し リ 「 だ い た し リ の 回 答 を 宵 定 群 に 、 「 あ ま り J rし、
い え 」 を 否 定 群 と し て 、 質 問 項 目 を 考 察 し て し 、 く O
① 「 授 業 の ル ー ノ レ ( 潤 く 、 人 を 傷 っ け な い 、 指 示 に 従 う ) を 守 っ て 取 り 組 む こ と が で き
ま し た か j で は 、 2 年 生 男 子 の 肯 定 群 9 1. 5 % 、 否 定 群 8 . 5 % 、 3 年 生 男 子 の 肯 定 群 9 8 . 0 % 、
否 定 群 2 . 0 % 0 2 年 生 女 子 の 肯 定 群 9 7 . 8 % 、 否 定 群 2 . 2 % 、 3 年 生 女 子 の 肯 定 群 1 0 0 . 0 % 、
否 定 群 0 . 0 % で あ っ た 。 こ れ ら の 結 果 か ら は 、 授 業 と し て の 成 立 状 況 が 極 め て 良 好 で あ
っ た こ と が 示 さ れ て い る 。 特 に 、 3 年 生 女 子 の 結 果 は 、 教 師 か ら の 観 察 や 子 ど も の ふ
り 返 り に 記 載 さ れ て い た 記 述 と も 一 致 す る こ と で あ り 、 授 業 の 様 子 の 一 端 を よ く 表 し
て い る 。
② 「 グ 、 ノ レ ー ブ O で 、 活 動 す る と き に は 、 協 力 し て 取 り 組 む こ と が で き ま し た か 」 で は 、 2 年
生 男 子 の 肯 定 群 8 8 . 1 % 、 否 定 群 11. 9 % 、 3 年 生 男 子 の 首 定 群 9 2 . 0 % 、 否 定 群 8 . 0 % 0 2  
年 生 女 子 の 肯 定 群 8 9 . 1 % 、 否 定 群 1 0 . 9 % 、 3 年 生 女 子 の 吉 定 群 9 8 . 6 % 、 否 定 群 1 . 4 % で
あ っ た 。 こ れ ら の 結 果 か ら は 、 大 多 数 の 子 ど も が グ 、 ル ー プ O で 、 の 活 動 に お い て 協 力 し て
い た と 感 じ て い る こ と が 分 か る O ま た 、 3 年 生 と 比 較 す る と 、 2 年 生 の 方 が 否 定 群 の
割 合 が 高 く な っ て い る 。 こ れ は 、 学 年 や 学 級 に お け る 雰 囲 気 と 既 述 の 如 く 学 年 内 の 「 荒
れ j の 傾 向 が 反 映 さ れ て い る た め と 思 わ れ る 。
③ 「 各 時 間 の 目 標 ど し た ス キ ル を 身 に 付 け る こ と が で き ま し た か 」 で は 、 2 年 生 男 子 の
肯 定 群 8 8 . 8 % 、 否 定 群 1 0 . 2 % 、 3 年 生 男 子 の 肯 定 群 9 8 . 0 % 、 在 定 群 2 . 0 % 0 2 年 生 女 子
の 肯 定 群 9 5 . 7 % 、 否 定 群 4 . 3 % 、 3 年 生 女 子 の 肯 定 群 9 8 . 6 % 、 否 定 群 1 . 4 % で あ っ た ハ 川 、
し1 え j と 回 答 し た 子 ど も ( 図 ll-3・ 7 、 1 3 4 頁 参 照 ) が 男 子 1 名 だ け だ 、 っ た こ と を 鑑 み る
と 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 社 会 的 ス キ ル の 獲 得 が 概 ね 達 成 で 、 き た と 考 え ら
れ る 。
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④ 「 自 分 の ょ い と こ ろ を み つ け る こ と が で き ま し た か J で は 、 2 年 生 男 子 の 肯 定 群 7 4 . 6 % 、
否 定 群 2 5 .4%、 3 年 生 男 子 の 肯 定 群 7 8 . 0 % 、 否 定 群 2 2 . 0 % 0 2 年 生 女 子 の 肯 定 群 6 0 . 9 % 、
否 定 群 3 9 . 1 % 、 3 年 生 女 子 の 肯 定 群 8 8 . 5 % 、 否 定 群 1 1. 5 % で あ っ た 。 本 項 目 を 言a い 換
え る と 「 自 尊 感 情 j を 育 む こ と で あ る 。 十 分 と は い え な い も の の 、 2 年 3 年 の 男 子 で
は お よ そ 4 分 の 3 が、 2 年 女 子 で は お よ そ 3 分 の 2 、 3 年 女 子 で は お よ そ 9 害IJ が 肯 定
し て い る 。 自 尊 感 情 は 、 現 実 の 多 様 な 直 接 体 験 を と お し な が ら 育 ま れ て い く も の で あ
る 。 そ の 意 味 に お い て 、 授 業 の 限 界 を 示 す も の で あ る 。
③ f班 員 や グ 、 ノ レ ー ブ 。 の よ い と こ ろ を み つ け る こ と が で き ま し た か j で は 、 2 年 生 男 子 の
肯 定 群 8 3 . 0 % 、 否 定 群 1 7 . 0 % 、 3 年 生 男 子 の 肯 定 群 9 4 . 0 % 、 否 定 群 6 . 0 % 0 2 年 生 女 子
の 肯 定 群 8 4 . 4 % 、 否 定 群 1 5 . 6 % 、 3 年 生 女 子 の 肯 定 群 9 8 . 6 % 、 否 定 群 1 . 4 % で あ っ た 。
こ れ は 、 ② の 質 問 項 目 と 関 連 す る と と も に 他 者 理 解 の 項 目 で あ る 。 3 年 生 が 男 女 と も
に 満 足 し う る 評 価 を し て い る の に 対 し て 、 2 年 生 の 男 女 で は や や 否 定 群 の 割 合 が 高 い
と 忠 わ れ る 。 こ れ は 、 1 時 間 の 授 業 に は 、 そ れ 以 外 の 様 々 な 学 級 の 要 因 が 関 わ っ て く
る こ と を 表 す も の で あ り 、 日 常 の 学 級 運 営 に 示 唆 的 で あ る
⑥ r  r社 会 的 ス キ ル の 授 業 J を 楽 し み に し て い ま し た か j で は 、 2 年 生 男 子 の 肯 定 群 7 4 . 6 % 、
否 定 群 2 5 .4%、 3 年 生 男 子 の 肯 定 群 8 6 . 0 % 、 否 定 群 1 4 . 0 % 0 2 年 生 女 子 の 肯 定 群 6 5 . 2 % 、
否 定 群 3 4 . 8 % 、 3 年 生 女 子 の 肯 定 群 9 4 . 3 % 、 否 定 群 5 . 7 % で 、 あ っ た 。 本 項 目 は 授 業 評 価
の 側 面 を も つ が 、 そ れ は 授 業 者 の 指 導 力 だ け で な く 前 述 の 学 級 雰 囲 気 も 大 き な 影 響 を
え て い る 。 ま た 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 は T T で 行 わ れ 、 場 合 に よ っ て は 担 任 も 加
わ る た め に 、 子 ど も に と っ て 心 理 的 負 荷 の 大 き な 授 業 で あ っ た こ と も 結 果 に 反 映 さ れ
て い る と 思 わ れ る 。 他 教 科 と の 比 較 を し て い な い た め に 一 概 に 評 価 は で き な い が 、 最
も 低 い 2 年 生 女 子 で も お よ そ 3 分 の 2 が 楽 し み に し て い た と 考 え る と 、 良 い 評 価 を 得
て い る と 考 え ら れ る む
⑦ 「 人 と の か か わ り 方 の マ ナ ー が 身 に つ き ま し た か j で は 、 2 年 生 男 子 の 肯 定 群 9 4 . 9 % 、
否 定 群 5 . 1 % 、 3 年 生 男 子 の 肯 定 群 1 0 0 . 0 % 、 否 定 群 0 . 0 % 0 2 年 生 女 子 の 肯 定 群 9 3 . 5 % 、
否 定 群 6 . 5 % 、 3 年 生 女 子 の 肯 定 群 9 8 . 6 % 、 否 定 群 1 . 4 % で あ っ た 。 人 間 関 係 の 基 本 と な
る 社 会 的 ス キ ル に つ い て は 、 十 分 に 満 足 で き る 結 果 で あ る 。 ま た 、 社 会 的 ス キ ル の 学
習 性 の 高 さ を 示 し て い る と 思 わ れ る 。
⑧ 「 話 し 方 や 聞 き 方 で 気 を つ け な け れ ば な ら な い こ と が 分 か り ま し た か j で は 、 2 年 生
男 子 の 肯 定 群 9 1. 5 % 、 否 定 群 8 . 5 % 、 3 年 生 男 子 の 肯 定 群 1 0 0 . 0 % 、 否 定 群 0 . 0 % 0 2 年
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生 女 子 の 肯 定 群 9 7 . 8 % 、 否 定 群 2 . 2 % 、 3 年 生 女 子 の 宵 定 群 9 8 . 6 % 、 否 定 群 1 . 4 % で あ
っ た 。 本 項 自 に つ い て も 、 ⑦ の 項 目 同 様 に 、 子 ど も は 、 社 会 的 ス キ ル を 概 ね 身 に 付 け
て い る と 評 価 し て い る こ と が 確 認 で き る 。
⑨ 「 人 を 気 に か け 、 忠 い や り な が ら 活 動 す る こ と が で き ま し た か 」 で は 、 2 年 生 男 子 の
肯 定 群 8 9 . 8 % 、 百 定 群 1 0 . 2 % 、 3 年 生 男 子 の 肯 定 群 9 4 . 0 % 、 否 定 群 6 . 0 % 0 2 年 生 女 子
の 肯 定 群 9 1. 3 % 、 否 定 群 8 . 7 % 、 3 年 生 女 子 の 肯 定 群 9 8 . 6 % 、 否 定 群 1 . 4 % で あ っ た 。
本 項 目 は 共 感 性 に 関 わ る 項 目 で あ る が 、 大 多 数 の 子 ど も は 他 者 へ の 気 遣 い を も っ て 授
業 に 参 加 し て い た こ と が わ か る G 限 ら れ た 時 間 で は あ る が 、 授 業 内 に 意 図 的 に こ の よ
う な 場 を 設 け る こ と の 意 義 が 示 さ れ て い る と 思 わ れ る 。
⑮ 11 ス キ ノ レ j の 授 業 を 苦 手 に し て い ま し た か 」 で は 、 2 年 生 男 子 の 肯 定 群 2 5 . 5 % 、 奇 定
群 7 4 . 5 % 、 3 年 生 男 子 の 肯 定 群 3 3 . 4 % 、 否 定 群 6 6 . 6 % 0 2 年 生 女 子 の 肯 定 群 2 6 . 1 % 、
否 定 群 7 3 . 9 % 、 3 年 生 女 子 の 肯 定 群 1 3 . 3 % 、 否 定 群 8 6 . 7 % で あ っ た 。 本 項 目 は 、 ⑥ の
反 転 項 目 で あ る が 、 結 果 は ほ ぼ 一 致 し て い た 。 こ の こ と か ら 、 子 ど も は 、 ⑥ を 含 め て
間 1 の 質 問 項 目 に き ち ん と 回 答 し て い た こ と が 分 か る 。
(  2  ) 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j で 、 行 っ た 活 動 で 一 番 よ か っ た も の
質 問 2 で は 、 子 ど も が よ か っ た と 考 え て い る プ ロ グ ラ ム と そ の 理 由 を 白 由 記 述 で 回 答
さ せ て い る ( 表 I -3・ 1 2 、 1 3 5 頁 参 照 ) 0  2年 生 で は 、 「 漢 字 マ イ ス タ ー J 1砂 漠 の 救 助 J 1サ
イ レ ン ト ・ ピ ク チ ャ ー 」 等 、 グ ル ー プ O ワ ー ク に よ る 協 同 的 な 作 業 を 伴 う プ ロ グ ラ ム の 評
価 が 高 い 。 3 年 生 で は 、 2 年 生 同 様 に グ ル ー プ O ワ ー ク に よ る 協 同 的 な 作 業 を 伴 う プ ロ グ
ラ ム の 評 価 が 高 い こ と に 加 え て 、 面 接 練 習 を 通 し た 自 己 理 解 、 社 会 的 ス キ ル の 練 習 の 評
価 も 高 い 点 が 特 徴 で あ る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 プ ロ グ ラ ム は 、 課 題 と い う 擬 似 的 な 他 者
と の 交 流 体 験 で あ っ て も 、 子 ど も に と っ て は 意 味 あ る 体 験 と な っ て い る こ と 、 面 接 練 習
と い う 子 ど も の ニ ー ズ に あ っ た プ ロ グ ラ ム を 通 し て 受 験 ( 検 ) テ ク ニ ッ ク と は 異 な る ア
プ ロ ー チ 1 1 ) か ら 、 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 し て い る 可 能 性 が 示
唆 さ れ る 。
(  3  ) 活 動 で 弱 っ た こ と 、 い や だ 、 っ た こ と O
質 問 3 で は 、 子 ど も の 視 点 か ら 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 不 備 や 欠 点 に つ い て 、 自 由
記 述 で 回 答 を 求 め て い る ( 表 立 -3-12 、 1 3 5 頁 参 照 )0 2 年 生 、 3 年 生 と も に 内 容 に つ い て
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の 男 女 差 は 見 ら れ な か っ た 。 そ の 理 由 は 、 質 問 1 の 質 問 項 目 と も 関 わ っ て い る が 、 プ ロ
グ ラ ム の 内 容 自 体 に 関 わ る 不 満 よ り も 、 グ ル ー プ 。 活 動 に よ る 他 者 と の 関 わ り や 、 臼 口 開
~、自己表現等に戸惑いを感じている内容であった。
ど も の 記 述 を 分 類 す る と 、 プ ロ グ ラ ム へ の 批 判 は 、 「 授 業 が つ ま ら な い J Iあ ま り す
き じ ゃ な い J 敬 語 の 学 習 は 国 語 の 授 業 み た い Iス ト レ ス の 授 業 J I  j面 接 が い や だ 、 っ た j
(  2名 ) の 計 6 件 で あ っ た が 、 f 自 分 は 物 事 を 伝 え る の が 苦 手 I恥 ず か し い と い う 気 持
ち が す こ し あ る J I 岳 分 の 意 見 が い い に く く て い や だ 、 っ た 」 な ど の 自 分 に 関 す る こ と 、 苦
し 合 い J Iみ ん な が ぱ ら ぱ ら だ 、 っ た J Iあ ま り 協 力 し て く れ な か っ た j な ど の グ ル ー プ 活
動 に 関 す る 記 述 が 多 く 見 ら れ た 。
こ れ ら 子 ど も 視 点 か ら の 批 判 に つ い て は 、 そ の 多 く が 教 師 側 の 支 援 に よ り 解 消 す る こ
と が で き る と 思 わ れ る 。 ま た 、 他 者 と の 関 わ り を 不 得 手 と し て い る 子 ど も に と っ て は 、
関 わ り の 貴 重 な 場 と な っ て い る こ と を ふ ま え て 、 教 師 の き め 細 や か な 観 察 に よ り 授 業 内
に 適 宜 支 援 を し て い く こ と の 大 切 さ が 示 さ れ て い る 。 否 定 で は な く 批 判 で あ る 点 を 前 向
き に 捉 え て 授 業 改 善 の 資 料 と し て い く こ と が 重 要 で あ る 。
( 4  ) 授 業 を と お し て 自 分 に 身 に つ い た も の ・ で き る よ う に な っ た こ と
質 問 4 は 、 授 業 の ね ら い に 対 す る 評 価 ( 表 E晴 3-13 、 1 3 5 頁 参 照 ) で あ る 。 本 授 業 は 、
社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 育 む こ と を ね ら い と し て い る 。
3 年 生 の 記 述 に 比 較 す る と 2 年 生 で は 空 欄 が 目 立 つ O こ の 点 は 、 質 問 l の 評 価 と も
動 し て お り 、 ア ン ケ ー ト の 妥 当 性 を 高 め て い る 2 年 生 で は 、 自 己 表 現 、 コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 、 礼 儀 ( マ ナ ー ) 、 言 葉 遣 い が 上 位 で 、 あ り 、 3 年 生 で は 、 礼 儀 ( マ ナ ー ) 、 コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン 、 言 葉 遣 い 、 自 己 表 現 が 上 位 で あ っ た 。
子 ど も の 自 由 記 述 の 概 要 は 第 日 部 第 3 章 第 3 節 に 示 し た 通 り で あ る が 、 中 学 生 の 礼 儀
( マ ナ ー ) の 内 容 で は 、 職 場 体 験 や 入 試 に 関 わ る 礼 儀 な ど 校 外 に お け る 社 会 的 ス キ ル が
げ ら れ て い る 。 言 葉 遣 い に つ い て も 向 様 の 傾 向 が 示 さ れ て い る 。 こ れ は 、 子 ど も の 社
会 性 の 発 達 お よ び キ ャ リ ア 形 成 が 促 進 さ れ て い る こ と を 表 し て い る と 思 わ れ る 。 言 い 換
え れ ば 、 子 ど も の 社 会 性 の 発 達 お よ び キ ャ リ ア 形 成 は 、 机 上 の 知 識 だ け で は 十 分 に 凶 る
こ と が で き な い 。 そ れ ゆ え に 、 多 様 な 行 事 、 社 会 体 験 、 受 験 ( 検 ) 等 の 直 接 体 験 に 対 し
て 向 き 合 う こ と 、 そ の た め の 事 前 練 習 を 兼 ね た f社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の よ う な 機 会 を
設 け る こ と が 大 切 で あ り 、 子 ど も の 自 由 記 述 に は 、 そ の 意 義 が 示 さ れ て い る の で あ る 。
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(  5  ) 自 由 記 述 に よ る 授 業 評 価
2 年 生 3 年 生 の 男 女 、 全 て の 子 ど も の 記 述 を 集 約 し た 結 果 ( 表 I -3・ 1 4 、 1 3 7 頁 参 照 )
ザ は 、 社 会 性 の 基 盤 と な る 諸 能 力 が 挙 げ ら れ て い た 。 子 ど も に は 、 授 業 を 通 し て 様 々 な
「 社 会 的 ス キ ル 」 、 他 者 と の 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン カ J 、 学 級 や 班 へ の 「 所 属 感 ・ 仲 間 i意
識 ・ 共 感 性 」 、 「 凝 集 性 ・ 協 力 性 」 等 が 自 覚 さ れ て い た 。 ま た 、 授 業 に 対 し て の 評 価 で は 、
極 め て 高 い 満 足 感 ( よ か っ た 、 楽 し か っ た 、 役 に 立 つ 、 等 ) を も っ て い る こ と が 確 認 で
き た 。 こ れ ほ ど の 高 評 価 を 得 る 授 業 は 、 そ れ だ け で も 意 味 が あ る よ う に 思 え る 。 ま た 、
自 由 記 述 の 内 容 に は 、 道 徳 、 性 に 関 わ る 道 徳 的 価 値 ( 礼 儀 、 思 い や り ) 、 昌 己 効 力 感 ( グ ル
ー プ 。 活 動 で 、 役 に 立 っ て い る 気 持 ち ゃ 課 題 を 通 し て の 達 成 感 ) 、 自 己 肯 定 感 ( 自 己 理 解 を 深
め る こ と に よ り 自 分 の よ さ へ の 気 づ き )
ど も の 「 基 礎 的 人 間 力 j が 養 成 さ れ て い
る こ と が 表 れ て い る 。
既 述 の 如 く 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 や 、 子 ど も 対 象 の f社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 ふ
り 返 り ア ン ケ ー ト に お け る 質 問 1 の 項 目 ( 協 力 し て 取 り 組 む 、 目 標 と し た ス キ ル を 身
付 け る 、 自 分 の よ い と こ ろ を み つ け る 、 班 員 や グ ル ー プ O の よ い と こ ろ を み つ け る 、 人 と
の か か わ り 方 の マ ナ ー を 身 に 付 け る 、 話 し 方 や 開 き 方 で 、 気 を つ け な け れ ば な ら な い こ と
が 分 か る 、 人 を 気 に か け 思 い や り な が ら 活 動 す る 等 ) の 定 量 的 調 査 結 果 に は 、 子 ど も の
基 礎 的 人 間 力 が 養 成 さ れ て い る こ と が 示 さ れ 、 そ の 信 頼 性 に つ い て も 検 証 さ れ て き た 。
な お 、 質 問 l で 示 さ れ た 1 . 4 0/0 と は 、 子 ど も の 人 数 で は 1 人 で あ る 。 こ れ を 少 な い と 見
る か 、 1 人 で も 「 で き な し リ と 回 答 す る 子 ど も が し 1 る こ と を 問 題 と す る か は 、 評 価 の 分
か れ る と こ ろ で あ る 。 こ こ で は 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J を 一 回 性 と は 見 な さ ず に 、 連 続
す る 教 育 活 動 の 1 部 分 で あ る と 考 え て い る の で 配 慮 、 事 項 も し く は 留 意 事 項 に 止 め て お
く O
質 問 5 に は 、 子 ど も か ら 見 た 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J 評 価 が 記 述 さ れ て い た が 、 そ こ
に 書 か れ て い る 内 容 を 質 的 デ ー タ と し て 精 査 す る こ と で 、 授 業 評 価 の 妥 当 性 を 得 る こ と
が で き た 口 ま た 、 こ の こ と か ら 、 カ リ キ ュ ラ ム の 検 証 の 信 頼 性 を 高 め る こ と が で き た と
え よ う O
3 . 教 師 ア ン ケ ー ト に よ る カ リ キ ュ ラ ム の 評 価 と そ の 考 察
「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J は 、 教 師 に ど の よ う に 評 価 さ れ て い る の か を 把 握 す る た め に 、
束 中 学 校 の 教 諭 ( 養 護 教 諭 を 含 む ) を 対 象 と し た 、 ス キ ノ レ 教 育 に 関 す る ア ン ケ ー ト を 実 施
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し た は ) 。
本 ア ン ケ ー ト 調 査 用 紙 は 、 校 内 研 修 の 時 間 に 、
そ の 内 容 と 回 答 方 法 に つ い て 説 明
を し た 後 に 、 1 週 間 を 目 途 と し た 締 め 切 り 日 を 設 け て 回 収 し た 。 調 査 対 象 者 は 、 教 諭 お よ
び 養 護 教 諭 と し 、 管 理 職 お よ び 事 務 職 員 や 「 さ わ や か 相 談 員 J 13) 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー は
対 象 と し て い な し 、 。
以 下 、 調 査 内 容 と 結 果 に つ い て 考 察 し て し 1 く。
(  1 )  I社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の ね ら い と 実 施 時 期 、 実 施 方 法 な ど
f社 会 的 ス キ ル の 授 業 j に 関 す る 6 項 目 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 7 段 階 評 定 で 回 答 を 求 め
た ( と て も よ い ~ と て も よ く な し サ D
第 1 問 調 査 で 、 肯 定 的 な 評 価 ( と て も よ い ・ よ い ・ や や よ し 、 ) を 得 る こ と が で き た の
は 、 「 ね ら い ( 1 0 0 . 0 % ) J  、 「 実 施 時 期 (8 1. 3 % ) J  、 「 授 業 内 容 ( 8 7 . 5 % ) J  、 「 評 価 方 法 ( 6 8 . 8 % ) J  
の 4 項 目 で あ っ た 。 否 定 的 な 評 価 ( あ ま り よ く な い ~ と て も よ く な し サ が み ら れ た の は 、
「 授 業 時 数 ( 3 7 . 5 % ) J  、 ど ち ら と も 言 え な い 評 価 が f実 施 方 法 ( 5 6 . 3 % ) J で あ る 。
第 2 回 調 査 で 、 肯 定 的 な 評 価 ( と て も よ い ・ よ い ・ や や よ し 、 ) を 得 る こ と が で き た の
は、 fね ら い ( 1 0 0 . 0 % ) J  、 f実 施 時 期 (6 1. 1 % ) J 、 「 授 業 内 容 ( 8 8 . 9 % ) J  、 「 評 価 方 法 ( 7 2 . 2 % )
f実 施 方 法 ( 6 6 . 7 % ) J の 5 項 目 で 、 あ っ た 。
否 定 的 な 評 価 ( あ ま り よ く な い ~ と て も よ く な し ¥ ) が み ら れ た の は 、 f授 業 時 数 ( 3 8 . 9 % ) J  
で あ る 。 詳 細 は 、 表 IT-4 ・1 に 示 し た 。
表 IT-4 ・1 r社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の ね ら い と 実 施 時 期 、 実 施 方 法 等 に つ い て ※ ，t4f*1;t.第 1 @ }
時 O.
項 目
と て も よ い よ い
や や よ い
ど ち ら と も あ ま り
よ く な い
と て も
い え な い よ く な い よ く な い
ね ら し 、
5 0 . 0  
歪 6.7
38.9 46.7 
1 1. 1  1  6.7 0.0 i  0.0 
0.0 
0.0 
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0.0 
O.o! 
0.0 
2  
実 施 時 期
1 1. 1  12.5 33.3 
3 1. 5  
16.71 31.3 38.91 18.8 0.0 
0.0 
0.0 !  
ロ~O
0.01 0.0 
3  
掻 業 時 数 0.0 
0.0 22.2 31.3 
16.7 !  
6.3 
44.41 3 ヌ 5 0.0 
l三 E
1 1. 1  I  12.5 5.6 i  
0.0 
4  
実 施 方 法
1 1. 1  
之 5.0
27.8 6.3 
2 7 . 8 i 2瓦 O
16.71 2 5. 0  
1 1. 1  
6.3 5.61 12.5 
0.0 i  
0.0 
5  
授 業 内 容
1 1. 1  
立1. 3
6 1. 1  
31.3 
16.71 2 5. 0  1. 11 12.5 
0.0 0.0 
0.0 !  
ιg 
0.01 
0.0 
6  
評 価 方 法
0.0 
三 5.0
4 4 .4 
31.3 
27.81 12.5 27.81 乏1. 3
0.0 
0.0 
0.0 I  
0.0 
0.0 I  
0.0 
フ ( そ の 他 ) Q 1 に 関 す る 内 容 に つ い て ご 意 見 や 要 望 が あ り ま し た ら ご 記 入 く だ さ い 。
7 の 自 由 記 述 の 内 容 を 、 次 に 示 す 。
① ス キ ル は 極 力 担 任 が や る 方 が い い と 思 い ま す
② 総 合 的 な 学 習 の 時 間 と い う よ り 、 学 活 の 中 で や れ る 範 践 で や れ ば 十 分
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③ 挨 拶 の 仕 方 や 友 だ ち と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 身 に つ け る に は と て も よ い 内 容
だ と 思 い ま す 。 1 年 生 の 1 学 期 の 内 容 は と て も 効 果 的 で あ る と 思 い ま す が 、 授 業 で
や っ た 内 容 が 普 段 の 生 活 に 生 か さ れ る に は 少 々 難 し さ が あ る よ う に 思 い ま す
④ 授 業 時 数 の 分 担 に や や 問 題 が あ る か も 。 忙 し い け れ ど 担 任 が 入 っ て い る の は よ い
⑤ 全 職 員 が 取 り 組 め る よ う に な る と よ い と 思 う が 、 得 意 不 得 意 が あ る と 思 う の で 難 し
い 。 で も 、 少 し は 関 わ り を 持 っ て く れ る と よ い と 思 う
⑥ や は り 担 任 の も と で や れ た 方 が い い な と 実 感 し て い ま す
⑦ 昨 年 度 は 少 し 時 数 が 多 し 、 か な と 思 っ て い ま し た が 、 本 年 度 は 活 動 的 内 容 が 多 く 楽 し
ん で 、 や っ て い る よ う に 感 じ ま す 。 た だ 、 飽 き て し ま う 子 ど も も い る の で バ ラ ン ス が
難 し い と 思 い ま し た
⑧ ま だ ス キ ル 教 育 を き ち ん と 理 解 し て い な い の で 申 し 訳 あ り ま せ ん 。 か つ て 社 会 的 ス
キ ル を 学 活 で 、 実 践 し た こ と は あ る の で す が 、 本 校 の よ う に 時 間 割 に 位 置 付 け て 行 っ
て い る の は 初 め て で す
⑨ ス キ ル の 時 間 数 が 多 い と 思 い ま す 。 年 間 10 時 間 程 度 で よ い と 思 い ま す
⑮ 総 合 的 な 学 習 の 待 問 の 中 の ス キ ル 教 育 を さ ら に 増 や し た 方 が よ い と 思 う
⑪ ス キ ル 教 育 の ス タ ー ト は 、 や は り 1 学 期 だ と 思 い ま す 。 そ し て 、 1 年 生 が ポ イ ン ト
か な と 思 い ま す
以 上 の よ う に 授 業 時 数 や 実 施 方 法 に つ い て は 、 批 判 的 な 意 見 も あ る が 、 概 ね 肯 定 的 な
評 価 で あ る 。 授 業 時 数 に つ い て は 、 よ り 少 な く て も よ い と 考 え る 教 師 が 少 数 い る 。 実 施
方 法 に つ い て は 、 学 年 所 属 を し て い な い 教 師 が 学 級 に 介 入 す る こ と に 違 和 感 を 抱 い て い
る。
f社 会 的 ス キ ル の 授 業 J は 、 新 し い 取 り 組 み で あ る た め に 、 十 分 な 理 解 と 支 持 を 得 て
い る と は 言 え な い 。 し か し な が ら 、 ね ら い 、 実 施 時 期 、 授 業 内 容 、 評 価 方 法 に お け る 教
師 の 評 価 に は 、 特 別 活 動 で は な い 授 業 時 間 に 、 担 任 で は な い 専 門 に 担 当 す る 教 師 が 、 広
義 の 生 徒 指 導 を カ リ キ ュ ラ ム に 基 づ い て 実 施 す る 意 義 を 認 め て い る と 思 わ れ る 。
(  2) i社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 に 期 待 さ れ る 効 果
ね ら い と す る 8 項 自 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 7 段 階 評 定 で 回 答 を 求 め た ( と て も 効 果 が あ
る ~ 全 く 効 果 が な し 、 )0
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第 1 [8] 調 査 で 、 肯 定 的 な 評 価 ( と て も 効 果 が あ る ・ 効 果 が あ る ・ や や 効 果 が あ る ) を
得 る こ と が で き た の は 、 「 自 己 理 解 ( 9 3 . 8 % ) J  、 f他 者 理 解 ( 9 3 . 8 % ) J  、 「 自 己 表 現 ( 8 7 . 5 % ) J 、
「 し 、 じ め 防 止 ( 5 6 . 3 % ) J  r進 路 指 導 ( 5 6 . 3 % ) J  、 「 人 間 関 係 づ く り ( 9 3 . 8 % ) J  、 「 規 範 意 識
( 8 7 . 5 % )  J の 7 項 目 で あ る 。 「 不 登 校 防 止 ( 4 3 . 8 % ) J に つ い て は 、 否 定 は さ れ て い な い
が 肯 定 的 な 評 価 を 得 る こ と は で き な か っ た 。
第 2 回 調 査 で 、 肯 定 的 な 評 価 ( と て も 効 果 が あ る ・ 効 果 が あ る ・ や や 効 果 が あ る ) を
得 る こ と が で き た の は 、 「 自 己 理 解 ( 8 8 . 9 % ) J  、 「 他 者 理 解 ( 8 8 . 9 % ) J  、 「 白 己 表 現 ( 8 8 . 9 % ) J、
九 、 じ め 紡 1 1 : ( 竹 . 8 % ) J  r進 路 指 導 ( 7 2 . 2 % ) J、 「 人 間 関 係 づ く り ( 1 0 0 . 0 % ) J  、 「 規 範 意 識
( 8 8 . 9 % )  J の 7 項 目 で あ る 不 登 校 防 止 ( 3 8 . 9 % ) J に つ い て は 、 肯 定 的 な 評 価 を 得 る
こ と は で き な か っ た 。 詳 細 は 、 表 n - 4・ 2 に 示 し た 。
表 耳 -4・ 2 r社 会 的 ス キ ル の 授 業 j で 期 待 さ れ る 効 果 に つ い て ※ 盆 盆 ぽ 第 1 @
No. 
項
自
と て も よ い
よ い
や や よ い
ど ち ら と も あ ま り
よ く な い
と て も
い え な い
よ く な い よ く な い
13 2 . 理 解
22.21 18.8 
叫 m
16.7 2 5 0  
11.1 !  
丘 3 0.0 
0.0 
0.01 
0.0 
0.0 i  
0.0 
2  
他 者 環 解
1 1. 1  i  
6.3 
50.0j 盟
27.8 25.0 
11.1 j  
丘 3 0.0 
0.0 
0.01 
0.0 
0.0 i  
0.0 
3  
自 己 表 現
16.71 18.8 
4 4 4 j ω  
27.8 25.0 1 1. 1! 12.5 0.0 
0.0 
O.O! 
0.0 
0.0 I  
0.0 
4  
い じ め 防 止
o j 
0.0 
27.81 18.8 
50.0 3 7. 5  16.7 i  3 ス 5 0.0 
6.3 
5.61 
0.0 
o o i u  
5  
不 登 校 防 止
0.0 I  
0.0 
1 1. 1  Iぷ E
27.8 31.3 38.9! 50.0 16.7 6.3 
5.6 !  
0.0 
0.01 
0.0 
6  
進 路 指 導
1 1. 1  !  
6.3 1 1. 1  31.3 27.8 i  3 ス 5 0.0 6.3 
ooj 
0.0 
ooj M  
7  
人 間 関 係 作 り
22.21 3 7. 5  55.6 j  25.0 
22.2 
3 1. 3  
0.01 
6.3 0.0 0.0 
o o i m  
0.01 0.0 
8  
規 範 意 識
0.01 12.5 ω 37. 5  
4 .4 
3 7. 5  
5.61 12.5 
0.0 
0.0 
5.61 
0.0 
0.01 
0.01 
9  ( そ の 地 ) Q 2 に 関 す る 内 容 に つ い て ご 意 見 や 要 望 が あ り ま し た ら ご 記 入 く だ さ い 。
9 の 自 由 記 述 の 内 容 を 、 次 に 示 す 。
① き ち ん と や る こ と で 効 果 は あ る と 思 う
② 地 道 に 継 続 し て い け ば 効 果 が あ る と 思 う
③ そ の 場 で 、 分 か つ て も 、 す ぐ に 忘 れ て し ま う 人 が 多 い と 思 う 。 継 続 し て し 、 か な い と ダ メ O
本 当 は 、 小 学 校 く ら し 1 か ら や っ た 方 が 、 効 果 が あ る と 思 う
④ 人 間 関 係 づ く り 、 自 己 理 解 に と て も 役 立 ち 、 学 級 経 営 に 生 か さ れ て い ま す
⑤ 子 ど も た ち は 、 と て も 興 味 深 く 取 り 組 ん で い る 姿 が と て も 印 象 的 な 授 業 だ と 思 っ て い
ま す
以 上 の よ う に 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j は 、 教 師 の 視 点 か ら 見 て も 、 社 会 性 の 基 盤 で あ
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る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る こ と に 効 果 が あ る 点 が 評 価 さ れ て い る 。 し か し 、 生
徒 指 導 上 の 諸 問 題 に 対 す る 即 効 的 な 指 導 と は 異 な る の で 、 予 防 的 な 価 値 に つ い て は 認 識
さ れ て い な い こ と が 分 か る 。
(  3 )  r社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 学 習 効 果 が 表 れ た と 思 わ れ る 子 ど も の 様 子
集 約 結 果 は 表 耳 目 4・ 3 に 示 し た 。 自 由 記 述 r9  ( そ の 他 ) Q 3 に 関 す る 内 容 に つ い て )
見 や 要 望 が あ り ま し た ら ご 記 入 く だ さ し リ で は 、 次 の よ う な 意 見 が み ら れ た 。
① ス キ ル の 授 業 後 の 振 り 返 り シ ー ト を み る と 、 普 段 の 生 活 で も 気 を つ け た い と か 、 生 か
し て い き た い と い う 意 見 や 感 想 が 多 い が 、 な か な か 日 常 生 活 の 中 で 実 施 で き る 子 ど も
は 少 な い
② 担 任 は 学 級 の 子 ど も た ち の 様 子 を 見 ら れ る の で 、 よ か っ た
③ 昨 年 か ら 班 長 が 話 し 合 い の 時 に ま と め る 、 発 表 す る と い う ス タ イ ル を と っ て き た の で 、
生 活 斑 の リ ー ダ ー と し て の 自 覚 が で き て き た の か な と 思 う
④ こ れ か ら も 、 中 1 の 職 場 体 験 学 習 前 に 行 い 、 生 か せ れ ば よ い と 思 い ま す
⑤ こ れ か ら の 授 業 で 学 習 効 果 が 表 れ た と 忠 わ れ る 場 面 が あ れ ば い い と 思 い ま す
以 上 の よ う に 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j 担 当 者 だ け で は な く 担 任 か ら の 観 察 に よ っ て も 、
「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 効 果 が 子 ど も の 変 答 を 促 し 、 学 級 の 雰 囲 気 が 向 上 す る 要 国 と し
て 把 握 さ れ て い る こ と が 分 か る 。
教 師 の 感 想 、 に は 、 子 ど も に 必 要 な こ と は 事 前 に 教 え る べ き こ と 授 業 を 通 し て き ち ん と
教 え 、 練 習 を し 、 育 む こ と の 重 要 性 が 理 解 さ れ て き た こ と が 示 さ れ て い る 。
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表 立 -4-3 ス キ ル 教 青 の 学 習 効 果 が 表 れ た と 思 わ れ る 子 ど も の 様 子 に つ い て
No. t葉 自
( 子 ど も の )
自 分 自 身 に 関 す る こ と
2  学 級 集 団 形 成 に 関 す る こ と
3  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力
お 気 づ き に な っ た 生 徒 の 様 子 等 に つ い て ご 記 入 く だ さ い
. 挨 拶 の 仕 方 や 言 葉 遣 い を 気 に す る よ う に な っ た 。
・ 挨 拶 や 言 葉 遣 い な ど 生 活 の 基 本 を 学 ぶ こ と が で き 、
少 し ず つ 身 に 付 い て き て い る と 思 う 。
- 自 分 の 振 り 返 り に つ い て 役 立 っ て い る と 思 う 。
・ な る iま ど 、 と 、 う な づ く 生 徒 が 多 く み ら れ ま し た 0
. 自 己 の 振 り 返 り を 楽 し そ う に 行 っ て い ま し た 。
- 自 分 を 多 角 的 に 見 つ め ら れ て い た 。
- 普 段 話 さ な い 人 と も 話 す 機 会 が で き て い い 。
- 友 だ ち へ の 話 し 方 、 接 し 方 に 気 を 遣 う よ う に な っ た 。
・ ゲ ー ム や ウ ォ ー ミ ン ゲ ア ッ プ 、 小 集 団 で の 話 し 合 い な ど で ク ラ ス の 雰 部 気 を
明 る く し た り 、 ク う ス を ま と め よ う と し た り す る 意 欲 が 出 て き た 。
- 班 長 が 必 ず 感 想 を 発 表 す る ス タ イ ル で 揖 業 を 行 っ て き た の で 、
班 長 の 自 覚 が で き た の で は な い か と 思 う 。
-中 1 の は じ め な ど に と て も い い と 思 い ま す 。
-ゲ j レ ー プ ワ ー ク を と お し て 高 め ら れ て い る と 患 い ま す 0
. 無 口 な 生 徒 も 話 す 。
* 人 の 意 見 を 開 く 機 会 が 多 く あ り 、 他 人 を 理 解 し よ う と す る 意 識 が 高 ま っ て い る 。
. 男 女 の 協 力 す る 態 度 が 多 く み ら れ る よ う に 感 じ る 。
・ こ れ か ら も 継 続 し て や っ て し 、 く と 期 待 で き そ う で す 。
- 教 師 の モ デ リ ン グ を 参 考 に し な が ら 棺 手 に 対 し て 漉 切 な 言 葉 か け を
行 お う と す る 姿 勢 が み ら れ た 。
- 人 と 人 と の 関 わ り 方 が よ く 理 解 で き る よ う に な っ て い る 。
- 練 習 を す る 中 で 、 自 分 の 考 え を ま と め た り 、 発 表 が ス ム ー ズ に な っ た 。
4 い じ め に 関 す る こ と な し
5 不 登 校 に 関 す る こ と な し
6  進 蕗 指 導 に 関 す る こ と
7  学 級 内 の 人 間 関 係
8  学 校 生 活 適 応 に 関 し て
・ 窟 接 や 自 己 理 解 の 時 間 が 多 く あ り 、 進 籍 選 択 を 考 え る よ い 時 間 に な っ て い る 。
.3 年 生 の 内 容 が よ か っ た 。
・ 碕 接 と い う 重 接 的 な 応 用 に と て も 役 立 つ た 。
.i患 の 生 徒 の よ い 点 な ど が 分 か っ て 人 間 関 係 づ く り に は よ い 0
. 話 し か け る 友 だ ち が 増 え て き た 。
- お 互 い に 協 力 し た り 相 談 す る 場 面 が あ り 、 友 だ ち と の 関 係 は よ く な っ た よ う に 思 う 0
. 班 長 の 意 識 が 高 ま っ た 。
.1 年 生 の ス タ ー ト が よ か っ た 。
- 振 り 返 り 用 紙 の 記 入 を と お し て 、 文 叢 を 書 く 力 が 少 し つ い て き た よ う に 思 う 。
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( 4 )  I社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 全 般 の 課 題
自 由 記 述 に よ り 回 答 を 求 め た 結 果 、 12 人 分 の 意 見 を 得 た 。 記 述 内 容 を 以 下 に 示 す 。
① 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J に つ い て は 、 昨 年 度 、 今 年 度 と 自 分 の 学 級 を 担 当 し 10 時 間
程 度 実 施 し ま し た 。 ス キ ル 教 育 に 対 し て は 無 駄 と い う 患 い は 全 く な く 、 や る 意 義 は
あ っ た と 思 う 。 個 人 的 に は 、 特 活 の 学 級 活 動 の 中 で 、 I 年 間 で 1 0 時 間 程 度 ( 学 期 に
3 間 程 度 ) や れ ば 十 分 だ と 思 っ た
② 学 校 生 活 や 自 常 生 活 で の 基 本 的 な こ と ( 本 来 、 家 庭 や 自 然 に 身 に 付 い て い く べ き
項 ) を 授 業 の 中 で 教 え て し 1 か な け れ ば な ら な く な っ た 現 代 の 中 で 、 と て も 効 果 が あ
る と 思 う 。 で き れ ば 、 小 中 の 連 絡 を 緊 密 に し て 、 小 学 校 高 学 年 ( 5 ・ 6 年 生 ) か ら
始 め る と 中 学 生 に な っ て 、 今 以 上 の 効 果 が 表 れ る よ う な 気 が し ま す 。 子 ど も は 楽 し
み に し て い る が 、 ゲ ー ム 的 要 素 だ け を 好 む 傾 向 が あ る の で 、 担 任 と し て も 注 意 し な
が ら 、 道 徳 、 な ど と 関 連 付 け て い き た い
③ 学 級 担 任 と し て は 、 1 年 生 2 5 時 間 は 大 変 で 、 し た 。 担 当 者 は 、 継 続 し て や っ た 方 が い
い と 思 う が 、 負 担 が 多 く な る よ う に 感 じ た 。 個 人 的 に は 、 ス キ ル 教 育 を 本 校 の よ う
な 形 で 、 ゃ っ た 方 が い い と 思 う が 、 学 年 に よ っ て は 厳 し い 面 も あ っ た 。 昨 年 と 同 じ 学
年 を も う 一 度 担 当 し て 、 自 分 な り に 指 導 力 を 高 め た い と 思 っ た
④ ぜ ひ 、 担 任 を 入 れ て 行 し 、 た い の で す が 、 担 当 授 業 時 数 な ど の 面 で 難 し い で す ね
⑤ 学 習 の 効 果 は 、 す ぐ に は 出 な し 、 か も し れ な い が 、 1 年 生 は 1 学 期 に 学 ぶ こ と が 多 い
の で よ い よ う に 思 い ま し た
⑥ ス キ ル の 授 業 は “ や っ て み て も 、 お も し ろ く っ て よ し ¥ " と い う 子 ど も の 感 想 、 が 多 い
の で は 。 た だ し 、 本 当 に 役 立 つ 実 践 力 ま で は 求 め ら れ な い 気 が し ま す
⑦ 選 択 、 総 合 と
を 超 え て 多 く の 先 生 方 が 関 わ っ て い る の で ス キ ル を 別 枠 で 、 設 定 す
る の は 、 か な り 大 変 だ と 思 い ま す 。 総 合 の 時 間 の 中 に 組 み 入 れ て い た だ け れ ば い い
と 思 う の で す が
③ 総 合 の 発 表 の 時 期 を 考 え て 、 学 年 ご と に ス キ ノ レ の 時 期 を 設 定 し 、 で き れ ば ス キ ル の
時 間 に は 担 任 も 入 っ た 方 が よ い
⑨ 清 報 モ ラ ル 教 青 に 関 す る 内 容 も 扱 っ て ほ し い
⑬ ス キ ル の 時 数 を 減 ら し た 方 が よ い
⑪ 担 任 を 中 心 に 年 間 、 1 年 生 は 8 回 程 度 、 2 年 ・ 3
つ
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は 5 回 程 度 の 持 問 で よ い と 思
⑫ 本 来 な ら ば 家 庭 で き っ ち り と 教 育 す る こ と で は あ る が 、 裁 の 中 に も 非 常 に 無 礼
動 が 目 立 つ 現 在 、 他 人 が 礼 儀 を 教 え 、 し つ け を す る こ と に は 淋 し さ を 感 じ る 。 こ の
時 代 に お い て 、 ス キ ル 教 育 の 授 業 の 内 容 は 必 要 性 が 高 く 十 分 な 内 容 を 扱 っ て い る と
感 じ る 。 総 合 的 な 学 習 の 持 関 を 全 般 的 に 見 直 し 、 今 後 も 、 ぜ ひ 取 り 組 ん で い っ て ほ
し 1
以 上 、 教 師 か ら は 、 批 判 を 含 め た 様 々 な 意 見 が 出 さ れ た G 例 え ば 、 東 中 学 校 は 落 ち
い た 学 習 環 境 に あ る た め に f社 会 的 ス キ ル の 授 業 J は 必 要 な い と 考 え る 指 導 観 や 、 授 業
担 当 者 の 負 担 軽 減 等 、 束 中 学 校 の 教 師 の 本 音 が 書 か れ て い る 。
さ て 、 第 1 部 第 2 章 で 論 じ た よ う に 、 教 育 現 場 に お け る 生 徒 指 導 の 捉 え 方 は 多 義 的 で
あ る 。 そ れ ゆ え に 、 予 防 的 な 生 徒 指 導 、 開 発 促 進 的 な 生 徒 指 導 を 意 図 的 計 画 的 に 推 進 し
て い く た め に は 、 学 校 全 体 と し て 取 り 組 ま な い 限 り 、 学 級 や 学 年 任 せ と な っ て し ま う の
が 現 状 で あ る 。 こ の J意 味 に お い て 先 の 12 名 分 の 教 師 の 意 見 に は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力
を 養 成 す る 積 極 的 生 徒 指 導 を 全 校 体 制 で 推 進 し て い く た め に は 、 教 育 課 程 に 位 置 付 け ら
れ た プ ロ グ ラ ム が 必 要 で あ る こ と が 示 さ れ て い る と 考 え る 。
と こ ろ で 、 本 実 践 は 、 教 育 課 程 に 位 置 付 け ら れ た 、 待 問 害 IJ の 授 業 と し て 行 わ れ て い る む
こ の 意 味 は 極 め て 大 き い 。 何 故 な ら ば 、 全 体 計 画 や 年 間 指 導 計 画 、 毎 時 間 の ね ら い を 明
確 に 示 し 、 評 価 を 伴 い な が ら 着 実 に 実 施 で き る 枠 組 み が 保 証 さ れ る か ら で あ る O こ の 点
に 、 本 実 践 の 最 も 重 要 な 意 義 が あ る 。 つ ま り 、 授 業 と し て 時 間 割 に 組 み 込 む こ と で 、 教
師 か ら の 反 対 意 見 が 出 て も 、 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 機 会
が 保 証 で き る の で あ る O 本 実 践 は 、 ま だ 完 全 な カ リ キ ュ ラ ム で は な い の で 、 教 師 か ら の
批 判 を 大 切 に し て 、 毎 年 度 、 授 業 に つ い て 見 直 し ゃ 検 証 を し て い く こ と が 不 可 欠 で 、 あ る 。
束 中 学 校 の 教 師 の 記 述 か ら は 、 本 実 践 に つ い て 授 業 の 詳 細 に つ い て は 検 討 す る 必 要 が
あ る が 、 大 き な 方 向 性 と し て は 支 持 さ れ て い る と 考 え て よ い 。
こ れ か ら の 生 徒 指 導 は 、 学 級 担 任 が 担 当 す る 学 級 の 子 ど も だ け の 指 導 に 当 た る だ け で
は な く 、 全 校 体 制 で 積 極 的 な 生 徒 指 導 を 組 織 的 計 画 的 に 推 進 し て い く こ と が 求 め ら れ て
い る 。 本 実 践 で は 、 教 育 相 談 ( 学 校 カ ウ セ リ ン グ ) の 研 修 を 積 ん だ 教 師 が 、 そ の 職 能 を
生 か し た 積 極 的 生 徒 指 導 と し て の 授 業 で 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 を 行 い 概 ね 肯 定 的 な
評 価 を 得 る こ と が で き た 。 こ の 意 義 は 大 き い 。
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第 3 節 東 中 学 校 で 実 施 さ れ て い た 既 存 の 質 問 紙 調 査 結 果 か ら の 評 価 と 考 察
子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j は 、 本 章 第 1 節 な ら び
に 第 2 節 に お い て 検 証 し た 結 果 、 そ の 効 果 と 有 用 性 に つ い て 信 頼 性 と 妥 当 性 の あ る こ と が
示 さ れ た 。 し か し 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 効 果 は 、 学 校 教 育 全 体 の 中 の 一 部 分 に す ぎ な
い 。 こ の 点 を ふ ま え て 、 本 節 で は 、 東 中 学 校 で 実 施 さ れ た 「 学 校 生 活 ア ン ケ ー ト 」 、 「 人 権
意 識 ア ン ケ ー ト J 、 「 教 育 に 関 す る 3 つ の 達 成 目 標 J の 結 果 を 分 析 お よ び 考 察 し て い く こ と
で 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の 効 果 と 有 用 性 に つ い て 検 証 し て し 1 く O
1  . 学 校 生 活 に 関 す る ア ン ケ ー ト
束 中 学 校 で は 、 2 0 0 2 ( 平 成 14) 年 度 よ り 生 徒 会 活 動 の 一 環 と し て 、 生 活 委 員 会 が 毎 学 期 、
学 級 毎 に 「 学 校 生 活 に 関 す る ア ン ケ ー ト J を 行 い 、 生 活 委 員 の 手 に よ り 集 計 さ れ 、 生 徒 会
集 会 の 場 に お い て 、 集 計 結 果 の 報 告 と 学 校 生 活 向 上 の た め の 呼 び か け が 行 わ れ て い た 。 こ
こ で は 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 効 果 を 検 証 す る 資 料 と す る た め に 、 2 0 0 4 ( 平 成 16 年 )
度 " " 2 0 0 7 ( 平 成 19) 年 度 の 結 果 を 、 表 ll-4・ 4 に 示 し た 。 な お 、 実 施 し た が 集 計 が 遅 れ た
年 は 空 欄 と な っ て い る む
生 活 ア ン ケ ー ト の 項 目 は 、 規 律 に 関 す る 質 問 内 容 ( 登 校 時 間 、 身 だ し な み 、 チ ャ イ ム
席 、 授 業 態 度 、 足 下 、 不 要 物 の 有 無 、 他 教 室 へ の 出 入 り 、 清 掃 活 動 、 短 学 活 へ の 参 加 態 度 )
が 多 い が 、 番 号 3 I朝 の あ い さ つ で 、 元 気 よ く あ い さ つ を し て い る j や 、 番 号 7 I授 業 で 積
極 的 に 発 表 し よ う と し て い る J 、 番 号 11 I係 ・ 委 員 会 活 動 等 を 黄 任 を も っ て 行 っ て い る 」
は 、 他 者 と の 関 わ り と い う 視 点 か ら み る と 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J と も 関 連 し て く る 内 容
が あ る 。 学 年 の 発 達 段 階 に よ り 、 回 答 に 際 し て の 意 識 が 異 な る た め に 、 「 は し リ と 答 え る
ど も の 割 合 は 、 漸 減 傾 向 と な っ て い る 。 「 は し リ と 答 え る 子 ど も の 漸 減 傾 向 の 理 由 は 、 3 年
生 は 向 じ 質 問 項 詰 で あ っ て も 、 で き て い る と 判 断 す る 基 準 が よ り 高 く な っ て い く た め で あ
る し 、 ま た 、 部 活 動 引 退 後 に 朝 の 練 習 が な く な り 、 受 験 勉 強 の た め に 慢 性 の 睡 眠 不 足 に な
る 子 ど も が 多 く な る こ と も 影 響 し て い る 。 こ の 点 を ふ ま え て 経 年 結 果 の 動 向 を 見 て い く と 、
大 部 分 の 項 目 で 結 果 が 向 上 し て い る 。 特 に 、 2 年 生 で は 、 番 号 ;-4 ・ 5 .  6 ・ 8 ・ 13 、 3 年
生 で は 、 番 号 3 ・ 5 ・ 8 ・ 9 ・ 12 ・ 13 ・ 14 の 項 目 の 上 昇 が 顕 著 で あ る 。
学 校 生 活 の 基 盤 と な る の は 、 な ん と い っ て も 学 級 を 単 位 と し た 集 団 で あ る 。 そ の 学 級 生
活 に お い て 様 々 な マ ナ ー や 規 律 が 向 上 す る こ と は 、 子 ど も の 社 会 性 や 道 徳 性 が 高 ま る こ と
で あ る 。 そ れ ゆ え に 、 学 校 教 育 で は 、 学 級 集 団 の 安 定 を 図 る こ と が 重 要 で あ り 、 安 定 の
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表 r-4・ 4 学 校 生 活 に 関 す る ア ン ケ ー ト 経 年 比 較
番 号 質 問 項 目
入 学 年 度
2 0 0 4 (平 成 16 )年 度 2 0 0 5 (平 成 17 ) 年 度
2 0 0 6 (平 成 18 )年 度 2 0 0 7 (平 成 19 )年 度
5 日
1 0 日
? 臼
自 国
11 日
九 日
5 貝
1 周
3 同
6 .El 
1 貝
平 成 1 9 年
9 6 .9  
9 4 .6  
重平 量成 呈Z豆5笠隻主年
9 7 .1  
9 9 .0  96.0 
9 5 .1  9 3 .0  
8 :  1 0 (登 校 時 間 ) 前 に
9 4 .0  9 4 .0  
9 7 .0  
9 1. 1  
9 0 .7  9 2 .1  8 0 .0  
正 門 を 通 過 し て い る 。
1 0 0 .0  100.0 
9 4 .8  97.0 9 6 .7  9 0 .4 9 3 .9 
8 2 .8  
平 成 1
94.9 9 1. 1  
83.5 86.2 
6 4 .4 
6 9 .0  
平 成 1 4 年
7 7 .5  6 2 .4  
6 2 .4 
平 成 1 9 年
9 8 .4 9 6 .2  
平 成 1 8 年
97.1 9 4 .1  
89.0 9 0 .3 8 8 .0  
2  
き ち ん と し た 服 装 で
平 成 1 7 年 99.0 9 3 .0 
9 7 .0  
92.0 9 1.7 
9 0 .1  91 .4 
登 校 し て い る 。 平 成 1 6 年 9 8 .2  9 6 .2  9 3 .0  8 5 .0  
97.5 9 4 .8 9 7 .4 91 .4 
平 成 1 5 年 8 5 .9 88.9 8 9 .0  
9 3 .7  91.0 
80.0 
平 成 1 4 年
8 5 .4 
8 7 .2  8 7 .2  
平 成 1 9 年
6 5 .4 58.5 
朝 の あ い さ つ で
平 成 1 8 年
7 5 .7  
6 4 .4  81. 0  7 8 .6  6 6 .0  
3  
元 気 よ く
平 成 1 7 年 8 2 .0  6 8 .0  68.0 6 5 .2 67.6 6 3 .4 68.6 
平 成 1 6 年 88.1 6 5 .5  6 9 .6  7 6 .0  8 9 .2  8 4 . 3  8 3 . 5  8 0 . 2  
あ い さ つ を し て い る 。
平 成 1 5 年 6 8 .7  5 9 .0  
6 1.3 
7 1. 3  9 2 .0  9 2 .0  
平 成 1 4 年
6 9 .4 59.8 5 9 .8  
平 成 1 9 年
8 1. 4  
8 2 .3  
主平 盛成 3、1 主工昼S 主笠年
89.3 8 2 .2  8 1. 0  90.3 9 1. 0  
4  
朝 読 書 に 集 中 し て
5 9 . 0  5 6 .0  9 0 .0  
8 6 .6  8 8 . 9  8 3 .2  8 0 .0  
取 り 組 ん で い る 。 9 7 .4 8 1. 8  
7 3 .0  
82.0 8 3 .3  8 3 .5  87.0 8 2 .8  
平 成 1 8 0 .0  7 0 .0  68.1 7 0 .2  60.0 
67.0 
平 成 1 4 年
7 8 .6  6 2 .1  6 2 .1  
平 成 1 9 年
9 7 .7  9 4 .6  
平 成 1 8 年 92.2 9 8 .0  
1 0 0 .0  97.1 
9 2 .0  
5  
f受 業 の チ ャ イ ム 浴 席 を
平 成 1 7 年 9 3 .0  9 4 .0  9 7 . 0  9 1.1 9 9 .1  93.1 9 5 .2  
意 識 し て い る 。
平 成 1 6 年 9 4 .7  
9 9 .0  
9 7 .4 9 4 .0  1 0 0 . 0  
9 8 . 3  
9 9 .1  9 6 .6  
平 成 1 5 年 93.9 8 9 .5  
8 7 .2  
9 8 .9  
9 7 .0  9 7 .0  
平 成 1 4 年
9 5 .0  8 6 .1  
86. 1  
平 成 1 9 年
89.9 
83.1 
平 成 1 8 年
8 2 .5  8 0 .2  81.0 8 7 .4 85.0 
6  
綬 業 に 集 中 し て
平 成 ! 2 主5主年
8 4 .0  8 5 .0  9 3 .0  
8 6 .6  
8 6 .1  8 9 .1 94.3 
臨 ん で い る 。 成 1 8 6 .1  
7 8 .0 77 .4 
8 6 .0  9 5 .0  93.0 
94.8 
8 2 .8 
平 成 1
7 4 .7  
8 0.2 
76.9 
86.2 9 8 .0  82.0 
平 成 1 4 年
8 9 .0  
8 7 .1  8 7 .1  
I平平成成 1 98 年
5 2 .7  
4 7 .7  
6 3 .1 
61.4 
57.0 69.9 66.0 
7  
綬 業 で 積 極 的 に
平 成 1 7 年 72.0 6 9 .0  72 .0  56.3 
5 8 .3  6 5 .3  
77. 1  
発 表 し よ う と し て い る 。 平 成 1 6 年
7 7 .6 69.7 7 9 .1  
7 3 .0  
7 5. 0  7 8 .3 7 3 .0  
6 9 .8 
平 成 1 5 年
49.5 4 2 .7  4 2 .7  5 1. 0  4 0 .0  54.0 
平 成 1 4 年
5 0 .8 
4 1. 7  4 1. 7  
平 成 1 9 年
9 3 .0  
96.2 
割 以 上 履 き ) の
平 成 1 8 年
6 8 .0  
86.1 
95.0 9 2 .2  
9 4 .0  
8  
か か と を つ ぶ さ ず に
主平 且成 J1 Z主5主年
8 9 .0  9 4 .0  
9 2 . 0  9 2 . 9  
9 5 . 4  9 2 .1  
9 9 .0  
は い て い る 。
9 3 .9  
8 3 .6  8 8 .7  8 8 . 0  9 7 . 5  
9 4 . 8  
9 5 . 7  9 4 . 8  
8 0 .8  7 8 .1  
8 7 .1  8 1. 1  
9 9 . 0  
8 7 .0 
平 成 1 4 年
8 6 .0  8 9 .6  8 9 .6  
平 成 1 空昼Z6空笠毎
97.7 9 3 .8  
9 2 .2  9 5 .0  9 4 .0  90.3 9 1. 0  
9  
学 校 に 不 要 物 を
平 成 1
9 3 .0  9 2 .0  9 4 .0  89.3 87.0 8 7 .1  9 0 .5 
持 っ て き て い な い 。 平 成 1
9 7 .4 9 4 .5  
8 5 .2  
8 9 . 0  9 6 .7  9 7 .4 9 7 .4  9 5 . 7  
平 成 1 5 年 8 8 .9  8 6 .6  91.2 8 5 .3  
9 1. 0  91 .0  
平 成 1 4 年
8 1.7 
8 4 .5  8 4 .5  
平 成 1 9 年
55.0 5 3 .8  
平 成 1 8 年 92.2 
90.1 
95.0 8 0 .6 
81 .0  
10 
他 の 教 室 に
平 成 1 7 年 9 3 .0  
7 9 .0  79.0 71 .4 7 7 .8  71.3 78 .1  
勝 手 に 入 っ て い な い 。 平 成 1 6 年 9 4 .8 
9 6 .3  
93.0 88.0 9 5 .0  
94.8 
83.5 
8 6 .2  
平 成 1 5 年
8 6 .9  
7 6 .3  7 7 .8  6 9 .5 7 5 .0  7 7 .0  
平 成 1 4 年
4 7 .9  4 3 .2  4 3 .2  
平 成 1 9 年
8 4 .0  9 1. 5  
係 ・ 委 員 会 活 動 等 を
主平平盛成球団豆Z5主~ 
84.5 86.1 9 7 .0  9 6 .1  9 3 .0  
1  
責 任 を も っ て
93.0 85.0 8 5 .0  9 2 .0  92.6 
94.1 9 4 .3  
行 っ て い る 。
92.3 
8 4 .7  8 4 .2 94.0 
9 5 .0  
9 4 .8  
9 3 .9  
9 4 .0  
平 成 1 9 3 .9 
88.7 
89.0 90.5 9 2 .0  8 1. 0  
平 成 1 4 年
90.0 
7 8 .6  7 8 .6  
平 成 1空室Z5 空生皇年
96.1 
97.7 
平 成 1 95.1 9 3. 1  96.0 
8 5 .4 
8 8 .0  
12 
き ち ん と し た 服 装 で
平 成 1 9 3 .0  9 0 .0  9 3 .0  8 3 .0 
8 9 .8 8 3 .2  
9 0 .5 
学 校 生 活 を 送 っ て い る 。 平 成 1
9 8 .3  
9 2 .7  9 0 .4 8 2 .0  9 2 . 5  9 2 . 2  8 9 .6  91. 4  
平 成 1 8 0 .0  81.3 89.0 78.9 89. 0  72. 0  
平 成 1 4 年
7 9 .8 
81. 0  
8 1. 0  
平 成 1 98 年
83.7 
6 7 .4 
清 掃 の 時 間 に
平 成 1
7 8 .6  
8 3 .2  8 1. 0  
7 6 .7  80.0 
13 一 生 懸 命 に
平 成 1 7 年 7 9 .0  7 2 .0  7 9 .0  8 3 .9  8 3 . 3  8 1. 9  
清 掃 し て い る 。
平 成 1 6 年
9 0 .4 6 8 .5 
78.1 7 5 .0  91. 7  
8 9 .6  91. 3  8 6 .2  
平 成 1 5 年 6 9 .3  
71.7 7 5 .0  7 4 .7  79.0 7 9 .0  
平 成 1 4 年
8 7 .5  7 8 .0  78.0 
平 成 1 9 年
6 9 .8  
6 6 .9  
朝 ・帰 り の 会 に
主平主平血盛白成書 呈Z笠5主笠年
6 6 .0  7 2 .3  
7 5 .0  7 9 .6 76 .0  
14 集 中 し て
77 .0  6 7 .0  7 4 .0  7 3 .2  7 8 .7  73.3 7 8 .1  
臨 ん で い る 。
8 3 .3  6 2 .6  6 9 .9  
6 7 .0  8 6 .7  8 4 . 3  
9 1. 3  8 3 . 6  
64.8 66.0 78.5 7 2 .6  
76 .0  
85.0 
平 成 1 4 年
65.2 
61 .2 61.2 
生 活 ア ン ケ ー ト 集 計 結 果 ※ 数 値 は 、 「 は し 、 J と 回 答 し た 生 徒 の 割 合 ( % ) を 表 し て い る 。
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台 ( k e y stone) は A 人 ひ と り の 子 ど も で あ る 。 表 IT -4-4 に は 、 本 実 践 を 通 し て 学 校 全 体 と
し て の 社 会 性 が 向 上 し た こ と が 示 さ れ て い る 。
2 . 人 権 意 識 に 関 す る ア ン ケ ー ト
東 中 学 校 で は 、 2 0 0 2 ( 平 成 14) 年 度 よ り 人 権 意 識 に 関 す る ア ン ケ ー ト を 実 施 し て い る 。
本 ア ン ケ ー ト 結 果 ( 表 立 4剛 5) に は 、 「 し 1 じ め 」 の 実 態 が 表 れ る こ と か ら 生 徒 指 導 上 、 い じ
め を 認 知 す る た め に 重 視 さ れ て お り 、 担 任 に よ り 実 施 さ れ て い る O こ こ で は 、 他 者 と の 関
わ り 方 、 子 ど も の 基 本 的 な 人 間 関 係 を 育 む こ と が 、 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 の 予 防 に 効 果 的 で
あ る こ と を 検 証 す る た め に 、 人 権 意 識 に 関 す る ア ン ケ ー ト の 結 果 に つ い て の 分 析 お よ び 考
察 を 行 う 。
本 ア ン ケ ー ト は 、 毎 年 、 5 丹 に 実 施 さ れ て い る も の で あ る 。 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j は 2 0 0 6
( 平 成 18) 年 度 に は 全 学 年 で 7 月 か ら 1 2 月 の 関 に 実 施 さ れ 、 2 0 0 7 ( 平 成 19) 年 度 で は
1 年 生 の み 4 月 か ら 1 2 月 ま で の 2 5 時 間 を 、 2
れ た o
3 年 生 は 前 年 度 同 様 の 1 5 時 間 が 実 施 さ
f社 会 的 ス キ ル の 授 業 j が 実 施 さ れ て い な い 2 0 0 5 ( 平 成 17) 年 度 の 結 果 と 比 較 す る と 、
1 年 生 の 結 果 は 入 学 問 も な い こ と も あ り 、 中 学 校 に お け る 教 育 の 結 果 が 必 ず し も 反 映 さ れ
て い る と は い え な い 側 面 が あ る 。 し か し な が ら 、 翌 年 に は 進 級 す る の で 、 2 0 0 6 年 度 の 2 年
生 お よ び 3 年 生 の 結 果 に は 、 束 中 学 校 の 生 徒 指 導 の 結 果 が 反 映 さ れ て い る と 考 え て よ い 口
こ の よ う に 考 え る と 、 学 年 進 行 に よ る 得 点 の 変 化 を 経 年 比 較 し て い く 方 法 が あ る 。 具 体 的
に は 、 表 IT-4-5 の 質 問 4 rあ な た に は い や な よ び 名 が あ り ま す か J を 例 に 挙 げ て み る と 、
2 0 0 5 年 度 5 月 の 1 年 生 は 2 7 名 (24.77 0/0) で あ っ た が 、 2 0 0 6 年 度 に 進 級 し て 2 年 生 5 月
に な る と 1 5 名 ( 1 3 . 3 9 % ) 、 2 月 に は 8 名 ( 7 . 1 4 % ) 、 2 0 0 7 年 度 3 年 生 5 月 に は 8 名 ( 7 . 1 4 % )
で あ る 。 こ の よ う に 、 個 々 の 学 年 を 見 て い く 方 法 も あ る が 、 本 項 で は 学 年 合 計 の 値 に 注 目
し て 分 析 す る 。
ア ン ケ ー ト の 質 問 項 目 数 は 9 つ で あ る O 質 問 6 rあ な た は 友 達 と 仲 良 く 勉 強 や 運 動 が で
き ま す か J は 、 他 の 項 目 と 反 転 し て い る た め に 、 回 答 者 数 の 割 合 が 多 い ほ ど 良 好 で あ る こ
と を 示 し て い る O こ の 項 目 に つ い て は 、 経 年 の 得 点 動 向 を 見 て も さ ほ ど 変 化 し て い る 様 子
は 見 ら れ な い 。 他 の 8 項 自 に つ い て は 、 全 て の 項 目 に つ い て 回 答 者 の 割 合 が 減 少 し て い る
こ と が 示 さ れ て い る 。
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表 TI-4・ 5 人 権 意 識 に 関 す る ア ン ケ ー ト 結 果 の 経 年 比 較
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※ 上 段 は 人 数 を 、 下 段 は 出 現 率 を 表 す 。
以 下 に 、 2 0 0 5 年 度 の 人 数 割 合 と 2 0 0 6 年 2 月 の 人 数 割 合 を 比 較 し て み る 。
質 問 1 で は 、 33 人 (10.00%) が 29 人 ( 8.63%) に 減
質 問 2 で は 、 29 人 ( 8.79%) が 17 人 ( 5.06%) に 減
質 問 3 で は 、 33 人 (10.00%) が 16 人 ( 4.76%) に 減
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質 問 4 で は 、 58 人 (17.58%) が 27 人 ( 8.04%) に 減
質 問 5 で は 、 54 人 (16.36%) が 26 人 ( 7.74%) に 減
質 問 7 で は 、 97 人 (29.39%) が 52 人 ( 1 5.4 8 % ) に 減
質 問 8 で は 、 39 人 (1 1. 8 2 % ) が 2 5 人 ( 7.4 4 % ) に 減
質 問 9 で は 、 39 人 (1 1. 8 2 % ) が 20 人 ( 5.95%) に 減
以 上 、 「 人 権 意 識 に 関 す る ア ン ケ ー ト 結 果 」 を 増 減 に よ り 経 年 比 較 す る と 、 子 ど も の 川 、
じ め 」 に 関 し て は 、 減 少 し て い る こ と が 示 さ れ て い る 。 本 結 果 で は 、 残 念 な が ら O と は な
っ て い な い 。 こ れ は 、 子 ど も 側 か ら 生 徒 指 導 上 の 問 題 ( 子 ど も の 開 に “ い じ め " が あ る と
し づ 事 実 ) と い う メ ッ セ … ジ を 教 師 側 に 示 す も の で あ る 。
教 師 は 、 「 人 権 意 識 に 関 す る ア ン ケ ー ト J の 結 果 を 通 し て 、 子 ど も の 間 に % 、 じ め " が あ
る と 認 知 し で も 、 そ こ か ら 対 症 療 法 的 な 指 導 を す る だ け で は 、 根 本 的 な 解 決 に は な ら な い 。
い じ め 問 題 に は 、 即 効 性 の あ る 効 果 的 な 指 導 が な い た め に 、 現 在 に お い て も 憂 慮 す べ き 深
刻 な 状 況 が 改 善 さ れ て い な い の で あ る 。 こ の 意 味 に お い て は 本 研 究 で 実 践 し た 「 社 会 的 ス
キ ル の 授 業 」 は 、 い じ め 問 題 へ の 対 症 療 法 的 な 効 果 を 期 待 す る こ と は で き な い 。 こ の 点 に
つ い て 問 中 (2007 年 ) 14) は 、 次 の よ う に 社 会 的 ス キ ル の 学 習 の 版 界 を 指 摘 し て い る 。
「 機 会 が な け れ ば 発 揮 さ れ な い ス キ ル や 、 遠 い 将 来 の 準 備 的 な ス キ ル も あ り 、 ス キ ル を
し て も 選 択 肢 を 準 備 し た に 過 ぎ な い 。 潜 在 能 力 を 高 め て も 、 行 動 の 出 現 頻 度 や 問
題 解 決 の 度 合 い に 結 び 、 つ か な い こ と も あ ろ う 」
こ の 指 摘 は 、 人 権 意 識 ア ン ケ ー ト に 示 さ れ た 値 が 減 少 傾 向 に あ る が 、 O で は な い 点 に つ
い て 示 唆 的 で あ る 。
し か し な が ら 、 予 防 的 な 効 果 を 期 待 す る こ と は で き る 。 例 え ば 、 近 年 注 目 さ れ て い る 旬 、
じ め 紡 止 プ ロ グ ラ ム J 15) で は 、 子 ど も の ラ イ ブ ス キ ル の 向 上 を 図 ろ う と し て い る 。 こ の 川 、
じ め 防 止 」 の ラ イ ブ ス キ ル は 、 自 分 が 図 っ て い る こ と を 伝 え る 社 会 的 ス キ ル と 類 似 す る ス
キ ル で 、 あ る 。 本 研 究 で 開 発 し た カ リ キ ュ ラ ム で は 、 子 ど も の 人 間 関 係 を 促 進 す る と と も に 、
「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 で 学 ん だ こ と を 、 日 常 の 学 校 生 活 で 使 う と よ い こ と が あ る 、 ま た
は 、 役 に 立 ち そ う だ と い う 見 通 し を 子 ど も に 持 た せ る よ う に 留 意 し な が ら 授 業 を 行 っ て い
る。 i社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の カ リ キ ュ ラ ム は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 カ を 養 成 す る た め に 、
生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 の 予 紡 的 機 能 は 期 待 で き る が 、 す で に 起 こ っ て し ま っ て い る 問 題 に 対
し て 直 接 的 な 解 決 方 法 に は な ら な い 。 こ の 積 極 的 生 徒 指 導 の 予 防 的 機 能 が 、 人 権 意 識 ア ン
- 175 ・
ケ ー ト の 結 果 に あ る 程 度 の 影 響 を 与 え て い る も の と 思 わ れ る 。 そ れ は 、 本 章 第 1 節 で 示 し
た 束 中 学 校 の 教 師 の 観 察 や 保 護 者 か ら の 意 見 や 感 想 、 に は 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 が “ い じ
め 問 題 " の 改 善 に 効 果 を 与 え て い る こ と が 示 さ れ て い る q 例 え ば 、 「 ス キ ル 教 育 の 授 業 j を
導 入 し て か ら は 、
・ い じ め 問 題 の 発 生 件 数 が 全 て の 学 年 で 激 減 し て い る
- 部 活 動 内 で の 人 間 関 係 に 起 因 す る ト ラ ブ ル が 減 少 し た
- 日 常 の 学 級 生 活 を 観 察 し て い る と 気 に な る 生 徒 が 少 な く な っ た
. 保 護 者 か ら の い じ め に 関 す る 相 談 が 激 減 し た
- 保 護 者 か ら 子 ど も た ち の 人 間 関 係 、 が 全 体 的 に 良 く な っ て き た と 評 価 さ れ た
. 校 内 の 小 さ な 器 物 破 損 や 掲 示 物 へ の 悪 戯 が 減 少 し た
以 上 、 挙 げ た よ う に 、 子 ど も に 関 わ る 教 師 や 保 護 者 か ら は 川 、 じ め 問 題 " が 改 善 さ れ て
し1 る と 評 価 さ れ て い る 。 こ の 意 味 に お い て 、 「 社 会 的 ス キ ノ レ の 授 業 」 カ リ キ ュ ラ ム は 、 人 権
意 識 向 上 に も 有 用 で あ る と 考 え ら れ る 。
3 . 教 育 に 関 す る 3 つ の 達 成 呂 標 に お け る 「 規 律 あ る 態 度 j の 脊 成
埼 玉 県 の す べ て の 小 中 学 校 で 、 は 、 2 0 0 5 ( 平 成 17) 4 月 か ら 「 生 き る 力 J を 育 む 教 育 を 推
進 す る た め の 具 体 的 な 取 組 と し て 、 「 学 力 J 、 f規 律 あ る 態 度 J 、 「 体 力 J の 3 分 野 に つ い て 示
さ れ た 内 容 に 関 す る 教 育 活 動 の 実 施 と 、 そ の 成 果 を 検 証 す べ く 悉 皆 調 査 が 行 わ れ て い る 。
束 中 学 校 で は 、 教 育 に 関 す る 3 つ の 達 成 目 標 に お け る 「 規 律 あ る 態 度 J の 育 成 に お け る
要 の 時 間 と し て 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 効 果 が 期 待 さ れ て い た 。 こ の f教 育 に 関 す る 3
つ の 達 成 目 標 J の 取 組 に 関 す る 検 証 に は 、 埼 玉 県 教 育 委 員 会 が 作 成 し た 学 力 検 査 と 質 問 紙
調 査 が 悉 皆 調 査 と な っ て お り 、 定 め ら れ た 期 間 ( 3 学 期 ) に 所 定 の 手 続 き を 経 て 実 施 さ れ
る O 質 問 紙 調 査 で は 、 そ れ ぞ れ の 質 問 項 目 に 対 し て 、 ど の 程 度 を 達 成 し て い る と 感 じ て い
る か に つ い て 、 子 ど も お よ び 保 護 者 に は 、 A ( で き る ) 、 B ( だ い た い で き る ) 、 c ( あ ま り
で き な し 、 ) 、 D ( で き な し サ の 4 段 階 で 回 答 を 求 め て い る 。 教 師 は 、 担 任 だ け が 調 査 対 象 と
な っ て お り 、 学 級 の 子 ど も の 様 子 を 観 察 し て の 回 答 と な っ て い る 。
こ こ で は 「 規 律 あ る 態 度 J に つ い て 、 子 ど も を 調 査 対 象 と し た 集 計 結 果 を 表 立 4 幽 6 に 示
し た 。 表 の 集 計 値 は 、 A ( で き る ) と B ( だ い た い で き る ) を 合 計 し た 達 成 率 ( % ) を 表 し
て い る 。 次 に 、 こ の 「 規 律 あ る 態 度 」 達 成 状 況 と 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 と の 関 連 に つ い
て 考 察 す る 。
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表 耳 -4・ 6 r規 律 あ る 態 度 J ( 子 ど も 回 答 分 ) の 経 年 比 較 ※ 数 値 は %
番 号 質 隠
1 雪 量 下 校 時 刻 を 守 る こ と が で き て い ま す か 。
2 授 業 や 活 動 の 始 ま る 待 費 jを 守 る こ と が で き て い ま す か 。
3 脱 い だ 緩 き 物 の か か と を そ ろ え る こ と が で き て い ま す か 。
4 机 や ロ ッ カ ー の 中 の 繁 耳 聖 書 聖 頓 を し た り 、 協 力 し て 教 室 の 整 理 整 頓 を し た り す る こ と が で き て い ま す か 。
5 持 と 場 に 応 じ た 気 持 ち ょ い あ い さ つ を す る こ と が で き て い ま す か 。
6 持 と 場 に 応 じ た 気 持 ち ょ い 遂 事 を す る こ と が で き て い ま す か 。
7 持 と 場 に 応 じ て 、 心 を 込 め た て い ね い な 霊 薬 づ か い が で き て い ま す か 。
8 格 手 の 気 持 ち や そ の 場 の 状 況 を 考 え 、 や さ し い 言 葉 づ か い が で き て い ま す か 。
9 学 習 の 準 織 を 整 え 、 授 業 に の ぞ む こ と が で き て い ま す か 。
1 0 先 生 の 話 や 友 達 の 発 表 を し っ か り 聞 き 、 発 表 す る こ と が で き て い ま す か 。
11 人 の 集 ま る と こ ろ で は 静 か に し 、 集 団 の 場 ! こ ふ さ わ し い 態 度 を と る こ と が で き て い ま す か 。
12 進 ん で 織 徐 や 美 化 活 動 に 取 り 絡 み 、 学 校 を き れ い に す る こ と が で き て い ま す か 。
平 成 17 年 度 平 成 18 年 度 平 成 19 年 度
1  ~革 2年 3年 1 年 2年 3年 1 年 2年 3年
95.33 95.83 9 1. 9 2  94.06 89.81 93.28 94.70 94.74 93.00 
98.13 99.17 98.99 98.02 96.30 98.32 96.97 96.84 93.00 
85.98 94.17 96.97 91.09 90.74 94.96 93.18 93.68 9 1. 0 0  
8 1. 31 89.17 90.91 92.08 80.56 89.92 87.12 90.53 88.00 
87.85 93.33 93.94 90.10 8 7 0 4  94.96 88.64 77. 8 9  87.00 
85.98 90.83 94.95 9 1. 0 9  8 2 .4 1  95.80 8 4 0 9  8 1. 0 5  85.00 
85.98 94.17 94.95 84.16 87.96 94.12 88.64 83.16 89.00 
84.11 90.00 96.97 88.12 86.11 93.28 84.09 87.37 86.00 
87.85 95.00 95.96 95.05 9 4 .44  96.64 93.18 94.74 86.00 
7 9 .4 4  85.00 73.74 77. 2 3  73.15 9 1. 6 0  79.55 81.05 75.00 
8 1. 31 90.83 90.91 79.21 80.56 94.96 84.85 87.37 90.00 
73.83 85.83 72.73 76.24 75.93 94.12 81.06 82.11 77. 0 0  
表 IT -4-6 に 示 さ れ た 12 の 質 問 項 目 は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 に お け る 質 問 項 目 や 、
「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j で 子 ど も が 回 答 し た 「 身 に 付 け た と 思 う 資 質 能 力 J (表 IT-3・ 13 参
照 ) お よ び 「 生 活 ア ン ケ … ト J と も 重 な る 点 が 多 い D
「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J が 実 施 さ れ て い な い 2 0 0 5 ( 平 成 17) 年 度 と 、 「 社 会 的 ス キ ル の
授 業 J が 実 施 さ れ た 2 0 0 6 ( 平 成 18) 年 度 の 子 ど も の 回 答 者 数 の 割 合 の 変 化 に つ い て 、 「 規
律 あ る 態 度 j の 12 項 目 の A ( で き る ) と B ( だ い た い で き る ) を 合 計 し た 達 成 率 ( % ) に
つ い て 経 年 比 較 を す る 。
① 登 下 校 時 刻 を 守 る こ と が で き て い ま す か 。
2 年 生 95.33→ 89.81 、 3 年 生 95.83→ 93.28
② 授 業 や 活 動 の 始 ま る 時 刻 を 守 る こ と が で き て い ま す か 。
2 年 生 9 8 . 1 3 -→ 96.30 、 3 年 生 99.17→ 98.32
③ 脱 い だ 履 き 物 の か か と を そ ろ え る こ と が で き て い ま す か 。
2 年 生 85.98→ 90.74 (+)、 3
94.17-→ 94.96 ( + )  
③ 机 や ロ ッ カ ー の 中 の 整 理 整 頓 を し た り 、 協 力 し て 教 室 の 整 理 整 額 を し た り す る こ と が
で き て い ま す か 。
2 年 生 8 1. 3 1→ 80.56 、 3
89.17→ 89.92 ( + )  
⑤ 時 と 場 に 応 じ た 気 持 ち ょ い あ い さ つ を す る こ と が で き て い ま す か 。
2  
87.85→ 87.04，  3  
93.33→ 9 4 .46  ( + )  
⑥ 時 と 場 に 応 じ た 気 持 ち ょ い 返 事 を す る こ と が で き て い ま す か 。
2 年 生 85.98→ 8 2 .4 1、 3
90.83→ 95.80 ( 十 )
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⑦ 時 と 場 に 応 じ て 、 心 を 込 め た て い ね い な 言 葉 づ か い が で き て い ま す か 。
2 年 生 85.98→ 87.96 (+)、 3 年 生 94.17→ 94.12
③ 相 手 の 気 持 ち や そ の 場 の 状 況 を 考 え 、 や さ し い 言 葉 づ か い が で き て い ま す か 。
2 年 生 84.11→ 86.11 (+)、 3 年 生 90.00→ 93.28 ( 十 )
⑨ 学 習 の 準 備 を 整 え 、 授 業 に の ぞ む こ と が で き て い ま す か 。
2 年 生 87.85→ 9 4 .4 4 (+)、 3 年 生 95.00→ 96.64 ( + )  
⑬ 先 生 の 話 や 友 達 の 発 表 を し っ か り 路 き 、 発 表 す る こ と が で き て い ま す か 。
2 年 生 7 9 .4 4 → 73.15 、 3 年 生 85.00→ 9 1. 6 0 ( + )  
⑬ 人 の 集 ま る と こ ろ で は 静 か に し 、 集 団 の 場 に ふ さ わ し い 態 度 を と る こ と が で き て い ま
す か 。
2 年 生 8 1. 3 1 → 80.56 、 3 年 生 90.83→ 94.96 ( + )  
⑫ 進 ん で 掃 除 や 美 化 活 動 に 取 り 組 み 、 学 校 を き れ い に す る こ と が で き て い ま す か 。
2 年 生 73.83→ 75.93 (+)、 3 年 生 85.83-→ 94.12 ( + )  
以 上 、 各 項 目 に つ い て 肯 定 的 に 回 答 し た 子 ど も の 割 合 の 変 化 を 比 較 し て み た が 、 2 年 生
で は 5 項 目 、 3 年 生 で は 9 項 司 と 全 体 的 に は 良 好 な 状 況 で あ る こ と が 示 さ れ て い る 。 「 規 律
あ る 態 度 」 の 12 項 目 に お け る A ( で き る ) と B ( だ い た い で き る ) を 合 計 し た 達 成 率 ( % )
に は 、 大 き な 増 減 は 見 ら れ な か っ た が 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 と の 関 連 が 5齢 、 と 思 わ れ る
項 目 に つ い て 、 以 下 、 考 察 す る o
f時 と 場 に 応 じ た 気 持 ち ょ い あ い さ つ を す る こ と が で き て い ま す か J で は 、 ほ と ん ど 増
減 は み ら れ な か っ た 。 平 成 18 年 度 の 2 年 生 と 3 年 生 を 比 較 す る と 3 年 生 の 方 が 7 .4 2 % 高 か
っ た 。 同 じ よ う に 比 較 し て い く と 、 「 時 と 場 に 応 じ た 気 持 ち ょ い 返 事 を す る こ と が で き て い
ま す か J で は 、 2 年 生 が 3 . 5 7 %減、 3 年 生 は 4.97 増 、 学 年 の 差 は 1 3 . 3 9 % 0 r時 と 場 に 応 じ
て 、 心 を 込 め た て い ね い な 言 葉 づ か い が で き て い ま す か j で は 、 ほ と ん ど 増 減 は 見 ら れ ず 、
学 年 の 差 は 6.06 0/0
0
r相 手 の 気 持 ち や そ の 場 の 状 況 を 考 え 、 や さ し い 言 葉 づ か い が で き て い
ま す か 」 で は 、 2 年 生 が 2 . 0 0 % 増、 3 年 生 が 3 . 2 8 % 増 で あ り 、 学 年 の 差 は 7 . 1 7 % 0 r先 生 の
話 や 友 達 の 発 表 を し っ か り 聞 き 、 発 表 す る こ と が で き て い ま す か 」 で は 、 2 年 生 6 . 1 9 %減、
3 年 生 6 . 6 0 % 増 で 、 学 年 の 差 は 18 .4 5 % 0 人 の 集 ま る と こ ろ で は 静 か に し 、 集 団 の 場 に ふ
さ わ し い 態 度 を と る こ と が で き て い ま す か J で は 、 2 年 生 で は 変 化 無 く 、 3 年 生 が 4 . 1 3 %
増 、 学 年 の 差 は 14 .4 0 % 0 r進 ん で 掠 徐 や 美 化 活 動 に 取 り 組 み 、 学 校 を き れ い に す る こ と が
で き て い ま す か 」 で は 、 2 年 生 が 2 . 1 0 % 増、 3 年 生 が 8 . 2 9 % 増 、 学 年 の 差 は 1 8 . 1 9 % で あ る 。
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各 項 目 に つ い て 見 て い く と 、 大 部 分 の 項 目 で は 、 現 状 維 持 も し く は 増 加 し て い る こ と が
確 認 で き た 。 2 年 生 の 減 少 し た 項 目 は 、 生 徒 指 導 上 の 問 題 と し て 一 部 の 男 子 に 見 ら れ た 「 荒
れ j の 兆 候 が 、 学 級 の 雰 囲 気 全 体 に 任 定 的 影 響 を 与 え て い る と 推 察 で き る 。
こ れ ま で に 考 察 し て き た 様 々 な 調 査 結 果 を 鑑 み る と 、 「 規 律 あ る 態 度 の 育 成 j に 示 さ れ て
い た 結 果 は 、 2 年 お よ び 3 年 の 子 ど も の 状 況 を よ く 表 し て お り 、 他 の 結 果 の 整 合 性 を 確 認
す る う え で も 示 唆 さ れ る 。
3 年 生 は 、 子 ど も の 「 ス キ ル 教 育 の 授 業 」 評 価 が 高 く 肯 定 的 な 意 見 が 見 ら れ た ( 図 耳 -3・ 1
1 3 4 頁 参 照 ) 。 ま た 、 3 年 生 の 「 学 校 生 活 に 関 す る ア ン ケ ー ト 」 経 年 比 較 結 果 ( 表 I -4-4 、
172 貞 参 照 ) を 見 る と 子 ど も の 成 長 ( 育 ち ) が 促 進 さ れ て い る こ と を 確 認 で き る 。 ま ~ 、
校 規 律 に 関 わ る 項 目 で は 3 年 生 の 学 校 生 活 の 状 態 、 が 表 さ れ て い る 。 こ れ ら の 結 果 か ら 「 社
会 的 ス キ ル の 授 業 J の 効 果 を 示 す こ と が で き た と 思 わ れ る 。
他 方 、 2 年 生 は 、 3 年 生 と 比 較 す る と 諸 課 杢 の 各 項 目 に つ い て 全 体 的 に 数 値 が 低 く な っ
て い る が 、 こ れ は 、 学 年 の 実 態 や 1 年 分 の 成 長 ( 育 ち ) の 差 で あ る と 見 る こ と も で き る 。
全 体 的 に は 、 2 年 生 に お い て も 概 ね 肯 定 的 な 評 価 で あ る と い え よ う 。 と も す れ ば 、 f 中 だ る
み j の 2 年 生 と も 喰 え ら れ る 学 年 で あ る 。 そ れ ゆ え に 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 を 導 入 し た
こ と に よ り 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 が 養 成 さ れ る 場 と 時 聞 が 保 証 さ れ こ の こ と に よ り
年 の 慢 を 越 え て 学 校 全 体 で 、 の 積 極 的 生 徒 指 導 と し て の 授 業 を 具 現 化 し た 効 果 が 反 映 さ れ て
し 、 る の で あ る O
以 上 、 実 際 の 教 育 現 場 に お い て 2 年 開 に わ た る 縦 断 的 な 成 果 - に つ い て 、 教 科 学 習 の 試 験
得 点 と は 異 な る 生 徒 指 導 的 視 点 か ら 各 種 調 査 結 果 を エ ピ デ ン ス ベ ー ス で 示 し て 検 証 し た こ
と は 、 本 研 究 独 自 の 方 法 で あ り 、 積 極 的 生 徒 指 導 と し て の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム の 教 育 効 果 に
関 す る 多 面 的 評 価 を 通 し て 実 証 的 研 究 の 成 果 を 示 す こ と が で き た と 思 わ れ る 。
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1 ) 学 校 生 活 ア ン ケ … ト と は 、 束 中 学 校 の 生 徒 会 、 生 活 委 員 会 が 7 月、 12 月、 3 月 に 、 全 校
生 徒 を 対 象 と し て 継 続 実 施 し て い た 学 校 生 活 に 関 す る ア ン ケ ー ト で あ る 。 本 ア ン ケ ー ト
は 、 生 活 委 員 の 生 徒 が 学 級 J j IJ に 集 計 し て 、 生 徒 会 集 会 に お い て 各 学 年 の 傾 向 を 報 告 す る
と と も に 、 生 活 向 上 を 呼 び か け る 基 礎 資 料 と し て い た 。
2) 人 権 意 識 ア ン ケ ー ト と は 、 束 中 学 校 の 人 権 教 育 担 当 教 師 が 全 校 生 徒 を 対 象 に 、 毎 年 5 月
下 旬 に 実 施 す る 「 人 権 集 会 」 の 基 礎 資 料 と す る た め に 、 学 級 抱 任 に よ り 実 施 さ れ て い た
校 内 悉 皆 調 査 で あ る 。
3) 埼 玉 県 で は 、 「 生 き る 力 」 を は ぐ く む 教 育 を 一 層 推 進 す る た め の 取 組 と し て 、 小 ・ 中 学 校
の 子 ど も た ち を 対 象 に 、 「 学 力 J 、 「 規 律 あ る 態 度 J 、 「 体 力 j の 3 つ の 分 野 に つ い て 学 習 指
導 要 領 等 に 基 づ き 、 そ の 学 年 で 確 実 に 身 に 付 け さ せ た い 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 内 容 を 取 り ま
と め 、 「 教 育 に 関 す る 3 つ の 達 成 目 標 」 と し て 作 成 し て い る 。 2 0 0 5 ( 平 成 17) 年 4 月 か
ら は 、 県 内 全 て の 小 ・ 中 学 校 に お い て 、 教 育 に 関 す る 3 つ の 達 成 目 標 の 内 容 の 確 実 な 定
図 れ る よ う 、 埼 玉 県 市 町 村 教 育 委 員 会 連 合 会 、 埼 玉 県 公 立 小 学 校 校 長 会 、 埼 玉 県 中
学 校 長 会 、 埼 玉 県 P T A 連 合 会 と 連 携 し て 本 格 的 に 取 り 組 ん で い る 。
( 参 照 、 日 2 0 1 2 年 3 月 1 日 http://www.pref.saitama .l g.jp/page/906・ 20100114-141.html)
4) 子 ど も の 基 礎 的 人 関 力 尺 度 は 、 当 初 「 中 学 生 社 会 性 尺 度 J ( 改 訂 版 ) と 称 し て い た が 、 本
研 究 の た め に 再 分 析 し 、 新 た に 命 名 し た も の で あ る 。 当 初 の 尺 度 に 関 す る 詳 細 は 以 下 の
論 文 を 参 照 。
中 村 豊 「 児 童 生 徒 の 人 間 関 係 構 築 力 ・ 調 整 力 に 関 す る 調 査 研 究 j 日 本 特 別 活 動 学 会 『 日
本 特 別 活 動 学 会 紀 要 第 14 号 』 平 成 18 年、 46-56 頁。
中 村 豊 「 中 学 生 の 対 人 関 係 や 社 会 性 を 高 め る ス キ ル 教 育 の カ リ キ ュ ラ ム に 関 す る 実 践
的 研 究 j 日 本 学 校 教 育 相 談 学 会 『 学 校 教 育 相 談 研 究 第 18 号 』 平 成 2 0 年、 14・ 2 3
5) 例 え ば 、 束 中 学 校 2 学 期 終 業 式 で 発 表 さ れ た 生 徒 作 文 に は 、 2 学 期 の 学 校 行 事 に つ い て
生 徒 側 の 視 点 か ら の 感 想 、 が よ く 表 さ れ て い る 。
「 こ の 1 年 間 は 、 あ っ と い う 開 に 過 ぎ 去 っ て し ま っ た よ う に 感 じ ま す 。
大 き な 行 事 の 始 ま り は 運 動 会 で し た 。 今 年 は 去 年 と は 違 い 出 体 戦 が な く な り 、 新 し い
競 技 が 増 え ま し た 。 ど の ク ラ ス も 作 戦 を 練 り 、 練 習 を 積 み 重 ね て い た の で 、 白 熱 し た 戦
い に な り ま し た 。 結 果 的 に は O 組 が 優 勝 し た け ど 学 年 の 一 人 一 人 が 全 力 で 取 り 組 み 、 ク
ラ ス の 団 結 力 を 強 め る こ と が で き た と て も 良 い 運 動 会 に な っ た と 思 い ま す 。
秋 に は 合 唱 コ ン ク ー ノ レ が あ り ま し た 。 ど の ク ラ ス も 、 昼 休 み や 放 課 後 に ま と ま っ て 歌
の 練 習 を し て い て 、 毎 日 毎 日 教 室 の 窓 か ら 歌 声 が 響 い て い ま し た 。 束 中 学 校 の 伝 統 だ け
あ っ て 、 響 い て く る 歌 声 は と て も き れ い で し た 。
合 唱 立 ン ク ー ル 当 日 に は ー ク ラ ス ー ク ラ ス が 歌 に 思 い を 込 め て 練 習 の 成 果 を 十 分 に 発
揮 し た 歌 を 歌 い さ る こ と が で き 、 講 師 の 先 生 に も 良 い 評 価 を い た だ く こ と が で き ま し た 。
ム 組 、 く 〉 組 は 涙 を 流 し た け ど 、 数 少 な い 大 き な 行 事 の 中 で 、 優 勝 と い う 呂 的 に 向 か つ て
一 生 懸 命 努 力 し た 一 人 一 人 が 努 力 す る こ と の 大 切 さ を 知 る こ と が で き た と 思 い ま し た 。
11 月 に は 持 久 走 大 会 を 行 い ま し た 。 自 分 で ペ ー ス を 決 め 、 体 育 の 授 業 の 際 に は A 先 生 、
B 先 生 の 熱 心 な ご 指 導 が あ っ た お か げ で 、 一 人 一 人 が 自 信 を 持 っ て 本 番 に 臨 む こ と が で き
ま し た 。 「 ラ イ バ ル は 自 分 j と い う ス ロ ー ガ ン を 腕 に 、 完 全 完 走 を 目 指 し 仲 間 と 走 っ た あ
の 1 日 は と て も 良 い 思 い 出 と な り ま し た 。 完 全 完 走 率 は 九 十 九 % 以 上 と 素 晴 ら し い 結 果
を 残 す こ と が で き ま し た 。 合 唱 コ ン ク ー ル と は 違 い 、 各 個 人 が そ れ ぞ れ 目 標 を 設 定 し 、
懸 命 に 走 り 抜 い た こ と で 走 る こ と の 楽 し さ 、 喜 び を 知 っ た の で は な し 1 か と 思 い ま し た 。 J
cr一 年 間 を 振 り 返 っ て J 2 年 生 男 子 生 徒 作 文 )
6) 日 本 人 の 自 尊 感 情 の 低 さ に つ い て は 、 こ れ ま で に 多 く の 研 究 で 指 摘 さ れ て き た 。
例 え ば 、 財 団 法 人 日 本 青 少 年 研 究 所 「 高 校 生 の 生 活 意 識 と 留 学 に 関 す る 調 査 一 日 本 ・
ア メ リ カ ・ 中 国 ・ 韓 国 の 比 較 - J  (2012 年 4 月 ) に よ れ ば 、 「 ③ 自 己 評 価 」 の 項 目 に お い
情 180 -
て 、 「 米 国 と 中 留 の 高 校 生 は 自 己 肯 定 感 ( 告 尊 感 情 ) が 強 く 、 日 本 高 校 生 の 自 己 評 価 が 最
も 低 い ( 以 下 の 数 値 は 「 全 く そ う だ 」 の 比 率 ) J こ と が 報 告 さ れ て い る 。 以 下 、 転 載 す る o
f私 は 価 値 の あ る 人 間 だ と 思 う J : 日 本 7 . 5 % 、 米 国 57.2%) 、 中 国 4 2 . 2 % 、 韓 国 2 0 . 2
0
1 。
f 自 分 を 肯 定 的 に 評 価 す る ほ う J : 日 本 6 . 2 % 、 米 国 4 1. 2 % 、 中 国 3 8 . 0 % 、 韓 国 1 8 . 9 % 。
「 私 は 自 分 に 満 足 し て い る J : 日 本 3 . 9 % 、 米 国 4 1. 6 % 、 中 国 2 1. 9 % 、 韓 国 1 4 . 9 % 。
「 自 分 が 優 秀 だ と 思 う J : 日 本 4 . 3 % 、 米 国 5 8 . 3 % 、 中 国 2 5 . 7 % 、 韓 国 10.3 0/0 。
(http://www1.odn.ne.jp/youth-study/reserch/20111gaiyo.pd僻 searchゴ 日 本 青 少 年 研 究
所 ' 参 照 、 13 2 0 1 2 年 7 月 8 日 )
ま た 、 筆 者 が 関 わ っ た 以 下 の 研 究 や 調 査 に お い て も 、 子 ど も の 自 尊 感 情 は 総 体 的 に
低 い ス コ ア で あ っ た 。
・ 兵 臆 県 立 高 等 学 校 長 協 会 の 人 権 教 育 委 員 会 が 実 施 し た 人 権 ア ン ケ ー ト の 自 尊 感 情 に
関 す る 項 目 の 調 査 結 果
.  13 本 学 術 振 興 会 平 成 22"-'24 年 度 科 学 研 究 費 ( 基 盤 研 究 (C) 2 2 5 3 1 0 4 0 ) 、 「 特 別 活 動
に お け る 発 達 課 題 と 評 価 に つ い て の 研 究 J ( 研 究 代 表 者 : 佐 々 木 正 昭 ) の 一 環 と し て
行 わ れ た 特 別 活 動 に 関 す る 調 査 ( 小 学 生 か ら 高 校 生 ) の 自 尊 感 情 因 子 得 点
中 村 豊 「 小 学 校 ・ 中 学 校 ・ 高 等 学 校 に お け る 特 別 活 動 の 能 力 育 成 の 調 査 結 果 報 告 J
日 本 特 別 活 動 学 会 平 成 2 4 年 度 第 1 回 研 究 会 「 特 別 活 動 が 育 む 能 力 ~ 特 別 活 動 の 発 達
課 題 と 評 価 " - ' J  2 0 1 2 年 6 月 2 3 日 ( 関 西 学 続 大 学 西 宮 上 ケ 原 キ ャ ン パ ス ) 報 告 資 料 。
7) 文 部 科 学 省 初 等 中 等 教 育 局 児 童 生 徒 課 『 キ ャ リ ア 教 育 推 進 に 関 す る 総 合 的 調 査 研 究 協 力
者 会 議 報 告 書 ~ 児 童 生 徒 一 人 一 人 の 勤 労 観 、 職 業 観 を 育 て る た め に " - ' Jl ( 2 0 0 4 年 1 月 2 8
日 ) に よ れ ば 、 キ ャ リ ア (career) と は 、 「 個 々 人 が 生 渡 に わ た っ て 遂 行 す る 様 々 な 立 場
や 役 割 の 連 鎖 お よ び そ の 過 程 に お け る 自 己 と 働 く こ と と の 関 係 付 け や 価 値 付 け の 累 積 」
と 定 義 さ れ て い る 。 ま た 、 キ ャ リ ア 教 育 に つ い て は 、 『 キ ャ リ ア 』 概 念 に 基 づ き 、 f 児 童
生 徒 4 人 一 人 の キ ャ リ ア 発 達 を 支 援 し 、 そ れ ぞ れ に ふ さ わ し い キ ャ リ ア を 形 成 し て い く
た め に 必 要 な 意 欲 ・ 態 度 や 能 力 を 育 て る 教 育 J と 定 義 さ れ 、 キ ャ リ ア 教 育 は 、 小 ・ 中 ・
高 等 学 校 の す べ て の 学 校 で 、 全 教 育 活 動 を 通 し て 推 進 し て い く こ と の 重 要 性 が 示 さ れ て
し 1 る O
他 方 、 キ ャ リ ア 教 育 の 基 本 方 向 で は fキ ャ リ ア に 関 す る 個 別 あ る い は グ ル ー プ 。 単 位 で 、
の カ ウ ン セ リ ン グ の 機 会 の 確 保 と 質 の 向 上 」 が 、 推 進 方 策 に つ い て は 「 す べ て の 教 員 が
基 本 的 な キ ャ リ ア ・ カ ウ ン セ リ ン グ を 行 う こ と が で き る よ う な 研 修 の 充 実 j が 示 さ れ て
い る G
中 学 校 に お け る キ ャ リ ア ・ カ ウ ン セ リ ン グ (career counseling) は 、 職 業 指 導 (vocational
guidance) と 同 義 に 解 釈 さ れ て い た が 、 f生 き 方 j を 考 え さ せ る こ と が 進 路 指 導 の 骨 子
移 り 変 わ る と と も に 原 語 を 使 用 す る よ う に な っ て き た 。 キ ャ リ ア ・ カ ウ ン セ リ ン グ は 、 「 職
業 選 択 だ け で は な く 進 学 も 含 め 、 あ ら ゆ る 問 題 を 対 象 と す る カ ウ ン セ リ ン グ J (~カウン
セ リ ン グ 辞 典 』 誠 心 書 房 、 1 9 9 4 年 ) で あ る 。 学 級 担 任 は 、 従 来 の 進 路 指 導 に お い て も 、
生 徒 の 不 安 や 悩 み を 受 け 止 め 、 個 々 の 生 徒 に 応 じ た 進 路 選 択 の た め に 必 要 な 情 報 を 的 確
v 準 備 し 、 場 合 に よ っ て は 基 礎 学 力 の 補 充 や 面 談 等 、 多 く の 取 り 組 み を し て き た 。 し た
が っ て 、 キ ャ リ ア 教 育 と 大 き な 差 異 は な い と 考 え て も よ い で あ ろ う 。 必 要 な こ と は 、 今
ま で の 進 路 指 導 を 特 別 活 動 の 枠 だ け で な く 、 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 j を は じ め 教 育 活 動 全
体 を 通 し て 、 い つ 頃 、 誰 が 、 ど こ の 授 業 ( 時 間 ) で 、 ど の よ う な 内 容 を 、 ど の よ う に 指
し て い く こ と が 効 果 的 で あ る の か と い う 視 点 で 見 直 し 、 キ ャ リ ア 育 成 を 発 達 段 階 に 応
じ て 構 造 化 し て い く こ と で あ る 。
出 典 : 中 村 豊 「 キ ャ リ ア ・ カ ウ ン セ リ ン グ を 生 か す グ 、 ル ー プ 0 ・ ア プ ロ ー チ J 柁 馬 誠 一 編
『 学 級 の 人 間 関 係 を 育 て る グ ル ー プ ・ ア プ ロ ー チ J 学 事 出 版 、 平 成 1 8 年、 6 1干 1
8) 東 中 学 校 卒 業 証 書 授 与 式 に お け る 代 表 生 徒 の 「 答 辞 J ( A p p e n d i x  n - 4・ 1) に は 、 学 校 行
事 の 与 え る 影 響 が よ く 示 さ れ て い る 。
9) 相 川 充 f 自 己 評 価 式 質 問 紙 に お け る 反 応 歪 曲 」 菊 池 章 夫 編 著 『 社 会 的 ス キ ル を 測 る :
- 1 8 1 ・
K iss-18 ハ ン ド ブ ッ ク J 川 島 書 倍 、 2 0 0 7 年、 1 6 9
10) 深 谷 呂 志 『 学 校 と は 何 か J 北 大 路 書 房 、 2 0 0 3 年、 1 4 0・ 141
11 ) 筆 者 が 束 中 学 校 で 2 年 間 担 当 し た 中 学 3 年 生 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 概 要 と 、 そ の
評 価 に つ い て は 、 A p p e n d i x II-4・ 2 に 示 し た 。
12) 調 査 の 概 要 と 結 果 は 以 下 の 通 り 。 質 問 紙 の 詳 細 は A p p e n d i x II-4・ 3 に 示 し た 。
実 施 年 月 時 : 一 平 成 19 年 9 月 10 日、 12 月 18 日
調 査 対 象 : 束 中 学 校 教 員 、 管 理 職 を の ぞ く 教 諭 18 名 に 調 査 協 力 を 依 頼 し た 。
回 収 率 は 8 9 % で 、 あ っ た 。
調 査 方 法 : 平 成 18 年 度 よ り 始 め た 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J に つ い て 、 教 師 側 か ら 見 た 評
価 と し て の ア ン ケ ー ト を 校 内 研 修 会 で 実 施 し た 。 ア ン ケ ー ト は 記 名 式 で 行 い 、
入 時 間 は 設 定 せ ず に 行 っ た 。 提 出 の 締 め 切 り は 、 ア ン ケ ー ト 配 布 か ら 1 週 間 程 度
と し た 。
13) さ わ や か 相 談 員 と は 、 文 部 科 学 省 の ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 活 用 事 業 と は 別 に 、 埼 玉 県 教
員 会 独 自 の 事 業 と し て 平 成 8 年 度 に 開 始 し た 「 心 の オ ア シ ス づ く り 事 業 」 の 一 環 と
し て 配 置 さ れ た 職 員 で あ る 。 さ わ や か 相 談 員 は 、 平 成 8 年 度 よ り 5 カ 年 計 画 で 、 埼 玉 県
内 す べ て の 中 学 校 に 配 置 さ れ た 。 勤 務 校 で は 、 悩 み を 扱 え た 生 徒 へ の 相 談 に 応 ず る と と
も に 、 中 学 校 区 ( 小 学 校 を 含 む ) に お い て も 相 談 活 動 を 行 っ て い る 。 ま た 、 さ わ や か 相
談 員 と は 別 に 「 ボ ラ ン テ ィ ア 相 談 員 」 も 配 置 し て い る 。
14) 例 え ば 、 フ ィ ン ラ ン ド に 派 遣 さ れ た 日 本 の 教 育 視 察 団 が 作 成 し た 報 告 書 に は 、 子 ど も の
健 康 教 育 と し て 、 い じ め 防 止 の プ ロ グ ラ ム が 紹 介 さ れ て い る 。
平 成 1 7 年 度 フ ィ ン ラ ン ド 団 「 児 童 生 徒 の 心 身 の 健 康 問 題 に 対 応 す る た め の 指 導 」 調 査 研
究 団 報 告 書 、 2 0 0 5
15) 田 中 共 子 f教 育 モ デ 、 ノ レ に 基 づ く 実 践 研 究 の 展 開 J 菊 池 章 夫 編 著 『 社 会 的 ス キ ル を 測 る :
Kiss-18 ハ ン ド ブ ッ ク J 川 島 書 応 、 2 0 0 7 年、 1 8 8・ 1 9 5
幽 1 8 2 ・
第 5 章 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 カ リ キ ュ ラ ム の
実 証 的 研 究 2 ( 小 学 校 )
本 意 で は 、 第 百 部 第 3
よ び 第 4 章 で 論 じ た 中 学 校 に お け る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養
成 カ リ キ ュ ラ ム を 、 兵 庫 県 神 戸 市 立 神 陵 台 小 学 校 ( 以 下 、 神 陵 台 小 学 校 と 絡 す ) で 追 試 的
に 取 り 組 ん だ 実 践 と そ の 効 果 に つ い て 検 証 す る 。
第 1 節 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め の 教 育
( 小 学 校 に お け る 3 年 間 の 実 践 )
本 節 で は 、 2 0 0 9 ( 平 成 21) 年 度 か ら 2011 ( 平 成 23) 年 度 ま で の 3 年 間 、 神 陵 合 小 学 校
に お い て 、 筆 者 が 研 究 協 力 ア ド バ イ ザ ー と し て 関 与 し な が ら 取 り 組 ま れ た 子 ど も の 基 礎 的
人 間 力 を 養 成 す る た め の 教 育 実 践 に つ い て 述 べ る 。
1  . 実 践 校 の 概 要 と 実 践 ま で の 経 緯
(  1  ) 実 践 校 に つ い て
神 陵 台 小 学 校 は 、 神 戸 市 垂 水 区 の 明 舞 団 地 1 ) 造 成 に 伴 い 1971 ( 昭 和 46) 年 に 設 立 さ
れ た 開 校 40 年 の 比 較 的 新 し い 学 校 で あ る 。 児 童 数 は 開 校 当 初 21 学 級 (631 名 ) で あ り 、
1973 年 に は 4 4 学 級 ( 1 857 名 ) の ピ ー ク を 迎 え た 以 降 、 学 級 減 が 続 い て い る 。 2 0 0 9 (平
成 21) 年 度 以 降 は 13 学 級 ( 各 学 年 2 学 級 と 特 別 支 援 学 級 1 学 級 ) 規 模 の 小 学 校 で あ る 。
筆 者 が 、 神 陵 台 小 学 校 の 教 育 に 関 わ る 契 機 は 、 2007 ( 平 成 19) 年 4 月 1 日 に 第 14 代
校 長 と し て 着 任 し た 校 長 ( 根 津 隆 男 氏 ) の 訪 問 (2009 ( 平 成 21) 年 3 月 ) を 受 け た 際 、
そ の 場 に お い て 外 部 指 導 者 ( 以 下 、 研 究 協 力 ア ド バ イ ザ ー と 表 す ) と し て の 要 請 を 受 け
た こ と に あ る 。 研 究 協 力 ア ド バ イ ザ ー と し て 依 頼 さ れ た 理 由 お よ び そ の 内 容 は 、 以 下 に
述 べ る 神 陵 台 小 学 校 の 実 態 と そ の 改 善 へ の 研 究 協 力 で 、 あ っ た 。
当 時 の 神 陵 台 小 学 校 に は 、 校 長 の 学 校 経 営 の 見 地 か ら み る と 、 大 き く 2 つ の 教 育 問 題
が み ら れ た 。 そ れ は 、 教 師 側 の 生 徒 指 導 体 制 に 関 わ る こ と と 、 子 ど も の 生 徒 指 導 上 の 諸
問 題 に 関 す る こ と で あ る 。 具 体 的 な 生 徒 指 導 体 制 に 関 わ る 問 題 に は 、 組 織 と し て の 生 徒
指 導 を 推 進 し て い く た め に 生 徒 指 導 委 員 会 を 機 能 さ せ る こ と が あ り 、 子 ど も の 生 徒 指 導
上 の 諸 問 題 に 隠 す る こ と で は 、 人 間 関 係 の ト ラ ブ ノ レ が 多 く 自 尊 感 情 の 低 い 子 ど も が 多 い
現 状 を 改 善 す る た め の 積 極 的 な 生 徒 指 導 を 推 進 し て い く こ と で あ っ た 。 そ の た め に 、 校
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長 は 、 教 育 現 場 と 協 働 的 に 研 究 協 力 で き る 人 材 を 求 め て い た 。 そ の よ う な 折 、 第 H 部 第
3 章 お よ び 第 4 章 で 論 じ た 筆 者 の 実 践 を 知 る 兵 庫 県 尼 崎 市 教 育 委 員 会 の 指 導 主 事 が 、 校
長 に 筆 者 を 推 薦 す る と と も に 紹 介 を し た こ と が 、 神 陵 台 小 学 校 の 教 育 と 関 わ る き っ か け
と な っ た 。
校 長 が 、 筆 者 の 研 究 室 を 訪 れ た 際 の 依 頼 内 容 は 、 2 0 0 9 ( 平 成 2 1 ) 年 度 4 月 以 降 の 神 陵
台 小 学 校 の 教 育 へ の 支 援 で 、 あ り 、 特 に 次 の 2 点 が 要 請 さ れ た 。
① 毎 月 1 回 の 定 例 生 徒 指 導 委 員 会 に 外 部 指 導 者 と し て 参 加 し 、 子 ど も の 生 徒 指 導 上 の
諸 問 題 に 関 す る 事 例 の 検 討 お よ び 生 徒 指 導 全 体 に 関 し て の 指 導 助 言 を 行 う
② 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j を 神 陵 台 小 学 校 生 徒 指 導 ブ O ロ グ ラ ム と し て 教 育 課 程 に 位 置
付 け る ま で の 研 究 協 力 ア ド バ イ ザ ー を 務 め る と と も に 校 内 研 究 授 業 の 指 導 や 講 演 等
を 行 う
当 時 の 神 陵 台 小 学 校 の 実 態 は 、 校 長 の 分 析 に よ る と 以 下 の よ う な 特 徴 が 見 ら れ た 。
ア ) 経 済 的 な 困 難 を 抱 え る 家 庭 や 一 人 親 家 庭 の 割 合 が 高 い
イ ) 家 庭 に お け る 基 本 的 な 生 活 習 慣 や 社 会 性 が 十 分 に 育 ま れ て い な い 子 ど も が 多 い
ウ ) 中 国 残 留 孤 児 帰 国 子 女 の 受 け 入 れ 校 で あ る た め 国 際 理 解 教 育 に 取 り 組 ん で い る
エ ) 定 期 的 な 異 動 や 学 級 減 に と も な う 人 事 異 動 に よ り 教 師 の 入 れ 替 え が 急 速 に 進 ん
で い る 。 そ の た め に 教 師 の 指 導 観 に バ ラ ツ キ が 見 ら れ る
オ ) 組 織 的 な 生 徒 指 導 体 制 づ く り が 、 喫 緊 の 学 校 経 営 上 の 課 題 と な っ て い る
ま た 、 心 理 教 育 的 な 子 ど も へ の ア プ ロ ー チ と し て 、 こ れ ま で 、 に 校 長 が 行 っ て き た 実 践
に つ い て 情 報 提 供 を 受 け た 。 具 体 的 に は 、 ① 場 面 繊 黙 や 発 達 障 害 と 診 断 さ れ た 特 別 な 支
援 を 要 す る 子 ど も に 対 し て 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と 協 働 的 な 個 別 支 援 を 行 う こ と に よ
り 改 善 が 見 ら れ た 成 功 事 例 、 ② 神 陵 台 小 学 校 の 道 徳 、 の 待 問 に 出 前 授 業 を 行 い 、 そ の 中 で
構 成 的 グ ル ー プ ・ エ ン カ ウ ン タ ー を 取 り 入 れ た 示 範 授 業 を 行 い 、 教 師 に 啓 発 を 行 っ て き
た こ と 等 n こ れ ら の こ と か ら 、 校 長 が 筆 者 の 実 践 に つ い て 十 分 な 理 解 を し て お り 、 強 い
信 念 を 持 っ て 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 導 入 を 図 ろ う と し て い る こ と が 覗 え た の で 、
者 は 、 研 究 協 力 ア ド バ イ ザ ー の 依 頼 を 受 諾 し た 。
な お 、 訪 問 を 受 け た 時 点 で は 、 神 陵 台 小 学 校 の 校 内 研 修 は 、 子 ど も の 学 力 向 上 の た め
に 国 語 と 算 数 を 中 心 と し た ア カ デ ミ ッ ク ス キ ル を 定 着 さ せ る こ と に 取 り 組 ん で い た 。 し
か し な が ら 、 校 長 は 学 校 経 営 の 方 針 と し て 、 2 0 0 9 ( 平 成 2 1 ) 年 度 か ら は 、 生 徒 指 導 を 核
と し た 研 修 、 と り わ け 生 徒 指 導 委 員 会 の 運 営 の 見 直 し と 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 を 導 入
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し て い く こ と に し て い た 。 神 陵 台 小 学 校 で は 、 生 徒 指 導 委 員 会 が 、 各 学 年 2 学 級 の う ち
の 1 名 の 教 師 と 生 徒 指 導 主 担 当 の 教 師 、 養 護 教 諭 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 、 教 頭 、 校 長
で 構 成 さ れ 、 こ の 生 徒 指 導 委 員 会 が 校 内 外 で 起 こ る 子 ど も の 問 題 行 動 の 対 応 に 当 た っ て
い た 。 校 長 は 、 こ の 生 徒 指 導 委 員 会 を 対 症 療 法 的 な 生 徒 指 導 だ け で は な く 、 積 極 的 生 徒
指 導 を 推 進 す る た め の 組 織 に 改 善 し よ う と し て い た の で あ る 。 ま た 、 神 陵 台 小 学 校 は 、
神 戸 市 教 育 委 員 会 の 研 究 指 定 校 「 神 戸 市 ノ t イ ロ ッ ト ス ク ー ル 事 業 J 2) と し て 、 子 ど も の 社
会 性 を 育 て る ス キ ル 教 育 を 柱 に “ 子 ど も の 自 尊 感 情 を 脊 . て " 、 “ コ ミ ュ ニ ケ … シ ョ ン 力 を
育 て る " 研 究 を 始 め る 準 備 を し て い た が 、 そ の た め に も 研 究 者 を 必 要 と し て い た こ と が
筆 者 へ の 研 究 協 力 ア ド 、 パ イ ザ ー 要 請 の 理 由 で あ っ た 。
(  2  ) 実 践 ま で の 経 緯
2 0 0 9  ( 平 成 2 1 ) 年 度 に 神 綾 台 小 学 校 は 、 研 究 テ ー マ f く ら し を 切 り 拓 く 学 力 を 求 め て
~ 人 と し て の あ り 方 ・ 生 き 方 を 考 え 、 具 体 的 な ト レ ー ニ ン グ を 通 し て ソ ー シ ャ ル ス キ ノ レ
を 身 に つ け る '"-'J を 設 け る 。 こ の こ と に よ り 、 神 陵 台 小 学 校 の 教 師 に 対 し て は 、 社 会 的
ス キ ル の 授 業 の 導 入 を 留 り 、 全 校 で の 実 践 を 呂 指 す 方 向 性 が 示 さ れ た こ と に な る 。
し か し 、 年 度 当 初 の 神 陵 台 小 学 校 の 教 師 に は 、 所 講 「 心 理 教 育 J 的 な 技 法 や 、 子 ど も
を 育 て る 積 極 的 な 生 徒 指 導 を 共 通 理 解 し て い る わ け で は な く 、 校 長 の ト ッ プ ダ ウ ン に よ
り 、 “ よ く 分 か ら な い 授 業 " に 取 り 組 む こ と に な っ た と 感 じ て い る 雰 囲 気 が 一 部 に み ら れ
た 。 そ こ で 、 校 長 、 教 頭 、 研 修 担 当 者 、 生 徒 指 導 主 担 当 者 ら と 初 年 度 の 目 標 を 検 討 し 、
2 0 0 9  ( 平 成 2 1 ) 年 度 の 重 点 を 次 の 3 点 と し た 。
① 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 必 要 性 と 、 積 極 的 生
徒 指 導 と し て の 授 業 に 期 待 さ れ る 効 果 に 関 す る 基 礎 研 修 を 行 う
② 生 徒 指 導 委 員 会 の 運 営 を 見 註 し て い く
③ 校 長 に よ る 示 範 授 業 を 継 続 し て 実 施 し て い く
神 陵 台 小 学 校 に お け る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の
導 入 は 、 校 長 の 学 校 経 営 の 一 環 と し て ト ッ プ ダ ウ ン 的 に 進 め ら れ て き た こ と か ら 鑑 み て 、
初 年 度 は 全 教 師 に そ の 意 義 を 浸 透 さ せ る た め の 準 備 が 必 要 で あ っ た 。 こ の た め に 本 格 的
な 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の 実 践 は 、 翌 年 2 0 1 0 ( 平 成 22) 年 度 か ら と な り 、 当 面 3 年 間
を か け て 全 校 で の 実 施 体 制 を 構 築 し て い く こ と に な っ た 。
こ の 間 の 筆 者 と 神 陵 台 小 学 校 と の 協 { 動 的 な 関 わ り を 次 頁 の 表 IT-5幽 1 に 示 し た む 3 年 間
を 通 し て 、 主 に 生 徒 指 導 委 員 会 で は 、 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 に 関 す る 事 例 へ の 指 導 劫 弓 と 、
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表 I -5-1 
筆 者 と 神 陵 台 小 学 校 の 協 働 的 研 究 の 記 録 ( 平 成 2 1 年 度 ~ 平 成 2 3 年 度 )
No. 年
月 日
曜 日
内
容F 持 喝
平 成 21 年 6 月 2 9 日 ( 月 ) 生 徒 指 導 委 員 会
2  
7 舟 2 7 日 ( 月 ) 校 長 ・ 教 頭 と の 打 ち 合 わ せ
3  
8 月 2 6 日 ( 水 ) 神 戸 市 立 神 綾 台 小 学 校 ・ 中 学 校 舎 詞 研 修 会
4  
9 J9 2 9 日 ( 火 ) 生 徒 指 導 委 員 会
5  
1 0 月 初 日 ( 舟 ) 生 徒 指 導 委 員 会
6  
11 月 初 日 ( 月 ) 生 徒 指 導 委 員 会
7  1 2 J9 21 日 ( 月 ) 生 徒 指 導 委 員 会
8  
平 成 2 2 年 1 月 初 日 ( 月 ) 生 徒 指 導 委 員 会
9  2 月 2 2 日 ( 月 ) 生 徒 指 導 委 員 会
1 0  3 舟 1 6 日 ( 火 ) 生 徒 指 導 委 員 会
11 
5 月 1 3 日 ( 木 ) 生 徒 指 導 委 員 会
1 2  
6 月 2 3 日 ( 水 ) 垂 水 区 教 育 講 演 会 ( 会 場 神 駿 台 小 )
1 3  
9 月 2 7 日 ( 舟 ) 生 徒 指 導 委 員 会
1 4  1 0 月 2 5 日 ( 月 ) 生 徒 指 導 委 員 会
1 5  
11 月 1 6 日 ( 火 ) 神 戸 市 教 育 委 員 会 管 内 の 小 中 学 校 生 徒 指 導 担 当 者 を 対 象 に 講 演
( 神 駿 台 小 学 校 に お け る 実 践 を 紹 介 )
1 6  
11 舟 2 2 臼 ( 月 ) 生 徒 指 導 委 員 会
1 7  
1 2 J9 2 0 日 ( 火 ) 授 業 研 究 会
1 8  
平 成 2 3 年 1 舟 2 6 日 ( 水 ) 授 業 研 究 会
1 9  3 月 1 7 日 ( 木 ) 生 徒 指 導 委 員 会
2 0  
4 月 2 5 日 ( 月 ) 生 徒 指 導 委 員 会
2 1  5 月 初 日 ( 木 ) 生 徒 指 導 委 員 会
2 2  6 月 3 0 B ( 木 ) 生 徒 指 導 委 員 会
2 3  
7 月 2 0 日 ( 水 ) 生 徒 指 導 委 員 会
2 4  
9 月 初 日 ( 月 ) 生 提 指 導 委 員 会
2 5  
1 0 月 1 9 日 ( 水 ) 授 業 研 究 会
2 6  
11 月 2 8 日 ( 月 ) 授 業 研 究 会
2 7  
1 2 月 1 5 日 ( 木 ) 授 業 研 究 会
2 8  
平 成 2 4 年 1 月 1 9 日 ( 木 ) 授 業 研 究 会
2 9  
1 月 31 B  ( 火 ) 神 戸 市 立 神 綾 台 小 学 校 研 究 発 表 会 に お け る 記 念 講 演
「 子 ど も た ち の 自 尊 惑 構 を 宵 て 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン カ を 育 て る
一 社 会 性 を 育 て る ス キ ル 教 育 を 柱 に し て - J
3 0  
3 J9 1 9 日 ( 舟 ) 生 徒 指 導 委 員 会
ど も を 育 て る 積 極 的 な 生 徒 指 導 ア プ ロ ー チ の 方 法 に つ い て の 小 講 義 を 積 み 重 ね て き
た 。 ま た 、 授 業 研 究 会 の 指 導 助 言 、 講 演 会 、 啓 発 を 目 的 と し た 講 話 等 、 研 究 の 上 台 作 り
に 努 め た 。 以 下 、 そ の 概 要 に つ い て 述 べ る 。
初 年 度 は 、 生 徒 指 導 委 員 会 に お け る 指 導 助 言 活 動 や 神 陵 台 小 学 校 の 教 師 と の 人 間 関 係
づ く り 、 授 業 研 究 会 に お け る
を 通 し て 積 極 的 な 生 徒 指 導 8) の 意 義 を 共 有 化 す る
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こ と が で き た 。 こ の こ と に よ り 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 積 極 的 生 徒 指 導 と し て の
「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 を 実 践 す る 教 師 側 の 心 理 的 な 準 備 を 整 え た 。
2 年 目 は 、 先 行 研 究 と し て 実 施 し た 埼 玉 黒 鷲 宮 町 立 東 中 学 校 と 同 様 の 子 ど も の 基 礎 的
人 間 力 養 成 の た め の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の 必 要 性 と 意 義 に つ い て の 共 通 理 解 に 基 づ
い て 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 が 全 て の 学 級 に 導 入 さ れ た 。 積 極 的 生 徒 指 導 と し て の 子 ど
も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J が 、 神 陵 台 小 学 校 の 教 育 課 程 に 位
置 付 け ら れ て ; 意 図 的 計 画 的 に 実 践 さ れ る よ う に な っ た こ と は 、 生 徒 指 導 体 制 の 側 面 か ら
見 る と 大 き な 前 進 で あ る 。
3 年 目 と な る 2 0 1 1 ( 平 成 23) 年 度 は 、 神 陵 台 小 学 校 と の 共 同 研 究 テ ー マ 「 子 ど も た ち
の 自 尊 感 情 を 育 て 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 を 育 て る 一 社 会 性 を 青 て る ス キ ル 教 育 を 柱 に
し て - J が 、 本 格 的 に 実 施 さ れ た 。 小 学 校 1 年 生 か ら 小 学 校 6 年 生 ま で 全 て の 学 級 に お
い て f社 会 的 ス キ ル の 授 業 J が 計 画 的 に 実 施 さ れ 、 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 を 行 う こ と が で き
た 4) 。 カ リ キ ュ ラ ム の 効 果 に つ い て は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 ( 簡 易 版 ) 引 に よ り 、
定 期 的 な 質 問 紙 調 査 を 行 う こ と で 1 年 間 の 変 化 を 定 量 的 な デ ー タ と し て 得 る こ と が で き
た 。 こ の デ ー タ は 、 統 計 的 な 手 法 に よ り 分 析 し 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 検 証 に 利 用 し 、
プ ロ グ ラ ム の エ ピ デ ン ス と し て 示 し た 。 ま た 、 生 徒 指 導 委 員 会 で は 、 継 続 的 な 関 わ り を
持 つ こ と で 、 他 別 の 問 題 行 動 に 関 す る 事 例 や 、 積 極 的 な 生 徒 指 導 の 推 進 に 努 め る と と も
に 、 神 陵 台 小 学 校 の 教 師 を 対 象 と し た 質 問 紙 調 査 や 聞 き 取 り
の 質 的 な デ ー タ を 得
る こ と が で き た 。 次 に 、 神 陵 台 小 学 校 で 、 実 践 さ れ た 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の
「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 に つ い て 述 べ る 凸
2 . 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 目 的 と 意 義
(  1  ) 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 目 的
神 陵 台 小 学 校 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j は 、 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間
力 を 養 成 す る こ と に あ り 、 積 極 的 生 徒 指 導 の 授 業 と し て 導 入 さ れ た 。 生 徒 指 導 は 、 「 一 人
一 人 の 児 童 生 徒 の 人 格 を 尊 重 し 、 個 性 の 伸 長 を 図 り な が ら 、 社 会 的 資 質 や 行 動 力 を 高 め
る こ と を 目 指 し て 行 わ れ る 教 育 活 動 J 6) で あ る O 学 校 に は 、 “ 教 育 課 程 の 内 外 " に お い て
- 人 ひ と り の 子 ど も の 「 自 己 指 導 能 力 」 の 育 成 を 目 指 し 、 生 徒 指 導 の 一 層 の 充 実 を 図 っ
て い く こ と が 求 め ら れ て い る 神 陵 台 小 学 校 が 子a ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の 「 社
会 的 ス キ ル の 授 業 j を 教 育 課 程 に 位 置 付 け て 取 り 組 む こ と は 、 生 徒 指 導 を 充 実 さ せ る 具
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体 策 を 授 業 に お い て 具 現 化 し て い る こ と を ; 意 味 す る 。
と こ ろ で 、 生 徒 指 導 の 究 極 的 な 目 標 で あ る 「 自 己 指 導 能 力 j を 育 む た め に は 、 子 ど も
の 発 達 の 段 階 で 形 成 さ れ る 社 会 性 や 道 徳 性 を 学 年 相 応 の 水 準 に 高 め て い く こ と が 肝 要 で
あ る 。 そ の た め に 学 校 で は 、 既 述 の 如 く 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を
成 す る た め の 意 図 的 計 画 的 な 積 極 的 生 徒 指 導 が 求 め ら れ て い る 。 学 校 教 育 の 生 徒 指 導 に
お い て 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 と い う 共 通 基 盤 を 構 築 し て い く た め に は 、 組 織 的 に
取 り 組 む こ と が 不 可 欠 で あ る 。 そ の た め に は 、 学 校 は 、 教 育 課 程 内 の 指 導 時 間 を 確 保 し
て 、 全 て の 子 ど も を 対 象 と し た 部 発 促 進 的 な 生 徒 指 導 プ ロ グ ラ ム を 開 発 し て い く こ と が
必 要 で あ る 。 ま た 、 生 徒 指 導 を 領 域 論 の 側 面 で 捉 え 直 し 、 子 ど も へ の 指 導 場 面 の 機 会 を
確 保 す る こ と が 大 切 で あ る O
神 綾 台 小 学 校 で 、 は 、 子 ど も の 発 達 の 課 題 と し て 、 円 滑 な 対 人 関 係 に 必 要 な 子 ど も の 基
礎 的 人 間 力 養 成 の た め に 社 会 的 ス キ ル の 獲 得 を あ げ 、 そ の た め に 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間
力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j を 教 育 課 程 に 位 置 付 け て 実 践 し て い く こ と を 目 指 し た 。
こ れ は 、 授 業 と し て 行 う 生 徒 指 導 で あ る 。 生 徒 指 導 は 、 学 校 生 活 を 通 し て 全 教 育 活 動 の
中 で 行 う こ と が 基 本 原 郊 で あ る が 、 全 教 育 活 動 の 中 で の 生 徒 指 導 で は 、 題 材 や 指 導 の 在
り 方 、 評 価 等 、 「 ど の 時 間 で 、 何 を 、 ど の よ う に 指 導 し て い く の か j が 媛 味 で あ り 其 体 的
な 方 法 や 評 価 が さ れ て い な し 、 。 こ の た め に 、 生 徒 指 導 の 取 り 組 み が 分 断 さ れ て お り 、
徒 指 導 . が 系 統 的 か っ 効 果 的 な 指 導 と は な っ て い な し 、 。 そ の 一 方 、 生 徒 指 導 の 重 要 な 場 で
あ る 特 別 活 動 7) や 教 青 課 程 外 に お け る 子 ど も の 活 動 時 間 は 、 減 少 し て き て い る 。 こ の よ う
な 現 状 で は 、 生 徒 指 導 の 効 果 を 十 分 に あ げ る こ と は で き な い 。
こ れ か ら の 生 徒 指 導 は 、 対 症 療 法 的 な 指 導 だ け に 止 ま ら ず 、 積 極 的 な 側 面 の 指 導 を 学
校 の 実 態 に 即 し て 構 築 し て い く こ と が 必 要 で 、 あ る 。 「 社 会 性 が 未 熟 で あ り 規 範 意 識 や 基 本
的 な 倫 埋 観 が 十 分 に は 身 に 付 い て い な し リ 8) と 指 摘 さ れ る 現 代 の 子 ど も た ち に 対 し て 、 現
状 に お い て 、 子 ど も た ち に 欠 如 し て い る 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め に 、 教 育 課 程 に 位
置 付 け ら れ た 積 極 的 生 徒 指 導 と し て の 授 業 を 導 入 し て い く こ と は 大 切 な 視 点 で あ る 。 特
、 学 級 担 任 が 全 教 科 の 授 業 を 担 当 し て い る 小 学 校 に お い て は 、 こ の 授 業 に よ っ て 問 題
行 動 に 対 す る 予 紡 的 な 機 能 を 発 揮 す る こ と が 大 い に 期 待 で き る の で あ る 。
な お 、 筆 者 が 研 究 協 力 ア ド バ イ ザ ー と し て 考 え た 神 綾 台 小 学 校 の 子 ど も の 基 礎 的 人 間
力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 呂 的 は 、 次 の 3 点 で あ る 。
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① 組 織 的 計 画 的 な 生 徒 指 導 を 教 育 課 程 に 位 置 付 け ら れ た 授 業 と し て 行 う
( 全 校 生 徒 指 導 体 制 の 構 築 )
② 社 会 性 の 基 盤 で あ る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 養 成 に 必 要 な 社 会 的 ス キ ル を 体 系 的 に
学 ぶ 機 会 を 保 証 す る ( 開 発 促 進 的 な 生 徒 指 導 の 推 進 )
③ 子 ど も の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 高 め 自 尊 感 情 を 高 め る
本 章 で は 以 上 の 3 点 を 、 検 証 し て い く O
(  2  ) 子 ど も の 基 礎 的 入 院 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J
子 ど も た ち の 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 を 未 然 に 防 止 す る た め に は 、 積 極 的 生 徒 指 導 を 推 進
す る こ と に よ り 、 子 ど も た ち 一 人 ひ と り の 自 己 指 導 能 力 を 育 ん で し 、 か な け れ ば な ら な い 。
積 極 的 な 生 徒 指 導 と は 、 子 ど も た ち の 発 達 上 の 課 題 を 達 成 さ せ 、 発 達 の 段 階 に 望 ま し い
社 会 性 や 道 徳 性 を 育 む た め こ と ま た 、 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養
成 す る た め の 学 習 場 面 を J意 図 的 計 画 的 に 設 け て い く こ と で あ る 。 こ の 考 え 方 に 神 陵 台 小
学 校 の 校 長 は 賛 同 し 、 生 徒 指 導 の 重 要 な 機 能 で あ る 教 育 相 談 ( 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ ) の
技 法 を 応 用 し た f社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の 導 入 を 図 る こ と を 決 意 し た 。
何 か と 厳 し い 環 境 を 校 区 に も つ 神 陵 台 小 学 校 で 、 あ る が 、 「 学 校 は 小 さ な 社 会 J 9) で あ り 、
そ こ に は 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 で き る 教 師 が し 1 る 。 神 陵 台 ノ ト
学 校 で は 、 積 極 的 生 徒 指 導 を 教 育 課 程 に 位 置 付 け ら れ た 授 業 と し て 実 践 す る こ と で 、 子
ど も 品 人 ひ と り に 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 機 会 を 保 障 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 と し
て 、 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 ( 不 登 校 ・ い じ め ・ 学 級 崩 壊 ・ 暴 力 行 為 等 ) を 予 防 し 、 子 ど も
の 自 己 指 導 能 力 を 高 め て い く こ と が 期 待 で き る の で あ る 。
神 陵 台 小 学 校 で 、 は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 担 当 者 は
学 級 担 任 を 基 本 と し て 、 す べ て の 学 級 で 、 の 実 施 を 目 指 し て 2 0 0 9 ( 平 成 21) 年 度 よ り 準 備
が 始 め ら れ た 。 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J を 教 育 課 程 に 位 置
付 け る こ と は 、 神 陵 台 小 学 校 に お け る 生 徒 指 導 上 の 課 題 に 対 す る 具 体 的 な 方 策 で あ る こ
と 、 な ら び に 学 校 全 体 で 取 り 組 む こ と を 通 し て 小 学 校 に お け る 組 織 的 な 生 徒 指 導 体 制 の
構 築 と い う 点 で 画 期 的 な 試 み で あ っ た 。
3 . 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る f社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 概 要
(  1 )  r社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 内 容
第 E 部 第 1 章 で 述 べ た よ う に 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」
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に 類 似 す る 教 育 実 践 は 増 加 し て い る O そ の た め に 現 在 で は 、 学 術 的 な 論 文 以 外 に も 各 種
多 様 な 心 理 教 育 プ ロ グ ラ ム や 授 業 展 開 事 例 が 学 校 教 師 向 け の 書 籍 と し て 刊 行 さ れ て い る 。
神 陵 台 小 学 校 で は 子 ど も の 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 へ の 予 抗 的 な 対 応 、 子 ど も の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン 能 力 や 自 尊 感 情 を 育 む 積 極 的 な 生 徒 指 導 に 取 り 組 む た め に 先 行 研 究 と し て の
筆 者 の 実 践 10) や 既 刊
1 1 ) で 紹 介 さ れ て い る 授 業 の 中 か ら 、 「 あ い さ つ J I話 の 開 き 方 j
リ 「 話 し 方 J I温 か い メ ッ セ ー ジ の 伝 え 方 J I感 謝 の 言 葉 j に 関 す る 社 会 的 ス キ
ル 、 言 い 換 え れ ば 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め に 必 要 な コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術 を 各 学 年 共 通 し て 取 り 入 れ た 。 こ の こ と に よ り 、 小 学 校 1 年 生 か
ら 6 年 生 ま で の 系 統 的 な 指 導 体 制 が 構 築 さ れ た 。
そ れ ぞ れ の 学 年 で 実 施 さ れ た 授 業 に つ い て は 、 神 陵 台 小 学 校 の 研 修 資 料 12) に 掲 載 さ れ
て い る 。 そ こ に は 、 2 年 目 の 実 践 に お け る 既 存 の 文 献 に 倣 つ て の 授 業 が 、 神 i綾 凌 台 小 学 校
の 子 ど も の 実 態 に 合 う よ う に 手 宜 し を 力 加 自 え ら れ て 取 り 組 ま れ て い る こ と が 示 さ れ て い る O
本 論 文 で で 、 は 、 神 綾 台 小 学 校 の 授 業 指 導 案 の 一 部 を A p p e n d i x 1 -5  
ニ こ で で 、 は 、 授 業 の 基 本 的 な 構 造 と 、 各 学 年 の 研 修 テ ー マ に つ い て 述 べ る 。
子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 基 本 構 造 ( 展 開 ) は 、 ソ ー シ
ヤ ル ス キ ル ・ ト レ ー ニ ン グ で 使 わ れ る 技 法 に 倣 い な が ら 、 神 陵 台 小 学 校 の 教 師 に よ り 、
ど も の 実 態 に 合 う よ う に ア レ ン ジ さ れ て い る 。 大 ま か な 授 業 の 流 れ を 以 下 に 示 す 。
① は じ め に 、 本 時 の 活 動 の 自 的 を 確 認 す る (Instruction)
② 次 に 、 教 師 が 中 心 と な り モ デ ル を 演 じ て 示 す (Modeling)
③ 続 い て 、 モ デ ル に 倣 い 、 ベ ア や 3 人 組 な ど で 実 際 に 演 じ て (Role Playing) 練 習 す る
( R e h e a r s al) 
④ 最 後 に 、 本 時 の 活 動 を ふ り 返 る (Feedback)
社 会 的 ス キ ル の 授 業 の 流 れ に つ い て は 、 題 材 や 学 年 の 特 徴 に よ り 、 若 干 の 差 異 は あ る
が 、 ね ら い や 設 当 て を 明 確 に 示 し 、 子 ど も の 活 動 を 中 心 に 展 開 さ れ 評 価 で 終 わ る 点 に
お い て は 共 通 し て い る O ま た 、 神 陵 台 小 学 校 で は 子 ど も の 発 達 の 段 階 に よ り 、 以 下 に 示
す 各 学 年 の 研 修 テ ー マ 13) を 設 け た 。
第 1 学 年 : I相 手 を 見 て 開 き 、 み ん な の 前 で 、 は っ き り 話 せ る 子 」
第 2 学 年 : Iは き は き 話 し 、 う な づ き な が ら 関 く
第 3 学 年 : I よ く 路 き 、 自 分 の 考 え を 表 現 で き る 子 」
第 4 学 年 : I 自 分 の 思 い
う と す る
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第 5 学 年 : r自 分 の 考 え を も っ て 開 き 、 進 ん で 伝 え よ う と す る
第 6 学 年 : r創 造 ~ 自 分 の 言 葉 と 行 動 に 責 任 を 持 つ 子 "'J
そ れ ぞ れ の テ ー マ に つ い て は 、 各 学 年 の 実 態 と 課 題 が 挙 げ ら れ 、 設 定 理 由 が 述 べ ら れ
て い る O そ こ に は 、 神 陵 台 小 学 校 の 研 修 テ ー マ で あ る 子 ど も の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン カ と
し て の 言 語 環 境 cr開 く J r話 す J) を 整 え よ う と し て い る こ と が 示 さ れ て い る 。 ま た 、 校
長 が 、 生 徒 指 導 一 色 の 問 題 を 研 修 テ ー マ と 合 致 さ せ て 解 決 し よ う と し て い る こ と が 反 映 さ
れ て い る 。
校 長 は 、 短 絡 的 な 言 葉 を 吐 く 、 言 葉 に 詰 ま り 手 を 出 す 、 相 手 iこ 無 理 強 い す る 押 し つ け
の 言 葉 が け 、 相 手 の 失 敗 を 郷 検 す る 、 相 手 を 百 定 す る 言 葉 等 の 子 ど も の 問 題 行 動 に は 、
心 の ゆ と り の な さ や 適 切 な 言 動 の 未 学 習 に 起 因 す る 要 因 が あ る た め に 、 相 手 を 許 す 気 持
ち が “ 育 ち に く く " 、 そ れ ゆ え に 、 子 ど も が ギ ク シ ャ ク と し た 人 間 関 係 に 焔 る 傾 向 が あ る
と 考 え て い た 。
そ こ で 、 各 学 年 で は 、 研 修 テ ー マ を 設 定 し た 後 、 そ の テ … マ に 迫 る た め に 、 「 授 業 の 中
で j お よ び 「 く ら し ・ 行 事 の 中 で 」 子 ど も に 働 き か け て し 、 く 具 体 的 な 方 策 が 挙 げ ら れ て
い る 。 つ ま り 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 だ け で 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力
が 養 成 で き る と 安 易 に 考 え ら れ て い る の で は な く 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J で 練 宵 し た こ
と を 、 神 陵 台 小 学 校 の 教 育 活 動 全 体 と 関 連 付 け て 子 ど も が 繰 り 返 し 練 習 す る 場 を 設 け 身
体 化 す る こ と に よ っ て 初 め て 、 子 ど も 聞 の 語 い や ト ラ ブ ル お よ び 教 師 か ら 叱 ら れ た り 指
さ れ た り す る 場 面 を 減 少 さ せ る こ と が で き 、 子 ど も の 自 尊 感 情 の 育 ち を 疎 外 し て い る
要 因 を 取 り 除 く こ と が で き る と 捉 え ら れ て い る の で あ る 。 こ の よ う に 日 常 の 学 級 生 活 の
中 で 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 し よ う と し て い る 点 に 神 陵 台 小 学 校 の 積 極 的 生 徒 指
と し て の 授 業 の 特 色 が 見 ら れ る 。
(  2  ) 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 学 年 別 年 間 指 導 計 画
神 陵 台 小 学 校 に お け る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J は、 2 0 0 9
( 平 成 21) 年 度 か ら 2010 ( 平 成 22) 年 度 ま で の 2 年 間 の 試 行 期 間 を 経 て 、 2011 年 ( 平
成 2 3 ) 年 度 よ り 全 て の 学 年 で 年 間 指 導 計 画 に 基 づ い た 授 業 が 実 践 さ れ る よ う に な っ た 。
そ こ に は 子 ど も の 発 達 の 段 階 に 配 慮 し た 授 業 の ね ら い が 設 定 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 学 年 に 必
要 な 授 業 時 数 が 確 保 さ れ た 。
低 学 年 、 特 に 、 1 年 生 で は 4 月 当 初 に 多 く の 授 業 時 数 が 当 て ら れ 、 学 校 生 活 へ の 適 応
を ね ら い と し た 指 導 面 に 重 点 が 置 か れ て い る 。 2 年 生 で は 話 す ・ 聞 く 等 の 必 要 最 低 限
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の 授 業 時 数 と な っ て い る O 中 学 年 、 3 年 生 で は 、 ギ ャ ン グ ・ グ 、 ノ レ ー フ O の 萌 芽 と な る 発 達
の 段 階 を 意 識 し て 人 間 関 係 に 関 わ る 時 数 が 多 め に 確 保 さ れ て い る 。 4 年 生 で は 3 年 生 よ
り も 時 数 が 減 少 し て い る 。
5 年 生 で は 授 業 の 題 材 が 増 え 、 6 年 生 で は 減 少 し て
い る 。 こ の よ う に 、 低 学 年 、 中 学 年 、 高 学 年 の 3 ブ ロ ッ ク に お い て 、 下 位 学 年 で は 時 数
が 多 く 設 け ら れ て お り 、 上 位 学 年 で は 減 少 す る よ う に 組 ま れ て い る ( 表 立 -5・ 2)0  
表 II-5・ 2 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j
学 年 男 IJ 授 業 時 数 一 覧
低 学 年 中 学 年
品 学 年
1 年 生 2 年 生 3 年 生
4 年 生 5 年 生 6 年 生
4 月
1 8  2  
4  2  2  
5 月 2  2  3  
2  
6 月
2  2  
7 月
2  
O  
9 月
。
2  
1 0 月
。
2  3  
2  
11 月
。
2  2  
2  
1 2 月
。
2  
2  
1 月 2  
。
2 月
2  
。
3  
3  
。
3 月
む
2  2  
O  
合 計
3 0  1 0  
2 4  
1 4  
1 8  
9  
各 学 年 の 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J で は 、 そ の ね ら い と 子
ど も に 身 に つ け さ せ た い 基 礎 的 人 間 力 の 基 本 と な る 社 会 的 ス キ ル を 年 間 指 導 計 画
付 け 、 と 関 連 付 け な が ら 取 り 組 む こ と
を 図 ろ う と し て い る 。 具 体 的 に は 、
校 全 体 で 取 り 組 む 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 の 基 本 と な る “ 共 通 の 社 会 的 ス キ ル " ( 次 頁 、 表
II-5・ 3 、 着 色 部 分 ) に 加 え て 、 子 ど も の 発 達 に 応 じ て 必 要 な 社 会 的 ス キ ル お よ び 基 本 的 な
習 慣 な ど を 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の 題 材 と し て 取 り 組 ん
で い る 。
- 1 9 2  -
表 I - 5・ 3
学 年 別 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J 題 材 一 覧
※ 数 字 は 、 授 業 時 数 を 表 す 。
低 学 年
中 学 年
高 学 年
1 年 生
2 年 生
3 年 生
4 生 生
5 年 生 6 年 生
自 己 紹 介 自 己 紹 介 の 仕 方
話 の 聞 き 方 話 の 聞 き 方 話 の 聞 き 方
話 の 聞 き 方
話 の 聞 き 方 話 の 聞 き 方
返 率 の 仕 方
あ い さ つ の 仕 方 あ い さ つ の 仕 方 あ い さ つ の 仕 方 あ い さ つ の 仕 方 あ い さ つ の 仕 方
ロ ッ カ ー の 使 い 方 f受 業 中 の 正 し い 姿 努
学 習 用 具 の そ ろ え 方
校 外 に お け る あ い さ つ
机 の 中 の E経 理 経 頓
時 刻 を 守 る
机 の 上 の レ イ ア ウ ト 集 団 行 動 の 仕 方
ト イ レ の 使 い 方 規 則 正 し い 生 活
正 し い 姿 努 精 子 の 座 り 方 ・立 ち 方
鉛 i I ! の 持 ち 方
正 し い 廊 下 歩 行 意 欲 の 持 ち 方 意 欲 の 持 ち 方
チ ャ イ ム 席
時 刻 の 守 り 方
安 全 な 下 校 の 仕 方
ク 'ル ー プ の 話 し 合 い の 進 め 方 話 し 合 い
話 し 合 い
給 食 の 配 り 方
グ ル ー プ : 舌 動 の マ ナ ー
給 食 の 食 べ 方
計 画 の 立 て 方 将 来 へ の 希 望 の 持 ち 方
給 食 の 片 付 け 方
会 の 進 め 方
締 除 の 仕 方 婦 除 の 仕 方 学 級 集 団 へ の 貢 献 の 仕 方
奉 仕 活 動 へ の 取 り 組 み 方
自 己 紹 介 自 己 理 解 の 仕 方
下 級 生 へ の 後 し 方 下 級 生 へ の 嬢 し 方
自 己 紹 介
自 己 理 解 の 仕 方
下 級 生 へ の 後 し 方
お 礼 の 言 い 方 感 側 の 気 持 ち の 表 し 方
感 樹 の 気 持 ち の 表 し 方 感 聞 の 気 持 ち の 伝 え 方
上 手 な 聞 き 方 親 友 を つ く る 話 の 聞 き 方
手 伝 い の 仕 方 協 力 の 仕 方 断 り 方 協 力 の 仕 方
温 か い 言 葉
言 葉 の 使 い 方
励 ま し 方 ・ 併 す こ と
断 り 方
適 切 な 言 葉 づ か い
必 要 な 言 繁
友 だ ち づ く り
遊 び の 給 へ 入 り 方
て い ね い な 言 葉 づ か い 断 り 方
断 り 方
上 手 な 聞 き 方 話 し 方 ・ 聞 き 方
話 し :方 ・ 聞 き 方 物 の 借 り 方 ・ 返 し 方
困 っ た と き の 行 動
ア ン ガ ー ・ マ ネ ジ メ ン ト ア ン ガ ー ・ マ ネ ジ メ ン ト
ス ト レ ス ・ マ ネ ジ メ ン ト
友 だ ち の よ さ に 気 づく 友 だ ち の よ さ に 気 づく 長 所 の 見 つ け 方 友 だ ち の よ さ の 伝 え 方
樹 り 方
仲 直 り の 仕 方
あ や ま り 方
仲 裁 の 仕 方
自 分 の よ さ を 知 る
自 分 の よ さ を 知 る
自 己 肯 定 絡 し い 気 持 ち の 表 し 方 自 己 の 可 能 性 の 見 つ け 方 他 者 視 点
温 か い 言 葉 か け 頼 み 方 お 願 い の 仕 方 紹 介 の 仕 方
自 己 洞 察 ・ 自 己 開 示 不 審 者 対 応 不 審 者 対 応
災 査 時 の 選 鑑 の i士 主
3 0  
1 0  
2 4  
1 4  
1 8  
第 2 節 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の 評 価
1  子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 ( 簡 易 版 ) に よ る 調 査
(  1  )  目 的
神 陵 台 小 学 校 の 積 極 的 生 徒 指 導 と し て の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム に つ い て 、 筆 者 が 作 成 し た
ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 ( 簡 易 版 ) に よ り 、 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間
力 を 養 成 す る 「社 会 的 ス キ ノ レ の 授 業 J の 教 育 効 果 を 測 定 す る 。
続 き
① 調 査 対 象 ー
神 陵 台 小 学 校 の 特 別 支 援 学 級 を 除 く 全 て の 子 ど も を 対 象 と し た ( 表 I -5 -4) 0  
表 I -5 -4  調 査 対 象 者
学 年
男 子
女 子 合 計
小 学 校 1 年
2 3  
15 
3 8  
小 学 校 2 年
1 9  1 8  
3 7  
小 学 校 3 年 21 
3 2  
5 3  
小 学 校 4 年 2 4  
1 8  
4 2  
小 学 校 5 年
1 8  
2 4  
4 2  
小 学 校 6 年
3 5  
3 0  
6 5  
合 計 1 4 0  1 3 7  
2 7 7  
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② 調 査 時 期
2 0 1 1  ( 平 成 23) 年 7 月 と 、 2 0 1 2 ( 平 成 24) 年 2 月 に 実 施 し た 。
③ 調 査 手 続 き
調 査 は 学 級 担 任 に 依 頼 し 、 学 級 単 位 の 集 合 調 査 ・ 記 名 法 に よ り 実 施 し た 。 各 質 問 項
目 に つ い て 、 4 段 階 評 定 で 回 答 を 求 め た 。 ( あ て は ま る ( @ ) 、 や や あ て は ま る (0) 、
や や あ て は ま ら な い ( ム ) 、 あ て は ま ら な い ( x ) を 記 入 さ せ る こ と に よ っ て 測 定 ) む
調 査 用 紙 は 回 収 後 所 定 の 封 筒 に 入 れ 、 郵 送 に よ り 回 収 し た 。 欠 損 値 の あ る も の は 調 査
対 象 と し て い な し 、 。
(  3  ) 調 査 内 容
か つ て 筆 者 が 作 成 し た 「 社 会 性 尺 度 J ( 小 学 生 版 ) 14) は 、 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 J Iア
サ ー シ ョ ン J I共 感 性 J I将 来 展 望 性 J I 自 尊 感 情 J I集 団 参 加 能 力 J I実 践 力 J I規 範 意 識 J
f基 本 的 生 活 習 慣 J の 9 国 子 構 造 、 各 因 子 5 項 目 で 合 計 4 5 項 目 か ら な っ て い る 。 こ の 「 社
会 性 尺 度 J ( 小 学 生 紋 ) を 参 考 と し て 、 「 ア サ ー シ ョ ン j 因 子 を 「 自 己 表 現 」 悶 子 と 命 名
し 直 し 、 神 陵 台 小 学 校 用 に 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 ( 簡 易 紋 ) を 作 成 し た 。 こ の 尺 度
は 、 神 陵 台 小 学 校 の 研 究 に 合 わ せ て 「 江 ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 J 因 子 、 「 自 己 表 現 」 因 子 、
「 集 団 参 加 能 力 J 因 子 の 合 計 3 因 子 1 5 項 目 か ら な る 。 ま た 、 4 年 生 か ら 6 年 生 で は 、 「 共
感 性 J 因 子 お よ び 「 自 尊 感 情 J 因 子 の 10 項 目 15) を 加 え て 調 査 し た 。
「 共 感 性 J 因 子 お よ び 「 自 尊 感 情 J 因 子 の 10 項 目 に つ い て 、 1 年 生 か ら 3 年 ま で の 子
ど も に 調 査 を し な か っ た の は 、 神 陵 台 小 学 校 の 教 師 が 、 子 ど も の 発 達 段 階 や 教 育 現 場 の
経 験 に 基 づ く 感 覚 か ら 、 低 学 年 で は 回 答 す る こ と が 難 し い と 判 断 し た た め で あ る 。 質 問
項 目 の 内 容 を 次 頁 の 表 立 サ 5 に 示 し た 。
2 . 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 ( 鰭 易 飯 ) 調 査 の 結 果
調 査 結 果 に 基 づ き 、 5 因 子 の 得 点 を 学 年 、 男 女 別 に 算 出 し て 、 2 回 分 の 調 査 デ ー タ に つ
い て 、 平 均 と 標 準 偏 差 を 計 算 し て 整 理 し た ( 表 立 台 帳 台 1， 宜 -5・ 6 宮、 1 9 5 頁 ) 。 ま た 、 各 因 子
の時期×男女別の学年得点の様子を図1I -5・ 1~図1I -5 幽 5 に示した。グラフ得点は、因子合計
得 点 を 項 目 数 で 割 っ た 平 均 値 で 表 し て い る 。 そ の た め に 、 各 国 子 の 得 点 は 「 あ て は ま る J ( 3  
点 ) '"-' Iあ て は ま ら な い J ( 0 点 ) の 範 囲 内 で 示 さ れ て い る O
得 ら れ た デ ー タ の 各 国 子 得 点 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ に 、 2 ( 時 期 ) X  6  ( 学 年 ) X  2  ( 性 )
の 3 要 因 混 合 計 画 法 に よ る 分 散 分 析 を 行 っ た 。 被 験 者 内 効 果 は 、 時 期 群 ( 自 由 度 り と な
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表 n - 5・ 5 神 陵 台 小 学 校 「 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 J ( 簡 易 版 ) 質 問 項 目
番 号 質 問 項 密
私 は 、 わ か ら な い こ と を 友 だ ち に 聞 く こ と が で き ま す 。
2  私 は 、 悩 み や こ ま っ た こ と を 友 だ ち に 相 談 で き ま す 。
3  私 は 、 お 澱 い し た い こ と を 友 だ ち に た の む こ と が で き ま す 。
4  私 は 、 友 だ ち の 話 を 終 わ り ま で 聞 く こ と が で き ま す 。
5  私 は 、 吉 分 の 考 え を き ち ん と 友 だ ち に 話 す こ と が で き ま す 。
6  私 i立 、 友 だ ち と ち が う 意 見 で も 、 自 分 の 意 見 を 言 う こ と が で き ま す 。
7  私 は 、 密 分 が 失 敗 し た ら 、 あ や ま る こ と が で き ま す 。
8  私 は 、 困 っ た と き 、 友 だ ち ゃ 先 生 に 助 け て ほ し い と 伝 え る こ と が で き ま す 。
9  私 は 、 自 分 の 気 持 ち を 人 に 怯 え る こ と が で き ま す 。
1 0  私 は 、 い や な こ と を た の ま れ た ら 、 う ま く こ と わ る こ と が で き ま す 。
11 私 は 、 友 だ ち と な か よ く 遊 ぶ こ と が で き ま す 。
1 2  私 は 、 斑 や 友 だ ち と の 話 し 合 い ! こ 参 加 す る こ と が で き ま す 。
1 3  私 は 、 友 だ ち と の 約 束 を 守 る こ と が で き ま す 。
1 4  私 は 、 自 分 の 考 え が と お ら な く て も 、 が ま ん す る こ と が で き ま す 。
15 私 は 、 み ん な で 何 か を 決 め る と き 、 自 分 と ち が う 意 見 も 大 切 に し ま す 。
私 は 、 ひ と り ぼ っ ち で い る 子 を 見 る と 、 気 に な り ま す 。
2  私 は 、 傷 つ い て 苦 し ん で い る 動 物 を 見 る と 、 か わ い そ う に な り ま す 。
3  私 は 、 業 し そ う な 人 を 見 る と 、 楽 し い 気 持 ち に な り ま す 。
4  私 は 、 友 だ ち が 喜 ん だ り 悲 し ん で い る 気 持 ち が わ か り ま す 。
5  私 は 、 い っ し ょ に 遊 ん で い る 友 だ ち の や り た い こ と は 、 だ い た い わ か り ま す 。
6  私 は 、 自 分 を 大 切 だ と 思 い ま す 。
7  私 に は 、 ょ い と こ ろ が あ り ま す 。
8  私 は 、 自 信 を も っ て や れ る こ と が あ り ま す 。
9  私 は 、 人 の 役 に 立 っ て い る と 思 い ま す 。
1 0  私 は 、 が ん ば れ ば 、 だ い た い の こ と は で き る と 思 い ま す 。
悶 子 名
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力
自 己 表 現
集 団 参 加 能 力
共 感 性
自 尊 感 情
る 。 時 期 は 、 2 0 1 1 ( 平 成 23) 年 7 月 と 2 0 1 2 ( 平 成 24) 年 2 月 で あ る 。 被 験 者 間 効 果 は 、
学 年 群 ( 自 由 度 5) 、 男 子 と 女 子 の 性 群 ( 自 由 度 1 ) で あ る 。 分 散 分 析 の 結 果 は 表 n - 5・ 7 に
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示 し た 。 な お 、 分 散 分 析 に 使 用 し た デ ー タ は 、 欠 損 値 が 無 く 、 2 回 分 の デ ー タ が 連 続 し て
い る 子 ど も の デ ー タ で あ る 凸
表 耳 -5・ 6・ 1
月 見 IJ 因 子 得 点 の 平 均 値 と 分 散
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力
自 己 表 現
集 団 参 加 能 力
2011 年 7 月 2 0 1 2 年 2 月
2011 年 7 J9
2 0 1 2 年 2 月
2 0 1 1 年 7 月 2 0 1 2 年 2 月
学 年
性 別
n  M  S D  
続
S D  M  S D  M  S D  
M  
S D  
M  
S D  
小 学 校 1 年 生 男 子
2 3  2.72 .34 2.59 .4 1  2.70 .4 0  2.56 
.51 2.79 .28 2.67 .35 
女 子
15 2.72 .4 3  2.55 .37 2.56 .69 2 .4 9  .36 
2.65 .51 2.61 .52 
小 学 校 2 年 生 男 子
19 2.18 .69 2.27 .63 
2.20 .75 2.18 .82 2 .4 5  .52 2.51 .55 
女 子
18 2 .4 4  .63 2.30 .51 2.39 .68 2 .4 6  .53 2.66 
.37 2.58 .34 
小 学 校 3 年 生 男 子
21 2.11 .50 2.23 .4 3  2.28 
.4 7  2.20 .4 4  2.26 .55 2.28 .35 
女 子
3 2  2.33 .54 
2.31 
.52 2.30 
.54 2.33 
.4 3  
2.51 .4 2  2.53 .4 5  
小 学 校 4 年 生 男 子
2 4  1.93 .52 2.27 .51 1.86 .53 
2.20 .4 4  2.29 .4 6  2.4 4  .4 0  
女 子
18 2.30 .76 2.52 .54 2.11 .71 2.32 
.57 
2 .4 9  .53 
2.72 .30 
小 学 校 5 年 生 男 子
18 2.14 .54 2.24 .4 9  2.08 .4 9  
2.11 
.4 5  
2.23 
.4 6  
2 .4 0  .4 6  
女 子
2 4  2.27 .52 
2.27 
.4 8  
2.01 .52 1.93 .75 2.40 .4 3  2.4 0  .4 6  
小 学 校 6 年 生 男 子
3 5  1.91 .60 2.05 .56 1. 7 7  .59 1. 8 5  
.48 2.09 
.53 
2.34 .4 0  
女 子
3 0  2.35 .62 
2 .4 4  
.61 2.03 .59 
2.00 .64 2.30 .4 6  2.51 .35 
表 立 -5-6・ 2
月 見 IJ 医 i子 得 点 の 平 均 値 と 分 散
共 感 性
自 尊 感 情
2 0 1 1 年 7 月 2 0 1 2 年 2 月
2 0 1 1 年 7 月 2 0 1 2 年 2 月
学 年 性 別
n  
M  S D  M  S D  M  S D  
M  
S D  
小 学 校 4 年 生 男 子
2 4  2.21 .43 2.18 .45 2.39 
.4 1  2.43 .41 
女 子
18 2.49 
.45 
2.32 
.69 2.54 .50 2.49 
.34 
小 学 校 5 年 生 男 子
2 2  2.20 
.44 2.24 .64 2.35 .4 5  2.33 .55 
女 子
2 6  
2.22 .56 2.01 .76 2.42 .42 
2.16 .65 
小 学 校 6 年 生 男 子
3 5  
1.96 .54 1. 7 8  .64 2.13 .48 
1. 71 
.58 
女 子
3 0  2.20 
.59 1. 7 9  .61 2.25 .66 1. 7 6  .66 
(  1) rコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 」 因 子
学 年 群 (F[ 5， 2 7 2 ]  =  5.07 ，  p  <  0.0 1 ) と 性 群 (F [  1，  2 7 6 ]  =  9 .4 4 ，  p  <  0.01) に 有 志 な
差 が み ら れ 、 時 期 X 学 年 群 の 交 互 作 用 が J有 意 (F[ 6 ，  2 7 1  ]  =  2.67 ，  p  <  0.05) で あ っ た 。
単 純 主 効 果 で は 、 1 年 生 の 得 点 は 、 他 の 全 て の 学 年 と 比 較 し て
に 高 か っ た 。 し か し 、
時 期 変 動 が み ら れ 、 4 年 生 が
し て い る の に 対 し 、 1 年 生 の 得 点 は 下 降 し て い る 。
性 群 (F [  1，  2 7 6  ]ご 9 .4 4， p  <  0.01) の 単 純 主 効 果 を 検 定 し た 結 果 、 女 子 得 点 の 方 が 有
に 高 か っ た 。
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コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力
3 .0 0  
人、
2 .5 0  
2 .0 0  
1. 5 0  
ー ← 小 学 校 1的
- - - 小 学 校 2 1:
- + - /j¥ 学 校 3年 左
~小学校4年刻
ー ・ ー 小 学 校 6 年 ケ
7 月 男 子 12 月 男 j 7 月 女 子 12 月 女 j
図 n -5 -1  rコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 」 学 年 別 男 女 別 因 子 得 点 、 の 変 化
表 n -5 -7  
因 子 別 分 散 分 析 結 果 一 覧
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 被 験 者 内 対 比 の 検 定 被 験 者 間 効 果 の 検 定
要 因 平 方 和 自 由 度 F 値 有 意 確 率 要 因 平 方 和 自 由 度 F 値 有 意 確 率
時 期
36 2.35 
13 学 年 1 .04 5  
5.07 
00 " 
時 期 x 学 年 2.01 
2.67 02 "  性 別 4.11 9.44 
00 "  
時 期 x 性 別 41 
2.69 
10  
学 年 女 性 別
3.10 1. 42 
22 
時 期 x 学 年 *  性 月 IJ
13 17 97 
自 己 表 現 被 験 者 内 対 比 の 検 定 被 験 者 間 効 果 の 検 定
要 因 平 方 和 自 由 度 F 値 有 意 確 率 要 因 平 方 和 自 由 度 F 値 有 意 確 率
時 期 1 
73 39 
学 年
24.87 5  10 .25 
00 " 
時 期 x 学 年
1. 70 
5  2.21 
05 "  性 別
83 
1.70 19 
時 期 x 性 別
00 03 87 学 年 * 性 別 2.58 1.06 38 
時 期 x 学 年 本 性 別
35 
45 81 
集 団 参 加 力 被 験 者 内 対 比 の 検 定 被 験 者 間 効 果 の 検 定
要 因 平 方 和 自 由 度 F 値 有 意 確 率 要 因 平 方 和 自 由 度 F 値 有 意 確 率
時 期
67 6.46 
01 “  学 年
8.22 
5  
5.82 
00 " 
時 期 x 学 年 1.69 
3.28 01 "  性 別
2.34 8.27 
00 " 
時 期 x 性 別
03 27 60 
学 年 * 性 別
1.69 1.  19
31 
時 期 x 学 年 *  性 見 IJ
27 53 75 
共 感 性 被 験 者 内 対 比 の 検 定 被 験 者 間 効 果 の 検 定
要 因 平 方 和 自 由 度 F 値 有 意 確 率 要 因
平 方 和 自 由 度 F  f直 有 意 確 率
時 期 1.33 
1  14 .91 
00 "  学 年
4.01 2  4.72 
01 "  
時 期 x 学 年 07 40 67 性 月 IJ 1. 62 3.81 
05 "  
時 期 x 性 別 07 79 38 
学 年 * 性 別
38 44 64 
時 期 x 学 年 *  性 別
14  79 46 
自 尊 感 情 被 験 者 内 対 比 の 検 定 被 験 者 間 効 果 の 検 定
要 因 平 方 和 自 由 度 F 値 有 意 確 率 要 因 平 方 和 自 由 度 F 値 有 意 確 率
時 期
66 5. 10 03 "  学 年 20 .25 2  17. 23 
00 "  
時 期 x 学 年 90 3. 50 03 "  性 別 03 05 82 
時 期 x 性 別
00 
01 93 
学 年 本 性 別
1. 15 98 38 
時 期 x 学 年 *  性 別
07 27 7  
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(  2 )  r自 己 表 現 力 J 因 子
，当 年 群 (F [ 5 ， 2 7 2 ]  =  10.25 ，  p  <  0 .0 1) に 有 意 な 差 が み ら れ 、 時 期 × 学 年 群 の 交 互 作
が 有 意 (F [ 6 ，  2 7 1  ]二 2 .2 1 ， p  <  0 .0 5 ) で あ っ た 。 単 純 主 効 果 で は 、 1 年 生 の 得 点 は 、 他
の 全 て の 学 年 と 比 較 し て 有 意 に 高 か っ た 。 6 年 生 の 得 点 は 、 1 年 か ら 3 年 生 ま で 、 の 待 }i、
と 比 較 し て 有 意 に 低 く な っ て い た 。 時 期 変 動 で は 、 4 年 生 が 有 意 に 上 昇 し て い る 。
性 群 (F [  1，  2 7 6 ]  =  1. 7 0 ，  n s ) の 単 純 主 効 果 を 検 定 し た 結 果 、 男 女 の 差 は 見 ら れ な か っ
た 。
3 .0 0  
2.50 
2.00 
1. 50 
ヘ ¥
7 月 男 子 12 月 男 子
自 己 表 現 力
7 月 女 子 12 月 女
ー ← 小 学 校 1山
田 ・ ー 小 学 校 2 年
. . . - /.J、 学 校 3 年 生
図 n -5-2 r自 己 表 現 力 」 学 年 別 男 女 別 因 子 得 点 の 変 化
(  3 )  r集 団 参 加 能 力 」 因 子
時 期 群 (F [  1， 2 7 6 ]  =  6 .4 6 ，  p  <  0 .0 1 )、 学 年 群 (F[ 5 ， 2 7 2 ]  =  5 .8 2 ，  p  <  0 .0 1)、 性 群 (F
[  1，  2 7 6  ] 二 8 .2 7 ， p  <  0 .0 1) に 有 意 な 差 が み ら れ 、 H寺 期 × 学 年 群 の 交 互 作 用 が 有 意 (F [ 6 ，  
2 7 1 ]  =  3 .2 8 ，  p  <  0 .0 1 ) で あ っ た 。 単 純 主 効 果 で は 、 1 年 生 の 得 点 は 、 3 年 、 5 年 、 6
の 学 年 と 比 較 し て 有 意 に 高 か っ た 。 ま た 、 2 年 生 は 6 年 の 得 - 点 よ り も 優 位 に 高 く な っ て
い る 。 し か し 、 1 年 、 4 年 、 5 年 、 6 年 生 で 、 は 時 期 変 動 が み ら れ 、 1 年 で は 得 点 が 下 が
る の に 対 し 、 他 の 学 年 で は 男 女 と も に 得 点 が 上 昇 し て い る 。
性 群 の 単 純 主 効 果 を 検 定 し た 結 果 、 女 子 得 点 の 方 が 有 意 に 高 か っ た 。
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図 l -5・ 3 r集 団 参 加 力 」 学 年 別 男 女 別 因 子 得 点 の 変 化
( 4 )  r共 感 性 J 因
時 期 群 (F [  1，  2 7 6  ]  =  14 .9 1 ，  p  <  0 .0 5 ) 、 学 年 群 (F [ 5 ，  2 7 2  ] 二 4 .7 2 ， p  <  0 .0 1 ) 、 性 群 (F
[  1，  2 7 6 ]  =  3 .8 1 ，  P  <  0 .0 5 ) に 有 意 な 差 が み ら れ 、 交 互 作 用 は み ら れ な か っ た 。 単 純 主 効
果 で は 、 4 年 生 の 得 ュ 点 は 、 6 年 の 学 年 と 比 較 し て 有 意 に 高 か っ た 。
性 群 の 単 純 主 効 果 を 検 定 し た 結 果 、 女 子 得 点 の 方 が 有 意 に 高 か っ た 。
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図 l - 5・ 4 r共 感 性 J 学 年 別 男 女 別 因 子 得 点 の 変 化
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(  5 )  r自 尊 感 情 」 医 l
i時 期 群 (F [  1，  2 7 6 ]  =  5 .10 ，  p  <  0 .0 5 )、 学 年 群 (F [ 5 ，  2 7 2  ]  =  17 .2 3 ，  p  <  0.05 ) に 有 山 、
な 差 が み ら れ 、 時 期 × 学 年 群 の 交 互 作 用 が 有 意 (F [ 6 ，  2 7 1  ]  =  3.50 ，  p  <  0.05 ) で 、 あ っ た 。
… 純 主 効 果 で は 、 4 年 > 5 年 > 6 年 の 順 で 有 意 に 高 か っ た 。 時 期 変 動 で 、 は 、 6 年 生 の 得
点 が 下 降 傾 向 に あ る の に 対 し て 、 4 年 、 5 年 生 で は 高 ま っ て い た 。 性 群 の 単 純 主 効 果 を
検 定 し た 結 果 、 男 女 の 差 は 見 ら れ な か っ た 。
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7 月 男 子 12 月 男 子
7 月 女 子 12 月 女 ー
図 I1 -5 -5 r自 尊 感 情 」 学 年 別 男 女 別 因 子 得 点 の 変 化
(  6  ) 神 陵 台 小 学 校 に お け る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 ( 簡 易 版 ) 得 点 の 学 年 比 較
神 |凌 台 小 学 校 の 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 ( 簡 易 版 ) は 、 2 0 1 1 ( 平 成 2 3 ) 年 7 月 と 2 0 1 2
( 平 成 24 ) 年 2 月 に 全 学 級 で 実 施 さ れ た 。 す べ て の 学 年 で 共 通 し て 得 ら れ た 「 コ ピ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン 能 力 J r自 己 表 現 力 J r集 団 参 加 力 」 の 各 因 子 得 - 点 ( 項 目 数 で 除 し た 平 均 値 )
の 変 化 を 示 し た の が 図 I 1 -5・ 6 で あ る 。
図 I 1 -5-6 に 示 し た 通 り 、 1 年 生 で は 、 得 点 の 下 |径 が 見 ら れ る が 、 他 の 学 年 で は 得 点 の
上 昇 が 見 ら れ た 。 1 年 生 か ら 3 年 生 ま で を 低 学 年 、 4 年 生 か ら 6 年 生 ま で を 高 学 年 と し
て 、 2 つ の ブ ロ ッ ク に 分 け て み た と き に 、 高 学 年 ブ ロ ッ ク の 子 ど も た ち の 方 が 得 点 変 動
の大きいことが示されている。 特に 、 4 年生の子どもは、 3 因子得点ともに得点上昇 III~
が 大 き く 、 次 い で 6 年 生 の 2 因 子 得 点 の 上 昇 が 大 き く な っ て い る 。 こ の こ と に 反 し て 、
2 年 生 お よ び 3 年 生 で は 、 3 因 子 得 点 と も に 大 き な 変 化 が 見 ら れ な か っ た 。
- 2 0 0 ・
6 年
4 年
2 年
コミュニケーション古 jg
カ
ー噌圃・ 7 月
ー ・ 1- 1 2 月
集 団 参 加 力 戸 ¥ 自 己 表 現 力
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ヨ ン 能
力
2.60 /I¥ 
ぶ
... ー 7 月
司・- 12 月
集 団 参 加 力 4 ← ー
一 ー 一 二 込 自 己 表 現 力
一
一 -
集 団 参 加 力
一 一 ー 一 一 一 一
- 自 己 表 現 力
ー + ー 7 月
・.. ・12 月
5 年
コミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能
力
/ズ ミト¥
集 団 参 加 力 ， - -
「3 年
コミ ュ ニケー γ ヨン能
カ
1 年
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ヨ ン 能
力
集 団 参 加 カ
¥ 自 己 表 現 力
自 己 表 現 力
ー + ー 7 月
ー ・ 1 - 12 月
ー + ー 7 月
ー . . . 12 月
ー+ - 7 月
- ・ ー 12 月
図 I -5 -6  神 陵 台 小 学 校 の 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 ( 簡 易 版 ) 得 点 チ ャ ー ト 図
図 I -5 -6 の 得 = 点 チ ャ ー ト 図 に は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「社 会 的 ス キ ノ レ の 授 莱 j
を 取 り 入 れ た 、 神 陵 台 小 学 校 の 積 極 的 な 生 徒 指 導 の 効 果 が 示 さ れ て い る 。 先 述 し た 分 散
分 析 の 結 果 と は 違 う 視 点 で 得 点 チ ャ ー ト 図 を 見 る と 、 1 年 生 と 3 年 生 と 4 年 生 は 三 角 形
の バ ラ ン ス が よ い が 、 他 の 学 年 で は 自 己 表 現 力 の 得 点 が 他 の 因 子 得 点 よ り 低 く な っ て い
る 。 こ れ は 、 神 |凌 台 小 学 校 の 研 究 の 目 的 で あ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 高 め 、 自 尊 感
情 を 高 め る た め に 何 が 必 要 な の か を 示 唆 し て い る 。 つ ま り 、 集 団 参 加 力 が 育 ち 、 コ ミ ユ
ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 が 高 ま っ て も 、 そ れ だ け で は
る の で あ る 。
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表 現 力 は 伸 び な い こ と が 示 さ れ て い
自 己 表 現 力 は 、 個 人 的 な ス キ ル に 加 え て 、 集 団 へ の 信 頼 や 仲 間 へ の 安 心 感 を 基 礎 と し
て 発 揮 さ れ る 力 で あ る が ゆ え に 、 さ ら な る 子 ど も の 人 間 関 係 を 促 進 さ せ て い く 必 要 が あ
る と 思 わ れ る 。
第 3 節 教 師 ア ン ケ ー ト 結 果
子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る f社 会 的 ス キ ル の 授 業 j は 、 神 陵 台 小 学 校 の 教 師 に ど
の よ う に 評 価 さ れ て い る の か を 把 握 す る た め に 、 学 級 担 任 12 名 を 対 象 と し た ス キ ル 教 育 に
関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。 12 名 中 11 名 の 教 師 か ら 回 答 を 得 る こ と が で き た 。 以 下 、
調 査 内 容 と 結 果 に つ い て 述 べ る 。
1  . 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の ね ら い と 実 施 持 期 な ど
ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 に 関 す る 6 項 自 に つ い て 、 そ れ ぞ
れ 7 段 階 評 定 で 回 答 を 求 め た ( と て も よ い ~ と て も よ く な し ¥ )0 得 ら れ た 結 果 を 肯 定 的 な 評
価 ( と て も よ い ・ よ い ・ や や よ し サ と 否 定 的 な 評 価 ( ど ち ら と も い え な い 、 あ ま り よ く な
い 、 よ く な い 、 と て も よ く な し サ に 整 理 し た も の が 表 五 -5・ 8 で あ る 。 「 ど ち ら と も い え な い j
に つ い て は 、 肯 定 に も 否 定 に も 計 上 し な い で 整 理 す る こ と を せ ず に 、 否 定 的 な 評 価 と し て
考 え た 。 そ の 理 由 は 、 外 部 者 で あ る 筆 者 が 実 施 す る ア ン ケ ー ト 調 査 に 対 し て 、 神 陵 台 小 学
校 の 教 師 は 速 患 や 配 慮 、 を し て 答 え よ う と す る バ イ ア ス が か か っ て い る 可 能 性 が あ る と 判 断
し 、 よ り 厳 し い 評 価 結 果 と し た 方 が 実 態 を 反 映 し て い る と 考 え た か ら で あ る 。
表 TI-5・ 8 Q 1 ね ら い と 実 施 時 期 、 実 施 方 法 等
No. 項 自
肯 定 否 定 合 計
ね ら し 、
10 
1 
2  実 施 時 期
10 
1 
3  
授 業 時 数
5  
6  1 
4  
実 施 方 法
9  2  1 
5  授 業 内 容
10 
1 
6  
評 価 方 法
5  6  
1 
7  
( そ の 他 )
ア の 自 由 記 述 の 内 容 は 、 次 に 示 し た 2 点 で あ る 。 ① 学 校 の 課 題 に つ い て き ち ん と 共 通 理
解 し た 上 で 子 ど も た ち の 家 庭 状 況 を 考 え な が ら
し て し 1 か な け れ ば な ら な い 。 ② 本 来 、
- 2 0 2 ・
日 常 生 活 や 授 業 の 中 に 組 み 込 ま れ て 必 要 に 応 じ て さ れ て き た こ と を 、 あ え て 取 り 出 し て 指
導 し て い く こ と の 良 さ と 悪 さ が あ る 。 良 い こ と は た く さ ん あ る が 、 今 回 の よ う に 外 部 に 発
ー す る 研 修 内 容 と し て は 、 少 し 無 理 が あ っ た よ う に 感 じ た 。
表 TI -5 -8 の 結 果 を グ ラ フ 化 し た も の を 図 TI -5 -7 に 表 し た 。
12 
10  
8  
6  
・ 宵日 AE疋 ，  
- 否 定
1 -
-
- - - -
4  
2  
O  
ね ら い 実 施 時 期 授 業 時 数 実 施 方 法 授 業 内 容 評 価 方 法
図 TI -5・ 7 ス キ ル 教 育 の ね ら い と 実 施 時 期 、 実 施 方 法 等 に つ い て
2 . 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 に 期 待 さ れ る 効 果
ね ら い と す る 8 項 目 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 7 段 階 評 定 で 回 答 を 求 - め た ( と て も 効 果 が あ る
~ ふ く 効 果 が な し つ 。 得 ら れ た 結 果 を 肯 定 的 な 評 価 ( と て も よ い ・ よ い ・ や や よ し ¥) と 否 定
的 な 評 価 ( ど ち ら と も い え な い 、 あ ま り よ く な い 、 よ く な い 、 と て も よ く な し つ に 整 理 し
た も の が 表 TI- 5・ 9 で あ る 。
表 TI -5 -9  Q 2 ス キ ル 教 育 に 期 待 さ れ る 効 果 に つ い て
No 項
自
肯 定
ヌ口 ミ 弓比ζ =・
合 計
自 己 理 解
10  
1 1  
2  
他 者 理 解
10  
1 1  
3  
自 己 表 現
10  
1 
4  い じ め 防 止
9  
2  
1 
5  不 登 校 防 止
5  
6  
1 
6  自 尊 感 情 向 上
10  
1 
7  
人 間 関 係 作 り
10 
1 1  
8  規 範 意 識
10  
11  
9  
そ の 他
- 2 0 3・
9 の 自 由 記 述 の 内 容 お よ び 表 I -5 -9 の 結 果 を グ ラ フ 化 し た 図 I -5 -8 を 次 に 示 し た 。
① 教 師 の 思 し ¥や l頼 い が 子 ど も た ち に も 、 親 に も 伝 わ ら な け れ ば 効 果 は 発 揮 で 、 き な い 。
② 体 験 さ せ る こ と で 、 身 に つ く も の が し 1 く つ も あ っ た が 、 継 続 す る 大 切 さ も 痛 感 し た 。 た
だ 、 こ れ に 限 ら ず 教 育 は ど ん な 内 容 の こ と も 継 続 無 く し て は 力 に な り 得 な い 。
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図 I -5・ 8 ス キ ル 教 育 に 期 待 さ れ る 効 果 に つ い て
3 . 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の 学 習 効 果
居 間 3 で は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 学 習 効 果 が 表 れ た
と 思 わ れ る 子 ど も の 様 子 に つ い て 自 由 記 述 で 回 答 を 求 め た 。 以 下 、 項 目 別 記 述 内 容 を 示 す 。
(  1 )  (子 ど も の ) 自 分 自 身 に 関 す る こ と
① 礼 儀 正 し さ が 根 づ い て い る
そ う と い う 意 識 が で て き た
③ な か な か 発 言 で き な い 子 が 、 自 分 の 思 い を 伝 え ら れ る よ う に な っ て き た
④ 自 尊 感 情 が 低 い 子 が 、 他 者 か ら 良 い と こ ろ を 見 つ け て も ら う こ と で 「 ぼ く に も 良 い
と こ ろ が あ っ た ん だ け と 感 想 を 言 っ て い て 、 効 果 が あ る の だ と 実 感 し た
⑤ 自 分 の 知 ら な か っ た 良 さ に 気 づ け た 。 自 信 に な っ て い る
⑥ あ ま り な い
(  2 ) 学 級 集 団 形 成 に 関 す る こ と
① 子 ど も 同 士 の 気 遣 う 姿 が 見 ら れ る よ う に な っ て き た
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② ス キ ル を 活 用 す る こ と で 円 滑 な 人 間 関 係 を 形 成 す る の に 役 立 っ て い た 。 例 え ば 、 友
だ ち に お 顧 し 1 を す る 。 遊 ぶ 仲 間 に 入 れ て ほ し い ・ -
③ 1 学 期 の 段 階 で 、 も っ と た く さ ん や っ て お く べ き だ 、 っ た
④ あ ま り な い
(  3  ) コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力
① 先 生 と 、 先 生 が し 1 る 友 だ ち の 間 で の 考 え の や り と り は う ま く い っ て い る よ う だ
② 学 ん だ ス キ ル を 思 い 出 し て 使 お う と す る 子 が 見 ら れ た 。 ま た 、 「 こ ん な 時 は こ う す る
ん だ 、 っ た よ J と 友 だ ち に 声 を か け る 子 も 見 ら れ た
③ 個 人 差 は あ る が つ く
④ あ る 程 度 の パ タ ー ン を 身 に 付 け る こ と で ト ラ ブ ソ レ を 回 避 し つ つ 友 だ ち と コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン を と れ る よ う に な っ て き た 。 例 え ば 、 「 カ ッ j と し た と き に 深 呼 吸 し て お 顧
し 1 す る
③ 遊 び の 輸 に 入 る 入 り 方 や 、 「 カ ー ッ 」 と し た と き の 抑 え 方 を 学 び 、 実 際 に 使 え る よ う
に な っ た 子 が い る
⑥ 声 の 小 さ な 子 が ( 特 に 女 子 ) 3'"'-' 4 人 い た が 、 み ん な の 前 で 大 き な 声 で 発 表 で き る よ
う に な っ て き た
⑦ あ ま り な い
( 4  ) い じ め に 関 す る こ と
① い け な い こ と だ と は 理 解 し 、 教 師 に 伝 え る 姿 は あ る が 集 団 の 中 で は 弱 し 1
② 規 範 J意 識 や 何 が 正 し し 1 か を 客 観 的 に 考 え る チ ャ ン ス に な る
③ あ ま り な い
(  5  ) 不 登 校 に 関 す る こ と
① も っ と 根 の 深 い も の で あ る か ら 、 う わ べ で は 解 決 し な い
② あ ま り な い
(  6  )共感性や自尊感情に~すること
① 友 だ ち 同 士 の 中 で は ま だ ま だ
② 自 分 に 自 信 が 持 て な い 子 も 友 だ ち に 認 め ら れ る こ と で 良 い 発 見 が で き た 様 子 だ 、 っ た
③ 共 感 性 を 直 接 感 じ る チ ャ ン ス が 与 え ら れ る 良 さ が あ る
④ ほ め ら れ た り 認 め ら れ た り し た こ と で 自 信 が つ き 、 授 業 中 の 発 表 を 意 欲 的 に 頑 張 る
よ う に な っ た
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⑤ あ ま り な い
(  7  ) 学 級 内 の 人 間 関 係
① 少 し ず つ 遊 び 、 の 仲 間 の 輸 が 広 が っ て い る ( 低 中 高 と も )
② 友 だ ち の 良 い と こ ろ を 見 つ け ら れ る よ う に な っ た
③ 良 い と こ ろ み つ け を す る こ と で 、 相 手 の 良 い と こ ろ 、 自 分 の 良 い と こ ろ を 認 識 し 、
お 互 い の 良 い と こ ろ を 伝 え る こ と の 大 切 さ を 知 り 、 関 係 が 深 ま っ た
④ 構 成 的 グ ル ー プ ・ エ ン カ ウ ン タ 一 等 で 、 身 に つ く 関 係 が 確 か に あ る と 感 じ る
⑤ ロ 一 ル ブ プO レ イ ン グ を 行 う こ と で
が 出 て き た
⑥ f社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の 前 と 後 で は 、 子 ど も 同 士 の う ち と け た 感 じ が 大 き く 違 う
⑦ 友 だ ち 伺 士 、 言 葉 遣 い に 気 を つ け た り 、 注 意 し 合 っ た り す る よ う に な っ た
③ あ ま り な い
(  8  ) 学 校 生 活 適 応 に 関 し て
① き ま り は き ち ん と 守 ろ う と し て い る
② 低 学 年 、 特 に 1 年 生 で は 、 あ い さ つ 、 ト イ レ の 仕 方 、 そ う じ な ど 、 基 本 的 な 生 活 習
を 身 に 付 け る 上 で は 役 に 立 っ た 。 子 ど も た ち も 進 ん で 取 り 組 め た
③ 基 本 的 な こ と が で き る よ う に な っ た
④ あ ま り な い
(  9 )  ( そ の 他 ) Q 3 に 関 す る 内 容 に つ い て ご 意 見 や 要 望 が あ り ま し た ら ご 記 入 く だ さ い 。
① 教 師 が ど れ だ け 子 ど も の こ と を 思 い 、 ど れ だ け 近 づ い て 関 わ り 、 ど う し づ 方 向 へ 導
き た し 、 か と い う 気 持 ち の 持 ち 方 、 関 わ り 方 で 効 果 は か な り 差 が 出 る
② 私 の 技 量 不 足 も あ る と 思 う が 授 業 で 、 行 っ た こ と が 実 生 活 に 活 か さ れ る と こ ろ ま で は
な か な か 難 し い と 感 じ た 。 そ こ が 課 題 に も な る よ う に 思 う
4  子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の r社 会 的 ス キ ル の 授 業 j 全 般 と 次 年 度 の 課 題 な ど
質 問 4 で は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 全 般 に つ い て 、 次 年
度 へ 向 け て の 課 題 等 に つ い て 自 由 記 述 で 回 答 を 求 め た 。 以 下 、 記 述 内 容 を 示 す 。
① 教 職 員 全 員 が も っ と も っ と 自 の 前 の 現 実 か ら 学 ん で し 、 か な け れ ば せ っ か く の ス キ ル
教 育 の 効 果 が 出 な い ま ま で 終 わ る 。 家 庭 訪 問 を 大 切 に し な け れ ば 、 地 域 に 足 を 運 ん で
情 報 を も ら う 、 子 ど も に 寄 り 添 う
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② 日 常 に 如 何 に 組 み 込 ん で い く か 、 継 続 さ せ て い け る か 、 学 年 間 の 系 統 を 持 っ か
③ ス キ ル が 身 に つ き き ら な い 子 ど も に 対 し て 、 ど の よ う な 手 助 け を し て い く か ( ど の よ
う に し て 力 を つ け さ せ て い く の か )
④ 授 業 で 、 行 っ た こ と が 実 生 活 に 活 か さ れ る と こ ろ ま で は な か な か 難 し い と 感 じ た
⑤ 授 業 で 使 う 具 体 物 、 掲 示 物 や 役 割 jの 札 な ど が 、 い つ で も 、 ど の 学 年 も 、 使 え る よ う に
し て お き た い
⑥ 時 数 を 如 何 に 減 ら し て ( 学 活 を 使 用 す る た め に ) 、 効 果 を 上 げ る か を 考 え る
⑦ 本 校 で は 、 こ こ 1 ， 2 年 で 本 格 的 に 取 り 組 み 始 め た 。 学 校 全 体 で 取 り 組 む こ と が 大 切
だ し 、 継 続 し て い く こ と が よ り 大 切 な の で 授 業 づ く り と 時 数 の 確 保 が 必 要 。 ま た 、 気
に な る 子 に ス ポ ッ ト を 当 て て 年 間 を 通 し て 指 導 し 、 そ の 子 の 変 化 、 成 長 を 見 て い く こ
と も 大 事 と 思 う
第 4 節 授 業 者 に よ る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の
評 価
3 年 間 に わ た り 神 陵 台 小 学 校 の 教 青 、 特 に 生 徒 指 導 の 側 面 に 関 わ っ て き た が 、 2 0 1 1 年 度
に 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の f社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 を 教 育 課 程 に 位 置 付 け て 実 践 し た
教 師 は ど の よ う に 自 ら の 教 育 実 践 を 評 価 し て い る の で あ ろ う か 本 節 で は 、 こ の こ と に つ
い て 神 陵 台 小 学 校 の 職 員 研 修 記 録 「 け や き j を 手 が か り lこ 探 っ て し 1 く O
「 け や き J に は 、 学 年 毎 に 教 育 活 動 計 画 を 立 て 、 研 修 テ ー マ に せ ま る た め に 「 授 業 」 お
よ び 「 く ら し ・ 行 事 j の 中 に お け る 子 ど も へ の 働 き か け ( 具 体 的 な 方 策 ) と 、 そ の 柱 と し
て の 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j を 実 践 し て き た 記 録 が ま と め ら
れ て い る 。 そ し て 、 1 年 間 を ふ り 返 っ て の 「 成 果 と 課 題 j が 学 年 毎 に 述 べ ら れ て い る O 次
に 、 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 こ ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る と い う 視 点 か ら 、 「 け や き j の
内 容 に つ い て 考 察 す る 。
1  . 第 1 学 年
本 学 年 で は 、 f話 す j こ と に 関 し て 、 日 常 の 学 校 生 活 の 中 に お け る “ 返 事 " 、 “ ス ピ ー チ " 、
“ あ い さ つ " 、 “ 発 表 " 等 を 通 し て 、 子 ど も の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 を 高 め よ う と 指 導 し て
い る O ま た 、 「 開 く 」 こ と に 関 し て は 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j で 学 び 、 練 習 を 通 し て 大 き
く 成 長 し た と 評 価 し て い る 。
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1 学 年 の 教 師 か ら は 、 子 ど も の 変 容 に つ い て 、 「 潤 く 姿 は 、 1 年 間 で 大 き く 成 長 し た 。 話
を 開 く 姿 勢 か ら は じ ま り 、 話 し 手 が 話 し や す い 上 手 な 開 き 方 ま で を ソ ー シ ャ ル ス キ ル ・ ト
レ ー ニ ン グ を 取 り 入 れ て 指 導 し た 。 最 初 は 合 言 葉 で 、 姿 勢 を 意 識 し て い た が 、 だ ん だ ん と
合 言 葉 な し で も 自 分 で 意 識 で き る よ う に な っ た 。 ま た 、 話 し 手 に 向 か つ て 、 “ う な づ い た り " 、
“ 同 じ で す " と 伝 え ら れ る よ う に も な っ て い る 。 最 初 は 自 分 の こ と だ け で 精 一 杯 だ 、 っ た と
こ ろ か ら 、 だ ん だ ん と 身 近 な 友 だ ち か ら ク ラ ス の み ん な へ と 関 心 を 拡 げ ら れ る よ う に な っ
て 、 友 だ ち の 声 を 開 き た い と 自 分 か ら 思 え る よ う に な っ て き た J 18) と 具 体 的 な 場 面 が 語 ら れ
て い る 。
課 題 は 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J で の 内 容 が パ タ ー ン 化 さ れ て し ま い 、 形 骸 化 し て し ま い
が ち な 傾 向 が 見 ら れ た こ と で あ る 。 そ こ で 、 教 師 は 、 適 宜 、 応 用 の 方 法 を 教 え な が ら ス キ
ル の 定 着 が 図 れ る よ う に 指 導 を し た と 述 べ ら れ て い る 。
2 . 第 2 学 年
本 学 年 で は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j に お け る ソ ー シ ャ ル
ス キ ル ・ ト レ ー ニ ン グ に 加 え て 、 日 頃 の 授 業 に お け る ゲ ー ム や グ ル ー プ O で 、 の 相 談 場 面 を 取
り 入 れ る こ と で 、 子 ど も た ち に は 「 友 だ ち の 意 見 に 耳 を 傾 け 、 協 力 し て 活 動 す る 態 度 が
っ て い る J 19) 。 ま た 、 教 師 は 雨 天 時 に は 教 室 内 遊 び に ソ ー シ ャ ル ス キ ル ・ ト レ ー ニ ン グ を 取
り 入 れ 、 日 常 の 生 活 場 面 の 中 で 子 ど も の 言 葉 遣 い を き め 細 や か に 指 導 し て い る 。 こ の よ う
に 教 師 は 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 で 練 習 し た こ と を 、 そ の 後 の 指 導 に 生 か す た め に 、 子 ど
も が 学 ん だ ス キ ル を 使 え る 場 面 を 多 く 設 け て い る 。 そ の 結 果 、 注 意 の 仕 方 、 優 し い 吾 葉 か
け 、 気 遣 い 等 の 友 だ ち の 気 持 ち を 考 え て 行 動 で き る 子 ど も が 育 ち つ つ あ る 。
課 題 は 、 「 う な づ き な が ら 最 後 ま で 開 く j 、 迷 惑 を か け た 時 に 、 す ぐ に 謝 れ る 等 を 徹 底 し
て い く こ と に あ る と 述 べ ら れ て い る 。
3 . 第 3 学 年
本 学 年 で は 、 年 度 当 初 、 話 を 最 後 ま で し っ か り 聞 く こ と が で き る 子 ど も が 少 な か っ た が 、
基 本 的 な 話 の 開 き 方 、 心 構 え 等 を 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j を
し て 学 ぶ 機 会 を 設 け て き た 。 特 に 、 f言 言 し 手 が 安 心 し て 自 分 の 意 見 が 言 え る 雰 囲 気 を つ く
る こ と を 重 視 し た J 20) 結 果 、 よ く 開 く た め の 態 度 や 心 構 え は 定 着 し て き た と 評 価 し て い る 。
ま た 、 f社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の 中 で 、 「 腹 が 立 っ て も カ ー ッ と し な し リ 題 材 を 学 習 し た こ
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と に よ り 、 「 友 だ ち に 自 分 の 気 持 ち が う ま く 伝 え ら れ ず 、 す ぐ 暴 力 や 暴 言 で 気 持 ち を ぶ つ け
て し ま う 子 ど も が 、 相 手 を 貢 め る 前 に 、 自 分 が ど う し て ほ し か っ た の か 、 何 を 分 か つ て ほ
し か っ た の か と い う 考 え や 思 い を 伝 え る ス キ ル j を 知 り 、 子 ど も 間 の ト ラ ブ ル が 減 少 す る
と と も に 、 ト ラ ブ ツ レ が 起 き て も 子 ど も 相 互 が 自 分 の 気 持 ち を 伝 え 合 う こ と で す ぐ に 解 決 へ
と 向 か う こ と が で き る よ う に な っ た 。
課 題 は 、 ス キ ル の 定 着 と 成 果 は 、 教 師 と 子 ど も お よ び 子 ど も 相 互 の 信 頼 関 係 が 構 築 さ れ
て き た こ と に 基 礎 が あ る た め に 、 進 級 後 の 見 通 し を 立 て に く い 点 と 、 子 ど も た ち だ け で も 、
お 互 い の 信 頼 関 係 を つ く っ て い く こ と の で き る 確 か な 力 を 青 む 点 に あ る と 述 べ ら れ て い る 。
4 . 第 4 学 年
本 学 年 は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 カ を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 で 何 度 も ロ ー ル プ
レ イ ン グ を 行 い 、 様 々 な 視 点 を 数 多 く 体 験 し た こ と に よ り 子 ど も た ち は 「 自 然 と 相 手 側
の 視 点 に 立 つ こ と の 重 要 性 を 感 じ る こ と が で き た よ う で あ る O ク ラ ス の 中 で 、 密 っ て い る
友 だ ち へ の 声 か け の 手 助 け わ く わ く キ ャ ン プ で の プ ロ ジ ェ ク ト チ ャ レ ン ジ タ イ ム で の
活 動 な ど 、 様 々 な 場 面 で 、 子 ど も が 相 手 倶 . I J を 意 識 し て 考 え て い る こ と が 感 じ ら れ る 場 面 が
増 え て き て い る J 2 1 に ま た 、 自 分 の 言 葉 で 棺 手 に 思 い を 伝 え よ う と す る 場 面 も 増 え て き て い
る 。 例 え ば 、 「 友 だ ち と ト ラ ブ ル に な り そ う な 時 に 、 自 分 の “ 0 0だ か ら い や だ " 、 “ ム ム な
の で や め て ほ し し ¥ " と し 1 う 気 持 ち を 、 言 葉 で 伝 え よ う と す る 場 面 が 何 度 も 見 ら れ た 。 こ の
こ と で 、 感 情 的 な 言 葉 を 相 手 に ぶ つ け る こ と な く 、 子 ど も 河 士 で そ の 場 を 収 拾 す る こ と が
で き て い た と こ ろ に 、 こ の l 年 間 の 大 き な 成 長 の 跡 J が 見 ら れ る 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」
で 「 頭 に き た と き は 深 呼 吸 し て 1 ， 2 ，  3  J を 行 っ た と こ ろ 、 日 常 生 活 に 生 か す 子 ど も や 、
「 間 違 っ た 言 動 ( 発 言 と 行 動 ) を と り そ う な 子 ど も に 対 し て 、 局 間 の 子 ど も が 学 習 し た ス
キ ル を 伝 え 、 自 分 た ち の 力 で 正 し い 言 動 へ 修 正 し よ う と す る 場 面 も 見 ら れ 、 集 団 で や る ス
キ ル 教 育 の よ さ を 感 じ た j と 、 担 任 教 師 は 述 べ て い る 。
ま た 、 教 師 か ら 見 た 課 題 は 、 社 会 的 ス キ ル を 十 分 に 獲 得 し て い な い 子 ど も に 対 す る 個 別
的 具 体 的 な 手 立 て の 必 要 性 と 方 法 な ら び に 般 化 の た め の 継 続 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク を し て い
く 点 、 学 年 の 系 統 性 を 図 っ て い く 点 に あ る こ と が 挙 げ ら れ て い る 。
5 . 第 5 学 年
本 学 年 で は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 を 通 し て 、 よ り よ い
- 2 0 9 -
話 し 方 や 開 き 方 が で き る よ う に な る こ と と 、 自 分 か ら 進 ん で 気 持 ち の よ い あ い さ つ を
な テ ー マ と し て 取 り 組 ま れ た 。 ま た 、 高 学 年 で あ る こ と を 踏 ま え て 、 子 ど も 自 身 が 楽 し む
だ け で は な く 、 下 級 生 を 意 識 し た 行 動 の 仕 方 や 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス
キ ル の 授 業 J で 練 習 し た こ と を 、 実 際 の 子 ど も 会 活 動 や 学 校 行 事 の 中 で 生 か す こ と が で き
る よ う に 指 導 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 教 科 の 授 業 の 中 で の 話 し 合 い や 教 え 合 い の 機 会 を 意
図 的 に 多 く 設 け た こ と に よ り 、 「 普 段 は あ ま り 会 話 を し な い よ う な 子 同 士 で も 、 進 ん で 話 し
か け 、 何 と か 自 分 の 考 え を 伝 え た い と い う 必 死 な 様 子 が 見 ら れ た J 22) 、 「 活 動 の 中 で 、 お の
ず と 友 だ ち に 自 分 の 思 い を 伝 え 、 話 し 合 い 、 協 力 す る 姿 が 見 ら れ た ん あ い さ つ を 意 識 す る
子 ど も が 増 え た 等 、 子 ど も の 変 容 が 見 ら れ た 。
今 後 の 課 題 と し て は 、 表 面 上 穏 や か な 関 係 を 保 と う と す る 子 ど も が 見 ら れ 、 話 し 合 う 機
会 を 教 師 が 意 園 的 に 設 け な い と 、 自 分 の 思 い を 話 せ な い 子 ど も が し 、 る 点 が 挙 げ ら れ て い る 。
6 . 第 6 学 年
本 学 年 は 、 中 学 年 の 特 に 、 「 特 別 な 支 援 を 必 要 と す る 子 ど も も 多 く い る た め 、 ト ラ ブ 、 ノ レ が
多 か っ た j が 、 高 学 年 と な り 徐 々 に ト ラ ブ ノ レ が 減 少 し 、 人 間 関 係 が 育 っ て い る O そ の た め
に 、 教 師 は 、 子 ど も の 課 題 仰 を 次 の 点 に お い て 、 他 者 理 解 を 主 要 な 「 ス キ ル 」 と し て 取 り
組 ん で き た 。 「 自 分 の 言 葉 で し っ か り と 理 由 等 を わ か り や す く 説 明 す る J r話 し 手 の 言 う こ
と を し っ か り と 開 き 取 り 自 分 で 判 断 す る J r自 分 の 言 い 分 が 通 ら な く て も 状 況 を 判 断 し 受 け
入 れ る J r周 り に 流 さ れ た り 日 を 気 に し た り す る こ と な く 思 い 切 っ て 行 動 す る J r苦 手 な こ
と 、 困 難 な こ と に 前 向 き に 取 り 組 む J r相 手 の 立 場 を 理 解 し 受 け 入 れ る ん こ の 結 果 、 子 ど
も た ち が 友 だ ち に 注 怠 し た り 声 を か け た り し て 場 面 の 切 り 替 え が で き る よ う に な っ て き た 、
友 だ ち の 注 意 に 対 し て 言 い 返 さ ず 素 直 に 開 き 入 れ る こ と が で き る よ う に な っ て き た 、
へ の 意 欲 が 少 し ず つ 高 ま っ て き た 、 我 慢 が で き る よ う に な っ て き て ト ラ ブ ル は ほ と ん ど 無
く な っ て き た 等 、 学 校 生 活 の 向 上 が 図 ら れ て い た 。
課 題 は 、 実 際 の 行 動 面 に お け る 不 十 分 さ が 挙 げ ら れ て お り 、 そ の 実 行 欠 如 の 要 因 と し て
「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 を 実 施 す る 前 段 階 と し て 、 自 由 な 言 動 が 認 め ら れ 、 安 心 で き る 集 団
を 育 む こ と J 2 4 ) の 大 切 さ が 指 摘 さ れ て い る 。 こ の 指 摘 は 心 理 教 育 に 対 し て 示 唆 的 で あ る 。
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第 5 節 小 学 校 に お け る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 授
業 j の 考 察
本 節 で は 、 第 2 節 の f ソ ー シ ャ ル ス キ ル 教 育 」 尺 度 得 点 を 統 計 的 に 分 析 し た 結 果 、 第 3
節 の 神 陵 台 小 学 校 の 教 師 に よ る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j に 対
す る 評 価 、 第 4 節 に お け る 神 陵 台 小 学 校 の 教 師 自 身 に よ る 実 践 の ふ り 返 り 、 そ れ ぞ れ の 結
果 に つ い て 、 次 に 考 察 す る 。
1  子 ど も の 慕 礎 的 人 間 力 尺 度 ( 簡 易 版 ) 得 点
ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の 効 果 に つ い て 、 国 子 別 に 分 析 を
行 っ た 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン カ で は 、 1 年 生 の 男 女 得 点 お よ び 2 年 生 の 女 子 得 点 が 下 が っ
て い る が 、 他 の 多 く は 増 加 し て い る 。 こ れ は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ
ル の 授 業 j に よ り 、 他 者 の 立 場 か ら の 視 点 で 適 切 な 言 動 を と る こ と の 意 味 を 学 習 し て い る
こ と と 、 小 学 校 低 学 年 以 降 で は 発 達 段 階 的 に 自 己 中 心 性 の 強 し 1 幼 児 期 を 終 え て 、 他 者 の 視
点 ( 他 我 ) が 獲 得 で き る よ う に な る た め で あ る O そ れ ゆ え に 、 低 学 年 の 子 ど も は 万 能 感 か
ら 脱 却 し 、 他 者 と の 比 較 の 中 で 自 己 を 捉 え 直 し た こ と で 得 点 が 低 下 し て い る 。 4 年 生 の 得
点 の 伸 び が 目 立 つ の は 、 第 4 節 で 示 し た よ う に 、 教 師 の 意 図 的 な 指 導 に よ り 、 子 ど も の 基
礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J で 学 習 し た ス キ ル を 、 時 常 の 学 校 生 活 に お い て
反 復 練 習 の 機 会 を 設 け る こ と に よ り 効 果 を 高 め て い る 。 全 体 で の 男 女 得 点 で は 女 子 の 方 が
に 高 く な っ て い る が 、 こ れ は 、 女 子 の 方 が チ ャ ム シ ッ プ ( c h u m s h i p ) に 基 づ く 小 グ ル
ー プ を 形 成 し や す い た め に 、 そ の 友 人 関 係 、 の 中 で 男 子 と 比 較 し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 量 が
多 い こ と が 反 映 さ れ て い る 。
自 己 表 現 力 で は 、 1 年 生 の 男 女 と 、 3 年 生 男 子 、 5 年 6 年 の 女 子 得 点 が や や 下 が っ て い
る の に 対 し て 、 小 学 校 4 年 生 で は 男 女 と も に 上 昇 し て い る O こ れ ら の 結 果 に つ い て も 、 コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン カ と 同 じ 発 達 上 の 心 理 的 な 要 因 が あ る と 思 わ れ る O 自 己 表 現 力 は コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン カ と 関 連 が 深 く 、 そ の 基 盤 と な る の は 子 ど も 相 互 の 人 間 関 係 で あ る 。 そ の 意
味 に お い て 、 安 心 で き る 人 間 関 係 が 構 築 さ れ て い な い と 得 点 を 伸 ば す こ と は で き な い 。 ま
た 、 男 女 差 が 見 ら れ な い こ と か ら 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j
を 取 り 入 れ た こ と に よ り 下 降 せ ず に 維 持 で き て い る と 考 え る こ と も で き る 。 こ の こ と は 、
4 節 に 示 し た 各 学 年 の 成 果 か ら 考 え る と 、 相 手 を J意 識 し た 「 他 者 視 点 」 を 踏 ま え た 自 己
表 現 と し て 質 的 な 向 上 が 図 ら れ た た め に 得 点 に は 表 れ て い な い 可 能 性 も あ る 。
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集 団 参 加 能 力 で は 、 1 年 生 が や や 下 降 し て い る が 、 4 年 生 、 6 年 生 で は 上 昇 し て い る 。
こ れ ら は 、 f社 会 的 ス キ ル の 授 業 j と 学 校 生 活 全 体 の 活 動 、 特 に 行 事 に お け る 教 師 の 働 き か
け が 影 響 を 与 え て い る O ま た 、 男 女 得 点 で は 女 子 の 方 が 有 意 に 高 い こ と か ら 、 女 子 の 方 が
協 調 性 や 同 調 性 が 高 い こ と を 示 し て い る 。 こ の よ う な 女 子 の 傾 向 が 男 子 に 与 え る 影 響 は 大
き い 。 女 子 の 集 団 参 加 能 力 に 支 え ら れ た 望 ま し い 集 団 で の 活 動 を 通 し て 、 個 々 の 子 ど も の
集 団 参 加 能 力 も 高 め ら れ て い く と 言 っ て よ い 。
し か し な が ら 、 学 級 集 団 を 構 成 す る 子 ど も 一 人 ひ と り の 基 礎 的 人 間 力 が 未 熟 で あ る と 、
そ の 学 級 内 で は 子 ど も 同 士 の 人 間 関 係 の ト ラ ブ 、 ノ レ が 生 じ や す く 、 結 果 と し て 、 コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 能 力 や 自 己 表 現 力 は 高 ま ら な い 。
図 2 ・ 5・ 6 ( 2 0 0 頁 参 照 ) で 示 し た よ う に 全 体 と し て は 尺 度 得 点 が 上 昇 し て い る こ と か ら 、
人 と の 関 わ り の 基 礎 と な る “ あ い さ つ " や “ 言 葉 遣 い " 等 を 学 ぶ 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J
は 、 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 学 習 と し て 機 能 し て い た と 評 価
で き る 。
4 年 生 か ら 6 年 生 で は 、 「 共 感 性 」 因 子 得 点 や f 自 尊 感 情 J 因 子 得 点 が と も に 上 昇 し て い
る 。 共 感 性 の 時 期 に よ る 主 効 果 が 有 意 で 、 あ っ た こ と か ら 、 神 陵 台 小 学 校 の 教 師 の 観 察 に よ
る 子 ど も 間 の 人 間 関 係 の 改 善 が 影 響 し て い る と 推 察 で き る 。 得 点 の 上 昇 に は 、 他 者 視 点 の
獲 得 や 高 学 年 と し て の 自 覚 の 高 ま り 、 友 人 間 で の ト ラ ブ ル の 減 少 等 に よ り 、 共 感 的 な 心 情
が 育 ま れ た こ と を 表 し て い る が 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の
果 た し た 意 義 に つ い て 「 け や き J の 記 述 に も 示 さ れ て い る 通 り 大 き な 役 割 が あ っ た 。 ま た 、
自 尊 感 情 が 6 年 生 で は 十 分 に 高 ま っ た と は 言 え な い が 、 4 年 5 年 で は 育 ま れ て い る こ と が
表 れ て い る 。 男 女 差 が 見 ら れ な い こ と か ら 、 学 級 が 個 々 の 子 ど も に と っ て 心 か ら 安 心 で き
る 場 所 と な っ て い る か 、 学 級 を 信 頼 し て 自 己 開 示 で き る か 等 、 心 理 的 な 要 因 が 大 き く 関 与
し て い る こ と が 影 響 し て い る と 思 わ れ る 。 具 体 的 に は 、 6 年 生 は 、 4 年 生 の 時 に 様 々 な 人
間 関 係 の ト ラ ブ ノ レ や f学 級 が う ま く 機 能 し な い 状 態 J を 経 験 し て き た 。 こ の こ と が 、 子 ど
も の 心 理 的 な 側 面 で あ る 自 尊 感 情 得 点 の 抑 制 に 影 響 を 与 え て い る の で は な し 、 か と 考 え る 。
こ の 学 年 の 子 ど も は 、 5 年 生 以 降 、 順 調 に 問 題 を 解 決 し て 最 高 学 年 と な り 表 面 上 は 向 社 会
性 が 高 ま っ た 状 態 で 卒 業 を 迎 え た 。
し か し 、 6 年 の 担 当 者 は 、 r( 子 ど も た ち は ) 教 訴 の 働 き か け が な く て も 、 自 分 の 気 持 ち
で 行 動 で き る よ う な 精 神 力 を つ け て い く こ と が 必 要 で あ る O 今 後 の 中 学 校 で の 部 活 動 や 、
を 通 し て 培 っ て い っ て く れ る こ と を 期 待 す る J 2 5 ) と
に 述 べ て い る D こ こ に は 、 子 ど
綱 2 1 2幽
も の 社 会 性 が 十 分 に は 育 ま れ て い な い 点 が 示 さ れ て お り 、 社 会 性 の 基 礎 と な る 子 ど も の 基
礎 的 人 間 力 が 「 育 ち そ び れ J て い る と 、 社 会 性 は 十 分 に は 育 ま れ な い 事 例 と な っ て い る の
で あ る 。
2 . 教 師 に よ る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の F社 会 的 ス キ ル の 授 業 j 評 価 結 果 の 考 察
神 陵 台 小 学 校 の 学 級 担 任 を 対 象 と し て 実 施 し た 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス
キ ル の 授 業 」 に 対 す る 質 問 紙 調 査 の 結 果 か ら 、 本 論 文 で 目 的 と し て い る 社 会 牲 の 基 盤 と な
る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 カ を 養 成 す る た め の f社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 カ リ キ ュ ラ ム に つ い て
考 察 す る O
(  1  ) 質 問 1 i社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の ね ら い と 実 施 時 期 、 実 施 方 法 な ど
ね ら い 、 実 施 時 期 な ど に つ い て γ 段 階 評 定 で 回 答 を 求 め た が 、 ね ら い と 実 施 時 期 、 授
業 内 容 に つ い て は 、 概 ね 肯 定 的 な 評 価 を 得 る こ と が で き た 。 そ れ ぞ れ 否 定 的 な 評 価 者 が
1 名 い る が 、 こ れ は 全 て 同 ー の 教 師 で あ り 全 て の 項 民 に つ い て 否 定 的 な 評 価 で あ っ た 。
そ の 評 価 に は 、 批 判 的 な 理 由 に つ い て 意 見 も 出 さ れ て い る の で 、 本 研 究 に つ い て 示 唆 を
え て く れ る 。 神 綾 台 小 学 校 で 、 の 実 践 で 、 は 、 授 業 時 数 と 評 価 方 法 に つ い て 否 定 が 上 回 っ
て い る O こ れ は 、 小 学 校 で 、 あ る た め に 学 級 担 任 が す べ て の 授 業 を 担 当 し な け れ ば な ら な
い こ と が 大 き な 要 因 で あ る 。 第 百 部 第 4
し て き た 埼 玉 県 鷲 宮 町 立 束 中 学 校 の 教
師 対 象 の 評 価 に お い て も 、 授 業 時 数 に つ い て は 似 た 傾 向 が 示 さ れ て い る が 、 評 価 方 法 に
つ い て の 結 果 は 異 な っ て い る 。 こ の こ と か ら 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス
キ ル の 授 業 j を 専 科 と し て 教 科 担 任 制 の よ う に 実 施 す る こ と で 、 多 く の 奇 定 的 な 評 価 は
解 消 で き る と 考 え る 。 し か し な が ら 、 自 由 記 述 に 見 ら れ る よ う に 、 こ れ ま で に 必 要 に 応
じ て 指 導 し て き た こ と を 「 あ え て 取 り 出 し て 指 導 す る 」 こ と に 対 す る 指 導 観 の 違 い を 埋
め る こ と は 国 難 で あ る O こ れ に は 、 学 校 の 運 営 責 任 者 で あ る 校 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ に 拠
る と こ ろ が 大 き い 。
(  2  ) 質 問 2 i本 授 業 J に 期 待 さ れ る 効 果
大 部 分 の 教 師 か ら 肯 定 的 な 評 価 を 得 て い る 。 否 定 的 な 評 価 者 は 質 問 1 と 同 様 で あ る 。
不 登 校 防 止 に つ い て は あ ま り 効 果 を 期 待 さ れ て い な し 、 。 こ れ は 、 不 登 校 要 国 の 捉 え 方 の
に あ る 。 神 陵 台 小 学 校 で は 、 家 庭 的 要 因 が 大 き く 、 学 級 に お け る 人 間 関 係 の ト ラ ブ ル
や 学 力 不 振 等 へ の き め 細 や か な 個 別 支 援 体 制 が 構 築 さ れ て い る た め に 、 不 登 校 は 、 「 も っ
と 根 の 深 い も の で あ る か ら 、 う わ べ で は 解 決 し な し リ と 考 え て い る D こ こ に は 、 不 登 校
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が 実 際 に 「 ど の 子 に も 起 こ り 得 る J 中 学 校 と は 異 な る 視 点 が 見 ら れ る 。
(  3  ) 質 問 3 I社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の 学 習 効 果
子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J に よ る 子 ど も の 変 容 に つ い て 、
授 業 担 当 教 師 す べ て に 自 由 記 述 を 求 め た 。 全 項 自 に 「 あ ま り な し リ と い う 回 答 が あ る が 、
こ れ は 質 問 1 お よ び 質 問 2 と 同 様 で あ る あ ま り 」 と い う 表 現 か ら 、 「 少 し は あ る 」 と
評 価 し て い る の か も し れ な い 。 個 々 の 項 目 を 見 て い く と 、 全 て の 子 ど も が 劇 的 に 変 容 す
る こ と は な い が 、 個 々 の 子 ど も の 変 容 、 子 ど も 相 互 の 関 わ り 、 人 間 関 係 の 改 善 等 、 明 ら
か に 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J を 柱 と し た 取 り 組 み の 成 果 が
現 れ て い る と 評 価 す る 記 述 が み ら れ る 。 ま た 、 反 面 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社
会 的 ス キ ル の 授 業 」 と 般 化 に 対 し て 不 十 分 で 、 あ る と の 指 摘 も あ っ た 。 こ れ は 、 本 研 究 の
今 後 の 課 題 で あ る 。
( 4  ) 質 問 4 I社 会 的 ス キ ノ レ の 授 業 」 全 般 、 次 年 度 へ 向 け て の 課 題 な ど
こ こ で は 包 括 的 な 意 見 を 求 め た 。 そ こ に は 、 継 続 性 、 組 織 的 効 果 的 な 取 り 組 み の 必 要
性 、 個 へ の 支 援 等 、 実 践 を 踏 ま え て の 的 確 な 課 題 が 出 さ れ て い る 。
以 上 、 神 陵 台 小 学 校 の 教 師 か ら は 、 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 課 題 に つ い て 実 践 上 の 課 題
を 指 檎 さ れ て は い る が 、 は じ め て の 全 学 級 で の 取 り 組 み で あ る 点 を 踏 ま え て 評 価 す る な ら
ば 、 概 ね 肯 定 的 で あ り 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J は 、 社 会 性
の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る の に 有 効 な 手 立 て で あ る こ と が 、 実 証 的 に
検 証 す る こ と が で き た と 言 え よ う 。
3 . 小 学 校 で の 実 践 を ふ り 返 っ て の 総 合 的 考 察
神 陵 台 小 学 校 で 、 取 り 組 ま れ た 研 究 は 、 筆 者 の 先 行 研 究 を 追 試 的 に 行 っ た も の で あ る 。 3
年 間 の 研 究 の 中 で 、 神 陵 合 小 学 校 の 教 育 課 程 に 位 震 付 け ら れ た 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成
の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 導 入 を 図 り 、 子 ど も に 身 に つ け さ せ る タ ー ゲ ッ ト ( 標 的 ) ス
キ ル 26) を 共 通 に 設 け て 全 校 体 制 で 取 り 組 ん だ 積 極 的 生 徒 指 導 と し て の 実 践 研 究 で あ る 。
そ れ ぞ れ の 学 年 で 取 り 組 ま れ た 実 践 の 状 況 と 成 果 お よ び 課 題 は 、 前 節 で 述 べ た が 、 総 合
的 に 見 る と 、 子 ど も の 変 容 を 目 の 当 た り に し た 教 師 が 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の よ さ や 効
果 を 、 肯 定 的 に 評 価 し て い る 。
神 陵 台 小 学 校 で 、 の 取 り 組 み は 、 準 備 か ら 数 え る と 3 年 間 の 研 究 で 、 あ っ た 。 2 0 1 2 ( 平 成 2 4 )
年 3 月 、 神 陵 台 小 学 校 の 校 内 研 修 と し て の 実 践 は 、 ま と め の 年 に な っ た 。 神 陵 台 小 学 校 で 、
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は 、 こ の 実 践 研 究 を 次 の よ う に 総 括 し て い る 。
子 ど も た ち は や が て は 親 の 手 を 離 れ 、 自 立 し て し ゅ 瓦 な け れ ば な り ま せ ん 。 そ の 時 に 、
教 科 指 導 の 中 で 育 ま れ る 力 だ け で は 生 き て い く 上 で の 支 え る も の と は な り ま せ ん 。 子
ど も た ち は 悟 性 、 考 え 方 の 違 う 人 間 が い っ ぱ い い る 社 会 に 飛 び 込 ん で い き ま す 。 そ の
と な り 生 き て い く の で す 。 そ の 中 で ど う 関 わ り 、 ど う や っ て 自 分 の 思 い や 考 え を
伝 え て い く の か 。 だ か ら こ そ 、 “ 社 会 性 を 育 て る ス キ ル 教 育 " を 生 き る 力 を 育 て る 柱 の
1 つ で 、 あ る と 考 え 、 力 を 入 れ て 取 り 組 ん で き ま し た 。 社 会 性 と は 、 “ 相 手 を 意 識 し て 、
そ の 相 手 と 世 界 を 共 有 し よ う と い う 感 性 " で あ っ て 、 そ の 感 性 を 高 め る の が ソ ー シ ヤ
ル ス キ ル 教 育 な の で 、 す 27) (※ 1 部 、 原 文 を 改 変 )
こ こ に は 、 社 会 性 と い う 言 葉 で 表 現 さ れ て い る が 、 そ の 言 わ ん と し て い る こ と は 、 社 会
性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 教 育 の 重 要 性 で あ る 。 神 j凌 台 小 学 校 の
証 的 な 研 究 に 協 { 動 的 に 深 く 関 与 し て き た 筆 者 の 言 葉 に 言 い 換 え れ ば 、 神 陵 台 小 学 校 の 子 ど
も の 基 礎 的 人 開 力 養 成 の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J は 、 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的
人 間 力 を 養 成 す る た め の 積 極 的 生 徒 指 導 と し て の 授 業 実 践 だ 、 っ た の で あ る 。
筆 者 は 、 外 部 人 材 の 研 究 協 力 ア ド バ イ ザ ー と し て 関 わ っ て き た が 、 客 観 的 な 立 場 か ら 見
て も 神 陵 台 小 学 校 に お け る 全 校 指 導 体 制 の 構 築 、 積 極 的 な 生 徒 指 導 の 具 体 的 な 方 策 と し て
の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J の 導 入 お よ び 意 図 的 計 画 的 な カ リ キ ュ ラ ム 開 発 、 子 ど も の 基 礎
的 人 間 力 を 養 成 す る 積 極 的 生 徒 指 導 と し て の 授 業 の 実 践 に よ る 子 ど も の 変 容 等 、 多 く の 成
果 を 確 認 す る こ と が で き た 。 こ れ ら は 、 既 述 の 如 く 、 子 ど も を 対 象 と し た 質 問 紙 調 査 の 結
果 、 神 陵 台 小 学 校 の 教 師 を 対 象 と し た ア ン ケ ー ト 結 果 、 神 陵 台 小 学 校 の 教 師 に よ る 実 践 の
ふ り 返 り な ど の 記 述 内 容 に 表 れ て い る 。
以 上 の こ と か ら 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の
授 業 」 は 、 中 学 校 だ け で は な く 小 学 校 に お い て も 有 効 で あ る こ と が エ ピ デ ン ス に 基 づ き
証 的 に 確 認 で き た 。 こ れ は 、 本 研 究 の 大 き な 成 果 で あ る 。
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註 )
1 ) 明 右 舞 子 団 地 ( 通 称 、 明 舞 団 地 ) は 、 神 戸 市 中 心 部 か ら 西 へ 約 15 km に 位 置 し 、 神 戸 市
垂 水 区 と 明 石 市 に ま た が る 広 さ 約 197~~のニュータウンである。明舞団地は、東京の多
ニ ュ ー タ ウ ン 、 大 阪 の 千 里 ニ ュ ー タ ウ ン と 同 じ よ う に 高 度 成 長 期 の 住 宅 需 要 に 対 応 す
る た め 、 1964 ( 昭 和 39) 年 に 兵 庫 県 等 が 開 発 し た む 入 居 後 45 年 が 経 過 し 、 住 民 の 高 齢
化 や 住 宅 や 施 設 の 老 朽 化 が 進 展 し て い る た め に 、 明 舞 団 地 は オ ー ル ド ニ ュ ー タ ウ ン と
わ れ て い る 。 現 在 、 再 生 計 画 に 基 づ き 新 た な 街 づ く り が 進 め ら れ て い る 。
( 参 照 日 2012 年 4 月 22 日 )
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2ρ) 平 成 2幻 1 年 度 「 咋 千 神 申 戸 パ イ 口 ツ ト ス ク 一 / ル レ J の 指 定 で で 、 は 、 そ の 目 的 を 次 の よ う に 示 し て い
る 。 「 神 戸 市 教 育 委 員 会 で は 、 公 募 の う え 幼 稚 園 2 菌 、 小 学 校 8 校 、 中 学 校 3 校、
校 2 校 の 計 15 校 閣 を 、 平 成 21 年 度 「 神 戸 パ イ ロ ッ ト ス ク ー ノ レ j に 指 定 し た 。 本 事 業 は 、
「 神 戸 市 教 育 振 興 基 本 計 画 J ( 平 成 21 年 3 月 策 定 ) の 重 点 事 業 に 関 す る 先 導 的 な 取 り 組
み を 行 う 学 校 留 を 「 神 戸 パ イ ロ ッ ト ス ク … ノ レ J と し て 指 定 し 、 そ の 実 践 の 成 果 を 全 市 に
広 げ て い く こ と を 目 的 と し て 実 施 す る も の で あ る 。 J
主 な テ ー マ は 、 次 の 6 点 で あ る 。 ① 基 礎 学 力 の 充 実 、 理 数 教 育 の 推 進 、 国 語 力 の 育 成
な ど 「 分 か る 授 業 j の 推 進 、 ② 道 徳 教 育 、 体 験 活 動 の 推 進 な ど 「 豊 か な 心 J の 育 成 、 ③
体 力 ア ッ プ 、 食 育 、 生 活 脅 慣 の 改 善 な ど 「 健 康 ・ 体 力 J の 向 上 、 ④ 幼 保 小 中 高 に お け る
連 携 教 育 ・ 校 種 関 連 携 の 推 進 、 ⑤ 家 庭 教 育 支 援 の 充 実 、 地 域 ぐ る み の 子 ど も の 育 成 、 ⑥
そ の 他 基 本 計 画 の 重 点 事 業 に 関 す る 先 導 的 な 取 組
当 該 年 度 の 神 陵 台 小 学 校 学 校 の テ ー マ は 、 「 く ら し を 切 り 拓 く 学 力 を 求 め て ~ 人 と し て
の あ り 方 ・ 生 き 方 を 考 え 、 兵 体 的 な ト レ ー ニ ン グ を 過 し て ソ ー シ ヤ ル ス キ ル を 身 に つ け
る "'-'J で あ る 。
( 参 照 、 日 2 0 1 2 年 4 月 26 日 )
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3) 学 校 心 理 学 で は 、 1 次 的 教 育 援 助 の 考 え 方 に 該 当 す る 。 大 野 は 、 心 理 教 育 的 援 助 サ ー ビ
ス シ ス テ ム の 1 次 的 援 助 サ ー ビ ス の 内 容 を 学 校 教 育 相 談 担 当 者 が 行 う 1 次 的 教 育 援 助
( す べ て の 子 ど も に 関 わ る 適 応 、 学 習 ス キ ル 、 対 人 関 係 能 力 な ど ) と し て 整 理 し 、 心 理
教 育 を 含 め た 各 学 校 で 、 の 実 践 的 で 、 包 括 的 な ブ O ロ グ ラ ム の 開 発 を 緊 急 な 課 題 と し て あ げ て
い る O こ の こ と は 、 研 究 に 関 わ る 一 部 の 教 師 に よ る 部 分 的 実 践 を 、 今 後 は 各 校 の 実 態 に
応 じ た 教 育 課 程 に 位 置 付 け て し 1 く 方 向 性 を 示 し て い る 。
大 野 精 一 、 「 現 職 教 師 に と っ て も つ 意 味 - 学 校 心 理 学 と 学 校 教 育 相 談 と の 関 わ り で - J
『 教 育 心 理 学 ブ ッ ク 』 、 有 斐 閣 、 2 0 0 3 年、 39・ 4 4
な お 、 積 極 的 な 生 徒 指 導 と 社 会 的 ス キ ル の 授 業 の 関 係 に つ い て は 、 以 下 の 論 文 を 参 照 。
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4) 各 学 年 の カ リ キ ュ ラ ム に つ い て は 、 A p p e n d i x 7 に 示 し た 。
5) 神 陵 台 小 学 校 の 子 ど も の 社 会 性 を 測 る 尺 度 は 、 筆 者 が こ れ ま で に 作 成 し た 「 社 会 性 尺 度 j
( 子 ど も 版 ) を 修 正 し た 簡 易 版 で あ る 。 r社 会 性 尺 度 J ( 子 ど も 紋 ) は 、 以 下 の 論 文 を 参
照 の こ と O
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6) 文 部 科 学 省 『 生 徒 指 導 提 要 J 教 青 図 書 、 2 0 1 0 ( 平 成 22) 年、 1 頁 0
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げ て い る が 、 そ の 多 く が 生 徒 指 導 と 緊 密 な 関 係 に あ る と 言 え よ う 。 ま た 、 佐 々 木 ( 2 0 1 0 年 )
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自 己 実 現 を 追 求 す る よ う に 導 く こ と で あ る J と し 、 「 生 徒 指 導 が 最 も 有 効 に 働 く 場 は 特 別
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第 E 部 研 究 の 成 果 な ら び に 今 後 の 課 題 と 展 望
本 論 文 は 、 小 学 校 や 中 学 校 に お い て 「 育 ち そ び れ J て い る 社 会 性 の 基 盤 と な る 子 ど も の
基 礎 的 人 間 力 養 成 の 可 能 性 に つ い て 、 理 論 な ら び に 実 証 的 な 実 践 の 両 面 か ら 論 じ た も の で
あ る 。
第 I 部 で は 理 論 研 究 を 、 第 a部 で 、 は 実 証 的 な 研 究 を 行 っ た 。 特 に 第 E 部 で は 、 筆 者 が 中
心 と な っ て 取 り 組 ん だ 埼 玉 操 鷲 宮 町 立 束 中 学 校 に お け る 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 お よ び 研
究 協 力 ア ド バ イ ザ ー と し て 取 り 組 ん だ 兵 庫 県 神 戸 市 立 神 陵 台 小 学 校 で の 「 社 会 的 ス キ ル の
授 業 j に お け る 定 量 的 な デ ー タ や 質 的 な デ ー タ を 、 教 育 実 践 の 効 果 を 示 す エ ビ デ ン ス ベ ー
ス と し て 検 証 し た 。
第 田 部 で は 、 本 論 文 の 総 括 と し て 、 理 論 研 究 と 2 つ の 実 証 的 研 究 を ふ り 返 り な が ら 、 本
研 究 の 成 果 な ら び に 今 後 の 課 題 と 展 望 に つ い て 述 べ る 。
第 1 章 研 究 の 成 果
文 部 科 学 省 が 実 施 す る 「 児 童 生 徒 の 問 題 行 動 等 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 に 関 す る 調 査 J 結 果
に 示 さ れ る 教 育 臨 床 と し て の 事 象 、 す な わ ち 、 不 登 校 、 い じ め 、 暴 力 行 為 、 高 等 学 校 に お
け る 不 登 校 、 中 途 退 学 等 の 要 因 は 、 当 該 の 子 ど も の 家 庭 や 学 校 外 で の 生 活 に あ る こ と も 多
い 。 し か し な が ら 、 問 題 行 動 の 多 く は 、 家 庭 や 学 校 外 で は な く 学 校 内 で 起 こ っ て い る の で
あ る 。 教 師 は 、 学 校 内 に お い て 時 常 的 に 接 し て い る 眼 前 の 子 ど も が 生 徒 指 導 上 の 問 題 行 動
を 起 こ せ ば 、 当 然 、 一 所 懸 命 に 指 導 を す る 。 し か し 、 子 ど も の 問 題 行 動 が 現 在 、 増 加 傾 向
に あ る こ と を 考 え る と 、 問 題 行 動 を 起 こ す 子 ど も や 学 級 な ど の 集 団 に 対 す る 教 師 の 個 人 的
な 対 症 療 法 的 な 指 導 だ け で は 、 問 題 行 動 を 減 ら す こ と は で き ず 、 ま た 、 根 本 的 な 解 決 に
り 得 な い こ と は 明 ら か で あ る 。 そ れ ゆ え に 、 学 校 教 育 に お い て は 、 不 登 校 の 子 ど も が 出 現
し に く い 学 級 、 い じ め が 起 こ り に く い 学 級 、 暴 力 行 為 の な い 落 ち 着 い た 学 習 環 境 の 整 備 1 )
な ど の 予 防 的 な 見 地 か ら 、 子 ど も を 育 て る 積 極 的 生 徒 指 導 却 を 推 進 し て い く こ と が 喫 緊 の 課
題 な の で あ る 。 本 研 究 は 、 こ の 課 題 に 応 え る た め に 問 題 行 動 の 原 因 を 子 ど も の 社 会 的 能 力
の 未 発 達 、 つ ま り 、 人 間 と し て 生 き て い く た め の 基 礎 的 能 力 の 「 育 ち そ び れ 」 に あ る と 捉
え 、 こ の 能 力 を 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 と し て 、 こ れ を 学 校 の 授 業 と し て 育 む プ ロ グ ラ ム を
開 発 し た 上 で 実 践 し 、 そ の 有 効 性 を 検 証 し た も の で あ る 。 次 に 、 本 研 究 の 成 果 を 述 べ る 。
- 2 1 9 ・
1  . 現 在 の 教 育 現 場 の 婆 求 に 応 え る 実 用 的 な 積 極 的 生 徒 指 導 プ ロ グ ラ ム の 提 供
積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 お よ び そ の 実 践 に 関 す る 実 証 的 な 研 究 は 、
緒 に 就 い た ば か り で あ る 。 筆 者 の 開 発 し た プ ロ グ ラ ム は 、 そ の 性 質 上 、 生 徒 指 導 に 属 す る
も の で あ る が 、 生 徒 指 導 を 教 科 ・ 領 域 に 準 じ た 授 業 と し て 取 り 組 む 実 践 は 、 学 級 単 独 で の
取 り 組 み や 、 短 期 間 で の 取 り 組 み は 見 ら れ る も の の 、 学 校 全 体 の 教 育 課 程 に 位 置 付 け て 取
り 組 む 例 は 少 な い 。 た と え あ っ た と し て も 、 さ ら に 取 り 組 ん だ 、 実 践 に つ い て 、 評 価 、 検 証
を 行 い 、 エ ピ デ ン ス に 基 づ い て 生 徒 指 導 ブ 。 ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 示 し た 研 究 は ま ず な く 、 本
研 究 が は じ め て の も の で あ ろ う 。 こ の 点 を 含 め て 、 本 研 究 で は 、 す べ て の 子 ど も を 対 象 と
し た 積 極 的 生 徒 指 導 プ ロ グ ラ ム の 提 供 を 行 っ て い る 。 こ こ に 本 研 究 の 独 創 性 と 現 在 の 教 育
現 場 の 要 求 に 応 え る こ と の で き る 実 用 性 と 重 要 性 が あ る 。
2 . 多 面 的 な 評 価 方 法 に よ る エ ビ デ ン ス の 構 築
第 百 部 で は 、 社 会 性 の 基 盤 で あ る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め の 生 徒 指 導 ブ O 口
グ ラ ム を 実 践 し た 結 果 、 子 ど も に は 、 ど の よ う な 資 質 や 能 力 を 養 成 す る こ と が で き た の か
に つ い て 、 量 的 デ ー タ お よ び 質 的 デ ー タ の 両 面 か ら 検 証 し て き た 。 量 的 デ ー タ は 、
作 成 し た 質 問 紙 調 査 ( 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度 ) の 結 果 を 数 量 化 し て 、 統 計 的 な 手 法 に
よ り 分 析 し た 。 質 的 デ ー タ は 、 子 ど も の 自 由 記 述 お よ び 教 師 を 対 象 と し た ア ン ケ ー ト 調 査
に 記 述 さ れ て い る 内 容 に つ い て 、 そ の 分 析 と 考 察 を 行 っ た 。 こ れ ら の 分 析 と 考 察 に よ り 、
積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 に つ い て の 研 究 に 関 す る エ ピ デ ン ス を 示 す
こ と が で き た 。 本 研 究 の エ ビ デ ン ス の 特 徴 は 、 定 量 的 な 尺 度 に よ る 統 計 値 だ け で な く 、
関 紙 に よ る 質 的 な デ ー タ に つ い て も 分 析 と 考 察 を 行 っ て い る 点 に あ る 。 ま た 、 エ ピ デ ン ス
構 築 の 方 法 で は 、 本 研 究 に 協 力 し た 学 校 の す べ て の 教 師 お よ び 児 童 生 徒 を 調 査 対 象 と し 、
複 数 の 質 問 紙 調 査 を 実 施 し て き た 。 こ の こ と に よ り 、 本 研 究 の 多 面 的 な 評 価 と し て の エ ピ
デ ン ス を 構 築 す る こ と が で き た の で あ る 。
3 . 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 に 関 す る 実 証 的 エ ピ ヂ ン ス の 獲 得
ど も の 現 状 に つ い て は 、 文 部 科 学 省 の 「 学 校 基 本 調 査 J : 3 ) や 「 児 童 生 徒 の 問 題 行 動 等 生
徒 指 導 上 の 諸 問 題 に 関 す る 調 査 J 4) 、 内 閣 府 の 「 世 界 青 年 意 識 調 査 J 5) 、 「 低 年 齢 少 年 の 生 活
と 意 識 に 関 す る 調 査 J 6) 、 「 高 校 生 活 お よ び 中 学 校 生 活 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 J 7) 、 ベ ネ ッ
セ教育研究所の『モノグラフ~ 8) 等 、 官 民 と も に 多 様 な 実 態 調 査 を 行 し 1 分 析 し て い る 。 ま た 、
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学 術 論 文 を は じ め 、 各 学 校 に お い て も 多 種 多 彩 な 誠 査 を 行 い 実 態 把 握 に 努 め て い る 。 し か
し な が ら 、 本 研 究 第 I 部 第 1 章 で 示 し た 子 ど も の 問 題 行 動 の 変 化 に つ い て 、 教 青 現 場 の 教
師 か ら 発 信 さ れ 、 統 計 的 な 手 続 を 踏 ま え た 大 規 模 な 調 査 結 果 は 見 ら れ な い 。
本 研 究 で は 、 教 育 最 前 線 で あ る 学 校 で 、 自 々 、 子 ど も と 向 き 合 っ て い る 教 師 か ら み た 子
ど も の 問 題 行 動 の 変 化 に つ い て 、 具 体 的 な 調 査 を 行 い 、 子 ど も の 問 題 行 動 の 現 状 と 、 そ の
要 因 を 分 析 し た 。 こ の こ と で 、 子 ど も の 問 題 行 動 を 対 症 療 法 的 な 対 象 と し て 捉 え る だ け で
な く 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の 教 育 、 つ ま り 、 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 の
必 要 性 を 、 第 1 部 第 1 章 第 1 節 2 項 に お い て 示 し た 。 ま た 、 調 査 研 究 の 手 順 を 踏 ま え な が
ら 予 備 調 査 を 行 い 、 こ の 結 果 を 踏 ま え て 、 埼 玉 県 全 域 お よ び 全 国 的 な 本 調 査 を 行 う こ と で 、
教 育 現 場 の 教 師 か ら 得 ら れ た デ ー タ を 示 す こ と が で き た 。 こ の こ と は 、 第 H 部 第 2 章 第 2
節 や 第 4 章 お よ び 第 5 章 で 示 し た 実 証 的 エ ビ デ ン ス と と も に 、 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授
業 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 に 関 す る 研 究 に 寄 与 す る も の で あ る 。
4 . 長 期 的 な 調 査 研 究
本 研 究 で は 、 子 ど も の 学 校 ( 学 級 ) 生 活 に お い て 、 教 師 の 視 点 か ら 見 た 場 合 に 、 仰 が 問
題 と さ れ て い る の か 、 教 育 現 場 に お け る 子 ど も の 実 態 か ら 、 ど の よ う な 指 導 や 支 援 が 必 要
な の か を 考 察 し た こ の 意 味 に お い て 本 論 文 は 、 教 育 現 場 に お け る 教 師 の 視 線 に 立 っ た
実 態 調 査 に 基 づ い て い る 点 に 特 徴 が あ る 。 ま た 、 教 育 現 場 で 日 々 子 ど も の 指 導 に 当 た っ て
い る 教 師 が 求 め る 教 育 問 題 解 決 へ の 具 体 的 な 指 導 の 手 立 て ( 方 策 ) と 、 研 究 者 の 研 究 目 的
で あ る 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム の 開 発 と そ の 推 進 が 合 致 し て 取 り 組 ま れ
た フ ィ ー ル ド ワ ー ク と し て 位 置 付 け ら れ る 研 究 で あ る 。
本 研 究 に 類 似 す る 実 践 研 究 で は 、 授 業 カ リ キ ュ ラ ム が 数 時 間 程 度 と し づ 実 施 時 間 の 短 い
研 究 が 多 い の で あ る が 、 本 研 究 で 開 発 し た 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム は 、
1 学 期 も し く は 1 年 間 と し づ 長 期 的 な 取 り 組 み で あ り 、 授 業 時 数 も 最 大 2 5 時 間 と し て い る
点 に 特 徴 が あ る ま た 、 本 研 究 で は 、 東 中 学 校 の 実 践 研 究 に 2 年 間 、 神 陵 台 小 学 校 の 実 践
研 究 に 3 年 間 と し づ 長 期 に わ た る 調 査 研 究 を し て い る 。 こ の よ う な 教 育 現 場 と の 協 働 に よ
る 長 期 の 経 年 調 査 を 行 う こ と に よ り 、 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム の 開 発 、
ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 に 効 果 の あ る プ ロ グ ラ ム を 構 築 す る こ と が で き た の で あ る 。
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5 . 学 校 の 教 師 と 研 究 者 と の 協 働 的 な 研 究
束 中 学 校 に お け る 実 践 は 、 当 時 、 研 究 者 自 身 が 実 践 校 の 職 員 で あ り 、 ミ ド ル リ ー ダ ー 的
な 立 場 ( 教 務 主 任 、 研 修 主 任 、 等 ) で 研 究 を 推 進 し て き た 。 小 学 校 に お け る 実 践 で
は 、 校 長 の 方 針 に 従 い ト ッ プ ダ ウ ン 的 に 取 り 組 ま れ た 実 践 を 支 え る 研 究 協 力 ア ド 、 バ イ ザ ー
と し て 、 小 学 校 の 教 師 と 協 働 し て 教 育 実 践 に 関 わ っ て き た 。 そ れ ぞ れ の 研 究 で は 、 子 ど も
の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の 教 育 、 つ ま り 、 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム
つ い て 、 子 ど も の 指 導 に 直 接 あ た っ て い る 教 師 側 か ら 忌 d壌 の な い 意 見 や 評 価 を 得 る こ と が
で き た 。 教 師 の 意 見 で は 、 本 研 究 の 目 的 や 方 法 に つ い て は 、 概 ね 肯 定 的 で あ っ た 。 実 践 の
評 価 に お け る 観 点 に は 、 教 育 現 場 な ら で は の 教 師 の 経 験 知 が 示 さ れ て お り 、 積 極 的 生 徒 指
導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 の 検 証 に お い て 多 く の 示 唆 を 得 る こ と が で き た 。 具 体 的
な 教 師 の 経 験 知 は 、 第 日 部 第 4 章 第 2 節 お よ び 第 5 章 第 3 節 ・ 第 4 節 ・ 第 5 節 に 示 し た が 、
本 研 究 の 実 践 を 検 証 し て い く 際 、 学 校 の 教 師 と の 協 働 を 通 し て 新 た な 知 見 を 得 る こ と が で
き た 。
6 . 研 究 成 果 の 提 供
第 百 部 で 論 じ た 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の 教 育 、 つ ま り 、 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の
授 業 を 教 育 課 程 に 位 置 付 け て 学 校 全 体 で 実 施 す る こ と の 必 要 性 に つ い て は 、 教 育 現 場 に 十
分 認 識 さ れ て い る と は 言 え な い の が 現 状 で あ る 。 こ の こ と を 踏 ま え て 、 筆 者 は 、 積 極 的 生
徒 指 導 の た め の 授 業 の 必 要 性 に つ い て 学 校 の 教 師 に 理 解 し て も ら う た め に 、 主 に 関 西 圏 内
の 教 師 を 対 象 と し た 各 種 講 演 会 や 研 修 会 9) に お い て 、 普 及 啓 発 活 動 に 努 め て き た 。 各 会 場 の
主 催 者 や 参 加 し て い る 教 師 か ら は 、 本 研 究 に 対 し て 肯 定 的 な 評 価 を 得 る こ と が で き た 。 ま
た 、 本 研 究 で の 取 り 組 み を 、 勤 務 校 に 持 ち か え り 実 践 し て み よ う と し づ 参 加 者 も 少 な か ら
ず 見 る こ と が で き た 。 1 人 の 教 師 が 関 わ れ る 子 ど も の 数 は 多 い 。 こ の こ と を 鑑 み る と 、 講
演 会 や 各 種 研 修 会 を 通 し て 2.000 人 を 超 え る 教 師 に 対 し て 研 究 成 果 や 研 究 内 容 に 関 す る 情
報 提 供 を 行 っ て き た こ と は 、 本 研 究 成 果 を 教 育 現 場 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と で あ る 。
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第 2 章 今 後 の 課 題 と 展 望
本 研 究 は 、 学 校 の 貰 任 者 で あ る 校 長 の 理 解 お よ び 教 青 現 場 の 教 師 の 協 力 を 得 る こ と に よ
り 可 能 と な っ た 。 教 育 課 程 に 位 置 付 け ら れ た 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム を 、
す べ て の 子 ど も を 対 象 と し て 行 う に は 、 校 長 の 決 断 と 教 師 か ら の 支 持 が 不 可 欠 で あ る 。 ま
た 、 保 護 者 の 理 解 を 得 る た め に 十 分 な 説 明 責 任 も 果 た し て し 1 か な け れ ば な ら な い 。 そ の た
め に は 、 各 学 校 の 実 態 に 応 じ た 生 徒 指 導 体 制 に 関 わ る 教 職 員 の 人 的 配 置 と 、 積 極 的 生 徒 指
導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム を 開 発 し て 、 す べ て の 子 ど も に 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の 教
育 を 受 け る 機 会 を 保 証 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。 こ の こ と を 踏 ま え て 、 今 後 の a 般 的 な
課 題 と 、 本 研 究 に 関 す る 今 後 の 展 望 つ い て 述 べ る 。
1  . 本 研 究 の 一 般 的 な 課 題
教 育 課 程 に 位 置 付 け ら れ た 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム を 開 発 し て い く た
め に は 、 全 体 計 画 や 年 間 指 導 計 画 の 作 成 、 カ リ キ ュ ラ ム 目 標 と 毎 待 問 の 授 業 に お け る 指 導
内 容 お よ び 評 価 授 業 で 使 用 す る 教 材 ( 題 材 ) 等 、 カ リ キ ュ ラ ム 構 成 に 必 要 な 諸 々 の 資 料
を 準 備 し て し 、 か な け れ ば な ら な い 。 こ の 作 業 に は 、 た い へ ん な 時 照 と 労 力 を 要 す る と と も
に 専 門 的 な 見 地 か ら の 検 証 も 必 要 で あ り 、 隣 接 領 域 の 研 究 者 の 協 力 が 必 要 と な る 。 し か し
な が ら 、 本 研 究 の よ う に 生 徒 指 導 を 機 能 論 と は 異 な る 領 域 論 で 捉 え て 授 業 で 取 り 組 む 研 究
は 絡 に 就 い た と こ ろ で あ り 、 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 に つ い て 、 理 論 と 実 践 の 両 面 か
ら 研 究 に 取 り 組 む 研 究 者 は 少 な い 。 こ の こ と が 、 こ れ ま で に 学 校 教 育 現 場 で 取 り 組 ま れ て
き た 様 々 な 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 が 整 理 さ れ ず に 、 バ ラ バ ラ に 取 り 組 ま れ て き た 原
因 と な っ て い る 。 ま た 、 そ の 結 果 と し て 、 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 に 関 す る 研 究 成 果
と し て の エ ピ デ ン ス が 蓄 積 さ れ て こ な か っ た の で あ る 。 今 後 、 本 研 究 を さ ら に 進 め て い く
た め に 、 一 般 的 な 課 題 に つ い て 、 次 の 2 点 に つ い て 述 べ る 。
(  1  ) 実 践 研 究 に お け る 課 題 ~ 学 校 の 実 態 把 握 な ら び に 研 究 へ の 理 解 と 教 師 の 協 力 ~
実 践 研 究 で は 、 ま ず 、 研 究 者 が 、 学 校 の 現 状 を き ち ん と 認 識 す る こ と が 要 点 で あ る 。
つ ま り 、 教 育 現 場 に 関 す る 理 解 を 深 め て お く こ と が 必 要 で あ る 。 呉 体 的 に は 、 学 校 教 育
の カ リ キ ュ ラ ム 体 系 、 学 校 で の 生 活 、 多 様 な 子 ど も に 対 す る 生 徒 理 解 、 小 学 校 に お け る
学 校 文 化 、 中 学 校 に お け る 学 校 文 化 、 教 部 の 実 務 の 多 様 さ 、 保 護 者 や 地 域 と の 関 わ り な
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ど 、 そ れ ぞ れ の 学 校 の 実 情 を 知 り 、 実 践 研 究 を 行 う 学 校 の 実 態 を 正 し く 把 握 し 理 解 す る
こ と が 不 可 欠 で 、 あ る 。
次 に 、 研 究 者 は 、 実 践 校 に お け る 教 師 の 指 導 力 や 研 究 に 係 わ る 力 量 に つ い て 、 あ る 程
度 把 握 し て お く こ と が 必 要 で あ る 。 そ の 上 で 、 管 理 職 や 教 師 に 対 し て 研 究 内 容 を 理 解 し
て い た だ く と と も に 、 実 践 研 究 の 協 力 者 で あ る 教 師 に は 、 誰 が ( 授 業 担 当 者 ) 、 何 の た め
に ( 目 的 ) 、 何 を ( 授 業 や 質 問 紙 調 査 な ど ) 、 い つ ( 時 期 ) 、 ど こ で ( 教 室 や 会 議 室 な ど ) 、
ど の よ う な こ と ( 授 業 、 研 修 、 研 究 協 議 な ど ) を し て も ら う の か な ど 、 共 通 理 解 に 基 づ
く 研 究 協 力 体 制 を 構 築 し て い く こ と も 必 要 で あ る 。 ま た 、 何 よ り も 、 子 ど も の 指 導 に 直
接 あ た る 教 師 か ら の 協 力 無 く し て は 、 実 践 研 究 を 行 う こ と は 国 難 で あ る 。 こ の よ う に 、
学 校 の 管 理 職 や 教 師 と 協 働 し て 実 践 研 究 に 取 り 組 ん で い く こ と が 1 つ 目 の 課 題 で あ る 。
(  2  ) 研 究 推 進 上 の 課 題
現 在 の 学 校 は 学 習 指 導 要 領 改 訂 に よ る 新 教 育 課 程 へ の 対 応 、 深 刻 化 す る 川 、 じ め 問 題 j
に 代 表 さ れ る 生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 へ の 対 症 療 法 的 対 応 、 団 塊 世 代 の 大 量 退 職 に と も な う
新 任 教 員 急 増 へ の 対 応 な ど 様 々 な 対 応 に 追 わ れ て お り “ ゆ と り " が な い 状 況 で あ る 。 そ
れ ゆ え に 、 教 師 は 新 し い 取 組 で あ る 積 械 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 の 重
要 性 に つ い て 理 解 し た と し て も 、 そ の 具 体 的 実 践 と な る と 、 職 務 の 負 担 増 に な る と 捉 え
て し ま い が ち で あ り 教 員 の 合 意 形 成 を 図 る こ と は 難 し い 。 こ の 点 に つ い て 、 子 ど も の 指
導 に あ た る 教 師 が 全 校 指 導 体 制 の 構 築 と し づ 建 設 的 な 視 点 を 持 っ て 、 研 究 者 と 教 職 員 相
互 が 折 り 合 い な が ら 合 意 形 成 を 図 っ て い く こ と が 必 要 で あ る 。 そ の た め に は 、 管 理 職 の
リ ー ダ ー シ ッ プ の 発 弾 、 生 徒 指 導 主 任 や 研 修 主 任 な ど の ミ ド ル ・ リ ー ダ ー シ ッ プ の 発 揮 、
校 内 研 修 会 の 充 実 、 研 究 者 と の 意 味 あ る 協 働 体 制 を 構 築 し 、 実 践 研 究 を 推 進 し て い く こ
と が 2 つ 自 の 課 題 で あ る 。
2 . 本 研 究 に 関 す る 今 後 の 浸 望
最 後 に 、 本 研 究 を ふ り 返 っ て 、 今 後 の 展 望 に つ い て 述 べ る 。
(  1  ) 学 校 の 教 育 課 程 に 組 み 込 ん だ 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 の 継 続
本 研 究 に お け る 社 会 性 の 基 盤 で あ る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る た め に 積 極 的 生
徒 指 導 プ ロ グ ラ ム と し て 開 発 し た 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J は 、 こ れ ま で 「 学 校 に お け る
心 理 教 育 J 10) と し て 積 み 上 げ ら れ て き た 先 行 研 究 の 知 見 と 実 践 を 土 台 と し て い る 。
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し か し 、 学 術 論 文 に 見 る 先 行 研 究 で は 、 教 育 課 程 に 位 置 付 け て 学 校 全 体 で 取 り 組 む こ
と に ま で 踏 み 込 ん だ 取 り 組 み は 見 ら れ な い 。 学 校 教 育 に 関 す る 書 籍 で は 、 1 9 8 0 年 代 後 半
か ら 構 成 的 グ 、 ル ー プ ・ エ ン カ ウ ン タ ー を 導 入 し た 教 育 実 践 を 紹 介 す る 本 が 刊 行 11) さ れ 、
最 近 で は 埼 玉 県 上 尾 市 立 南 中 学 校 や 上 尾 市 立 西 中 学 校 に お け る 校 長 か ら の ト ッ プ ダ ウ ン
で 取 り 組 ま れ た 事 例 12) 等 、 全 国 各 地 の 学 校 か ら 多 様 な 教 育 実 践 が 報 告 さ れ て い る 。 そ こ
に は 、 多 く の 実 践 が 詳 細 に 述 べ ら れ て い る が 、 プ ロ グ ラ ム の 検 証 に 関 し て 、 そ の エ ピ デ
ン ス は 示 さ れ て い な し 1 0
例 え ば 、 学 校 の 教 師 の 感 覚 で は 、 学 級 の 雰 囲 気 が 向 上 し た 、 子 ど も 相 互 の 人 間 関 係 が
良 く な っ た 、 問 題 行 動 が 減 少 し た 等 、 生 徒 指 導 プ ロ グ ラ ム を 実 践 し た 成 果 が 語 ら れ る が 、
そ の 成 果 を 積 み 上 げ て し え 作 業 と し て の エ ピ デ ン ス の 構 築 に ま で 高 め ら れ て こ な か っ た
の が 実 情 で あ る 。 こ の 問 題 の 背 景 と し て 、 教 育 現 場 で は 、 定 期 的 な 人 事 異 動 に よ る 管 理
職 お よ び 教 師 の 入 れ 替 わ り に よ り 生 徒 指 導 の 指 導 方 針 が 変 わ る こ と 、 教 育 課 程 の 改 訂 に
よ り 授 業 時 数 が 変 わ る こ と 、 子 ど も の 状 況 は 毎 年 変 化 す る こ と 等 、 様 々 な 要 因 を 挙 げ る
こ と が で き る 。 そ の た め に 、 一 過 性 の 取 り 組 み に な り が ち で あ っ た 。
今 後 は 、 本 研 究 を 基 礎 と し て 、 さ ら に 教 育 現 場 に お け る 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業
カ リ キ ュ ラ ム 開 発 に つ い て の 研 究 を 継 続 し て し 1 く O そ の 上 で 、 研 究 成 果 と し て の エ ピ デ
ン ス を 積 み 重 ね 、 そ の 有 効 性 を 示 し て し だ 所 存 で あ る 。
(  2  ) 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 担 当 者 の 育 成
現 在 の 学 校 に は 、 臨 床 心 理 士 を 中 心 と す る ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 、 社 会 福 祉 士 を 中 心
と す る ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ 一 等 、 教 師 免 許 を 持 た な い 心 理 や 福 祉 の 専 門 職 の 人 材
が 配 置 さ れ て い る 13) 。 こ れ ら 教 育 外 部 の 人 材 に は 、 教 育 臨 床 に 関 わ る 諸 問 題 の 解 決 の た
め に 、 そ の 職 能 を 発 揮 す る こ と が 期 待 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 心 理 や 福 祉 の 専 門 職
の 人 材 は 、 法 的 に 確 立 さ れ て い る 教 育 制 度 と は 異 な り 、 予 算 的 な 措 置 も 十 分 と は い え ず 、
教 育 現 場 で 活 動 す る 時 間 は 限 ら れ て い る 。 そ の た め に 、 健 成 度 の 高 い 大 多 数 の 児 童 生 徒
に と っ て は 、 そ の サ ー ビ ス を 受 け る ま で に 至 ら な い の が 現 状 で あ る 。
本 研 究 で は 、 教 育 現 場 と 緊 密 な 連 携 に 基 づ き 筆 者 自 ら が 中 学 校 お よ び 、 小 学 校 に お け る
複 数 年 の 実 践 に 深 く 関 与 す る こ と で 、 複 数 の 質 問 紙 調 査 を 通 し て 多 面 的 な 分 析 と 考 察 を
す る こ と が で き た 。 本 研 究 の 実 践 は 、 生 徒 指 導 を 含 む 学 校 心 理 学 の 言 葉 で 吉 い 換 え る と 、
「 心 理 教 育 的 援 助 サ ー ビ ス の 1 次 的 援 助 サ ー ビ ス J 14) に 該 当 す る 。 つ ま り 、 子 ど も の 基 礎
的 人 間 力 を 養 成 す る た め の 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J は 、 す べ て の 子 ど も を 対 象 に 心 理 教
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育 サ ー ビ ス を 提 供 し て き た の で あ る 。 こ こ に 挙 げ た 学 校 心 理 学 を は じ め 、 日 本 の 学 校 に
は 、 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ や 教 育 的 な 育 て る カ ウ ン セ リ ン グ に 関 す る 認 定 資 格 を 有 す る 教
師 が 多 く 見 ら れ る 15) 。 し か し な が ら 、 多 く の 学 校 で は 、 こ れ ら の 人 的 資 源 を 十 分 に は 活
用 し て い な い の が 現 状 で あ る G こ の 改 善 策 と し て 、 本 研 究 に お け る 積 極 的 生 徒 指 導 の た
め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム を 、 心 理 教 育 的 援 助 サ ー ピ ス の 1 次 的 援 助 サ ー ビ ス と 位 置 付 け 、
生 徒 指 導 や 教 育 相 談 ( 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ ) に 関 す る 専 門 性 の 高 い 教 師 を 「 社 会 的 ス キ
ル の 授 業 」 の 担 当 者 と し て 活 用 し て い く こ と が 考 え ら れ る 。
本 研 究 で は 、 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 教 育 と し て 、 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の
授 業 が 有 効 な 手 立 て で あ る こ と が 実 証 さ れ た 。 つ ま り 、 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 カ
リ キ ュ ラ ム に は 教 青 的 な 価 値 が あ り 、 今 後 の モ デ ル ケ ー ス と な る 成 果 を 示 す こ と が で き
た の で あ る 。 今 後 は 、 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 を 担 当 す る 教 師 の 力 量 形 成 の た め の
研 修 会 を 体 系 的 に 設 け て い く こ と が 必 要 で あ る の で 、 研 修 プ ロ グ ラ ム 作 成 に も 尽 力 し て
い く つ も り で あ る 。
(  3  ) 予 防 ・ 開 発 促 進 的 な 教 育 相 談 の 動 向 を 踏 ま え た 旬 括 的 な 生 徒 指 導 研 究 の 推 進
現 在 の 学 校 は 、 副 校 長 、 主 幹 教 諭 お よ び 指 導 教 諭 を 置 く こ と が で き る 16) 。 ま た 、 学 校
種 に よ り 異 な る が 、 教 務 主 任 、 学 年 主 任 、 保 健 主 事 、 生 徒 指 導 主 事 、 進 路 指 導 主 事 等 、
法 定 主 任 17) が お か れ て い る 。 こ れ ら 法 的 に 位 置 付 け ら れ て い る 主 任 や 主 事 等 と 同 様 に 、
「 教 育 相 談 J ( 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ ) に 関 わ る 主 事 を 置 く こ と で 、 積 極 的 生 徒 指 導 プ ロ グ
ラ ム の 充 実 お よ び 定 着 を 関 る こ と が 可 能 に な る と 考 え て い る 。 こ の こ と に つ い て 、 生 徒
指 導 の 基 本 書 と し て 刊 行 さ れ た 「 生 徒 指 導 提 要 J 18) を 手 が か り と し て 、 以 下 、 述 べ る 。
教 青 相 談 に は 、 育 て る ( 発 達 促 進 的 ・ 開 発 的 ) 側 面 が あ り 、 学 校 教 育 全 体 を 通 し て 取
り 組 む 必 要 性 が 示 さ れ て い る 具 体 的 に は 、 「 教 育 相 談 は 、 児 童 生 徒 が 成 長 過 程 で 出 会 う
様 々 な 問 題 の 解 決 へ の 指 導 ・ 援 助 ば か り で は な く 、 学 校 教 育 全 体 に か か わ っ て 児 童 生 徒
の 学 習 能 力 や 思 考 力 、 社 会 的 能 力 、 情 緒 的 豊 か さ の 獲 得 の た め の 基 礎 部 分 と も い え る 心
の 成 長 を 支 え 、 底 上 げ し て い く も の J 19) と 説 明 さ れ て い る 。 こ の 点 か ら 、 教 育 相 談 に は 、
子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 役 割 が あ る こ と が 明 ら か で あ る む ま た 、 育 て る 教 育 相
談 で は 、 f学 級 雰 囲 気 づ く り J ( 学 級 風 土 の 向 上 ) が 重 要 で あ る と 指 摘 さ れ て い る 。 そ こ
に は 、 教 育 相 談 の 対 象 は 個 だ け で は な く 、
を 視 座 に お い た 取 り 組 み が 必 要 で あ る 点
が 示 さ れ て い る 。 さ ら に は 、 教 育 相 談 の 新 た な 展 開 と し て 、 試 行 段 階 と 断 り な が ら も 、
校 に お い て 、 日 々 の 指 導 の 中 で 児 童 生 徒 の 実 揺 に 応 じ て こ れ ら の 方 法 20) を 活 用 し 互 い に
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そ の 成 果 を 検 討 し 合 う 時 期 j で あ り 、 「 最 終 的 に は 我 が 国 の 学 校 教 育 の 中 に 統 合 し 組 み 込
ん で い く た め に も 活 発 な 実 践 と 相 一 互 啓 発 が 必 要 J 2 I ) で あ る こ と が 述 べ ら れ て い る 。 こ の 記
述 は 、 今 後 の 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 の 必 要 性 を 示 唆 し て い る 。
こ の こ と を 踏 ま え 、 本 研 究 の 成 果 で あ る 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム 開 発
を 、 教 育 相 談 の こ れ か ら の 動 向 と 関 連 さ せ な が ら 一 層 進 め て い く こ と で 、 教 育 相 談 を 含
め た 生 徒 指 導 の 包 括 的 な 研 究 を 推 進 し て い く 予 定 で あ る 。
( 4  ) 小 中 高 に わ た る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の 教 育 体 系 の 構 築
日 本 の 学 校 教 育 で は 、 1 9 8 0 年 代 後 半 以 降 に 学 級 集 団 を 対 象 と し て 、 育 て る 教 育 相 談 の
視 点 か ら 様 々 な 心 理 教 育 が 実 践 さ れ て き た ( 第 E 部 第 1 章 参 照 ) 。 近 年 、 特 別 支 援 教 育 仰
が 学 校 教 育 法 に 位 置 付 け ら れ て か ら は 、 各 種 カ ウ ン セ リ ン グ 技 法 は ま す ま す 学 習 活 動 と
結 び つ け ら れ て 多 様 な 取 り 組 み が さ れ て い る 。 ま た 、 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 に 伴 い 、 表 現
や コ ミ ュ ニ ケ … シ ョ ン に 関 す る 能 力 が 着 目 さ れ る よ う に な り 、 特 別 活 動 に お い て も 、 「 社
会 的 ス キ ル J 23) と い う キ ー ワ ー ド が 明 記 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ れ ら の 教 育 施 策 の 動
向 と 、 先 述 の 生 徒 指 導 提 要 に 示 さ れ た 「 育 て る 教 育 相 談 j を 具 現 化 し て い く 手 立 て を 探
っ て い く と 、 本 研 究 で 論 じ て き た 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J 、 つ ま り 積 極 的 生 徒 指 導 の た め
の 授 業 を 教 育 課 程 に 位 置 付 け て 、 子 ど も の 発 達 の 段 階 に 合 わ せ な が ら 、 子 ど も の 基 礎 的
人 間 力 を 養 成 す る た め の 教 育 を 取 り 入 れ る 学 校 は 、 今 後 ま す ま す 増 加 し て い く と 思 わ れ
る 。 そ の た め に も 、 本 研 究 で 述 べ た 教 育 現 場 と の 緊 密 な 連 携 に た っ た 協 働 研 究 を 通 し て
基 礎 的 か っ 実 証 的 な 研 究 を 一 層 積 み 上 げ て い く こ と が 不 可 欠 で 、 あ る 。
本 研 究 を 、 現 時 点 で の モ デ ル と し て 、 こ れ か ら は 、 小 学 校 中 学 校 だ け に と ど ま ら ず に 、
高 等 学 校 で も 実 践 可 能 な 積 極 的 生 徒 指 導 の た め の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 を し て い く こ と
が 必 要 と な る 。 今 後 は 、 高 等 学 校 に お け る 実 践 研 究 も 視 座 に お き な が ら 、 小 中 高 に わ た
る 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 養 成 の た め の 教 育 体 系 を 構 築 し て い く た め に 、 さ ら な る 研 績 を
積 む 所 存 で あ る 。
以 上 、 4 点 を 今 後 の 展 望 と し 、 本 論 文 を 終 え る 。
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・ 兵 庫 県 教 育 委 員 会 播 謄 東 教 育 事 務 所 平 成 22 年 度 地 区 別 生 徒 指 導 研 究 協 議 会
- 神 戸 市 教 育 委 員 会 平 成 2 2 年 度 第 2 回 生 徒 指 導 ・ 不 登 校 担 当 教 師 等 指 導 法 研 修 会
・ 平 成 22 年 度 広 島 県 中 学 校 教 育 研 究 会 生 徒 指 導 部 会 研 究 大 会
- 兵 庫 県 教 育 委 員 会 兵 庫 県 立 や ま び こ の 郷 事 業 平 成 2 2 年 度 不 登 校 に 関 す る 研 修 会
( 5 会 場 : 兵 庫 県 立 但 馬 や ま び こ の 郷 、 淡 路 文 化 会 館 、 姫 路 市 総 合 教 育 セ ン タ ー 、 思 崎
市 教 育 総 合 セ ン タ ー 、 兵 庫 県 立 教 育 研 修 所 )
幽 2 2 8 ・
- 兵 庸 県 三 木 市 立 自 由 が 丘 中 学 校 区 不 登 校 対 策 合 同 研 修 会
・ 尼 崎 市 総 合 教 育 セ ン タ ー 夏 季 研 修 会 「 カ ウ ン セ リ ン グ 入 門 J
. 奈 良 県 王 寺 町 立 王 寺 中 学 校 研 修 会
- 姫 路 市 教 育 委 員 会 平 成 23 年 度 第 4 回 生 徒 指 導 担 当 教 師 等 研 修 会
. 兵 庫 県 三 木 市 立 自 由 が 丘 中 学 校 研 修 会
・ 平 成 2 4 年 度 兵 産 県 立 高 等 学 校 長 協 会 「 人 権 教 育 委 員 会 J
. 芦 屋 市 立 精 道 中 学 校 研 修 会
- 大 阪 市 立 玉 造 小 学 校 研 修 会
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文 部 省
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A p p e n d i x  1  -1・ 1
埼 玉 県 教 育 心 理 ・ 教 育 相 談 研 究 会 で は 、 以 下 の 依 頼 文 書 に よ り 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 。
調 査 研 究 ご 協 力 の お 願 い
寒 冷 の 候 貴 職 に お か れ ま し て は ま す ま す ご 清 栄 の こ と と お 慶 び 申 し 上 げ ま - 90 ま た 、
よ り 本 研 究 会 に お け る 事 業 推 進 に つ き ま し て 、 格 別 の ご 支 援 ご 協 力 を い た だ き 厚 く 御
礼 申 し 上 げ ま す 。
さ て 、 標 記 の 件 に つ き ま し て 下 記 の 通 り 調 杢 を 実 擁 し た い と 考 え て お り ま す 。 つ き ま し
て は 、 ご 多 忙 の 折 と は 存 じ ま す が 、 調 査 ご 協 力 の ほ ど よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。
l  調 査 の 自 的
現 在 、 教 育 の 現 場 で は 子 ど も た ち の 様 子 が 大 き く 変 わ り つ つ あ り ま す 。 そ し て 、 そ の 子
ど も た ち へ の 対 応 に 苦 慮 す る 様 々 な 教 育 困 難 な 状 況 が 現 れ て い ま す 。
本 研 究 会 で は 、 教 育 現 場 の 実 態 を 把 握 す る と と も に 、 こ れ か ら の 教 育 に お け る 指 導 ・ 援
助 の あ り 方 に つ い て 3 カ 年 の 研 究 を 行 い 、 そ の 成 果 を 、 平 成 1 2 年 度 に 刊 行 予 定 の 「 子 ど
も の 心 理 と 指 導 … 第 8 集 J に ま と め て い き た い と 考 え て い ま す 。
そ の た め に 、 専 門 委 員 の 先 生 方 が 所 属 す る 学 校 に 対 し て 、 研 究 の 基 礎 と な る 実 態 調 査 を
行 い 、 こ れ か ら の 研 究 に 役 立 て て い き た い と 考 え て い ま す 。
2  調 査 の 対 象
専 門 委 員 の 所 属 校 に お け る 子 ど も た ち ( 小 学 校 1 年 生 ~ 中 学 校 3 年 生 )
3  調 査 の 方 法 お よ び 内 容
別 紙 を 参 照 し て 下 さ い 。
4  調 査 用 紙 の 回 収 期 日
埼 玉 県 教 育 心 理 ・ 教 育 相 談 研 究 会 平 成 10 年 度 第 5
平 成 11 年 1 月 3 0 日 ま で に お 願 い い た し ま す 。
6  そ の 他
調 査 用 紙 に つ き ま し て は 、 の 先 生 宛 に 同 封 さ せ て い た だ き ま し
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ア ン ケ ー ト
ご 協 力 の お 頗 い
本 研 究 会 専 門 委 員 会 で は 、 「 子 ど も と 教 師 の ふ れ あ い を 求 め て 」 と し づ 研 究 テ ー マ の も と
に 、 現 場 の 先 生 方 が 抱 え て い る 悩 み 、 子 ど も た ち の 課 題 に 対 し て 、 具 体 的 な 手 立 て 、 実 践
の 方 法 を 研 究 し て い く 事 に な り ま し た 。 現 場 の 先 生 方 の 悩 み 、 課 題 に 対 し て 、 少 し で も お
役 に 立 て る 実 践 ・ 手 立 て を 講 じ て い き た い と 考 え て お り ま す 。
つ き ま し て は 、 大 変 お 手 数 を お か け し ま す が 、 以 下 の ア ン ケ ー ト 調 査 に お 答 え い た だ け
れ ば 幸 い と 存 じ ま す 。 ア ン ケ … ト へ の ご 協 力 方 よ ろ し く お 頗 い い た し ま す 。
{ ア ン ケ ー ト の 実 施 方 法 }
ア ン ケ ー ト は 3 種 類 あ り ま す 。 そ れ ぞ れ に つ い て の 実 施 方 法 は 以 下 の 通 り で す 。
な お 、 本 ア ン ケ ー ト に つ い て は 、 す べ て 無 記 名 で 記 入 し て く だ さ い 。
0 ア ン ケ ー ト 1 お 答 え い た だ く 先 生 の 立 場 で お 答 え く だ さ い 。
O ア ン ケ ー ト 2 ア ン ケ … ト に 協 力 い た だ け る 学 級 の 児 童 ・ 生 徒 状 況 に つ い て 、 担 任 の 先
生 や 学 年 担 当 の 先 生 が 観 察 し た 様 子 に つ い て お 答 え く だ さ い 。 た だ し 、 接 数 の 観 察 が 難
し い 場 合 は 、 担 任 の 先 生 が お 答 え く だ さ い 。
0 ア ン ケ ー ト 3 : ア ン ケ ー ト 2 に ご 協 力 い た だ け る 学 級 の 児 童 ・ 生 徒 に 実 施 し て く だ さ い 。
こ の ア ン ケ ー ト は 、 小 学 校 高 学 年 か ら 中 学 生 向 け に 作 成 さ れ て い ま す 。 質 問 の ; 怠 味 把 握
が 難 し い 場 合 に は 、 お 手 数 お か け ま す が 、 ア ン ケ ー ト 実 施 の 先 生 が 子 ど も へ の 補 助 ・ 支
援 を し て く だ さ い 。 実 施 が 難 し い 場 合 は 、 省 略 し て い た だ い て も か ま い ま せ ん 。
※ 本 ア ン ケ ー ト に つ い て の ご 意 見 ご 質 問 等 の 問 い 合 わ せ 先 は 次 の 通 り で す 。
岩 槻 市 立 城 南 中 学 校 中 村
{ 発 送 し た ア ン ケ ー ト 用 紙 に つ い て 1
1  鏡 文 「 所 属 学 校 長 宛 」
2  鏡 文 「 専 門 委 員 の 先 生 宛 j
3 ・ 1 ア ン ケ ー ト ご 協 力 の お 願 い J
欄 2 発 送 し た ア ン ケ ー ト 用 紙 に つ い て J
4  ア ン ケ ー ト 1 教 師 用 B 4 横 1 枚
5 - 1  ア ン ケ ー ト 2 教 師 観 察 用 の 説 明 文
- 生 徒 照 の 実 施 説 明 文
-2 ア ン ケ ー ト 3
6 ・ 1 ア ン ケ ー ト 2
-2 
- 生 徒 の 行 動 チ ェ ッ ク リ ス ト
7  ア ン ケ ー ト 3
B 4 横 2 枚
- 生 徒 用 の 質 問 紙 B 4 横 1 枚
以 上 、 7 枚 送 付 し ま し た む
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ア ン ケ ー ト 1 協 力 し て く だ さ る 先 生 自 身 に つ い て お 開 き し ま す 。
1  あ な た の 所 属 す る 校 種 に つ い て
ア 小 学 校 イ 中 学 校
2  性 別 、 お よ び 、 経 験 年 数
ア 男 性 イ 女 性
ア 5 年 未 満 イ 5 年 以 上 1 0 年 未 満
ウ 1 0 年 以 上 2 0 年 未 満 エ 2 0 年 以 上
3  ( 1 ) 以 下 の 文 を お 読 み に な っ て 、 次 の 質 問 に お 答 え く だ さ い 。
不 登 校 の 児 童 ・ 生 徒 数 が 依 然 と し て 、 増 加 傾 向 に あ る こ と が 大 き な 教 育 上 の 課 題 に
な っ て い ま す 。 こ れ に は 1 学 級 の 児 童 ・ 生 徒 数 を 減 少 す る こ と 、 教 育 相 談 員 の
行 政 上 か ら も 着 々 解 決 に 向 か つ て 努 力 さ れ て い る 現 状 で す 。 ま た 、 問 題 行 動 や 学 級 崩
壊 等 の 現 象 に 対 し て 、 今 後 ま す ま す 「 心 の 教 育 J が 求 め ら れ て い ま す 。
上 記 の よ う な 情 勢 を 受 け て 学 級 担 任 と し て で き る こ と の と し て 、 次 の よ
う な 考 え 方 が あ り ま す 。 あ な た の 賛 成 す る 記 号 を 選 ん で 、 下 さ い 。
ア 学 級 担 任 の で き る 事 項 と し て 、 児 童 ・ 生 徒 の 学 校 生 活 ( 朝 の 登 校 時 、 学 活 、 授 業 、
休 憩 、 時 間 、 昼 食 時 間 、 j青 揖 中 、 放 課 後 、 部 活 動 、 そ の 他 特 別 活 動 全 体 ) の 中 で 1 日 に
1 回 は 、 担 任 が 児 童 ・ 生 徒 の 氏 名 を 呼 び 、 会 話 を 交 わ す こ と が 最 も 重 要 で 、 あ る 。
イ 問 題 は 、 そ ん な 簡 単 な も の で は な い 。
(2) 上 記 ア に O を つ け た 方 は 、 次 の 内 に 記 入 し て 下 さ い 。
担 任 の 児 童 ・ 生 徒 と の 会 話 が 重 要 で あ っ て も 、 実 際 に は 1 日 に ( 平 均 し て ) 、 (
人 程 度 で あ り 、 一 人 に 接 す る 時 間 は 分 程 度 で あ る 。
4  現 在 、 気 に な る 困 っ て い る 、 悩 ん で い る
- 生 徒 が し 、 ま す か 。
ア い る イ い な い
5  4で ア ( し 、 る ) を 選 ん だ 方 に お 開 き し ま す 。 以 下 の 質 問 に お 答 え く だ さ い 。
に 当 て は ま る も の 、 ま た は 、 内 に 数 字 を 記 入 し て く だ さ い 。
( 1 ) そ の 子 ど も は 、 年 生 で あ る 。
(2) そ の 人 数 は 、 ( 学 級 ・ 学 年 ) で 人 程 度 で あ る 。
(3) そ の 子 ど も の 性 7 : } 1]( 士 、 ( 男 子 ・ 女 子 ・ 男 女 ) で あ る 。
(4) そ の こ と に つ い て 、 話 し 合 っ た り 、 相 談 を ( し て い る ・ し て い な し 、 )
6  5で 記 入 さ れ た 子 ど も の 様 子 ・ 状 況 に つ い て 、 ご 協 力 い た だ け る よ う で し た ら 、
以 下 、 ご 記 入 く だ さ い 。
以 上 で 、 ア ン ケ ー ト 1 は 終 わ り で す 9 ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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ア ン ケ ー ト 2 教 師 観 察 用 }
口 別 紙 の 質 問 用 紙 ( 児 童 ・ 生 徒 の 行 動 チ ェ ッ ク リ ス ト ) に 記 入 し て く だ さ い 。
口 質 問 内 容 ( チ ェ ッ ク 項 目 ) は 、 全 部 で 5 0 問 あ り ま す 。
質 問 番 号 が 101 '"'-'510 ま で あ り ま す の で 、 で き る だ け 順 番 に 回 答 し て く だ さ い 。
チ ェ ッ ク 方 法 は 、 次 の 観 点 で 当 て は ま る も の を 名 簿 上 に 記 入 し て く だ さ い 。
A : よ く あ て は ま る B : 日 寺 々 ， 思 い 当 る C : 思 い 当 ら な い
口 1 学 級 の 在 籍 児 童 ・ 生 徒 数 が 2 1 名 を 越 え る 場 合 は 、 質 問 用 紙 r2 枚 目 j ま で お 使 い く
だ さ い c そ の 場 合 、 I D 2 1 が 重 複 し ま す の で 、 I D 2 1 は 2 枚 目 に 記 入 し て 下 さ い 。
口 名 簿 上 の I D (No.) 1  '"-' 4  0  は 、 学 級 内 の 出 席 番 号 で な く て も か ま い ま せ ん 。 デ ー タ を 集
計 す る 際 の 便 宜 的 な も の で す の で 、 お 答 え い た だ く 方 が 自 由 に 割 り ふ っ て 下 さ い 。
ア ン ケ ー ト 2 に ご 協 力 し 、 た だ け る 場 合 は 、 以 下 の 質 問 に お 答 え 下 さ い 。
1  こ の ア ン ケ ー ト は ( 小 学 校 ・ 中 学 校 ) の も の で す 。
2  デ ー タ は 、 年 生 の も の で す 。
3  在 籍 生 徒 数 は 、 男 子 名 、 女 子 (
) 名 、 合 計 (
4  平 成 年 月 (  
R に 実 施 し ま し た 。
) 名 で す 。
※ な お 、 ご 協 力 い た だ い た デ ー タ は 、 統 計 的 に 処 理 し 、 特 定 の 個 人 、 学 校 等 に ご 迷 惑 を
お か け す る こ と は あ り ま せ ん 。 ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 。
ア ン ケ ー ト 3 [ 児 童 ・ 生 徒 用 }
本 ア ン ケ ー ト は 、 成 績 に は 関 係 な い こ と 、 結 果 に つ い て 今 後 の 指 導 に 用 い る こ と は な い
の で 、 安 心 し て 、 正 直 に 回 答 し て 下 さ る よ う に 、 お 伝 え く だ さ い 。
日日 IJ紙 の 質 問 用 紙 ( 児 童 ・ 生 徒 用 ) を 配 布 し 、 記 入 さ せ て く だ さ い 。
口 質 問 内 容 ( チ ェ ッ ク 項 目 ) は 、 全 部 で 5 0 間 あ り ま す 。
質 問 番 号 が 101 '"'-'510 ま で あ り ま す の で 、 で き る だ け 顕 番 に 回 答 し て く だ さ い 。
回 答 方 法 は 、 次 の 観 点 に 当 て は ま る も の を 質 問 用 紙 に O で 記 入 さ せ て 下 さ い 。
そ う 思 う ・ ど ち ら と も い え な い ・ そ う 思 わ な い
質 問 用 紙 に は 、 校 種 と 学 年 、 性 別 、 I D (No.) を 記 入 さ せ て 下 さ い 。
ア ン ケ ー ト 2 の 学 級 集 計 表 と - 生 徒 用 は セ ッ ト と な る よ う に 、 I D (No.) の 整 合 性 を
図 っ て 下 さ い 。 な お 、 ア ン ケ ー ト は 無 記 名 で 実 施 し て 下 さ い 。
口 ア ン ケ ー ト 3 に ご 協 力 い た だ け る 場 合 は 、 以 下 の 質 問 に お 答 え 下 さ い 。
1  こ の ア ン ケ ー ト は ( 小 学 校 ・ 中 学 校 ) の も の で す 。
2  デ ー タ は 、 年 生 の も の で す 。
3  実 施 生 徒 数 は 、 男 子 名 、 女 子 名 、 合 計 名 で す 。
4  平 成 年 月 自 曜 日 の 時 頃 に 実 施 し ま し た 。
※ な お 、 ご 協 力 し 、 た だ い た デ ー タ は 、 統 計 的 に 処 理 し 、 特 定 の 個 人 、 学 校 等 に ご 迷 惑 を
お か け す る こ と は あ り ま せ ん 。 ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し
4  
I 部 第 1
A p p e n d i x  1  -1包
小 中 学 校 教 師 が 克 童 生 徒 を 指 導 す る 中 で 臨 難 さ を 感 じ る 場 面
分 類
項 目
指 導 す る ゆ で 躍 難 さ を 感 じ る 場 溢
人 数 出 現 率
学 カ 菱 学 カ 釜 が 大 き い
5 8  
8.41 
学 習 意 欲 意 欲 が な い
3 0  4.35 
学 カ
基 縫 学 力 の 定 着 が な い
2 8  
4.06 
自 律 性
静 か に で き な い 、 話 が 開 け な い 、 集 中 し な い で 自 分 勝 手 な こ と を や り 出 す
2 8  
4.06 
集 中 カ
集 中 カ に 欠 け る
16 
2.32 
齢 性
耐 性 が な い 、 話 を 構 く こ と が で き な い
15 2.17 
幾 律 学 習 の 決 ま り が 徹 底 で き な い 、 整 環 整 頓 が で き な い 、 忘 れ 物 が 多 い
1 4  2.03 
自 主 役 自 分 で 考 え よ う と せ ず 指 示 待 ち が 多 い
1  
1. 5 9  
学 習 頭
問 題 行 動 授 業 妨 害 、 学 習 中 出 歩 く 、 大 声 を 出 す ( A D H D ) 、 授 業 が 始 ま っ て も ダ ラ ダ ラ と 保 鍵 室 に 居 震 を る
1 0  1.45 
放 課 後
放 課 挨 、 自 由 に 使 え る 跨 問 が な く 、 時 間 内 で 終 わ ら な い 兜 叢 を 補 う 時 期 が と れ な い
0.87 
積 纏 性 分 か っ て い る の に 発 表 し な い
4  0.58 
指 導 法
学 力 差 に 応 じ た 指 導 を し よ う と す る と き 健 男 i指 導 の 必 要 な 子 に 待 問 と 手 間 が か け ら れ な い 。
4  0.58 
新 教 育 諜 程 選 択 や 総 会 学 習 の 失 敗 、 生 徒 の や る 気 が な く な っ て い る 。 受 験 を 意 識 し た 学 留 。
4  0.58 
教 材 研 究 隈 ら れ た 時 間 内 で の 教 杉 研 究 が 大 変
0.43 
教 育 課 程 授 業 待 問 数 の 減 少
0.29 
不 登 校
不 登 校 児 へ の 指 導 で 時 間 が と ら れ る 。 不 霊 堂 絞 の 生 徒 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン o
0.29 
自 照 症 的 傾 向 の 子 が 在 籍 し て い る が 、 指 導 法 に つ い て 迷 う こ と が あ る
0.14 
基 礎 基 本 基 本 的 生 活 習 慣 や 身 に 付 い て い な い こ と 、 緩 眠 、 食 事 な ど が 保 嫁 さ れ て い な い こ と
6 5  
9 .4 2  
自 己 中 自 己 中 心 的 な 児 童
4 0  5.80 
規 範 規 範 意 識 ( ル ー ル を 守 る 意 識 ) が 低 い 、 勤 労 意 欲 の 欠 如
2 9  
4.20 
集 団 性
集 団 性 に 欠 iす 、 人 付 き 合 い が 不 得 手 2 5  
3.62 
懇 性
感 性 乏 し い 、 逆 ギ レ す る 、 心 が 湾 っ て い な い 、 挨 拶 、 人 へ の 慾 務 、 謙 慮 さ が な い
2 2  3.19 
基 礎 基 本 忘 れ 物 、 落 と し 物 が 多 い
12 1.74 
指 導 時 間 落 ち つ い て 生 徒 と 緩 す る 機 会 が 少 な い ( 佼 事 に 忙 し く 、 子 ど も に 適 切 な 対 応 が で き な い )
1.01 
生 活 筒
鑓 入 室 長
ょ く し つ け ら れ て い る 生 徒 と 不 十 分 な 生 徒 の 義 が 大 き い
1.01 
様 性 耐 性 の 無 き
0.87 
問 題 行 動 盗 癖 対 策 、 非 行 傾 向 、 怠 学 、 精 神 、 神 経 を 病 ん で い る 生 徒 に 対 し た と き
4  
0.58 
教 膏 方 鉛 親 の 教 育 方 針 、 し つ け の 菌 で 対 立 し や す い
4  0.58 
特 別 支 援 A D / H D の よ う な 子 ど も が 増 え て い る よ う に 思 う
0 .4 3  
生 活 指 導 服 装 等 の 指 導 の 際 に 感 じ る 。
0.43 
指 導 法
家 庭 で の 生 活 が ( 考 え 方 が 〉 全 く 臭 な っ て い る 生 徒 を 同 じ 基 準 で 指 導 し な け れ ば な ら な い
0.29 
部 活 動 に お け る 指 導 へ の か か わ り 方 。
0.14 
自 己 中
過 保 護 、 自 己 中 心 的 、 自 分 よ が り の 考 え 、 他 人 へ の 注 文 が 多 い
6 4  9.28 
教 育 カ
基 本 的 な 役 務 を 巣 た せ な い 親 が 増 え て い る 、 家 庭 教 育 カ 不 足 。 け じ め 。 し つ け 。 不 足 。
4 9  
7.10 
批 判
学 校 不 信 、 教 師 ・ 学 校 批 判
3 8  
5.51 
教 膏 観
鏑 鐘 観 の 相 違 。 学 校 に 求 め る も の が 多 様 化 。 教 育 方 針 の 対 立
2 4  3.48 
保 護 者
教 育 態 度 学 校 ・ 子 ど も へ の 関 心 が 簿 い
2 2  
3.19 
養 育 態 度 子 ど も の 実 態 か ら ( 3 を そ む け て い る
11 
1. 5 9  
家 庭 関 頭 離 婚 す る 保 護 者 が 多 い 、 家 庭 が 平 和 で な い 、 親 の 経 済 的 問 題 ( 集 金 滞 絡 )
1. 3 0  
0.14 
一 一 一 一 ' 一 一 一 一 一 一
指 導 効 果 指 導 し て も 、 な か な か 変 わ ら な い 家 庭 が 増 え て い る
0.29 
指 導 体 制 生 徒 指 導 が 校 内 で 一 致 し た 見 解 に な っ て い な い
0.14 
そ の 他
多 忙 怒
授 業 や 子 ど も と の 生 活 以 外 に 学 校 の 中 で や る こ と が 多 す ぎ る
0.14 
人 権 子 ど も の 人 権 ば か り が 擁 護 さ れ 、 教 喜 怒 に / ; l . : it、 耐 強 さ が 強 い ら れ る
0.14 
不 登 校 生 徒 へ の 対 応
0.14 
総 計
6 9 0  100.00 
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A p p e n d i x  1  -1・ 3
小 中 学 校 教 師 が 児 童 生 徒 を 指 導 す る 中 で 困 難 さ を 感 じ る 要 因
大 分 類 小 分 鎖 要 因 ( 指 導 の 中 で f 困 難 さ Jを 感 じ る )
人 数 出 現 率
教 育 課 程 教 青 課 程
17 5.17 
多 忙 感
教 師 の 多 忙 、 入 手 不 足 、 時 間 が 無 い 。
15 
4.56 
指 導 力 教 部 の 指 導 力 不 足 。
12 3.65 
指 導 時 鶴 子 ど も と 向 き 合 え る 時 間 が 少 な い
11 3.34 
学 校
学 力 能 力 学 力 ・ 能 力 差 、 意 欲 差
9  2.74 
指 導 法 教 師 全 体 の 指 導 方 法 が 統 一 さ れ て い な し 、 、 連 携 不 足 。
7  
2.13 
生 徒 理 解 生 徒 理 解 が 足 り な い 。
6  1. 82 
指 導 内 容 集 毘 行 動 や ル ー ん が 身 に 付 い て い な し 刊 訓 練 さ れ て い な い )
3  0.91 
制 産
ー ク ラ ス の 人 数 が 多 い 。
3  0.91 
教 師 教 師 の 高 齢 化
0.30 
自 己 中 心 自 己 中 心 的
17 
5.17 
意 欲
生 徒 自 身 に 意 欲 ・ 樹 性 ・ 向 上 心 が な い 。
13 3.95 
発 達 直 接 体 験 の 不 足
12 3.65 
基 礎 基 本 基 本 的 生 活 習 慣 が 身 に 付 い て い な い
7  
2.13 
環 境 子 ど も を 取 り ま く 環 境 の 変 化 ( T V ゲ ー ム 、 j墨 画 、 W 番 組 )
6  
1. 82 
子 ど も 能 力
教 師 の 指 示 待 ち が 多 い 、 訓 練 さ れ て い な い
6  
1. 8 2  
発 達 生 徒 の 心 が 育 っ て い な い 。
5  1. 52 
規 範 意 識 規 範 意 識 の 低 下
4  
1. 22 
特 別 支 援 多 動 の 児 童 … 場 面 繊 黙 に つ い て 十 分 な 対 応 や 支 援 が で き て い な い
0.30 
発 達 子 ど も の 身 体 能 力 の 低 下
。舗 3 0
ス ト レ ス
塾 、 習 い 事 へ の 精 神 的 な 疲 れ な ど が た ま っ て い る
0.30 
教 養 社 会 的 教 養 ( モ ラ Jレ ) の 低 下
2 5  7.60 
価 値 観
{ 茜 傭 観 の 多 様 化
17 5.17 
社 会
人 間 関 係 人 間 関 係 の 希 薄 化 。 少 子 化 。
17 5.17 
経 済 経 済 的 な も の を 震 視 す る 恩 ; 朝 、 家 庭 の あ り 方 が 大 切 に さ れ て い な い と こ ろ
9  
2.74 
機 能 社 会 全 体 に お け る 学 校 の 楢 鰭 の 低 下
5  1. 52 
教 書 カ
親 の モ ラ ル の 低 下 と 家 躍 や 地 域 の 教 育 力 の 低 下 。
5 7  17.33 
家 庭 潔 境 複 雑 な 家 庭 事 情 を も っ 子 が 多 い
1 0  
3.04 
保 護 者 批 判
学 校 批 判 、 学 校 不 信
1 0  
3.04 
養 蕎 親 子 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 欠 知 。 親 が 忙 し す ぎ て 余 裕 が な い
9  
2.74 
自 律 責 任 親 が 親 に な り き っ て い な い
7  2.13 
放 経
親 の 愛 槽 の 希 薄 化
6  1. 82 
総 計
3 2 9  100.00 
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A p p e n d i x  1  -1-4 
f ど の よ う な 子 ど も が 増 え て い る と 思 い ま す か J ( 複 数 回 答 ) 集 約 結 果
記 号 質 問 項 罰
( 人 ) 出 現 蚤
記 号 質 問 項 目
( 人 )
出 現 率
a 耐 性 の 欠 如
281 12.96 
n 表 種 的 な つ き 合 い し か し な い 58 
2.67 
b 臨 己 中 心 的 253 
11.66 
o 善 悪 の 判 断 が で き な い
52 2.40 
C 人 の 話 が 開 け な い
186 
8.58 p 意 欲 に 欠 け る
46 2.12 
d 基 本 的 な 生 活 習 慣 が 身 に 付 い て い な い
180 8.30 
q  rあ い さ つ J が で き な い
44 2.03 
e 幼 い
124 
5.72 r 認 め ら れ る と が ん ば る
42 1. 94 
f 集 団 の 中 で 濡 切 な 自 己 表 現 が で き な い
124 
5.72 
s 先 の 見 通 し が も て な い
33 1. 52 
g 集 中 力 が 持 続 し な い
115 5.30 
t 自 信 が な い
27 1. 24 
h 言 葉 に よ る 表 現 が 若 手 99 4.56 U 大 人 へ の 信 頼 が 薄 い
24 1. 1  
l 人 と の 連 携 が と れ な い
94 4.33 v 構 緒 不 安 定 24 
1. 1  
j 自 己 決 定 力 が 低 い 91 4.20 w 授 業 中 席 に 鹿 っ て い ら れ な い
14 0.65 
k 感 酷 す る 感 性 が 膏 っ て い な い 86 3.96 
x 暴 力 に 訴 え る
13 
0.60 
l 傷 つ き ゃ す い 73 
3.37 y マ イ ナ ス 思 考
12 0.55 
m 好 き な も の に は 熱 中 す る 66 3.04 
z そ の 他
8  0.37 
総 計
2169 100 
A p p e n d i x  1  -1・ 5
f要 因 iま 、 ど の よ う な こ と に あ る と 怠 い ま す か J ( 複 数 問 答 ) 集 約 結 果
記 号 質 問 項 目
( 人 ) 出 現 率 記 号 質 問 項 g ( 人 ) 出 現 率
a 子 ど も を 取 り ま く 環 境 の 変 化 310 22.88 ! 大 人 の 過 干 渉 49 
3.62 
b 家 涯 の 「 し つ け J 不 足 213 15.72 J 教 師 が 忙 し す ぎ る
34 2.51 
C 親 の 子 ど も へ の 接 し 方
162 11. 96 k 教 師 の 指 導 力 31 2.29 
d 殺 の モ ラ ル 低 下
153 11. 29 
i 今 ま で の 指 導 が 通 じ な い
19 1. 4 0  
e  価 値 観 の 多 様 化 149 11.00 
m 大 人 へ の 信 頼 が も て な い
18 1. 33 
f 個 性 の は き 違 い 82 6.05 
n そ の 他
14 1. 03 
g T Vゲー
51 3.76 
。 学 力 差 の 拡 大
12 0.89 
h テ レ ゼ や 濃 酪 の 影 響 51 3.76 
E 教 部 の 高 齢 化
7  
0.52 
総 計 1355 
100 
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A p p e ndi x  1  -1- 6  
「 日 本 学 校 教 育 相 談 学 会 に よ る 学 会 員 の 現 状 と 意 識 調 査 J 結 H
職 種
人 数
教 育 現 場 376 
管 理 職
124 
行 政 28 
そ の 他
161 
合 計 | ω |
行 政
4弘
図 回 答 者 の 内 訳
表 2 校 務 分 掌 ( 複 数 回 答 )
分 掌
人 数 割 合 併 )
学 年 主 任 122 
8 .5  
生 徒 指 導 主 事
86 6 .0  
進 路 指 導 主 事 57 4 .0  
保 健 主 事
129 
9.0  
教 育 相 談 担 当
293 20 .4 
障 害 児 (特 別 支 援 ) 学 級 担 任 61 4.2 
養 護 教 諭
183 12 .7  
教 務 主 任 84 
5 .8  
研 修 主 任
57 
4.0 
管 理 職
124 8 .6  
特 別 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー
52 3 .6  
教 育 委 員 会 指 導 主 事 28 1.9 
そ の 他
161 1 .2  
合 計 1437
一 3 学 校 で の 立 場
立 場 ¥ 校 種
学 級 担 任
富 Ij 担 任
校 務 の 一 環
そ の 他
小 学 校
人 数 割 合 ( 弘 ) 人 数
78 35.6 
5  2.3 
78 35.6 
58 26 .5  
合 計 219 
? ?
?
? ? ?
?
?
?
、
?
? ?
?
?
? ? ?
?
?
?
?
? ?
。 。 ?
? ? ? ? ?
?
? ?
?
?
? ?
? ? ? ? ? ?
人 数
? ?
? ?
? ? ?
?
? ?
? ?
?
? ? ? ?
?
?
? ? ?
? ?
? ? ? ? ??? ? ? ?? ， 、 ? ?
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表 4 気 に な る 子 ど も の 状 況 ( 複 数 回 答 )
番 号 質 問 項 自
肯 定 ( 人 ) 否 定 ( 人 )
1 ス ト レ ス に 対 す る 献 性 の 欠 如
5 7 9  
6 9  
2 友 達 と の 関 係 が と れ な い
5 3 4  
1 1 3  
3 基 本 的 な 生 活 習 慣 が 身 に つ い て い な い
5 2 6  
1 2 1  
4 適 切 な 自 己 表 現 が で き な い
5 2 6  
1 2 0  
5 自 己 中 心 的 な 言 動 が 多 い
5 1 8  
1 2 9  
6 集 中 力 が 持 続 し な い 5 0 8  1 3 8  
7 自 信 が な い 5 0 2  1 4 4  
8 自 己 決 定 力 が 低 い 5 0 2  1 4 6  
9 傷 つ き ゃ す い
5 0 0  1 4 4  
1 0 意 欲 ! こ 欠 け る
4 9 9  
1 4 7  
11 年 齢 か ら 見 て 幼 い 雷 動 が 多 い
4 8 3  
1 6 4  
1 2 人 の 話 が 潤 け な い 4 8 1  1 6 3  
1 3 衝 動 的 な 言 動 や 行 動 が 多 い
4 7 2  
1 7 4  
1 4 善 悪 の 判 断 が で き な い
4 2 5  
2 2 0  
1 5 マ イ ナ ス 思 考 ( 否 定 的 な 考 え 方 ) が 強 い
4 0 8  2 3 8  
1 6 大 人 へ の 信 頼 が 薄 い
3 9 2  2 5 2  
1 7 認 め ら れ る と き だ け が ん ば る
3 2 7  
3 1 8  
1 8 授 業 中 席 に 座 っ て い ら れ な い
3 2 5  
3 0 9  
1 9 好 き な も の に は 必 要 以 上 に 熱 中 す る
3 2 5  
3 2 0  
2 0 暴 力 に 訴 え る
3 0 1  3 2 6  
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2 0 0 7 年 6 月 訪 日 朝 刊 」 親 の 理 不 尽 な 要 求 、 抗 議 に 学 校 苦 患
子 供 の 通 う 学 校 に 理 不 尽 な 要 求 や 抗 議 を 行 う 栽 に 、 全 国 の 公 立 小 中 学 校 や 教 育 委 員 会 が
し て い る 実 態 が 、 読 売 新 開 の 調 査 で 明 ら か に な っ た 。
・18 教 委 、 ク レ ー ム 対 策
調 査 に 応 じ た 6 7 の 主 要 都 市 の 教 委 の う ち 、 4 0 教 委 が こ う し た 親 の 実 例 を 把 握 し 、 18 教
委 は ク レ ー ム に 対 応 す る た め の 専 門 職 員 の 配 置 や 教 員 研 修 と い っ た 対 策 を 実 施 し て い た 。
政 府 の 教 青 再 生 会 議 も 第 2 次 報 告 で 、 専 門 家 チ ー ム を 設 け る 必 要 性 を 指 摘 し て お り 、 親 の
ク レ ー ム 対 処 が 教 育 現 場 の 大 き な 課 題 と な っ て い る 。
調 査 対 象 は 、 全 国 の 道 府 県 庁 所 在 地 と 政 令 市 、 東 京 2 3 区 の 計 7 3 市 広 の 教 育 委 員 会 。 公
立 小 中 学 校 に お け る 親 の ク レ ー ム に つ い て 尋 ね た と こ ろ 、 6 7 教 委 か ら 回 答 が あ り 、 4 0 教 委
が 身 勝 手 な 要 求 や 問 題 行 動 に 「 苦 慮 、 し て い る J と 回 答 し た 。
具 体 例 の 中 で は 、 「 自 宅 で 掠 徐 を さ せ て い な し 1 か ら 、 学 校 で も さ せ な い で ほ し し リ r( 子 供
同 士 で 、 小 さ な ト ラ ブ ル に な っ た ) 相 手 の 子 を 転 校 さ せ る か 、 登 校 さ せ な い よ う に し て ほ し
し リ な ど 、 我 が 子 か わ い さ か ら 理 不 尽 な 要 求 に 至 る ケ ー ス が 目 止 つ
ま た 、 勉 強 の 進 み 具 合 が 遅 れ て い る 中 学 生 に 小 学 生 の 問 題 を 解 か せ た と こ ろ 、 「 子 供 が 精
神 的 に 傷 つ い た 」 と 抗 議 し た り 、 子 供 が 起 こ し た 自 転 車 事 故 な の に 、 f学 校 の 指 導 が 悪 い j
と 主 張 し た り す る 例 も あ っ た 。
殺 が 学 校 現 場 を 飛 び 越 し て 、 教 青 委 員 会 や 文 部 科 学 省 に 、 メ ー ル や 電 話 で 、 苦 情 を 持 ち 込
む こ と も 多 く 、 あ る 教 委 で は 、 抗 議 の 電 話 が 6 時 間 に 及 ん だ と し づ O 暴 力 団 と の つ な が り
を ほ の め か し 、 圧 力 を か け よ う と す る ケ ー ス も あ っ た 。
親 か ら の 継 続 的 な ク レ ー ム に 対 応 す る た め 、 教 師 が 部 活 動 の 指 導 や テ ス ト の 採 点 作 業 の
時 間 を 奪 わ れ た り 、 精 神 的 な ス ト レ ス を 抱 え た り す る こ と も 多 く 、 「 教 育 活 動 に 支 障 を 来 し
て い る 」 と の 声 が 出 て い る 。
今 回 の 調 査 に 対 し 、 f事 例 を 公 表 す る こ と で 当 事 者 が 再 び ク レ … ム を つ け て く る 恐 れ が あ
る J と の 理 由 か ら 回 答 を 避 け た 教 委 も あ る 。
、 1 8 教 委 で は 、 ク レ … ム を 想 定 し た 対 策 を 実 施 。 「 管 理 職 と 教 務 主 任 を 対 象 に 研 修 を
実 施 J ( 佐 賀 市 ) 、 f教 委 に 親 対 応 の 専 門 織 員 を 置 い て い る J ( 奈 良 市 ) 、 「 自 に 余 る
と 連 携 す る J ( 名 在 屋 市 ) と い っ た 取 り 組 み の ほ か 、 問 題 行 動 を 起 こ す 親 を 精 神 的 に サ ポ ー
ト す る 必 要 が あ る と し て 、 「 臨 床 心 理 士 と 協 力 し て 対 応 す る ( 東 京 都 江 東 区 ) と い う 教 委
も あ る 。 ま た 、 東 京 都 港 区 で は 今 月 か ら 、 ク レ ー ム に 対 し 、 学 校 が 弁 護 士 に 相 談 で き る 制
度 を ス タ ー ト さ せ た む
教 育 再 生 会 議 も 今 月 1 S に 公 表 し た 第 2 次 報 告 の 中 で 、 精 神 科 医 や 警 察 官 O B な ど が 学
校 と 保 護 者 の 意 思 疎 通 を 手 助 け す る 「 学 校 問 題 解 決 支 援 チ ー ム ( 仮 称 ) J を 各 教 委 に 設 置 す
る よ う 提 言 し て い る 。
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平 成 22
不 登 校 に な っ た と 考 え ら れ る 状 況
不 登 校 に な っ た き っ か け と 考 え ら れ る 状 況 小 学 校 中 学 校
合 計
い じ め を 撒 く 友 人 関 係 を め ぐ る 問 題
2，341 人
10.8 (% 
15， 112 人
16.2 %  
17 .453 人 15.2 %  
学 業 の 不 撮 1 .4 18 人 6.5 払 8， 136 人
お .7 (;，も
9， 5 5 4 人
8.3 %  
入 学 、 転 編 入 学 、 進 級 時 の 不 適 応
5 7 2 人 2.6 %  2， 6 6 8 人 2.9 %  
3， 2 4 0 人
2.8 (~ら
学 校 に 係 る 状 況
学 校 の き ま り 等 を め ぐ る 問 題
158 人
0.7 %  
2，6 2 0 人 2.8 %  
2， 7 7 8 人
2 .4 %  
い じ め
4 1 5 人
1. 9  %  
2， 193 人 2 .4 %  
2， 6 0 8 人 2.3 %  
教 職 員 と の 関 係 を め ぐ る 問 題
7 1 2 人
3.3 %  
1 .4 52 人 1. 6  %  
2， 1 6 4 人 1. 9 弘
ク ラ ブ 活 動 、 部 活 動 等 へ の 不 適 応
4 3 人
0.2 %  
2，0 4 2 人
2.2 %  
2，0 8 5 人
1. 8  %  
進 路 に か か る 不 安
8 5 人
0 .4 %  
1，0 7 6 人
1. 2  %  
1， 161 人 1. 0 弘
親 子 関 係 を め ぐ る 問 題
4， 157 人
19.2 %  
8， 122 人
目立ロ 2 7 9 人
10.7 払
家 麗 に 保 る 状 洗
家 獲 の 生 活 環 壌 の 急 激 な 変 化
2， 1 4 3 人
9.9 %  
4，3 7 4 人
6，5 1 7 人 5.7 %  
内 の 不 和 1，2 1 2 人 5.6 %  
3 .4 77 人
3.7 %  
4，6 8 9 人
4.1 %  
不 安 な ど 構 緒 的 混 乱 6， 6 2 3 人 30.6 %  
2 0，6 4 6 人
22.1 %  
2 7， 2 6 9 人 23.7 %  
無 気 力 4 .43 6 人 20.5 %  
2 0，5 0 2 人 22.0 %  
2 4， 9 3 8 人
2 1. 7  %  
あ そ び ・ 非 行
261 人
1. 2  %  
10 .42 9 人 1 1. 2  %  
10， 6 9 0 人
9.3 %  
本 人 に 保 る 状 況
病 気 に よ る 欠 滞
2，2 2 6 人 10.3 %  
6，9 8 0 人
7.5 %  
9， 2 0 6 人
8.0 %  
意 図 的 な 拒 否 1，0 6 9 人
4.9 u !c) 
4， 189 人
4.5 %  
5，2 5 8 人 4.6 %  
上 記 f病 気 よ る 欠 席 j か ら f意 関 的
な 拒 、 本 否 人j まにで関のわいるず問れ題 に も 該 当 し な
1， 7 1 0 人
7.9 %  6，2 0 5 人 6.7 %  
7， 9 1 5 人 6.9 弘
い
そ の 他 1， 7 1 4 入 7.9 %  2，0 5 9 人
%  
3， 7 7 3 人
3.3 %  
不 明 5 7 4 入
2.6 %  
1，9 9 6 入 2.1 弘 2， 5 7 0 人 2.2 %  
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新 ! 日 授 業 科 目 の 時 数 増 減 一 覧 ( 増 減 な し は 空 欄 )
小 1
IJ 、2
小 3
ノ j¥4
小 5
ノ ト 6
中 1 中 2 中 3
国 語
3 4  
3 5  
1 0  1 0  
網 5
3 5  
社 会
〆 ノ /  
5  1 0  5  
5 5  
算 ・ 数
2 2  2 0  2 5  
2 5  2 5  2 5  3 5  3 5  
理 科
/  〆 /  ノ 〆
〆 /  
2 0  1 5  1 0  1 0  
3 5  6 0  
生 活
〆 〆 〆 /  
ノ 〆 / /  
〆 /
〆
/  〆
音 楽
図 ・ 美
ト技 ・ 家
〆 /
/  
〆
〆
保 ・ 体 1 2  15 1 5  1 5  
1 5  15 1 5  
道 徳
外 出 語
/  〆 ノ 〆 /  
〆
3 5  
3 5  3 5  3 5  3 5  
/ 〆
総 合
/  ノ p ノ /  〆 〆 /~ 
-35 
圃 3 5
嗣 4 0
“ 4 0  
-20 
特 活
選 択
〆 〆 /  
ノ ノ /  
〆
-30 
綱 8 5
-165 
〆 〆 〆 F
/  
f口 》、
6 8  7 0  3 5  3 5  3 5  3 5  
3 5  3 5  3 5  
※ 中 学 校 の 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 J ( 総 合 ) 及 び 「 選 択 教 科 j に 充 て る 授 業 時 数 は 、 70"-' 1 0 0  
時 間 、 0"-'30 持 関 の よ う に 学 校 裁 量 の 幅 を も た せ た 「 波 線 授 業 科 目 J で あ る 。 本 表 で は 、
総 合 を 下 限 の 7 0 時 間 と し て 増 減 を 算 出 し て い る 。
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A p p e n d i x  1  -3  社 会 人 基 礎 力
「 社 会 人 基 磁 力 」 と は
θ 箆主 主 義 弘
〉 平 成 1 8 年 2 月 、 経 済 産 業 省 で 、は 産 学 の 有 識 者 に よ る 委 員 会 (座 長 .諏訪日豊 雄 法 政 大 学 大 学 院 教 授 )に て
「 職 場 や 地 培 社 会 で 多 様 な 人 々 と 仕 事 を し て い く た め に 必 要 な 基 礎 的 な 力 」 を 下 記 3 つ の 能 力
( 1 2 の 能 力 要 素 ) か ら 成 る 『 社 会 人 基 礎 力 J と し て 定 義 づ け 。
< 3 つ の 能 力 / 1 2 の 能 力 要 素 >
備 に 踏 み 出 電 力 ( ' ? ワ シ ョ シ )
大 | 主 体 性 |  
物 事 正 節 目 取 り 組 む 力
| 働 き か け カ |  
他 人 E 側 告 か It巻き 込 む カ
! ; 実 行 カ |  
子 - b吉 備 〈 拘 (:f - b' 7 - ' l )  
~多鎗宅事人々とと芭に.自憶に向けて也カ~るカ~
|1限 値 宛 見 カ |  
現 状 壱 分 析 し 目 的 や 課 題 を BJ ! ら 叫 す 晶 力
| 計 画 カ |  
認 i島 の 解 決 ι剛 た フ ロ セ ユ を 怖 か ιし 軍 備 す る カ
l創 造 カ |  
新 し い 偏 飽 き g:み 出 す カ
lf ! 信 カ | 自 分 の 定 見 を わ か り や す 〈 伝 え る カ
l 伽 | 的
| 細 細 川 …  
4判 I & e:性 | 倉 山 内
出 典 : http://www.meti.go .i p/policv/kisorvoku/kisorvoku image. p d f  
( 参 照 日 2 0 1 1 年 4 月 1 日 )
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Appendixll幽 1・ 1 平 成 2 3 年 度 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ 中 級 研 修 会
( 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー ・ 市 町 村 教 育 委 員 会 共 催 )
1 自 的
(  1  ) 本 研 修 会 受 講 者 が 校 内 の 生 徒 指 導 ・ 教 育 棺 談 の 推 進 者 と し て 必 要 な 理 論 や 技 法 ・ 態
度 を 習 得 す る 。
(  2  ) 生 徒 指 導 ・ 教 育 相 談 の 組 織 と 活 動 の 充 実 を 図 り 、 明 る く 安 心 し て 学 べ る 学 級 ・ 学 年 ・
学 校 づ く り に 積 極 的 に 寄 与 で き る 実 践 力 を 養 う 。
2  期 日 及 び 会 場 等 ( 略 )
3  研 修 内 容
日 程
時 程 研 修 形 態
会 場
研 修 内 容
開 会 行 事 ( オ リ エ ン チ ー シ ョ ン )
午 前
9:00-12:00 
7 月 5 8
県 立 総 合 教 育
来 談 者 中 心 カ ウ ン セ リ ン グ 概 論
講 義
( 火 曜 )
セ ン タ ー
寵 知 行 動 力 ウ ン セ リ ン グ 概 論
午 後
13: ∞- 1 6 : 3 0  
非 行 へ の 対 誌 と 外 部 機 関 と の 連 携
い の ち を 大 切 に す る 指 導 ~ 教 師 が 知 っ て お
午 前
9:00-12:00 
8 月 8 日
県 立 総 合 教 育
き た い 子 ど も の 自 殺 予 防 ~
講 義
( 月 曜 )
セ ン タ ー
ソ ー シ ヤ j レ ・ ス キ ル ・ ト レ ー ニ ン グ の 実 銭
午 後
13:00-16:30 
短 期 療 法 概 論
午 前
9:00-12:00 
児 童 生 徒 の 発 達 課 題 と カ ウ ン セ リ ン グ
精 神 分 析 概 論
1 0 月 1 4 自
県 立 総 合 教 育
講 義
カ ウ ン セ リ ン グ を 生 か し た 不 登 校 生 徒
( 金 曜 )
午 後
13:00-16:30 
セ ン タ ー
へ の 対 応
閉 会 行 事
午 前 出 ー ル プ レ イ ン グ
第 1 自
9:00-16:30 
演 習
各 市 町 村 部 会 場
午 後 面 接 演 習 I
午 前 ソ ー シ ヤ ル 網 ス キ ル ・ ト レ ー ニ ン グ
第 2 日
9:00-16:30 演 習
各 市 町 村 別 会 場
午 後
面 接 演 習 E
午 前
協 議
B 方 式 に よ る 事 例 研 究
第 3 日
9:00-16:30 
各 市 町 村 別 会 場
午 後
演 習
臨 接 演 習 盗
午 前 協 議
生 徒 指 導 上 の 諸 問 題 解 決 を 目 指 し て
第 4 日
9:00-16:30 
各 市 町 村 別 会 場
午 後
演 習
面 接 演 習 N
4  参 加 対 象 者 及 び 定 員 : 公 立 小 学 校 ・ 中 学 校 の 教 諭 、 養 護 教 諭 、 栄 養 教 諭 の 中 で 以 下 の
し 、 ず れ か の 資 格 を 満 た す 者
- 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ 初 級 研 修 会 修 了 者
- 平 成 1 6 年 度 以 降 5 年 経 験 者 研 修 修 了 者
- 平 成 1 8 年 度 以 降 初 任 者 研 修 修 了 者 、 定 員 は 各 共 催 市 町 村 教 育 委 員 会 が 決 定
出 典 : 埼 玉 県 総 合 教 育 セ ン タ ー ホ ー ム ペ ー ジ
参 照 、 日 2 0 1 2 年 3 月 22 羽 https://ecsweb.center.spec.ed 叩 /applyl? page_id二 7 0 3 0
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A p p e n d i x l l幽 1・ 1 平 成 2 3 年 度 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ 上 級 研 修 会
1 目 的
(  1  ) 本 研 修 会 参 加 者 が 、 学 校 や 地 域 の 生 徒 指 導 ・ 教 育 相 談 の 中 核 と し て 必 要 な カ ウ ン セ
リ ン グ の 理 論 や 技 法 ・ 態 度 を 習 得 し 、 学 校 や 地 域 全 体 の 教 育 力 を 向 上 さ せ る と と も に 、
質 の 高 い 生 徒 指 導 ・ 教 育 相 談 を 推 進 で き る 力 を 身 に 付 け ま す 。
(  2  ) 本 研 修 会 参 加 者 が 、 県 や 地 域 で の 研 修 会 等 の 指 導 者 と し て 活 躍 で き る よ う 、 生 徒 指
導 上 の 諸 課 題 へ の 対 応 等 に つ い て の 高 い 指 導 力 や 実 践 力 、 児 童 生 徒 の 「 学 び 」 の コ ー
ィ ネ ー ト カ を 身 に 付 け ま す 。
2  期 日 及 び 会 場 等 ( 略 )
3  研 修 内 容
日 程
時 程
研 修 形 態 研 修 内 容
午 前
9:35-10:35 
講 義 こ れ か ら の 生 徒 指 導 ・ 教 育 相 談 の 在 り 方
4 月 27 日
10:50-12:00 
講 義 事 例 研 究 法 に つ い て
( 水 曜 )
午 後
13:00-16:30 
協 議
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・ チ ー マ 研 修 1
午 前 9:15-10:25 
講 義
面 接 相 談 の 進 め 方
5 月 27 日
10:40-12:00 演 習
学 校 で の 酷 接 の 実 瞭 1
( 金 曜 )
午 後 13:00-15:00 
演 習
学 校 で の 語 接 の 実 際 2
15:15-16:30 
協 議
日 子 一 マ 研 修 2
午 前
9:15-12:00 
講 義 カ ウ ン セ リ ン グ 概 論 1
6 月 29 日
午 後
13:00-15:00 
講 義 カ ウ ン セ リ ン グ 概 論 2
( 水 濯 )
15:15-16:30 
協 議
円F ー マ 研 修 3
午 前
9 : 1 5 - 1 1  :00 
講 義 非~T問題の理解と対応
7 月 2 2 日
11:15-12:00 
協 議
事 伊 j研 究 1 - 1
( 金 曜 )
午 後
13:00-15: ∞  
協 議
| 事 例 研 究 1 - 2
15:15-16:30 
協 議
生 徒 指 導 体 制 上 の 諜 題 解 決 を 目 指 し て 1
午 前
9:15-12:00 講 義 ・ 演 習
ア サ ー シ ョ ン ト レ ー ニ ン グ
8 月 9 日
午 後 13:00-15:00 
演 習
ソ ー シ ャ ル ス キ ル ト レ ー ニ ン グ
( 火 濯 )
15:15-16:30 
協 議
チ ー マ 研 修 4
午 前 9:15-12:00 
講 義 不 登 校 の 理 解 と 行 動 力 ウ ン セ リ ン グ 的 対 応
8 月 26 B  
午 後
13:00-14: ∞  
講 義 民 間 教 育 機 関 と の 効 果 的 な 連 携
( 金 曜 )
14:15-16:30 
協 議
瞳 例 研 究 2
午 前 9:15-10:15 
講 義 保 護 者 と の 連 携
9 月 2 8 日
10:30-12:00 演 習
学 校 で の 欝 接 の 実 際 3 - 1
(71 < 耀 )
午 後
13:00-16:30 
演 習
学 校 で の 語 接 の 実 離 3 - 2
15 
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日 程
時 桂
研 修 形 態 研 修 内 容
午 前
9:15-10:30 
講 義
し D ， A D H D な ど 特 別 な 支 援 を 要 す る 児 章 生 徒 の 理
10 月 28 日 10:45 - 1 2 : 0 0  
講 義
陣 と 対 誌
( 金 曜 )
午 後
13:00-16:30 
協 議 心 理 検 査 に つ い て
事 例 研 究 3
午 前
9:15-12:00 
講 義 | 学 校 カ ウ ン セ リ ン グ と 精 神 陸 学 的 問 題
1 月 22 日
午 後
13:00-14:30 
協 議
生 徒 指 導 体 制 上 の 課 題 解 決 を 毘 指 し て 2
( 火 曜 )
14:45-16:30 
演 習
瞳 校 で の 面 接 の 実 瞭 4
午 前 9:15-12:00 協 議 事 例 研 究 4
12 月 13 日
午 後 13:00-15:00 
演 習
学 校 で の 簡 接 の 実 際 5
( 火 曜 )
15:15-16:30 
協 議
テ ー マ 研 修 5
1 月 18 日
午 前
9:15-12:00 
協 議 研 修 成 果 発 表 会
(71<擢)
午 後
13:00-16:30 
協 議 ・ 講 義
研 修 成 果 発 表 会 ・ よ 級 修 7 者 の 役 割
4  参 加 対 象 者 及 び 定 員 : 公 立 小 学 校 ・ 中 学 校 ・ 高 等 学 校 ・ 特 別 支 援 学 校 教 員 ( 学 校 カ ウ
ン セ リ ン グ 中 級 研 修 会 ま た は 学 校 カ ウ ン セ ラ ー 養 成 中 級 研 修 会 修 了 者 等 ) で 選 考 さ れ た
者 3 6 名 程 度
出 典 : 埼 玉 県 総 合 教 育 セ ン タ ー ホ ー ム ペ ー ジ
参 照 日 2 0 1 2 年 3 月 22 S  https://ecsweb.center.spec.ed 必 /applyl? p a g e _ i d = 6 9 8 7
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A p p e n d i x 耳 -1包
日 本 経 済 新 聞 朝 刊 「 浮 浪 者 殺 傷 事 件 、 8 人 送 検 - 甘 や か さ れ 非 行 化 し た 少 年 た ち 。
1 9 8 3 年 2 月 1 4 日、 2 3
「 横 浜 市 中 区 の 浮 浪 者 連 続 殺 傷 事 件 を 調 べ て い る 神 奈 川 県 警 捜 査 一 課 、 少 年 課 と 横 浜 ・
伊 勢 佐 木 、 加 賀 町 両 署 は 13 日 、 逮 捕 し た 中 学 生 ら 10 人 の 少 年 を 取 り 調 べ た 。 少 年 ら は
こ の 日 の 調 べ に 対 し で も 浮 浪 者 襲 撃 を 「 銭 が か か ら な く て 面 白 い 遊 び 、 だ 、 っ た j と ケ ロ ツ
と し た 表 情 で 語 り 、 取 調 官 を あ き れ さ せ た 。 ま た 神 奈 川 県 警 は 同 日 、 10 人 の 少 年 の
う ち 中 学 生 5 人 、 高 校 生 1 人 、 無 職 少 年 2 人 の 計 8 人 の 親 を 呼 び 事 情 聴 取 し た 。 ほ ぼ 共
通 し て い た の は 両 親 の 離 婚 や 家 庭 不 和 で 数 回 の 転 居 を 経 験 。 幼 児 期 は ね た 、 る ま ま に 小 遣
い を も ら い 、 甘 や か さ れ て 育 ち 、 遊 戯 場 な ど へ 出 入 り す る う ち 非 行 グ ル ー プ 。 に 仲 間 入 札
そ し て 無 断 外 泊 、 家 出 へ と こ に ス カ レ ー ト し 、 夜 に な る と ゲ ー ム セ ン タ ー な ど に 集 ま る
撃 仲 間 j を つ く っ て い っ た こ と が 分 か つ た 。 ま た 性 格 的 に は 粗 暴 、 根 気 が な く 、
校 の 中 で は 弱 し 1 者 い じ め を し て 教 師 か ら マ ー ク さ れ て い る 者 も い た 。 両 課 は 同 B 、 親 か
ら の 事 情 聴 取 を 済 ま せ た 少 年 8 人 を 傷 害 致 死 容 疑 で 横 浜 地 検 へ 送 検 し た 。 」
日 本 経 済 新 開 朝 刊 行 ま る で 異 人 種 だ J -横 浜 の 浮 浪 者 殺 傷 少 年 の 無 反 省 に 取 調 官 驚 く - J
1 9 8 3 年 2 月 19 日、 2 3
「 横 浜 市 中 区 の 浮 浪 者 連 続 殺 傷 事 件 を 調 べ て い る 神 奈 川 県 警 捜 査 一 課 、 少 年 課 と 横 浜 ・
伊 勢 佐 木 、 加 賀 町 両 署 は 逮 捕 し た 少 年 10 人 ( 中 学 生 5 人 、 無 職 少 年 5 人 ) =
致 死 容 疑 で 横 浜 地 検 へ 送 検 済 み = を 取 り 調 べ 、 事 件 の 全 容 解 明 を 急 い で い る が 、 1 8 日 ま
で に 少 年 ら 犯 行 グ ル ー プ の 実 態 、 犯 行 の 手 口 、 動 機 な ど が ほ ぼ 明 ら か に な っ
こ れ ま で の 調 べ で 、 少 年 ら は 送 検 容 疑 の 須 藤 泰 造 さ ん (60) 傷 害 致 死 事 件 の ほ か 2 0 件
余 の 浮 浪 者 襲 撃 を 自 供 し て お り 、 捜 査 当 局 は 今 後 、 事 件 の 背 景 解 明 と と も に 余 罪 の 裏 付
け 捜 査 に 力 を 入 れ る 。 逮 捕 さ れ た 少 年 10 人 は 相 変 わ ら ず 事 件 に 対 す る 反 省 、 罪 の 意 識 は
薄 く f こ ん な こ と で 捕 ま る な ん て 考 え な か っ た J と 平 然 と 言 つ て の け る 態 度 に 、 取 調 官
も f ま る で 違 う 人 種 と 話 し て い る よ う だ J と 感 想 を 漏 ら す 。 自 供 に よ る と 、 少 年 ら は 毎
日 の よ う に 夕 方 、 ゲ ー ム セ ン タ ー や 無 職 少 年 が 借 り て い た 同 市 南 区 内 の ア パ ー ト に 集 合
し て 午 後 6 時 ご 、 ろ か ら 浮 浪 者 襲 撃 に 出 発 。 日 に よ っ て 襲 撃 コ ー ス を 決 め 、 同 市 中 広 の 横
浜 ス タ ジ ア ム 近 く の 公 園 、 国 電 ・ 関 内 駅 桜 木 町 駅 の 地 下 街 な ど で 浮 浪 者 を 襲 い ( 1  )  
石 を ぶ つ け る ( 2  ) 集 団 で 足 げ り す る ( 3  ) 相 手 が 起 き 上 が っ た ら 殴 り つ け る ー な ど 3
段 階 の 暴 行 を 加 え て い た 。 襲 撃 を 始 め た の は 昨 年 12 月 か ら 。 無 職 少 年 の 1 人 (16) と 中
2 年 生 (14) が 2 人 で 簡 易 宿 泊 所 街 を 歩 い た 際 、 中 学 生 が 路 上 に 寝 て い た 浮 浪 者 を け
と ば し た 。 「 抵 抗 し な い の で 面 白 し リ と 、 こ れ を き っ か け に グ ル ー プ の 向 に 広 が っ た 。 10
人 全 員 ま た は 4 、 5 人 の グ ル ー プ で 、 犯 行 を 重 ね 「 見 て い た だ け を 含 め て 2 2 聞 や っ た J (中
2 年 生 ) と 言 う 者 も い れ ば 、 I 3 、 4 回 だ け j と 供 述 し て い る 者 も い る 。 警 察 に 被 害 届
が 出 さ れ 、 捜 査 当 局 が 把 握 し て い る の は 須 藤 さ ん の 事 件 を 含 め 8 件 ( 死 者 3 入 、 負 傷 者
1 3 人 ) で 、 少 年 ら は こ の う ち S 件 ( 死 者 1 人 、 負 傷 者 12 人 ) を 自 供 し て い る 。 「 ニ れ 以
外 の 被 害 届 の 出 て い な い 事 件 の 捜 査 は 、 被 害 者 を ま ず 捜 し 出 す 作 業 が あ り 、 実 質 的 に か
な り 困 難 j と 捜 査 当 局 は 言 っ て い る 。 8 件 の う ち 2 月 4 日 と 10 持 、 伊 勢 佐 木 町 と 松 影 公
園 で 2 人 が 頭 を 段 ら れ 、 死 ん で い た 2 件 は 「 手 口 が 少 し 違 い 、 少 年 の 犯 行 と 断 定 で き な
し リ と し な が ら も 、 一 連 の 事 件 と 合 わ せ て 追 及 し て い る 。 10 人 の 犯 行 グ 、 / レ ー ブ 。 が 結 成 さ
れ た の は 5 6 年 4 月 ご ろ 。 無 職 少 年 5 人 ( 年 齢 い ず れ も 16 歳 ) の う ち 4 人 工 2 人 は 高 校
中 退 = は 同 市 南 区 の 同 じ 中 学 校 の 卒 業 生 。 残 る 1 人 の 無 職 少 年 と 中 学 生 1 人 が 先 輩 後 輩
の 関 係 で 、 い ず れ も 学 校 を さ ぼ り 、 伊 勢 佐 木 町 な ど 盛 り 場 の ゲ ー ム セ ン タ ー に 出 入 り す
る う ち 意 気 投 合 。 窃 盗 、 恐 喝 、 暴 行 な ど 非 行 を 繰 り 返 し 、 多 い 者 は 6 @ J も 警 察 に 補 導 さ
れ て い た 。 J
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A p p e n d i x 豆 -1-3
日 本 経 済 新 聞 朝 刊 ， J I町 田 市 中 学 で 、 先 生 が 襲 っ た 生 徒 刺 す - 前 に も 暴 行 受 け 自 衛 手 段 か ? - J
1 9 8 3 年 2 月 16 日、 2 7
シ ー ズ ン を 前 に 、 15 日 夕 、 東 京 ・ 町 田 市 内 の 市 立 中 学 校 で 、 暴 力 を 振 る お う と し
た 男 子 生 徒 を 、 教 師 が ナ イ フ で 刺 し ケ ガ を さ せ る と い う 事 件 が 起 き た 。 生 徒 の 校 内 暴 力
が 多 発 し て い る が 、 教 師 が 生 徒 を 京 IJ す と い う ケ ー ス は こ れ ま で に ほ と ん ど 例 が な く 、 教
育 関 係 者 は 大 き な 衝 撃 を 受 け て い る O 警 察 は 「 教 師 の 正 当 防 衛 と み ら れ る が 、 本 人 が 思
い つ め る 性 格 の た め 保 護 す る 必 要 も あ る 」 と し て こ の 教 師 を 逮 捕 、 生 徒 2 人 も 補 導 し て
い き さ つ な ど を 詳 し く 調 べ て い る 。
同 日 午 後 4 時 ご ろ 、 町 田 市 忠 生 3 - 1 4・ 1 、 同 市 立 忠 生 中 学 校 ( 中 里 稔 校 長 、 生 徒 数 約
1 4 0 0 人 ) の 正 面 玄 関 で 、 英 語 担 当 の 八 木 義 人 教 諭 (38) 同 市 金 井 町 8 5 4 - 3 = が 帰 宅 し
よ う と し た と こ ろ 、 同 校 の 3 年 男 子 生 徒 A 君 (15) と お 君 (15) が し 1 き な り 土 足 マ ッ ト
を 振 り 上 げ て な ぐ り か か っ て き た 。 八 木 教 諭 は 持 っ て い た 果 物 ナ イ フ ( 刃 渡 り 9 . 4 セ ン チ )
を 取 り 出 し 、 A 君 の 右 胸 を 品 突 き し 、 そ の ま ま 自 家 用 車 で 、 立 ち 去 っ た 。
A 君 は 学 校 の 医 務 室 で 応 急 手 当 て を し た あ と 、 近 く の 病 院 に 運 ば れ た が 10 日 間 の ケ ガ 。
学 校 か ら の 知 ら せ で 町 田 署 員 が 八 木 教 諭 の 自 宅 に 向 か い 、 同 6 時 4 0 分 ご ろ 、 八 木 教 諭 が
父 親 と 一 緒 に 帰 宅 し た た め 傷 害 容 疑 で 緊 急 逮 捕 し た 。 八 木 教 諭 は 調 べ に 対 し 、 「 果 物 を む
く た め の 自 分 の ナ イ フ だ が 、 あ の 時 な ぜ 持 っ て い た の か 分 か ら な い 。 学 校 や 父 兄 に 対 し
て 申 し 訳 な し リ と 供 述 し て い る と し づ 。 ま た 、 同 署 は A 、 B 両 君 を 補 導 、 八 木 教 諭 に 殴
り か か っ た 経 緯 な ど に つ い て 聴 取 し て い る 。
同 署 の こ れ ま で の 調 べ に よ る と 、 B 君 が 昨 年 4 月 、 八 木 教 諭 の 指 導 す る 海 外 文 通 ク ラ
ブ ] こ 入 っ た が 約 1 カ 月 で 退 部 し た 。 今 年 1 月 13 日 に 会 合 に 顔 を 出 し た と こ ろ 、 八 木 教 諭
が 出 席 を 取 る 際 、 お 君 の 名 前 を 呼 ん だ た め お 君 は 「 退 部 し た の に な ぜ 名 前 を 呼 ん だ J と
詰 め 寄 り 、 職 員 室 に 引 き 揚 げ よ う と し た 八 木 教 諭 に 殴 る け る の 暴 行 を 加 え 10 日 間 の ケ ガ
を 負 わ せ て 町 田 署 に 補 導 さ れ た 。 同 署 に よ る と 、 B 君 は そ れ 以 降 八 木 教 諭 を 狙 っ て い た
ら し く 、 こ の 日 も 番 長 仲 間 の A 君 を 誘 っ て 午 後 3 時 4 0 分 ご ろ 、 廊 下 で 、 八 木 教 諭 に 向 か つ
て 段 る ポ ー ズ を し た り ぞ う き ん を 投 げ つ け た り し た 。 B 君 は 1 月 13 日 の 事 件 の ほ か 、 昨
年 11 月 に 自 転 車 盗 で 、 ま た 今 年 1 月 2 0 日 に も 校 内 暴 力 で 補 導 さ れ て お り 、 A 君 も 補 導
歴 が 1 回 あ る 。 2 人 と も 学 校 は 休 み が ち だ っ た と し づ 。 2 人 は 専 門 学 校 と 定 時 制 高 校 に
を 希 望 し て い る 。 八 木 教 諭 は 4 4 年 に 私 立 桜 美 林 大 学 を 卒 業 後 、 2 つ の 中 学 を 経 て 6
年 前 に 同 校 に 赴 任 し 、 現 在 1 年 生 の 担 任 。 学 校 関 係 者 の 話 で は 、 ま じ め で 実 甚 な 先 生 と
し づ O 八 木 教 諭 を 逮 捕 し た こ と に つ い て 同 署 の 山 口 泰 司 防 犯 課 長 は 「 八 木 教 諭 の 行 為 は
正 当 防 衛 に 近 い も の だ 、 っ た が 、 本 人 が 思 い つ め る 性 格 な の で 、 保 護 の 意 味 も あ っ て 逮 捕
に 踏 み 切 っ た 」 と 説 明 し て い る 。
A 君 は 建 其 賠 を 営 む 父 (38) 、 母 (32) と 妹 ( 2  ) 、 弟 ( 生 後 5 カ 月 ) の 5 人 家 庭 。 B
君 は 会 社 員 の 父 (54) 、 調 理 関 係 の 仕 事 を し て い る 母 (50) と 大 学 生 の 兄 (20) が し 1 る。
と も に 経 済 的 に は 平 均 的 な 家 庭 と し づ O
中 里 稔 校 長 の 話
誠 に 申 し 訳 な い 。 八 木 教 諭 は 大 変 ま じ め な 先 生 だ 、 っ た 。 カ ッ と な っ て や っ た に し て も 、
こ れ ま で 乱 暴 さ れ た こ と も な い A 君 を 刺 し た と は 全 く 思 い が け な い 事 件 だ 。 市 の 教 育 委
な ど と 協 議 し て 善 後 策 を 考 え た い 。
忠 生 中 学 は 3 学 年 で 3 4 ク ラ ス 、 生 徒 数 1 4 4 9 人 。 人 口 が 急 増 し 過 去 3 年 間 で 7 ク ラ ス
も 増 え て お り 、 町 田 市 で 一 、 二 の マ ン モ ス 中 学 。 同 市 教 青 委 員 会 に よ る と 、 昨 年 暮 れ ご
ろ か ら 、 3 年 生 を 中 心 に 5 、 6 人 の “ 突 っ 張 り グ ル ー プ " が 窓 ガ ラ ス を 害 IJ っ た り 、 校 舎
の 床 を は が す な ど し 、 注 意 し た 先 生 に 殺 り か か っ た り し た と い う 。 こ の た め 学 校 側 で は 、
グ ソ レ ー ブ J の 生 徒 の 一 部 を 「 自 宅 待 機 j な ど に し て 指 導 す る 一 方 、 卒 業 シ ー ズ ン が 近 づ い
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て い る こ と か ら 、 家 庭 、 警 察 と も 連 絡 を 取 っ て 、 指 導 を す す め て い た 矢 先 の 出 米 事 に っ
た。
警 察 庁 の 調 べ に よ る と 、 校 内 暴 力 事 件 は 昭 和 5 0 年 に 2 7 0 0 件 を 超 え て い た が 、 そ の ほ
と ん ど が 生 徒 同 士 の 暴 力 や 窓 ガ ラ ス を 破 る な ど の 器 物 破 損 で 、 生 徒 が 教 師 に 対 し て 暴 力
を ふ る う ケ ー ス は 5 0/0 ほ ど だ 、 っ た 。 し か し そ の 後 、 校 内 暴 力 事 件 の 総 数 は 減 少 し 、 5 4 年
に 1 2 0 8 件 ま で 半 減 し た も の の 、 対 教 師 暴 力 は 増 え る 一 方 で 、 昨 年 1 年 間 に 発 生 し た 校 内
暴 力 事 件 1 9 6 1 件 の う ち 対 教 師 暴 力 は 1 1 6 2 件 と 6 0 % 近 く を 占 め る よ う に な っ た 。
暴 力 被 害 を 受 け た 教 師 の 9 7 % は 中 学 校 教 師 で 、 ク ラ ス 担 任 の 教 師 や 生 徒 指 導 担 当 の 教
師 よ り 他 の ク ラ ス の 教 師 が 多 い の が 特 徴 。 加 害 生 徒 の ほ と ん ど が 1
1
学
3
年 生 で 、 先 生 に
暴 力 を ふ る う 動 機 と し て は 「 注 意 さ れ た り 厳 し い し つ け に 対 す る 反 発 、 仕 返 し 」 と い う
の が
8
割 に の ぼ っ て い る
O
ま た 総 理 府 青 少 年 対 策 本 部 は 昨 年 夏 、 「 青 少 年 暴 力 調 査 」 の 結 果 を ま と め た が 、 そ れ に
よ る と 、 生 徒 指 導 教 師 、 児 童 相 談 所 員 な ど 導 門 家 の み た 暴 力 生 徒 の 性 格 と し て は 「 忍 耐
力 が な い
J rわ が ま ま J 衝 動 的 J r欲 求 不 満 J r自 己 顕 示 」 な ど で 共 通 し て い た 。 同 調 査
で 暴 力 生 徒 の 家 庭 環 境 と し て 専 門 家 が 指 摘 し た の は 、 母 親 が 「 過 保 護 ・ 感 情 的 ・ 溺 愛 ( で
き あ し ¥ ) ・ 干 渉 的 j で 父 親 が f放 任 ・ 無 関 心 ・ 暴 力 的 J と い う こ と だ 、 っ た 。
ま た 文 部 省 モ ニ タ ー 調 査 で も 、 校 内 暴 力 の 背 景 と し て 「 家 庭 で の 親 の 養 育 態 度 が 放 任
や 甘 や か し に 流 れ 、 十 分 な し つ け を し て い な し リ こ と を 7 4 % の 人 が 主 な 原 因 に あ げ 、 「 本
人 白 身 が 忍 耐 力 や 自 制 心 に 欠 け 、 自 己 中 心 的 な 考 え 方 を し て い る J ( 3 1 % ) 、 「 学 校 で の 生
徒 指 導 体 制 が 十 分 で な し リ ( 2 9 % ) な ど が こ れ に 続 い て い る 。 こ う し た こ と か ら 、 文 部 省
は 新 学 習 指 導 要 領 で 「 ゆ と り と 充 実 の 教 育 」 を う た い 、 生 徒 指 導 に 力 を 入 れ る よ う 教 育
委 員 会 を 通 じ て ハ ッ パ を か け て い る が 、 現 場 で は 事 態 が 改 善 す る ど こ ろ か 、 逆 に 対 教 師
暴 力 が 急 増 し て い る の が 実 情 。
現 場 で は 教 師 が 一 丸 と な っ て こ う し た 事 態 に 取 り 組 む 体 制 が 求 め ら れ て い る が 、 「 無 関
心 ・ 無 気 力 j 型 の 教 師 も お り 、 教 師 全 員 で 校 内 暴 力 を 排 除 し よ う と い う 感 り 上 が り に 欠
け る 学 校 の あ る こ と も 否 定 で き な い よ う だ 。 今 回 の 事 件 は こ う し た 狭 間 で 、 生 徒 の 暴 力
目 標 に さ れ た 教 師 が 発 作 的 に 暴 力 で 対 抗 し た の で は な し 、 か と み ら れ 、 改 め て 教 育 関 係 者
に シ ョ ッ ク を 与 え て い る 。
千 石 保 ・ 日 本 青 少 年 研 究 所 長 の 話
当 紡 衛 に 近 か っ た の か も し れ な い が 先 生 は 刃 物 を 持 っ て 対 抗 す る の で は な く 、 別
の 方 法 で 生 徒 に 立 ち 向 か つ て ほ し か っ た 。 し か し 、 最 近 の 非 行 、 校 内 暴 力 の 実 態 を 知 る
に つ れ 、 教 師 、 学 校 の 力 だ け で は 手 の 打 ち ょ う が な い と こ ろ ま で エ ス カ レ ー ト し て い る
の も 事 実 だ 。 家 庭 で の 教 育 が な お ざ り に さ れ 、 他 人 ま か せ 、 学 校 依 存 に な っ て い る の で
は な か ろ う か 。 非 行 に 走 っ た 子 供 に つ い て 、 そ の 原 因 を 分 析 す る と 、 ほ ぼ 例 外 な く 家 庭
ザ 問 題 が あ る 。 し つ け は も ち ろ ん 、 人 間 と し て の あ る べ き 姿 を 競 か ら 教 え ら れ て い な い
と い う ケ ー ス が ほ と ん ど だ 。 教 師 が ど ん な に 頑 張 っ て も 、 お の ず か ら 限 界 が あ る 。 今 回
の 事 件 は 、 教 師 は も ち ろ ん だ が 、 家 庭 の 責 任 が 大 き い こ と も 示 し て い る と 思 う
.  e黒 十 中 校 長 の 話
き っ か け や い き さ つ は ど う で あ れ 、 教 師 が 生 徒 に 刃 物 を 振 る う な ど 絶 対 に あ っ て は な
ら な い こ と だ 。 教 師 と 生 徒 の 断 絶 、 心 の 交 流 の な さ が こ う し た 事 件 を 生 む 背 景 に な っ て
い る と 居 、 わ れ る 。 荒 れ る 生 徒 を ど う 指 導 し て い く の か 、 具 体 策 は 簡 単 に 見 つ か ら な い だ
ろ う が 、 現 状 は 警 察 の 協 力 を 得 る と か 、 生 徒 が 殴 り か か っ た ら ど う 対 応 し ろ と か 、 あ ま
り に 物 理 的 対 応 に 偏 り す ぎ て い る 。 今 必 要 な の は 生 徒 の 心 に 触 れ る 精 神 的 な も の だ と 痛
感 し て い る O 特 に 入 試 シ ー ズ ン の 中 で 、 進 学 か ら は ず れ た 子 供 た ち は 荒 れ や す い 状 態 に
な っ て い る 。 成 績 一 辺 倒 に 焔 り が ち だ が 、 一 人 一 人 の 子 供 の 個 性 、 特 徴 を 十 分 評 価 し 、
何 か い い と こ ろ を 見 い だ し て や ら な け れ ば な ら な い 。 そ れ は 一 人 の 先 生 の 努 力 な ど で は
不 可 能 で あ り 、 学 校 全 体 で 取 り 組 ま な け れ ば な ら な い 。 J
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日 本 経 済 新 開 夕 刊 「 町 田 の 中 学 生 刺 傷 事 件 、 教 諭 「 パ カ な こ と j と 後 悔 - 校 長 、
訴 え 。 J 1 9 8 3 年 2 月 16 日、 11
115 日 夕 、 東 京 ・ 町 田 市 の 市 立 忠 生 中 学 校 で 教 諭 が 番 長 グ 、 ル ー プ 。 の 生 徒 を 刃 物 で 、 京 IJ し
事 件 で 、 町 田 署 に 傷 害 容 疑 で 逮 捕 さ れ た 八 木 義 人 教 諭 (38) は 1 6 日 午 前 の 取 り 調 べ に 対
し 「 パ カ な こ と を し て し ま っ た 。 後 悔 し て い る 。 販 の 上 か ら 科 し た の で た い し た ケ ガ で
な い と 思 っ た j な ど と 供 述 し た 。 留 置 先 の 調 布 署 か ら 午 前 日 時 前 、 町 田 署 に 身 柄 を 移 さ
れ た 八 木 教 諭 は 事 件 の シ ョ ッ ク か ら か 、 ほ と ん ど 絞 れ な か っ た 様 子 Q 生 徒 を 刺 し た ナ イ
フ に つ い て は 1 2 年 前 に 買 っ た も の で 、 ふ だ ん は 職 員 室 で 果 物 を む く の に 使 っ て お り 、
訪 日 は た ま た ま 家 に 持 ち 帰 ろ う と 思 っ た J と 言 っ て い る 。 ま た 、 補 導 さ れ た 問 中 3 年 の
A 、 B 君 ( し 1 ず れ も 1 5 歳 ) も 自 宅 で 同 署 の 事 情 聴 取 を 受 け て い る 。 一 方 、 学 校 側 は こ の
朝 、 緊 急 、 の 職 員 会 議 を 開 き 、 新 聞 や テ レ ビ 、 で 、 事 件 を 知 っ た 生 徒 た ち も 不 安 な 表 情 で 、 教
室 で ソ ト 声 で 、 話 し 合 っ て い た 。 中 里 稔 校 長 は 朝 の ホ ー ム ル ー ム の 時 間 に 校 内 放 送 で 事 件
の 経 緯 を 説 明 し た あ と 、 1  1時 間 目 の 授 業 を 臨 時 の ク ラ ス 討 議 に し 、 み ん な で 事 件 の こ
と を 話 し 合 っ て ほ し し リ と 呼 び か け た 。
日 本 経 済 新 聞 朝 刊 「 荒 れ る 中 文 部 省 「 も う 見 過 せ ぬ J - 2 1 日 緊 急 識 者 懇 、 横 浜 ・ 町
問 事 件 に 衝 撃 。 - J 1 9 8 3 年 2 月 間 目 、 2 7
f横 浜 市 内 の 中 学 生 が 集 団 で 浮 浪 者 を 襲 い 殺 傷 し た り 、 東 京 ・ 町 田 市 で 中 学 校 教 師 が 暴
力 生 徒 を ナ イ フ で 刺 す な ど 異 常 な 事 件 が 相 次 い で い る が 、 事 態 を 重 視 し た 文 部 省 は 17 担、
対 策 に 本 腰 を 入 れ る こ と を 決 め 、 ま ず 週 明 け の 2 1 日 、 青 少 年 問 題 の 専 門 家 、 学 識 経 験 者
ら 1 6 人 を 集 め 、 東 京 ・ 虎 ノ 門 の 東 京 農 林 年 金 会 館 で 懇 談 会 を 開 き 事 件 の 背 景 : 、 原 因 を 探
る。 同時に従来の非行防止対策に~号題がなかったかどうかを見i査し、新たな指針づくり
に 取 り 紐 む こ と に な っ た 。
今 月 中 旬 、 横 浜 市 の 浮 浪 者 襲 撃 事 件 が 明 る み に 出 て 以 来 、 文 部 省 は 横 浜 市 教 育 委 員 会
か ら 事 情 聴 取 し 、 町 田 市 の 忠 生 中 学 校 教 諭 が 生 徒 を 刺 し た 事 件 で も 、 都 教 委 か ら 事 情 を
潤 い た 。 そ の 結 果 、 横 浜 の 事 件 で は 従 来 の 校 内 暴 力 事 件 と 異 な り 、 生 徒 た ち が 校 外 で 大
人 、 そ れ も 社 会 的 弱 者 で あ る 浮 浪 者 を 殺 傷 し て 罪 悪 感 が な い こ と 、 町 田 の 事 件 で は 教 師
が 刃 物 で 対 抗 す る ほ ど 追 い つ め ら れ て い た こ と が わ か り 、 f こ れ ほ ど 事 態 が 深 刻 に な っ
て い る と は 知 ら な か っ た ( 鈴 木 勲 初 中 局 長 ) と 大 き な シ ョ ッ ク を 受 け て い る 。 こ の た
め 、 同 省 は 学 校 現 場 で の 問 題 行 動 が ど う 変 わ っ て き て い る か 、 こ の 種 の 異 常 事 件 が 全 国
的 に 波 及 し 多 発 す る 恐 れ は な し 1 か な ど 、 実 態 を 早 急 に 点 検 し 、 対 応 策 を 練 り 直 す こ と に
し た Q
2 1 日 の 懇 談 会 は 、 鈴 木 初 中 局 長 名 で “ 非 常 招 集 " さ れ 、 横 浜 市 教 委 、 都 教 委 か ら 今 回
の 事 件 の 内 容 を さ ら に 詳 し く 報 告 し て も ら い 、 そ れ を も と に 事 件 の 背 景 や 対 策 に つ い て
自 由 討 議 す る 。 鈴 木 局 長 は 江 田 の 会 議 で 原 因 解 明 や 具 体 的 対 策 が で き る と は 思 わ な い が 、
何 ら か の 手 が か り が 得 ら れ れ ば j と 言 っ て い る 。 従 来 か ら 、 校 内 暴 力 事 件 で は 被 害 者 が
特 定 の 「 い じ め ら れ っ 子 j と い う 「 弱 者 」 で あ る こ と が 指 摘 さ れ 続 け て き た 。 し か し 、
今 回 の 事 件 で は ど ち ら も 、 攻 撃 目 標 に さ れ る “ ス ケ ー プ ゴ ー ト " が 教 師 、 大 人 へ と 広 が
っ て き て お り 、 f従 来 の 非 行 と は 異 質 な 社 会 的 広 が り を 持 っ た 行 動 」 と の 見 方 が 学 校 現
場 で は 多 い 。
文 部 省 は こ れ ま で 非 行 対 策 と し て - ( 1 )  “ 落 ち こ ぼ れ " を 出 さ な い 学 習 、 生 活 指 導
を ( 2  ) 学 校 全 体 が サ し と な っ て 生 徒 指 導 に 取 り 組 む ( 3  ) 家 庭 、 地 域 と の 連 携 を ー の
3 本 柱 を 掲 げ 、 ! 県 教 委 、 市 町 村 教 委 を 指 導 し て き た 。 昨 年 1 月 に は 省 内 に 「 豊 か な 心 を
育 て る 施 策 推 進 会 議 」 を 設 け 、 今 年 度 は 全 国 2 8 市 町 村 を モ デ ル 地 区 に 指 定 、 も の を 大 事
に す る 運 動 や 勤 労 体 験 学 習 、 家 庭 や 地 域 で の 健 康 づ く り の キ ャ ン ベ ー ン な ど を し て き た 。
昨 秋 に は 地 域 で の 活 動 成 果 を ま と め た 「 生 徒 指 導 ヒ ン ト 集 」 を つ く り 、 各 教 育 委 員 会 に
配 布 、 年 末 に は 全 国 教 委 の 指 導 担 当 者 を 晶 堂 に 集 め 、 非 行 防 止 対 策 へ の 本 格 的 な 取 り 組
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み を 呼 び か け た ば か り だ 、 っ た 。 し か し 、 今 回 の 2 つ の 事 件 に つ い て は 「 こ れ ま で の 生 徒
指 導 の 範 ち ゅ う で は と ら え 切 れ な い 社 会 現 象 J ( 鈴 木 局 長 ) と い っ た 面 が あ り 、 文 部 省
と し て は 異 例 の 専 門 家 招 集 と な っ た 。
懇 談 会 の メ ン バ ー は 評 論 家 の 赤 塚 行 雄 さ ん 、 非 行 問 題 専 門 家 で 思 春 期 問 題 研 究 所 長 江
幡 玲 子 さ ん 、 小 此 木 啓 吾 慶 大 助 教 授 ら 16 人 で 、 オ ブ ザ ー バ ー と し て 阿 部 宏 弥 警 察 庁 少 年
課 長 と 阿 南 一 成 総 理 府 青 少 年 対 策 本 部 参 事 官 の 2 人 が 出 席 す る 。 」
日 本 経 済 新 開 夕 刊 「 忠 生 中 事 件 、 生 徒 17 人 書 類 送 検 。 J 1 9 8 3 年 2 月 2 2 日、 11
・ 町 田 市 の 市 立 忠 生 中 学 ( 中 里 稔 校 長 、 生 徒 数 約 1 4 5 0 人 ) の 校 内 暴 力 を 調 べ て い
る 町 田 署 は 2 2 日 午 前 、 1 月 に 起 こ っ た 2 つ の 事 件 で 、 同 校 男 子 - 3 年 生 17 人 を 傷 害 、 暴 力
の 疑 い で 東 京 地 検 八 王 子 支 部 に 書 類 送 検 し た 。 書 類 送 検 さ れ た の は 1 月 17 日 午 後 、
体 育 の 時 間 中 に 同 級 生 に 全 治 1 週 間 の ケ ガ を さ せ た 4 人 と 同 2 0 日、 2 年 生 を 集 団 で 暴 行
し た 1 7 人 。 こ の う ち 4 人 は 両 方 の 事 件 に か か わ っ て い た 。 ま た 今 月 15 日 、 同 校 の 八 木
義 人 教 諭 (38) ニ 送 検 、 釈 放 出 に 乱 暴 - し よ う と し て 向 教 諭 に 刺 さ れ た A (15) と そ の 場
に 居 合 わ せ た お (15) の 2 人 も 1 月 2 0 日 の 事 件 で こ の 目 、 書 類 送 検 さ れ た 。
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Appendixll 念 -1 「 人 間 関 係 調 整 力 j 時 期 群 の 多 重 比 較
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Appendixll -2・ 2
「 学 校 生 活 適 応 力 」 時 期 群 の 多 重 比 較
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A p p e n d i x  I -2-3 「 自 己 肯 定 感 j 時 期 群 の 多 重 詑 較
9 丹
1 0 月 11 月 1 2 月
1 月
2~ 
3 月
4 月 5 月 6 月
7 月 9 月
9~ 
* 
*  
* * 
* 
* 
* 
* 
* * * 
1 0 月
* 
11 月
*  
*  
* 
1 2 月
*  
i月
2 月
3 月
4 月
5 月
6 月
7 月
*  
9 月
2 2  
資 料 第 H 部 第 2
A p p e n d i x  I -2・ 4
「 人 間 関 係 構 築 力 J 時 期 群 の 多 重 比 較
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A p p e n d i x 立剛 2-5 キ ャ リ ア 感 j 時 期 群 の 多 重 比 較
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A p p e n d i x  I -3-1 
学 習 指 導 要 領
教 育 改 革 の 動 向
ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 全 体 計 画
学 校 教 膏 目 標
敬 愛 感 謝 の 心 尊 敬 の 心 奉 仕 の 心
地 域 や 学 校 ・ 生 徒 の 実 態
社 会 の 豪 語
教 育 課 程 の 義 本 方 針
県 教 委 の 指 導 の 重 点 ・ 努 力 点
町 教 委 の 指 導 の 震 点 ・ 努 力 点
教 養
鑓 康
教 師 の 願 い
保 護 者 や 地 域 の 搬 い
「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 J の 教 青 課 程 編 成 に お け る 慕 本 構 想 、
各 教 科 等 の 活 動
「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 j の ね ら い ・ 蕎 成 し た い 力 ・ 生 徒 像 他 の 教 資 活 動 等 の 充 実
【 研 究 内 容 }
田 園 田
【 ね ら し つ
山 一
- 家 庭 や 地 域 と の 遼 携 、
f 教 育 に 関 す る 3 つ の
。 現 代 生 活 の 中 に あ る 、 今 日 的 課 題 や 生 徒 自 身 が 持 つ 興 味 ・ 関 心 を 見 つ け 、
協 力 の 強 化 を 一 層 圏
達 成 目 標 j を 異 議 化 す
よ り よ く 掲 額 を 解 決 す る 能 力 の 膏 成
り 開 か れ た 学 校 づ く り
同 酬 酬
同 ー ー
る た め の 教 育 課 程 と 指
。 学 び 方 や 考 え 方 を 身 に つ け 、 主 体 的 ・ 製 造 的 な 問 題 解 決 や 探 究 活 動 を 通 し
を 推 進 す る 。
導 の エ 夫 ~ 基 礎 ・ 基 本
て 、 自 分 自 身 の 生 き 方 を 考 え る こ と が で き る 生 徒 の 膏 成
の 確 か な 定 若 と ス キ ル
。 F規 律 あ る 態 度 の 育 成 Jを は じ め と す る 社 会 性 や 、 人 と の 関 わ り 方 な ど 社 会
- 学 校 臨 書 館 や コ ン ピ ュ
教 育 の 導 入 ~
的 技 能 を 身 に 付 け た 生 徒 の 育 成 ( ス キ ル 教 帯 )
ー タ な ど 学 習 環 境 の 一
盾 の 充 実 を 翻 る
【 本 年 度 の 取 結 } 【 嘗 成 し た い 力 ・ 育 成 し た い 生 徒 像 }
- 基 礎 学 力 確 認 テ ス ト
- 学 校 趨 五 日 号 制 lの 実 施
‘ 少 人 数 指 導 ( 数 英 )
主 体 的 ・ 創 造 O 自 分 ら し さ を 発 揮 し 、 最 後 ま で 主 体 的 ・ 創 造 的 に 挑
に 伴 い 学 校 行 事 等 の
- 選 択 教 科 腰 修 鉱 大
的 な 態 震
戦 し 、 努 力 し 、 探 究 し 続 け る 活 動 力 に 満 ち た 生 徒
見 透 し 改 善 を 関 る
- 授 業 研 究 会 の 実 施
ー 全 校 一 斉 朝 の 読 書
-幼・ IJ¥ - 中 の 連 携 を 歯
- 定 期 的 な 安 会 指 導
問 題 発 晃 ・
0 身 近 な 事 象 に B震 を 向 け 、 興 味 ・ 関 心 等 を 基 に 自 ら
り 、 一 貫 し た 教 育 活 動
- 新 体 力 テ ス ト の 工 夫
解 決 能 力
取 り 組 む べ き 課 題 を 発 見 し 、 解 決 す る こ と が で き る 生
が 行 え る よ う 工 夫 改 善
- ク ォ ー タ ー マ ラ ソ ン へ
徒
を 翻 る 。
の 取 組 な ど 。
恒 日
0 学 ん だ 知 識 や 技 能 を 生 か し 、 必 要 な 情 報 を 収 集 ・
- 教 育 課 程 全 体 と し て 環
【 研 究 推 進 の 手 立 て }
整 理 ・ 活 用 し 、 発 信 す る こ と が で き る 生 提
境 や 福 祉 に 係 る 活 動 、
- 鑓 発 IJ 指 導 の 充 実
ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 な ど
-3期毒剤の時間~J
を 適 切 に 位 霊 付 け 、 そ
- 義 礎 義 本 の 習 得
総 合 的 な 思 0 多 面 的 な 視 点 か ら 柔 軟 に 対 象 に 迫 り 、 相 互 に 考 え
の 充 実 を 閣 る
- 生 活 ア ン ケ ー ト 活 用
考 ・ 判 断
や 意 箆 を 怯 え 合 い 、 表 現 し 合 う こ と が で き る 生 徒
- 生 徒 会 活 動 活 性 化
- 教 育 委 員 会 及 び 公 共
- 道 徳 教 育 の 充 実
施 設 や 地 域 の 老 人 ホ ー
- 倍 人 目 標 の 設 定
巨 弓
0 現 実 の 社 会 や 密 分 を と り ま く 状 況 と 積 極 的 に か か ム 等 、 活 動 を 推 進 す る
- 余 裕 教 室 の 活 用
わ る 中 で 、 自 己 の 生 き 方 を 考 え 、 さ ら に 高 め て い け る
た め 臼 常 の 連 携 を 一 層
な ど
生 徒
強 化 す る 。
総 合 的 な 学 習 の 時 間
カ リ キ ユ フ ム 編 成
年 間 授 業 時 数 等
各 学 年 8 5時 間
鶴 題 解 決 約 な 学 習 過 程
f 総 合 j
年 間 7 0時 間 ( 火 ・ 水 ・ 金 の 午 後 に 連 続 2コ マ )
学 習 課 題 ( テ ー マ )
国 際 理 解 、 環 境 、 健 康 、 福 祉 、 情 報 、 地 域 学 曹 、 生
段 階
各 段 階 の ス ナ ッ プ
き 方 学 習
1 発 見 す る
気 付 く 功 高 め る 功 見 通 す
学 習 形 態
学 級 、 グ ル プ 、 髄 人
育 成 し た い カ を ま 義 に 観 点 を 定 め て 喜 卒 倒 す る 。
2 追 究 す る
競 べ る = 念 体 験 す る 功 探 究 す る
言平 儲
総 合 的 な 学 習 の 善 寺 隠 の 評 価 表 を 作 成 す る 。
3 表 現 す る
ま と め る 司 あ ら わ ず 功 共 有 す る
担 当 す る 教 師
各 学 年 の f 総 合 j担 当 職 員
そ の 他
地 域 人 材 の 活 湾 ( 外 部 指 導 講 師 の 講 産 )
4 発 展 す る
振 り 返 る = 。 発 見 す る お 。 実 践 す る
「スキル~BiP I年f ス間キ 1ル 5j 時 揖 ( 毎 遇 1 由 )
学 習 形 態
学 級 単 位
担 当 す る 教 師 教 育 担 当 職 員
辞
錨 f総 合 jに 準 ず る
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A p p e n d i x I I珊 3包 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 指 導 計 画
中 学 校 1
実 施 待 期 時 数
題 材 ・ 授 業 タ イ ト ル 身 に つ け さ せ た い ス キ ル 等 ね ら い
善 悪 の 判 断 を 身 に つ け よ う
正 義 感 、 善 悪 の 儲 鐘 緩 、 規 範 ど ん な 行 為 が 犯 罪 と な る か を 考 え 、 意 見 を 交 換 す る 中 で 、 犯 繁 行 為 を 料
7 月 9 B -
⑦  
意 識
断 で き る 知 識 を 身 に つ け る 。
私 iま 毒 事 活 リ ポ ー タ ー
適 応 力 、 イ ン タ ビ ュ 一 方 法 、 発
重 休 高 中 の 活 動 や 綾 子 を 取 材 す る 」 と で 、 学 級 に ーをよすりるよたいめ情の報スをキ鑓ル供 Lつ l  
9 月 3 B -
乏〉
表 カ
2 学 織 か ら の 活 動 意 欲 を 姦 め る よ う に す る 。
温 か い 翁 薬 か け 畠 薬 逮 い 、 思 い や り 冨 葉 か け の 影 響 に つ い て 知 り 、 温 か い 函 薬 か け
9 Fl 10 日 ~
ミ診
い て 穫 解 し 、 使 え る よ う に す る 。
よ 手 な 話 し の 穏 を 方
話 の 護 書 き 方 、 共 感 性
人 の 話 に 注 意 深 く 耳 を 傾 け る 』 と の 大 切 さ に 気 づ き 、 f聴 く J;:' と を 意 識 的
9 月 1 7 B -
④  
に 行 う ル ー ル と マ ナ ー を 学 ぶ 。
穏 手 の 気 持 ち を 開 き 取 ろ う
他 者 理 解 、 共 感 性 非 缶 詰 的 表 現 か ら 格 手 の 気 持 ち を 鶴 き 敬 る 』 と が で き る ス キ ル に つ い て
9 月 2 4 日 ~ ⑤  
ロ ー ル プ レ イ を i議 し て 学 ぶ 。
協 調 ・ 協 力 性 、 格 互 理 解
協 働 作 業 を 過 し て 、 パ ー ト の イ メ ー ジ を 広 げ 、 共 同 意 識 を も た せ る と と も
10 Fl l 悶 ~
⑥  
に 、 パ ー ト の 一 体 感 を も た せ る 。
会 場 祭 に 向 け て 協 力 し よ う ~
協 誘 ・ 協 力 性 、 相 互 理 解
協 働 作 業 を i益 し て 、 パ ー ト の イ メ ー ジ を 広 げ 、 共 寓 意 識 を も た せ る と と も
10 Fl 1 5 B -
⑦  
共 問 コ ラ ー ジ ュ 作 り ~
に 、 パ ー ト の 一 体 感 を も た せ る 。
協 調 ・ 協 力 性 、 格 互 理 解 協 働 作 業 を 透 し て 、 パ ー ト の イ メ ー ジ 安 広 げ 、 共 間 意 識 4を も た せ る と と も
1 0 月 2 2 臼 ~ ⑧  
に 、 パ ー ト の 一 体 慾 を も た せ る 。
頼 み 方 の 基 本
表 現 力 、 人 間 環 係 謂 撃 力 、 礼 人 に 豪 華 む 持 に は 、 ど の よ う に 自 分 の 思 い 割 云 え た ら よ い か 、 人 間 関 係 の
1 0 月 2 9 隠 ~
⑨  
儀 f頼 む j と い う ス キ ル を 学 ぶ 。
斬 ら れ た と き
表 現 力 、 人 間 関 係 調 整 力 、 宇 L 頼 む 時 に し て は い け な い 』 と 、 心 機 え を 考 え さ せ る 」 と で 、 頼 む 終 の 適 切
11 月 5 B -
⑬  
儀
な 関 係 を 習 得 さ せ る 。
照 憩 を 解 決 さ せ る 会 話 の 仕 方
f患 者 理 解 、 共 感 性 、 会 話 カ 相 手 の 不 安 や 悩 み を 共 惑 的 に 受 け 止 め 、 解 決 方 法 を 本 人 に 考 え さ せ る
11 月 1 2 B -
Qt 
を 学 ! ま う 会 誌 の ス キ ル を 身 に つ け さ せ る 。
友 だ ち に タ バ コ を 誘 わ れ た ら
規 範 意 識 、 善 悪 の 判 断 、 決 断 自 分 の 意 志 で 決 定 す る 』 と の 大 切 さ を 学 び 、 タ バ コ を 勧 め ら れ た と き の よ
1 月 1 9 B -
⑫  
カ
手 な 断 り 方 〈 ス キ ル ) を 習 得 す る 。
薬 物 の 誘 懇 か ら 身 を 守 ろ う
規 範 意 識 、 養 護 霊 の 判 断 、 決 断 ロ ー ル プ レ イ を 使 っ て 、 薬 物 に 誘 わ れ た と き の 、 有 効 な 対 処 の 仕 方 ( ス キ
11 Fl 26 日 ~
⑬  
カ
j レ ) を 身 に つ け る 。 ※ 養 護 教 諭 と の 連 携
課 題 を よ り よ く 解 決 し よ う ~ 鷺
自 己 主 張 、 約 断 力 、 協 調 性 自 分 の 考 え を 大 切 に し つ つ 、 他 者 の 意 見 を 受 け 入 れ 、 よ り よ い コ ミ ユ ー
12 月 3 日 ~ ⑭  
慈 の 中 で ~
ケ ー シ ョ ン 能 力 を 身 に つ け さ せ る 。
み ん な で 協 力 し よ う ~ 図 書 館
協 力 性 、 リ ー ダ ー シ ッ ブ グ ル ー プ 課 題 を 過 し て 、 課 題 解 決 の 方 法 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 在 り 方 、
12 月 10 日 ~
⑮  
へ 行 こ う ~
リ ー ダ ー シ ッ プ 等 安 学 ぶ 。
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A p p e n d i x  I .3合
ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J 指 導 計 画
中 学 校 2 年 生
実 施 時 期
時 数 題 材 { 授 業 タ イ ト ル ) サ ブ タ イ ト ル
身 に つ け さ せ た い ス キ ル 等
ね ら し 、
7 .Fl 9 8 - 1  自 衛 せ ! 漢 字 マ イ ス タ ー
強 で 協 力 し て 諜
話 し 方 、 聴 き 方 、 協 力 性
el itBを車事 mす る 話 し 方 、 聴 き 方 を 身 に つ け 、 他 の 人 と の 協
題 を ク リ ア し よ う
認 性 を 高 め る 。
9 .Fl 3 日 ~
2 効 力 感 を 高 め る キ ャ リ ア ガ イ ダ ン
キ ャ リ ア に つ い
授 業 規 律 、 マ ナ ー
シ ョ ー ト ヱ ク サ サ イ ズ を 実 施 し た 後 ! こ 、 4阻 実 施 さ れ る ブ ロ グ
ス ( キ ャ リ ア 教 育 )
て 学 ん で い こ う
ラ ム に つ い て の ガ イ ダ ン ス を 行 う こ と で 授 業 の 意 図 を 理 解 さ
せ る 。
9 月 1 0 8 -
3  
自 己 効 力 惑 を 姦 め る キ ャ リ ア 教 育 ⑦
el 己 概 念 を 理 解
自 己 認 識 力 、 表 現 ・ 発 表 カ
自 己 概 念 の 影 響 に つ い て 型 車 解 し 、 自 分 の こ と を 説 明 で き る
し よ う よ う に さ せ る 。
9 月 17 日 ~
4  
自 己 主 主 力 感 を 高 め る キ ャ リ ア 教 育 ②
ポ ジ テ ィ ブ で い
人 間 関 係 形 成 能 力 、 自 己 認 識
他 人 と ポ ジ テ ィ ブ に や り と り す る ス キ ル を 学 び 、 働 者 と の 違
」つ
カ
い を 認 識 さ せ る 。
9 .Fl 2 4 日 ~
5  
e l e効 力 感 を 高 め る キ ャ リ ア 教 務 ③
ス ト レ ス と ア
自 己 認 識 力 、 意 志 決 定 書 主 力 、
成 長 や 変 化 が 重 要 で あ る こ と を 理 解 す る こ と で 、 ス ト レ ス の
サ ー シ ョ ン 将 来 設 計 カ 対 応 と ア サ ー シ ョ ン ( 自 己 主 張 ) を 知 る 。
1 0 .Fl 1 8 -
6  
自 己 効 力 感 を 高 め る キ ャ リ ア 教 育 ⑧
将 来 の ラ イ フ
将 来 設 計 力 、 自 己 還 解
各 自 の 将 来 に 向 け て 、 ど の よ う な イ ベ ン ト が 起 こ り う る か を
ロ ー ル
検 討 さ せ 、 キ ャ リ ア 発 達 に お け る ラ イ フ ロ ー ル の 重 要 性 を 議
解 さ せ る 。
10 月 1 5 8 -
7  
私 の ラ イ フ プ ラ ン
rl O 年 後 の 私 J
自 a禽 定 、 将 来 展 翠 性 ( 笥 綴 )
書 有 国 ま で の 授 業 を ふ ま え て 事 後 指 導 を 行 う と と も に 、 現 者 E
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
の 自 分 の 生 活 意 識 を 議 め 、 自 e 理 解 を 深 め さ せ る 。
10 月 2 2 8 -
8  
~ さ ま ざ ま な 鐙
よ り よ い 諜 題 解 決 の た め に は 、 班 員 で 協 力 し 、 合 意 す る こ と
砂 漠 の 救 助 リ ス ト
{ 護 観 を 認 め 合 お
集 E習 の 意 思 決 定
つ ~
が 必 要 な こ と を 体 験 的 に 学 ば せ る 。
10 月 2 9 日 ~
9  
格 手 が 認 し や す い 態 度 と は つ
上 手 な 聞 き 方 ・
聞 き 方 、 伝 え 方
額 き ミ Fの 態 度 や 姿 勢 が 、 話 し 手 の 意 欲 に 影 響 を 及 ぼ す こ と
伝 え 方
を 体 験 し 、 上 手 な 聞 き 方 の 方 法 を 学 ば せ る 。
1 月 5 臼 ~
ミ ス コ ミ ュ ニ ケ
意 怒 伝 達 の 過 稜 で 起 こ る ギ ャ ッ プ lこ つ い て 理 解 し 、 よ り 良 い
10 
上 手 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン シ ョ ン の 起 こ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力
わ け
意 慾 伝 遠 の 方 法 を 身 に つ け さ せ る 。
1 月 12 日 ~
1  
君 は ど う す る ?
モ ラ ル ・ ス キ ル ト
般 事 雪 理 解 、 協 調 性
多 角 的 な 見 方 で 相 手 の 気 持 ち を 考 え る こ と や 、 8 分 の 立 場
レ ー ニ ン グ
と 周 密 と の 調 和 を 考 え た 行 動 を 学 iま せ る 。
1 月 1 9 8 -
臼 頃 の 生 活 習
そ れ ぞ れ が 使 っ て い る 言 葉 や 生 活 態 度 に つ い て ふ り 返 り 、
12 
ど の 人 を 我 が 杖 で 察 用 し よ う か ? 慣 や 言 葉 遠 い を
基 本 的 生 活 習 慣 、 震 葉 遣 い
見 詰 華 そ う
a犠 の 行 動 に つ い て 見 つ め 穫 さ せ る 。
1 .Fl 2 6 日 ~
13 
注 意 ' ネ ッ ト 生 活 の 落 と し 穴
- I Tス キ ル を 身
ネ チ ケ ッ ト ( ネ ッ ト よ の マ ナ ー )
イ ン タ ー ネ ッ ト の 掲 示 板 や 携 帯 議 話 サ イ ト 等 に よ る 迷 悉 行 為
に つ け よ う ~
等 か ら 使 い 方 の ル ー ル を 学 ば せ る 。
12 .Fl 3 日 ~
14 
善 悪 の 特 産 持 ? を 身 に つ け よ う
非 行 を 防 ぐ た め
蕊 義 感 、 養 懇 の { 函 儀 鏡 、 焼 範
ど ん な 行 為 が 犯 罪 と な る か を 考 え 、 意 見 を 交 換 す る 中 で 、
意 識
犯 罪 行 為 を 判 断 で き る 知 識 を 身 に つ け る 。
12 月 10 臼 ~
15 
誘 惑 に 負 け な い
~ 警 慈 の 判 断 、
善 運 皇 の 事 l飯 、 強 い 意 志
適 切 な 半 Ij 販 の 下 、 様 々 な 誘 惑 に 打 ち 勝 つ 方 法 を 薬 物 乱 期
強 い 君 主 主 主 ~
を 過 し て 学 iま せ る 。 ※ 養 護 教 諭 と の 連 携
26 
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A p p e n d i x  n  -3・ 4
ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 指 導 計 画
中 学 校 3 年 生
実 施 草 寺 期
持 数
題 材 ( 授 業 タ イ ト ル ) サ ブ タ イ ト ル 身 に つ け さ せ た い ス キ ル 等 ね ら い
体験入学.~
体 験 入 学 や 学 校 説 明 会 に 向 け て 、 訪 問 の マ ナ ー 等
7 F1 9 B -
1  学 校 訪 問 に 向 け て 校 説 明 会 に マ ナ ー 、 将 来 展 望 性 を 学 ぶ と 共 に 、 将 来 を 見 据 え る 態 度 を 身 に つ け さ せ
行 こ う
る。
9 J号 3 日 ~
2  I  EI 己 理 解 を 深 め る 1
8 己 理 解 の
自 己 環 解
自 己 埋 解 の 方 j去 を 学 び 、 告 ら 進 ん で 自 己 理 解 を 深
方 法 を 知 ろ う め 、 長 所 、 課 題 点 を 見 い だ す 。
自 己 理 解 を 深
日 常 の 生 活 を 撮 り 返 り 、 自 分 の 態 度 、 行 動 の 問 題
9 月 1 0 B -
3  IEI 己 理 解 を 深 め る 2
め 、 自 分 の 摺 自 己 理 解
題 点 を 知 ろ う
点 を 理 解 し 、 改 善 す る 。
9 月 1 7 B
質 問 の 仕 方 を 身 に 付 け よ う
適 切 な 質 問
挨 拶 、 質 問 や お 礼 の 言 い 方
適 切 な 質 関 の 仕 方 を 身 に 付 け 、 相 手 に い い 気 持 ち
方 法 を 学 ぼ う
で 協 力 し て も ら う 。
9 月 2 4 日 ~
5  マ ナ ー を 身 に 付 け よ う
言 葉 遣 い を マ
訪 問 時 の マ ナ ー 、 言 言 葉 遣 い
困 っ て い る 人 を 見 た と き 、 そ の 人 を 思 う 気 持 ち を 素
ス タ ー し よ う 直 に 表 現 す る 態 度 を 身 に 付 け る 。
す 寧 語 ・ 謙 議
適 切 な 言 葉 遣 い ( 丁 寧 語 、 謙 譲 語 、 尊 敬 語 ) を 身 に
1 0 Fl 1  B - 6  適 切 な 言 葉 遣 い を 学 ぼ う
言 語 " 尊 敬 語 を
場 に 応 じ た 適 切 な 言 葉 遣 い
身 に 付 け よ う
付 iする。
10 月 1 5 B - 7  班 の 協 力 性 を 高 め よ う
グ ル ー プ ワ ー
協 力 性 、 共 懲 役
グ ル ー プ ワ ー ク を 通 し て 自 分 や 仲 間 の 言 動 、 感 情
ク f 宝 探 し j
を 理 解 し 、 協 力 す る 姿 勢 を 身 に 付 け る 。
~ ス ト レ ス つ
10 月 2 2 日 ~
8  よ い ス ト レ ス と 悪 い ス ト レ ス
て 何 だ ろ う ①
ス ト レ ス へ の 対 処 法
ス ト レ ス を 知 り 、 自 分 の ス ト レ ッ サ ー へ の 評 価 を 行
い 、 ス ト レ ス へ の 対 処 の 仕 方 を 学 び 身 に つ け る 。
~  
~ ス ト レ ス つ
10 月 2 9 臼 ~
9  自 分 の ス ト レ ス 度 を 知 ろ う て 何 だ ろ う ⑧ ス ト レ ス へ の 対 処 法
ス ト レ ス を 知 り 、 自 分 の ス ト レ ッ サ … へ の 評 価 を 行
い 、 ス ト レ ス へ の 対 処 の 仕 方 を 学 び 身 に つ け る 。
~  
自 己 を 潤 察 自 分 の 特 徴 を 生 か す 濃 切 な 進 路 を 選 択 で き る よ
1 月 5 B - 10 
8 己 理 解 を 深 め る 3
し 、 適 切 な 進
自 己 理 解
う 、 自 分 の 問 題 点 を 整 理 し 、 努 力 す る 意 欲 を 持 た せ
路 選 択 を 考 え る。
ょ う
受 験 期 の 不
1  F1 1 2 日 ~
1  高 め 合 う 学 級
安 や 焦 り を 確
8 己 環 解 、 将 来 展 望 性
受 験 生 と し て 学 習 、 生 活 態 度 の 問 題 点 を 明 確 化 し 、
認 し て 共 に 乗 今 後 に 役 立 て る 。
り 切 ろ う
相 手 ! こ 好 惑 を
与 え る 態 度 と
相 手 に 好 感 を 与 え る 態 度 、 自 己 ア ピ ー ル の 仕 方 を
1  F1 1 9 日 ~
12 
自 分 を 表 現 し よ う ① 自 己 ア ピ ー ル 自 己 表 現 、 ア ピ ー ル
の ス キ ル を 身
身 に 付 け る 。
! こ 付 け よ う
相 手 に 好 惑 を
与 え る 態 度 と
相 手 に 好 感 を 与 え る 態 度 、 自 己 ア ピ ー ル の 仕 方 を
1 月 2 6 日 ~
13 
自 分 を 表 現 し よ う 寄 自 己 ア ピ ー ル 自 己 表 現 、 ア ピ ー ル
の ス キ ル を 身
身 に 付 け る 。
! こ 付 け よ う
相 手 に 好 感 を
与 え る 態 度 と
格 寺 三 に 好 感 を 与 え る 態 度 、 自 己 ア ピ ー ル の 仕 方 を
12 月 3 日 ~
14 
自 分 を 表 現 し よ う ⑧ 自 己 ア ピ ー ル 自 己 表 現 、 ア ピ ー ル
の ス キ ル を 身
身 に 付 lする。
iこ 付 け よ う
12 月 1 0 臼 ~
15 
こ ん な 持 、 ど う す る ⑦
出 願 に 備 え よ
危 機 対 応
綴 書 提 出 の 懸 の 必 要 警 な 知 識 、 j主 意 事 項 を 現 解 す
つ
る。
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資料 第 H 音13 第 3 ~包
A p p e n d i x  I -3・ 5 学 習 案 内 J (1 年 生 )
総 合 的 な 学 習 の 時 間 「 ス キ ル j 教 育
第 1 学 年
本 校 で は 、 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 に お い て 、 生 徒 の 社 会 性 の 育 成 に 必 要 と さ れ る ス
キ ル を 3 年 間 、 系 統 的 に 学 ば せ て い き ま す 。
社 会 性 = 人 が 「 社 会 に 適 応 し て や っ て い け る 様 々 な 智 恵 や 技 術 を 身 に つ け て い る こ と j
で あ り 社 会 的 適 応 の 諸 能 力 の 総 体 。 こ こ で は 、 学 校 生 活 を 営 ん で い く た め に 必 要 な 対
人 関 係 能 力 や 集 団 適 応 、 環 境 適 応 等 の 諸 能 力 や 資 質 の 総 体 と 考 え て く だ さ い 。
| ス キ j レ = 習 得 可 能 な ( 物 事 を う ま く 行 う た め の ) 熟 練 さ れ た 技 能 や 技 術
く >r総 合 的 な 学 習 の 時 間 J と ス キ ル 教 育
学 習 指 導 要 領 の 「 総 員 IJ で は 、 『 総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 取 扱 い 』 の 中 で 、 ね ら い と 指
導 に つ い て 次 の 2 点 を あ げ て い ま す 。 ① 『 自 ら 課 題 を 見 付 け 、 自 ら 学 び 、 自 ら 考 え 、 主 体
的 に 判 断 し 、 よ り よ く 問 題 を 解 決 す る 資 質 や 能 力 を 育 て る こ と 』 、 ② 『 学 び 方 や も の の 考
え 方 を 身 に 付 け 、 問 題 の 解 決 や 探 究 活 動 に 主 体 的 、 創 造 的 に 取 り 組 む 態 度 を 育 て 、 自
己 の 生 き 方 を 考 え る こ と が で き る よ う に す る こ と 』 。 ま た 、 平 成 15 年 1 2 月 2 6 日 付 け で 一
部 を 改 正 し て い ま す が 、 『 総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 一 層 の 充 実 』 と し て 3 つ の 規 定 が 加 え
ら れ ま し た 。
社 会 性 の 育 成 に 関 わ る ス キ ル 教 育 は 、 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 の 『 ね ら い と 指 導 』 の
2 点 目 、 『 学 び 方 や も の の 考 え 方 』 の 基 礎 と な る 対 人 関 係 に 関 わ る ス キ ル を 体 験 的 に 学
ば せ る 場 と 時 間 を 生 徒 に 保 証 す る た め に 授 業 の 中 で 行 っ て い く も の で 、 す o
く 〉 ス キ ル 教 育 の 内 容 と 実 施 方 法
学 校 生 活 に お い て 他 者 と の 人 間 関 係 に 必 要 と さ れ る 能 力 、 集 団 生 活 に 適 応 す る た め
の 能 力 や 資 質 向 上 を 図 る プ ロ グ ラ ム を 体 系 的 に 進 め て い き ま す 。
I の 時 間 割 で は 学 級 担 任 と ス キ ル 教 育 担 当 者 、 E の 時 間 割 で は ス キ ル 教 育 担 当 者
が 各 学 級 で 授 業 を 行 い ま す 。
授 業 の 評 価 は 、 毎 回 の 授 業 の 観 察 や 提 出 さ れ た ワ ー ク シ ー ト 、 振 り 返 り シ ー ト な ど を も
と に 総 合 的 に 行 い ま す 。
、11 吠 18 年 度 年 間 カ リ キ ュ ラ ム
月
4 月 5 月
6 月 7 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
2 月 3 月
時 間 割 i [ 1 0 週 ]
時 間 割 E [ 1 5 週 ]
時 間 割 E [ 1 0 週 ]
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① あ な た は 勉 強 や 運 動 の こ と で 友 達 か ら ば か に さ れ た こ と が あ り ま す か 。
② あ な た は 仲 間 は ず れ に さ れ た こ と が あ り ま す か 。
③ あ な た は 友 達 を 仲 間 は ず れ に し た こ と が あ り ま す か 。
④ あ な た に は い や な よ び 名 が あ り ま す か 。
⑤ あ な た は 身 体 の こ と で ば か に さ れ た こ と が あ り ま す か 。
⑥ あ な た は 友 達 と 仲 良 く 勉 強 や 運 動 が で き ま す か 。
⑦ あ な た は 友 達 が し 、 じ め ら れ て い る の を 見 た こ と が あ り ま す か 。
③ あ な た は 友 達 か ら い じ め ら れ た こ と が あ り ま す か 。
⑨ あ な た は 友 達 を い じ め た こ と が あ り ま す か 。
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資 料 第 E 部 第 3
A p p e n d i x  I -3・ 7 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 尺 度
年 総 番 ( 氏 名 )
む こ の 質 問 1紙 { 士 、 ス キ ル の 佼 ' * に 役 ¥!i て る た め に つ く ら れ た も の で す = ご れ [ 土 テ ス ト で は あ り ま せ ん の で 、 思 っ た と お り に 終 え て く だ 3 い J
ぬA 策
問 環 回
と て も そ う 怠 う そ う 窓 う や や そ う 怒 う
1"ろ り と も U え
や や 思 わ な い 慾 わ な い
全 然 思 わ な い
1 本/， 1士 、 人 iこ れ 分 の 符 え j え 主 す 内 6  5  4  3  
2  
H fよ ; 士 、 友 達 と お し ゃ へ り 告 と し f立 し 、 で 授 業 iこ 参 加 で き 主 す マ
6  5  
4  
3  
2  
311誌 に は 、 ょ い と こ ろ が あ り 去 す 。 7  6  
5  
4  
3  2  
4(1込 i土 、 品 ど 1主 と 協 力 じ ご 作 業 す る こ と が で き 主 す ひ 7  s  5  4  3  
2  
51 1'1，1士 、 大 人 に な っ た ら M に な る 泊 、 - a : " ' J え て い す U 7  8  5  
4  
3  
2  
ol 1'LI 士 、 し ん で し 、 る 人 告 と 見 る と 、 悲 し し 、 う 4 十 年 九 に f立 り ま す 、 6  5  4  3  
2  
7 灯、 i士 、 人 ; こ 頼 み / こ し 、 こ と が b 必 と き は 、 務 iむ こ と が で き ま す 。
7  
6  5  4  
3  2  
SI 1'LI 土、 n沢 時 間 i主 総 か に n封 切 で さ 主 す 7  
6  5  
4  
3  
2  
91 1'1，1士 、 自 分 の 二 と が 好 き で す 。 7  5  
4  
3  
2  
10l 1'LI士、るど1をどの~fJ*をグ:1'ることができ主す「
7  5  
4  
3  
2  
1 布、 l土 、 将 米 や り た い れ ゐ 事 が あ 十 。
7  
8  5  4  3  
2  
12 ヂよ i士 、 同 っ て し 、 人 を 見 る と 心 配 に な り 主 寸 ハ 6  5  4  3  
2  
131 -1弘 l士、 I~jったときには、人にiり'J'rを オ く め る こ と が で き 主 す 二
7  6  5  4  3  
2  
141 1'Li土、 i自 : ト 飾 品 、 ; こ Fふ き 主 す 令 、
?  6  5  
4  
3  
2  
1 5 1 tム i士 、 人 の 役 に ，'rっ て い る と 思 い ど サ ?  6  5  4  3  
2  
1ol f L I 土 、 友 達 の ぷ 告 01持 iく こ と が で き 主 す J
内
6  5  4  3  
2  
1711J，1士、 n分 の 1 手 米 存 裂 を も っ て い ま す 一
内
6  5  4  3  
2  
1Sl 1'LI 士 、 殺 し そ う な 人 ! i : :~Ioる、業ししなに必り主す
7  
8  5  4  3  
2  
19 主1-1士、 tフ / ; 、 ら な し 、 と さ れ 士 、 人 に 伎 tlIJで き 主
§  
5  
4  
3  
2  
20l 1'LI 士 、 時 fllW'j川 主 寸 ひ ?  6  5  
4  
3  
2  
211 1'LI 士、 f l1パイ 2・ { ) っ て ぺ 'il ること/!'&-)打主す一 ?  
6  5  
4  
3  
2  
221 f L 1 士 、 : 人 一 院 な し た ら 、 ぶ る こ と が で き 主 す 一 6  5  
4  
3  
2  
231 1'LI 士 、 将 来 fj 分 ; こ 主 題 し た 職 業 に つ く っ 七 介 氏 、 す ?  6  5  
4  
3  
2  
241 f L 1 士 、 人 (1)ι ど う と nう 〉 の 怠 見 を う こ と が で き 主 せ ん ρ ?  6  5  4  3  
2  
2511ヲJ 士 、 忘 れ 物 な し な い よ う に じ て い ま す r 7  
8  5  
4  
3  
2  
261 -1'エ l土 、 ペ コ る 気 iこ な れ 、 だ い た し 、 の こ と は で き る と 思 い 主 す
月 i  
s  5  
4  
3  
2  
27 布、 i士、 Aぇ と l'I' l ' ミ く 滋 ぶ こ と が で 、 き ま す 一
7  5  
5  
4  
3  
2  
2sl -l'ヰ J士、この先2--....~3{1:.Ú)~: 十 i出iや H 僚かあり主す
7  6  
5  
4  
3  
2  
291 1'LI 士、 ti:る み す 語 ー が 必 と き は 、 人 に 粍 i談 マ 主 す 一
7  6  
5  
4  
3  
2  
301 1'1，1士、 !l{; ま り の チ ャ イ ム が 鳴 っ た ら 自 流 い こ 絞 く こ と が で き 主 す υ 6  
5  
4  
3  
2  
311 1'1，1土、 n分 の 符 え が と お 「 バ 川 、 と 、 が ま ん す る こ と が で き 主 せ ん 、 i  6  5  
4  
3  
2  
321fj，1士 、 ぷ し fT い に 参 加 す る こ と が で き 主 せ ん 6  5  
4  
3  
2  
3 3 ぞ J 士 、 正 干 の 1"1 杓 の き 安 J ! r繋 室 長 ( せ し 、 り そ 士 L 、 ど ん ) 安 心 分 で し 主 す 一
内 i  
s  5  
4  
3  
2  
341 1'， 1士 、 ろ ー と や ぜ か を プ 決 め る と き 、 n分 ど 浅 う 怠 比 七 大 切 に し 主 す
7  s  5  
4  
3  2  
3 5 干 士 、 主 義 な こ と 々 、 う ま く 断 る こ と が ご き 主 せ ん
7  6  4  3  
2  
36 干 ム 、 靴 箱 ; こ 華 佐 々 そ ろ え と 人 tし 主 す ρ 6  5  
4  
3  
2  
37 主/， 1土、 n'Jj のうえ.d'!jr) 合 、 人 に も zえ る こ と が 勺 き 主 寸
内 i  
6  5  
4  
3  
2  
3sl fLi士、1tkf;を マ fl 守 正 念 や り 過 す 予 こ と が で き 主 す 6  5  4  3  
2  
「 人 間 関 係 調 整 力 J ( 9 項 目 : 1， 2， 10， 1 5， 19， 2 0， 2 9， 3 7， 38) 
「 学 校 生 活 適 応 力 J ( 9 項 目 : 8， 17， 18， 2 6， 2 7， 3 4， 3 5， 3 6 ，4 5) 
「 自 己 肯 定 感 J ( 5 項 目 : 5， 14， 2 3， 3 2 ，4 1) 、 「 人 間 関 係 構 築 力 J ( 7 項 目 : 6， 11， 16， 2 4， 2 8， 3 3 ，4 2) 
「 キ ャ ワ ア 観 J ( 5 項 自 : 4， 13， 2 2， 3 1， 40) 、 「 共 感 性 J ( 3 項 目 : 3， 12， 21) 
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A p p e n d i x  I -3・ 8 子 ど も の 基 礎 的 人 間 力 を 養 成 す る 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j の ふ り か え り
Q  1  7月 か ら 始 ま っ た 「 ス キ ル J 授 業 を 思 い 出 し な が ら 、 以 下 の 質 問 に あ て は ま る も の を
1 つ 選 ん で O を 記 入 し て く だ さ い 。
番 号 質 問 内 容 ( は い ・ だ い た い ・ あ ま り ・ い い え )
(  1  ) 授 業 の ノ レ ー ノ レ ( 路 く 、 人 を 傷 っ け な い 、 指 示 に 従 う ) を 守 っ て 取 り 組 む こ と が で き
ま し た か 。
(  2  ) グ ル ー プ O で 、 活 動 す る と き に は 、 協 力 し て 取 り 組 む こ と が で き ま し た か 。
(  3  ) 各 時 間 の 目 標 と し た ス キ ル を 身 に 付 け る こ と が で き ま し た か 。
( 4  ) 自 分 の よ い と こ ろ を み つ け る こ と が で き ま し た か 。
(  5  ) 班 員 や グ ル ー プ O の よ い と こ ろ を み つ け る こ と が で き ま し た か 。
(  6 )  iス キ ル j の 授 業 を 楽 し み に し て い ま し た か 。
(  7  ) 人 と の か か わ り 方 の マ ナ ー が 身 に つ き ま し た か 。
(  8  ) 話 し 方 や 開 き 方 で 、 気 を つ け な け れ ば な ら な い こ と が 分 か り ま し た か 。
(  9  ) 人 を 気 に か け 、 思 い や り な が ら 活 動 す る こ と が で き ま し た か 。
( 1 0 )  i ス キ ル J の 授 業 を 苦 手 に し て い ま し た か 。
Q 2 ス キ ノ レ j 授 業 で 、 行 っ た 活 動 で 一 番 よ か っ た も の は 何 で す か 。
理 由 を そ え て 記 入 し な さ い 。
Q 3 ス キ ノ レ j 授 業 で 、 行 っ た 活 動 で 濁 っ た こ と 、 い や だ 、 っ た こ と が あ れ ば 、
理 由 を そ え て 記 入 し な さ い 。
Q 4 ス キ ノ レ j 授 業 を と お し て 自 分 に 身 に つ い た も の ( で き る よ う に な っ た こ と ) は 何 で
す か 、 具 体 的 に 記 入 し な さ い 。
Q 5 ス キ ノ レ j 授 業 す べ て を 終 え て の 感 想 、 を 記 入 し て 下 さ い 。
※ 以 上 で 「 ふ り か え り j は 終 わ り で す 。 記 入 も れ が な い こ と を 確 認 し て 提 出 し て 下 さ い 。
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A p p e n d i x  I -3・ 9 社 会 的 ス キ ル の 授 業 J
当 者 打 ち 合 わ せ 資 料
l  担 当 者 確 認 ※ 研 修 歴 で 上 級 の 方 が 主 担 当
学 年
担 当
者
学 級 担 任
1 年
お ( 上 級 ) C( 中 級 ) 担 任 〈 初 級 ) 、 担 任 ( 初 級 )
2 年 B ( 上 級 〉 F ( 初 級 ) 担 任 ( 中 級 ) 、 担 任 ( 中 級 ) 、 D ( 中 級 )
3 年
A ( 上 級 )
日 中 級 ) 担 任 ( 中 級 ) 、 担 任 ( 初 級 ) 、 担 任 ( 初 級 ) 、 担 任 ( 初 級 )
2  授 業 の 進 め 方 に つ い て
・ 年 間 指 導 計 画 に 基 づ き 進 め て く だ さ い 。
- 授 業 カ ッ ト と な っ た 場 合 、 そ の 混 の 授 業 は 振 替 を し ま せ ん 。
・ ロ ー ル プ レ イ ン グ の 台 詞 は 担 当 者 で 事 前 に 確 認 、 ま た は 、 作 成 を し て お い て く だ さ い 0
・ 授 業 の 内 容 に よ っ て は 、 参 加 で き な い 生 徒 が 出 る こ と が 予 想 さ れ ま す 。
そ の 際 は 、 見 学 ( 観 察 者 ) を 認 め て く だ さ い 。
- 担 当 者 が 出 張 等 で 不 在 と な っ た 場 合 、 学 級 担 任 と 十 分 に 事 前 打 ち 合 わ せ を し て お い て
く だ さ い 。
- 授 業 で 使 用 す る ワ ー ク シ ー ト や ふ り か え り 表 等 、 ス キ ノ レ 担 当 者 で 準 備 し て く だ さ い 。
ま た 、 学 級 担 任 分 の 指 導 案 コ ピ ー も お 願 い し ま す 。
- 評 価 . は 、 ス キ ル 担 当 者 が 中 心 と な り 行 い ま す 。 評 価 パ タ ー ン を 、 後 日 、 提 案 し ま す の
で 参 考 に し て く だ さ い 。
- 多 面 的 な 評 価 と の 関 連 で 、 数 値 化 さ れ た デ ー タ を 記 録 し て い き ま す 。
そ の た め に 、 定 期 的 に 調 査 を 実 施 し ま す 。
3  そ の 他
。 「 ス キ ル j 授 業 の 約 束
- 人 を 傷 っ け な い
・ 指 導 者 ( 教 師 ) の 指 示 に 従 う
し を し っ か り と 開 く
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A p p e n d i x  r -3・ 10 3 年 生 の 第 11 回 目 の 授 業 指 導 略 案 と 教 材
1  ね ら い
#  1  1  自 己 理 解 を 深 め る ③
~ 自 己 を 洞 察 し 、 適 切 な 進 路 選 択 を 考 え る ~
入 試 が 近 づ く に つ れ 、 不 安 や 焦 り を 感 じ る 生 徒 は 多 く な る が 、 こ の よ う な 思 い は 自 分 だ
け が 感 じ て い る も の で は な い 。 こ の こ と を 理 解 し 、 柁 互 理 解 を 深 め る 班 で の 活 動 を 通 し て 、
進 路 選 択 に 必 要 な 自 己 理 解 を 深 め る 。
(  1  ) 自 己 を 進 路 選 択 上 の 視 点 か ら 見 つ め る こ と で 、 自 己 理 解 を 深 め る こ と が で き る 。
(  2  ) 自 分 の 課 題 や 問 題 点 に 気 づ き 、 整 理 す る こ と が で き る 。
2  展 開
学 習 活 動 の 内 容 指 導 上 の 留 意 点
導 I 1  こ れ ま で の 自 口 理 解 の ス キ ル 学 I . こ れ ま で 学 宵 し て き た 具 体 例 を あ
入 ! 留 を 振 り 返 り 、 自 分 の 進 路 選 択 に | げ て 説 明 す る 。
つ い て 考 え て い く こ と を 知 る 。
5  
分 I2  進 路 選 択 に つ い て 感 じ て い る
「 不 安 や 迷 い 、 焦 り j に つ い て
考 え 、 話 し 合 う こ と を 知 る 。
- 本 時 の ね ら い を 確 認 す る 。
進 路 選 択 を す る と き に 感 じ る
「 不 安 や 迷 い 、 焦 り 」 に つ い て
考 え る こ と を 伝 え る 。
・ 「 人 生 は 選 択 の 連 続 で あ る 」 と
わ れ る が 、 「 選 択 や 決 定 j に は 不
安 や 迷 い が つ き も の で あ り 、 自
分 一 人 だ け が 感 じ て い る も の で
は な い こ と を 押 さ え る 。
展 I 3 最 初 に ワ ー ク シ ー ト の 1 番 を や I . 自 分 の 不 安 や 迷 い に 最 も 近 い も
資 料 な ど
関 | る O 進 路 を 選 択 す る に 当 た っ て | の を 選 ば せ る 。 Iワ ー ク シ ー ト 1
各 自 「 自 分 が 感 じ て い る 不 安 や I •  i 自 分 の 不 安 や 迷 い 、 焦 引 を 絞
4 0  I  迷 い 、 焦 り J を 選 択 肢 の 中 か ら 、 | り き れ な い 生 徒 が し 1 た ら 、 ま ず 、
分 3~5 偲選ぶ。 I 2 0 の 項 目 を 10 に 絞 ら せ 、 不 安
4 次 に 2 番 を や る 。 1 番 で 選 ん だ
3~5 個をもとにして、今自分
が 感 じ て い る 「 不 安 や 迷 い 、
り j に つ い て 、 自 分 の 言 葉 で ま
と め る 。
や 迷 い の 強 い 順 に 順 位 を つ け
て、その傾位に従って 3~5 個選
べ ば よ い こ と を 伝 え る 0
. 考 え る 時 間 を 確 保 す る 。
- 質 問 に う ま く 答 え ら れ な い 場 合 、
を い く つ か 思 い 浮 か べ 書 き
5 次 に 3 番 を や る 。 2 番 で ま と め i 出 す 。 次 に そ れ ら の 単 語 を 使 っ
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「 不 安 や 迷 い 、 焦 り J に つ い i て 、 質 問 に 合 っ た 文 章 を 作 れ ば
て、 3 番の(l)~(7) に答えなが i よ い こ と を 伝 え る 。
ら 、 考 え を 深 め る む
6 斑 の 形 に な る 。 3
内 容 を 顕 番 に 「 開 く J
- 該 当 し な い 項 目 に つ い て は 省 く む
と め た i ・ 必 要 な 時 間 を 確 保 す る 。 1 人 が
し て い
く j 。 他 の 人 は 感 想 、 を 伝 え る 。
ア ワ ー ク シ ー ト の 4 番 に 進 む 。 進
路 選 択 に 対 し て 、 f不 安 や 迷 い 、
焦 り J を 感 じ て い る 自 分 は ど ん
な f 自 分 」 な の か を 考 え る 。
8  ~2 年後の私からの手紙J のワ
ー ク シ ー ト を 読 み 、 各 項 自 に つ い
て、 2 年 後 の 告 分 に な っ た つ も り
で 現 在 の 自 分 に 手 紙 を 書 く 。
9 班 内 で 発 表 を し 、 個 々 に 対 し て
励 ま し の 言 葉 を 添 え る 。
理 I1 0  ま と め の 発 表 を す る 。
※ 教 師 の 講 話 で も 可
5  I  人 に は そ れ ぞ れ タ イ プ や 持 ち 味
終 え た ら 交 代 し て 進 む 。
・ 「 不 安 や 迷 い 、 焦 り j や そ れ に 対
す る 「 感 情 や 思 し リ を 言 葉 で 表
現 す る こ と が 苦 手 な 生 徒 も い
る 。 ワ ー ク シ ー ト の 3 番 で ま と
め た 文 章 を 不 安 や 迷 い の 原 因 や
結 果 の 視 点 か ら 考 察 す る こ と
で 、 因 果 関 係 に 対 し て 客 観 的 な
理 解 を 促 す こ と が で き る 。
- 友 達 の 意 見 を 謙 虚 な 気 持 ち で 聞 か ! ワ ー ク シ ー は
せ る 。 I W2 年 後 の 私 3
・ 各 自 、 自 分 の 進 路 選 択 に お け る 間
題 点 を は っ き り さ せ る 。
- 教 師 が 自 分 の 何 年 後 か か ら の 手 紙
を 披 露 し て デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン
と す る 。
- 否 定 的 な と ら え 方 を せ ず 、 人 そ れ
ぞ れ 夢 や 志 が あ る こ と を 知 ら せ
る 。 誰 し も 夢 は 変 わ る が 、 自 分 の
倍 性 や 適 性 も 努 力 す る こ と で 、 よ
り 良 く な る こ と を 理 解 さ せ る 。
•  r不 安 や 迷 い 、 焦 り J は よ く な い
こ と で は な く 、 自 分 を 成 長 さ せ
る も の で あ る こ と を 強 調 す る 。
分 | が あ る 。 将 来 、 様 々 な 職 種 の 中 で | ・ 本 時 全 体 を 振 り 返 っ て ま と め る 。
自 分 を 生 か し て い く た め に は 、 自 | ・ 教 師 も 感 想 、 を 述 べ る 。
己 の 性 格 や 行 動 を 知 り 、 目 標 に 向 1 ・ 自 己 理 解 が 進 路 選 択 に 欠 か せ な い
か つ て 努 力 す る こ と が 大 切 で あ る ! こ と を 理 解 さ せ る 。
こ と を 才 3 さ え る 。
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3  評 価
(  1  ) 不 安 や 焦 り は 自 分 一 人 だ け が 感 じ て い る も の で は な い こ と が 理 解 で き た か 。
( 観 察 ・ ワ ー ク シ ー ト )
(  2  ) 自 分 の 課 題 や 問 題 点 に 気 づ き 、 整 理 す る こ と が で き た か 。
( 観 察 ・ ワ ー ク シ ー ト )
(  3  ) 互 い に 支 え 合 い 、 進 路 実 現 の た め に 努 力 し て い こ う と い う 意 欲 が 高 ま っ た か 。
( 観 察 ・ ワ ー ク シ ー ト )
4  事 後 指 導
3 5  
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ワ ー ク シ ー ト 1
3  
1  今 、 感 じ て い る 「 不 安 や 迷 い 、 焦 り J に 近 い も の を 、 次 の 中 か ら 3. . . .5 個
選 ん で O を つ け て く だ さ い 。
( 1 ) こ の 進 路 選 択 は 、 自 分 な り に 納 得 が し 、 く の か ど う か わ カ 瓦 ら な い 。
(2) 希 望 の と こ ろ に 合 格 で き る か 、 不 安 で あ る 。
(3) 今 の 学 力 で 、 ど の 程 度 の 高 校 へ 行 け る か わ か ら な い c
(4) 行 き た い 高 校 が ま だ よ く 分 か ら な い 。
(5) 受 験 で 自 分 の 力 が 通 用 す る か 心 配 で あ る 。
(6) 学 力 が ど の く ら い 伸 び る だ ろ う か わ か ら な い 。
(7) 私 の 選 択 は 単 な る 妥 協 で は な い だ ろ う か 、 と 考 え る こ と が あ る 。
(8) こ の 選 択 の ほ か に も っ と よ い 選 択 が あ る の で は な い だ ろ う か 、 と 考 え る こ と が あ る 。
(9) 受 験 勉 強 の や り 方 が 、 い ま だ に わ か ら な い 。
(1 0) 塾 に 行 か な く て 、 い い の だ ろ う か 。
(1 1) 学 費 の 高 い 高 校 や 、 評 判 jの 悪 い 高 校 に 入 っ て し ま わ な し 叫 瓦 不 安 で あ る 。
(1 2) 殺 の 期 待 に 応 え ら れ る だ ろ う か 、 不 安 で あ る 。
(1 3) 裁 の プ レ ッ シ ャ ー に 耐 え ら れ る か ど う か 、 不 安 で あ る 。
(1 4) 自 分 の 気 持 ち ゃ 考 え を 無 視 し て 、 親 が し 1 ろ い ろ 言 っ て く る の が 嫌 だ 。
(1 5) 友 だ ち と 同 じ 高 校 に い け る だ ろ う か 、 と 考 え る こ と が あ る 。
(16) 友 達 と 同 じ 高 校 に 行 く か 、 自 分 が 本 当 に 行 き た い 高 校 に 行 く べ き か 、 迷 う こ と が あ る 。
(1 7) 白 分 の 選 択 は 間 違 っ て い な い だ ろ う か 、 と 考 え る こ と が あ る 口
(18) 希 望 し て 入 っ た 高 校 が 自 分 の 想 像 と 違 っ て い た ら ど う し ょ う か 、 と 考 え る こ と が あ る 。
(19) 入 っ た 学 校 で 人 間 関 係 が う ま く で き る か ど う か 不 安 で あ る 。
(20) そ の 他 (
2  よ で 選 ん だ も の の 中 か ら 、 3. . . .5 つ を 使 っ て 、 今 の 自 分 の 気 持 ち を 整 理 し
て み よ う 。 進 路 選 択 で 、 今 の 自 分 の 気 持 ち は ・ ・ ・
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3  2 で ま と め た 今 の 自 分 の 気 持 ち に つ い て 、 次 の ( 1 ) -. (7) に 答 え る こ と で 、 さ
ら に あ な た の 気 持 ち を 深 め て く だ さ い 。
( 1 ) ど ん な こ と ( き っ か け ) か ら 、 そ う 考 え 始 め ま し た か ?
(2) い つ ご ろ か ら J惑 じ て い ま す か ?
(3) ど ん な と き に 、 感 じ ま す か ?
(4) こ の 気 持 ち が も と で 、 ど ん な こ と を 考 え て し ま い ま す か ?
(5) 今 の こ の 待 問 に 、 ど ん な 感 情 が 生 ま れ て い ま す か ?
(6) こ れ か ら 先 、 自 分 が ど ん な 行 動 に 出 て し ま う と 思 い ま す か ?
(7) そ の 不 安 や 迷 い は 、 今 後 ど う な っ て い く と 思 い ま す か ?
4  今 日 の ス キ ル 授 業 を 通 し て 、 気 づ い た こ と ・ 学 ん だ こ と ・ 感 じ た こ と 等 を
自 由 に 書 い て く だ さ い 。
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ワ … ク シ ー ト 2
2 年 後 の 私 か ら の 手 紙
こ れ か ら 2 年 後 の 君 た ち の 生 活 を 次 の ① ~ ⑦ に つ い て 、 想 像 し て み ま し ょ う 。
① ど の よ う な 仕 事 や 勉 強 を し て い ま す か 。
② ど の よ う な 活 躍 を し て い ま す か 。
③ 一 番 親 し い 友 人 は い ま す か 。
④ 毎 日 ど ん な ふ う に 過 ご し て い る と 思 い ま す か 。
⑤ 今 と 2 年 後 の 生 活 で は ど の よ う に 変 わ っ て い る で し ょ う か 。
⑥ 2 年 後 に そ の よ う な 生 活 を す る た め に 今 、 ど ん な こ と が で き ま す か 。
⑦ 2 年 後 の あ な た か ら 、 励 ま し と な る よ う な ア ド バ イ ス を 何 か 一 言 書 い て 下 さ い 。
①  
②  
③  
④  
⑤  
⑥  
⑦  
夢 が 実 現 す る よ う 、 ア ド バ イ ス や 感 想 ・ 励 ま し の 言 葉 を 書 こ う o r o oよ り j を 忘 れ ず に
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A p p e n d i x I I・ 3剛 11 多 重 比 較 一 覧
「 人 間 関 係 調 整 力 時 期 群 j 多 重 比 較
「 学 校 生 活 適 応 力 時 期 群 j 多 量 比 較
7 月
9 月 10 月 1 月
12 月
7 月
9 月
10 月
1 月
12 月
7 月
* 
* 
* * 
7 月
* 
* * 
9 月
* * 
* 
9 月
* 
* 
* 
10 月
* 
10 月
* * 
1 月
1 月
12FJ 
12 月
f 自 己 肯 定 感 時 期 群 j 多 重 比 較
f人 間 関 係 構 築 カ 時 期 群 j 多 重 比 較
7 月 9 月 10 月 1 月
12 月
7 月 9 月
10 月 1 月
12 月
7 月
7 月
* 
* * 
9 月
* * 
9 月
* 
* 
* 
10 丹
*  
*  
10 月
1 月
1 月
12 月
12 月
「 キ ャ リ ア 感 時 期 群 j 多 重 比 較
7 月 9 月 10 月 1 月 12 月
f共 感 性 時 期 群 j 多 重 比 較
7月 9月 10 月 1 月 12 月
? ? ?
? ? ? ?
?
? ? ? ? ?
7 舟
* 
*  * 
9 月
*  
* * 
10 月
1 月
12 月
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A p p e n d i x  I -3欄 12 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j
け て の ふ り か え り
組 番
質 問 1 7 月 か ら 始 ま っ た f ス キ ル J 授 業 を 忠 、 い 出 し な が ら 、 以 下 の 質 問 に あ て は ま る も
の を 1 つ 選 ん で O を 記 入 し て く だ さ い 。
lま
番
間
7 仁王3  
内 容
し、
授 業 の ル ー ル ( 開 く 人 を 傷 っ け な い 指 示 に 従 う ) を 守 っ て 取 り 組 む
こ と が で き ま し た か 。
2  
グ ル ー プ で 、 活 動 す る と き に は 、 協 力 し て 取 り 組 む こ と が で き ま し た か 。
3  各 時 間 の 目 標 と し た ス キ ル を 身 に 付 け る こ と が で き ま し た か 。
4  
自 分 の よ い と こ ろ を み つ け る こ と が で き ま し た か 。
5  
班 員 や グ ノ レ 』 ー ブ O の よ い と こ ろ を み つ け る こ と が で き ま し た か 。
6  
f ス キ ノ レ j の 授 業 を 楽 し み に し て い ま し
か。
7  
人 と の か か わ り 方 の マ ナ ー が 身 に つ き ま し た か 。
8  
し 方 や 開 き 方 で 、 気 を つ け な け れ ば な ら な い こ と が 分 か り ま し た か 。
9  
人 を 気 に か け 、 思 い や り な が ら 活 動 す る こ と が で き ま し た か 。
10 
「 ス キ ル 」 の 授 業 を 苦 手 に し て い ま し た か 。
質 問 2 ス キ ノ レ j 授 業 で 、 行 っ た 活 動 で 一 品 番 よ か っ た も の は 何 で す か 。
理 由 を そ え て 記 入 し な さ い 。
質 問 j 3 ス キ ノ レ j 授 業 で 、 行 っ た 活 動 で 因 っ た こ と 、 い や だ 、 っ た こ と が あ れ ば 、
理 由 を そ え て 記 入 し な さ い 。
あ
し、
ま
た
り
し 1
質 問 4 ス キ ル 」 授 業 を と お し て 自 分 に 身 に つ い た も の ( で き る よ う に な っ た こ と ) は
何 で す か 、 具 体 的 に 記 入 し な さ い 。
質 問 5 ス キ ル 」 授 業 す べ て を 終 え て の 感 想 、 を 記 入 し て 下 さ い 。
※ 以 上 で 「 ふ り か え り 」 は 終 わ り で す 。 記 入 も れ が な い こ と を 確 認 し て 提 出 し て 下 さ い 。
4 0  
し 1
し 1
え
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A p p endix  I -3・ 13 生 徒 の 授 業 評 価 問 1 質 問 10 項 目 の 度 数 分 布
Q  1 . 授 業 の ル ー ル ( 聞 く 、 人 を 傷 っ け な い 、 指 示 に 従 う ) を 守 っ て 取 り 組 む こ と が で き ま し た か 。
中 学 2 男 子 %  中 学 3 男 子 %  中 学 2 女 子 %  中 学 3 女 子 %  合 計
い い え
あ ま り
だし ¥tこし、
o  0 .0  
5  8.5  
2 8  4 7 . 5  
o  0 . 0  
2 .0  
1 0  2 0 . 0  
o  0 .0  
2 .2  
1 6  3 4 .8  
o  0 .0  0  
o  0 . 0  7  
8  11 .4 6 2  
6 2  8 8 . 6  1 5 6  
F  
7 0  1 0 0 . 0  2 2 5  
/j:し 2 6 44.1 3 9  7 8 .0  2 9  6 3 .0  
~ ~ 
合 計 5 9  1 0 0 .0  5 0  1 0 0 .0  4 6  1 0 0 .0  
Q 2 . グ ル ー プ で 活 動 す る と き に は 、 協 力 し て 取 り 組 む こ と が で き ま し た か 。
中 学 2 男 子 %  中 学 3 男 子 %  中 学 2 女 子 %  中 学 3 女 子 %  合 計
? ?
?? ? …
だし ¥tこし、
はし、
o  0 .0  
7  11 .9  
2 7  4 5 .8  
2 5  4 2 .4 
o  0 .0  
4  8 .0  
9  1 8 .0  
3 7  7 4 .0  
? ? ?
?
? ?
?
?
?
『
?
? ? ?
?
?
?
?
?
?
?
? ? ?
o  0 .0  0  
1 4 1 7  
1 0  1 4.3  7 1  
5 9  8 4 .3  1 3 7  
~ ~ ~ ~ 
合 計 5 9  1 0 0 .0  5 0  1 0 0 . 0  4 6  1 0 0 .0  7 0  1 0 0 .0  2 2 5  
Q 3 . 各 時 間 の 目 標 と し た ス キ ル を 身 に 付 け る こ と が で き ま し た か 。
中 学 2 男 子 %  中 学 3 男 子 %  中 学 2 女 子 %  中 学 3 女 子 %  合 計
い い え
あ ま り
だ L ¥tこし 1
はし、
1.7 
5  8.5  
3 2  5 4 .2  
2 1  3 5 . 6  
o  0 . 0  
2 .0  
2 5  5 0 .0  
2 4  4 8.0  
o  0 .0  
2  4.3 
2 8  6 0 . 9  
1 6  3 4 .8  
~ ~ y  
合 計 5 9  1 0 0 .0  5 0  1 0 0 .0  4 6  1 0 0 .0  
Q 4 . 自 分 の ょ い と こ ろ を み つ け る こ と が で き ま し た か 。
中 学 2 男 子 %  中 学 3 男 子 %  中 学 2 女 子 %  
? ?
??
だし、 fこし、
lまし、
1. 7  
1 4  2 3 .7  
3 1  5 2 .5  
1 3  2 2 .0  
2  4 . 0  
9  1 8 . 0  
2 9  5 8 . 0  
1 0  2 0 . 0  
2  4 .3  
1 6  3 4 .8  
2 6  5 6 . 5  
2  4 .3  
o  0 . 0  
1.4 
3 0  4 2 .9  
3 9  5 5 . 7  
F  
7 0  1 0 0 .0  
9  
1 1 5  
1 0 0  
2 2 5  
中 学 3 女 子 %  
1 .4 
7  1 0 .1  
合 計
6  
4 6  
3 4  4 9 .3  1 2 0  
2 7  3 9 .1  5 2  
~ ~ y  y  
合 計 5 9  1 0 0 .0  5 0  1 0 0 .0  4 6  1 0 0 . 0  6 9  1 0 0 . 0  2 2 4  
Q 5 . 班 員 や グ ル ー プ の ょ い と こ ろ を み つ け る こ と が で き ま し た か 。
中 学 2 男 子 %  中 学 3 男 子 %  中 学 2 女 子 %  中 学 3 女 子 %  合 計
い い え
2  
あ ま り
だし、 Tこし、
はし 1
1. 7  
9  1 5 . 3  
3 5  5 9.3  
1 4  2 3 . 7  
2.0 
2  4 . 0  
1 6  3 2 . 0  
3 1  6 2 . 0  
o  0 . 0  
7  1 5 . 6  
2 5  5 5 .6  
1 3  2 8 .9  
o  0 .0  
1 .4 1 9  
11 1 5 .7  8 7  
5 8  8 2.9  1 1 6  
合 計
V  
7 0  1 0 0 .0  2 2 4  
V  
5 9  1 0 0 . 0  
V  
5 0  1 0 0 . 0  
7  
4 5  1 0 0 . 0  
4 1  
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Q 6 .  rス キ ル 」 の 授 業 を 楽 し み に し て い ま し た か 。
中 学 2 男 子 弘 中 学 3 男 子 %  中 学 2 女 子 %  中 学 3 女 子 %  合 計
い い え
あ ま り
だし、 Tこし、
はし 1
2  3.4 
1 3  2 2 .0  
2 4  4 0.7  
2 0  33.9 
2 .0  
6  1 2 .0  
1 9  3 8 .0  
2 4  4 8 .0  
5  1 0 .9  
11 23.9 
21 4 5 .7  
9  1 9 .6  
o  0 .0  
4  5.7 
2 8  4 0 .0  
3 8  5 4 .3  
?
?
?
?
? ? ? ?
?
?
? ?
合 計 5 9  1 0 0 .0  5 0  1 0 0 . 0  4 6  1 0 0 .0  7 0  1 0 0 . 0  2 2 5  
Q 7 . 人 と の か か わ り 方 の マ ナ ー が 身 に つ き ま し た か 。
中 学 2 男 子 %  中 学 3 男 子 %  中 学 2 女 子 %  中 学 3 女 子 %  合 計
い い え
あ ま り
だし、 Tこし、
は い
?
?
? ?
?
「
?
?
， っ
?
?
? ?
?
?
?
?
『
?
? ?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
? ?
? ?
。
? ?
? ?
?
? ?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
? ?
?
? ?
?
『
?
?
? ? ? ? ?
? ，
? ? ?
o  0 .0  
1. 4  6  
1 8  2 5 .7  8 5  
51 7 2 .9  1 3 3  
合 計 5 9  1 0 0 .0  5 0  1 0 0 . 0  4 6  1 0 0 . 0  7 0  1 0 0 .0  2 2 5  
Q 8 . 話 し 方 や 聞 き 方 で 気 を つ け な け れ ば な ら な い こ と が 分 か り ま し た か 。
中 学 2 男 子 %  中 学 3 男 子 %  中 学 2 女 子 %  中 学 3 女 子 %  合 計
? ?
??
だし、 fこし、
lまし 1
o  0 .0  
5  8.5  
2 3  3 9 .0  
31 5 2 .5  
o  0 .0  
o  0 .0  
1 2  2 4 .5  
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A p p e n d i x  Il -3欄 1 4 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 に 対 す る 生 徒 の 評 価 ( 自 由
関 5 ス キ ノ レ j 授 業 す べ て を 終 え て の 感 想 、 を 記 入 し て 下 さ い 。
{ 肯 定 的 内 容 2 年 生 }
# 1 最 初 は ス キ ノ レ の 授 業 は 好 き じ ゃ な か っ た け ど 、 い ろ い ろ な 課 題 で 、 授 業 を や っ た ら い ろ い
ろ な こ と が 身 に つ い て 楽 し か っ た 。 こ れ か ら の こ と は 、 普 段 生 活 を し て い る と き に 大 い
に 活 用 で き る と 思 っ た 。 ス キ ル で 、 習 っ た こ と を 生 活 に 利 用 し て い き た い 。 ス キ ノ レ の 授 業
が だ ん だ ん 面 白 く な っ た 。 本 当 に ス キ ノ レ の 授 業 が あ っ て よ か っ た 。 ( 2 年 男 子 )
# 2 ス キ ル に よ っ て 、 話 し 方 ゃ あ い さ つ 、 マ ナ ー に つ い て 考 え る こ と が で き た 。 班 の 人 の 考
え て い る こ と や 話 し た い こ と を 相 手 に 伝 え る の は 、 難 し か っ た け ど 、 伝 え る た め の 練 習
に も な っ た し 、 伝 わ っ た と き に 、 少 し 嬉 し い 気 持 ち に な り ま し た 。 班 の 人 が 自 分 の 意 見
を き ち ん と 言 っ て く れ な か っ た り し て 大 変 で し た 。 本 当 に ス キ ル が 楽 し い も の で し た 。 ( 2
年 女 子 )
# 3 こ の 授 業 は 最 初 ? あ ま り 意 味 が な い の で は ? J と 思 っ て い ま し た 。 け れ ど も 何 回 も や っ
て い く う ち に 「 こ の 授 業 は マ ナ ー や 態 度 そ の 他 も い ろ い ろ な も の が 学 べ る 、 す ご い 授 業
な ん だ 」 と 思 え る よ う に な り ま し た 訂 い か げ で 、 私 に も そ う い う 態 度 が で き る よ う に な
り 、 社 会 へ の 一 歩 を 学 べ た 。 ( 2 年 女 子 )
# 4 授 業 が し 1 や だ と 思 っ て い た け れ ど 、 最 後 は 楽 し い と し づ 気 持 ち に な れ た の は 、 き っ と 自
分 に 書 く 力 、 人 に 物 事 を 伝 え る 力 、 な ど が つ い た か ら だ と 思 い ま す G ま た 、 こ れ で 告 分
が 苦 手 に し て き た こ と を で き る よ う に な っ た の で 、 と て も 嬉 し い で す 。 こ れ で ス キ ル が
終 わ る の は と も て 残 念 で す 。 今 後 ス キ ル で 、 学 習 し た こ と を 活 か し た い と 思 い ま す 。 ( 2 年
男 子 )
# 5 こ の ス キ ル の 時 間 は 他 の 教 科 と 違 っ て み ん な で 話 し 合 っ て 活 動 す る と こ ろ が と て も 面
白 か っ た で す 。 意 見 が 違 う も め る こ と も た び た び あ り ま し た が 、 最 終 的 に は 協 力 し て l
つ に ま と め る こ と が で き ま し た 。 3 学 期 の ス キ ル の 時 間 も と て も 楽 し み に し て い ま す 。 ( 2
年 男 子 )
# 6 ス キ ル の 授 業 を 通 し て 、 話 す 態 度 、 話 を 開 く 度 、 人 と の 関 わ り 方 の マ ナ ー な ど が 、 身
付 い た の で 、 良 か っ た 。 そ れ に 班 で 、 協 力 し て 取 り 紐 む こ と が で き る よ う に な り 、 最 初 の 授
の と き よ り も ず っ と 話 し 合 い が ス ム ー ズ に で き る よ う に な っ た と 思 う 。 ま た 今 度 ス キ
ル の 授 業 を 受 け た い と 思 う が 、 そ の と き は 、 今 よ り も っ と 大 人 の 話 し 合 い が で き る と い
い と 思 う 。 ( 2 年 男 子 )
# 7 自 分 に も プ ラ ス に な る 授 業 で し た 。 初 め に や っ た こ と 、 後 輩 へ の 接 し 方 や 言 葉 使 い 、 礼
儀 な ど が 身 に 付 い た 。 今 で は 人 に
も 考 え て 話 す よ う に な り ま し た 。 し か も 、
ス を や る と き も 、 し っ か り 礼 儀 が で き る よ う に な っ た 。 あ と 、 せ し 、 か く に 相 手 に 伝 え る
こ と は 、 結 構 難 し く て 、 大 変 だ 、 っ た 。 で も と て も 楽 し く 授 業 に 集 中 で き た 。 こ れ か ら も
ス キ ル 授 業 で 、 ゃ っ た こ と を 生 か し し た い 。 ( 2 年 男 子 )
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# 8  7 月 か ら 今 ま で の 授 業 を 終 え て 、 佐 の 人 の 考 え 方 や 人 と の 話 し 方 な ど 、 い ろ い ろ 身 に 付
い た と 思 い ま す 。 私 は 人 の 目 を 見 て 話 を す る の が と て も 苦 手 で し た 。 だ け ど 、 こ の ス キ
ル の 授 業 を や っ て か ら は 、 な る べ く 目 を 見 て 話 を す る こ と が で き る よ う に な り ま し た 。
そ れ に 、 こ こ ま で 、 や っ て こ ら れ た の は 、 班 で 協 力 し て 話 し 合 い が で き た か ら だ と 思 い ま
す 。 こ れ か ら も 人 の 気 持 ち な ど を 考 え て 、 行 動 で き る よ う に 頑 張 り た い と 思 い ま し た 。 ( 2
年 女 子 )
# 9 斑 み ん な で 楽 し く 話 し 合 う こ と が で き た の で 、 本 当 に よ か っ た し 、 と て も 楽 し く 授 業 が
受 け ら れ ま し た 。 相 手 の 意 見 を 開 い て 「 あ あ 、 こ う い う 考 え 方 も あ る の だ な j と 思 う こ
と が た く さ ん あ っ て と て も 新 鮮 な 気 持 ち で 面 白 か っ た 。 他 に も 非 行 に な ら な い と 思 っ
て い た こ と が 非 行 だ と 考 え ら れ て と て も 勉 強 に な り ま し た 。 こ れ か ら は 、 こ の 学 習 を 生
か し て 他 の 人 と 話 し 合 っ て い き た い で す 。 ( 2 年 女 子 )
# 1 0 ス キ ル 授 業 は 叫 週 間 の 中 の 授 業 で 一 番 楽 し か っ た 。 将 来 社 会 に 出 て 行 く 上 で 、 必 要 な
こ と や た め に な る こ と を 楽 し く 学 べ て よ か っ た 。 班 で の 話 し 合 い で 、 意 見 が 食 い 違 っ て し
ま う こ と も あ っ た け ど 、 次 第 に 人 の 意 見 を 尊 重 で き る よ う に な っ た と 忠 う O こ の ス キ ル
授 業 を 一 年 生 の 時 か ら 始 め て 欲 し か っ た 。 ( 2 年 男 子 )
# 1 1 最 初 j は ス キ ノ レ っ て 何 を や る の か 、 分 か ら な く て 不 安 だ 、 っ た け れ ど 、 や る う ち に 楽 し く
な っ て い っ た 。 班 の み ん な や 友 達 の こ と 、 考 え を 知 る こ と が よ く 分 か つ た と 思 い ま す 。
、 毎 選 結 構 楽 し み に し て い ま し た 。 ま た や り た い な と 思 い ま す 。 ( 2 年 女 子 )
# 1 2 ス キ ル 学 習 全 部 た め に な っ た こ と ば か り で す 。 大 人 に な っ て も つ か え る 。 言 葉 使 い や
発 想 を ゆ た か に す る も の も あ り ま し た 。 ス キ ノ レ 学 習 は 班 の 出 結 力 に も な り 、 社 会 常 識 や
班 な ど の 団 結 力 も 身 に 付 け ま し た 。 本 当 に と て も い い 学 習 が で き た と 思 い ま す 。 ( 2 年 女
子 )
# 1 3 毎 週 い ろ ん な 課 題 を 学 ぶ こ と が で き た の で 、 よ か っ た で す 。 班 で 活 動 を 多 か っ た の で
会 話 も 増 え た し 、 回 結 も 深 ま り ま し た 。 ス キ ル 学 習 を 学 ぶ こ と は 、 こ れ か ら 社 会 に 出 た
り し て 必 要 に な っ て く る こ と ば か り だ と 思 う の で 、 忘 れ ず に し て お き た い で す 。 マ ナ ー
や 気 を つ け る こ と は 一 つ 一 つ が と て も 勉 強 に な り ま し た 。 「 ね ら し リ に 沿 っ て 授 業 が う け
ら れ た の で 、 良 か っ た と 思 い ま す 。 ( 2 年 女 子 )
# 1 4 最 初 は ど ん な 授 業 で 何 を す る の か 分 か ら な か っ た 。 で も 今 ま で 受 け た こ と の な い 面 白
く て 変 わ っ た 授 業 で 楽 し く て い い 授 業 で し た 。 一 番 楽 し か っ た 単 元 は 、 マ ナ ー に つ い て
で し た 。 マ ナ ー は 生 き て い く 上 で 大 切 な こ と 、 一 生 懸 命 取 り 組 め ま し た 。 こ れ で ス キ ル
の 授 業 は 終 わ っ て し ま い ま す が 、 こ の 授 業 で 習 っ た こ と を 忘 れ ず に 頑 張 り た い で す 。
( 2 年 男 子 )
# 1 5 様 々 な マ ナ ー を 学 べ た 。 あ と 、 人 と の 接 す る 仕 方 と し 寸 法 段 で は 自 分 が 気 づ か な い こ
と を 学 び ま し た 。 言 葉 遣 い は も ち ろ ん 、 態 度 が 変 だ と 相 手 に よ く な い 印 象 を 与 え て し ま
す こ と も 分 か り ま し た 。 ス キ ル 授 業 は よ い 授 業 だ と 思 い ま す 。 ( 2 年 女 子 )
# 1 6 初 め は 何 を す る の か 分 か り ま せ ん で し た が 、 授 業 を や っ て い く 内 に 内 容 が 分 か つ て き
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て 、 と て も 面 白 く な り ま し た 。 ス キ ノ レ は 授 業 が 楽 し く て 、 色 々 な こ と を 学 べ た の で 良 か
っ た 。 な く な っ て し ま う の は 残 念 で す が 、 ま た 機 会 が あ れ ば こ の よ う な 授 業 を 受 け た い
で す 。 ( 2 年 男 子 )
# 1 7 一 体 何 を や る の か 、 最 初 疑 問 を も っ た が 、 授 業 が 始 ま る 5 0 分 間 と て も や り や す く 安
心 し て 授 業 を 受 け る こ と が で き ま し た 。 ど の 時 間 も 班 内 の 協 力 を 重 視 し た 内 容 で 、 日 常
生 活 の 中 で 必 要 不 可 欠 な 事 項 ば か り で 、 と て も 役 に 立 ち ま し た む 授 業 に よ っ て は 考 え さ
せ ら れ る よ う な も の か ら 、 気 軽 に で き る よ う な も の ま で 幅 広 く 楽 し か っ た 。 ( 2 年 男 子 )
# 1 8 こ の ス キ ル を や っ て み ん な で 協 力 や 棺 手 の 気 持 ち に つ い て よ く 分 か り ま し た 。 協 力 は
自 分 で 思 い つ か な か っ た ア イ デ ィ ア が み ん な で 協 力 す る と い い ア イ デ ィ ア が う か ん で き
て 、 柁 手 の 気 持 ち に つ い て は 常 に 相 手 に ひ ど い こ と を 言 わ な い と か 、 は な し を う ま く し
て い く こ と が よ く わ か り ま し た 。 ス キ ル を や っ て と て も 勉 強 に な っ た の で 、 ま た 機 会 が
あ れ ば 、 こ の 授 業 を や り た い と 思 い ま し た 。 ( 2 年 女 子 )
# 1 9 ス キ ル の 授 業 を 終 え て 、 感 じ た こ と は 、 ま ず 1 つ は 、 班 の 中 で 協 力 で き た こ と で す 。
班 長 を 中 心 に み ん な で 話 し 合 い で 案 を 出 し て い ろ ん な こ と が で き ま し た 。 2 つ 日 は 、 班
が 少 し 明 る く な っ た こ と で す 。 ス キ ル の 授 業 を 受 け て み ん な と 話 す 時 間 が 増 え て 、 斑 の
中 が 少 し 明 る く な っ た と 思 い ま す 。 ス キ ノ レ の 授 業 を と お し て 良 か っ た と 思 い ま す 。 ( 2 年
男 子 )
# 2 0 初 め は 何 を す る の か 知 ら な く わ く わ く し て い ま し が 、 ス キ ル は と て も 面 白 く 、 楽 し か
っ た で す 。 特 に 楽 し か っ た の は 、 漢 字 の マ ス タ ー で す 。 し か し 、 こ れ が 終 わ っ て し ま っ
て と て も 面 白 い 授 業 が な く な り が っ か り し ま し た 。 ま た 一 年 後 、 同 じ な の か が 楽 し み で
す。 ( 2 年 男 子 )
# 2 1 一 一 学 期 、 2 学 期 を 通 し て ス キ ノ レ の 授 業 を し て 、 み ん な で 協 力 す れ ば さ ま ざ ま な 案 が 出
る こ と 、 ど ん な 時 も マ ナ ー を 考 え て 行 動 す る こ と な ど 、 た く さ ん の こ と を 学 び ま し
た 、 人 と の 関 わ り 方 を 改 め て 考 え た い と 、 少 な い 時 間 だ 、 っ た け れ ど 、 一 時 間 ず つ が 意
味 の あ る 授 業 だ 、 っ た と 思 い ま す 。 こ れ か ら の 課 題 は 、 話 し 合 い に 積 極 的 に 参 加 し 、 自 分
を ど ん ど ん 言 っ て い く こ と で す 。 自 分 が こ れ か ら 生 活 し て い く 中 で 、 た め に な る
っ た と 思 い ま す 。 ( 2 年 女 子 )
# 2 2 色 々 い い 体 験 を す る こ と が で き ま し た 。 楽 し い テ ー マ ば か り で 、 い つ も 楽 し み に し て
い ま し た 。 物 事 の 善 悪 や 人 の 選 別 な ど 、 難 し い 話 題 に も 取 り 組 ん だ の で 、 将 来 に も 大 い
に 役 に 立 っ て く れ る と 思 い ま す 。 ま た 、 班 の 団 結 力 が 上 が り 全 体 的 に グ ル ー プ 。 が 明 る く
な っ た の で 、 よ い 授 業 だ 、 っ た と 忠 い ま す 。 ( 2 年 男 子 )
# 2 3 な か な か 面 白 く 、 工 夫 し で あ る 授 業 が 多 く 、 毎 回 毎 回 楽 し め る 内 容 で し た 。 こ ん な に
毎 回 つ く る の は 、 大 変 だ っ た の か な と 患 い ま し た 。 「 誰 を 助 け る 」 の ス キ ル で 、 は 、 設 定 が
少 し こ り す ぎ て 、 長 す ぎ る と 思 い ま し た 。 ど こ の 学 校 も あ ま り ス キ ル を や っ て い な い け
れ ど 、 楽 し く て 結 構 た め に な る の で 、 ど こ で も や る と 思 う 。 ( 2 年 男 子 )
# 2 4 琉 の み ん な で 、 協 力 す る こ と が 出 き て よ か っ た で す 。 色 々 頭 を 使 っ て 大 変 で し た け ど 、
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楽 し く て た く さ ん の こ と が 学 べ た の で 、 の よ う な 授 業 で し た 。 私 が
しカ瓦
っ た の は 「 サ イ レ ン ト ピ ク チ ャ 一 一 」 で す 。 班 長 が 頑 張 り 、 必 死 で 説 明 し て い た の に 、
み ん な に は 伝 わ ら な く て み ん な バ ラ バ ラ の 絵 に な っ ち ゃ っ て ・ ・ ・ 、 み た い な 。 ま た 、
っ て 大 切 だ と 思 う こ と が 出 来 ま し た 。 ま た 、 ど の 人 を 社 員 に す る か と い う の で 、
み ん な 上 手 く て 面 白 く て ・ ・ ・ 、 { 菌 性 が あ り 、 新 た な 一 面 が 見 ら れ た 気 が し て 、 と て も
良 か っ た で す 。 み ん な の 色 々 な 一 面 を み ら れ た し 、 協 力 性 も つ い た し ・ ・ ・ 、 と て も よ
し 、 授 業 で し た 。 ( 2 年 女 子 〉
# 2 5 こ れ か ら も こ の よ う な 授 業 を 増 や し て い っ て ほ し い 。 ( 2 年 男 子 )
# 2 6 ス キ ル を 受 け る 前 よ り 言 葉 遣 い な ど が よ く な っ た と 思 っ た 。 受 け て い る 時 に 一 番 強 く
感 じ た の が 、 自 分 っ て 協 調 性 な い な と 実 感 し ま し た 。 け れ ど 最 後 の 方 は 協 力 で き て い た
と 思 い ま す 。 ( 2 年 男 子 )
# 2 7 毎 週 、 楽 し か っ た で す 。 3 人 の 先 生 の 授 業 は と て も し ん せ ん で た の し か っ た で す 。 3 人
の 先 生 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン も み ん な 取 れ て い て 、 1 つ 1 つ の 課 題 を た の し め た と 思
い ま す 。 先 生 も ほ め て く れ る 事 が 多 く 、 良 か っ た で す 。 で も 、 実 は あ ま り 私 の 班 は ま と
ま っ て い な か っ た と 思 い ま す 。 で も 最 初 の 時 よ り は 、 み ん な 1 人 1 人 の 意 見 が 出 せ て い
て よ か っ た と 思 い ま す 。 ( 2 年 男 子 )
# 2 8  2 年 生 に な っ て は じ め て ス キ ル が 時 間 割 に 出 た 時 、 ス キ ル つ て な ん だ 、 よ と 思 い ま し た 。
そ れ か ら ス キ ル の 授 業 を や っ て い た ら 「 こ れ は 態 度 の 勉 強 な ん だ な あ j と ， 思 い ま し
や っ ぱ ス キ ル は こ れ か ら 社 会 に 出 て 行 く 僕 ら に は と っ て も 重 要 な ん だ と 改 め て 感 じ た 。
来 年 の ス キ ル も 2 年 よ り も っ と 取 り 組 ん で い き た い と 思 う 。 ( 2 年 男 子 )
# 2 9 今 ま で 、 ゃ っ た こ と が な い 授 業 だ と 思 い ま し た 。 絵 を 揃 え た り 、 考 え た り 、 言 動 な ど も
考 え た り し て 大 変 だ 、 っ た と 思 い ま し た 。 ま た 班 の み ん な で 協 力 し て 漢 字 を 出 し て い っ た
り 6 コ マ マ ン ガ を 作 っ た り 、 意 見 を 言 い 合 っ て 決 め て い っ た り し た り も し て 、 と て も 楽
し か っ た で す 。 授 業 と は 思 え な い ほ ど 、 と て も 楽 し か っ た で す 。 ( 2 年 女 子 )
# 3 0 最 初 は 斑 で や る の は 、 嫌 だ 、 っ た け ど 、 何 回 も や っ て い く う ち に 、 お 互 い に 考 え を い え
た り で き る よ う に な っ た し 、 協 力 も で き る よ う に な っ た い い 班 に な る こ と が で き た と 思
し 、 ま す 。 少 し 難 し い こ と も あ っ た け ど み ん な で や る こ と に よ っ て 楽 し く 館 単 に で き て よ
か っ た で す 。 短 い 期 間 だ 、 っ た け ど 、 普 通 の 授 業 と 違 っ て 楽 し い 授 業 が で き た と 患 い ま す 。
( 2 年 女 子 )
# 3 1 班 の み ん な が 協 力 し あ う こ と が で き た の で 、 い い 発 表 が た く さ ん で き た 。 ま た 先 生 と
前 で 発 表 し た と き に 緊 張 し た け れ ど 楽 し か っ た で す 。 こ ん な 楽 し か っ た 時 間 は も っ と 増
え た 方 が い い の で 、 A 週 間 に あ と 2 回 は 増 え た ら い い と 思 い ま し た 。 早 く 来 年 の ス キ ル
の 授 業 を う け た い で す 。 今 年 の ス キ ノ レ で 、 習 っ た こ と を 生 か し て 冬 休 み は い い 日 に し た い 。
( 2 年 男 子 )
# 3 2 班 の 全 員 で 協 力 し あ え る こ と が た く さ ん で き て よ か っ た で す 。 な ん か 、 I 1 つ に ま と ま
っ た j っ て 感 じ が し て す ご く 嬉 し く な り ま し た 。 普 段 、 あ ま り 話 さ な い 人 と も 普 通 に 話
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せ る よ う に な り ま し た 。 そ う い う 面 で は 、 ス キ ル は と て も 良 い 授 業 だ 、 っ た と 思 い ま す 。
そ れ に 意 志 の 伝 え 方 な ど を 学 ん で 以 外 と 結 構 難 し い っ て こ と を 感 じ ま し た 。 人 に 対 す る
接 し 方 な ど を 学 べ て 、 す ご く 良 い 時 期 だ 、 っ た な と 思 い ま す 。 こ の 授 業 で 知 っ て 練 習 し た
こ と を 社 会 に で て う ま く 生 か せ た ら よ い と 思 い ま す 。 ( 2 年 女 子 )
# 3 3 こ の 授 業 が は じ ま る 前 ま で は 、 は な し か た や 開 き 方 、 人 に 対 し て の 思 い や り な ど が ほ
と ん ど な か っ た け ど 、 1 5 時 間 の ス キ ル の 授 業 を 終 え た あ と は 、 気 を つ け な が ら 生 活 す る
こ と が で き ま し た 。 き ち ん と し た 人 間 に 育 て る ス キ ル の 授 業 は 他 の 9 教 科 の ど れ よ り も
大 切 な 授 業 だ 、 っ た と 思 い ま す 。 ス キ ル の 授 業 は こ れ で 終 わ り だ け ど 、 こ れ か ら も 学 ん だ
こ と を 活 か し な が ら 生 活 し た い 。 ( 2 年 男 子 )
# 3 4 来 年 受 験 と い う こ の 中 学 2 年 生 で 、 み ん な で も う 一 回 社 会 の マ ナ ー を 確 認 し た と い う
こ と は 、 い い と 思 っ た 。 ま た 、 い つ も は あ ま り 発 表 で き な い と い う 人 も 、 こ の 時 間 で は
積 極 的 に 意 見 を 出 し て い た の で 、 良 か っ た 。 ス キ ル を 通 し て 人 と の 接 し 方 に 前 よ り も っ
と 気 を 配 る よ う に な う っ た 。 で も 、 最 後 に や っ た 砂 漠 の 救 助 の よ う に 、 人 に よ っ て は ん
だ ん の 仕 方 が 違 う よ う な も の は 、 と て も 難 し い と 思 っ た 。 ( 2 年 女 子 )
# 3 5 ス キ ル の 授 業 を 通 し て 、 自 分 の 人 間 性 が 育 っ た よ う な 気 が し ま す 。 初 め て の 頃 は あ ま
り 班 の 人 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 取 る こ と が 難 し く 、 苦 労 す る 場 面 も あ っ た け ど 、 回 数
を 重 ね て い く う ち に だ ん だ ん 簡 単 に な っ て い く の が 分 か り ま し た 。 今 ま で 勉 強 し 学 ん で
き た ス キ ル の 授 業 を こ れ か ら の 生 活 に 生 か し て 自 分 の 苦 手 な と こ ろ な ど も
た い と 思 い ま す 。 ( 2 年 男 子 )
し て い き
# 3 6 ス キ ル 授 業 は 今 ま で 直 接 は あ ま り 学 校 で 教 え て く れ な か っ た マ ナ ー を じ っ く り 教 え て
く れ ま し た 。 改 め て 考 え る と と て も 大 切 な こ と な ん だ と 気 づ き ま し た 。 自 分 で 、 は わ り と
目 寺 間 一 時 間 を き ち ん と 学 習 で き た と 思 い ま す 。 ス キ ル 授 業 で 、 学 ん だ 、 こ と は 、 こ れ か ら
の 将 来 で も 充 分 役 立 っ と 思 い ま す 。 一 週 間 に 一 度 、 全 1 5 回 と 少 な い 中 だ 、 っ た け ど 、 私 は
た く さ ん の こ と が 学 べ た と 思 い ま す 。 こ れ か ら も 人 を 思 い や っ た 行 動 を 心 が け て い き
い と 思 い ま す 。 ( 2 年 女 子 )
# 3 7 は じ め で は 、 他 の 人 の 班 の 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る こ と が 難 し か っ た し 、 自
を 上 手 に 伝 え る こ と が 出 来 な か っ た け ど 、 ス キ ル の 授 業 を う け る に つ れ て 、 そ れ
ら を 上 手 に こ な す こ と が で き て き た こ と を 実 感 で き て 嬉 し か っ た 。 ま た 、 自 分 の 役 を 演
じ た り す る の が と て も 楽 し か っ た し 、 仲 良 く で き た の で 嬉 し か っ た 。 い ろ い ろ な 場 面 で
い ろ い ろ
、 ゃ あ い さ つ の や り 方 な ど を 学 べ て と て も 自 分 の た め に な っ た と 思 う O
( 2 年 男 子 )
# 3 8 普 段 の 生 活 で 、 何 気 な く な っ て い る こ と が 良 い 事 だ 、 っ た り 見 直 す べ き こ と だ 、 っ た り し
の で 、 私 生 活 を 意 識 し て 改 善 の 方 向 へ 向 け ら れ た と 思 う 。 相 手 の 心 を 考 え る の は 大 変
な 持 も あ る け ど 、 自 分 ば か り 擾 先 的 に 考 え て し ま わ な い で 、 、 普 通 に 相 手 の 気 持 ち を 考 え
ら れ る よ う に な り た い 。
い で す 。 ( 2 年 女 子 )
1 や 行 動 も 日 常 の 生 活 の 中 で ; 意 識 し て 取 り 組 ん で い き た
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# 3 9 け っ こ う 長 い よ う で 、 短 か っ た け ど 、 毎 週 楽 し か っ た 。 想 像 し た り す る こ と が 多 か っ た
の で 、 そ う い う 時 間 は 好 き だ っ た 。 印 象 の よ い 挨 拶 の 仕 方 か ら さ ま ざ ま な コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン の 仕 方 を 教 わ っ た の で 、 こ れ か ら 活 用 し て い き た い と 思 う 。 た め に な っ た 授 業 で
し た 。 ( 2 年 女 子 )
# 4 0 二 年 生 に な っ て 初 め て ス キ ル を や っ て み て 最 初 は あ ん ま り 好 き じ ゃ な か っ た け ど 、 だ
ん だ ん ス キ ル の 内 容 が 面 白 く な っ て 、 今 は 好 き に な り ま し た 。 ス キ ル の 授 業 は 主 に グ 、 ル
ー プ 活 動 で 、 ク ソ レ ー ブ ρ で 話 し 合 い な ど は ち ゃ ん と で き て よ か っ た 。 ス キ ル の 授 業 で 、 ゃ っ
た こ と は 、 忘 れ な い よ う に 自 分 に 身 に 付 い た こ と は 、 い か し て い き た い と 思 い ま す 。 ( 2
年 女 子 )
{ 肯 定 的 内 容 3 年 生 ]
# 1 毎 回 が あ っ と い う 開 に 終 わ っ て し ま い も っ と や り た い な と 思 う と き が た く さ ん あ り ま
し た 。 特 に こ の 授 業 で は 班 で の 活 動 が 多 か っ た の で 仲 良 く な れ て よ か っ た と 思 い ま す 。
そ し て 面 接 の 練 習 で は 普 段 経 験 で き な い こ と を た く さ ん 経 験 で き て よ か っ た で す 。 自 分
の 欠 点 も よ く 分 か り 改 善 し て い こ う と 思 い ま し た 。 今 後 の 自 分 に し 、 か し て い き た い と 忠 、
い ま す 。 ( 3 年 女 子 )
# 2  3 年 生 に な っ て は じ め て ス キ ル の 授 業 を や り ま し た 。 初 め は 何 を や る の か 分 か ら な か っ
た け ど 、 少 し ず つ や る に つ れ て い ろ い ろ 役 に 立 つ も の を 教 え て も ら っ て 楽 し み に な る よ
う に な り ま し た 。 受 験 で も 役 に 立 つ 面 接 の や り 方 の 授 業 は 一 番 役 に 立 つ 授 業 で 、 い ろ い ろ
な 場 面 で 使 え て と て も よ か っ た で す 。 ( 3 年 男 子 )
# 3 ス キ ル の 授 業 を よ く 分 か ら な く て や っ て い た け ど 、 自 分 た ち に 大 切 な 技 術 を 教 え て く れ
た と 思 い ま す 。 今 ま で 、 や っ て き た 授 業 は と て も 楽 し く 、 思 い 出 に 残 り ま し た 。 こ れ か ら
は 、 ス キ ル の 授 業 を 高 校 生 に な っ て か ら や 今 後 の 中 学 校 生 活 で 生 か し て 、 こ れ か ら 面 接
は も っ と 練 習 し て ス キ ル の 授 業 を 無 駄 な く 使 っ て い き た い で す 。 ( 3 年 男 子 )
# 4 こ の ス キ ル の 授 業 は 、 毎 週 楽 し み に し て い て 、 と て も 充 実 し た 時 間 を す ご す こ と が で き
ま し た 。 宝 探 し で は 、 班 の み な さ ん の 性 格 が 少 し で て い て 、 私 た ち の 班 だ け 間 違 っ て い
た け ど 、 仲 間 意 識 が 高 ま り 、 と て も 楽 し か っ た で す 。 本 番 の 面 接 で は 、 今 ま で 学 ん で き
た こ と を 使 え る よ う に 、 た く さ ん 練 背 し て お き た い と 思 い ま し た 。 ( 3 年 女 子 )
# 5 い ま ま で は 、 自 分 に 自 信 が な く て 、 び く び く し な が ら 行 動 を し て い た け れ ど 、 ス キ ノ レ を
通 し て 少 し 自 分 に 自 信 が つ い て 、 と う と う と 行 動 で き る よ う に な っ た 。 面 接 の 方 法 も l
か ら 1 0 ま で 教 え て も ら い 、 基 本 的 な こ と は で き る よ う に な っ た 。 班 員 と あ ま り コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン が 取 れ な か っ た け ど 、 ス キ ル は で き た の で よ か っ た 。 ( 3 年 男 子 )
# 6 自 分 に と っ て も の す ご く プ ラ ス に な っ た 。 初 め は い や だ 、 っ た が 、 宝 探 し ゲ ー ム を き っ か
け に 、 と て も ス キ ル の 授 業 が 楽 し み に な っ た 。 何 年 男 子 )
# 7 ス キ ル の 授 業 は 、 避 1 回 だ 、 っ た け ど 、 と て も 楽 し み に し て い ま し た 。 「 宝 島 」 な ど い ろ
ん な 企 画 を 先 生 が 考 え て く れ た の で 、 毎 回 楽 し め た 。 そ し て 、 受 験 の た め の 面 接 練 習 な
ど も し て く れ 、 と て も た め に な り ま し た 。 15 回 と い う 短 い 時 間 で ク ラ ス の み ん な の こ と
4 8  
資 料 第 B 部 第 3
を 分 か つ た 気 が し ま す 。 ( 3 年 女 子 )
# 8 私 は 最 初 、 ス キ ル の 時 間 が 嫌 い だ 、 っ た 。 な ぜ な ら ば 、 こ ん な こ と を す る く ら い だ 、 っ た ら
受 験 勉 強 を し た 方 が よ い と 思 っ た か ら で す 。 で も 、 実 際 に や っ て み る と 、 自 己 理 解 に 始
ま り ス ト レ ス 解 消 法 、 そ し て 、 面 接 の 練 習 、 ど れ に お い て も 、 自 分 の た め に な る も の ば
か り で 、 最 後 に は と て も 楽 し か っ た で す 。 こ れ か ら 活 か し て 面 接 、 そ し て 、 自 分 向 上 し
て い き た い で す 。 ( 3 年 男 子 )
# 9 席 替 え が あ っ た ば か り の 時 、 女 子 は 中 の よ い 人 で し た 。 で も 、 男 子 は 2 人 と も 無 口 と い
う イ メ ー ジ で 、 あ ま り 話 さ な か っ た 。 で も 、 ス キ ル の 時 間 が 入 っ た 後 か ら 、 ょ い と こ ろ
を 見 つ け 始 め て 、 今 で は よ く 話 す よ う に な り ま し た 。 ス キ ル を 通 し て 、 協 力 性 が 身 に 付
け る こ と が で き た 。 だ か ら 、 ス キ ル の 授 業 が な く な っ た の は 残 念 で す 。 今 ま で で 一 一 番 た
め に な っ た 授 業 で し た 。 ( 3 年 女 子 )
# 1 0 3 年 生 に な っ て 初 め て こ の よ う な 授 業 を や っ て み て 、 と て も よ い 経 験 を す る こ と が で き
ま し た 。 毎 時 間 と て も 楽 し み に し て い て 、 そ れ な り に よ い 授 業 が 受 け ら れ た 。 こ れ か ら
の 自 分 に 役 立 つ よ う な 事 ば か り で 、 し っ か り と 役 立 て て い き た い で す 。 ス キ ル を 通 し て
た く さ ん の こ と を 学 ぶ こ と が で き て と て も 良 か っ た で す 。 次 も こ の よ う な 機 会 が あ っ た
ら い い で す 。 ( 3 年 女 子 )
# 1 1 こ の 時 間 の お か げ で 、 自 分 の 意 見 を 友 達 に 伝 え る の が 上 手 に な り ま し た 。 み ん な で 話
し 合 っ て 、 初 め て 分 か る 他 の 人 の 考 え は 、 と て も 貴 重 な も の と な り ま し た 。 斑 で 協 力 し
な け れ ば 進 ま な い 課 題 も あ っ て 、 出 結 す る こ と の 大 切 さ を 改 め て 実 感 す る こ と が で き た 。
面 接 練 習 で は 、 普 段 で き な い こ と を 締 か く
( 3 年 女 子 )
し て も ら え て 、 た め に な っ た と 思 い ま す 。
# 1 2 と て も 楽 し く 、 も っ と 「 ス キ ル 」 を や り た い で す 。 特 に 「 宝 島 」 は 一 番 面 白 か っ た で
す 。 で も 、 面 接 練 智 が 大 変 だ 、 っ た 。 笑 っ て し ま っ て 、 集 中 で き ま せ ん で し た 。 で も 、 ぜ
っ た い 本 番 は 笑 わ な い よ う に 気 を つ け よ う と 思 い ま す 。 と て も 勉 強 に な り ま し た 円 話 し
方 、 マ ナ ー 、 ス ト レ ス 解 消 法 は と て も 役 立 ち そ う で す 。 ( 3 年 女 子 )
# 1 3 最 初 は つ ま ら な か っ た ら 嫌 だ な と お も っ て い た 。 け れ ど 、 実 際 に す ご く 楽 し く た め に
な る 授 業 で い つ も 楽 し み に し て い ま し た 。 宝 島 は 斑 で 協 力 す る の が 最 初 嫌 だ 、 っ た け ど 、
や っ て み る と も の す ご く 楽 し く て 卒 業 す る ま で に は も う 1 回 や り た い で す 。 1 年 生 の と き
か ら あ っ て ほ し い 。 ( 3 年 女 子 )
# 1 4 毎 回 あ っ と い う ま の 時 間 で と て も 面 白 か っ た で す 。 ス ト レ ス が あ ま り な い こ と を 知 る
こ と が で き た し 、 ス ト レ ス を な く す 方 法 も 学 ぶ こ と が で き て よ か っ た で す 。 ま た 、
の 授 業 で は ど の 班 も 真 剣 で そ ん な 雰 囲 気 が 楽 し か っ た で す む 面 接 練 習 を 2 回 も 行 い ま し
た が 、 1 回 目 に 比 べ る と 自 分 も 成 長 し た し 、 み ん な も 成 長 し て い て よ か っ た で す 。 ま た で
き た ら い い と 思 い ま す 。 こ の 時 間 で 自 信 が た く さ ん つ き ま し た 。 ( 3 年 女 子 )
# 1 5 ど の ス キ ル も と て も 楽 し か っ た し 、 勉 強 に な り ま し た 。 最 初 は 恥 ず か し か っ た と こ ろ
も あ っ た け ど 、 今 で は 恥 ず か し か ら ず 、 で き る よ う に な っ て よ か っ た で す 。 宝 島 は 楽 し
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み な が ら 、 人 と の 助 け 合 い を 学 ん で 、 と て も 勉 強 に な り ま し た 。 ス ク リ ー ン を み な が ら 、
呼 吸 法 な ど を 学 ん だ 授 業 は 、 眠 く な っ た り し て 大 変 で し た 。 今 で は ス キ ル が 終 わ っ て し
ま っ て 残 念 で す 。 も っ と 面 接 に つ い て じ っ く り や っ て き た か っ た で す 。 こ れ か ら は 自 分
で 、 頑 張 っ て い き た い で す 。 ( 3 年 女 子 )
# 1 6 ス キ ル 授 業 で 、 は 、 み ん な で 協 力 し て や る 作 業 が あ っ た り 、 面 接 の 練 習 が あ っ た り 、 い
ろ い ろ 学 べ た と 思 い ま す 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る た め に 楽 し く 活 動 を で き た し 、 礼
儀 正 し し
を 使 え る よ う に な っ た 気 が す る の で よ か っ た 。 ま た ス ト レ ス に は い ろ ん な
種 類 が あ る こ と も 分 か つ た し 、 解 消 法 も 知 っ た の で 使 い た い と 思 い ま す 。 ま た 機 会 が あ
れ ば 、 こ の よ う な 授 業 を し た い と 思 い ま す 。 ( 3 年 女 子 )
# 1 7 色 々 な こ と を や っ て 、 今 ま で は や っ た と こ と の な い 授 業 で 、 は じ め は ど う な の だ ろ う
と 思 っ た け れ ど 、 普 段 で は や ら な い 事 ゃ い つ も あ ま り 話 さ な い 人 と の 会 話 な ど ス キ ル だ 、
か ら こ そ で き た 事 は た く さ ん あ り ま し た 。 面 接 授 業 は 、 受 験 の 時 に き っ と 役 に 立 っ と 思
し 、 ま す 。 ス キ ノ レ は 普 段 の 生 活 か ら 受 験 の こ と ま で 、 よ く 考 え ら れ た 授 業 で と て も 楽 し か
っ た で す 。 自 分 で は 気 付 い て い な く て も 身 に つ い て こ と は ま た あ る と 思 い ま す 。 こ の 授
を 受 け ら れ て 良 か っ た で す 。 ( 3 年 女 子 )
# 1 8 ス キ ル の 授 業 で 、 は 大 切 な こ と を た く さ ん 学 び ま し た 。 協 力 性 の ほ か に も 自 己 理 解 の と
こ ろ で は 、 自 分 で は 気 付 か な い 人 か ら 見 た 自 分 の 良 い と こ ろ を 見 つ け る 事 も で き ま し た 。
ま た 相 手 の 話 を 開 く こ と や 、 自 分 の 意 思 を 伝 え る 大 切 さ を 誰 も が - - _ . . . 番 感 じ ら れ た の で な
し 、 か と 思 い ま す 。 ス キ ノ レ で 、 学 ん だ 、 こ と を 大 切 に し て 、 こ れ か ら の 生 活 に 生 か し て い き
い で す 。 ( 3 年 女 子 )
# 1 9 ス キ ノ レ の 授 業 を や る 前 は 上 手 に 自 分 の こ と を 話 し た り 、 入 の こ と を 開 い た り す る こ と
は で き な か っ た け ど 、 授 業 を 受 け て い る う ち に 、 自 分 の こ と を 話 す の に 大 切 な も の は 何
か 、 人 の こ と を 開 く の に 大 切 な こ と は 何 か 、 だ ん だ ん 分 か る よ う に な り ま し た 。 自 分 の
こ と を 伝 え た り 、 相 手 の 話 を 開 く こ と は 、 人 と 何 か 協 力 し て や る と き に と て も 大 切 な こ
と な の で 、 こ れ か ら も も っ と 学 ん で 、 も っ と 生 活 に 役 立 て て い き た い で す 。 ( 3 年 女 子 )
# 2 0 他 で は 学 ば な い こ と を ス キ ル で 、 通 し て 学 べ た の で 、 す ご く よ い 授 業 だ 、 っ た 。 班 の 団 結
力 が 深 ま っ た し 、 す ご く 楽 し か っ た で す 。 毎 時 間 た め に な る 授 業 で し た 。 ス キ ル を 通 し
て マ ナ ー が 身 に つ く こ と が で き て 、 斑 の 入 と 仲 良 く 楽 し く で き て よ か っ た で す 。 ( 3 年 女
子 )
# 2 1 い ろ い ろ な 活 動 や 自 分 に 身 に つ け た い も の な ど が 最 後 の 振 り 返 り の プ リ ン ト を や っ て
よ く 分 か つ た 。 こ う し づ 授 業 を や り 、 し ゃ べ り づ ら い 入 と 話 せ た り し て す ご く よ か っ
ス キ ル の 授 業 は こ れ か ら も 続 け た 方 が い い と 思 い ま す 。 最 初 の 方 " こ ゃ っ た 人 と の 関 わ り
方 も と て も 大 切 な こ と な の で 、 し っ か り や れ て よ か っ た で す 。 3 学 期 に ス キ ル の 授 業 が 楽
し み で す 。 ( 3 年 女 子 )
# 2 2 こ れ か ら の 受 験 に 向 け て の 役 に 立 つ こ と が 満 載 の 授 業 で し た 。 「 宝 島 j や 「 ラ ン ナ ー J
を や っ た と き は 、 的 確 に 自 分 の 持 っ て い る 情 報 を み ん な に 伝 え る こ と が で き 、 ま た 、 他
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の 友 達 の 情 報 も よ く 開 い て 整 理 す る こ と が で き ま し た 。 リ ラ ッ ク ス 法 な ど も こ れ か ら や
る 機 会 が あ る と 思 う の で 、 や っ て み よ う と 思 い ま す 。 面 接 練 習 も 他 の 友 達 の や っ て い る と
こ ろ を み て い い 点 を 取 り 入 れ な が ら や る こ と が で き ま し た 。 ( 3 年 女 子 )
# 2 3 ど れ も 私 た ち の た め に な っ た と 思 い ま す 。 は じ め は 敬 語 か ら や っ て い た 知 ら な し
や 、 改 め て 知 っ た 言 葉 な ど さ ま ざ ま だ 、 っ た け ど 学 ぶ 事 が で き て よ か っ た で す 。 そ し て 、
最 後 に は 、 面 接 練 習 を し て 、 最 初 は ど の よ う に し た ら よ く 見 え る の か が 、 分 か ら な か っ
た け ど 、 や っ て い る う ち に 言 葉 や 態 度 に 気 を つ け る 事 が 一 番 よ い こ と な ん だ と 分 か る よ
う に な っ て き た 。 ( 3 年 女 子 )
# 2 4 最 初 は 、 開 き な れ な い 名 前 の 授 業 で 、 と て も 興 味 を 持 ち ま し た む 授 業 を し て い く う ち
こ の 時 間 は 社 会 に 出 た と き に と て も 役 に 立 つ 勉 強 を す る 貴 重 な 時 間 な ん だ と 実 感 し
て い き ま し た 。 特 に 、 「 宝 島 J r謎 の ラ ン ナ ー j で は 、 班 の 人 た ち と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン が と れ た ば か り で は な く 、 相 手 の 話 を 真 剣 に 開 く な ど 会 話 に お い て 大 切 な こ と を 楽 し
み な が ら 身 に 付 け て 、 本 当 に い い 経 験 に な っ た と 思 い ま す 。 こ れ か ら 待 ち 受 け て い る 面
接 、 そ れ か ら 先 に も た く さ ん あ る 人 と の 関 わ り の 中 で 、 ス キ ノ レ で 、 身 に 付 け た こ と を 生 か
せ る と い い で す 。 ( 3 年 女 子 )
# 2 5 ス キ ル の 授 業 が な が っ た ら 、 自 分 の 考 え を 人 に 伝 え る と き に 気 を つ け る こ と や 、 心 を 落
ち 着 か せ る た め の 呼 吸 法 な ど を 知 る こ と が で き な か っ た の で 、 助 か り ま し た 。 ( 3 年 女 子 )
# 2 6 生 活 や 受 験 に 役 に 立 つ こ と を た く さ ん 学 ん だ 。 ま た 、 リ ラ グ ゼ ー シ ョ ン や 宝 探 し な ど
学 校 の 授 業 で は や ら な い よ う な こ と も あ っ て 楽 し か っ た で す 。 面 接 の 練 習 は 受 験 で と も
て 役 に 立 っ と 思 う 。 敬 語 も 普 段 の 生 活 に 活 か し た い で す 。 ( 3 年 女 子 )
# 2 7 勉 強 と い う よ り 、 日 常 で 使 用 す る 言 葉 を 、 こ ん な 風 に 習 う の は 初 め て だ 、 っ た 。 知 っ て
い る こ と が 多 か っ た の は 嬉 し か っ た が 、 学 ぶ こ と も 多 か っ た 。 今 回 、 学 ん だ こ と は 、 将
来 ず っ と 使 っ て い く こ と に な る の で あ ろ う 言 葉 や 態 度 な の で 、 今 か ら で も こ れ ら の 使 用
に 慣 れ 、 突 然 で も 適 切 な 答 え が 返 せ る よ う に し た い 。 ( 3 年 男 子 )
# 2 8 最 初 は よ く わ か ら な い 授 業 だ と 思 っ て い ま し た が 、 こ の 授 業 の 目 的 を 知 っ て か ら は し
っ か り 考 え て で き た と 思 い ま す 。 今 ま で 、 こ の よ う な 授 業 が な か っ た の で 、 生 活 の 中 で
役 に 立 つ こ と も 知 る こ と が で き ま し た 。 ( 3 年 男 子 )
# 2 9 最 初 は 何 の 授 業 を す る の か 、 何 に 役 に 立 つ の か 分 か ら な か っ た け ど 、 約 4 ヶ 月 の ス キ
ル の 授 業 を 通 し て 、 重 要 な 面 接 や 社 会 の マ ナ ー な ど 基 本 を 学 ぶ こ と が で き た 。 こ の 授 業
を 始 め る 前 に 比 べ て 、 話 し 方 、 態 度 、 開 き 方 が 比 べ も の に な ら な い く ら い に 向 上 し た 。 ( 3
年 男 子 )
# 3 0 最 初 は 旬 、 や 」 だ と 思 っ た が 、 普 通 の 学 校 で は な い 授 業 だ っ た の で 面 白 か っ た 。 特 に
ス ト レ ス 度 を は か る も の は 自 分 が ど れ だ け ス ト レ ス を 感 じ て い る か わ か っ て よ か っ た
で す む ま た 、 班 員 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 取 れ た の で 、 良 か っ た で す 。 こ れ か ら 役 に 立 つ
こ と が 多 い と 思 い ま す が 、 こ れ か ら の 生 活 に し 、 か せ て い け た ら と 思 い ま す 。 ( 3 年 女 子 )
# 3 1  3 年 生 か ら は じ め て ス キ ル の 授 業 を し て 、 話 す 言 葉 か ら 歩 き 方 、 な ど 基 本 的 な と こ ろ
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か ら 勉 強 し ま し た 。 面 接 の こ と を 知 ら な か っ た の で ス キ ル の 授 業 が あ っ て よ か っ た と 思
い ま す 。 高 校 の 受 験 の 面 接 で は 生 か し て い き た い と 思 い ま す G ス キ ル の 授 業 は 少 し し か
で き な か っ た け ど 、 楽 し か っ た 。 ( 3 年 女 子 )
# 3 2 初 め て の 授 業 の と き 、 ス キ ル っ て 何 だ と う と 思 い ま し た 。 授 業 を 行 っ て 自 分 に プ ラ ス
に な る も の ば か り で し た 。 今 ま で 知 ら ず に し て い た こ と も ス キ ル を 行 っ た こ と で 実 行 に
移 す 自 信 が 身 に つ き ま し た 。 マ ナ ー や 礼 儀 作 法 は 高 校 受 験 だ け で 、 は な く 、 今 後 の 自 分 に
も 役 に 立 っ と 思 い ま す 。 大 入 に な っ て も 恥 の な い き ち ん と し た マ ナ ー で 、 社 会 へ 出 て お こ
う と 思 い ま し た 。 こ れ か ら 手 本 と な る よ う な 気 持 ち で 頑 張 ろ う と 思 い ま す 。 ( 3 年 女 子 )
# 3 3 た く さ ん の 貴 重 な こ と を 学 び ま し た 。 こ の 内 容 は 普 通 に は 学 ぶ 機 会 が な い も の な の で 、
と て も よ い 経 験 に な っ た と 思 い ま す 。 本 番 に し っ か り で き る よ う に し た い 。 そ の た め ) - ， .
は 、 自 分 か ら 練 習 、 復 習 を し た り し て い き た い で す 。 ( 3 年 男 子 )
# 3 4 自 分 の た め に な る 授 業 で あ っ た 。 最 初 は 何 を や る の か 不 思 議 に 思 っ た が 、 今 は と て も
大 切 な 授 業 の 1 つ だ と 感 じ ま す 。 今 ま で 習 っ た こ と を 受 験 で し っ か り 使 え る よ う に 頑 張
り た い で す 。 ( 3 年 男 子 )
# 3 5 と て も よ か っ た と 思 い ま す 。 人 と の コ ミ ュ ニ ケ … シ ョ ン の と り 方 の 難 し さ や 楽 し さ が
分 か つ た し 、 興 味 を も ち 、 積 極 的 に 授 業 に 参 加 で き た こ と が 自 分 的 に は と て も よ か っ た
し 、 ス キ ル と い う 教 科 が あ っ て と て も よ か っ た 。 ス キ ル は 社 会 に 出 た と き に と て も 役 に
こ と だ と 思 う 。 ( 3 年 男 子 )
# 3 6 ス キ ノ レ の 授 業 は 道 徳 や 学 活 と は 少 し 違 っ て い て 、 こ ん な 授 業 も あ る ん だ と は じ め て に
思 い ま し た 。 質 出 の 仕 方 や 言 葉 づ か い 、 中 学 生 に は で き で あ た り ま え 、 と い う 印 象 が あ
り ま し た が 、 や っ て み る と 意 外 と で き な い も の ば か り で し た 。 習 っ た こ と を し 1 か し て 改
し て い き た い で す 。 ( 3 年 女 子 )
# 3 7 最 初 は こ の 授 業 は 何 の 役 に 立 つ の か あ ま り よ く 分 か ら な か っ た け ど 、 実 際 に 班 で 、 ゃ っ
た り す る 活 動 が 多 く 、 受 験 に 役 : 立 て ら れ る 内 容 ば か り で 真 面 白 に 授 業 を 受 け よ う と い
う 意 欲 が わ き ま し た 。 ス キ ル の 授 業 で 、 学 ん だ 面 接 の 受 け 方 、 ス ト レ ス と の 付 き 合 い 方 は 、
今 後 生 き て い く 中 で と て も 大 事 に な る と 思 う の で 、 忘 れ な い よ う に し 、 ま た 、 上 手 く 活
用 し て い き た い と 思 い ま す 。 ( 3 年 男 子 )
# 3 8 ス キ ル は 、 自 分 を 知 り 、 他 人 を 知 る こ と が で き た と て も 楽 し い 授 業 で し た 。 自 分 を 知
る こ と 、 斑 の 協 力 性 を 高 め る こ と 、 ス ト レ ス に つ い て 知 る こ と 、 な ど と て も 印 象 に 残 っ
た 授 業 で 、 終 わ っ て し ま う の が 、 惜 し い で す 。 今 ま で の ス キ ル を 十 分 の 吸 収 で き て い た
ら よ い と 思 い ま す 。 ( 3 年 女 子 )
# 3 9 や る 前 に 自 分 に 足 り な い も の は 何 な の か 分 か ら な か っ た で す が 、 ス キ ル の 授 業 を 終 え
て 、 自 分 は ど ん な 性 格 な の か 、 普 段 ど ん な 態 度 で 人 と 接 し て い る の か 、 が 分 か つ た 。
葉 遣 い な ど 、 知 ら な い 敬 語 も 分 か り 、 高 校 受 験 が 少 し 楽 に な っ た む ス キ ル で 、 や っ て 面 接
練 習 を 本 番 の 面 接 に し 、 か せ れ ば い い と 思 う 。 ( 3 年 男 子 )
# 4 0 普 通 に 生 活 し て い て 「 今 の 自 分 の 自 分 J と 「 今 の 他 人 か ら の 自 分 」 と い う 差 に つ い て
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学 べ た こ と は 、 新 た 他 人 を 見 つ め な お す こ と や 自 分 を 見 つ め な お す こ と が で き て よ か
っ た と 思 い ま す 。 ま た 、 日 頃 の ス ト レ ス や 、 そ の 解 消 法 な ど を 学 べ た こ と は 今 だ け で は
な く 、 こ れ か ら 生 き て い く 上 で も き っ と 大 切 な も の に な る と 思 い ま す 。 最 重 な 体 験 で し
( 3 年 男 子 )
# 4 1 初 め て は ス キ ル っ て 何 だ ろ う と 思 っ た 。 は じ め て み る と 、 最 初 か ら 人 前 発 表 で と っ て
も 緊 張 し た 。 で も 評 価 が 良 か っ た の が と も て う れ し か っ た 。 そ の ま ま ど ん ど ん や っ て い
き 、 一 番 楽 し か っ た の は 、 宝 島 の と こ ろ だ 、 っ た 。 自 分 や 人 の 意 見 も 大 事 に し な け れ ば な
ら な い の が 、 大 変 だ 、 っ た が 、 と て も 面 白 か っ た 。 ( 3 年 男 子 )
# 4 2 ス キ ル と は ど ん な こ と を す る の だ ろ う と 最 初 は わ か り ま せ ん で し た が 、 ス キ ル の 授 業
を 受 け て 、 と て も 大 切 で 、 大 事 な こ と を 学 ぶ こ と が で き た 。 相 手 の 気 持 ち ゃ ど ん な こ と を
し た ら 良 い か 、 な ど た く さ ん 分 か り ま し た 。 ス キ ル の 授 業 も 劇 な ど を し て 、 分 か り や す
く 面 白 か っ た で す 。 今 ま で ス キ ル の 授 業 で 、 留 っ て き た こ と は 、 こ れ か ら の こ と に し 1 か し
て い き た い で す 。 ( 3 年 女 子 )
# 4 3 ス キ ル は 毎 時 間 自 分 の た め に な る も の ば か り で し た 。 ス キ ル を や っ て 、 勉 強 と は 別 の
大 切 な も の も 身 に 付 け る こ と が で き た の で 、 す ご く い い 時 間 で し た 。 こ の 身 に つ い て も
の を 忘 れ ず に 、 本 番 の 面 接 の 時 に し 功 ￥ え れ ば い い と 思 い ま す 。 ( 3 年 女 子 )
# 4 4 ス キ ル の 授 業 は 自 分 が 気 づ か な い こ と が た く さ ん あ り ま し た 。 そ れ を 気 づ か せ て く れ
て 、 自 分 の マ ナ ー が 身 に つ け ら れ た と 思 い ま す 。 授 業 の 時 間 だ け で は 身 に 付 け ら れ な か
っ た こ と は お 家 で 頑 張 り た い と 思 い ま し た 。 ス キ ル の 授 業 が あ っ て 本 当 に 良 か っ た と 思
い ま す 。 将 来 に も 役 に 立 て て 生 き た い で す 。 ( 3 年 女 子 )
# 4 5 今 ま で に こ ん な 授 業 を や っ た こ と が な か っ た か ら 新 鮮 だ 、 っ た 。 自 分 の こ と を 発 表 で き
て い な い と い け な し 1 か ら と て も 大 変 だ 、 っ た 。 も っ と 自 分 を 知 っ て 、 ど の よ う な こ と が 自
分 に あ っ て い る の か を 知 り た い で す 。 ( 3 年 男 子 )
# 4 6 自 分 に 役 に 立 つ こ と ば か り あ っ て よ か っ た 。 こ の 授 業 で 、 ゃ っ た こ と
な れ ば 、
こ れ か ら の 人 生 は と て も 良 い 物 に 変 わ っ て い く と 思 い ま す 。 面 接 の 練 習 が あ っ た 時 、 緊
張 し て し ま っ た の で 、 自 分 は 面 接 の ど う い う 時 に 緊 張 し て し ま う の か が 分 か つ て よ か っ
練 習 を す れ ば よ い と 思 っ た 。 ( 3 年 男 子 )
# 4 7 は じ め で ス キ ル と 開 い た 時 は 、 「 何 だ ! ス キ ル っ て ? J と い う 気 持 ち だ 、 っ た が 、 時 間 を
か け る に つ れ 楽 し く 、 そ し て 自 分 自 身 の た め に な る も の が 、 次 々 と 身 に つ い た 。 面 接 の
時 に は 、 心 に 言 い 聞 か せ て 落 ち 着 い て で き た こ と や 、 練 習 の 時 に 失 敗 し た こ と な ど も 、
繰 り 返 す こ と が な か っ た の が 、 嬉 し か っ た 。 や っ ぱ り 最 終 的 に は ス キ ル が あ っ て 本 当 に
よ か っ た と 思 え る よ う に な っ た 。 ( 3 年 男 子 )
# 4 8 は じ め て ス キ ル は 進 路 に つ い て の 授 業 な の で 、 つ ま ら な そ う だ と 思 っ て い た け れ ど 、
活 動 し て い く う ち に だ ん だ ん 楽 し く な っ て き た 。 1 人 で 何 を や る よ り 、 だ れ か と 協 力 し て
何 か を や り と げ る 方 が と て も や り が し 1 が あ り 、 楽 し い こ と だ と 感 じ る こ と が で き た 。 全
体 に み て 本 当 に い い 勉 強 に な っ た 。 ( 3 年 女 子 )
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# 4 9 ス キ ル と い う 授 業 は 、 初 め て ど ん な 授 業 な の だ と う と 不 安 な 部 分 も あ り ま し た 。 し か
し 、 実 際 に や っ て み る と 知 っ て お か な け れ ば な ら な い マ ナ ー な ど 、 生 活 に 生 か せ る も の
が 多 く 、 と て も た め に な っ た 。 ま た 普 段 で は 気 づ く こ と が で き な か っ た 自 分 や 友 達 に 気
づ く こ と が で き た 。 こ う い う 機 会 で な い と な か な か 気 づ け な い こ と だ と 思 う の で 、 こ の
機 会 に 気 づ く こ と が で き て よ か っ た 。 ( 3 年 女 子 )
# 5 0 ス キ ル の 授 業 を す べ て 終 え て 、 ス ト レ ス の 発 散 の 仕 方 、 面 接 の 仕 方 な ど を 教 え て も ら
い 、 ど の 方 法 が 自 分 に と っ て 一 番 の 解 決 方 法 な の か 、 面 接 で や Jを 注 意 し な く て は い け な
い の か 、 ス キ ル を 通 し て 様 々 な こ と を 学 習 で き た の で 、 ス キ ノ レ が と て も 役 に 立 っ た と 思
い ま す 。 も う 少 し 数 を 増 や し て い ろ い ろ な こ と を 教 わ り た か っ た で す 。 ( 3 年 男 子 )
# 5 1 こ の ス キ ル の 授 業 は い ろ い ろ な こ と を 学 べ る 上 に 先 生 た ち の 演 技 な ど も あ り 、 と て も
楽 し い 時 間 に な り ま し た 。 こ の 時 間 で は 、 マ ナ ー や 面 接 な ど い ろ い ろ な こ と が 学 べ て 充
実 し て い た 時 間 で し た 。 今 考 え て み れ ば 、 も っ と 時 間 を ふ や し て ほ し か っ た 。 ( 3 年 男 子 )
# 5 2 ス キ ル で は い ろ い ろ な こ と を 学 ん だ む ス ト レ ス の 時 で は い ろ い ろ な ス ト レ ス が あ っ て 、
ス ト レ ス が た ま っ て い る こ と が 分 か る テ ス ト で 全 然 ス ト レ ス が た ま っ て な か っ た の で び
っ く り し た 。 そ し て 最 後 に や っ た 面 接 練 習 で は 、 自 分 の い い と こ ろ も 悪 い と こ ろ も 分 か
つ て よ か っ た 。 そ れ に み ん な と 協 力 し て で き り 、 み ん な の こ と が よ く 分 か つ た 気 が し ま
す 。 み ん な の い い こ と や 、 く せ な ど が わ か っ た の で 、 よ か っ た で す 。 ま た 授 業 を や り た
い で す 。 ( 3 年 女 子 )
{ 批 判 的 内 容 }
# 1 僕 は は じ め て の 頃 は 楽 し み に し て い た け ど 、 苦 手 な も の に な っ て く る と ス キ ル が 出 た と
い う 感 じ が し た 。 ( 2 年 男 子 )
# 2 あ ま り 楽 し み な 教 科 で は な く 、 そ こ ま で 好 き で 、 は な か っ た け ど 、 漢 字 ク イ ズ み た い な も
の や 、 マ ナ ー 、 状 況 判 断 能 力 の 向 上 な ど 、 内 容 は 悪 く は な か っ た 。 け れ ど や る の な ら 、
も う 少 し 徹 底 的 に や り 、 面 白 み も 加 え て ほ し い 。 来 年 も や る ら し い が 、 今 年 の 反 省 点 を
生 か し て 、 来 年 は も っ と 内 容 が よ く 、 み ん な が 楽 し く 思 え る 授 業 に し て も ら い た い で す 。
( 2 年 男 子 )
# 3 ス キ ル の 授 業 は 他 人 の た め に 何 が で き る の か 、 他 人 を 傷 っ け な い で 話 し た り す る 方 法 を
く さ ん や り ま し た が 、 そ れ を 実 際 に や っ た ら 、 度 を 越 え て し ま っ て 自 分 が 疲 れ て し ま
つ に の で 、 や ら な い ほ う が し 、 い と 思 い ま し た 。 で も 、 そ れ は 、 以 前 か ら 自 分 が し て い た
こ と と ほ と ん ど 同 じ だ 、 っ た の で 、 少 し ゆ る め て い っ て も い い と 思 い ま し た り ( 2 年 男 子 )
# 4 あ ま り に も 班 で す る こ と が 多 く て 嫌 だ 、 っ た 。 ( 2 年 女 子 )
# 5 ス キ ル の 授 業 は 最 初 や る と 思 っ て い た も の と は 違 い 、 人 間 関 係 を よ く 保 つ た め の 授 業 が
多 か っ た よ う に 感 じ ま し た 。 で す が 、 人 に 暴 言 を 吐 い て し ま う 人 に と っ て は 自 分 の 呂 っ
て い る こ と が 暴 言 で あ る と い う こ と を 自 覚 し て い な い タ イ プ が 多 く 、 あ ま り 授 業 で 習 っ
た こ と は 生 か さ れ て な い と 思 い ま す 。 人 間 関 係 の こ と ば か り で は な く 、 表 彰 式 で の 立 ち
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方 な ど 、 も っ と 取 り 入 れ て 欲 し か っ た 。 ( 3 年 女 子 )
# 6 ス キ ノ レ を 終 え て 、 な か な か 楽 し め た と 思 い ま す 。 日 頃 あ ま り や ら な い 面 接 練 習 や マ ナ ー
に つ い て な ど も 学 べ て 勉 強 に な っ た む 班 で 地 図 を 作 っ た 時 は す ご く 楽 し か っ
の 時 か ら や っ て い た ら す ご く 力 が つ い た ん じ ゃ な し 、 か と 思 い ま す 。 1 つ 残 念 だ 、 っ た の は 、
ス ト レ ス を は か っ た け ど 、 解 消 法 を や ら な か っ た と こ と で す 。 ( 3 年 女 子 )
# 7 ス キ ル の 授 業 で 、 普 段 自 分 だ け で は 習 え な い よ う な こ と も で き 、 と て も 勉 強 に な り ま し た 。
斑 で 協 力 し た り す る と き 、 結 構 勝 手 な と こ ろ が あ っ た が 、 i宣 す よ う に 心 か け る こ と が で
き ま し た 。 一 番 残 念 だ 、 っ た こ と は 、 4 組 は ス キ ル の 時 間 が 多 く 、 つ ぶ れ て し ま い 、 一 番 必
要 だ 、 っ た 授 業 が で き な か っ た で す 。 こ れ は 、 ス キ ル の 授 業 で 、 ス ト レ ス を 改 善 す る と い う
授 業 で し た 。 本 当 に 残 念 で す 。 ( 3 年 女 子 )
# 8 い ま だ に 「 ス キ ル j の 授 業 が わ か り き っ て い な い よ う 気 が し ま す 。 そ も そ も 「 ス キ ル j
の 授 業 は 何 に つ な が る の か が 、 分 か ら な い し 、 あ ん ま り 自 分 に と っ て プ ラ ス に な る こ と
が 好 く な か っ た と 思 う O 正 甚 な と こ ろ 、 「 ス キ ル J も f道 徳 J も あ ま り 変 わ ら な い と 思 っ
た 。 学 活 の 時 間 に も 面 接 の 練 習 を す る の で 、 河 じ こ と を 遡 2 時 間 も や っ て い る よ う じ ゃ 。
も っ た い な い と あ ま り 乗 り 気 で 、 は な か っ た 。 ( 3 年 男 子 )
{ 否 定 及 び 肯 定 的 内 容 に 示 し て い な い 全 生 徒 の 感 想 】
く 2 年 生 >
# 1 最 初 は 楽 し く な い と 思 っ て け ど 、 み ん な と 楽 し く 真 剣 に 考 え て 、 話 し 合 っ て い た ら い ろ
ん な こ と を 学 べ た 。 自 分 の 考 え 友 達 の 意 見 も よ く 開 く こ と も 大 事 だ し 、 ク ラ ス の み ん な
で 真 剣 に 協 力 し て 考 え る こ と も 大 事 だ と 思 っ た 。 ( 男 子 )
# 2 い ろ い ろ な こ と を 書 い た り や っ た り し て 楽 し か っ た ( 男 子 )
# 3 班 の 人 と い ろ い ろ な 活 動 を と お し て 班 の 人 の こ と が 少 し は 分 か っ た 気 が す る 。 班 の 人 と
の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン や も っ と 違 う 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 大 事 に し て い こ う と 思
し1 ま し た 。 こ の ス キ ル 学 習 を 通 し て も っ と も っ と い い 人 に な り た い で す 。 こ の ス キ ノ レ 学
で 大 切 な こ と を 学 び ま し た 。 ( 男 子 )
# 4 よ か っ た で す 。 ( 男 子 - )
# 5  2 年 生 の 7 月 か ら 始 ま っ た こ と 授 業 は 、 短 し 、 期 間 で し た が 、 と て も た く さ ん の こ と を 学
ぶ こ と が で き た と 思 い ま す 。 人 へ の 配 患 や 心 づ か い 、 こ う し て 学 ん で き た こ と も 大 切 な
こ と を 、 こ れ か ら の 学 校 生 活 や 社 会 生 活 に し っ か り と 役 立 て て い き た い と 思 い ま す 。 ( 男
子 )
# 6  F 3 分 が 生 き て ゆ く 中 で 、 身 に 付 け な け れ ば な ら な い こ と が 、 け っ こ う 身 に 付 し 、 た 。 協 力
性 と か 、 思 い や り と か 色 々 と 学 べ た 。 こ れ か ら 生 き て い く 中 で 日 常 の 生 活 と か 、 将 来 社
会 に 出 た と き と か で 、 こ の ス キ ル で 、 学 ん だ 、 こ と を 様 々 な と こ ろ で 生 か し て 生 き た い 。 ( 女
子 )
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# 7 こ の 勉 強 で 学 ん だ も の を 実 際 に 色 々 っ か え た ら い い と 思 う 。 ( 男 子 )
# 8 ス キ ル は あ ま り で き て い な い け れ ど 、 楽 し か っ た 。 ( 男 子 )
# 9 全 体 的 に あ ま り 好 き で 、 は な か っ た け ど 、 楽 し い も の も あ っ て よ か っ た 。 た ま に わ け が わ
か ら な く な っ て し ま っ た 。 で も 、 マ ナ ー や 態 度 な ど 、 必 要 と す る も の を 学 ぶ こ と が で き
た 。 今 度 は 好 き に な れ る よ う に 努 力 し て や っ て い き た い で す 。 ( 女 子 )
# 1 0 こ の ス キ ル の 学 習 を 通 し て 、 班 が ま と ま る こ と が で き た と 思 う D ス キ ル は 、 生 き て い
く う え で 大 切 な の で 、 し っ か り 身 に 付 け る よ う に し た い 。 ス キ ル 学 習 は 面 白 か っ 孔 V  
こ で 学 ん だ こ と を 普 段 の 生 活 に 行 か せ る よ う に 努 力 し た い 。 プ リ ン ト に し っ か り ま と め
る こ と が で き た 。 ( 男 子 )
# 1 1 普 通 の 授 業 と は 違 う 感 じ で 面 白 か っ た で す 。 班 の 中 で 話 し 合 い が あ り 、 発 表 し た か ら
い ろ ん な こ と が 身 に 付 け ら れ た と 思 い ま す 。 漢 字 の 勉 強 な ど も し て 、 勉 強 に な り ま し た 。
こ れ か ら は 、 勉 強 し た こ と を 生 か し て 、 気 持 ち ょ い 挨 拶 を し 、 積 極 的 に 話 し 合 い に 参 加
し よ う と 思 っ た 。 ( 女 子 )
# 1 2 み ん な で 楽 し く 話 し 合 い で き た よ か っ た 。 ( 男 子 )
# 1 3 ス キ ル を 学 ん で 、 人 と 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 大 切 さ と か 、 斑 の 人 た ち と 協 力 し
あ う こ と な ど よ く 学 べ ま し た 。 自 分 の 意 見 を 言 っ た り 相 手 の 意 見 を 開 い た り 、 と て も よ
く で き た と 思 い ま す 。 こ の ス キ ル 授 業 を 終 え て 自 分 に 新 し く 身 に 付 い て も の が で き た と
思 い ま す 。 ( 女 子 )
# 1 4 人 の 気 持 ち を よ く 考 え て か ら や る こ と や 、 自 分 の 気 持 ち を 相 手 に 伝 え た り す る こ と は
と て も 大 事 な こ と だ と 、 こ の 学 習 で よ く 学 べ ま し た 。 も し 、 自 分 が し 、 け な い こ と を し た
ら す ぐ に 気 が っ こ う と 思 い ま す 。 ( 女 子 )
# 1 5 ス キ ル は 一 週 間 に 一 回 あ り ま し た が 、 は っ き り 言 う と 楽 し み に し て い た 訳 で は な く 、
そ れ で も 嫌 い と い う わ け で も な い 授 業 で し た 。 と き に は 楽 し く 、 時 に は つ ま ら な い 、 そ
ん な 気 持 ち で し た 。 し か し 、 内 容 は マ ナ ー な ど 、 実 生 活 で 使 う も の ば か り 。 自 然 と
入 っ て い き 、 ま た グ ル ー プ O で 、 話 し て い る と き も 笑 い が 起 こ っ た り し て 楽 し い 時 間 で し
ス キ ル の 授 業 は 無 駄 で 、 は な か っ た と 思 い ま す 。 ( 女 子 )
# 1 6  7 月 か ら 始 ま っ た ス キ ル の 勉 強 は 、 班 で 楽 し く で き た の で 、 い つ も ス キ ル の 授 業 が 楽
し み で し た 。 し か も 、 色 々 な こ と も 分 か り 、 こ こ は こ う し よ う と か 、 こ こ は 直 そ う と か 、
自 分 で 考 え る の が た く さ ん あ り ま し た 。 そ し て 、 と て も 自 分 の 直 す と い う こ と が 分 か る
の で 、 ス キ ル の 勉 強 は と て も 役 に 立 っ て い る の で 、 こ れ か ら も 頑 張 っ て い き た い で す 。 ( 女
子 )
# 1 7 そ れ な り に 楽 し か っ た 。 み ん な で 、 全 然 意 見 が 違 っ た こ と も あ り 、 難 し か っ た が 、 個 人
他 人 で 価 値 観 が 違 う こ と が よ く 分 か っ た 。 ( 女 子 )
# 1 8 グ 〉 ノ レ ー ブ O で 、 話 す の が 多 か っ た の で 、 グ ル ー プ O で 、 意 見 が 出 し 合 え ま し た 。 r;魚 J と い う
が 入 っ て い る も の を 探 す の で は 、 一 番 班 で 協 力 で き た と 忠 い ま す 。 あ ま り 話 せ な い の も
あ っ た け ど 、 意 見 交 換 は で 、 き た と 居 、 い ま す 。 後 身 に 付 け た も の も 、 た く さ ん あ っ た の で 、
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今 後 そ れ を 生 か し て 頑 張 ろ う と 思 い ま す 。 ( 女 子 )
# 1 9 僕 は ス キ ル の 授 業 を 受 け て 、 は な し か た や 聞 き 方 で 、 気 を つ け る こ と 、 思 い や り を 持 つ
こ と を 習 っ た 。 ス キ ル で 、 習 っ た こ と は 、 と て も 大 切 な こ と だ と 思 っ た 。 な の で 、 他 の 人
で も 優 し く 接 す れ ば い い こ と が 分 か つ た 。 次 か ら 頑 張 り た い 。 そ し て 外 で も で き る よ
う に し て い き た い で す 。 ( 男 子 )
# 2 0 こ の ス キ ル 授 業 を 終 え て 他 で 、 は 習 わ な い こ と や 、 道 徳 的 な こ と を や り 、 と て も た め に
な り ま し た 。 ま た 、 漢 字 の 遊 び な ど も 面 白 か っ た 。 こ の ス キ ル を 通 し て 、 特 に 人 に 対 し
て の お も い や り を 学 ぶ こ と が で き ま し た 。 社 会 に 出 て 行 く 上 で 大 切 な こ と だ と 思 い ま す 。
3 学 期 も ス キ ル の 学 習 頑 張 り ま す 。 ( 男 子 )
# 2 1 た く さ ん の こ と を 学 び ま し た 。 班 の み な さ ん で 楽 し く 授 業 が で き ま し た 。 自 分 自 身 で
も 考 え ら れ て い い 勉 強 に な っ た と 思 い ま す 。 目 上 の 人 へ の 礼 儀 は 生 き て い く 上 で 4 生 使
う こ と な の で 、 役 に 立 ち ま し た 。 ( 男 子 )
# 2 2 ス キ ル 授 業 を 終 え て 、 人 の 話 を 聞 く こ と の マ ナ ー 、 自 分 の 意 見 や 他 人 の 意 見 が 違 い と
き 、 他 人 の 意 見 を 拒 む の で は な く 、 吸 収 し て プ ラ ス の 方 向 に も っ て い こ う と 思 い ま し
そ し て 、 最 終 的 に 相 手 と 接 す る に 一 番 大 切 な こ と は 、 相 手 を 思 い や っ て 、 誰 も 傷 つ か な
し 、 よ う に 気 を つ け な が ら 接 す る べ き だ と 思 い ま す 。 こ の こ と を 大 人 に な っ て も 忘 れ ず に
今 後 の 生 活 に 生 か し て 生 き た い で す 。 ( 男 子 )
# 2 3 と て も 楽 し い も の で し た 。 班 で 考 え る こ と が 多 か っ た の で 自 分 の 考 え を 出 し や す く 、
班 の 団 結 力 も 深 ま り ま し た 。 ス キ ル 授 業 が 終 わ る の と ほ ぼ 何 時 に 席 替 え が あ り ま す が 、
新 し い 班 で も 、 今 ま で よ り な じ め る の で は な い か と 思 い ま す 。 来 年 の ス キ ル 学 習 の と き
は 、 今 年 よ り 積 極 的 に 怠 見 を だ し た い で す 。 ま た 今 年 は あ ま り 気 に す る こ と が で き な か
っ た 一 回 - 回 の ね ら い も 来 年 は 気 を つ け て い き た い で す 。 約 4 ヶ 月 出 有 り 難 う ご ざ い ま
し た 。 ( 女 子 )
# 2 4 言 葉 遣 い と か で 、 自 分 の 印 象 と か が 、 悪 く な る こ と が 分 か り ま し た 。 い つ も は 、 何 も
考 え な い で そ の ま ま し ゃ べ っ て い た け れ ど 、 こ れ か ら は 相 手 の こ と を 考 え な が ら 話 そ う
と 思 い ま し た 。 言 葉 で 何 か を 伝 え る と い う こ と が 、 大 変 で し た 。 で き る だ け ス キ ル で や
っ た こ と を や っ て み た い で す 。 ( 女 子 )
# 2 5 今 ま で 、 ゃ っ た こ と の な い 授 業 な の で 、 最 初 は 何 を す れ ば い い の か 、 分 か ら な か っ た け
ど 、 終 え て み る と 、 社 会 に 出 て も 通 用 す る 説 明 の 仕 方 や 話 し 方 が よ く 分 か つ た た め 1 7 ' " げ
な っ た 。 ま た 、 自 分 の 考 え と 柁 手 の 考 え は 結 構 違 っ て い て 、 そ れ を ち ゃ ん と 理 解 し て 相
手 の 意 見 も 考 え な が ら 自 分 の 考 え を 述 べ る こ と が 大 切 だ と 分 か つ て よ か っ た 。 ( 男 子 )
# 2 6 ス キ ル の 授 業 は 毎 回 生 活 の 上 で 、 大 切 な こ と を 学 ん だ と 思 い ま す 。 年 上 の 人 に 話 す と き
の 言 葉 遣 い や 、 人 の 話 を 開 く と き の 態 度 な ど も 改 め て 考 え る こ と が で き た と 思 い ま す 。
こ う い っ た こ れ か ら の 生 活 に 役 立 つ こ と を た く さ ん 学 ぶ こ と が で き た の で 、 こ れ か ら は
こ れ ら の こ と に 気 を つ け て い き た い と 思 い ま す 。 ( 女 子 )
# 2 7 初 め は よ く 分 か ら な く て 難 し い と 思 っ て い た け れ ど 、 や っ て い く 内 に 余 裕 が で き て 授
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業 を 楽 し く う け る よ う に な り ま し た 。 こ の 授 業 を 受 け る よ う に な っ て か ら 、 前 よ り 相 手
の 気 持 ち を 考 え る よ う に な っ た と 思 い ま す 。 ま た 、 人 の 話 を 聞 く 時 の 態 度 や 話 し 合 い の
時 の 態 度 を 改 め て 直 し て い こ う と 思 う よ う に な り ま し た 。 企 々 な 課 題 が あ っ て 、 た め に
な っ た し 、 自 分 の 意 見 も し っ か り 言 え る よ う に な っ た の で よ か っ た で す 。 ( 女 子 )
# 2 8 楽 し か っ た で す む 3 学 期 に は な く な る け ど 、 こ れ を 生 か し て 生 き て 生 き た い と 思 い ま
す 。 ( 男 子 )
# 2 9 ス キ ル の 授 業 を 終 え て 、 み ん な で 何 か を す る と い う 、 チ ー ム ワ ー ク が 生 ま れ た と 思 い
ま す 。 あ ん ま り 意 見 が 出 な か っ た 人 も 授 業 が 進 む に つ れ て 怠 見 が だ ん だ ん 出 て き た 班 長
と し て も う 嬉 し い で す 。 自 分 も み ん な を ま と め ら れ て し っ か り で き た と 忠 い ま す 。 ま ず 、
こ れ か ら も し っ か り や り た い で す 。 ( 男 子 )
# 3 0 ス キ ル 授 業 を 終 え て 、 自 分 は 言 葉 遣 い や 他 人 の 意 見 の 受 け 入 れ 方 を 学 ぶ こ と が で き ま
し た 。 最 初 は な か な か 意 見 が ま と ま ら ず 、 あ い ま い に な っ て し ま い ま し が 、 段 々 と ま と
ま る よ う に な り ま し た 。 ま た 、 他 人 に 違 っ た 意 見 を 開 く こ と は な か な か 興 味 深 い も の で
し た 。 2 年 生 で の 経 験 を 生 か し て 生 活 し て い き た い で す 。 ( 男 子 )
# 3 1 色 々 な 授 業 を や り 、 た く さ ん 勉 強 と は 別 の こ と を 勉 強 し 、 今 後 成 長 す る J二 で 、 の 人 間 生
活 に つ い て 学 び 、 と て も よ か っ た な と 思 う O 一 番 よ か っ た と 思 っ た こ と は 、 絵 で 相 手 に
伝 え た り す る こ と 、 絵 と か な ど 表 現 す る の は 普 段 の 生 活 で は な い の で 、 少 し 変 だ 、 っ た が 、
伝 わ っ た と き の 喜 び が と て も 大 き か っ た 。 ( 男 子 )
# 3 2 ス キ ル の 授 業 を 通 し て い ろ い ろ な こ と を 学 ぶ こ と が で き ま し た 。 例 え ば 、 人 と の マ ナ
ー や 礼 儀 を 改 め て 学 ぶ こ と が で き 、 こ う い う の は 社 会 に 出 て も 役 立 つ の で 、 学 ん で 、 よ か っ
た と 思 い ま す 。 相 手 の 気 持 ち を 考 え る こ と で 相 手 と い い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が と れ る し 、
け ん か も な く 、 さ わ や か に す ご せ ま す 。 こ れ か ら も ぜ ひ し 1 か し て い き た い で す 。 ( 男 子 )
# 3 3  rサ イ レ ン ト ピ ク チ ャ ー 」 や f漢 字 マ イ ス タ ー 」 が と て も 面 白 か っ た で す 。 「 砂 漠 の 救
助 リ ス ト 」 も そ の 人 の 素 庄 な 顔 が み ら れ た 気 が し ま す 。 班 長 だ 、 っ た の で 、 発 表 や 仕 切 り
役 と し て 大 変 だ 、 っ た け ど 、 や り が し 、 が あ り ま し た 。 も う 少 し ま じ め に や っ た ら よ か っ た
と 思 い ま す 。 ( 女 子 )
# 3 4 グ 、 ノ レ ー ブ り と 協 力 し て 取 組 み 、 話 し 方 、 開 き 方 の 気 を つ け る な ど の こ と を す る こ と が で
き た 。 班 で は 席 替 え し た と き に は あ ま り 協 力 性 の 悪 か っ た 斑 だ け と 、 ス キ ノ レ の 授 業 を 通
し て 協 力 性 が 少 し ず つ よ く な り 、 そ れ ぞ れ の 自 分 た ち の 意 見 を い う な ど こ の 授 業 を し
て よ く な っ た と 思 い ま す 。 こ れ か ら も ス キ ル と い う 授 業 を 通 し て 学 ん だ こ と を 生 活 で い
か そ う と 思 い ま し た 。 ( 男 子 )
# 3 5 初 め は 「 絶 対 に つ ま ら な い だ ろ う 」 と 思 っ て し ま し た が 、 そ こ ま で つ ま ら な く な っ た 。
漢 字 の ゲ ー ム や 砂 漠 か ら 救 助 す る や っ と か 、 楽 し か っ た で す 。 そ し て 、 人 を 思 い や る こ
と や 、 人 に 接 す る 時 の 態 度 を 学 び ま し た 。 こ れ か ら は 、 こ の ス キ ル で 、 学 ん だ 、 こ と を 生 か
し て 学 校 生 活 を 送 っ て い け た ら と 思 い ま す む ( 男 子 )
# 3 7 僕 は こ の 授 業 を 受 け て 挨 拶 、 礼 儀 、 は な し か た 、 な ど た く さ ん の 自 常 に { 吏 う 何 気 な い
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大 切 な こ と を 教 え て も ら え ま し た 。 挨 拶 も け だ し て 誰 に 挨 拶 を し て い る か 分 か ら な
い の で 、 相 手 の 顔 を み て 挨 拶 を 出 来 る よ う に な れ て よ か っ た で す 。 殺 に 対 す る
も 少 し は よ く な っ た か な と 思 い ま し た 。 将 来 、 社 会 に 出 て は じ な い よ う に 今 し っ か り
べ た こ と が 一 番 よ か っ た と 思 い ま し た 。 ( 男 子 )
# 3 8 初 め て 「 ス キ ル 」 と い う 授 業 を 受 け て 、 は な し か た 、 期 き 方 、 な ど 基 本 的 な マ ナ ー が
よ く 身 に 付 い て き た と 思 い ま す 。 は じ め は 、 話 を 開 い て 、 こ の よ う な 挨 拶 が い い と 教 わ
る の か と 考 え て い た け れ ど 、 グ ル ー プ 。 に な っ て 実 際 に や っ て み た の で 、 よ く 分 か り ま し
ま た 、 ク ル ー プ O で 、 協 力 し な け れ ば で き な い こ と も け っ こ う あ っ た の で 、 人 々 と の 接
し 方 も よ く 学 べ た と 思 い ま す 。 ス キ ノ レ を 通 し て 学 ん だ こ と を 日 ご ろ の 生 活 で も 活 か し て
き た い と 思 い ま す 。 ( 女 子 )
# 3 9 こ の 授 業 を 受 け て 相 手 の 話 を 開 く 、 自 分 の 考 え を 相 手 に 伝 え る こ と に つ い て は 大 き く
変 わ れ た と 思 い ま す 。 ま た 相 手 の 人 間 的 な ょ い と こ ろ 、 悪 い と こ ろ を み つ け る こ と が で
き た の で 、 こ れ か ら は 、 そ れ を 基 に し て 相 手 と 接 し て い き た い と 思 い ま し た 。 さ ら に 人
間 的 な ノ レ ー ル を 学 ぶ こ と が で き ま し た 。 ( 男 子 )
# 4 0 ス キ ル 学 習 を 通 し て 、 人 と の 接 し 方 や マ ナ ー な ど が 分 か り ま し た 。 こ こ で 学 ん だ こ と
を 日 常 生 活 で 生 か し て い き た い で す 。 班 で 言 葉 を 使 わ ず に 絵 だ け で 物 語 を つ く る の は 、
難 し か っ た け ど 楽 し か っ た で す 。 言 葉 な し で 棺 手 に 伝 え る こ と っ て 難 し い こ と だ と 改 め
て 分 か り ま し た 。 だ か ら 、 言 葉 っ て 大 事 だ と 思 い ま し た 。 開 き 手 や は な し て の 気 を つ け
る こ と も 学 べ た の で 、 こ れ か ら 気 を つ け て い こ う と 思 い ま す 。 ( 女 子 )
# 4 1 ス キ ル の 授 業 を 通 し て 他 人 の 怠 見 を 尊 重 し 、 自 分 の 意 見 も 言 う こ と が 大 事 だ と 知 っ た 。
ス キ ノ レ で 、 習 っ た こ と を 他 の こ と に も 応 用 し て い き た い 。 ( 男 子 )
# 4 2 ス キ ル の 授 業 を 終 え て 友 達 と の 交 流 が 深 ま り ま し た 。 で も こ の 授 業 で は 深 ま る か も し
れ な い け ど 、 普 段 や っ て い る こ と な の で 、 正 直 に 言 う と あ ま り 意 味 が な い の で は な い か 、
と い う よ う に 思 い ま し た 。 ( 男 子 )
# 4 3 ス キ ル は 今 年 初 め て で 、 ど ん な 授 業 な の か 分 か ら な か っ た け ど 、 先 生 の 見 本 や 意 見 を
開 き な が ら 人 に あ っ た と き の 話 し 方 、 自 分 の 考 え な ど を も う 一 度 考 え て か ら 言 お う と 思
う よ う に な っ た 。 班 で の 協 力 は よ く で き た と 居 、 う 。 1 人 1 人 自 分 の 意 見 を 言 え て い て と
て も 良 か っ た 。 こ れ か ら も 自 分 の 意 見 を 言 え る よ う に 頑 張 り た い で す 。 ( 女 子 )
# 4 4 挨 拶 の 仕 方 や 祁 手 が 話 し や す い 態 度 と か が よ く 分 か つ た 。 1 つ 1 つ の ス キ ル は 難 し か
っ た け ど 楽 し か っ た 。 班 の 人 で 1 つ の 物 語 を 作 る と い う の も 、 最 後 を 考 え た り す る の が
す ご く 楽 し か っ た 。 人 と の 関 わ り 方 、 マ ナ ー な ど が し っ か り 学 ん だ 、 気 が し ま す 。 ( 女 子 )
# 4 5 ス キ ル の 授 業 は 班 で 話 し 合 う と き に 、 し っ か り と 話 し 合 え た と 思 う 。 班 員 1 人 1 人 が
自 分 の 意 見 を 言 っ て 、 そ し て 、 違 う 人 の 意 見 を 開 い た り し て 、 と て も よ か っ た と 思 う 。
挟 拶 や 態 度 、 考 え た り す る ス キ ル を し っ か り み に つ け ら れ た と 思 う 。 ス キ ル の 時 間 に
し た こ と を こ れ か ら し っ か り 活 用 し て い き た い 。 ( 男 子 )
# 4 6 こ の ス キ ル の 授 業 を 通 し て 僕 は 今 ま で 何 気 な く や っ て い た 挨 拶 は 人 に 失 礼 な 挨 拶 だ 、 つ
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た の で は な い か と 思 い ま し た 。 礼 に も い ろ い ろ と 種 類 が あ り 、 ロ 上 の 人 に 対 す る ネ し や 友
対 す る 礼 な ど い ろ い ろ あ る こ と が 分 か つ た 。 こ の 体 験 を 今 後 の 学 校 生 活 に 生 か し て
い け た ら と よ い と 思 い ま す 。 ( 女 子 )
# 4 7 大 体 の 場 合 は 楽 し か っ た 。 寸 劇 の よ う な 物 を や っ た り 、 絵 を 描 い た り し た こ と が 楽 し
か っ た 。 少 し 難 し い の も あ っ た け れ ど 、 と り あ え ず で き た の で よ か っ た 。 最 初 は ど ん な
こ と を す る の か が 分 か ら な か っ た の で 、 難 し そ う だ と 思 っ た け ど 、 や っ て み る と わ り と
簡 単 で 面 白 か っ た の で 、 よ か っ た 。 ま た ス キ ノ レ の 授 業 を 受 け た い と 思 い ま す む ( 男 子 )
# 4 8 ス キ ル は 楽 し く て 楽 に い ろ い ろ な 常 識 が マ ス タ ー で き て い た の で 今 思 い 返 せ ば よ か
っ た と 思 っ た 。 社 会 に で て い っ て も 普 通 に こ の 常 識 が 使 え る と い い と 思 っ た 。 も う 少 し
班 の 協 力 が あ れ ば も っ て い い 話 し 合 い に な っ て い い と 思 っ た 。 こ れ で 受 験 の と き の 面 接
は た ぶ ん 大 丈 夫 だ と 思 っ た も の で よ い 学 習 だ 、 っ た 。 ( 男 子 )
# 4 9 ス キ ル の 授 業 で 、 は 楽 し く い ろ い ろ な マ ナ ー を 勉 強 で き た 良 か っ た と 思 い ま す 。 ス キ ル
を や っ て 社 会 に 出 た と き も そ の こ と を 思 い 出 し 、 ち ゃ ん と し た マ ナ ー で 、 行 動 で 、 き る よ う
に し た い で す 。 ス キ ル の 授 業 が 終 わ っ て ち ゃ ん と し た 態 度 、 マ ナ ー を し 、 生 活 を で き る
よ う に し た い と 思 い ま す 。 ( 男 子 )
# 5 0 ス キ ル の 授 業 を 通 し て 、 班 の 考 え や 自 分 の 考 え を み ん な に 発 表 す る こ と が で き た 。 授
業 内 容 と し て は 、 入 と 関 わ る と き の 最 低 限 の マ ナ ー だ 、 っ た り 、 人 が 話 し て い る と き の 開
く 態 度 や 自 分 が 話 す 態 度 を し っ か り す る こ と を 教 わ っ た り 漢 字 の 知 識 が 増 え た こ と が 良
か っ た 。 ( 女 子 )
# 5 1 つ ま ら な そ う と 思 っ て い ま し た が 、 案 外 楽 し か っ た で す 。 そ れ に 今 ま で 気 に し て な か
っ た こ と だ け と 、 ス キ ル で 、 い や な 感 じ だ 、 っ た と 思 え る と こ ろ が あ っ た の で 、 そ れ を 直 す
こ と が で き た の で 、 良 か っ た で す 。 こ れ か ら も 続 け て い き た い で す 。 ( 女 子 )
# 5 2 班 で 行 動 す る と き は 、 国 る こ と も 多 か っ た で す 。 で も 、 ス キ ル を や る 前 よ る は 班 で 協
力 で き る よ う に な っ て き た と 思 う O こ れ か ら も 挨 拶 と か は ず っ と 必 要 な の で 、 ス キ ル で 、
学 ん だ こ と を 忘 れ な い で 、 普 段 か ら 生 活 し て い け る よ う に し た い 。 そ れ に 、 最 後 の ス キ
ル の f10 年 後 の 自 分 」 で 書 い た こ と を 本 当 に で き る よ う ど う か し て い き た い 。 ( 女 子 )
# 5 3 ス キ ル の 授 業 を う け て 、 あ い さ つ 、 相 手 の 意 見 を 開 く 、 自 分 の 意 見 を 言 う な ど が 身 に
付 い て よ か っ た で す 。 普 段 な に げ な く 使 っ て い る あ い さ つ に も 態 度 に よ っ て 相 手 に 与 え
る 印 象 も 違 う の で 、 気 を つ け た い と 思 い ま す 。 一 般 常 識 と し て 、 し っ か り 身 に 付 け た い で
す 。 そ し て 、 こ れ か ら の 生 活 、 受 験 、 就 職 の と き に 役 立 て て 生 き た い で す 。 ( 男 子 )
# 5 4 僕 は こ の 授 業 で い ろ い ろ な こ と を 学 び ま し た 。 特 に 、 み ん な の 意 見 、 考 え か た を 学 び
ま し た 。 そ し て 、 い ろ い ろ な 方 向 か ら の 祝 点 を お し て 物 事 を 見 る こ と を 学 び ま し た 円 こ
の 授 業 で の こ と を 省 意 義 に 生 活 に 役 立 て よ う に し た い と 思 い ま し た 。 ( 男 子 )
# 5 5 最 初 は 挨 拶 ぐ ら し 1 か な と お も っ て い た の で す が 、 い ろ い ろ な こ と を 教 え て も ら っ た の
で 、 良 か っ た で す 。 と く に 、 礼 儀 が 一 番 自 分 に 身 に 付 け た い と 思 い ま し た 。 そ の お か げ で
生 と 話 す と き は い ま ま で よ り 礼 儀 を 忘 れ な い よ う に す る こ と が で き ま し
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々 楽 し か っ た で す 。 ( 女 子 )
# 5 6 私 は 班 長 で ス キ ル の と き は い つ も 班 長 が 中 心 だ っ た の で 、 班 員 を ま と め る の は 大 変 だ
っ た け ど 、 班 で の 話 し 合 い が 終 わ る 時 閉 ま で に は 、 結 論 は だ せ て い た の で よ か っ た で す 。
将 来 、 面 接 や 社 会 に で た と き 、 こ の 少 し の 時 間 で 、 ゃ っ た f ス キ ル 」 と し づ 勉 強 を 思 い 出
し て 、 役 立 て た い と 思 い ま し た む 短 い 時 間 だ 、 っ た け ど 、 す ご く 充 実 し た 待 問 で し た 。 ( 女
子 )
# 5 7 ス キ ル の 授 業 を 通 し て た く さ ん の こ と を 学 び ま し た 。 伊 jえ ば 、 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ
ョ ン の と り か た な ど で す 。 生 活 に と っ て も や く だ つ こ と を た く さ ん 学 べ て よ か っ た で す 。
( 男 子 )
< 3 年 生 >
# 1 は じ め は 「 何 の た め に や る ん だ ろ う j と 思 っ た け ど 、 や っ て い く う ち に 、 f こ う す れ ば
人 間 を 傷 つ け る こ と な く 、 自 分 の 意 見 が 言 え る な j と か 「 人 に 対 し て の 接 し 方 は 場 所 、
相 手 を 考 え な け れ ば な ら な し リ な ど 普 段 気 を つ け て い る よ う で 、 気 を つ け て い な か っ た
こ と を 改 め て 考 え 直 す こ と が 出 来 ま し た 。 将 来 の 社 会 で き っ と 役 に 立 っ と 思 い ま す 。 ( 女
子 )
# 2 み ん な と 楽 し く や っ て い た し 、 何 よ り 自 分 自 身 楽 し く や る こ と が で き よ か っ た で す む
は 本 当 に 楽 し か っ た 。 面 接 の 練 習 は 面 接 の と き し っ か り や っ て お い て の で 、 役 に 立
っ と 思 っ て い る 。 今 回 の ス キ ル で 、 学 ん だ 、 こ と を こ れ か ら の 生 活 の 色 々 な と こ ろ に 生 か し
て い き た い と 思 い ま す 。 ( 男 子 )
# 3 班 員 で お 互 い に よ り と こ ろ 、 悪 い と こ ろ を 知 る こ と が で き た の で よ か っ た 。 I 宝 島 J の
授 業 で は み ん な で 協 力 し て 1 つ の 地 図 を 作 り 上 げ 、 「 ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト j で は 、 ベ ア
で マ ッ サ ー ジ な ど も や っ て 人 と 人 と の 関 わ り が 多 く 、 人 へ の 言 葉 使 い も 気 を つ け る よ う
に な っ た 。 ( 男 子 )
# 4 ス キ ル の 授 業 は と て も 楽 し か っ た で す 。 み ん な で 話 し 合 っ た り を 言 い 合 っ た り し て
い る う ち に 、 普 段 知 ら な か っ た そ の 人 の い い と こ ろ を 見 つ け た り 、 他 人 の 行 動 を 見 て 自
分 に 生 か す こ と も で き ま し た 。 ま た 、 面 接 練 習 で は 、 自 分 で 、 は 気 づ か な か っ た 悪 い と こ
ろ や よ か っ た と こ ろ を 指 摘 し て も ら う こ と で 、 次 に つ な が っ て い た と 思 い ま す 。 ( 女 子 )
# 5 最 初 は や っ て い る 窓 図 が 分 か ら な か っ た け ど 、 や っ て い る う ち に 、 何 を 伝 え た い の か が 、
分 か つ た 気 が し た 。 最 後 の 方 、 面 接 を く り 返 し や っ て い た け ど 、 紙 を み て や る こ と し か
で き な い の で 、 し っ か り 覚 え た い む 面 接 の 練 習 を も っ と た く さ ん や ら な け れ ば な ら な い
と 感 じ た 。 十 数 回 し か な か っ た け ど 、 と て も 楽 し か っ た で す 。 ( 女 子 )
# 6 面 接 の 練 習 を し た り す る の は 、 や だ と 思 っ た け ど 、 楽 し か っ た し 、 本 番 の 面 接 二 で 使 え そ
う な こ と が い っ ぱ い で き て よ か っ た 。 特 に 「 宝 島 j を 書 く ゲ ー ム で は 、 最 初 は 言 い 合 い
? な っ た け ど 、 最 後 の 方 で は 、 み ん な で 、 協 力 し い て 宝 島 を 書 く こ と が で き て よ か っ た む
こ の ス キ ル 授 業 で 、 身 に 付 け た こ と を 本 番 で で き れ ば い い と 思 い ま す 。 ( 女 子 )
# 7 ス キ ノ レ 授 業 は 主 に 自 分 を 知 る 勉 強 だ 、 っ た 。 自 分 を 知 れ た 良 か っ た し 、 ス ト レ ス や リ ラ ッ
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ク ス に つ い て も 学 べ て よ か っ た 。 面 接 の 練 留 は 結 構 役 に た っ た と 忠 う が 、 も っ と 回 数 が
あ っ た ほ う が よ か っ た 。 そ れ と 、 あ ら か じ め 予 想 し て い な か っ た 質 問 に 対 し て の 答 え 方
も や っ て お く べ き だ 、 っ た と 思 う 。 ( 女 子 )
# 8 1 5 国 の ス キ ル を や っ て よ か っ た こ と は 、 自 分 で 、 は 気 づ か な か っ た こ と や 、 友 情 が 芽 生 え
て と て も よ か っ た で す 。 そ し て 、 宝 の 地 図 が と て も 楽 し く て よ か っ た 。 ( 男 子 )
# 9 最 初 は ス キ ル の 授 業 は ど ん な も の か 、 分 か ら な く 嫌 い だ 、 っ た け ど 、 宝 探 し を や っ て か ら 、
を 受 け る の が 楽 し み に な り ま し た 。 面 接 を 受 け る 時 の 仕 方 が よ く 分 か ら な か っ た け
ど 、 授 業 を 受 け て か ら ど ん な ふ う に や れ ば い い の か 分 か る よ う に な り ま し た 。 3 年 生 だ か
ら 、 ス キ ル の 授 業 を う け る の は 、 最 後 だ け ど 、 高 校 生 に な っ て も 忘 れ な い よ う に し た い
で す 。 ( 女 子 )
# 1 0 他 の 授 業 と 違 っ て 、 班 員 と の か か わ り が 重 要 さ れ る の で 、 班 と の 会 話 が 増 え た し 、 話
し 合 い や 相 談 を た く さ ん し て 協 力 で き た と 思 い ま す 。 役 に 立 つ こ と が 多 く て 助 か り ま し
こ れ か ら も ス キ ル で 、 覚 え た 知 識 を 活 用 し て い き た い で す 。 ( 男 子 )
# 1 1 結 構 好 き で し た 。 特 に 、 「 宝 島 j は 本 当 に 楽 し く 、 お 互 い の 性 格 も つ か め た し 、 斑 の 団
結 力 も よ り 深 く な っ た と 思 う 。 面 接 の 練 習 も 今 後 し 1 か せ る よ う に し た い な と 思 う 。 他 に
も い ろ い ろ 学 べ て よ か っ た 。 ( 女 子 )
# は は じ め は 不 安 が あ っ た け ど 、 今 は 授 業 が あ っ て よ か っ た と い う 感 じ で す 。 こ れ ま で 知
ら な か っ た こ と が 知 れ て よ か っ た で す 。 先 生 の 話 を 聞 く と き の 態 度 、 相 手 の 居 を 見 て 話
す こ と を 学 ぶ こ と が で き て よ か っ た 。 授 業 で 学 ん だ こ と を こ れ か ら 生 か し た い 。 ( 男 子 )
# 1 3 ス キ ル の 時 間 は 面 臼 く 、 と て も 参 考 に な り ま し た 。 こ の 時 間 で 学 ん だ こ と は 、 面 接 の
時 に 活 か せ れ ば い い と 思 い ま し た 。 ( 男 子 )
# 1 4 最 初 は ス キ ル の 授 業 っ て 受 験 へ の 対 策 だ と 居 、 っ て い た か ら 、 嫌 だ と 思 っ て い た け ど 、
実 際 に や っ て み た ら 、 ス ト レ ス 度 な ど を 調 べ る こ と が で き た り し て 、 楽 し か っ た 。 ま た 、
緊 張 を ほ ぐ す や り 方 も 分 か つ た の で 、 い つ か 実 践 し て み た い で す 。 ( 女 子 )
# 1 5 最 初 は 積 極 的 に 授 業 に 参 加 で き な か っ た が 、 次 第 に 克 服 し て い く こ と が で き
の 授 業 で は 習 え な い 様 々 な こ と が 学 べ て と て も 有 意 義 だ っ た 。 面 接 の 練 習 も よ い 体 験 に
な っ て よ か っ た で す 。 こ の 授 業 で 学 ん だ こ と を 吏 に 発 展 さ せ た い と 思 い ま す 。 ( 男 子 )
# 1 6 ス キ ノ レ の 授 業 を 通 し て た く さ ん の 大 切 な こ と を 見 つ け る こ と が で き た 。 最 初 は は ず か
し が っ て い た 自 分 の 怠 見 を 言 う の が し 1 や だ 、 っ た け ど 、 だ 、 ん だ ん 授 業 を や っ て い く う ち に
自 分 の 意 見 を 言 え る よ う に な り ま し た 。 ま た 、 宝 島 を や り 、 班 員 と 協 力 し た り し て 仲 間
と 協 力 す る 楽 し さ を 知 り ま し た 。 面 接 練 習 で は 、 1 回 目 よ る も 2 回 目 の 方 が よ く な っ た の
で 、 も っ と 練 習 し て 本 番 は 成 功 す る よ う に し た い で す 。 楽 し か っ た 。 ( 女 子 )
# 1 7 い ま ま で で き な か っ た 目 上 の 人 へ の 態 度 や 面 接 の 時 で き る 態 度 が で き て よ か っ た 。
の や つ は 、 斑 の み ん な が い つ も よ り 仲 良 く な れ た し 、 情 報 を 人 に 教 え た り 交 換 し た り
す る 技 術 を つ け る こ と が で き る よ う に な っ た と 思 い ま す 。 こ の 身 に つ い た 技 能 を 高 校 へ
社 会 に で た と き に き ち ん と 活 用 し た り 、 使 っ て い っ た り し た い と 思 い ま す 。 ( 女 子 )
6 2  
資 料 第 羽 部 第 3
# 1 8 僕 は 今 ま で 言 葉 づ か い に つ い て あ ま り 真 剣 に 考 え た こ と が あ り ま せ ん で し た 。 し か し 、
ス キ ル の 授 業 を 通 し て 言 葉 づ か い の 難 し さ や 大 切 さ に つ い て 気 付 く こ と が で き ま し た 。
学 ん だ こ と を し 1 か し て 、 こ れ か ら は 言 葉 づ か い を し っ か り す る よ う に し た い 。 ( 男 子 )
# 1 9 最 初 は ど ん な 授 業 を や る の か 、 分 か ら な か っ た が 、 授 業 を や っ て い く う り に 、 敬 語 の
使 い 方 を 学 び 、 面 接 で 心 配 し て い た 言 葉 使 を 知 る こ と が で き た 。 ま た 、 足 立 で 、 の 協 力 牲 が
必 要 な 課 題 を 出 し 、 僕 た ち の グ ル ー プ は 1 人 1 人 の 意 見 を 聞 き 、 そ し て 、 自 分 の 怠 見 も
し っ か り 言 う こ と が で き た の で 、 答 え を 出 す こ と が で き た 。 そ の お か げ で 、 班 の 協 力 牲 が
大 き く な っ た 。 い ろ い ろ な こ と を 学 ぶ こ と が で き 、 ス キ ル は よ い 授 業 だ っ た 。 ( 男 子 )
# 2 0 僕 は 今 ま で 「 も っ と 話 し を 正 確 に 聞 く J と い う よ う な こ と を 友 達 や 親 か ら 言 わ れ 、 は
な し を 分 か り や す く す る と い う こ と が 苦 手 だ 、 っ た と 思 う が 、 今 ま で 分 か ら な か っ た マ ナ
ー や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の と り 方 が 分 か つ た 。 ( 男 子 )
# 2 1 面 接 や 敬 語 の 使 い 方 を 勉 強 し て あ ま り よ く 最 初 は で き な か っ た け ど 、 ど ん ど ん で き る
よ う に な り 、 斑 の 人 に ア ド バ イ ス な ど を も ら い 、 楽 し く で き ま し た 。 宝 島 や 謎 の ラ ン ナ
ー な ど 、 班 全 員 で 協 力 し 話 し 合 え て 1 つ の 答 え を 出 す の に 、 言 い 合 い に な っ た り も し た
け ど 楽 し い 授 業 が で き て 、 斑 員 と の 粋 も 深 ま り 、 自 分 も 身 に つ い た こ と が 多 か っ た と 思
い ま す 。 ( 女 子 )
# 2 2 大 変 だ 、 っ た け ど 、 い ろ い ろ な マ ナ ー や 面 接 に つ い て の 答 え 方 、 精 子 の 座 り 方 、 班 で の
活 動 な ど さ ま ざ ま あ り ま し た 。 ( 男 子 )
# 2 3 ス キ ル で は 、 面 接 に つ い て や 、 ス ト レ ス 、 道 の 尋 ね 方 な ど 、 た く さ ん の 役 立 つ こ と を
し で き た と 思 い ま す 。 敬 語 の 使 い 方 な ど 、 こ れ か ら 大 切 な こ と も 学 ん で い き た い と
思 い ま し た 。 ( 女 子 )
# 2 4 ス キ ル の 授 業 を 受 け て 今 ま で の 自 分 を 振 り 返 る こ と が で き ま し た 。 人 と の 関 わ り 方 に
つ い て の 学 習 で は 、 人 の 話 を 聞 く 態 度 や 、 人 へ の 話 し 方 な ど 自 分 が 今 ま で 人 と 接 し て い
て 治 す 点 が よ く 分 か つ た 。 ま た 自 分 の こ と を も よ く 分 か っ た 。 ( 女 子 )
# 2 5 大 変 だ っ た こ と が 多 か っ た け ど 、 し っ か り 勉 強 す る こ と が で き た 。 面 接 の 練 習 も し っ
か り 練 宵 を す る こ と が で き た と 思 う O 敬 訪 な ど の 勉 強 を し て 、 ち ゃ ん と し た
で 話 せ る と い い と 思 い ま す 。 ( 女 子 )
# 2 6 ス キ ル の 授 業 を 全 て 終 え て O 自 分 の 話 し 方 や 自 分 の 窓 見 を は っ き り 言 え る よ う に な っ
た 。 自 分 の 中 で は 、 宝 島 の 地 図 作 り や マ ラ ソ ン の や つ が 、 一 番 楽 し か っ た 。 ま た 、 グ ル
ー プ の 人 の 意 見 を し っ か り 開 く こ と が で き 、 協 力 し て 取 り 組 む こ と が で き た 。 こ れ か ら
も 高 校 の 面 接 の 時 や 社 会 に 出 た 時 な ど に い か し て い き た い で す 。 ( 男 子 )
# 2 7 自 分 の 中 で は f宝 島 j が 一 番 面 白 か っ た 。 理 由 は 、 全 員 が 自 分 の 意 見 を い い な が ら 、
人 の 意 見 も 開 く こ と が で き て い た の が よ か っ た 。 今 後 は こ の ス キ ル の 授 業 を 生 か し て 面
接 な ど に 取 り 組 ん で い け る よ う に し た い 。 ( 男 子 )
# 2 8 最 初 の ス キ ル 授 業 は 難 し そ う で 言 葉 づ か い や 、 情 況 に 応 じ て の 対 応 な ど 覚 え る こ と が
で き る か な と 不 安 で い っ ぱ い だ 、 っ た け ど 、 宝 探 し の 授 業 な ど を 行 っ た り し て 面 白 か っ た 。
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( 男 子 )
# 2 9 今 ま で 言 葉 づ か い な ん か 簡 単 だ と 思 っ て い ま し た が 、 い ざ や っ て み る と 難 し い こ と に
気 付 き ま し た 。 今 ま で 、 ゃ っ た ス キ ル を し っ か り 復 習 し て 面 接 に 臨 み ま す 。 ( 男 子 )
# 3 0 印 象 に 残 っ た の は f 自 己 理 解 を 深 め る j で す 。 自 分 自 身 の 特 徴 も 改 め て 考 え て み る と 、
J意 外 と 難 し か っ た 。 ま た 新 し い 自 分 が 発 見 で き た こ と で は な し 、 か と 思 い ま す 。 ま た 、 面
接 の マ ナ ー で 、 も 知 ら な か っ た こ と を 学 べ た 。 面 接 の 練 習 を 何 回 も 行 っ て 、 自 分 の 意 見 を
上 手 く 主 張 す る こ と が で き る よ う に な っ た と 思 い ま す 。 ( 女 子 )
# 3 1 初 め は 少 し 心 配 だ 、 っ た け ど 、 斑 で 協 力 し て 作 業 を し た の が と て も 楽 し か っ た で す む ま
た 面 接 の 練 習 や 挨 拶 、 敬 語 は こ の 先 大 切 な こ と な の で 、 ち ゃ ん と 覚 え て 生 き た い で す 。
ス キ ル を 通 し て 、 人 と の 協 力 や 自 分 を 理 解 す る こ と が で き た 。 こ れ か ら も 活 か し た い で
す 。 ( 女 子 )
# 3 2 ベ ア や グ ル ー プ O で 、 の 活 動 は 、 協 力 し て 取 り 組 む こ と が で き た の で 、 良 か っ た と 思 い ま す 。
最 初 は あ ま り 楽 し く な か っ た り 、 い や だ 、 っ た り し た け ど 、 途 中 か ら 楽 し く な っ て き て 、
い ろ ん な こ と を 身 に 付 け る こ と が で き ま し た 。 ス キ ル の 授 業 で 、 学 ん だ こ と を 人 と 話 す と
き や 、 面 接 な ど に し 、 か し て い き た い 。 ( 男 子 )
# 3 3 面 接 練 習 や 、 言 葉 遣 い 、 マ ナ ー な ど 難 し い 授 業 も あ っ た が 、 宝 島 や ラ ン ナ ー の 斑 で 協
力 し て 行 う 作 業 は 面 白 く 、 楽 し み な が ら 協 調 性 を 高 め る こ と が で き 、 よ か っ た と 思 し 1 ま
す 。 自 己 理 解 や ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト の 授 業 で は 、 書 く こ と で 、 自 分 で も 分 か ら な か っ
た 部 分 が 分 か つ て よ か っ た 。 こ れ か ら ス キ ル 授 業 で 、 学 ん だ 、 こ と を し 叶 瓦 せ る よ う に し た い 。
( 女 子 )
# 3 4 ス キ ル で 、 学 ん だ 、 こ と を い ざ と い う と き に 使 え る よ う に 個 人 的 に も 頑 張 っ て 練 宵 し ま す 。
っ て い る 人 の 順 番 の や つ は 面 白 か っ た 。 ( 男 子 )
# 3 5 ス キ ル で 、 は 普 通 の 学 校 で 、 は 学 ん で 、 な い 日 常 の こ と や 、 面 接 の 仕 方 な ど た く さ ん の こ と
を 学 び ま し た 。 こ の こ と を し 1 か し て い け た ら い い な と 思 い ま す 。 ( 男 子 )
# 3 6 た く さ ん の こ と を 身 に 付 け る こ と が で き た と 思 い ま す 。 身 に 付 け た こ と を 受 験 や 、 将
に 役 に 立 て た い と 忠 、 い ま す む こ の 授 業 を 受 け る の は 初 め て だ 、 っ た け ど 、 思 っ た よ り 楽
し く 受 け る こ と が で き ま し た 。 班 の 人 と チ ー ム ワ ー ク が 深 ま る こ と が で き た 。 ( 女 子 〉
# 3 7 最 初 は よ く 分 か ら な か っ た が 、 今 と な っ て は と て も 面 白 く な り ま し た 。 さ ら に 人 と 接
す る 時 の マ ナ ー と 姿 勢 に つ い て 学 べ た 。 一 学 期 で 、 面 接 に つ い て か な り 理 解 で き た と 思 い
ま す 。 ( 男 子 )
# 3 8 と て も 楽 し か っ た 。 受 験 や 面 接 の 態 度 な ど と て も 勉 強 に な り ま し た 。 班 の 活 動 が 多 く
て 、 と て も 勉 強 に な り ま し た 。 ( 女 子 )
# 3 9 楽 し か っ た し 、 協 力 し あ え ま し た 。 斑 で も 仲 良 く な れ た し 、 よ か っ た と 思 い ま す 。 面
接 は 活 用 し て い き た い と 思 い ま す 。 礼 儀 も 学 べ た の も 将 来 の た め に 使 い た い と 思 い ま し
た 。 楽 し か っ た 。 ( 女 子 )
# 4 0 最 初 j は ど ん な 授 業 を や る の か 、 全 然 わ か ら な か っ た け ど 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン や 面 接
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の 練 習 を し て い く う ち に 、 ど ん ど ん 面 白 く な っ た の で 、 よ か っ た で す 。 高 校 の 入 試 で 必
要 な 面 接 の 練 習 を じ っ く り で き た の で 、 面 接 に 対 す る 不 安 が 少 し 消 え た 。 ま た 、 班 で の
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が と り や す く な り ま し た 。 ( 男 子 )
# 4 1 は じ め は ど ん な 授 業 な の か 、 分 か ら な か っ た で す 。 授 業 を 進 め る う ち に 、 今 の 自 分 に
と っ て と て も 貴 重 な 一 時 間 で あ る こ と が 分 か り ま し た 。 敬 語 の 使 い 方 、 人 と 接 し 方 に つ
い て 考 え 直 す こ と が で き ま し た 。 役 に 立 つ こ と を た く さ ん 学 べ た 良 い 授 業 で し た 。 ( 女 子 )
# 4 2 す ご く 自 分 の た め に な っ た 。 こ れ ら の こ と を 参 考 に し っ か り 授 業 に 備 え た い で す 。 ス
ト レ ス の こ と で は 、 自 分 の ス ト レ ス 度 を 知 れ た し 、 そ の た め に ど の よ う な 点 を 直 せ ば よ
い か 、 対 策 な ど も 分 か っ た 。 ( 女 子 )
# 4 3 自 己 理 解 か ら 始 ま っ た ス キ ル の 授 業 で 、 質 問 の 仕 方 、 礼 儀 、 相 手 の 話 を 開 く 、 態 度 、 自
P R な ど い ろ い ろ な こ と を や り ま し た 。 高 校 受 験 を す る 時 に 必 要 な こ と が で き て と て も
よ か っ た で す 。 ( 男 子 )
# 4 4 班 の 中 の メ ン バ ー と 考 え を 話 し た り 、 開 い た り し て 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と っ た り
楽 し む こ と が で き て よ か っ た 。 敬 語 は 面 接 、 そ の ほ か に も 必 要 な も の な の で 、 や っ て よ か
っ た 。 面 接 の 練 習 は 練 習 を し て い る う ち に ゆ っ く り 話 す よ う に な っ た り 、 目 を 面 接 官 に
向 け る よ う に し た り 、 適 切 な 回 答 が で き る よ う に な り ま し た 。 ( 男 子 )
# 4 5 自 分 の た め に な る こ と が お お か っ た 。 特 に 面 接 は い つ で も 使 う の で 勉 強 に な っ た 口 人
と 話 し 方 も ず っ と 役 に 立 つ の が 良 か っ た で す 。 ( 女 子 )
# 4 6 授 業 中 に 敬 語 や 礼 儀 、 高 校 の 面 接 の 仕 方 な ど た く さ ん の こ と が 学 べ て よ か っ た 。 ゲ ー
ム で は 班 の チ ー ム ワ ー ク も は っ き で き た し 、 個 人 の 情 報 が 班 の 人 に 伝 え ら れ る よ う に な
っ た こ と も ス キ ル の 授 業 が あ っ た か ら だ と 思 い ま す 。 今 ま で 学 ん だ こ と を こ れ か ら し 、 か
し て い き た い と 思 い ま す 。 ( 女 子 )
# 4 7 何 を や る の か 、 全 然 見 当 が 付 か な か っ た け ど 、 や っ て み て 、 と て も 大 切 な こ と ば か り
だ 、 っ た の で 、 す ご く た め に な り ま し た 。 敬 語 も 前 よ り 適 切 に 使 え る よ う に な っ た し 、 面
接 の や り 方 も 覚 え ま し た 。 一 一 番 驚 い た こ と は 、 私 は あ ま り ス ト レ ス を 感 じ て な い と い う
こ と で す 。 こ れ か ら ス キ ル で 、 学 ん だ 、 こ と を し 1 か し て い き た い で す 。 ( 女 子 )
# 4 8 し っ か り 自 己 理 解 を 深 め る こ と が で き た と 思 う し 、 斑 で 、 ゃ っ た 宝 島 や 走 っ て い る 人 の
)1 領 番 を あ て る も の は 、 班 員 み ん な で 楽 し く や れ た し 、 相 手 の 口 だ け で も の を 伝 え る の は
難 し い だ な と 実 感 し ま し た 。 面 接 の 練 習 も す る こ と が で き た し 、 ス キ ル で も っ と 知 識 を
深 め ら れ た と 思 い ま す 。 ( 女 子 )
# 4 9 最 初 は 何 を す る の か 、 分 か ら な か っ た が 、 段 々 自 分 の こ と に つ い て も よ く 知 る こ と が
で き た し 、 友 達 の こ と も た く さ ん 知 る こ と が で き ま し た 。 最 後 の 面 接 練 習 は 班 で 、 や っ て
と て も 楽 し か っ た で す 。 こ れ か ら 高 校 の 入 試 の 時 に 役 立 つ と い い で す 。 ( 女 子 )
# 5 0 最 初 は 何 を や る の か 、 わ か ら な か っ た が 、 屈 を 重 ね る 事 に 、 段 々 と 慣 れ て い く の が 分
か り 、 い つ も よ り も 自 分 に つ い て 考 え る 事 も で き 、 と て も 参 考 に な り ま し た 。 面 接 や 対
話 の 練 習 で は 、 最 初 は ぎ く し ゃ く と し て い ま し た が 、 何 回 も 練 習 し て い る 間 に そ れ が な
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く な り 、 確 実 に 上 達 し た と 思 い ま し た 。 受 け て よ か っ た と 思 い ま す 。 ( 男 子 )
# 5 1 ス キ ル と 開 い た 何 を や る の だ ろ う か 、 と 思 っ た け ど 、 実 際 に や っ て み る と 、 こ れ か ら
の 生 活 、 入 試 に 役 立 つ 事 が と て も 多 く あ り ま し た 。 確 か に 相 手 に 情 報 を 伝 え て 「 宝 J を
探 し た ゲ ー ム 、 ラ ン ナ ー を あ て る ゲ ー ム が 特 に 楽 し く 身 に 付 け る こ と が で き た 。 自 己 P R
1 て い く に つ れ て 、 だ ん だ ん と い な れ て き て 、 書 け る よ う に な り ま し た 。 あ
と 正 し い 敬 語 の 使 い 方 で は 、 敬 語 だ と 思 っ て い た 語 も そ う で は な く 、 面 接 の 時 に 使 う 前
に 知 る こ と が で き た よ か っ た で す 。 い ろ ん な 場 面 で 役 立 て て 生 き た い と 思 い ま す 。 ( 男 子 )
# 5 2 ス キ ル は 斑 の 人 と 協 力 し て 1 つ の こ と を 完 成 さ せ た り 、 自 分 の 苦 手 な こ と を 頑 張 っ て
ゃ っ た り 、 友 達 と ア ド バ イ ス し あ つ あ り で き て と て も よ か っ た し 、 た め に な り ま し
今 ま で 積 み 重 ね た こ と は 全 部 自 分 に 役 立 つ こ と だ し 、 大 き な 自 身 と し て 心 に 残 せ る と 思
し 、 ま す 。 回 っ た 時 や 不 安 な 時 は 今 ま で 、 や っ て き た ス キ ル の 授 業 を 思 い 出 し た い で す 。 ( 女
子 )
# 5 3 楽 し か っ た 。 少 し は 身 に つ い た ら い い な と 思 い ま す 。 失 礼 の な い よ う な 人 に 道 を 開 く
方 法 な ど 、 様 々 な こ と を 覚 え ら れ て と 思 い ま す 。 ( 女 子 )
# 5 4 最 初 は 少 し つ ま ら な か っ た け ど 、 少 し ず つ ス キ ル の 授 業 に 慣 れ て き て 思 っ て い た よ り
楽 し い も の で し た 。 僕 は 敬 語 を 使 っ て 文 章 を 作 る と 文 章 全 体 が ま と ま ら な く て 、 苦 手 だ
っ た け ど 、 ス キ ノ レ の 授 業 を 通 し て 文 章 が 作 れ る よ う に な っ た 。 ( 男 子 )
# 5 5 ス キ ル は こ れ か ら 多 分 役 に 立 つ だ 、 と う と 思 わ れ る こ と ば か り で し た 。 敬 語 の よ う に 、
ま だ あ ま り 身 に つ い て い な い も の も あ り ま し た が 、 こ れ か ら の 自 分 の た め に 今 日 か ら 時
間 が あ る と き に 、 ス キ ル の 授 業 を 思 い 出 し 、 身 に 付 け ら れ る よ う に な れ ば よ い と 思 い ま
す 。 そ し て 、 大 人 に な っ た と き に は 「 常 識 」 が 身 に つ い て い る よ う に な っ て い た い で す 。
( 女 子 )
# 5 6 ス キ ル の 授 業 で 、 は 、 友 だ ち と 協 力 し て 活 動 す る 大 切 さ や 自 分 を 良 く 知 る こ と の 大 切
さ を 学 べ た 。 と て も よ い 経 験 だ と 思 う O ま た 、 ス ト レ ス に つ い て 習 っ た と き の 、 ス ト レ
ス 調 査 が 楽 し か っ た 。 予 想 外 に 自 分 の ス ト レ ス が 多 い こ と に ひ 、 っ く り し た 。 今 ま で 勉 強
し た こ と を 受 験 に し 、 か し て い こ う と 思 い ま す o ( 女 子 )
# 5 7 今 年 か ら ス キ ノ し と い う 授 業 が 始 ま っ て 、 最 初 は 何 を や る の か 、 と か つ ま ら な い と 忠 っ
て い ま し た が 、 だ ん だ ん 楽 し く な っ て き た し 、 自 分 の た め に な っ て い る こ と に 気 づ き ま
し た 。 結 構 つ ぶ れ た 時 間 も あ っ た け ど 、 楽 し く 、 い つ も 楽 し み に し て い
の 授 業 が あ れ ば い い と 思 い ま し た 。 ( 女 子 )
ま た ス キ ル
# 5 8 自 分 が 社 会 に で て か ら の マ ナ ー を よ く 学 び 、 よ く 感 じ る こ と が で き た 。 ま た 、 日 常 で
も こ の こ と を い か し て 生 き た い と 思 う と こ ろ が た く さ ん で き た 。 ( 男 子 )
# 5 9 ス キ ル の 授 業 を 通 し て 、 い ろ い ろ な こ と を 学 べ て よ か っ た で す 。 自 分 の 知 ら な い 部 分
も 知 れ た し 、 ス ト レ ス が す ご く た ま っ て い る ら し い 、 と い う こ と も 知 れ た 。 最 後 の 面 接
で も 、 こ ん な に 緊 張 す る と は 思 っ て い な く て 、 本 番 は ど う な る ん だ ろ う と 不 安 な 部 分 も
あ り ま す が 、 い ま ま で ス キ ル 授 業 で 、 学 ん だ こ と を 生 か し て 、 こ れ か ら も っ と も っ と 面 接
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の 練 習 を 頑 張 り た い と 思 い ま す 。 楽 し か っ た で す 。 ( 女 子 )
# 6 0 さ ま ざ ま な こ と を や っ た け ど 、 ど れ も 役 に 立 つ こ と が ば か り で 、 と て も た め に な り し
た 。 特 に 面 接 練 習 の で は 、 自 分 の 怠 見 を ち ゃ ん と い い 、 好 感 を 持 て る よ う に は ど う し た
ら い い か 、 な ど が い ろ い ろ 分 か つ た の で よ か っ た 。 他 に も ス ト レ ス な ど を や っ て 自 分 の
こ と を 理 解 す る こ と が で き た の で よ か っ た と 思 う 。 ( 女 子 )
# 6 1 普 段 ス キ ル な ん て 授 業 は な い の で 、 何 を や る の だ ろ う と 思 っ て い ま し た が 、 や は り
段 や ら な い よ う な 内 容 の も の ば か り を や っ て と て も た め に な っ た し ど れ も こ れ か ら
の 人 生 で 、 生 か し て い け る も の な の で 、 あ り が た く 思 い ま す 。 ( 男 子 )
# 6 2 最 初 は ど ん な 授 業 だ ろ う と お も っ た け ど 、 生 活 し て い く 中 で 大 事 だ け と 基 本 的 な こ と
を 学 ぶ こ と が で き た 。 ま た 、 人 を 気 に か け た り 、 協 力 し あ っ た り で き る 仲 間 意 識 が 芽 生
え た と 思 い ま す 。 自 分 や 相 手 の こ と を よ く 知 る こ と が で き て よ か っ た 。 一 一 時 間 … ・ 時 間 、
な 時 間 が す ご せ て う れ し か っ た 。 高 校 入 試 や 社 会 に で た と き 、 役 立 て ば よ い と 思
い ま す 。 ( 女 子 )
# 6 3 話 し 方 や 態 度 な ど を 覚 え る こ と が で き た 。 と て も い い 経 験 に な り ま し た 。 自 分 自 身 を
み な お し 、 ょ い と こ ろ な ど を み つ け る こ と が で き た 。 面 接 の 練 習 も し た の で 、 本 番 も い
か せ れ ば い い と 思 い ま す む 実 際 、 本 番 は こ れ よ り も も っ と 上 手 に で き る よ う に し た い で
す 。 ( 女 子 )
# 6 4 ス キ ル の 授 業 は 、 最 初 は ど ん な こ と を や っ て い く の か 、 あ ま り 分 か ら な か っ た け ど 、
意 外 と 楽 し ん で で き ま し た 。 班 の 人 と も 協 力 し て 授 業 を う け る こ と が で き た の で 、 よ か
っ た と 思 い ま す 。 こ れ か ら は ス キ ル で 、 身 に つ い た こ と を 普 段 の 生 活 に い か し て い く よ う
に し た い で す 。 面 談 も 頑 張 っ て 高 校 に う か り た い で す 。 ( 女 子 )
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A p p e n d i x  n  -4-1 
「 答 辞 」 卒 業 生 代 表
ア メ リ カ で 卒 業 式 は g r a d u a t i o n c e r e m o n y の 他 に c o m m e n c e m e n t と 言 い ま す 。 こ の
C o m m e n c e は 日 本 語 で 「 始 ま る j 、 つ ま り c o m m e n c e m e n t 卒 業 式 に は fは じ ま り の 式 j と
い う 意 味 も あ る の で す 。 卒 業 は 終 わ り で は な く 、 始 ま り 。 私 達 は 今 日 、 一 つ の 区 切 り を つ
け て 新 し い 第 一 歩 を 踏 み 出 し ま す 。
こ の 束 中 学 校 を 卒 業 す る に あ た り
す。
を 代 表 し て 、 を 述 べ さ せ て い た だ き ま
思 い 起 こ せ ば 三 年 前 の 入 学 式 、 ぶ か ぶ か の 制 服 に 身 を 包 み 期 待 と 不 安 に 駆 ら れ な が ら 体
育 館 に 入 場 し ま し た 。 先 輩 方 の 歓 迎 の 言 葉 や 歌 の 力 強 さ に 驚 き つ つ も 、 少 し 安 心 さ せ ら れ
た の を 今 で も 覚 え て い ま す む
九 十 九 里 浜 で の 地 引 き 網 体 験 で は 、 前 の 方 で 網 を 引 っ 張 り た く て 、 j毎 坊 主 の よ う に 梅 に
入 っ て い く 者 。 ま た 開 き 直 っ て 泳 ぎ だ し て し ま う 者 な ど が 出 て く る 中 、 み ん な と a 致 団 結
し て 捕 っ た 魚 を 食 べ た こ と は お 互 い の 距 離 を 縮 め 、 協 力 す る こ と の 楽 し さ 、 大 切 さ を 感 じ
ま し た 。
初 め て の 運 動 会 で は 自 分 た ち の 仕 事 が 分 か ら な く 、 ほ と ん ど 先 輩 任 せ に な っ て し ま っ た
こ と や 、 三 年 生 の 熱 狂 的 な 声 援 と ク ラ ス が 団 結 し た と き の 力 強 さ に 、 た だ た だ 唖 然 と す る
ば か り で し た 。
一 年 生 は 次 か ら 次 へ と や っ て く る い ろ い ろ な 体 験 に 新 鮮 さ と 戸 惑 い を 感 じ た 時 期 で も あ
り ま し た 。
そ し て 二 年 生 。 中 学 校 生 活 に も 幾 分 慣 れ た せ い か 、 落 ち 着 き が な い 、 だ ら し な い 、 と 叱
ら れ る こ と が 増 え ま し た 。 し か し 新 入 生 を 迎 え 、
と 呼 ば れ る よ う に な り 、 自 分 達 の 行
動 に 責 任 を 持 た な け れ ば い け な い と い う 上 級 生 と し て の 自 覚 も 生 ま れ ま し た 。
合 唱 コ ン ク ー ル の 時 期 に な る と 、 ど の ク ラ ス で も 考 え や 意 見 の 違 い か ら 男 女 で 対 立 す る よ
う に な り ま し た 。 女 子 が 頑 張 ろ う と し て い る と こ ろ を 男 子 は し 、 か に し て 練 習 か ら 抜 け 出 す
か 、 そ ん な こ と ば か り 考 え て い た 日 々 が 今 で は 懐 か し く 思 え ま す 。 し か し 、 ク ラ ス で 一 つ
の 歌 を 作 り 上 げ る こ と の 大 変 さ や 、 本 番 で 、 自 分 た ち の 持 て る 力 を 出 し 切 っ た と き の 達 成 感
や 充 実 感 を 学 ぶ こ と が で き ま し た 。
部 活 動 で は 今 ま で 引 っ 張 っ て き て く れ た 三 年 生 が 引 退 し 、 私 達 が 後 輩 を 引 っ 張 っ て い く
立 場 に な り ま し た 。 情 け な い 姿 は 見 せ ら れ な い と 、 つ ら い と き に も 歯 を 食 い し ば っ て 頑 張
っ て き ま し た 。 暑 い 支 の 日 に は 汗 を 光 ら せ 、 の ど が か ら か ら に な る ま で 走 り 抜 い た こ と も
あ り ま す 。 冬 の 寒 く て 手 が 凍 え る よ う な 朝 で も 、 も っ と 上 手 く な り た い 、 強 く な り た い と
い う 想 い で 朝 練 に 励 ん だ こ と も あ り ま す む 懸 命 に 取 り 組 ん だ 分 、 そ れ は 自 分 た ち の エ ネ ル
ギ ー に な り 、 納 得 い く 成 果 に つ な が り ま し た 。 そ の 中 で 学 年 を 越 え 、 チ ー ム 全 員 の 力 が 一
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つ に な ら な い と 決 し て 勝 て な い こ と を 学 び ま し た 。
そ し て 冬 の 冬 季 自 然 教 室 で す 。 だ い く ら ス キ ー 場 で の 三 日 間 、 ス キ ー は も ち ろ ん で す が
私 達 に と っ て 部 屋 で の 過 ご し 方 も 楽 し み の 一 つ で し た 。 就 寝 時 間 に な る と テ ン シ ョ ン が 高
く な り プ ロ レ ス を 始 め た り 、 先 生 に 叱 ら れ な が ら も 友 と 夜 通 し 語 り 合 っ た こ と な ど 思 い 出
深 い こ と が た く さ ん あ り ま し た 。 夜 の 集 い で は キ ャ ン ド ル に 灯 を と も し 、 み ん な で 「 瑠 璃
色 の 地 球 j を 歌 い ま し た 。 三 日 間 寝 食 を 共 に し 、 今 ま で 以 上 に 粋 が 深 ま っ た 仲 間 と の 合 唱
は 今 で も 心 の 中 で 響 き 渡 っ て い ま す 。
も 思 い 出 に 残 っ た 一 年 で し た 。
六 月 に あ っ た 一 大 イ ベ ン ト 、 修 学 旅 行 。 束 中 で 初 め て ク ラ ス を 越 え て テ ー マ 別 に 班 を 作
り 、 日 本 の 先 人 が 残 し て く れ た 京 都 を ま わ り ま し た 。 そ の 他 に も お 宿 石 長 で の 出 来 事 、 京
都 の 街 並 み 、 奈 良 の 鹿 、 関 西 の 蒸 し 暑 さ 、 朝 の 鴨 川 の 散 歩 な ど 、 京 都 ・ 奈 良 の す ば ら し さ
を A 人 一 人 が 自 分 た ち の 肌 で 感 じ る こ と が で き ま し た 。
十 月 O ク ラ ス で 取 り 組 む 最 後 の 行 事 、 合 唱 コ ン ク ー ル 。 受 験 も 近 づ き 忙 し く な る 中 、 ど
の ク ラ ス も 鎧 い 時 間 で 集 中 し て 練 習 す る よ う に な り ま し た 。 人 の 心 を 動 か す よ う な 歌 を 歌
い た い 、 束 中 学 校 の 伝 統 で あ る 合 唱 の 素 晴 ら し さ を 一 ， ー
っ て 作 り 上 げ た 歌 は 私 達 に も 大 き な 感 動 を 与 え て く れ ま し
え た い と い う 想 い を 持
し か し 、 何 よ り も 思 い 出 に 残 っ て い る の は 、 い つ も の 教 室 で 仲 間 と 一 緒 に 過 ご し た 何 気
な い 日 常 で す 。 共 に 笑 い 、 共 に 学 び 、 時 に は 叱 ら れ た こ と も あ っ た 、 そ ん な 日 々 が 今 は 何
に も か え が た い 宝 物 に な っ て い ま す 。 一 人 一 人 が お 互 い を 気 づ か い 、 常 に 温 か い 空 気 の 中
で 過 ご せ た の は こ こ に い る 仲 間 が し 、 て く れ た か ら で す 。
そ し て 今 日 。 私 達 は 卒 業 式 を 迎 え 、 束 中 学 校 に 別 れ を 告 げ ま す 。 あ っ と い う 間 の 三 年 間 、
で す が と て も 充 実 し た 大 切 な 三 年 間 で し た 。
在 校 生 の 皆 さ ん 、 私 達 は 部 活 動 や 生 徒 会 活 動 な ど 様 々 な 活 動 を 通 し て こ の 束 中 学 校 を 魅
力 あ る 学 校 に し よ う と 励 ん で 、 き ま し た 。 し か し 、 束 中 学 校 は ま だ 多 く の 可 能 性 を 秘 め て い
ま す 。 そ の 可 能 性 は 決 し て 受 け 身 で 、 は 見 つ け る こ と の 出 来 ま せ ん 。 一 人 一 人 が 自 ら 積 極 的
に 考 え 、 行 動 し て 、 初 め て 見 つ け る こ と の 出 来 る も の だ と 思 い ま す 。 私 達 の 代 で は 引 き 出
せ な か っ た 可 能 性
と も 皆 さ ん に 引 き 出 し て ほ し い 。 そ れ が き っ と 皆 さ ん の 成 長 に 繋
が る と 思 い ま す 。 私 達 は 決 し て 立 派 な 先 輩 と は い え な か っ た か も し れ ま せ ん が 、 あ な た た
ち が 私 達 を 信 じ 、 後 ろ で 支 え て き て く れ た こ と 、 そ し て 今 日 も 温 か く 送 り 出 し て く れ た こ
と に 感 謝 し て い ま す 。
( 以 下 、 略 )
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A p p e n d i x n  寸 2 筆 者 が 担 当 し た 「 社 会 的 ス キ ル の 授 業 j に お け る 3 年 生 の 評 価
① 「 上 級 学 校 訪 問 に 向 け て J ( 7 月 )
本 授 業 は 、 夏 季 休 業 日 に 行 わ れ る 高 校 の 体 験 入 学 や 学 校 説 明 会 ・ 見 学 会 に 行 く 生 徒 に と
っ て 興 味 ・ 関 心 が 高 い こ と も あ り 、 た い へ ん 意 欲 的 に 取 り 組 ん で い た 。
「 上 級 学 校 訪 問 に 向 け て マ ナ ー や 言 葉 づ か い を 学 ぶ こ と が で き た J I学 ん だ こ と を 積 極 的
に ト レ ー ニ ン グ し 身 に つ け る こ と が で き た J I学 ん だ こ と を 活 か し て い こ う と 思 っ た 」 と い
う 自 己 評 価 項 目 で は 、 「 よ く で き た ( 7 0 % ) J  、 「 で き た ( 2 5 % ) J  、 fあ ま り で き な か っ た ( 5 % )  J  
と 回 答 し て い る 。 告 由 記 述 欄 に は 、 大 部 分 の 生 徒 が ス キ ノ レ を 理 解 し た こ と 、 ス キ ル を 身 1 7 "
付 け て い き た い と 記 述 し て い た 。
② f 自 己 理 角 卒 を 深 め る ① J ( 9 月 )
ワ ー ク ( ジ ョ ハ リ の 窓 ) を 通 し て 、 他 者 が 知 っ て い る 自 分 と 、 自 分 の 知 ら な い 部 分 が あ
る こ と に 気 づ く こ と が で き た と 9 8 % の 生 徒 が 評 価 を し て い る 。 ま た 、 グ ル ー プ 。 で 、 の ワ ー ク
を 通 し て 、 自 分 の 長 所 や 課 題 点 を 見 い だ す こ と が で き た と 9 5 % の 生 徒 が 回 答 し て い る 。
者 の 観 察 に お い て も 、 生 活 班 を 単 位 と し た グ ル ー プ ロ 活 動 に 全 員 が 積 極 的 に 参 加 し 、 自 己 理
解 を 深 め て い た と 評 価 で き る 。
③ f 自 己 理 解 を 深 め る ② J ( 9 月 )
自 己 理 解 を 深 め 、 自 分 の 問 題 点 を 焦 点 化 す る 活 動 を 行 っ た 。 各 自 、 現 在 の 気 持 ち を
で 表 す こ と で 受 験 に 向 け て の 自 分 の 問 題 点 を 明 確 に す る こ と が で き て い た 。 記 載 さ れ た 文
は 、 授 業 担 当 者 が 朱 書 き で コ メ ン ト を 書 き 、 具 体 的 な ア ド バ イ ス を 行 っ た 。
④ 「 質 問 の 仕 方 を 身 に 付 け よ う J ( 9 月 )
進 路 に 関 す る 質 問 を 考 え て ワ ー ク シ ー ト に 記 入 し 、 記 入 内 容 に 基 づ き ベ ア で の ロ ー ル ブ コ
レ イ ン グ 演 習 を 行 っ た 。 ベ ア に な れ ず 一 人 の 生 徒 に は 、 授 業 者 が パ ー ト ナ ー を 務 め 、
が 体 験 的 に 取 り 組 ん だ こ と で 、 質 問 の 順 番 を 身 に つ け る こ と が で き て い た 。
⑤ 「 マ ナ ー を 身 に つ け よ う J ( 9 月 )
高 校 訪 問 時 の マ ナ ー や 言 葉 遣 い 等 を 身 に つ け る こ と を ね ら い と し た 演 背 を 実 施 し た 。 役
割 を 演 じ る こ と や 観 察 者 の 立 場 を 体 験 さ せ る こ と で 、 身 だ し な み ・ 服 装 、 姿 勢 、 表 情 な ど
の 大 切 さ を 理 解 す る こ と が で き た と 1 0 0 % の 生 徒 が 回 答 し て い た 。 ま た 、 多 く の 生 徒 が 、 初
対 面 の 人 と 接 す る 時 の マ ナ ー の ポ イ ン ト に つ い て も 理 解 で き た と 記 述 し て い た 。
⑥ 「 適 切 な 言 葉 遣 い を 学 ぼ う J ( 1 0 月 )
W 中 学 校 内 で 行 わ れ る 校 長 面 接 に 向 け て の 適 切 な 言 葉 遣 い ( 丁 準 語 ・ 謙 譲 語 ・ 尊 敬 語 )
を 身 に つ け る こ と ね ら い と し て 、 グ ル ー プ 。 演 習 を 中 心 に 実 施 し た 。 意 義 と 意 味 は 理 解 で き
て い た が 、 実 際 の 使 い 方 が 身 に 付 く ま で に は 至 ら な か っ た 。 日 常 生 活 の 中 で 練 習 を く り 返
し て い く よ う に 助 言 し た 。
⑦ 「 班 の 協 力 性 を 高 め よ う J (1 0 月 )
W 中 学 校 の 伝 統 行 事 で あ る 合 唱 コ ン ク ー ル に 向 け て 、 協 力 す る 姿 勢 を 身 に つ け る こ と を
ね ら い と し た 課 題 解 決 の グ ル ー プ ワ ー ク を 実 施 し た 。 生 活 斑 で グ ル ー プ 。 を 作 り 取 り 組 ま せ
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た が 、 課 題 解 決 の 過 程 に お い て 、 班 員 相 互 に 気 づ い た こ と や 感 じ た こ と 、 考 え た こ と を 積
極 的 に 話 し 合 う こ と が で き て い た 。 特 に 、 一 言 も 発 言 し な い と い う 生 徒 は 、 ど の 学 級 に も
見 ら れ ず 、 大 部 分 の 生 徒 は 、 課 題 に 楽 し く 取 り 組 め た こ と を 返 り 用 紙 に 記 入 し て い た 。
⑧ f ス ト レ ス っ て 何 だ ろ う J 0 0 月 )
ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト と し て 、 ス ト レ ス の 理 解 を 深 め 、 グ ル ー プ 。 で 、 意 見 を 出 し 合 い 、 話
合 う 活 動 を 通 し て 、 い ろ い ろ な ス ト レ ッ サ ー が あ る こ と が 理 解 で き て い た む ま た 、 ス ト レ
ス 反 応 尺 度 を 通 し て 自 分 自 身 の ス ト レ ス の 強 さ を 知 る こ と が で き た 。
⑨ 「 リ ラ グ ゼ ー シ ョ ン を 体 験 し よ う J ( 1 0 月 )
授 業 者 の デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン や ビ デ オ 視 聴 を 通 し て 、 リ ラ グ ゼ ー シ ョ ン の 方 法 を 学 び 、
ス ト レ ス 軽 減 の た め の 動 作 法 と 呼 吸 法 を 体 験 さ せ た が 、 個 人 差 が 見 ら れ た 。 個 々 の 生 徒 に
対 し て 、 自 分 に 適 し た 方 法 を 見 つ け る こ と を 助 言 し た 。
⑬ f 自 己 理 解 を 深 め る ③ J (11 月 )
自 己 を 洞 察 し 、 適 切 な 進 路 選 択 を 考 え る た め の 活 動 を 行 っ た 。 ワ ー ク シ ー ト へ の 記 入 後 、
グ ル ー プ ρ 活 動 を 行 っ た 。 一 人 一 人 が 自 分 の 精 神 状 態 に 気 づ き 、 自 分 の 進 路 選 択 に つ い て 考
え る こ と が で き て い た む ま た 、 グ 、 ル ー プ 内 で の 発 表 で は 傾 聴 的 な 態 度 と 共 感 的 な 理 解 が 促
進 さ れ 、 「 話 す J i聴 く 」 態 度 が 向 上 し て い た む
⑬ 「 高 め あ う 学 級 J (11 月 )
カ ウ ン セ リ ン グ 的 な 態 度 を 意 識 し な が ら の 話 合 い 活 動 を 通 し て 、 受 験 期 に お け る 今 、 不
安 や 焦 り は 自 分 一 人 だ け が 感 じ て い る も の で は な い こ と を 共 感 的 に 理 解 で き た 。 互 い に 支
え 合 い 、 共 に が ん ば っ て い こ う と す る 心 情 が 育 ま れ れ た 。
⑫ f 自 分 を 表 現 し よ う ① J (11 月 )
面 接 で 必 要 な 話 し 方 、 態 度 の ポ イ ン ト を 確 認 し 、 相 手 に 好 感 を 与 え る 態 度 や 、 自 己 ア ピ
ー ル の 話 し 方 に つ い て の 演 習 を 通 し て 、 実 践 的 な 練 習 が で き て い た 。
⑬ 「 自 分 を 表 現 し よ う ② J (11 月 )
面 接 場 面 を 想 定 し て の ロ ー ル プ レ イ ン グ を 行 っ た 。 全 員 の 生 徒 が 自 己 P R を ワ ー ク シ ー
ト に ま と め 、 相 手 に 伝 え る こ と が で き た 。 質 問 に 対 し て 、 能 潔 で 、 具 体 的 な 答 え 方 に つ い
て は 、 繰 り 返 し の 反 復 練 習 を 要 す る こ と も 理 解 で き て い た 。
⑬ 「 自 分 を 表 現 し よ う ③ J (12 月 )
面 接 官 役 と 受 験 生 役 の ロ ー ル プ レ イ ン グ を 順 番 に 行 い 、 順 番 待 ち の 間 は 観 察 者 と し て 、
観 察 の ポ イ ン ト に 基 づ い た 評 価 を さ せ た 。 グ ル ー プ 間 の 人 間 関 係 も 円 滑 と な っ て い る た め
に 、 活 動 の ふ り 返 り で は 、 活 発 な 話 合 い 活 動 が 行 わ れ て い た 。 他 者 と の 関 わ り が 不 得 手 な
生 徒 も 、 役 割 に 徹 し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 っ て い る 様 子 が 見 ら れ た 。
⑬ f こ ん な 時 、 ど う す る ① J 0 2 月 )
高 校 受 験 を 間 近 に 控 え た 時 期 で あ る た め に 、 生 徒 全 員 が 、 意 欲 的 な 取 組 で あ っ た 。 実 際
に あ っ た 過 去 の 事 例 や 、 起 こ り が ち な ト ラ ブ ル に 対 し て 、 ど の よ う に 対 処 し て い く の か を
場 面 設 定 す る 中 で 、 ロ ー ル プ レ イ ン グ 演 習 を 通 し て 体 験 的 に 練 習 を 行 っ た 。
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A p p e n d i x  I -4-3 社 会 的 ス キ ル の 授 業 」 の 教 師 ア ン ケ ー ト 用 紙
ス キ ル 教 育 ア ン ケ ー ト
平 成 1 8 年 度 よ り 始 め た 本 校 の ス キ ル 教 青 に つ い て 、 教 職 員 側 か ら 見 た 評 価 と し て の ア
ン ケ ー ト を 行 し 1 ま す 。 本 結 果 に つ い て は 、 平 成 2 0 年 度 の 教 青 課 程 編 成 に も 反 映 さ せ て い
き た い と 思 い ま す の で 、 御 協 力 の 程 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。
Q l  ス キ ル 教 育 の ね ら い と 実 施 時 期 、 実 施 方 法 等 に つ い て
ど ち ら と も
と て も よ く な
No. 目
と て も よ い
よ い
や や よ い あ ま り よ く な い よ く な い
い え な い
い
1  ね ら い
2  実 施 時 期
3  
授 業 時 数
4  
実 施 方 法
5  
授 業 内 容
6  
評 価 方 法
L倫 制 尚 尚 曲 崎 町 胸
7  ( そ の 他 ) Q l に 関 す る 内 容 に つ い て 」 あ り ま し た ら ご 記 入 く だ さ い 。
Q 2  ス キ ル 教 育 に 期 待 さ れ る 効 果 に つ い て
と て も 効 果
や や 効 集 が
ど ち ら と も
あ ま り 効 果 は
ま っ た く 効 巣
No. 目
効 巣 が あ る 効 巣 は な い
が あ る あ る
い え な い
な い が な い
1  
自 己 理 解
2  
他 者 理 解
l2 
自
4  
い じ め 防 止
5  
不 登 校 防 止
6  
進 路 指 導
ア 人 間 関 係 作 り
8  
規 範 怠 識
9  ( そ の 他 ) Q 2 に 関 す る 内 容 に つ い て ご 意 見 や 要 望 が あ り ま し た ら ご 記 入 く だ さ い 。
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Q 3  ス キ ル 教 育 の 学 習 効 果 が 表 れ た と 思 わ れ る 生 徒 の 様 子 に つ い て
No. 
項
目 お 気 づ き に な っ た 生 徒 の 様 子 等 に つ い て ご 記 入 く だ さ い
1  
自 分 自 身
に 関 す る こ と
2  
学 級 集 団 形 成
に 関 す る こ と
3  
コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 能 力
4  い じ め 関 す
る こ と
5  
不 登 校
関 す
る こ と
6  進 路 指 導 に 関
す る こ と
7  
学 級 内 の 人 間
関 係
8  
学 校 生 活 適 応
に 関 し て
一 … し …
9  ( そ の 他 ) Q 3 に 関 す る 内 容 に つ い て ) あ り ま し た ら ご 記 入 く だ さ い 。
Q  4  ス キ ル 教 育 全 般 に つ い て 、 次 年 度 へ 向 け て の 課 題 等 に つ い て
※ 教 育 課 程 編 成 ( 時 数 や 授 業 祖 当 者 、 選 択 教 科 と の 調 達 等 ) 、 生 徒 指 導 、 特 期 活 動 ( 行 事 や 安 全 ・ 録 鍵 指 導 等 ) 、 他 。
ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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A p p e n d i x  I -5'・ 1 神 戸 - 市 立 神 陵 台 小 学 校 第 1 学 年 学 級 活 動 学 習 指 導 案
( 社 会 性 を 育 て る ス キ ル 教 育 )
1 日 時 平 成 2 4 年 1 月 3 1 S  ( 火 ) 第 5 校 時
2  教 材 名
『 あ な た の が す て き J
3  指 導 に あ た っ て
本 学 級 の 児 童 ( 男 子 11 名 、 女 子 8 名 ) は 、 元 気 で 明 る く 何 事 に 対 し で も 積 極 的 に 取 り 組
む こ と が で き る 。 し か し 、 年 度 当 初 は 人 前 で し ゃ べ る こ と に ' 慣 れ て お ら ず 、 恥 ず か し が っ
て 諸 表 が で き な い 児 童 や 伝 え 方 が わ か な ら な く て 発 表 で き な い 児 童 も 多 く み ら れ た 。 ヴ ?
で 、 朝 の 会 で 日 番 が ニ ュ ー ス を 発 表 し た り 、 学 予 干 の 中 で 、 グ ノ レ ー ブ 。 予 告 表 を し た り す る な ど 、
人 前 で 話 す 機 会 を 多 く 作 る こ と で 、 発 表 が 少 し ず つ で き る よ う に な っ て き た 。 さ ら に 、 「 毎
日 、 全 員 発 表 J を 目 標 に 取 り 組 む こ と で 、 が ん ば っ て 発 表 し よ う と す る 姿 も 見 ら れ る よ う
な っ て き た 。 ま た 、 1 年 生 と い う こ と も あ り 、 1 学 期 か ら ソ ー シ ャ ル ス キ ル の 授 業 を 通 し
て、 ト イ レ や 掃 除 の 仕 方 、 片 付 け 、 あ い さ つ の 仕 々 、 返 事 の 仕 方 、 話 の 聞 き 方 な ど 基 本 的
な ス キ ル を 身 に 付 け る よ う に 取 り 組 ん で き た 。 そ の た め 、 生 活 習 慣 や 授 業 態 度 な ど
: 当 初 に 比 べ る と 身 に 付 い て き た む し か し 、 最 近 で は 、 友 だ ち の で き て い な い と こ ろ ば か り
こ 目 が し 1 き 、 お 互 い に 注 意 の し 合 い に な る 場 i屈 が 多 く み ら れ る 。 ま た 、 帰 り
「 頑 張 っ て い た と こ ろ J rよ か っ た と こ ろ j を う 待 問 を と っ て い る が 、 同 じ 児 童 ば か り が
発 表 を し て 、 な か な か 見 つ け る こ と が で き な い 児 童 ゃ う ま く 言 葉 に し て 伝 え る こ と が で き
な い 児 童 も し 1 る。
そ こ で 、 本 題 材 で は 、 友 だ ち の よ い と こ ろ を 見 つ け 、 言 葉 に し て 祁 手 に 伝 え る と い う こ
と を 取 り 上 げ る 。 ょ い と こ ろ を 見 つ け 、 言 葉 に し て 伝 え 合 う こ と で 、 友 だ ち に 認 め て も ら
う こ と の 嬉 し さ を 知 り 、 言 葉 に し て 伝 え る こ と の 大 切 さ に 気 付 く こ と が で き る 。 ま た 、 自
分 の よ い と こ ろ を 見 つ け て も ら う こ と で も っ と よ い と こ ろ を 見 つ け て も ら お う と f士 事 に
頑 張 っ て 取 り 組 ん だ り 、 友 だ ち に 優 し く し た り で き る よ う に な る 。 そ こ で 、 よ さ を 伝 え 合
っ た 時 の 気 持 ち に 気 付 か せ 、 友 だ ち と の 繋 が り を よ り 深 め て い き た い 。
ま ず 、 2 人 組 に な り 簡 単 な 言 葉 で 相 手 の ょ い と こ ろ を 伝 え 合 う こ と で 、 こ の 学 背 の 見 通 し
を も た せ る 。 相 手 の よ さ を 伝 え る こ と を 理 解 し た と こ ろ で 、 2 つ の モ デ リ ン グ を 見 せ 、 た だ 、
「 カ ￥ っ こ い い J か わ し ¥V  ¥J r優 し し リ で は な く 、 ど の よ う な イ 云 え 方 が い い の か に 気 付
か せ る 。 そ こ で 、 「 だ か ら rす て き だ な 」 と い う 言 葉 を 使 っ た り 、 相 手 の 日 を 見 た り す る
こ と を 確 認 し 、 ロ ー ル プ レ イ で 練 習 す る 。 ま た 、 三 わ れ た 時 も 「 あ り が と う J と 古 う こ と
で 、 言 葉 に し て 伝 え る こ と の 大 切 さ に も 気 付 か せ た い 。 そ し て 、 よ さ を 伝 え 合 う こ と の 心
地 よ さ に 気 付 か せ る こ と で 、 今 後 の ク ラ ス 内 で の 円 滑 な 人 間 関 係 の 構 築 に 役 立 て た い 。
4  指 導 計 画 ( 全 2 時 間 )
本 時 の ね ら い
相 手 の 吾 を 見 て 、 相 手 の よ い と こ ろ を わ か り や す い 言 葉 に し て 伝 え る こ と が で き る 。
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O 本 時 の 展 開
学 習 活 動 の 内 容
1  < イ ン ス ト ラ ク シ 議 ン >
活 動 の 目 的 を 確 認 し 、
支 援 (0) と 留 意 点 ( ・ ) 資 料 な ど
ょ い と こ ろ み つ け の 活 動 を す る 。
，  2 人 組 で 活 動 す る 。
し て 伝 え よ う O
音 楽 C D
ょ い と こ ろ み つ け l  
く や り 方 >
①  音 楽 が 止 ま る と 2 人 組 に な る 。
②  ジ ャ ン ケ ン を し て 、 勝 っ た 人 か ら 相 手 の よ さ を 伝 え る O
( 交 代 す る )
③  ベ ア を 変 え て 操 り
o rや さ し し リ 「 あ か る し リ な ど の フ ラ ッ 、 ン ュ カ ー ド を 使 | フ ラ ッ シ ュ
っ て 、 友 だ ち の よ い と こ ろ を み つ け や す く す る 。 1 カ ー ド
2  < モ デ リ ン グ >
モ デ リ ン グ を 見 て 、 友 だ ち の よ い と こ ろ の 倍
え 方 を 知 り 、 伝 え 合 う 。
，  2 つ の モ デ ル を 見 て 、 ど ち ら の
! モ デ リ ン グ
;① ・ r o oく ん は 、 護 し い で す ね 。 J
;② ・ r o oく ん は 、 困 っ た 時 に 助 け て く れ ま
j  だ か ら 、 す て き だ と 思 い ま す o J  
珊欄・-.
2  
モ デ ル が い し 、 か を 考 え る 。
< リ ハ ー サ ル >
・ 言 葉 の プ レ ゼ ン ト の 仕 方 を 知 る 。
- 言 葉 の プ レ ゼ ン ト の 仕 方 を 練 習 す る 。
< 口 一 ル ブ レ イ >
を 使 っ て 言 わ せ る 0
・ モ デ リ ン グ で の f7iJを 使 っ て 、 練 習 さ せ る 0
・ 伝 え る と き の 表 情 な ど 児 童 の よ か っ た と こ ろ を 取 り 上
げ 、 全 体 に 知 ら せ 、 多 様 な 伝 え 方 に 気 付 か せ る の
' 4 人 グ ル ー プ で 見 つ け た よ さ を 伝 え 合 う 。
? ? ?
相 手 の 目 を 見 て 伝 え る 。
- 伝 え 方 を は っ き り さ せ る た め に 伝 え 合 う 時 の ポ イ ン
し③ 笑 顔 で 怯 え る 。 j  
「 あ り が と う J
ト を 押 さ え る 。
3 、 < フ ィ ー ド バ ッ ク >
本 時 の 活 動 を 振 り 返 る 。 1 0な か な か う ま く 結 え る こ と の で き な い 児 童 に は 、 ボ イ
・ グ 、 ル ー プ 。 で 、 そ れ ぞ れ の 体 験 を 過 し 、 気 づ い た i  ン ト を 振 り 返 ら せ る 言 葉 か け を し て し 、 く 。
こ と を 話 し 合 う 。 1 0子 ど も の 心 の 中 の 変 化 に 気 付 く よ う 助 言 す る 0
・ 振 り 返 り カ ー ド に 記 入 し 、 発 表 す る 。 1 ・ よ さ を 伝 え 合 う こ と の 心 地 よ さ に 気 付 か せ る 。
0 今 後 の 生 活 の 中 で ス キ ル を 活 か し て い け る よ う に 子 ど
も の 発 表 を 認 め て い く 。
- ょ い と こ ろ は 音 葉 に し て 伝 え る こ と が 大 切 で あ る こ と | 振 り 返 り
に 気 付 か せ る 。 I カ ー ド
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日 部 第 5
A p p e n d i x  I -5・ 2 第 4 学 年 学 級 活 動 学 習 指 導 案 ( 社 会 牲 を 育 て る ス キ ル 教 育 )
1 日 時 平 成 2 3 年 11 月 3 0 日 ( 水 ) 第 5 校 時
2  教 材 名 「 短 気 は 損 気 、 応 援 は や る
3  指 導 に あ た っ て
本 学 級 の 児 童 ( 男 子 12 名 + 1 名 、 女 子 9 名 ) は 、 ど の 子 も 素 直 で 何 事 に 対 し で も ; γ っ
て み た し リ と い う 、 興 味 関 心 は 非 常 に 高 い 。 授 業 に お け る 発 言 も そ れ な り に で き て い る が 、
自 分 の 思 い や 考 え 方 を 言 葉 で 表 現 す る よ う な 発 問 に 対 し て は ま だ ま だ 抵 抗 が 強 い 児 童 も し 1
る G 語 葉 が 少 な く 、 自 分 の 思 い が 適 切 に 表 現 で き な い の か 、 年 度 当 初 に は す ぐ に 暴 力 的 、
攻 撃 的 な 口 調 に な り そ こ か ら ト ラ ブ ル に な る こ と も 多 か っ た 。 そ の た め 、 今 年 度
方 針 と し て 、 言 語 活 動 の 充 実 を 軸 と し た 取 り 組 み を 行 っ て い る 。 普 段 か ら 辞 書 引 き を 行 い 、
を 増 や す だ け で な く 、 短 文 の 暗 唱 や ミ ニ 創 作 作 文 な ど を 通 し て 、 自 分 の 思 考 を 整 理 し 、
思 い や 考 え を 表 現 で き る 児 童 を E 指 し て い る 1 学 期 は 、 わ く わ く キ ャ ン プ を 通 し
て 、 み ん な で 協 力 す る こ と の 大 切 さ に つ い て 経 験 す る こ と が で き た 。 ま た 2 学 期 に 入 り 、
運 動 会 や 音 楽 会 な ど の 行 事 を 通 し て 、 仲 間 を 思 い や り 、 み ん な で 支 え あ う こ と で 大 き な 行
事 を 成 功 さ せ る こ と が で き 、 一 定 の 達 成 感 を も っ て 学 校 生 活 を 送 る こ と が で き て い る 。
本 題 材 で は 、 友 だ ち が 一 生 懸 命 や っ て 失 敗 し た と き は 許 す こ と を 取 り - げ る O グ ル ー
活 動 に は 目 的 が あ り 、 失 敗 し た 相 手 を 責 め て も 、 目 的 達 成 の 援 助 に は な ら な い こ と に 気 付
か せ る こ と が で き る 題 材 で あ る 。 ま た 、 自 分 が 責 め ら れ る 以 上 に 、 友 だ ち の 失 敗 を 強 く 非
難 し て し ま う 児 童 の 姿 が 見 ら れ る 中 で は 、 グ ル ー プ 。 に 責 め fT う 雰 囲 気 が あ り 、 緊 張 が 高 ま
り 、 普 段 は し な い よ う な 失 敗 を し て し ま っ た り 、 失 敗 を 恐 れ て 消 極 的 に な っ て し ま っ た り
す る よ う な 児 童 が 増 え て し ま う 。 そ こ で 、 お 互 い が 一 生 懸 命 ゃ っ た こ と に つ い て の 失 敗 に
つ い て は 、 許 し 、 励 ま し あ う こ と を 意 識 づ け 、 実 際 の 行 動 に 移 せ る よ う に し た い 。
ご と ず 、 学 級 の 生 活 で 見 ら れ る よ う な 場 面 ( お 題 ) を 提 示 し 、 そ れ に 対 す る 人 生 の 切 り 札
( 行 動 ) か ら 、 相 手 の 様 子 を 予 想 さ せ る 。 人 生 の 切 り 札 ( 行 動 ) に よ り 相 手 は ど の よ う 1 7 "
感 じ る の か と い っ た 、 桔 手 の 側 に 立 っ た 視 点 で 行 動 の 良 し 悪 し を 考 え さ せ た い 。 ま た 、
の 後 自 分 は ど う な る か と い っ た 、 そ の 後 に 何 が 起 こ る の か と い っ た こ と ま で 考 え さ せ る こ
と で 、 自 分 が ど の よ う な 行 動 を と れ ば よ し ゅ 瓦 を 理 解 さ せ る 。 一 時 的 な 感 情 で 「 責 め る j よ
り 、 冷 静 に な っ て 「 励 ま す J 助 け る j 行 為 の ほ う が 、 グ / ル レ 一 ブ
ブプO ラ ス に な る ニ と に 目 を 向 け さ せ た し い1 O ま た 、 何 回 も ロ ー ル プ レ イ を 行 う こ と で 、 様 々 な
か け の パ タ ー ン や 語 葉 を 増 や す こ と に つ な げ た い 。 前 提 と し て 、 グ ル ー プ J 活 動 で 、 は 、
自 分 の 役 割 に … J 生 懸 命 取 り 組 む 義 務 が あ る こ と を 理 解 さ せ て お く 。 い い 加 減 に や っ た 結 果
の 失 敗 に は 通 用 し な い こ と は 、 し っ か り と 線 引 き し て お き た い む ま た 、 た と え
っ て 失 敗 し た の で あ っ て も 許 し て く れ る の を 待 つ だ 、 け で な く 、 す ぐ に そ の 場 で 謝 る こ と
も 合 わ せ て 指 導 す る こ と で 、 今 後 の ク ラ ス 内 で の 円 滑 な 人 間 関 係 、 の 構 築 に 役 立 て た い 。
4  指 導 計 画 ( 全 1 時 間 )
本 時 の ね ら し ¥ . 友 だ ち が … 一 生 懸 命 や っ て 失 敗 し た と き は 、 励 ま し た り 助 け た り す る
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資 料 第 H 部 第 5
学 習 展 開
児 童 の 活 動
支 援 と 留 意 点
資 料 な ど
1  グ ル ー プ 活 動 の 目 的 を 確 認 す る 。 I ・ 児 童 の 日 常 生 活 で 起 こ り う る 場 面 を 設 定 す る 。
・ 一 生 懸 命 取 り 組 む こ と が 大 切 で あ る こ と を 押 さ え る 。
|  友 だ ち が 失 敗 し た と き 自 分 が ど ん な 行 動 を と っ た ら よ い か 考 え よ う 0 1
2  ス テ ッ ブ 1
グ ル ー プ で カ ー 引 き そ の 行 動 i 他 の グ ル ー プ に 岬 ら せ な い よ う に す る こ と で 発 表 の i切 り 札 い
で ロ ー ル プ レ イ を 行 う 。 I際 の 興 味 ・ 関 心 に つ な げ る O
- 体 験 し た こ と か ら 、 友 だ ち の 様 子 を j ・ 全 員 が 役 割 を 行 い 、 ま だ ち の 様 子 を 考 え や す く す る 。
2 つ 考 え る 。
- 発 表 ボ ー ド に 記 入 さ せ 、 掲 示 と し て { 吏 用 す る 。
， - - - - - - - - 園 田 岬 欄 即 四 ー ー ー 四 四 闘 相 醐 岬 僧 ・ ー ー ー ー ー 回 開 岬 四 ー ー 四 回 目 闘 叩 叩 即 四 世 田 ー 噌
- グ 、 ル ー プ ご と に 発 表 を 行 う 。 ; カ ー ド の 内 容
ス テ ッ フ 2
; ① 責 め る ② ば か に す る ③ 知 ら ん 顔 ④ は げ ま す ⑤ 助 け る l  
L 棚 田 ー ー ・ ー ー ー ー ・ 田 畑 叩 園 田 ー - - 園 田 醐 側 柳 欄 棚 田 ー ー ー ー 鶴 附 制 帽 ー ー ー 園 田 園 田 畑 岬 四 四 J
- 考 え た 友 だ ち の 様 子 か ら 、 そ の 後 何 | ・ そ の 後 の 出 来 事 を 考 え る こ と で 、 行 動 の 善 し 悪 し に つ い
が 起 こ る か を 考 え る 。 I て 考 え さ せ る 。
① そ の 後 、 仕 事 は ど う な る か I  . ク ソ レ ー ブ 1 で 、 意 見 の 交 流 を さ せ る 。
② そ の 後 、 自 分 は ど う な る か
ス テ ッ プ 3
児 童 の 予 想 さ れ る 反 応
- ① ~ ③ は 仕 事 が ス ト ッ プ し て し ま う ね
. ① ~ ③ は 相 手 か ら も 嫌 わ れ て し ま う よ
. ④ ~ ③ だ と お 瓦 い 気 持 ち が い い ね
L _ _ ー 自 由 世 間 問 問 問 ー ー ー ・ ・ ・ 幽 由 幽 明 間 切 ー - ー ・ 幽 幽 叩 - 叩 ー ー ー ー ー - _ 1  
- 自 分 に も 、 友 だ ち に も 、 ク ソ レ ー ブ 》 に | ・ 時 間 に よ っ て は 、 確 認 だ け と す る 。
も 、 お 得 な 「 人 生 の 切 り 札 j は ど れ か | ・ 可 能 で あ れ ば 理 由 も 発 表 さ せ た い 。
)1 員 { 立 付 け す る 。 ; 児 童 の 予 想 さ れ る 反 応
l  ・ ④ ~ ③ だ と う ま く ク 子 ル ー プ の 活 動 が 進 み そ う だ :  
L 世 幽 畑 叩 甲 田 ー ー 四 ー 由 叩 問 問 叩 間 早 ー ー 自 由 也 由 叩 叩 ー ー - ー 由 悶 即 時 相 申 1
3  本 時 の 確 認 、 と ロ ー ル プ レ イ
.  ~正だちが失敗したときの約束 F短気 I •  rは げ ま す 助 け る 」 の お 得 な 切 り 札 を 上 手 に 使 え る
は 損 気 、 応 援 は や る 気 』 を 理 解 す る 。 I よ う に す る こ と が 、 秘 訣 で あ る こ と を 確 認 す る 。
・ し 、 く っ ヵ 、 の 場 面 を 想 定 し 、 ロ ー ル ブ I ・ 失 敗 し た 側 も 、 「 申 し 訳 な し リ と い う 気 持 ち が 大 切 で あ
レ イ を 行 う 。 I る こ と を 押 さ え る の
発 表 ボ ー ド
切 り 札 カ ー ド
切 り 札 カ ー ド
( ク ソ レ ー ブ で 行 い 、 役 割 の な い 児 童 | ・ ロ ー ル プ レ イ を し な が ら 、 た く さ ん の 語 葉 を 出 さ せ 、 パ | 評 価 の ポ イ ン ト
は 、 約 束 が 守 ら れ て い る か 判 定 し 、 ほ
め る )
4  ふ り 返 り
タ ー ン を 増 や す 。
; 言 葉 か け の 例
大 丈 夫 ・ だ れ に で も 失 敗 は あ る よ ・ 気 に し な い ;  
;  ・ 次 が ん ば ろ う ・ い っ し ょ に や ろ う ;  
- 授 業 の 感 想 、 を 記 入 し 、 数 名 に 発 表 さ | ・ 今 後 の 生 活 の 中 で ス キ ル を 活 か し て い け る よ う に 子 ど も i ワ ー ク シ ー ト
せ る 。
の 発 表 を 認 め て し 、 く 。
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